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明治^ 卜 二 年 

明治 四十 三年 

明治 ^：卜 四 年 

明治 1: 卜 五. li- 

大： 正 二 年 ：：• 

大 1^ 三年 …： 

大正 四 年 ：：• 

大正 五 年 ：； 

大正 六 年 ：： 


大正 七 年  ニハ I： 

大正 八 年  二  0 六 

大正 九 年  二 七 二 

大冗十 年  ：： 三 五八 

大正 十一 年  ^  四 一七 

大正 卜 二 年  四 七 五 

大正 十三 年  五 0 一 

大正 十四 年  ：: 五 二 

大正 十五 年 昭和 元年 ：…  六 0 八 

昭和 二 年  り  六 五 五 


索 ItD 


書 
翰 


年 二十 四 治 明 


明治 四十 一 一年 

一 〔三月 六日 本 所から。 廣 Ig 雄-が〕  . 

肅啓 御手 紙 難 有奉誦 致し 候ジ ヤング ル ブック は 嘗て 其 中の 二三 を 土 肥 春 曙 氏 の 譯し たる を讀み ( 少 

年 世界に て〕 幼き 頭腦に 小さき 勇ましき モング ー スゃ 狼の 子なる モ ー グリ ー や 椰子の 綠 葉の かげに 眠 

れる 水牛 や 甘き 風と 暖 なる 日光と に 溢れた る 熱帶の 風物の 鮮 なる 印象 をう けし ものに 御座 候 原作に 接 

したき は 山々 に 御座 候へ ども 目下の 樣子 にて は 到 医 手に おへな ささう に 候へば まづ ^^あきら め て 

Kosmersholm を こ つ - (^字書 を ひき 居り 候 

口 スメ ルス ホルムと 云へば 此篇 ほど メレ ジ ュ コ ウス キの 所謂 「死の 苦痛 卽ち 生の 苦痛」 の { 仝氣の 痛切に 

あら はれた る は 見ざる 樣に思 はれ 候英譯 一 册 にて イブ セ ン 通になる 訣には 無 之 候へ ども ボルク マンの 

懊悩。 ゴ ー ストの 主人公の 死。 ド. ー ルス ハウスの ヒ 口 インの 決心。 ザ、 レデ ー、 フロム、 ザ、 シ ー の 

ヒロイン の 復活。 皆 こ の 境に 新生 命の 產聲を あげむ として 叫び 居り 候 へ ども 殊に 此 ロス メ ルス ホルム 

の 男 主人公と 女 主人公との 最後 ほど 強く 描かれた る は 無 之 候 ハウプト マ ン の 「寂しき 人々」 は此 作の 感 

化 を 蒙る 事 多き よしに 候へ ども 嘗てよ みたる 「寂しき 人々」 の和譯 にくらべ て ロス メル ス ホルム の 方が 

はるかに 力の つよき 樣に 感ぜられ 候 

恨ら く は 泰西の 名著 も 東海の 豎子に は 中々 の 重荷に て 字書 を ひきて 下調べ を するとき は 何の 事 やら 少 

しも判^^ーせず代る代る譯をっける時に辛ぅじて事件の 一 部が 明に なり 三度 獨 りで よみ 返して 見て はじ 

めて 全 事件 を 望み 得る 次第に 御座 候 殊に 序幕に て は 暗示 的な 言の 連發 をう けて 一 方なら ず 閉口 致し 候 

クオ バ デス も ロス メ ルス ホルムの 間 に繙き lie り 候へ ども 中々 渉らず 時 々先の 頁 を 勘定し てが つかり 致 
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し 候 

今日は クオ バデ スと ロス メル ス ホル ム との 難解の^ 所 を 伺 ひに 上る 豫定の 所 朝より 容來 にて 一 曰中榮 

螺の 如く 蹲りて 且 談り且 論じ 候 ま. - 遂に 參上 致し 兼ね 候此 分に て は雅邦 會を訪 ふも覺 束な く 相 成 WI 下 

は 復活 の 後篇な よみ 居り 候 

談話 部の 龍 頭 蛇 尾に 陷 りたる 委員 諸君の 遺憾 はさ こそと 察せられ 候へ ども 小生に とりて は少 くも；  大祐 

に 御座 候 ひき、 「批評の 態度」 の 愚 稿に 先生の 玉 斧 を 請 ひて 御迷惑 を かけ 候 夜 は、 歸宅 後書いて は 消し 

書いて は 消し 遂に は 筒井 君の 所へ 電話 を かくる に 至り 候 「果斷 ありと 自ら 誇りし が此 果 斷は 順境に の 

みあり て 逆境に は あらず」 其 夜 ひるが へして 見た る 「舞 姬」 の 言 我 を 欺かず 候 

これより 舉年試 驗の完 るまで は 一 週間 禁讀 書禁遠 歩の 行者と 相 成る 箬 に 候 遠足 は 散歩に て 間に あはせ 

候 へ ども 禁書 は 鬼 も 角 も 難行に て讀 みたくて たまら ぬ 時 は 何となく！； 一飛のと がめ 候 ま- - そうつ と 化學の 

敎科 書な どの 下に かくして よむ を 常と 致し 候 今度 も此 滑稽 を 繰 返す 事と 思へば 何となく 滑稽ら しくな 

く 感ぜられ 候 あまり 自分の 事ば かり 長 々 しく 書き つ ら ね候ィ ゴ ィ ス ト は樓牛 以來の 事と 御宥免 下さる 

ベく 候 匇々 

三月 六日 夜  芥川龍之介 

廣瀬 先生 砥北  . 

二  〔三月 二十 八日 鋭 子から。 自筆 終端 書、 齋藤貞 吉宛〕 

靑 海原 if の 花 ゆらぐ 波 の 底に 魚と し 住まば 悶え ざら む か 

三月 廿 八日  跳 子に ありて 芥川狂 生 


年 三十 四 治 明 


明治 四十 三年 

三 二月 一 日本 所から。 自筆 綺端 書、 齋 藤貞吉 宛〕 

遊びに 來 給へ 柚 味噌 を 御馳走 してやる から 

元旦  龍 生 

四 〔四月 芝から。 山 本 喜譽司 宛〕 

Dear  air 

とうく 英文科に きめち やった もう 動かない つもり だ 

文科の 志望者 は 年々 少く なって 今では 一 高が 辛うじて 定員 だけ もしくは 定員 を 少し 超過す る 位で 地： 力 

に は 殆ど 定員 だけの 志望者がない と 云 ふ、 これと同じ 蓮 命に あるの が 理科 だ 相 だ 

何處迄 所謂 き strial になる ンだ かわからない 農科 は 近来 秀才 を吸收 する 新 傾向 を 生じた 相 だ 其 一 

人が 君な ン だよ. 犬に 得意に なって い \ 

音樂 がき \ たくな つた 大へ んき X たくな つた 今日 も 靑年會 館に 音 樂會が ある 行きたい なと 思った けれ 

どやめ にした、 一寸 變な氣 がして 思 切って 出掛る 勇氣 がない、 何時か もっとき- - たくな つたら 君に 賴 

むから 一 緒に 行って くれ 給へ 11 ぢゃ 何年た つたって 行けつ こ はない 

勉強して る だら うね 僕 は 矢 張 やれ さう もな い タイ イス だけ は讀ン でる 

来られたら 來 ないか 義理で いやいや 來たン ぢゃァ いや だ 来ても かたくなって 遠慮し ちゃ ァ いや だ 遠慮 

しなく つても 來て すぐ 歸る やうに 忙しい ン ぢゃァ いや だ 
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中々 來 かたが 六づ かしい ン だよ 大門 行 へ のって 宇田川 町で 降り る (新橋 11 源 助 町 ii 露 月 町 ！- 卞 

田 川 町) 降りて 少し 先へ 行く と 道具屋と 湯屋との 間に 狭い 横町が あって 湯屋の 黑ぃ羽 HI に 耕收伞 n の^ 

告が ある 其 橫町を 向う へぬ ける と廣ぃ 往來へ 出る さう すると 直 耕 牧舍の 看板が ある 狹ぃ 横町が あるか 

ら それ を はいると 右側に .Bl が 立って る その 向う の 右側に 花 歸石を 二列に 敷いた 路 次が ある それな 

はいると つきあたりに 門が ある その 門の 内へ はいると どこかの 代議士の 御 妾さん の 家へ はいるから 其 

門 をく  つち ゃァ いけない 門の 左に 格子戸が ある 格子戸 を あける と 左に 下駄箱が あって 其 上に ロッキ 

ングの 馬が のっかつ てる 

此處迄 来れば もう 間違な く 僕 の 机の 所へ 来られる 箬だ芝 の 家の 玄關が こ れだ か ら 

平 塚の 所から 手紙が 來て 肋骨 はぬ かずに すン だと かいて ある 當分寢 てゐる さう だ 序が あったら 見舞に 

行って やる とい. - あの 黑犬さ へ 居なければ 僕 も 行く ン だけれ ど 

さぞ 細くな つ たらう と 思 つ たら 淚が 一 一 しづ く こぼれた でも 一 一 しづくき り つ き や こぼさな か つ た 

本當に 来られたら 來給 へ 来る 前に は ハ ガ キ で 知らせて 吳れ給 へ 待って るから 

これからち よいく 手紙 を かく 淋しく なれば 方々 へ 手紙 を 出す 其 度に 返事 はいらない 此方から 出した 

手紙 も讀ン でも 讀 まなく つても い 用が ある 時は狀 袋に 特にし るし をつ ける から 

末ながら 皆さんに よろしく 匇々 

四月 花 曇の 曰  龍 

喜 兄 

川 やなぎ 薄 紫に た そがる 、汝の 家 を 思 ひかな しむ 

ヒ ヤシン ス 白く かほれ り窓掛 のかげ に汝 をな つかしむ 夕  - 

夕 潮に 赛の 灯う つる 川ぞ ひの 汝の 家の した はしき かな 


年 三十 四' 冶 明 


H  〔六月 六日 本 所から。 廣瀨雄 宛〕. 

肅白 昨夜 は失禮 致し 候 今朝 两 川と 山 本と 三人に て 一 高へ 願霱を 出しに ゆき 候 校門 を くぐりし 時 一 高 

の 時計 臺は九 時半 を 示し 居り 候 ひし も 門衞の われらに 與 へたる 番號 札の 旣に 五十 番に 達した るに 先 驚 

申 候玄關 にて 下駄 をぬ がせられ 冷なる タ 、キの 廊下 を 跣 足に て會計 課へ 受驗料 を 納め 候へば 會計 係の 

人の 小生 をよ びて 「あく 川さん」 と 云 ふに 再 驚 申 候 願書 差 出、 人の 待合せ たる 所に 至れば 小 使ら しき 紺の 

法衣 を 清た るが 秣を 切る やうな 機械に て入學 志望者の 寫 眞の緣 (代 紙の 部分) を 無造作に 切 落し 候 其 

後に 洋服の 老人と 和服の 中年の 人と が 願書と 寫眞と を受驗 票に ひき かへ 居り 候し かも 受驗 者の 多くが 

廿歳を 越え たりと 覺 しき 大人な るに 三 たび 少な か らず驚 申 候 前年度 の 卒業生 と 一 昨年度 の 卒業 生 (？ ) 

なる 松 崎と 云 ふ 人に 遭 ひ 候猶細 川が 其 前年度の 卒業生なる 名前 を 知らぬ 人と 一 緒に 參り 居り 候 ひし は 

意外に 感ぜられ 候 

われらが 願書 を 出せる 間に 白 精の 幾人 かが 朗々 と 何やら 歌 ひながら すぎゆく と異樣 なる 敎授服 を 着た 

る瘦 せた る 先生の とほると を 見大に 羨し く 相 成候暫 待たせられ たる 後 漸く われらの 番 になり て 願書 を 

出し 候と ころ 二部 乙 は 山 本が 五十 七番西 川が 五 十八番 小生の 一 部 乙 は 僅に 四十 四 番に候 ひき 適 丁度 一 

緒に なれる 小生の 知人 は獨 法に て 八十 六 番に候 由 申し 居り 候 一 部 甲 一 一部 甲 三部 等は旣 に百番 以上に 達 

せし 樣に 見う けられ 候 理科と 文科の 不振 は 之に 徵 しても 明に 候 

受驗 票と 受驗の 心得 を 記せる 紙と を馕 にして 泥 漳の路 を 唯今 歸宅 致し 候 何となく 自己の 生活が 小さき 

段落 をつ けられた る やうな 氣が 致し 候 及第しても 落第しても 此 段落 は 長く 殘る ことと 存じ 候 

こ れ よ り 直に 芝 に歸 りて 再 驟書を ひ き始む ベ く 候 {4! 腹 にして 高 心 な りし 昔 を 恥づ るの 心 漸に此 頃に な 

りて 木洩 日の 如く 我 胸に 光り そめ 候 とりあへ ず 御知らせ 迄 匆々 不悉 

六月 六日  .  芥川龍之介 
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廣瀨 先生 玉 案 • 

六 〔七お 三 ni 本 所から。 廣满雄 宛〕 

敬 啓 先夜 は 失 禮致候 其節拜 借の SMSUTrs  D1UMAS 面白く 拜讀致 51.:: 院 淡々，， こる ュ，' モアの 

水の. S く 溢れた る 誠に 此 作者の 特色なる ベく 唯今まで 讀 みたる 所に て は THE  AULIS  DIFFICULTY 

最心を 惹き候  ， 

今朝 山 本より 慶應 入學に 定め 候 由 申 来り 候 目下 は 試 驗後早 々 と て 大分 興奮し て ゐる樣 に 候 へ ば 小生 の 

^ 13 事 杯 は 聞 入 申す まじく もう 少！ 落ち つ い た 所で 一 高 をす \ めて 見る つ もりに 候 へ ども ど-;' もト生 

の 云 ふ 事より 氣 質と 境遇との 方が 勝ち さう に て少 々 心配に 御座 候 慶應は 勿論 理財 科 手^よ， i 沼より 參 

りしのに gsf 

昨日 は 中 塚 やら 大塚 やら 祌山 やら 筒井 やら 長 島 やらに 逢 ひ 候鐵雄 老漢は (TETSUYU と 御よ み 下され 

度 候) 萬 年 漬の爲 腸 胃 加太兒 になり 候 由 形容 は 多少 枯槁致 居候 へ ども 元氣は 中々 盛に て 「吹 毛劍を 振つ 

て 隻手 之纖 を切斷 すれば 如何」 な ど と 云 ふ 辛辣な 事 を澤山 承って 參り候 中 塚 は 大分 悲觀致 居候 へ ども 

來年は 勿論 一 高を^？^むべく勉强も休暇後と云はずっぐぃてゃるぉに候 

今日 朝来 徴雨獨 座して 許 丁 卯の 詩集 を繙く 一  味の 喑愁の 霧の 如く 人に 迫る を 感じ 候 殊に 其 懐 十；： 七 律の 

如き 格調 痛 哀李義 山に 比すれば 更に 徵、 溫飛鄕 に 比すれば 更に 麗、 靑蓮少陵以降七律を！^て斗南第 一 

人の々 p ありし もの 誠に 偶然なら ず 候 

求ながら 御旅 行の 幸澤 ならむ を 祈り 候 早 々稽首 

三日 朝  芥川龍之介 

廣 "額 先生 


年 三十 四治叨 
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七 〔八月 二十 九：： G 芝から。 繪端 書、 齋 藤良吉 宛〕 

留守に 御出でになった とき \ ました 是非 又 御出で 下さい 明日 か 明後日に はかへ ります から 綠 葉の 戰ぎ 

にも 火 取 虫の 羽の 色に ももう 秋が まゐ りました Rodenbach の 詩が 思 ひ 出されます ハガキ を 切らし ま 

したから やな アメリカの M ハガキ で 御免 を 蒙ります 

秋 立 つ R う ろ 齒に銀 を うづ めけ り 

獻 上の 刀 試め す や 今朝の 秋 

一九 一 〇 年 八月 二十 九日  芝に て 芥川生 

八 〔九月  一 H 本 所から。 綺端 書、 齋 藤貞吉 宛〕 

御手 紙の 模樣 では 来年 はもう 一 高 を 受けない やうに とれる うける のなら 一 年 を 田 舍で暮 す 愚を敢 てす 

る訣 はない と 思 ふ 多少の 推測が 出来ない ので もない が 門外漢の 位置から 云って 深く 御 尋ねす る 事の 鱧 

でない の を 信ずる 北方 ロシャ の 白樺の 林 は ツル ゲ ネフ に獵人 日記の 雄篇 を齎 したし ス テツ ブ の 藍 花の 

香はゴ ゴ ル に タラス ブ ルバ の 中の あの 美しい 敍景. を窗 した 「信 州」 も 君に 何物 かを與 へる にち が ひない 

と 思 ふ 折々 の 御 通信 を 切に 御 願す る驗 出来る ことなら 出發 前に 一 度 僕 を 訪ねて くれない か 不悉 

一 九 一 〇 年 九月 一日. 

晝顏ゃ 甘蔗 畑の 汐 曇り 
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明治 四十 四 年 

九 〔十月 十七 日 新 宿から。 中 塚 癸 巳 男， が〕 

敬 啓 鹽5^-からは 一 昨日 か へって 来た 足の裏が 兩方 とも 豆で 一 ばいに なって しまった.^ て も 坐っても 

づきく 痛む 歩いて は騎更 痛む 煙草の 吹 がらと 飯粒と を 一 緒に ねって 貼って 見た がどう も 一 寸癒 りさ 

うで はない 

豆 は 第 一 日に 廳 原へ ついた 時に もう 足の うら 一 面に 蔓延して しまったの である そして ：€ 川と 口 をき く 

のが 面倒臭い 程 痛む 仕方がな いから 手紙 を 二三 枚 かいたな り寢 ころんで 「こ. -の は椎 たけば かり 

食 はせ る」 とか 「女中が いやに 丁寧。、 かって ゐゃ あがる」 とか li りで 勝手な 不 平 をなら ベ て兑た さう す る 

と 西 川が 「中 塚 へ は 僕から ハ ガ キを 出しと くぜ」 と 云 つ た 西 川 は 少し 前から せ つせ とェ ハガキ へ 萬 年 筆 

を 走らせながら 「この 吼哮 願の ェ ハガキ は 寮の 始 祭 歌ば かりうた つてる 友達 へ 出して やらう」 とか 

「明 曰 は 栗よう かん をお みやげに 賈 つて 行かう かな」 とかく だらない 獨 語 を 云って 嬉しがって ゐ たので 

ある もとより 豆に 恐縮して ゐる際 だから 「よろしく 鎮 むよ」 とすぐ に 許 W してやつ たが 两川は 少し 考へ 

ながら 今度 は 「中錄 はまた のんき ぢゃ あない かな」 と 疑問の やうな 疑 間で ないやうな 事 を 云 ひ 出した 外 

の 奴が こんな 事 を 云ったなら 「俺 は 知らないよ」 と 答へ て やる の だが 两川 だけに 此方 も 3sr 油： ni な 答 をし 

なければ なら なくなった 何故 眞面 m: な 答 をし なければ なら なくなつ たと きかれ ると 少し 説明が 入る 元 

來两川 は あんまり こんな 事 を 云 はない 男で ある 眞瑜を 金に 見せよう とする けちな 了 節 がない だけに 決 

して 顔 だけ 泣き つら をして 腹の 中で は 舌 を 出しながら 笑 ふやうな 事 をし ない 男で ある^の 中には 隨分 

おひやら かし 半分に 心配 さうな 顏 をして 見たり さも 驚いた やうな 顏 をして 見たり する 奴が どこ へ 行つ 


年 四十 四 治 明 
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てもう ぢ やく ゐる だから こんな 奴 を あっか ふ 時には 僕 も 正 當防衞 として 冷 かすか さもなければ おひ 

やら かして 追拂 つてし まふ 唯 西 川に はこれ がない 藥 にした くも こんな 下劣な づぅく しい 所がない こ 

れ だから 僕は眞 面目に なった ので ある 此時 ばかりで はない 何時でも 僕は眞 面目になる ので ある 

そこで 「俺 ものん 氣 になって は 困る と 思って るんだ」 と 答へ た そして その上に 「ことによると 少し のん 

きになって るか もしれ ない な」 とつけ 加へ たさう すると 丙 川 は 「どこか 豫備 校へ でも 行つ て ゐ るの か 

ね」 と 尋ねた それから 西 川と 僕との 間に は大體 下の やうな 對 話が 交換され た 

A 「どこへ も 行って ゐな いの だら う」 ， 

N 「それで 勉强 する 氣 かな」 

A 「さ うだらう と 思 ふ」  , 

N 「獨 りで 勉强 する に は餘程 意志が 强 くないと 怠ける からな 注意 しないと いけない」 

A 「來年 は 是非 はいらな くつち や あいけ な いんだ からね 俺 も 何時でも のん 氣 なら ざら むこと を 祈って 

るんだ」 

西 川 はだ まって 「小 梅 業 平 町 五十」 と 君の 宛名 を 書いた それから 僕は寢 ころんで 十分ば かり モ ー パッサ 

ンの 短篇 を よんだら 眠くな つて 来た 少し 早かった が 二人共 床へ はいって 花の やうな 赤い 灯 を ながめな 

がら 話 をして ゐ ると 又 丙 川が 「中 塚のと こから 手紙で もく るかね」 とき- - 出した . 

A 「うむ 幽靈の 木像の 畫 はがきと 病氣 見舞の はがきと がきた」 

N r 勉强 をして ゐる やう かい」 

A 「して るんだら うと 思 ふ」 

^ 「來年 はは いらな くつち や 駄目 だからな」 

A  r〇〇 君の やうに 四 年 目に 補缺 ではい るなん と 云 ふん ぢゃぁ 心細い からな」 

N 「さうな つち や ぁ大變 だ」  . 
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A 「無精との ん氣 さへ 祟らな けり や あは いれ るんだ が」 

N 「のん 氣 になって はいけ ない な」 

それから 話しが クラスの 入物 評に な つたが 二 十分 も 話し てゐる 中に 御 互に 眠くな つたので 「これから 

以後に 口 をき くも の は寐 言と 見做す」 と 西 川が 宣言した そして 寐て しまつ た 

甚く だらない 事 を 書いた と 思 ふか もしれ ないし かしこれ は 僕 等 二人が 正しく 感じた 事 を 正しく 口にし 

たもので ある 僕 は あの 審 川の 水 音の きこえる 温泉宿で 豆 だらけの 足 を 重ねながら 肅 然として 「何處 へ 

も 行って ゐな いんだら う」 と 答 へ た 時の 感じ を 何時までも 忘れない だら うと 思 ふそして 今でも あの人 

の 事に 頓着し ない 西 川が 二度まで 自分から 切 出して 話 を 君の 上に 移した 事 を 思 ふと 我 しらず 眼のう る 

む の を 感ぜ ざ る を 得な いので ある 

僕 は 今 新 宿 の 君の しって ゐる 二階の 書 齋でこ れを 書く 書きな が ら淚が 二つ 落ち た 僕た ち は 唯 君が 正 し 

い 努力の 歩 を 一 歩 づ.^ . 進める こと を 祈る 君が 君の 前に 始終 母上と 祖母 上との います こと を 忘れない や 

うに 祈る 獨 り 母上と 祖母 上との みならず 君の 父上 も 亦 君の 慰め を 待 たれる 事 を 忘れない やうに 祈る こ 

れさ へ 忘れなければ それで 澤山だ 一 高の 寄宿 舍に 君 の 上 を 祈る ものの 少 くも 三人 は あるの も 忘れて 

い- - 何も彼も 忘れて い- -唯 これ だけ を 忘れるな と 云 ひたい 君の 爲に 捧げた 君の 家族の 銀の 如く 美しい 

機牲を 忘れるな と 云 ひたい 

くだらない 事 を 長々 と かいた 夜が ふけた か ら筆を 擱く讀 み 返さないで このま.. -封 じる から 御 判 をね 

が ひたい 不惡 

卜 七 曰 夜  芥川龍 之 介 

屮塚癸 巳 男 兄 案下 

IO  〔明治 四十 四 年 (推定)。 山 本 喜 譽司宛 (寫 )〕 


年 四十 四、 冶 明 
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雨の 中 を 十一 時まで ii りで ぶらついた。 君の 家の 前 も 二度 通った。 た t 何となく 氣 がいら くす る、 

この いら/ \- する 思 ひ を 君に しらせた いと 思 ふ。 君より 外にき いて くれる 人 はない と 思 ふ。 

前に 大きな 陷萍 があって、 僕の 通る 道が 唯一 すぢ 其陷穽 にどう しても おちなくて はならぬ やうに つい 

てゐ たと したら、 どんな だら う。 すべての 力 もぬけて しま ふぢ ゃァ ないか。 病躯 を 抱いて 痛飲す る 尾 

城の 心 もちに なって 見れば、 隨分氣 の 毒な もの だと 思 ふ。 しかも 僕 自身 もこの 憫 むべき 人間 ぢゃァ な 

ヽ y  0 

I 力 

レル モン トフ は 「自分に は 魂が 二つ ある、 一 は 始終 働いて ゐる がー つ は 其 働く のを觀 察し 又は 批評し 

てゐ る」 とい つた。 僕 も 自己が 二つ ある やうな 氣 がして ならない。 さう して 一 つの 自己 はもう 一 つの 

自己 を、 絕 えず 冷笑し 侮辱して ゐるン だもの、 僕 は意氣 地の ない 無價 値な 人 問な ン だもの、 それ はボ 

ルクマン もよ み、 ノラ も よんだ の だから、 何故 自己の 生活に 生きない とい はれる かも 知れない、 けれ 

ども 僕 は 到底 そんなに 腰が すゑら れ ない、 僕は醉 つて ゐる 一 方に おいて は絕 えず 醒めても ゐる。 僕 は 

囚 はれて ゐる 一 方に 於て は、 常に 解放 せられて ゐる。 生愁 と性愁 との 要求 を 同時に 一 刻 も {4. 一 虛を 感じ 

ない こと はない。 まるで 反對な ものが いつも 同時に 反對の 方向に 動かう として ゐる。 僕 は 自ら 聰明 だ 

と 信ずる、 唯 其 聰明 は 呪 ふべき 聰明で ある。 僕 は 聰明 を 求めて 却って 聰明の ために 苦んで ゐ るの だ、 

其 相搏っ て ゐ る 大きな 二つの 力の 何れ か 無くって くれ \ ばい. -。 さう しなければ い つ も 不安で ある、 

かう まで 思 弱る ほど 意氣 地の ない 人間なん だもの。 君は嗤 ふか もしれ ない けれども 嗤 はれても い. 1、 

しみ， < ^か ぅ考 へこむ の だから。 

いつまで たっても 僕 は ひとりの やうな 氣 がする。 淋しい 巡禮の やうな、 悲し さが 胸に わくよ、 唯 同じ 

やうな (多少 なりと も) 感情 を 持って ゐる 君が 賴 みになる ばかりな の だもの。 

君が ゐ なくなったら 僕 はどうし てい \ かわからない の だもの、 いっか 君に わかれる 日が くる ンぢ ゃァ 

ないかと 思 ふと、 わけもなく つまらなく 感じられる、 見 はなされる やうな 氣 さへ 十る よ 君。 


何 を やっても 同じ 事 だ、 結局 は 同じ 運命が くるの だし、 誰でも 同じ 運命に あ ふの だから。 

しみ <\ -. 何のた めに 生きて ゐる のか わからない。 神 も 僕に はだんく とうす くなる。 種の 爲の 生存、 

子孫 をつ くる 爲の 生存、 それが 眞理 かもしれ ない とさへ 思 はれる。 外面の 生沾の 缺陷を 補って ゆく 微 

樂は此 苦し さ を わすれさせる かもしれ ない、 けれども {4. 一虚な 感じ はどうし たって 失せな からう。 種の 

爲の 生存、 かなしい ひに きがった はる ぢゃァ ないか。 

窮極す る 所 は 死 乎、 けれども 僕に はどう もま だ どうにかな りさうな 氣 がする、 死なず ともす みさうな 

がする。 卑怯 だ、 未練が あるの だ、 僕 は 死ねない 理由 もな く 死ねない、 家族の 係累と いふ！； はさら 

に こ の 卑怯 を つ よくす る 、 何度 日記に 「死」 と い ふ 字 を か いて 見た かしれ な いのに。 

さう いへば 其 日記 も此頃 はやめて しまった、 過去 何年の 曰 記 は、 皆噓 ばかり かいて ある。 唯 あとで 

んで 面白い 爲 なら、 何も 日記 をつ ける 必耍 はない、 何故 あんな 愚に もっかない 事 を 誇張して 日記なん 

ていった らう。 

どうしてい.^ かわからない。 唯 苦笑して 生きて ゆく ばかり だ、 さう したら いっか 年 をと つて 死んで し 

まふ だら う。 死なな いまでも 今の 思想と はまる でか はった 思想 を 抱 くだらう、 どうせ 「忘却」 のかな し 

みはい つか 僕を掩 ふんだら う。 

狂 ひじみ た 事 を 長く かいた。 けれども 實際 こんな 考が 起って とめどがない。 よみ かへ すと 君に 見せ 

るの が 嫌になる かもしれ ないから かき はなしで 君の 所へ あげる。 

誤字 ゃ脫字 はよ ろ しく 御 判讀を 願 ふ 。 

切に 試驗 をう まくや るの をい のる。 

十一 日夜 十二時 蠟燭の 火に て  .  龍 生 


年 五十 四治叨 
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明治 四十 五 年 大正 元年 

一 I  〔七月 十五 n 新 宿から。 恒藤恭 宛〕 

御無沙汰 をして すまない 

此間 成績 をみ に 學校 へ 行つ た 石 田 君 だ の 大江君 だ の 何 だのに 遭 ふ 前の 日の 午前に 出る 箬 のが やっと 翌 

曰の 午後に なって 出た ので ある 其上大 へん 暑い 曰で あの ァ スフ アル トの やうに {4i までが 白く 爛れて ゐ 

た 折角 暑い 思 をして 見て 來 たもの だから 君の 所へ もしら せようと 思った が 石 田 君が 何でも 大ぜ いの 人 

に 通知 をし なければ ならない と吹聽 して ゐた 中に 君の 名 もあった から 一 一度の 手數を かける ので もない 

とやめ にした 鈴 木 は氣の 毒な 事 をした 後藤さん は 仕方がない にしても 

休み 前に 思った 通りになる 事 は 一 つもない 本 も そんなに 早くよ めない 旅行に も 出かける 氣 にならない 

毎日 ぼんやり 硝子 戶の 外に ふる 雨の 音 をき いて ゐ るば かりだ 入 も 滅多に 來 ない 人の 所へ も 更に 滅多に 

行かない 胃が 少し 惡 くな りか. - つて ゐ るの が 閉口 だが 其 外 は 格別 苦になる 事 もない 布で 大きな 茶袋の 

やうな もの を 一 一 つ 捲へ て その 口に 眞田紐 をつ けて その 中へ 足 をつ .i」 んで紐 を 膝の 上で しめて 蚊に 食 

はれない 豫防 をして 本 を よんだり 晝寐 をしたり して ゐる 何時までも 休みが つに くと い \ なと 思 ふ 

入 學試驗 がすんだ K  A  N  J  P  A  N は 多分い けなから うと 思 ふ 問題 は大 へん やさし い 殊に 國漢 なん ぞは 

御 話しに ならん 槪 してや さしす ぎる あれで は 採 點の時 先生の 氣 分の 働く 餘 地が 多から うと 思 ふ 漢文 を 

例の 爲に 御覽に 入れる 豐太 閣磊々 落々 氣象。 似 石勒。 而其膽 略 過 之。 其 代 織 田 氏 興。 雖未免 欺す バ孤 

兒 寡婦。 蕩掃 海内。 濟ニ 百年 塗： 炭 之 民。 惜乎能 治亂而 不能 成 治 也。 其上豐 太閤と 石勒に UNDER  L 

IN E をして 固有名詞 たる を 示して ゐる 中學の 二年生で もよ める にち が ひない 
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紫 紅 氏の 戀の洞 を 帝劇へ 見に 行った 大 へんつ まらない ので シァ ロック ホルム スと 喜劇と は ：！： ルて ゐる氣 

になれ なくって 早く 電車に ゆられながら 家へ かへ つた 唯 眼に のこる の は 中 慕 辨鹿 上使の 幸 四 郞 の辨慶 

とかく 子のお わさば かりで ある 蚊 張の 中で 橫 になる 時 何時までも 舊劇 を^ 賞す る 11 舊劇 以外に^ 賞 

し 得る もの を 見出し 得ない の を 心細く 思った、 しかし これ は 作劇が 文藝に 興味 を 有する 若 日： 那の 手に 

委ねら る，^ 限り 績く のに 相 遠ない 

MYSTERIOUS な 話しが あったら 敎 へて くれ 給へ あの 八 百 ia: の 神々 の， ボ 馬の 蹄の ひ V く 社の 名 

も その 時 序に かいてよ こして くれ 給へ ろせつち の 詩集の 序に 彼 は 超自然な 事の かいて ある 本 は 何でも 

耽讀 したと かいて ある 大に 我意を得 たと 思 ふ 一 笑 時々 ろせつち をよ む 願く は此 詩人の やうに 純なる 詩 

の 三昧 境に 生きたい と 思 ふ ADIEU 

御盆の 十五 日  龍 

„  二  〔八月 二日 新 宿から。 藤！： 藏六宛 〕 

御 不例 中に 手紙 を かいて 君の 所へ 出す ばかりにして 置いた が號 外の 連發 される 騒ぎに つい わすれて し 

まった ので 書棚の 上 へのせ たま.^ 封筒の 上に 埃が たまる やうに なった その 中に 君のと ころから 桃色の 

狀 袋に はいった 君の 手紙が 来た の で 前 の 手紙 を 裂い て 新に 之 を かく 

御 不例 中に 夜 一 g 橋へ 遙拜 しに 行った 姊 が小學 生が 三人 顏を 土に つけて 二十 分 も 三十 分 もお じぎ をし 

C ゐ たと；！ ぐんで 話した ときには 僕で も 動かされ たが 其 内に 御 命に 代り 奉る と 云って 二 m 橋の 傍で 劇 

藥 をのんだ 舉 生が 出たら 急に いやな 氣 になって しまった、 電車への つて 遙拜に ゆく つもりで ゐ たのが 

そんな 奴ば かりの 所へ ゆく 位なら 家に ゐて御 平癒 を 祈った 方が 遙 にい \ と考 へる やうに なった さう す 

ると 直 崩御の 號 外が 出た、 あけがたの 晴ぃ 中に 來た黑 枠の 號外を 手に とった 時 矢 張 薪拜に 行った 方が 

よかった としみ じみさう 思った •  . 
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昨日 (1 曰〕 は學 校で 御 哀悼の 式が あった 在京の 生徒が 可成 あつまった 講堂で あの 辨 と金との 校旗の-下 

に 菊 池さん が 哀悼の 辭を よんだ その あとで 可成 長い 菊 池さん の 話しが あった さう して それが 非常に 暑 

かった 其 前 寮の 委員が 菊 池さん の 所へ 寮生の 御見舞 狀を 捧呈す る爲に 行った 所が 夜の 十 一 時す ぎに な 

つても 歸 つて 来ない 仕方がなく 歸 らうと すると 路で 先生に あった 所が 先生 は 醉顏を 風に ふかせながら 

「陛下の 御病氣 はまこと に 痛心に たへ ない」 とのべた それが あの 廿 八日の 夜 だとき いて ゐる また 委員が 

谷 山さん の 所へ 行つ た 時 舍監は 「こんな 騒ぎな のに 堀さん は淺 草へ 行って 遊んで るんだ から 仕方がな 

い」 と 云 ひ 云 ひ 自分 は 酒 をのんで やめなかった ときいた そんな scandal を 聞いて ゐる だけに あんな 山 

悼 の 辭ょ り 何 の 學問 もな い 僕の 母 や 伯母 の 方が はるかに 尊い と 云 ふ 反感が 起 つ た實際 崩御 の號 外が 出 

た 時には 僕のう ちの もの は恃 泣い たんだ あんな 調子です ベて を やって 行 くんだ から 學校 だって 駄目な 

ん だと 思 ふ 

もし 旅が 蜈樂 に關 する 催しの 中に 算入され ない としたならば 僕 は 御 停止が やんだら 旅に 出ようかと も 

思って ゐる まだ 何ともき まらない 時々 僕の あたまの 中には 猪〉 田 代の 湖の 靑ぃ 平面が きらり とうつ る 事 

が ある あの 近所 へ でも 行かう かと 思 ふ 

東京 は 暑い うんざり する ほど 暑い さう して 場末 だから 僕の 方 は 蚊が 澤山 くる 灯 をと りに 黄金虫 やうん 

かや 羽蟻の やうな やつが 澤山 はいって くる 夏 はほんと うにい や だ 

ヒャヮ タはー 寸 面白 い。 プリ ミチ ブな アメリカ イン ヂ アンの 獸 皮に 描く 畫 の やうな 圓葉柳 の かげに ふ 

く； 盧 笛の 聲の やうな 感じが する、 僕 は Peace-Pipe.  Hiawatha  and  Mudjekeewis.  The  s。n  of  Eve- 

ning Star.  Hiawatha ビ Departure がい- -と思 ふ あの 中に 出て くる 幽靈は あんまり 感、 いしな、， 可と 云 

つても Longfellow で は M vangeline が すぐれ てゐ るの だ らうと 田 5 ふ 

鈴 木は大 連から 手紙 を くれた 支那 料理の 饗應 をう けて 支那の 芝居 をみ に ゆく のお さう だう まくやって 

るな と 思 ふ 灰色の 平原と 靑ぃ 海の 鋼鐵の やうな 面と が 眼に うかぶ 紅い 灯の 光に なげく 鳳 管 や 月 琴の 聲. 


が 耳に ひ ビく此 頃 南淸へ 行けと 人に 誘 はれた が 金がないので 斷 つた 満洲 は 泰が疏 に はえた 中で 黑ぃ豚 

が 鼻 をなら して ゐる やうな 氣 がする けれど 楊子 江の 柳に 光る 曰の 光 は 是非 一 度， あびたい と 思 ふ 

IVIyst さ ions な 話し を 何でもい、 から 書いて くれ 給へ、 文に 短き なんて 謙遜す るの はよ し 給へ 

如例靜 平な 生活 をして ゐる 時に 圖書 館へ 行って^ 異と云 ふ 標題の R 錄を さがして くる 此間稻 生物^ 錄 

を よんだら 一 寸 面白かった 其 外 比 叙 山 天狗の 沙汰 だの 本朝 妖魅考 だの 甚 現代に 緣の 遠い もの を よんで 

ゐる 何でも 天狗 はよ く 「くそと び」 と 云 ふ 鳶の形 をして 現 はれる さう だ 「くそと び」 は奇拔 だと 思 ふ 

健康 を 祈る 

龍 

I 三 〔八月 十六：！！ 汽車に て。 端 書、 恒藤恭 宛〕 

酒ず き の 豚の やうなる 藥賣り 醉 ひて 眠りて 汽車に R くれぬ 

何 思 ひ 夕日に 黃 なる 窓に よる 首 を たれし 月 琴 彈きは (車中〕 

まひる 曰の 靑 草原 にかな しき はつりが ね 草の 夢の 銀色 (沿道) 

1 、 八、 一 六、  木 曾に 向 ふ 芥川生 
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大正 二 年 

I 四 〔六月 二十  一 H 新 宿から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

無 試 驗檢定 に て 愈 i 人 學許^ せ られ候 由まづ /\ 御 目出度 存じ 候 

唯 比 上 は 命 I 査迄御 健康 に 周密な る 御注意 を拂 はれた くこれ のみ 切望に たへ ず 候 

朝来 淡 雲 微風 昨日 試驗 をす ませて より 一日に して 早く も 無聊に たへ ず 候 御 暇の 節 は 御 来遊 下され 

度 待 上げ 候 不悉  1 

六月 廿 一 日朝  芥川生 

淺野君 案下 

一 五 〔七月， r 九 = 新 から。 淺野 三千 三 宛〕 

敬 啓 御旅 行中 は 御 消息 を 項き 難 有く 御 禮申上 候 北 越の 地 は 小 供の 時分に 三 州 奇談と か 云ふ隨 筆に て 

黑部 川の 水源に は 椰子が 生えて ゐ るの 白 鬼女 川の 主と 白 醜 人の 池の 主と は 夫婦 だのと 云 ふ 事 を よんで 

より 加 賀と云 はず 越 前と 云 はず 能 登 越 中越 後 皆 一 度 行って 見たい 土地と 相 成り 居り 候 ま \ 御 はがきに 

も 一 匿の 興趣 を 感じ 候 何時の間にか 三月 をす ぎ候廿 九日 迄 は 誰が 人學を 許可 せらる \ かわからず" 虻い 

ども 君と 市 川 君と を 加へ て 五 人位 は 及第す る だら うと 思 ひ 候 御 互に 試 驗に苦 めら る，^ 學生も 憫れに 候 

へど もこん な 制度 を 布かねば ならぬ 國も 隨分憫 れな國 なるべく 候 八月 初旬より は 多分 留守に 致す ベ く 

候へ 共 今月 中 は 大抵 每曰 在宅 仕る； E  く 候へば 御 暇の 節 は 御來遊 下された く 願 上 候 草々 不宣 

十九 日朝  .  芥ガ生 
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淺野君 案下  . ， 

I 六 〔七月 二十 二日 新 宿から。 藤岡藏 六， が〕 

藤 岡 君 

まづ 返事の 遲く なった 事 を ゆるして 貰 はなければ ならない 卒 1  獎 式から 今 n まで 人に 訪ねられたり 人 を 

訪ねたり 殆寧 曰な くくらして しまった 花 畠の 芥子が さく、 ちる、 犬の 子が 生れる、 柘 g がさく 茄子が 

な る、 とうとう 玉 蜀黍が な る迄殆 何もせ ず に 電車 にの つたり 人と アイス クリ ー ム をのんだ りして ゐた 

その 爲に 方々 からく る 手紙 も よんで は 机の ひき 出し へ 入れ よんで は 机の ひき 出し へ 人れ て 返事 を かく 

暇が 一 寸 見あたらない 暇 はあって もがつ かりして 一 寸 かく氣 にならない 僕の 性分 上 返事の 遲く なった 

の は當然 と し て 君 も ゆるし て くれ る 事 だ らう と 思 ふ 

唯 本 は 少し よんだ よんだ と 云 ふ 中には 古ぼけた 處初新 誌 や 剪 燈新話 や 五 才子 書 や 金 瓶 梅の やうな 小說 

が 多い 橫 文字の 本は殆 よまなかった 晝 寐は隨 分す る 夜 遲くか へった 翌日 は 時の ゆるす かぎり 十 時 か 

ら さへ 寐る だから 頭 は 割合にい \體 も 平 調 だ 尤も 胃が 少し 惡 いやうな もす るが 大した 事 はない 

1 、 二 年の 成績 を 見に 學 校へ 行った 時に 小栗栖 君に あった 外 は 誰に も あはな いかうして 偶然 一 緒に な 

つた 二十 何人 か は 又. 偶然 行路 の 人に なって し ま ふ の だ ら う と 思 ふ 

考 へて みれば 僕は大 へんい，^ 時に 高等 學校を 卒業した やうに はれる こんなに 未練な くこん なに E わ いお 

の 情 を 持たずに 母校 を 去る こと は 滅多に 出来る もん ぢゃ あない しみじみ 僕 は 僕の 學 校と 寮と に對 する 

反感を完全にしてくれた點に於て瀨戶先生と灝戶先生の敎育方針とに感謝しなければならなぃとH^^ 

その上 僕 は 僕の 巾學を 出た 一 高の 先輩に 對 する 尊敬と 愛情と を 全然 失った きに 於て， の糾 織す 

る 人々 に 感謝した いと 思 ふ 僕 等が 一 高へ はいった 時 僕らの 先载は 僕ら を迎 へる 會を江 知 n 勝で ひらいた 

そ の 時の 記憶 は 今 で も鮮 かにの こって るる 彼等 は 僕ら に中學 の 生活 の dry な こと をカ說 した それ か ら 
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寮の 生活の 自由で 惊 快な 事 を 繰返した 單 純な 素朴な 中學の 生活に なれた 僕ら は 如何に 彼等の 虞 面目な 

話に 敬聽 したら うけれ ども 不幸に して これらの 眞摯な 語 をき くと 同時に 僕ら は 又 彼等が 麥酒を 鯨飲す 

るの を 見ない わけに は ゆかなかった 彼等が 餘 興の 名の 下にで かんしょ をうた ひ 逆立ち をす るの を 見な 

いわけに は ゆかなかった 更に 彼等 以外の 一高 生が シャツ 一枚に 棒 を はいて 僩德 利と 下足 札と をた \ 

きながら storm と稱 する 惡戲を 廊下から 廊下に 演ずる の を 見ない わけに は ゆかなかった 彼等が 中學の 

生活 を き y と 云 ふの も 無理 はない 11 この 時. から 始まった disillusion は 卒業 迄つ いたどう してし 

かく 寮に 誕 歌す る 先輩 を 尊敬す る ことが 出来る だら うどうして 彼等と 共に 中學の 生活 をュ IT と 云 ふ 名 

の 下に 一 笑し さる 事が 出来る だら う 弊衣の 如く ぬぎすてた 一 高 生活 を 顧る ごとに そに ろに チ エスタ ァ 

ト ン の 語 を 思 出さずに は ゐられ ない 

Tlie  wise  rren  are  those  wllo  lla.ve  comedies  in  their-  lieacls  a.ru.1  tragedies  in  tlieir  hearts. 

僕 はかく 頭に は 喜劇 を 胸に は 悲劇 を藏 して 人生の 道 上 を あゆまなければ ならない 君の. 二枚目の はがき 

は大 へん 面白く よんだ さう して それが 當然 だと 思った これ は 君ば かり ぢ やない 年々 ひらかれる 中學の 

同級 會に 出る 度に 僕 も 今更の やうに 感ぜずに は ゐられ ない 事の 一 であるか うして 皆 他 入に なって ゆく 

んだ なと 思 ふ 俺 は 俺 だけ だと 思 ふ 時には 肉親の bond さへ 利害 關 係の 一致し ない 時には 存外 弱い もの 

かもしれ ない (世間 一 般の 上から) とも 思 ふ 要するに 我我 は 失望す る爲に 生きて ゐ るの かもしれ ない け 

れ ども 失望し きった 處には 自ら 新しい 望が 芽ぐむ 雜草 をむ しりと つた あとの 土で なければ ヒ ヤシ ン ス 

の 花 はさかない disillusion を經 過した あとの 心に 生まれた のぞみで なければ カづ よい のぞみと は 云 

はれない 僕 等 はさび しい けれど それだけ さびしくない 人より は 強いと 思 ふ _ 

之で 筆 を さしおく ベ コ 一一 ァの 赤い 花に ほひのう すい 鳳仙花 猫が なく 晝の ひざし 11 君の 健康 を 祝し 且 

祈る 
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I 七 〔七月 二十四日 新 宿から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

肅啓 廿五、 廿六兩 日中に 御 目に か. - りたく 候へ ども 御光來 下さる！？ く 候 や 伺 上 候 時 ii は 何時 にても 

君の 都合よ きを 御 選び： 卜され 度 候 不悉  ， 

一 八 L 七月 三十日 新 宿から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

わざく 合格者 御 しらせ 下され 難 有 御 禮中上 候 五 人 このま A 迎れば 立派な 成績なる ベ くきけば 英法 だ 

けにても 五十人 餘 分に とり 居る. S 多少 心配せられ ざるに も あらず 候 

X  X 君 まことに 氣の 毒に 候 あの 通り 勝氣 にて 感情の かちし 性質 故殘念 さも 人 一 倍なる ベ く 僕 は 殊に 自 

分に ひき くらべて 失望し さ 加減が 思 ひ やられ 候 それにつ けても 今後の 一 年の 準備が 大事と 思 ひ 候へ ど 

これに は 君に 待つ 所 最多 かるべ く X  X 君 は才氣 人に 超 ゆる 天分の 利 あると 共に 其 才氣に 誤らる > ^事も 

なきに あらざる 樣思 はれ 候 ま \ 一  層 君の 刺戟と 注意と を耍 すべく 吳々 も 今後の 御 指導 願 上 度 候 とりあ 

へず 御禮迄 亂筆 不盡， 

一 九 〔八月 一 = 新 宿から。 恒藤 恭^〕 

君の 手紙 をみ て 食指 犬に 動いた 僕が 日本海 をみたがって ゐ たの は 君 もしって ゐる だら う ？！^^のかぃ 

た 地圖は 世間 並の 地理 的符號 の 數の少 ぃ爲に 山陰の 海岸が 悉 き § のつ e いた 砂地の や うな 氣を起 さ 

せた が 日 の 御崎 や 玉 造と 云 ふ 名が 隨分 誘ネ』 を逞 くした 「行かう かな 金 も あるから」 と 思 ふ 又 「あ の 一 

件を片 づけない とこ まるな」 とも 思 ふ (この 一 件 は實に 厄介な 一 件な の だ) 

さう して 例の 通 做^して ゐる 中に だんだん 行けさう も なくなって 來た あの 一 件の 爲に此 は 大抵 半日 
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つぶして ゐる それが 來月 五六 曰 位までに：^ が あかない と 或は 江 尻の 御寺へ ゆけ ないか もしれ ないし か 

し 今更 自分 だけ 御免 を 蒙って あの 一 件 を あの 友 だち 一 人に あ づける の は 甚橫着 だ どうしても 東京に も 

しく は 東京と 手紙で 打合せが 出来る 所に ゐ なくて はいけ ない 

それから あの 一 件で 江 尻へ ゆく のが のびのびになって ゐ るの を 一 緒に 御寺へ ゆく 害の 友 だち のこの 暑 

さに 旅行 も せ ずに 淺草 の ！A 屋根 の 下で 僕 を まって ゐて くれる それ を 今 になって 斷 るの は甚 すまな い 亊 

になる どうしても 旅に は 出られない 義理 だ 

それでとう とう 行かれない 事に なった なって みると 不快だった 行かれな いのが 知れき つて ゐ ながら 部 

屋の中 をぐ る/^ あるいて 見た 時々 「矢 張 ゆかれな いや」 と 思 ふ 

來年は 君の 都合の ゆるす 限り 東北へ 一 緒に ゆきたい と 思 ふさら い 年 は 出来 得べ くば 山陰の 土 を ふみた 

いと 思 ふさう でも 思って あきらめる 外 はない 甚心 もちが よくない 小 供の うちにお 花見へ ゆく！^ になつ 

てゐる 曰の 朝起きて 見る と 雨が ふって ゐる 時の やうな 氣 がする いろ/ \ 細い 點 まで 僕 を迎へ る爲 にし 

て くれた 注意 は 難 有く 思 ふ 君 をが つかりさせる の は 氣の毒 だが その 氣の毒 以上に 僕 自身 行かれな いの 

が甚 不快 だすまない がかん にんして くれ 給へ 

あの 一 件の 爲に此 頃 はろ くに 本 もよ めない 手紙が かけず 本 も 達れ なかった の は 全く その 爲 なの だ 〔削 

除〕 

東京 は 暑い 半 曇 半晴の 曰が 多い から 猶 たまらない XX が 三部の 試驗で 落第した 僕の ほんとうに 愛する 

後輩なん だから 及落の わかった 曰 は 一 曰 見る ものが 何でも 竊に さはって よわった あまり 暇がない から 

これでべ ンを すてる さやうなら 

-5 「八月 八 = 不二 見 村 新定院 から。 緣端 書、 淺野 三， - , 

二  C 厂 三千 宛。 一 面 寫眞の 下に 「鐡舟 寺の 寶 物」 と あり」 

僕 はこん な寶物 をみ るの がすき です 本物で も 贋で も かま はない 唯 其 製作者 か 所持者が 古ければ 古い 程 


い. - のです 丁度 古老の 口から 中 世紀の 傳說を きいて ゐる 樣な氣 がする からです 眞贱 とか 作の^ 惡 とか 

を 標準に して 寶物 を拜 見す る ほど 人の 好い のんきな 事 はない と 思 ひます 此處 には此 外に 螺川新 左 衞「 

の 念持佛 と 云 ふしゃれ た 観-音 樣 があります 顏の 長い 未来派の 作品の 樣な觀 音 さまです 

八日 朝  蜜棑の 木の下にて 芥川生 

二 一 〔八： m 十二：：： 不二 兑村 新お 院か ら。 淺野 三千 三 宛〕 

暴紙 にて 御免 を 蒙り 候 

御手 紙 難 有く 拜誦致 候！^： g なる 折- £ 殊に 難 有く 拜誦致 候： 期學 校の 生活 を 彷彿し 得た る だけにても 難 

有く 其 人 を 知れる 爲か 殊に SNCB  MIYAZAKI を 添 得て 閉校 式の 餘 興の  一 興 ありし が，？ 笑し く候大 

分 難 有く が 續き候 へ ども 實際難 有 かりし の に 候 

食物の こと 同感に 猴 殊に 此頃は 毎 H 海水浴 をす ると 田舍 料理の ゆ： からき を 食 ふとの 爲 甘い 物に 對 する 

需耍 一 層甚 しく 東京より はるぐ 持 来れる 甘納豆 バ ナナ ケ ー クデセ —ル など 旣に 大半 を 平げ てし まひ 

候 人はパ ゾ のみに て 生く る ものに あらず と は 一 K へ 食物に 囚 はる、 は |g おたちの みならず 候へば 御 安心 

なさる 可く 僕の 如き： ^一別 會 の 小豆の 條を よみし のみに て も淸水 の 町に ゆで 小豆の 赤き 提灯 あ り し を 想 

起し 食指 大 に 動きし 位に 候 

此 頃每： n 朝讀書 手紙 を かきな どし 午後 一 時より 近所の 百姓の f  二人 つれて： はぎに ゆき 候 江：^ の 海水浴 

場 は 眼界 稍  >, 狹く 設備 も 不完全に 候 へ ども 鵲沼逗 子 鎌 倉な どの 如く 紅紫染 わけの 水浴.；^ に 靴 を はきて 

水に はいる 樣な 奴が ゐ ないだ け 心地よ く 候 又 あまり；^ ぎの 名人 も 見えず 僕 なぞが 殿 味な 拔手を きる に 

も がね がなくて よく 候 水より あがれば あっき 砂上に. おころびて うとうと 眠りながら 海の つぶやく を 

4 き- - 稀に 水 瓜 を 食 ひ 候 

海よりか へれば rf; 蜀黍の 畑に て 行水 を つ か ひ 候 豆 花 豆 葉 のに ほひと 「行水 の す て 所な き」 虫 の „ 膝が うれ 


しく 候浴罷 みて 夕飯 夜 は 月が よく 候 此邊は 八月 (舊) の 望 を 豆 明月と 云 ひ 九月 (舊) の 望 を 芋 明月と 云 ひ 

2 年 一 一度の 御 月見 を 致 居候 豆 明月 宇 明月の 名 野趣 掬すべき もの 有 之 候 

龍 華 寺 も 鐵舟寺 も 近ければ 時々 遊びに 參り 候鐵舟 寺に は 三 中の 三年 生 一 一人 来り 居り 候 一 一人 共 あんまり 

利 巧 さう でない 生徒に 候 

散步 よりかへ る 時 は 胡麻の 花の ほの 赤き と 桑の 葉の みどり なるとに 月 さし 種 豆 南山 下 艸長豆 苗 稀とう 

た ひたくな り 候 

曇りがち にて 每 H 不二 を 見ず 海 も 濱も日 はさしながら 不二の みく もりた るの こり 惜しく 候 (不 二に て 

思 ひ 出し 候 西 川の 祖先 は 不二 山に 近き 鴛の巢 3 にす みし 山賊 だか 野 武士た かの 由に て 嘗て 共に 不二の 

裾野 を めぐりし 時 同人が 遙に 天際の 崔 M を指點 して 大に當 年 懐 悍の風 を欽蕩 せし をき- -し事 有 之爾來 

不一 一 と 云 へ ば必駕 の 巢山を 思 ひ 鷲の 巢山を 思 へ ば 必西川 を 思 ひ 候 今日 獨 桑圃泰 献を徑 して 茅屋 楊柳の 

上 に 愛廳 の 連嶺を 見る 聊 故人 を 懷 ふの 情に 堪 へざる ものな しとせ ず 候) 

1 昨日 は鐵舟 寺に 觀音樣 の 供養 ありて 提灯 や 行燈ゃ さまざまの 露店に て 夜も賑 しく 候 ひしが この 邊に 

ては此 日を稱 して 九 萬 九 千日と 申し 候 由 東京 の 四 萬 六 千日に 比すれば 五 萬 三千 ：！： 多く 一. 笑せられ 候 

(まて よ 東京の は 九 萬 六 千 曰かな とも 考へ候 やつば り 四 萬 六 千日の 樣な氣 の 致 候 ま- - 一 笑す る 事に 致 

し 候) 

多き もの 蚤と 蚊 蛇 も 時々 見う け 候 僕の ゐる 寺は禪 寺に て 主 の 和 尙はサ イダと 云 ふ 語 を しらず 候禪僧 

などと 云 ふ もの は のんきな ものに 候 三年 喫麥 飯の 功な くして は 到底 この 位超脫 は出來 なかる： S  く 夜 は 

時々 共に 本堂の 廊下に 坐して 蚊を逐 ひつ ，^ 四十 年 前 袈裟 文庫 を 背負 ひ て 東海道 を 往来した る 雲水 行脚 

正 の 話 をき \ 候 例の 臨濟の 腋下 三 拳の 話 や 婆 子燒庵 の 公案 の 話な ど も 出 候 

^ 昨年 この 寺に ありし 僕の 友人の 敎 へし 由に て 百姓の 子供 は 一高の 寮歌 を 一 つ 二つ 知て！ 5iS り 候 夕方な ど 

/ に は 月 を 踏んで 僕 と共にうた ひ 候 
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寮歌 を敎 ふる はよ けれど 仕舞に はでかん しょ を敎 へて くれと 云 ふに 困り 候 

乃 木 大將の 銅像 愈- '建設に 近づき 候 由 御 目出度 存候 一 高の 講 {01; に は (九月に なれば 見ら るべ く 候) 藤 原 

の 鎌足と 武 内の 宿 禰 との 拙劣 醜惡 なる 畫像 を揭げ あり 候 これに 比すれば 小さき 乃 木 大將の BUST も 勝 

る 事 萬々 なる 可く 候 

九月 迄氣 樂に且 讀み且 遊ばる，^ がよ かるべく 候サ 口  メを かきたる WILDE に DE  PKOFUNSS(fl.om 

the  Depth) と 云 ふが あり BAJXA13S  OF  ！ lEAJDING  GAOL の 詩と 共に， 5 'の 感想，； P こ.. 矢へ ど IN- 

TENTION と稱 する ESSAY を 集めた る ものと 共に WILDE の 思想 をし るに は最 よろし かるべく たし 

か 丸 善に も 中西屋 にも 一志の 版が 來てゐ たと 思 ひ 候 僕 も 五 年生のと きひろ ひよ みし 事 ありて "The 

linal  mystery  is  oneself  " など 云 ふ 句に UNDEIl-LIKE したる 本 を 未に f!g し g}G り 侯小說 には乇 Ic- 

TUKE  OF  DQRTAN  GKAY  > と稱 する 代表作 ぎ 榴の家 《 MAPPY  PKINCE  > の 所 謂 土 耳古械 .敏の 如く 

すべき 御伽 噺有之 にも 二」 A13Y  wlNl>ERISEKEQi? り^しく^ FAN-  二 DEAL  HUS- 

二 VOMANOFNO  IMPORTANCE  > などの 傑作 有 之 候 詩 も 前記の BALLAD の 外 ~  spwsx ノ 

~  RAVENNA  - など 有名に 候歸京 後で よろしくば どれでも 御 貸し 申し 候 赤き 鉛筆で 印 をつ けし 分 は 比.^ 

一志の 版が 出て 居り 候 他は獨 逸の HAJVIBUI^G か 何 かで (. 事によると ライブ チッヒ かもしれ ず) 出て 

ゐるニ 麻克 の 本と 英國 の 五 志 版と ありし 樣に思 ひ 候 十 志ば かりの 上等の 本 も ある やうに-お PICTURJB 

CF  I>ol,ian  Gray は 美しき 描寫と 皮肉なる 警句に みち り に 一 fine  countenance  is  a  more  procious 

g;ift  than  a  genius リ - H like  acting,  for  acting  is  more  real  tJaan  life に ，w ど 云 ふ. リも 七. H こ あつ 

たと 思 ひ 候  . 

Maeterlinck も 劇と 論文の 有名な もの は 大抵 英譯が 出て 居り 候 二 志 半の ISATKO の譯 最齊： i にむ は 

る X 樣に 候奇镜 は衝譯 だけの やうに 思 ひ 候 Strindberg も 债鬼 伯爵 令擴 ユリア _w の 舞踏 へ 父 ぼの 愛 

*  Swan  white 一  等の 劇 ~  Blue  ;Bsk  一  .  Legpgl 、などの 散文 も英譯 せられ り 候 へ ども 到底 n 譯に及 
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ばず 候 ETanrmnzio は 死の 勝利 を はじめ 薔薇の ロマンス 百合の ロマンス 柘榴の ロマン "と稱 せらる 

る 小， ヒ^の 英譯 (HEINEMANN の 版と r^AGE の 版と あり 候〕 成りし 喾 なれ ど 僕 は 半分ば かり か讀 

まざる 爲 確な 事 は 云へ ず 候へ ど讀 みし 分 (， 死の 勝利 ， 生の焰 輕凇 巖 上の 三 處女、 逸樂の 子、) の英譯 ある 

は 確に 候 其 外 妹 兄 間の 戀愛を かける 死せ る 市と 云 ふ JSAY フランチ ス ユカ ダ グ ミ 一一、 と 云 ふ ブラ 

ンチ ュ ス 力の 悲戀を かける MELODITAMA の英譯 有之猶 GIOC§DA の 英譯も ある i! なれ ど 之 は 今 

品 切の 由に 候 この 作者の 作 も II 譯 の 方がず つ と澤山 出て 居り 候 

ゥ イドと リルケ は英譯 はない 樣 に候リ ル ケ は 西 川の 最愛 好す る 作家に 候續 一 幕 物 中の 作者 以外に も 

Tolstoi,  Turgenief,  Gorky,  Andreiev, などの 口 シ ァ ものの 英譯 多く 且 大抵 やさしく 候 へ ば 一 週に 二三 

册づ. - よめる 可く 候 Archer 譯の Ibsen きたなき 紙の モ， -パ ッ サン G 短篇 集な ど 御存知の 事と 思 ひ 候 

大 へん ペダンチック になり 候 何も 參考 書な くして かくの 故 書名に 誤り も あるべ く 本屋の 名 もちが ふか 

もしれ ず 候へ ども 大抵 確な つもりに 候 

早い ものに てはじめて 口 ー タス シ ー リ ー スと云 ふ 紫色の 本に て DAUDET の SAPHO をよ みしより 四 

年た ち 候 四 年た て ど 英語 も獨逸 語も吳 下の 舊阿 蒙に て いやにな り 候 和文 はよ めず 漢籍 はわから ず外國 

語 は そら 覺ぇ では 何の 役に も 立ち さう もな くもう 小ノ しどう かした 頭に 生れ 返って 來 なければ 駄目と 思 

ひ 候 己 を 顧る 暇 もな く 生活難 を呼號 する 人々 の 大膽と 空 暇と は 僕の 健 羨に 堪 へざる 所に 候 

晝は あっけれ ど 朝夕 は 秋思 旣に 天地に 入れる 心ち 致 候 城下 君の 歸京も 近 かるべく 夜獨り 蚊帳 をつ る 時 

など ふ と 同 君 を 思出づ る 事 有 之 候 

(滅下君で05出し^^信濃の(科野とかくのもさびたるにしかず〕枕語「みす^ かる」 は國の 上へ つく 枕 語 

中 一番 僕の すきな ものに 候 「なまよ みの 甲斐」 「つぬ さは ふ 石 見」 「うちよ する 駿河」 など 皆 及ばず 候 唯 

「空に みつ 大和」 は 或は 比肩す るに 足る 可く 候) 

今 弓 末 迄. y るつ もり なれ ど氣が 變れば もっと 早く か へ るか もしれ ず 候 毎日 漫然と 泳ぐ の にも 飽きさう 
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なれば に 候 新聞 によれば 千 里 眼 問題 再燃 の ^本屋 に た の み や り し福來 博士 の 新著 も 待 遠し く 田 伞：： の 新 

聞が 同 問題の 記事 を 少しし か 5^ さ ぬ が 齒が ゆく 候 

この頃よ みし 小說 (アルチ バァセ フか何 かなりし と 思 ひ 候〕 の 中に 汽！^ の 音の Onomatopoeia に Tra- 

け £ -- … … Tra-Ta-ta と 云 ふ を 使 ひし をよ み 感心 致 候 そ の 汽車が 鐵撟を 渡る 音が Trarar; ざ Il-Tral.arch 

(ch は 獨 乙の acli  laut なるべく 候) なる に は 更に 感心 致し 侯 

いつ 迄 かく も 際限なければ やめ 候 これより 泳ぎに ゆく 可く， 

ベ ンを擱 きて ふと 君た ちの 連中 を 思 ひ 候梶川 君と 有 安 君と は IMAGE が はっきり ま-にう かび-" 

僕 は 人の 顏を覺 える 事が 下手な 性分ら しく i 

又 城下 君 を 思 出し 候  ，. 

破.^ 御よ みに なりし 事 有 之 候 や 来なら ば 御 一 御す \ め 申 r お 

誤字 脫字少 からざる 可く 御 判 讀願上 候 不悉 

十二 曰 午後 二 時  再 蜜 W の樹 下にて 龍 

淺野 君砠北 

追伸 {=0 崎 は yl 下 日本 運輸 會社 自動車 部の 役員と なり^へば 今 は 源 水の 口吻 をお 力 ふ なかる，^ く 

候 一笑 

ニニ  〔八月 十五 U 不二 村新定 から。 忸藤 恭^〕 

其 後 君の 返事 を 待って ゐ たが 來 ないから 之 を かく 朝，； ハ時 頃， 起きて 床 を あげ 部 g の 掃^ をす る 朝飯 

飯 は 大抵 少し 糠く さい それから 机を两 向の 窓の 下にう つして 木 をよ む 窓の 外 は 桑畑 幅の^い 綠 色の 藥 

に 露が 眞珠 の やうに 光 つ て 其 間に うなだれた 夾竹桃の 赤い 花 を 蜂が 唸りな が ら ふ る はせ て ゆぐ ヒー の に 

ほひ 八月の n 光 十 時 頃 机 を 東 の 庭に むい た ffi^ へう つす もう 簾 一 面に 常 つ て ゐた H が 綠 に^ち て ：lg 


年 二  il-: 人 
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には徵 涼が 色蕉の 葉の ほのかな に ほひ と共にう ごいて ゐる 白つ ちゃけ た 砂 まじりの 庭の 土に 山茶花 

枇杷 お 欄 竹が 短い 影 をお とす 蟬の聲 晝飯 をく つてから 一時間 午睡 をす るか 新聞 をよ むかす る 新 

聞は國 民で 三重 吉の 燊の實 を 毎 曰お もしろ く よんで ゐる 

一 時う つと 手拭 を 腰に さげて 一 高の 夏帽子 を かぶって 海水浴へ 行く 浴場 は 江 尻の 海岸で 寺から 約 半里 

ある 途は 可成 あつい 桑の 葉泰の 葉の 綠 胡麻の 紫のう す 紅 埃に 白けた 月見 艸 がし をれ 乍ら 路 ばた にさい 

てゐる 不二 見 橋と 云 ふの を 渡る 欄干の 下 を 碧い 水が みがいた 砲 子 板の 如く 光り 乍ら 流れる 半 町 ほど 隔 

てた 港 橋の 向 ふに は 漁船の 檔 が 林立して 其 上に 晝の 月が 消えさう に 白く 浮んで ゐる撟 の 抉の 氷 店の 赤 

ぃ緣 をと つた 旗の 下 をす ぎる と 低い 茅簦 屋根の. 狭い 町になる 理髮店 梨 や 西瓜 を 商 ふ 靑物店 機屋 荒物屋 

それらの 家々 の 間に は 玉 蜀泰の 葉が そよ ぎ黃 色い 向日葵め 花が さしの ぞく 町 は づれの 松原 を 二三 町 行 

< と煉： 丸燒場 の 低い 板葺 、 美 普敎會 の 尖つ た 塔が 江 尻に 近づ い た 事 を 知ら せ る路ば た の 甘藷烟 砂糖 畑 

の 向 ふに 靑ぃ 侮が 的^と 光る の も 見える 輕 便鐵； 迫 (清水 靜岡 間) の 線路 を 一 っ橫 ぎる と 江 尻で 魚 壁 

に はられた す \ び た江戶 役者 の 似 顏繒も 55 驛ら しいなつ かし さ を 感ぜし め る 江 尻 停車場 の 後 を だ らだ 

らと 海へ 下る 鐵道院 の 管理の 下に 營業 する 侮.^ 茶屋が 三 四 軒 葭簀 張 を 海へ 張り出して 旗 を 立てたり 提 

灯 を 吊 つたり して 客 を よんで ゐる 無料 休憩所 へ はいって 着物 を ぬぐ 江 尻 の 海岸 は 眼界が 餘り廣 くな い 

右に 長く さし 出た 三 保の 半島 左に た-^ な はる 愛鷹の 連嶺 その 間に は 伊豆の 山々 が 暴った H はかす かに 

鼠色に晴れた曰にはさぇた^£梗色に長く連ってゐるために殆水平線は見られなぃと云ってぃ \唯^^刀 

の 濃い 潮流が つよい 曰 光 をう ける とき は 云 ひやう のない 美しい 靑 藍色 をた.. - へる のが うれしい 設備 も 

鎌 倉ゃ鵠 沼に 比る と 不完全 だが 靴 を はいて 泳ぐ やうな 人 を 見かけな いのが 取抦 だら う 

泳ぐ のにつ かれる と 濡れた 體を 熱い 砂の 上に ふせ てうとうと とねむ りなが ら懶ぃ 海 の つ ぶ やき をき く 

;D>55I5nz:o  0  Triumph  of  I-cath に Giorgio と Hippolyte が 海水浴 をす る 美しい 描寫 があった 

藻の かをりと 髮の かをりとの 中に 伊太利の 海が 鈍い 銀色に 光る 官能的な あの passage はかう して 砂の 
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上に 寢て 海の 聲を きいて ゐる としみ じみと 心に よびかへ される 海の 水 は 近い 所 は 海水浴 をす る 男 や 女 

の 足に かきみだされて 濁った 綠色 につぶ つぶと 不平ら しく 泡 をた て . ^ゐ るが 遠い 所 は 濃い emerald 

grcon から indian  blue に 至る あらゆるう つくしい 諧調 をつ くって 南の 空 をめ ぐる 太陽の 下に はれ 

ばれと 笑って ゐる Gorky の Malva の 第 一 行に " TJie  sea  is  laughing" とかいて ある 丁度 その 樣 

に 海が 笑って ゐ るので ある 日が 傾いて 砂の 上に 落ちる ものの 影が 細長くな ると ぬれた 手拭と-お 股と を 

ぶらさげて か へって くる 

玉 蜀泰の 畑で 行水 をつ かひ 夕飯 をす ましてから 散歩に ゆく 龍 垂 寺鐵舟 寺へ ゆく 事 も ある 淸 水の 町へ ゆ 

く 事 も ある 豆の 葉の 黃 色くな つた 畑 みちを あるく と 何時の間にか 月の 光が 土の 上に 落ちて ゐ るのに 氣 

がっく 蛙が なく 「種 豆 南山 下 草 長 豆 苗 稀」 と 云 ふやうな 田園詩の 氣分 をな つかしく 思ふ聪 の 一 つか 

けた 寺の 門の 上に 月 をみながら かへ つて 来て 蚊帳 をつ， -て. おる その 間に 近所の 子供 や 寺のお かみさん 

と 話し をす る 事 も ある 小栗粞 君の 不一 一見 一 村に 於け る 人望 は 大した ものである 八 木 君 も 中々 信用が あ 

る 僕に 至 つ て は 到底 あんなに 評判が よくな りさう もな い 〔削除〕 

毎： n 疆 からい 田舍 料理と 盤から い 海水 をのむ ので 甘い 物が 戀 しくて 仕方がない 尤も 東京から デセ ー ル 

や 甘納豆 ゃバ ナ 、 ケ ー ク など を 持って来た 事 は 来たが それ も 一 週間た \ ない うちに 食って しまった 此 

近所 の 菓子 は實に まづぃ 仕方が ないか ら淸水 迄 ミルク セ ー キ を のみに ゆく 事に して ゐる 

蛙 力 どこに でも 澤山ゐ る 蛇の 顏に humanity が あると 云った の は Walter  Rater だが 僕に ま. の 

方が 更に humanity が ある 樣な氣 がする 東京 近在に はゐ ない が 黑白染 分けの 小さな 蛙が 行水 を 使 ふ 

時な ど 鼻の さきへ 來て すわって ゐ ると 何だか 口 をき \ さう で氣 味が 惡ぃ 一 寸 佐藤修 平の ひまごの やう 

な氣 もす る wacklin に 「魚の 王」 と 云 ふ 給が ある 人の 顏と 魚の 顏とを 一 緒に したやうな 醜怪な 動物の 肖 

像 だ が 蛙 をみ ると 僕は必 この 魚の 王 を 思 ひ 出す 

もう 一週間 もしたら 鸽沼 へう つるか もしれ ない さやうなら 


八月 十五 日  龍 

3 

二三 〔八月 十六 ：！： 不二 見 村 新定院 から。 菅 虎雄 宛〕 

肅啓 在校 中 は 種 々 御 薰陶を 蒙り 難 有く 卒柔後 早速 御 鱧 に 上る 可き の 所 胃 を 病み た る と性來 の 懶 癖と 

の爲 今日 迄う ち 過ぎ 申 譯無之 候 小生 本月始 より 駿州 不二 見 村の 寺に 滞留 致 居候 午前 黑甜讀 書 午後 水泳 

. 夜 は 手紙 を 書き 新聞 をよ み 又は 近所の 農家の 子供と 共に 月 を 踏んで 唱歌な ど 致候此 手紙 も 本堂の 八疊 

の 間にて 芭蕉と 棕櫚 竹と に 渡る 風 をき \ つ \ うす 暗き ランプ の 下にて 認む るのに 候 

龍, 寺 鐵舟寺 共に 近ければ 夕方に はよ く 散歩が てら 遊びに 參り 候鐵舟 寺の 本堂の 幅廣き 緣に踞 して 碧 

蓮の 香 を かぐ もうれ しけれ ど 更に めでたき は 薄暮 黍の 葉の みどりなる 胡麻の 花の ほの 赤き 畑 みちを 徑 

して かへ り 来る 時に 候 種 豆 南山 下 艸長豆 苗 稀とう た ひ たくな り 候 小生 の 居る 寺は禪 寺に て 主の 僧の サ 

イダ ー と 云 ふ 語 を 知らぬ のに も 感心 致 候 三年 喫麥 飯の 勞を 忍び 痛棒 熱喝の 苦に 耐へ ざれば 到底 これ ほ 

ど 超越 は 致し 難 かる 可く 候 其 内に 一 度 拜趨御 話 承り 度存 居候 

末ながら 御 健康 を 祝し 且 祈り 候 草々 不宣 

八月 十六 日  芥川龍之介 

菅 先生 硯北 

二 四 L 八月 十九 ni 不二 見 村 新定院 から。 廣瀨雄 宛〕 

敬 啓 此 寺に 来りて より 早く も 十日 をす ぎ 候 午前 は經 机の 上に て橫 文字の 本 をよ み 午後 は 手拭 を さげ 

^ て 泳ぎに ゆく 外變 りたる 事 もな く 夜 は 時々 村の 小 供た ち 六 七 人 遊びに 參り月 を 踏んで 共に 唱歌したり 

^ 本堂の 緣に踞 して 小生の 話す 御伽 噺を 聞いたり 致し 候 泳ぎに 行く 時 も 彼等 は 粟の 穗抟梗 の 花 烏の 羽な 

ど を 耳に はさみて 隨行 致す 事 有 之 沿道 目に 觸 る-^ 草木 昆虫 を 一 々. 指點 して 小生に 敎 へて くれ 候 其爲此 


頃 は 大分 博識に ffl 成 ちんち ろ 柹と云 ふのまで 覺ぇ候 連 曰 晴天の 爲 田の 水 涸れ 小生の 居る 村 にても 雨た 乙 

ひの 祈 禱始り 候 祈 fi 者 は 一 七日の 間 一 切 火食せ ざる 曲に て 終日 注繩を かけた る 竹の 下にて 鏔を うち 竹 

法螺 を 吹き 居り 候猶 H 村の 某 家に て は 數年來 家内に 病人の 絕 えざる 爲 者 を 招きて 卦を考 へしめ 候 所 

家の 下の 土中 二 丈 五 尺に して 甲胄 刀劍 あり 家人の 病む は 其 祟な りと 申し 候より 早速 土 を 掘らせ 候 ひし 

に 果して 二 丈 五 尺に して 甲胄 一 具 太刀 一 振 を 得し 由に 候 村の 人々 は 皆 易者の 斷 じ^て 神に 人る を赏し 

居り 候へ ども 小生 は 寧 易斷を 信じて 直に 二 丈 五 尺の 深き を 掘りた る 其 家の 主人の 純朴 さ 加減に 感心 致 

候 小生の 居る 座敷 は 不一 一 は 元より 隣家の 桑園 すら 見えず 狭き 庭に 密生した る 蕉綜櫚 竹 高 野 棍梅山 茶 

花な どに 遮られて 僅に签 色を菌 むに 止り 候 唯晚涼 微風と 共に 生ずる 時 は 一 庭の 竹樹 竿々 相 磨し 紫々 相 

觸 れて幽 興の 掬す 可き ものな きに あらず 候 龍 華 寺 も 近 けれど 小生 は鐵舟 寺の 碧 蓮 を 愛する 事 更に.  深く 

M } 其 本堂 の 欄に よりて 蓮 杏 月色 共に 仄 なる を 賞し 候 

士ロ澤.|^^の選に^_:れたる.氣の毒に候東京を出づる日大急ぎにて官報を見同君の名なきを，諫しく思ひ候ひ 

しも 又 例の 如く 慌て 見落した 事と 思 ひ 返し 候所此 寺に 来りし 翌日 市 川 君よりの 手紙に よりて ほんと 

うに 名の 出て ゐ なかった 事 を 知り 候 六 人の group も 之に て 無試驗 二人の みとな り 候 尤も 割合に すれ 

ば 1 Is 及第した の に 候 へ ば それにて 滿足 致す 可く 候 一 笑 

ぶら うにん ぐ はや めに 致し 候ぶ らう にんぐ さいくろ ぴぢ あにより て 讀む つ もり に 候 上 W 敏 氏の すきな 

「彫像と 半身像」 は 何度かよ みかへ し 候 外のより もやさし い 樣な氣 が 致し 候 上田さん もやさし いからす 

きなん ぢゃ あな いかと も 思 ひ 候 

ぶら うにん ぐの 代り に鷗外 先生の 「分身」 「走 馬燈」 「意地」 「十 入 十 話」 なぞよ み 候 iw: 面白く 候 へ ども 分 

身中の 「不思議な 鏡」 走馬燈 中の 「百 物語」 「心中」 「藤 ^櫓」 意地の 「佐 橋；： 五郎」 「阿部 一 族」 十 人 十 話の 

2 「獨身 者の 死」 最 面白く 中で も 「意地」 の 一 卷を 何度もよ みか へ し 候 

3 每日侮 水を少 しづ- 1 のむ のと 鹽 からき 御菜 を 食 ふとの 爲 甘い 物が 戀 しく 江 尻 ャ；5 水の 菓子 尾は涉 獵し盡 


牟 二 IE 大 
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し 候 そろく  nostalgia が 起り 候へば 其 內に歸 京の つもりに 候 不悉 

. 十九 日朝  芥川龍之介 

讚ヒ 444 見 匕  . 

二 五 〔九月 五日 新 宿から。 藤 岡藏六 宛〕 

君の 手紙 を もらった の は 四日の 夜遲 くであった 投函の 曰 附はニ 曰に なって ゐる これから 返事 を 出した 

ので は 間に あはない かなと 思った が 兎に角 出して みる 半切 を かひ に ゆく の も L  E  TTERPAPEK 

を かひに ゆく の も兩方 共き らした 今 は 億劫 だから 一 帖 一 錢五 厘の 紙で 間に合 はせ る 

東京へ かへ つてから 何と 云 ふ 事な くくらした 罪と 罰 を よんだ 四百 五十 何 頁が 悉 心理 描寫で 持き つて ゐ 

る 一木 一 草 も hero の 心理と 沒 交渉に か \ れてゐ るの は 一 もない 從 つて plastic な 所がない (これが 

賓には 柳 物足りなく 感ずる 所な の だが〕 其 代り ラス コル 一一 コ フと云 ふ 1S3 の カラク タァは 凄い 程强く 

出て ゐる この ラス コル 亍コ フと云 ふ 人殺しと ソ 一 一 ァと 云ふ淫 -贊婦 とが 黃色 くくす ぶりながら 燃える ラ 

ンプの 下で 聖書 (ラザロの 復活の 節— ヨハネ) をよ む は 中で も 殊に touching だと 見えて ゐる 

始めて ドス トイ エフ ス キ ー を よんで 大 へ んに 感心 させられ たが 英譯が 少ない ので 外の をつ V けて よむ 

訣には 行かないで 困る ブランド は よんだ かね 

僕はブ ランドに そんなに 動かされなかった 今 よんだら どう だか しらないが イブ センで は 僕 は 「人形 

の 家」 と 「ガブ リ エル ボルクマン」 がー 番 すきだ 夏 休の 始にゲ イリ ェ リイ ル ァ ダンの 「反逆」 を よん 

だ 「『人形の 家』 に 先った 『人形の 家』」 と 云 はれる 程 この 戯曲 は 人形の 家と 同じ 樣な 題材 を 取扱って ゐる 

のが 面白い 一 八 七 〇 年に 出. たのおから 「人形の 家」 より 餘桂 先に (人形の 家 は 一 八 七 九 年) 性の 關 係の 問 

題を捉 へて ゐる 事になる この間 近郊 を あるいた もう どこに も 「秋」 が 來てゐ る 玉 川の 河原へ 來 たら. R 

い の 間に 細い t 早が ひょろひょろと はえて 黄色く くれ か. - つた 穴 ュに琉 れてゐ る 雲まで がしみ じみ 旅で 
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もして ゐる やうな、 g もち をよ ひお こさせる 曰 野 立 川 豐田 — 玉 川の 沿岸の 村々 は If 步の むさし 野 

を よんでから 以來秋 毎に 何度と なく； t つた 事が ある 村で ある 櫸の 肌が 白く 秋の 曰に 光る 頃になる と 茅 

葺の 庇に つもる 落葉の 數が 一 曰 一 曰と 多くなる 村の 理髮 店の 鏡の 反射に うす 赤い 窓の 签 ではけ た- - ま. 

しく 百舌が なき 跛 の 黑 犬も氣 安く あ るいて ゆく 街道 の 曰な たに は 紺の 手 甲 を かけた 行商人の 悠々 とし 

た呼聲 がき こえる 村役場の 柵に さく 赤い コスモ スの 花に も 小さな 墓地に さく ^ や 女郎 化に もやさし 

い 「秋」 の眼づ かひが みえる ではない か 

秋が 来る のが 待 遠い 

秋の 歌 

金箱に 靑 める 夕の うすあかり はやく も 秋 はふる へそめ ぬる 

秋た てば ガラスの ひ V の ほの 靑く 心に 來る かなしみの あり 

秋風よ ユダヤ 生れの 年老いし 寶石商 もな みだす るら む 

秋風 は淸國 名產せ 栗と かきたる 紅き 提灯に ふく 

額縁の す- - びし 金 も そこと なく ほのかに 靑む 秋の つめた さ 

銀座 通 馬車 の 金具の ひ V きょり いつしか 秋 はたち そめに けむ 

鳶色の 牝 鶴に 似る ぺ ッッ オル ド 夫人の 精 を 秋の 風 ふく 

, 忡 助の 撥の ひ V きに 1* 燭の {Z き 火 かげに 秋 は ひろがる 

夕 雨 は DOMH の 上の 十字架の 金に そ \ けい 秋き たるら し (一一 コ ライ) 

す t かけの li 金の 落葉ち りしけ る； 1 石 道の 街の あけ 方  - 

や はら かき 光の 中に ゆらめきて 金の 一葉のお つる ひと、 き  - 

わくら 葉の 黃 より 焦 茶に うつりゆく うら さびし さに た へ ぬ 心 か 

九月 五闩朝  0 


一 一六 〔九月 十八 日 新 宿から。 淺野 三千 三 宛〕  . 

ま 墨 拜誦仕 候  ， - 

御 入 寮の 由 何も 經驗に 候へば 面白 かる 可く 候 一 高の 二 年に て敎 はりた る獨乙 語の 教科書に ほれし お 力 

いたりあの 宿屋に て 蚤に 食 はれる 話が ありし より 寮の 二階で 蚤が 多くなる と 皆 「僕 は 昨夜 は ほれし.^ 

だった ぜ」 と 語り あ ひし ものに 候 

更にく はしき 寮 生活 の 御 感想う か ^ ひ 度存候 

校友 會の 種々 の 部より 入 會の働 誘に 參る 事と 存候 どの 部に も 小生 自身 關 係した 事なければ 確な 事 は 申 

せず 候へ 共 X  X 部 だけ は 時間の 經濟の 上よりも 風儀の 上よりも 人に 勸 めない 方が い --樣 に 承 居り 候へ 

ば 老婆心ながら 御注意 申 上 候 

大學の 講義 は つまらなく 候 外の 事 はしらず 候へ 共 獨乙語 なぞ は 一 高 出身者が 矢 張よ く 出来る 樣に 見う 

け 候 (少 くも 小生の 科に て) 一 高に はいった 時の やうな 活々 した 氣分は 一 年 ごとに 感じない 樣 になり 遂 

に は どんな ものに も淸 新な 興味 を もつ 事の 出來 ないぶる じょ あの 一 人に なって 仕舞 ふやうな 氣が致 候 

それで は あまり 心細 かる 可く 候 

土曜 日曜に は御歸 省の 事と 存候御 閑暇に も 候 はに 御來遊 下され 度 待 上 候 不悉 

九月 十八 日朝  芥 川 生 

UV  淺野 三千 三樣 硯北 

ナ 

^  二 七 〔十月 二十 三日 新 宿から。 淺野 三千 三 宛〕 

演習 は 相瞟に 面白 かりし 事と 存候 同級の ものが 稍 同級の ものら. しくなる は 演習 ありて 後の 事に 候 
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文 展御覽 になり 候 や 僕に は畫 家の 多くが 水な り 雲な りに 對 する 一 つ ； つの 心 もち を 描かう とせずに す 

ベ て の 心 もち の 和 を その 心 もち の數で 割つ た 商 を 描 い てゐる 樣な氣 がせられ 候 あれで は駄 u に^ 

演習より 演習 後の 休みが 羨し く 候 五 時まで 講義の 筆記に 忙殺 せらる. - 身に は 殊に さう 思 はれ 候 

今度の 土曜に もし 御 暇なら ば 御出で 下さる まじく 候 や 午後なら ば 殊によ ろしく 候 尤も 此方から あがり 

て もよ ろしき のに 候 都合に よりて は曰曜 にのば しても 來週 にしても よろしく 候 御 返事， なくば b5f 午後 

御 出の 事と 獨 きめに きめる 可く 候 

御轉 居の 由に 候へ ど 多分 郵便配達が 氣を 利かして 持ち ま はって くれる だら うと © ひ 候 ま.. 元の 御 5£,v^ 

へ 出し 候 不悉 

廿 三日 朝  芥川生 

淺野君 案下 

二八 〔十 一 月 一 日 新 宿から。 原 善 一郎 宛〕 

十一月 j 曰 午前 大 m,^^ 齊館 にて 

原 君 カナ-チア ン n ッ キイの 寫 眞ゃパ ンフ からの 御手 紙 は 確に 落手 致しました 難 有く 御^ を 申し あげ 

もう 今頃 は統 育で 黃 色くな つた ブ ランタ ー ン の 紫の 落ちる の を 見て 御 出の 事と 存じます 東京 もめつ き 

り 寒くな りました 並木 も 秋の 早い 橡 やすずかけ は皆黃 色く 乾いて うすい 鳶色の 天 驚 滅の樣 に 枯れた 土 

手の 草の 上に 柔な ひわ 色の 羽 をし た 小鳥が 鳴い てゐ るの を兒 ますと ワイルドの 「黄色 のン ムフォ 二， 1 」 

• とか 云 ふ 短い 詩 を 思 ひ 出します 

角 精 を 力 ふって からもう 三月 目です 講義 は あまり 面白くありません 美文 學の 主任 は 口 ー レ ン スと いふ 

ぉぢ いさんで 頭の まん 中に 西洋の 紙 鳶の樣 な 形 をした 桃色の があります 入の 好い 親切な 人で よく 物 


の わかった 人です けれども 殘 念な 事に 文學は あんまり よく わかって ゐ ない 樣 です いつでも 鼠色の モ I 

3 一一  ングコ ー トを 着て ズボ ンの 下へ 力 I キ 色の ゲ ー トル を はいて ゐ ます 何故 ゲ 1 'トルなん ぞを 年中 ズボ 

ンの 下へ はいて ゐ るの だか それ は 未に 判然 しませ ん今 このお ぢ いさんの 「.H-BSU1. ip  English  ^^.： 

ture  from  Goldsmith  to  Beriiard  Shawj  mots  &  Characters  in  Shakespeare 一 s later  playsj 

「Englisll  pronolmciation」 をき いて ゐ ます 三番 目 の は Philological な 講義で つ まらない もの です 

文展が はじまりました 吉例に よって 少し 妄評 を かきます 日本 畫の第 一 科 は 期待お 上に 振 ひません でし 

た 小 坂 芝 田 氏 や 小 室翠雲 氏の さへ 大した 出来と は 思 はれません 望-月 靑鳳 氏の 猿の 毛 描きが うまい と 云 

つて ほめる 人もゐ ます さう した 事 を ほめれば 成程 ほめる 事がないでも ありま せんそれ は 文 „ ^の 模倣が 

妙に 出來 上って ゐる 事です 文 晁の惡 い 作より 遙 かにす ぐれた ものが あると 云 ふ 事です しかし 之を自 

1©{ にす る ま ど 日本 畫家は 藝術的 良心 に缺陷 はな い で せう し 又な からむ 事 を 望みた いと 思 ひます 津端道 

彥 氏 の 「眞 如」 と 一 K ふ 佛畫 の 前へ は 東京 觀光 の田舍 のおば あさん やお ぢ いさんが 立って をがん でゐ ます 

あんな 手の ゆがんだ 片輪の 佛 さま をお がむ 人た ち はか あいさう です 要するに こ へ 出品す る 人た ち は 

見る も氣の 毒な 程 貧弱な 內 生活 をして ゐる 人と より 外 は 思 はれません 藝術 にどれ ほどの 理解と 情熱が 

あるか わかった もので はない と 思 ひます 

第二 科で は 私の 興味 を 引いた 作品が 二あります 一 は 牛 田雞村 氏の 町 三 趣で 一 は 土 田麥櫂 氏の 海女です 

町 三楚は あま り 遠近法 を 無視し 過ぎた 嫌が あります が 私 は 之 を 今度の 日本 畫の 中で 最 傑出 し た 作 だと 

思って ゐ ます 「三 趣」 は 朝と 晝と脊 とで 朝の 靜な 町に 漸く 炊烟が ほのめいて 石 をのせ た 屋根に は 爲の群 

がな きか はし 人 通の ない 往来 を 紅い 着物 をき た 小兒が 母親ら しい 女に 手 を ひかれて あるいて ゆく の も 

ひ 晝 すぎの 時雨に 並藏の 水に おもる 影 もみえず ぬれに ぬれた 柳の 間う す 白い 川の面 を 筏の 流れる の も そ 

二 れぞれ 興 を ひきます けれど 宵の 町の 軒 行燈の ほの 赤く ともる 頃 を 一 一人 づれ の梵論 子が 坂つ^き の 町の 

^ 軒づた ひに 11>^ 八 を ふきながら 下りて ゆくな つかし さは 此 作家の ゆたかな 藝術的 氣分を 感じさせずに は 
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おきません 

海女 は此頃 またよ みかへ した ゴ ー ガンの：/ ァ ノア」 の爲に 一 層 興味 を 感じた のか もしれ ません 土 田^ 

は 私の 嫌な 作家の 一 人です 昨年の 「島の 女」 も 私の 娥な 作品の 一 でした しかし 海女の すぐれて ゐ るの は 

どうしても 認めなければ ならない 事實 です 六 曲の：^ 風 一 双へ 砂山と 海と をバ ック にして 今 海から 出た 

女と 砂の 上に 坐ったり 寢 ころんだ りして ゐる 海女と を 描いた ものです 泥の やうな 灰色. の屮に 黄色い 

月 見艸も さいて ゐま す赫 土の 乾いた やうな 色の 船 も ひ き あ げ てあります 

砂山の 向 ふに ひろがって ゐるゥ ル トラ マリン の 海 は不讚 同です けれどもね ころんで ゐる 海女の 肩から 

腰に 及ぶ 曲線 や 後む きになった 海女の 背から 腕に 重み を 託して ゐる所 や 海草 を 運んで くる 海女 や 小 供 

の 手足の リズミカルな 運動 は大 へんによ くかいて あります デ ゾ サ ンも 「島の 女」 より 遙に統 一 を 持って 

ゐ ます 概して 一 双の 中で 右の 半 双 海の 出て ゐる方 は あまり 感心し ません が 左の 半 双 は 確に 成功して ゐ 

ます 

唯 誰も この 繪を ほめる 人の ない のが 悲觀 です 私 の 友 だち は 皆 惡く云 ひ ます 先生 に はま だ 御： III にか. -り 

ません が 多分 惡く云 はれる だら うと 思 ひます 私の 知って る 限りで はこの 總を ほめた の は 松 本 亦 太郎氏 

だけです. K 觀氏は 矢 張た しかな ものでした (昨年 ほど. <.氣 はありません けれど，， ) 廣業 氏の 「千 紫 isS 紅」 は 

どうも 感心し ません 栖鳳 氏の 「總 になる 最初」 は 思 ひきって 俗な ものです 山 本卷擧 氏の 「春 冬-の H 

幅 も 月並です 樱谷 氏の 「驛路 の 春」 は 「勝者 敗者」 以来の 作 かもしれ ません けれど 私 は 一 向 心 を 動かされ 

ませんで した 

玉 堂 氏の 「夕月夜」 と 「雜木 山」 とも 太平な ものです 「汐 くみ」 で ほ 多少な りと も 何 かっか まう とした 努力 

がみえ ます けれど 今年 はまた 元の 鈸 灰色の 霧と 柔婉な 細い 木立との 中に か へ つてし まひました 何と 云 

ふ 安價な あきらめで せう 

彫刻に も 目 ぼ しい も の は 見 常り ませんで した 又 私に は 彫刻 はま だ よく わかり ませ ん世問 の 々も 大抵 は 


年 二 正-人 


39 


よく わかって ゐ ない 樣な氣 がします 内 藤 伸 氏の 氣 のきいた 木彫が 欲しい と 思 ひました 藤 井浩祐 氏の 

「坑内の 女」 や 「若者」 も 評判の 惡ぃ 割に 私に はよ く 思 はれました 

洋畫 では 石 井柏亭 氏が 頭角 を 現 はして ゐ ますこの 人の 心 はとぎ すました 鏡の やうに 冷に 澄んで 居る の 

でせ うその 心の 上に 落ちる 木の 影 石の 影は寸 毫も 誤らない 訓練 を經た 手で 力 ンゲ ァ ス なり ヮ ット マン 

なりの 上に うつされ るので せう 此 人の 作品 をみ てゐ ると 私 はきつ と 森鷗外 先生の 短篇 を 思 ひ 出します 

今度の 作品の 中で 船 着きと 云ふテ ン ぺ ラは其 殊にす ぐれた もの だら うと 思 ひます 「並び 藏」 と 云 ふ 水 彩 

「N 氏の 一 家」 と 云 ふ油繒 もよ く 出 來てゐ ました 

南薰造 氏 は 「瓦燒 き」 の やうな 作品 をもう 兒 せて はくれ ません けれど それでも 「赛 さき」 はなつ かしい 作 

でした 土 は 皆 春 を 呼吸して ゐる 丘と 丘との 間に 徽に みえる 紫が かった 海 も 春 を 呼吸して ゐる 低い 木の 

芽う す 白い 桃の 花 「春」 は 今 MOTHER  EARTH に KISS をして ゐ るので す 唯 私 は 「瓦 燒き」 以来の 南 

氏の 作品 をた どって ひそかに 同氏の 藝術的 氛圍氣 が 比較的 薄くな りつ，^ あり はしない かと 思 はれない 

事 もありません 今から 切に 其 杞憂に 終らむ 事 を 祈り ます 

かう 上げて くると 勢 藤 島武ー 一氏 の 「うつ -1」 と 齋藤豐 作 氏 の 「夕 映 の 流」 をも數 へなければ なりません 

「うつ-^」 は "OUGH は實に 達者な ものです 「夕 映の 流」 は 私に こんな 氣 分になる 事の 出来る 作者 を 羨 

しく 思 はせ ました 

其 他 不折は 例の 如く 角の はえた 「神 農」 と稱 する 老人の 裸體を かいて ゐ ますし 士カ田 博 氏 は 十 年 一 日の 如 

く あ の 靈色を 使 つ. た 「 ：play  of  810rs」 に餘念 のない やうに 見う けられます 

要するに 多くの 賨家は のんきです すべての 氣 分の 和 を その 氣 分の 數の 和で 割った 商 を 描いて ゐ るんで 

す ある 特殊の 木なる 槪念を ある 時間の 槪 念のう ちに 置いて かいて ゐ るので す 彼等に は 天然色 寫 眞の發 

明 は 恐し い 競走 者の 出現 を 意味す るに 違 ひありません 

Verdi の 百年祭で 音 樂學校 と帝國 ホテルと で 演奏 會が ありまし た 兩方行 つてみ ましたが あとの 方で 


40 


TKOVATOKE の PRELUDE と MisKKKRE との マンドリン をき 乂 ました ザ ルコリ が ひく ギ タ ー の 

太い ま J い 音が 銀の やうな マンドリンの 聲を縫 つて ゆく のが うれし う 御座 いました 

鳶色の ギタラ の 絹 をぬ ふ 針 か マン ドリ I スの トレ モ& の 銀 

同じ 日に 藝術 座が 有樂 座で 音 樂會を やい ました 新興 藝 術の 爲に氣 を 吐く 試みなん ださう です が ショル 

ッの ひいた ドビ ュッ シ ー や 何 かの 外 は あんまり 感心した ものはなかった さう です 前に かき 落しました 

が 帝 國ホテ や でよ 11IG0;LETT0 の QUARTETTO が ありました 一:fol)l.ano  ：  Mrs.  Dobsvolsky,  Mezzo 

„soprano:  Miss  Nakajima,  Tenor:  Mr.  Sarcoli,  wa  ri  tone  :  IVIr.  Tham と 云 ふ 順でした が あの 泣き 

佛と 綽名した 中島さん には大 へん 御氣の 毒な 話しです けれど II 洋 人が 三 入で 曰 本 入 一 人 を いぢめ てる 

やうで きいて て あんまりい，^ 氣 がしませんでした 

自由 劇場 は 帝劇で ゴ ル キイの 夜の 宿 を やりました 昨夜 行って みました が 日本で 演ぜられた 此稀 類の 芝 

居の 中で は 一 番 成功した ものの やうに 見う けます 役者の 伎倆な り 舞 臺の裝 置な りに 始めて 割引の ない 

欺 判 的の 眼 をむ ける 事が 出來且 その 結果 それらの 寧 成功した の を 認める 事の 出来た の は 甚^ 快です 小 

山內 さん はもつ と 偸 快で せう 

サ ロメ はみ ました か 

鐘が なりました 之から SWIFT と 云 ふ 名前から 早 さうな 西洋人の 早い 書取の 授業 をう けに 行かな けれ 

ばな りません 大急ぎで 歌 を 一 一つ 三つ かいて やめます 

秋風よ ゆだ やう まれの 年老い し 寶石商 も淚す る らむ 

秋た てば ガラ スのひ t の ほの 靑く 心に 來る かなしみの あり  - 

額緣 のす \ びし 金 も そこと なく ほのかに 靑む 秋の つめた さ 

薦 色の 牝鷄に 似る ベ ッッォ ルド 夫人の 精に 秋の 風 ふく 

『t^』 はいます-^ りなき つ、 ほの 白き 素足に li り 町 を あゆむ や 


年 二 正大 
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芥川生 

追申 これ は 講義 をき-^ ながら かいて ゐ るので す 今 テ-ー ソンの 「アサ ー の 死」 を やって ゐ ます 一 こ" - 

の L ま サイレントで 發 曰はサ ッダァ です サッ ダァは H〇 H^^^B  APART の 意です」 とか 何とか 

SWIFT さんが 云って ゐ ますこの 人 は 私の 見た 西洋 入の 中で 一番 ジョンブル らしい 西洋人で すそ 

の 礎 あめりか 人で ジョ ン ブルで はない のです が 

講義 をき \ ながら かい た 歌 を御覽 に 入れます 

CONCWRT にて 

K ゥ 口 ボル ス キイ 夫人 も 秋の 夜 はさび しと 思 ふこと あり や 灯 を 

ポンプの 如く 立ちて うた ふ も そこと なくさび しかりけ り び THAM は 

秋の 夜の ホテルの 廊を畫 家南薰 造の ゆく にあ ひに ける かな 

バ アナ アド リ ー チ とかたる 黑 服の 女 は 梟に よく 似た るかな 

シ 一一 ョ ー リナ 中島の きる 紫の 羽織 もさむ き 夜と なりに けい 

FREE  TBLEATRE にて GaRIrw の 夜の 宿 

赤 シャツの すりの ヮシカ も 夕され ば ふさぎの 虫が つのるな りけ り 

のんだくれの 役者のう た ふ 小唄より 秋 は ランプに しのびより けむ 

わが 友の かげに かくれて 歌つ くる この 天才 を さはな とがめ そ 

肘つ きても の 云 ふとき は SWIFT も 白き 牡牛の 心ち こそ すれ 

之から READING. の 稽古が はじまる から やめます さやうなら  ^ 

二 九 〔十一月 十七 日 新 宿から。 菅 虎雄 宛 d 

敬 啓 昨 曰は遲 くより 參堂 種々 御馳走に 相 成 其 上 一 夜の 御 厄介 や」 かけ 御 家族 御 一 同樣の 御迷惑 もさ こ 
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そ と 恐縮に 不堪 難 有 御 禮申上 候 翁 其 節 御 願 申 上 候 如 く 何 に て も 書 い て 項き 度 近 日 學校迄 御 願 ひ に 上 

る 可く 候へば 何分よ ろしく 願 上 候 

藤 岡 君 は 十七 日鄕 里の 嚴君 病氣 危篤の 旨 急電に 接し 當夜 直に 伊豫 宇 和 島に 歸郷 致候爲 御^ 申 上ぐ る 事 

もなら ざ るより 小生よ り 先生 によろ し く 申 上げ 吳る ふ樣云 ひ來り 候 併 せて 同 君の 御 禮をも 御 一?™- へ 巾.^ 

草々 不宣 

■ 十七 S 夜  芥 川 龍 之 介 

. 管 先生 梧- ト 

三 0  〔十二月 十：：：： 新おから。 淺野 三千 三 宛〕 

肅啓 試驗 近く 御 多忙の 事と 存じ 候 小生の 方 も XMAS  EXAMINATION- 近く £ り 居り 候 一 高の 試驗 

と 云 ふ ものうけ ぬ 前ば 何となく 氣味惡 きものに 候 一 學期は 小生 も 大に試 驗勉强 を 致し 火閱を 擁して 十 

一 一時 をき-^ たる 覺も有 之 候 其 御 かげに て 其 時 は あとに もさき にも 唯 一 度 獨 乙 語の 百 點を とった やうに 

記憶 致 候 折角 御 勉強な さる 可く 候 

三 中より 雜誌參 い 候へば 始 から 終 迄 一 通り 眼 を 通し 候 X  X 君の 諸 作 いづれ も あまり 感心 致されず X  X 

君 X  X 君 等の も 一 向 面白から ず 思 ひ 候 唯 三年 内野 一 太 郎君の 「井の頭 辨天」 を 得 再三 1、 みかへ し 候文の 

巧拙 を 問 はに 恐らく 四 年 山 田 菊 雄 君に 及ぶ 人な かる 可く 候へ ども 内野 君の 文 は 如何にも ナイ— ブ にて 

中學の三年生なる内野君：：^外に何人もかく能はざる事をかき^^り候他の諸君が徒に本；腹高心なる論議 

を 費 さる. -に 反し 又 徒に 淺陋 なる 色彩と 幼稚なる 感情と を呼號 せらる \ に K し ナイ. ゥ ィ テ ー ト. を 以て 

一 貫した る 内野 君の 文 を， 得た る は うれしく 思 はれ 院 

X  X 先生の 「詩 をよ む 心得」 一 笑せられ 候中學 なる かな 

此頃 又柳宗 元を少 しづ よみ 居り 候 小生 は 最柳文 を 愛する ものに 候 昌 黎が柳 州め 文 をよ むに 先 だ や^ 必 


薔薇 水 を 以て 手 を 洗へ る 誠にう ベな り と 思 はれ 候 短 かけれ ど 至 小邱西 小石 潭 記に 柳々 州の 眞面 HI を兒 

る ベ く 讀下淸 寒 を 生ず る 心地せ ら れ候 

先夜 城下 君 を 訪ひ候 少し さびし さうな 事 を 申 居い 候 其 節 例の お rcmp め會合 あ。 し 由き，^ 候大に 一高 

がりて はいらない 連中 を 刺戟して やる がよ ろしく 候 御す，. -め申 上 候 一 笑 

捤川 有安兩 君の 近状 如何な ど 思 ひ 候 二十 五 = 迄に は 一 高 も 大學も 試 驗完る 可く 休みに は 御 目に か. -り 

得る 事と 存 居候 

悪 詩 御 笑 ひ 下され 度 候， 

寒 更無客 一 燈明 

石 鼎 火 紅茶 靄輕 

月 到 紙 窓 梅 影 上 

陶 詩讀罷 道心 淸 

不宣 

十二月 九日 夜  .  芥川生 


大正 三年 


三 一 〔一月 一 日 新 宿から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

っ丄 しみ て 新年 を賀し た て ま つ る 

「危險 な る 洋書」 をと ぢ て 勅題の 歌 つかまつる 御代の めでた さ 

大正 二 年 一月 一日  芥川龍之介 

三 二  〔一月 二十 一  口 新 宿から。 恒藤恭 宛〕 

自分に は 善と 惡 とが 相反的に ならず 相關 的に なって ゐる やうな 氣 がす 性 鮮と敎 育との 爲な るべ L  口 ジ 

力 ル に考 へられない 程腦 力の 弱き 爲 にても あるべ し 

兎に角 矛盾せ る 二つの ものが 自分に とりて 同じ 誘惑 力 を 有する 也蕃を 愛せば こそ 悪 も 愛し^る やうな 

I 采カ する 也ボ ー ド レ ー ル の 散文詩 を よんで 最もな つかしき は惡の 讚美に あらず 彼の 善に 對 する 魔惜な 

り 遠慮なく 云へば 善. 恶 一 如の もの を 自分 は 見て ゐる やうな 氣 がする 也 (氣 がする と 云 ふ は敲遍 なる か 

もしれ ず) これが 現前せ ずば 藝術を 語る 資格な き 人の やうな 氣 がするな り 

同じ 故鄕 より 来りし 一 一人の 名 を 善 惡と云 ふなり 名 づけし は 其 故鄕を 知らざる 人々 なり 

何 にても よけれ どし かつめ らしく  ロゴ スと云 はむ 乎 宇宙に 口 ゴ ス あり 萬 人に ロゴ ス あり 犬なる ロゴ ス 

4 に從 つて 星辰 は 運行す 小なる 口 ゴ スに從 つて 各人 は 行動す 口 ゴ スに從 はざる もの は 亡ぶ Q ゴ ス に：^ ま 

ざる 行動の み もし 名づ くべ くんば 惡 と名づ くべ し 


5  口 ゴ スは 情に あらず 知に あらず 意に あらず 强 ひて 云へば 犬なる 知な り 所謂 善惡は 口 ゴ ス に從ふ 行動 を 

4 淺 薄なる 功利的の 立場より 漠然と 別ちた る 曖昧なる 概念な り 

自分 は 時に 血管の 中 を 血が 星 と共にめ ぐって ゐる やうな 氣 がする 事 あり 星 占 術 を 創めし 人 はこん な感 

じ を 更につ よく 有せし なる ベ し 

この ものに ふれ ずん ば 駄目 也 かく も か \ ざる もこの 物に ふれ ずん ば 駄目 也 . 

藝術 はこれ に關 係して 始めて 意義 あり 

今にして 君の 「.^VESEN を 感得せ しむる ァ ー トは 最高 也」 とい ひし を 思 ふ 君 は 三 足 も 四 足 も 僕に 先んじ 

たり 

しひて 神の 信仰 を 求む る 必要なし 信仰 を 窮屈なる 神の 形式に あて は むれば こそ 有無の 論 もお これ 自分 

は 「この もの」 の 信仰 ありこ は 「藝 術」 の 信仰な りこの 信仰の 下に 感ずる 法悅が 他の 信仰の 與 ふる 法 悅に 

劣れり と 思 はれず 

すべての もの は 信仰と なら ずん ば 駄目 也 ひとり 宗教に 於ての みならず ひとり 藝 術に 於ての みならず す 

ベて 信仰と なりて はじめて 命 あらむ  、 

正， 藝術 を實用 新案 を 工夫す る 職人の 如くと り 扱 ふ もの は 幸福な り 

三 

年 

自己 を 主張す と 云 ふし かも 輕々 しく 主張す と 云 ふ 


自分 は 引 込 思案の せゐ かしらね どま づ 主張 せんとす る 自己 を觀 たしと w わ ふ 

顧みて {八> 一虚なる 自己 をみ る は 不快な り 自ら 眼 をお ほひた き 位い やなりされ ど せん 方な し 樽の {<H しき か 

ボロ か を 見し 上なら では 之に 酒 をみ たす 事 は 難 かるべし 兎に角い やなり 苦しい ものな り 

み にくき， HriJ を 主張し て やまざる もの をみ る ときには 嫌惡 と共に. 匿 迫 を 感ず 少し なれ ど 醒迫を 感ず 

自分 はさび し 

時々 今から 考へ ると 一 高に ゐた 時分に 君 は さぞ さびしかった らうと 思 ふ 事 あり 

かく 云へば とて 君と 今の 僕と 同じと 一 K ふに は あらず 君の 云って る 事が 僕に わからなかった からな り 何 

時で も わからな いの かも しれね ど 

自分 は 新 思潮 同人の 一 人と なれり 發 表した きもの あるに あらず 發 表する 爲の 準備 をす る爲 なり 表現と 

人 は 一な り と は 眞な り と 思 ふ 自分 は絲 きれ たる 胡弓 を もつ はい やなり これより 絃を つながむ レー 思 ふ 

アナ トオル • フランスの 短篇 を譯 して 今更 わが 文の ものに ならざる にあ きれたり 同人 中最 文の ド P な 

る は 僕な り 甚だしく 不快な り 

同人と は 云へ 皆 歩調 は 別な り早晚 分離せ むか 

この 二三 ケ 月 煮え 切らざる 曰 を、 れり 胃の 具合 少し 惡 きにい ろ い ろな 考 へ に 頭 を つか ひ し爲 なり そ の 

爲に 年賀 狀の外 どこへ も 手紙 を か \ ず 君に も 失 鱧した 訣 なり 堪忍した ま へ 慰 苦 は 少し 大袈裟な り 胃お 


7 で 死んで も 海苔 を 食 ふ はやめ じ と 誓 ひたり 

4 

忙しいだ らうが 時々 手紙 を くれた まへ 僕 も せいぜい 勉強して かく 今 曰の 手紙 は 大抵 日， 記よりの ぬき 書 

きな り 幼き を嗤は ざら む 事 を の ぞむ 

歌 も 殆どつ くらず つくる 暇な し 唯三苜 

ともかくも むしゃう に 淋し 夕 穴 千の 一 つ 星の やうに むしゃう に し 

こんな うれしき； 爭 はなし こんな うれしき 事 はなき に 星 をみ て あれば 淚 ながる \ かな 

木と 草との 中に われ は 生く るな り 曰 を 仰ぎて われ は 生く るな り 木と 草との 如くに. 

三 三 〔三月 六：：： 逗 子から。 擒端書 、藤！： 藏六 宛〕  . 

三 浦 半島 は豫想 以上に よかった 菜の 花と 麥 不二が よく 見えた 三 崎へ ついた の は 夜 城ケ 島燈臺 

の 灯が みどり 色に ひかって ゐる うすい 霧 井川 君に よろしく 

芥川生 

, 三 四 〔五月 十九 ：n 新 宿から 。お 藤恭宛 1 

僕の 心に は 時々 戀が 生れる あてのない 夢の やうな 戀だ どこかに 僕の 思 ふ 通りな 人が ゐる やうな 氣 のす 

る戀 だけれ ども 寅 際 的に は 至って 安全で ある 何と なれば 現 實に之 を 求むべく 一  に 女性 は あまりに 自惚 

がつ よい か ら である 二に 世間 は あ ま り に 類推 を 好む からで ある 

要するに ひとりで ゐ るより 外に 仕方がな いの だが 時々 はまった くさびし くって やり切れなくなる 


それでも どうかす ると 大へ ん偷 快になる 事が ある それ は 自分の 心臟の 昔と 1 緒に 風が ふいたり 雲が う 

ごいたり して ゐる やうな 氣 がする 時 だ (笑 ふか も 知れない が 、。 勿論 妄想 だら うけれ ど ほんと に そんな 

氣 がして 少し こはくなる 事が ある 

序にもう 一 つ 妄想 を かくと 何 か V 僕 を まって ゐる やうな 氣 がする 何か^ 僕 を 導いて くれる やうな 氣か 

する 小 供の 時 は その 何 かに もっと 可愛がられて ゐ たが この頃 は 少し 小言 を 言 はれる やうな 氣 がする 平 

たく 云 ふと 幸福になる ボ ッ シ ビ リ チイが かなり つ よく 自分に 根ざして ゐる やうな 氣 がする それ も 仕事 

に よ つ て 幸福 になる やうな 氣 がする の だ か ら 可笑しい 

幸福な 夢想家 だ と 君 は 笑 ふだ らう 

無智 を ゆるす 勿れ 己の 無智 を ゆるす 爲に 他人の 無智 を ゆるす の は最 卑怯な 自己 防禦 だ 無智なる も の を 

輕蔑 せよ (ある 日大 へ ん n 京氣 がよ か つ た 時) 

オック スフ ォ ー ドの 何とかい ふ學 者が 「ラム を 讀んで 感心し ない ものに は 英文の 妙味 はわから ない 

ESSAYS  .  OF  •  ELI  A は 文學的 本能の 試金石 だ」 と 一 K つた 有名な 話が. ある さう だ 上田さん の 

ラム 推奨の 理由の 一 として 御 しらせす る 

試驗が 近いんだ と 思 ふとが つかりす る 試 驗官は 防疫 官 に似て ゐる 何と なれば 常に 吐^物 を 檢査 する か 

らだ眞 に營養 物と なった もの を 測るべき i: 學 者が 来ない 以上 試驗は 永久に 劣に 止る にち が ひない ノ 

1 ト を つ み 上げて みると ほ ん とう にがつ かりす る 


年 三 正大 
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キヤ ラバ ンは 何處に 行ける 

みやれば 唯平沙 のみ 見 ゆ 

何處に 行ける 

行き て かへ ら. ざ る キヤ ラバ ン あり 

スフ インク スも 見ずに 

砂に うづ もれに けむ 

われ は 光の 淚を 流さ ざ る 星ぞ 

地獄の 観 言 を か \ ざ るブ レ ー ク ぞ 

わが 前 を 多くの 騎士 はすぎ ゆくな り 

われ も 行かむ と 時に 思へ る 

ヌム ノン はも だして 立てり 

黎明 は 未だ 来らず 

I 曰し  晴し 

何時の 日 か 日の 邀 S 薇 さく 

ほのぼのと 

何時の 日 かさくと さ-^ やく  it あり 


象牙の塔 を めぐりて 

た そ 力る る は うすあかり 

せんすべ なさに まどろまん とする 

三 五 〔七月 三十 一：：： 新 宿から。 藤 岡 蔵 六 宛〕 

路 (對 話) 

霧 ふかき 日暮 中央に 靑 銅の sr.HINX あり 人の 身長 程の rEDESTAr- 霧に 遮られて 此 外に は 

何も 見えず 

學生 二十  一二 歳 金 叙の 制服 CVER-COAT 手に 洋傘 を もつ 

學生 うす 一 暗くな つた 所 を 見る と 日が くれる にも 間がない と 見える 何と 云 ふ ひどい 霧 だ ら う 何 處を见 

て も 一 面に 灰色 をして ゐる 三十 分ば かり 前まで は あの 敎會の 塔の 下 を あるいて ゐ たんだが もう 今では 

まるで 路 がわから なくなって しまった 何の 事 はない 灰汁の 巾 を 喘ぎながら 泳いで ゐる 魚の 樣な もの だ 

(SPHINX を 見る) お こ \ に 何 か 立って ゐる (近づきて 前に 立つ) ysINX らし いな。 まて まて 何 

か PEDESTAL にかいて ある (か t みて よむ) ふん 伊太利 亜 語 だな K  MAKGIA ほ KEE 1】 《01£K 

E  ^IH  rA3s どうい ふつ もりで こんな 事 を 書いた の だら ぅ惡ぃ 洒落 だ (PEDESTAL に 腰 を かく) 

何しろつ かれた 此分 では 中々 急に はう ちへ か へれ さう もない 第 一 今 俺が 何 處にゐ るの だか それさへ わ 

0 からない の だからな 煙草に 火 をつ けて す ふ) ー體俺 は何處 から 来たの だった かなえ X と 朝 十 時に 起き 

5 て 飯 をく つ て それから 學 校へ 行った 學校 では 哲學史 の 講義 を 少しき いたと 講議は SPINOZA. で (微笑 ：} 


年 三 正大 
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NOTWEJSIGE  FREIME1T ときた もの だ KCTW:S-DIG.E  FREIHEIT がい & (微笑) それから 書： 飯 

をく つて 本屋へ 行って KANT をニ册 もらって (ポッケ グトを さぐる〕 あの 本 はこ \ にある とそれ から 

友 だち と 動物園へ 行って 握々 と 天狗 猿と を 見て かへ りに 珈辨 をのんで 四つ角に わかれた あの 時から 霧 

がふ かくな つて 五六 町 あるく うちに あの 敎會の 塔が ぼんやり 頭の 上で きえ か- - つて ゐ たつけ さう する 

と 結局 俺 は 今 何處を あるいて ゐる 事に な るんだら う B 町の 通り かな それとも K 橋の 大 通かない やい や 

あすこ いらに はこん な SPKINX なん ぞ なかった 害 だまて よ ー體 この 市に こんな SPWINX なん ぞが 

あつたか しら どうも 俺 は 初めて 見た やうな 氣 がする さう すると 俺 は 道 を 間遠へ て 一 度 も來た 事の ない 

所 へ 來てゐ る のか もしれ ない それ ぢぁ愈 》• うち へ かへ る 事が 覺朿 なさう だ 

第二 節 

牧師 長き 黑 色の 上衣 黑き SOFT-HAT 少しく 跛な り 

牧師 かう 霧が ふかくて はまる で 方角が わからん て に 近づく) はれる まで こ \ に まって 

ゐる 事に しょう (學生 をみ る) や ぁ失禮 あなた もこ こで 霧の あがる の を 待って 御 W かな 

學生 え \ まあく たびれ たから 休んで ゐ るんで す 

牧師 (腰を下ろす〕 何に しろ ひどい 霧ぢゃ 一 寸さ きも 見えぬ 位ぢ やて 

學生 ー體 こ，^ は何處 にな るんで すか 御存知あります まい か 

牧師 此處 かな 此處は 君 B 町の 通り だて 

學生 B 町の 通りに はこん な SPHTNX なん ぞ なかった です が 

牧師 いやいや わしが 覺 えてから 何時も この 像 は 立って ゐ るが なよ くわし なぞ は 若い うちに この 下 

で 說敎を した もの ぢ やわし は 牧師 ぢ や か らな (學生 を 見る〕 

學生 私 は 一 度 もこん な SPHINX を 見た 事はありません 何 か あなたの 御覺 えちが ひではありません 

か失禮 です が  .  .  ： . 
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敎 學敎學 敎 
3 ま 生 授 中. 授 


牧師 (不機嫌に」 わしの；：.^ 憶 は 確 ぢゃこ \は；^ 町の 通いで 之 を まっすぐに ゆけば 電車の ある 通い へ 出 

られる 箬ぢゃ いや 此處が どこであって もこれ を まっすぐに ひけば 其處へ 出なければ ならぬ 箬ぢゃ 

學生 そんなら 矢 張 私の 思 ひち が ひか もしれ ません (微笑」 

牧師 失鱧ぢ やが 多分 さう であらう G 令が」 あ ふぐ〕 まだ 屮々 はれさう もない てもう 彼是 5^ になる ぢ やら 

う 力  

學生 午？ 冗談 云つ ちゃい けません もう 彼-, せ 四時す ぎます ぜ (笑) 

牧師 四時す ぎ？ (學生 を 見る) 君 はどう かして ゐるゃ うぢ や これ 見なさい (ポッケ ット よりき.；：：：： な：；：； 

す) この 通り 十 一 時 四十 七分ぢ やて 十 一 時  

學生 私 は 生憎 時計 を わすれて 来たので すが それにしても もう 午 飯 はとうに くった のです から 今 十二 

時 前 だなん と 云 ふ 事 は ある 訣 がありません 

牧師 (立 上る) しかし 君 時計の 針が 十 一 時 四十 七 分 を 示して ゐ るの ぢゃ 時計の 針が (腹立たしげ に) 君 

は 頭 力く るって る や うぢ や 今が 曰 幕 だ なぞと 途方もない こと を 云 ふ 氣狂 ひで なければ わし を 愚-赤し 

てゐ るの ぢゃ (去る) 

學生 (見 達り つ.. -笑 ふ〕 自分の 方が 餘程 どうかして ゐ るんだ 

第三 節 

教授 袅 眼鏡 杖 白き！^ 

(ゆきすぎん とす) 

(よびかく：) 光生 ぢゃ あい ません か 

や あ (立ち，^ る，) 

(立ちて 精 をと りつ. 0 ひどい 霧です 

さう さね 君 は そこで 何 をして ゐ るの だい (微笑) 


年 三 正大 
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學生 路が わかり ません しっかれ たしし ますから 休んで ゐ るんで すが 

敎授 道が わからない？ これ は 君 K 橋の 大通り ぢ やない か  • 

學生 しかし こ \ にこん な SPHINX があります から 

敎授 ある さ 昔から ある SPHINX だから 

學生 K 橋の 大通り に こ んなも の はな かつ たと 思 ひます が 

敎授 あると も (杖で 地に 線 を ひきつ. 0 第一 わし は 今 0 町から 三百 步ほ どまつ すぐに あるいて 來たそ 

れ から 左へ 九十 度に まがって 又 七百步 ほど あるいたい \ かね それから 博物館の 角 を まがって こ .1 まで 

來 たの だから SPKINX の 有無に か. 1 はらず 此處は K 橋の 大通りでなくて はならぬ 事になる 

學生 しかし   . 

敎授 まあ 待ち 給へ それでも 不隨 ならもう 少し こ \ にゐて 見 給へ そのうちに 霧が はれたら 窣； がみえ る 

にち が ひない 穴チ がみえ たらもう 彼是 日が くれる から 金 牛 星座が 見える だら う 君 は 金 牛 星座の 見方 を 知 

つて ゐ るかね 

學生 しりません 

教授 ぢゃ あわしが 敎 へ て おかう (， 杖に て 地 を畫す ：} よ いかね これが  

學生 まあ 待って 下さい ー體 その 金 牛 星座 をし ると どうかな るんで すか 

1 方角が わかる さ從 つて こ \が瓦 橋の 大通り だとい ふ 事の 證 明になる 訣だ 

學生 しかし 先生 霧が はれ.^ ば 金 牛 星座なん ぞを さがさず とも 何處 できいた つて 路は わかります 差當 

り 困って るの は 霧が ふかいから で 霧が はれる の を 待つ 位なら 心配はありません 

敎授 (眉 を ひそむ〕 君 は惡ぃ 性質 を 持って ゐる 目前の 事實に 拘泥す る さう して 眞理の 追求 を 疎かに す 

る甚 いかん 兎に角 ぢゃぁ 勝手に 考 へる さ (去る) 

學生 「 見 達り つ. 0 のんきな もの だな (微笑」 
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女 羽襟卷 鳩 羽 鼠の 上衣 脊 高し ，  ， 

女 (學生 をみ てよ びかく) 失 禮で御 坐い ますが あの S 町の 方へ まゐ ります に は どちらへ まる， ま 

し た ら よ ろ しう 御座 いませう 

學生 (ふりむく) さあ 私 も 自分の ゆく 方角が わからな いんです から とても あなたの 御殳 こよた ちます 

まいよ (微笑) 

女 (微笑) まあ W りました のね え  • . 

學生 大に闲 つて るんで す (元氣 よく，) この 通り どちら をむ いても 霧の 壁が たって ゐ るんで すから U 

女 ぢゃ あなた はどうな さらう と 仰 有る の 

學生 まあ こ、 にす わって ゐ るんで すね 路 がわ かるまで 

女 だって 何時まで こくに ゐ たって わかり やう はないで は. ありま せんか 

學生 しかし わからなければ と 云って 無喑 にある くわけに は 行きません よ 

女 あるく うちに はわ かる かもしれ ません わ 

學生 かもで せう 

女 え、 だって そんな 穿鑿 は 何にもな りません わ 此處が どこ だか 考へ てる ひまに 一足で も あるいた 力 

がい V と S| ひます わ 

學半 あなた は 中々 理窟 やです ね 

女 (微笑：) 一  そんな 事 を考 へて ゐる 中には n がくれ てし まひます もの ZI がくれ ない うちに 一 足で も 

おあるき なさ いまし さうな さらない と 今にき つ と後晦 なさ い ます わ 

學生 しかし わからず にある くの は危險 で， U よ  • 

女 膝" 病です わね あなた は (間) ぢゃ ああた しと 一緒にい らっしゃい 二人で 路を さがせば きっと わかり 


年 三 TK- ノく 


55 


學女學 ま 


す J*v 

^ 盲目が 盲目の 手 を ひいて あるく の は 猶危險 でさ あ 

そんなら 御 勝手になさい まし 私 は 私で まゐ ります (去る) 

卞： (見 经 りつ. 0 ふん (肩 を そび やかす〕 

ぎ K. き 

MASK を かぶった 人 DOMINO 

M 霧が ふかいんで 闲 つて ゐ るの だね (學： li- の そばへ 腰を下ろす)  ， 

學生 誰 だい 君 は (不思議 さう に 見る) 

M 君の 友達 だよ 僕が こんなな り をして る もんだ から 君に わからな いの だら うこれ から 僕 は假裝 舞踏。 

會へ ゆく の だよ 

學生 どこに そんな ものが あるの だい 

M どこでもい，^ よ 

學牛： どうも 僕に は 思 ひう かばない が 君 は 一 體誰 だい P かね L かね 

M 僕 かね (笑) 僕 は 君と 始終 一緒に ゐるぢ や あない か 

學生 それが どうも わか らな いの だが 

M ぢゃ あわからない にして置く さ 人に よって 僕に いろんな 名前 をつ ける からね 

學生 僕は路 がわから なくって よわって ゐ るんだ が 君 はしらな いかね 

M それ はしり やう はない さし かし 僕と 一 緒に これから 步 いたら わかる だら う 

學生 君 は 今の 女の やうな 事 を 云 ふね 

M 今の 女と 云 ふの はしらな いがわ かる 事 は 確に わかる よ 其 女と 云 ふの は 何 だい 

學生 今 通りが \ りの 女が 僕に さう 云った のさ 考へ てる ひまに 一. 足で も あるけ つて 
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M うん あの 女 か あれ は 僕 もしって ゐる よしかし 奴の は 僕のと 全ち が つ て ゐ る よ 

學生 何故 

M 奴 は あるく の を H 的に して ゐ るんだ からね あるく のが 面白い あるいて るう や- に路も わかる かもし 

れな いさうな ると どっち もい，^ と 云 ふの さ 僕の はさ うぢ やない 路が わかる 爲 にある くの だよ 

學生 それ は贊成 だね 

M 君 は 僕に 贊 成しなくて はならない 害な の だからね 

學生 何故 

M まあ それ は それさと にかく わからせる 爲に路 を 正しく 一  つ 一 つ あるく のが 必要 だら う， おのう へ 

かへ ると 云 ふ 事が なく つ ち ゃぁ路 がわ かる 事が 何の 意味 もな い し路を わか ら せ る 事が なく つ ュ r や ああ 

るく 事が 何の 意味 もない 事になる さう きまったら 一 緒に あるか うぢ やない か 

學生 うん あるかう 

M  (KEDESTAL の銘 をよ む) 何 だ E  MANGIA  E  BEE  E  L6KME  K  PA^S ジ -I かこ リ 

srHIWX より 外に 何も しら なくなって は大變 だからね 兎に角 路を しる 事が 必耍 だよ それから 早くう ち 

へ かへ るが い、 こ の 近所に うろ つ い てる や うぢ や あ 生きが ひがない からね ぢゃぁ 出か け よ う (二 入 去 

る) 

SPHINX 霧 夜 幕 

上記め E  MANGIA  H  :BEK  K  sss  K づ ESTE  PANNI は 「のみく ひして 民 s 衣つ くるの つ 力 一の 意 

卅ー H 夜  作 川 生 

蔵 六 兄 案下 

三 六 〔七月 二十 八 Hv;-ii ゎ縣； の. おから。 維 端 書、 淺野 三千 三苑〕 


君 は 僕より 一 級 上に 堀 内 利器と 云 ふ專賣 特許の 井戸 掘 器械の やうな 名の 男が ゐ たの を 知って ゐる でせ 

5 う 一 の宮は あの 堀 内の 故鄕 です 堀 内の 故鄕 だけに 又 海 も 恐し く 未開です 海水浴と 云 ふの は 名ば かりで 

赘は 波に ぶんなぐられに はいるの だから 堪 りません 海水浴場 にある 一 の宮 町役場の 揭ー； ル にも 泳げと は 

書いて ないで 背部 を 波に うたすべし とかいて あります Si  、^くす ると ひつく りか へ されて 水 をのみ ます 始 

めての 曰な ど は 可成 鹽 からい 水 をの まされました 此束 開な 海に 堀 内が つかって ゐる所 は 天下の 奇觀で 

す 手拭 を 後鉢卷 きにして 漢語で 形容す ると 壯士 慘不驕 とで も 云 ひさうな 風です それで 當.. ^は 「此 位き 

れいな 海 はない ぜ」 と 得意に なって ゐ るの だから 手が つけられません 

三 七 P 八月 六 = 千 葉縣ー のおから。 _^:-虎雄-站〕 

敬 啓 大暑の 候 先生に は 御 變りも 無 之 候 や 伺 上 候 小生 は 前月廿 R より 當 地に 參り 居り 水泳と 午睡と を 

曰 課の 如く 致 居候 

1 の 宮の海 は 波高く 砂 荒く 僅に 三 里 を 隔てた る 大原さ へ 此處に 比すれば 寧雅馴 なる 感有之 候 海岸 も 砂 

丘 多く 所々 に 弘法 麥と濱 防風との 靑を點 ずる も 荒涼たる 觀を なすに 止り 候 侮 水浴^も 他に 比して 少か 

る 可く 旅館 も 今年 は 殊に 明き 間 多き 由に 候其爲 風俗 は 他の 盛り場の 如く 俗惡を 極め 居らず 月三齋 町に 

て 開かる \ 市の 如き も朴厚 愛す 可き もの 有 之 候 

舊 領主 加 納家は 代々 名君 を 出す 由に 候へ 共 殊に 當主 加納 子爵の 祖父なる 何とか 院殿 聰明 の 名 ある も 

の \ 如く 古老の 口に 遺れ る 逸事 勘から ず 候黑船 渡来の 節老侯 近侍の 士堀内 村ァ、 加 藤 藤 内の 二人 を 召し 

、 て 一 首の 歌 をニル せし 事 有 之 候 由 歌 は 「黑 船に 一 番槍を 九十 九 潟 先 を 爭へ村 次 藤 内」 村 次 言下に 答吟 すら 

^  く 「我 こそ は 一 番搶を 九十 九 潟藤內 など は 及び 申さぬ」 藤內亦 難に 應じ て 「及ばぬ か 及ぶ か 今度 九十 九 

^ 潟 一 番槍は 加 藤 藤 内」 主従 相 顧みて 粲然 たりし 由に 候 其 堀 内 村 次の 孫 は 小生の 友 だち にて 今年 一 高 一 一 

部 甲 を 卒業 致 候 恐らく 獨乙語 は敎を 先生に 受けし 事と 存候其 他 一 の宮 川の 上流に 近き 湖沼 を 洞 庭と 名 


づけ 櫻 樹を其 上に 植ゑ樹 間冬賀 城の 古 碑に 擬 せる 石 碣を 立て 櫻樹 一 百 有 五十 株 を 天女に 獻 ずる 文 を 碑 

面に 刻した る皆老 侯が 風流の 餘戲に 候 くだらなき 事 を 長々 と 書きつ け 恐縮に 存じ 候！：； i| にて 擱誓 仕る 

ベく 候 不具 

八月 六 H=  芥川龍之介 

管 虎雄 樣 

三 八 〔八月 三十 H 新 宿から，。 WI 籐恭 宛〕 

僕 は 一月ば かい 一 の宮へ 行って ゐた每 R 義務の やうに 泳いだり ひるねした" して ゐた その 癖 ひまが 少 

しもな か つ た 運動 をし つ V けにす るの でう もに ゐる とき は 新聞 をよ む の も 億劫な 程 くたびれて ゐた の 

である 〔削除〕  . 

いよく 城下 良 平氏が 京都へ ゆく お世話になる 機會が あるか もしれ ないから よろしく 願 ふ 僕も來 年の 

春休み に は 櫻 をみ に ゆかう かと 思 ふさう したら 僕 もよ ろしく 願 ふ 

W 端のう ち は 十月 初めに 引 こせる 程度に 出来た 二階の 設計 は 君と 二人で 考 へたのと 大體 M じだ 陶の如 

し 〔圖 ぁリ〕 

^缝 をき つた 今年の 冬 やすみに 東京で お 正月 を するとい X 今度 は 今より ひろいから 君が ゐ るのに も 萬 

事に 大分 便利 だ 二階が 二 間 あるから 一 間づ \ 二人で ゐる 事が 出来る 

シ ュ レ ー デ ル さんの 奥さんの 事が 朝 曰に 出て た 曰 本の 子供 をよ くそ だて \ えらい と 云 ふだけ にす ぎな 

い ュ ンケル はどうした かわからない あいつ は 愛國家 だから こんな 時に 困る だら う 

オイ ケ ンが なくなつ たので 三 並さん もがつ かりした らう 

最後に別封小包は„|^;の妹さんに差上げて項きたぃもっとずっ と早く}_达るのだが君がー：：小都ゃ十：佐にゐた 


尔三 TEA: 
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ので かへ るの を 待って ゐ たの だず つと 早くで はわから ないか もしれ ないいつ か 綿 を 頂いた 時に 差 上げ 

るつ もりで 買って 來 ておい たの だつ まらない ものなん だからお 禮 なん ぞ 云って 來 ちゃい けない 勿論 僕 

の 家から 差 上る ので 僕からで はない 

ユンケル 先生 を 憶うて うたへ る  先生の 忠實 なる 門弟 壽陵余 子 

今ぞ かも 頭充 げたる ユンケル は ゆた にた ゆた にものお も ふらむ 

ュ ン ゲルよ 時 こそ 來 ぬれ 「ライン へ」 の 歌 高らかに うた ひ 出よ かし 

國が ため 思 ひな やせ そ 帶皮も カラ ァも ゆるくな り に けらず や 

眉 H 靑く頭 秀げ たる 獨 乙び とその 獨乙 び と 見れば かなし も 

R 本 こ， 住み も はつべき 望 さへ あちこちと しもな りに けらし な 

三 九 〔十一月  一 EW 端から。 淺野 三千 三 宛〕 

拜啓 今般 左記に 轉居致 候 間 御 通知 申 上 侯 敬具 

田 端亭車 5i 上白 侮 向 ふ橫町  北 豐島都 龎野川 町 字 田 端 四百 三十 五番 地 

芥川道 章 

大正 三年 十月  芥川龍之介 

四 0  〔十一 月 三十 = 田 端から。 情藤恭 宛〕 

引越して 一 月ば かり は 何 やか やで 大分 忙しかった 此頃 やっと 壁 も かわいた し 植木屋 も 手 を ひいた ので 

少し 自分のう ちらし いおちつ いた 氣 になった がま だしみ じみした 氣 になれ ないで こまる 

學 校へ は 少し 近くな つた その上 前より 餘程閑 靜だ唯 高い 所な ので 風 あてが 少し ひどい 其 代り 夕 かたは 

二階へ 上る と 靄の 中に 駒 込 臺の燈 火が 一 つづつ ともる のが 見える. 


地所が 三角な ので 家 をた てた 周圍に 少し 明き 地が出 來 たこれ か" 其 處に野 #ビ つくらう とい； が 

ある 力う まく 行く かどう かわからない 庭に は椎の 木が 多い 楓ゃ 銀^も 少し は ある 

た V 厄介な の は 田 端の 停車場へ ゆく のに 可成 急な坂が ある 事 だ それが 柳 町の 坂 位 長く つて 路 幅が ちの 

半分 位しかない だから 雨の ふるとき は 足駄で 下りる の は 大分 難^だ そこで 闹の ふるとき に ま  一 4^ 

力， ベす みたくなる やすむ とノ ー トが たまる 此頃は それに 少しよ わって ゐる 近所に ポプラ 俱樂郃 を屮し 

とした 畫カ きお 力 ある だけに 外へ ると 黑の ソフトに よく 逢着す る 逢着す る 度に 藝 術が 箭讲を 着て あ 

るいて ゐる やうな 氣 がする 歩いても 大學迄 四十 分で ゆかれる さう だ 之 はま だ あるいた 事が」 よ、， ん だか 

ら 確に は 云へ ない 僕 は 山の手 線で 上野へ 行って あれから 觀月橋 を 渡って 岩 崎の 橫 を本鄕 豪へ ヒる不 刀. - 

池の ま はり は 博 覽會の 建物の のこりが 立って ゐて甚 汚い 其 中に 敗 荷が 風に 鳴って ゐる のが 氣のセ 母な 氣 

力す る此 分で は 今に ぼんとう に ヨット が 浮べ る やうな 事になる かしれ な い 

. セ. TV ンが來 たので 昔 樂會ゃ 繪の會 が 大分 ある こな ひだ 近代 昔樂會 で未來 派の； fl" 樂を きいた あわなら 

僕に もれ „w 力 出来る 繪の會 では 美術 院と ニ科會 がよ かった 文展 はだめ ニ科會 でみ た 梅 原 良 一一. 郞 氏の 降 

に は， r つ 力り 感心して しまった あの人が 個人展 覽會を やる とい.. と 思 ふ 美術 K では 安 w^,^ ぽ 氏のお 產 

ジ 棒が よかった 今 村 氏の 熱 國の卷 も 面白い 大觀 と觀山 (殊に 觀山) には不 感服 文展 では 世間の 入が 今， も 

ノ やうに 滿谷 氏の ボ スト ィム プレ ショー I ズ ム になった の を 騒い でゐ るが ボス トイ ムプ レシ ョ ニス チ ッ 

ク になった の は滿芥 氏ば かり ぢゃ あない 文展 のどの 洋箦 にだって (不折 氏の やうな 人の ^ノ影 I- の 亦 

はみ とめられる 

そ 力に 前に かき 落した が 巽 畫會も 一 寸 面白かった 木 村莊八 氏が 大分う まくな つた 岸 W 劉 牛-氏が ボッ 

チシ H リゃセ ガン チ 一一 の やうな 色と 線と をつ かひ 出した の も 面白い がそ. の眞似 をして モナ • リザの 抜 

0 寫の やうな 馬鹿な 畫を かいた 奴 もゐた 

この 次ジ 曰 曜には フィル ハァ モー 一 ィが ある 戰爭 なん ぞ あると 音樂會 できつ と 靑島陷 落 歌と 云 ふ f? ぷ 
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もの を やる からた まらない 音 樂會で 思 ひ 出した が靑 島陷 落の 曰に 慶應の 英語 會 へ 行ったら ユンケル 力 

圓ぃ座 蒲團の やうな 帽子 を かぶった おかみ さんと 一 緒に 來てゐ たさう して 「鶴 乙 皇帝 の 野心 は 遂に 破 

られ たり」 だの、 「獨 乙の 軍國 主義 は破產 せり L だのと 云 ふ 演說を へんな 顏を してきいて ゐた 少し 氣の毒 

だった 

此頃僕 はだんく 人と 遠くなる やうな 氣 がする 殆誰 にも あはう と 云ふ氣 がお こらない 時々 は隨分 さび 

しいが 仕方がない 其 代り 今までの 僕の 傾向と は 反對な ものが 興味 を ひき 出した 僕 は此頃 ラッフ でも 力 

の ある ものが 面白くな つた 何故 だか 自分に もよ くわから ないた V さう 云 ふ もの を よんで ゐ ると さびし 

くない 氣 がする さう して 高等 學 校に ゐた 時よりも 大分 ピ ユリ タンに なった 

この 前の 君の 手紙に 繪の 事が あつたから 云 ふが 繪 にも 僕 は 好みが ちがって 來た ほんとうと 云 ふと を か 

しいか もしれ ない が此 頃に なって ほんとうに ゴ，' ホの繪 がわ かり かけた やうな 氣 がする さう して 之が 

すべ ての 畫に對 する ほんとうの 理解の やうな 氣 がする もっと 大膽に 云へば 之が すべての 藝 術に 對 する 

ほんとうの 理解 かも 知れない と 思 ふ 

之 だけで は 何の 事 だか 君に はわから ない に 違 ひない けれども 語に すると 肝 じんの 所が にげさうな 氣が 

する しこれで も 事によると 君が 同感す るか もしれ ない と 思 ふから 之 だけにして おく 

兎に角 僕 は 少し 風む きが か はつ たかはり たて だから まだ 餘裕 がない 僕 は 僕の 見解 以外に 立つ 藝術 は悉 

く 邪道の やうな 氣 がする そんな 物を榕 へる 奴は大 馬鹿の やうな 氣 がする だから 大 がいの 藝術家 は 小手 

さきの 器用な バ フ ー ンの やうな 氣 がする 大分 鼻息が荒いが まじめなん だから ひやかし てはいけ ない そ 

れ から 天才の 眞似 をして るんでも ないから 心配し なくても い X 餘裕 がない から 切迫して ゐる 切迫して 

ゐる とすぐ^ 摩^に なり さう でい けない 一 體僕は 人の 感情 を 害する やうな 事 をす るの は大 嫌な の だが 

此頃は 反 意志的に 害し さう で 困る 

君が 京都に ゐる 中に 一 べん ゆきたい 鼻息の あらい 時に ゆく と 君が あきれて しま ふか も 知れない 尤もい 
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くら あらく つ て も 自分の ものが い- -と 思って ゐる わけで はない 人の ものが あんまい 卑怯で のんき だか 

ら不 偸 快な のだ问 時に 自分の もの も 其 仲間入り をす るか もしくは 其！：；、 下に なりやす いの だから 齢 不^ 

快な の だ でも 少し 位 あら いので は あきれ ま い と 思 ふから や つ ばり 行きたい 要するに 君が 京都 へ 行った 

の はよ くない あはう と 思っても 一 寸ぁ へな いのは おそろしく 不，： ni 由 だ 手紙で は が あかない し (僕 は 

いやに なるほど 文が まづ いいく.，： ほんとう を か い てる：； 溉 でもよ みな ほす とう そとし か 思 へ ないやうな 

語が なら ベ て あるんで いやにな る」 ゆく に は 遠 い し^ょくな い 

何だかす る 事が 澤山ぁ つ て 忙し い 體は大 へ ん い \ 胃病 は 全く 癒 つたいつ か^^：^で^：；が い つ たやう に 刺お 

きた 時に ミ ゼ ラ ブ ル なむ 飛 もちが する 事 だけ は 少しも か はらない i: 科の？ -に 何故 だ ら う つ て き い て み た 

ら 血液の 後頭部へ どうと かする 具合 だら うって 云った その si- も あまい よく わかって ゐな いの だから 僕 

に はな ほさら わからない 

新 思潮 はとうの 昔廢刊 した それでも あれが あつたお かげで 比，：： かいた ものが すぐお 卞 になる 權利 を^て 

ゐる 〔削除〕 

僕 はこの 頃 今まで よんだ 本 を 比，：： よみ か へしたい やうな 氣 がする M も わからず によんで ゐ たやうな； が 

して 仕方がない 

世の中に はい やな 奴が うじ やく ゐる そいつが 皆 自己 を 主張して ゐ るんだ からた まらない ； Ig,::, しの 

表現と 云 ふ 事に は 自己 の 價 俯 は 問題に なら ない もの かしら、、 コ ー ホも 「：- し は 何 を 持 つ て ゐ る か 世^に み 

せて やる」 と は 云った が 「どんなに 醜い もの を 持って ゐ るかみ せて やる」 と は 云はなかった 〔削除〕 

こな ひだ 逗 子へ 行った 時の 事 を 思 出し て 出来る そば か . い か く 

驛路 はた t 一  す ぢに靑 雲の むかぶ すき はみ つらなれる かも  . 

烏羽玉の ill かなしく 金の n の しづくに ぬれて 潮 あみに けり 

. 海 大海よ 汝 より 更に I： 窮 なる 物 あり こ-^ に汝 をな がむ る 


ねまく ほしみ 睫毛 の ひま にきら めけ る 海と 棕 潤と を まもり ける 力 も 

b  暖聲に 老いた る 海 はしぶ きつ --夕 かたまけ て 何 かつぶ やく 

わが 聞く は 海の ひ C きか 無量 劫お ちて やまざる 淚の音 か 

夕され ば 海と 空 とのな から ひにく どまり ふせる 男の子 もさし も 

この 海の かなたに どよ む 海の 音の あり や あらず や 心 ふる へ る 

もう やめ ずゐぶ ん まづ い 「烏羽玉 の」 と 云 ふの だけ 少し 歌ら しい や ,1  た 

四 I  〔十二月 十四：：：： 田 端から。 繪端 書、 泰璺吉 -冗〕 

折角 わざく お尋ね 下す つても 申 上げる 程の 事 は 何もありません 明治 十七 年の 新 富座實 評判記と 云 ふ 

のに 大上吉 として 田 之 助の 評判が 少し 出て ゐ ます 狂言 は 後 風土記 劇 本 讀と云 ふので 此時は 一 役し かし 

なかった やうです 和紙 十 枚ば かりの つまらない 本です がごらん になるなら 御 接り 申 上げます^ 外 二三 

人 聞いて みたので すが 皆 誰でも 知って ゐる 事の 外 はしりません 私の 母 は 相 政の 娘で 田 之 助の 女房に な 

つた 女に あった さう です が あんまり いい 女ぢ やなかった と 云 ふ 事です 菊 池 も 別に 詳しい 事 は 知らない 

でせ う  I 

十八 日に 獨逸 語の 試驗 をす ますと 暇になります から 伺 ふか も 知れません あ々 

二伸 其 評判記に 「きり やう はよ けれど 延っぺ りした 所 は 歌 暦の 女畫」 としてあります 柔艷 な此人 

の藝 風が 目に 見える やうです  . 

十四日  芥：^ 生 

人 

四 二  〔十二月 三十  一 rz 田 端から。 端 書.、 恆藤恭 ，お」 

年  隆 達に まなびて 
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薔薇 はす がれて、 さうよ の 

いのちの 春が 來 るの は 

いつで あらう ぞの 

一月 一日 

四 三 〔十二月 三十  一 H 田 端から。 端 書、 藤 岡藏六 宛〕 

隆達 めかして 

薔： 微は すがれて  ，  _ 

さうよ の 

いのちの 春の 來 るの は 

いつで あらう ぞの 

—— I.  L  Xll 

井川 君 11 武庫 郡 西 の 宮香攄 園 深 田 直 次郞方 

四 四 〔大正 二  • 三年 (推定)。 山 本 喜 譽司宛 (寫 )〕 

みれん もの こよ ひも ひとりお ち 方の、 花火 を 見る となみ だしに けり 

X 

花火み に ゆけ り や 君と 問 ふ 時 も かなし さつ 、む われと しらな く 

X 

夏ながら 翡翠 もさむ き 夜と なれば、 われと 泣かる \ われな り しかな 


龍 


龍 
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つげの 櫛お さ へ さす 手 も ほ のぼの と 白き が ま に 夏 さりに けり 

遠 花火 君と 見る 夜の かなし さに 袂っ ゆけ くな り にけ るかな 

風 かよ ふ 明 石 縮の すずし さに 灯 も 消さば やとい ふ は 誰が 子ぞ 

水 あかり 君に ふさ ふとい ふわれ の 君す かしみ る 水 あかり はも 

とく 帶の紹 はう すけれ どこの 情う すしとば かり 思 ひ 給 ひそ 

ふさ はね ど われら 二人の 戀 のせて ゆく 自動 率に 夕立す 今 

夕立つ やか はたれ 時の 金 春 を 君と いで ゆく 自動車 の 戀 

金 春の 小路々々 に 1^ はと もり 二 上い なして 夕立す 今 

え やわす る 君と ゆく 夜の 自動車に われらが つめる 薔薇の 花た ば 

X 

その 脊の 牡丹 燈 籠のう す あか 0 なほ わが 胸に さすと 知らず や 

X 

魂 祭る 新三郎 のさび しさに 似し さびし さも 君 あるが ため 


いやさら にさび しか れ君帶 止 の 裴翠も 今 はけな ばけぬ ベ く 

白玉の 憂 抱く と 君が 頰 いよ- - かなしく なりに ける かな 

ものうげ にわれ を ながめて うち も だす その 明眸に か へ む ものな し 

X 

うた ひ 女の かなし さ 知れと 君が 眼の 燭を 見る こそ わりな かり けれ 

君の 手紙が 来たの は景ー 日だった から やつば り 間に あはなかった。 今度 は 二三 日 前から 知らせて くれ 

給/、 三 曰の 外 はいつ でもい，^。 夜 銀座で でも あ ひたい、 このごろの あっさに はよ わる、 有樂 lii かど 

こかの 活動 寫眞 をみ に 行っても い， -。 アトランティス はみ た。 つまらない、 小說を 勉強して 一二つ も か 

き 出した。 


年 四 正大 


^ 大正 四 年 

四 五 〔二月 二十 八 H 田 端から。 恒藤恭 宛〕 


ィゴ イズム を はなれた 愛が あるか どうか。 ィゴ ィズ ム の ある 愛に は、 人と 人との 間の 障壁 を わたる 事 

は 出来ない。 人の 上に 落ちて くる 生存 苦の 寂莫を 癒す 事 は 出来ない。 ィゴ イズムの ない 愛がない とす 

れば、 人の 一生 ほど 苦しい もの はない。 

周圍は 醜い。 自己 も 醜い。 そして それ を 目の あたりに 見て 生きる の は 苦しい。 しかも 人 は その ま，^ に 

生きる 事を强 ひられる。 一切 を 神の 仕業と すれば、 神の 仕業 は 悪むべき 嘲弄 だ" 

僕 はィゴ イズム を はなれた 愛の 存在 を 疑 ふ。 (僕 自身に も)。 僕 は 時時 やりきれな いと 思 ふ 事が ある。 何 

故、 こんなにして 迄 も 生存 をつ どける 必要が あるの だら うと 思 ふ 事が ある。 そして 最後に 神に 對 する 

復謦 は、 自己の 生存 を 失 ふ 事 だと 思 ふ 事が ある。 

僕 はどう すれば ぃ&の だか わからない。 

君 はおち ついて ゐる かもしれ ない、 そして 僕の 云 ふ 事を淺 薄な 誇張 だと 思 ふか も 知れな い (： さう 思 は 

れても 仕方がな いが)。 しかし 僕に はこの ま. > -囘避 せずにす \ むべ く强 ひる ものが ある。 そのもの は 僕 

に 周圍と 自己との すべての 醜 さ を 見よ と 命ずる。 僕 は 勿論 亡びる 事 を 恐れる。 しかも 僕 は"」 びる と 云 

ふ 豫感を もちなが らも 此の もの --聲 に 耳 を かたむけずに は ゐられ ない。 

每日 不^快な 事が 必ず 起る。 人と 喧嘩し さう でい けない。 當分は 誰と もうつ かり 話せない。 そのく せ 

さびしく つて 仕方がない。 馬鹿馬鹿しい 程セ ンチ メンタル になる 事 も ある。 どこか へ 旅行で もしょう 

かと 思 ふ。 何だか 皆と あへ なくなり さうな 氣も する。 大 へんさび しい。 
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二月 二十 八日  龍 

四 六 〔三月 九日 田 端から。 藤 岡藏六 宛〕 

わが 心 ますら を さびね 一 すぢ にいき の 命の 路を たどりね 

かば かりに 苦しき ものと 今 か 知る 「淚の 谷」 を ふみ まど ふこと 

ほ こ ら かに 恒河 砂び と をな みした る あれに は あれ ど われに や は あら ぬ 

ま もる 

かなし さに 淚 もたれず ひたぶ るに わが 目 守なる わが 命 はも  . 

罌粟ょりも.^>さくぃゃしきゎが身ぞと知るぅれしさはかなしさに似る 

なみ 

われと わが 心 を 蔑し つくした る その あかつき は ほがらか なりな 

いやしみ しわが 心より ほのほのと 朝 明の 光 もれ 出で にけ り 

わが 友 はお ほら かなり やかく ばかり 思 ひ 上がれる 我 を とがめず 

いたまし くわが たまし ひの なやめる を 知りね わが 友 汝は友 なれば 

やすらか にもの 語る 可き 日 も あらむ 天 つ 日影 を 仰ぐ 日 も あらむ 

あかと きか はたた そがれ かわかね どもう すら 明りの われに 來 たれる 

わが 心 や \ なごみた るの ちに して 詩篇 をよ むは 涙ぐまし も 

少しお ちついて ゐる今 曰に も 君の 所へ 行かう かと 思 ふが もう 少し まつ 事に する 自分が もがいて ゐる時 

に 人が 落ちついて ゐ るの を 見る の は 苦しい から 

四 七 〔五月 十三 RS 端から。 恒藤恭 宛〕 

熱が あってね てゐ る、 なほったら 君の 手紙の 返事 を かかう と 思って ゐ たが 急に なほり さう もない か、， T 

之 を かく、 ねながら かくんだ から 長い 事 は 書け ない、 肺 かと 思って 大分 心配した、 試驗 のした くが 出 
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來な いんで こまる。 大變 不^快 だ。 

枕邊の 藤の 垂花ほ のぼの と 計溫表 に さき 垂 りに けり 

かすかなる かなしみ 來 る藤浪 のうす むらさき を わが 見守る 時 

水 藥の罎 にか \ れる 藤の 花 わが 知らな くにこ ぼれ そめけ り 

人妻の 上 をし のびて 日 もす が ら藤 の 垂花 わが 見守 る は や 

ほのぼのと 戀 しき 人の 香 をと めば 藤 はか そけ く 息 づきに けり 

うすく こくに ほへ る 藤の 花が くり N0TE.BC10K に 塵お ける 見 ゆ 

む ら さき の 藤 さく 下にち らばへ るォ ブ ラ ー ドこ そ や ら はまし けれ 

ひた ものに たへ が たければ 藤 の 花 花 つみにつ. - わが 戀ふ るな る 

したし かる 人み なと ほし ひえびえと 夕 さく 藤 は ほのかなる かも 

はつ 夏の 風 を ゆかしみ 窓 かけ を ひけば かつち る 藤の 垂り花 

藤の 花 ゆり ゆる、 むた ほそぼそに 香 こそと ひ 來れ物 思へ とふ ごと 

のみす てし コ ップ の 水に ほのかなる 藤の むらさき もれり ける かも 

心ぐ し 藤の 垂り 花た まさぐ りた まさぐ りつつ もの 思 ひに けれ 

床ぬ ちに 汗 を 流して わが あれば 額 をな づる 藤の 花 かも 

熱いで て や、 汗ば め る わが 肌 を か い なづ る 風 は 藤 のした 風 

うつ M なく 眼 を ほ そむれば 藤 の 花 睫毛 の ひま に さ ゆらげ るか も 

さき の こ る 鉢 の 藤 はも 夕 かけて ほの 白みた る 鉢の 藤 はも 

や 疼む 注射の あと を さすり つつ わが ひ とり 見る 藤の 花房 

しくし くと 注射の 針の わが 肌 を 刺す がに 來る かなしみ も あれ 

曰 和 雨ふり やまな くにしく/ ヽと 注射の あとの 痛み やまず も 
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曰 和 雨 し く/ \ ふ り て 濡緣 の 藤 に 光 る と かなしき もの か 

きら，. - かに 曰 和 雨 ふる 濡緣の 藤 はいつ しかうな だれて けり 

熱 臭き 小 床 ゆ 出 でて 濡緣の 藤の 虫と る 午の つ れづ れ 

订 ともせ .ま. 藤 の 垂り花 ひそひそと NOTE-WOOK に 影 おとしけ り 

tH  シ— レ 

曰かげ と 灯 かげと さして 藤の 影 敷布に さす は あはれ なる かも 

わが 友 はいかに か あらむ 入澤の 池の 藤浪 みっつ か あらむ 

春 H 野の 藤の 花 さき 春 曰 野の 松の 葉 もえて 夏 づきに けむ 

4^  くよ かに あが 友 あり ぬ 此曰頃 あが いたつ き は 未 怠らず 

むらさきの 藤 散り 散れ ど こ の 日頃 わが いたつ き は 未 怠らず 

試驗 注射 をして みたが 反應 がない。 肺で はなさ さう だ。 も うぢき なほる だら うと 思 ふ。 心配す る の 

事 はない。 ゑ はがき を ありがたう、 皆大 へん よろこんだ。 

豚 じ もの 父 は寢吳 蓆に はらば ひて 都 を どり の 賽 はがき 見たり 

打 曰 さす 都 踊りの 緒 はがき を あがなが むれば 祇園し しぬ ば ゆ 

打 日 さす 都 大路の 遲櫻 誰が 木履 ゆち り そめに けむ 

十三 日  S2S 

ルま樣 梧 下 

四 八 〔五月 二十 三日 E 端から。 藤 恭. お〕 

病氣は^^^ぃ 尤も まだ 醫 者へ は 通って ゐ るが 

何しろ 試驗が 近いので 弱る Dickens の ビブ リオ グラフ ィ ー を覺ぇ る だ け でも 年號 や 何 力 力た く さ んま 

つて 大へ んだ そこ へ ゆく とシ ェ リダ ン とか フ ッド とか 云 ふ 奴の ビブ リオ グ ラ フィ ー は遙 にたち 力、 、 
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しかし 何に しても ビブ リオ グラフ ィ ー はいけ ない 愚劣 極まる それから 語の 使 ひ 方を覺 える 必要が あ 

る 「his が my の 意味で 使 はれる 事 を 知って ゐる かそして さう 云 ふ 用法 をシェ —ク スピアが 何度 何と 

云 ふ 芝居の 何 幕 目で 使った か 知って ゐ るか」 と 云 ふやうな 問題に 答へ るの だから やりきれな いとに か 

く災 なる かなだ 

この頃 ルイズの Tlie  Monk と 云 ふ 小說を よんだ」 79S 年に 初版が 出た きり 殆 完全な 再版の 出た 事の な 

い 本 ださう だ それほど 時代に 蓮れ て それほど 古色 を帶 びて ゐる 所が 面白かった 魔法 幽靈 決鬪 暴動 ル シ 

フ ァァ なんどが 出て 来る 舞 臺はス ペインで 大部分 は 僧院 內の 出来事 だし まひに 宗敎 裁判所の 牢を やぶ 

つて アム ブ 口 ジォと 云 ふ 坊主が ル シファ ァとー しょに 空 を とんで にげ 出す さう して 結局 ル シフ ァァに 

殺されて 靈 魂が 無窮の 亡びに おちる その あとに 「la つ. lies よ 人の 罪 を ゆるす 事 寛なる はわが 罪 をせ める 

事嚴 なる が 如く 善事 なり」 と 云 ふやうな 作者 の 御 說敎が ついて ゐる ラドクリフ は 暫く 措く この ルイズ 

から マティ ユリ ンゃメ リイ： シェ リ ー を經て ポオ を 生んだ と 云 ふ 事 は 興味 ある 事實 である 僕 は 今 メリ 

ィ， シヱ リイの フランケ スタン を よんで ゐる 

この頃 は Everyman^s  Library の愛讀 者に なった ねて ゐる間 も あれで バ ルザ ックを よんで 大 へん 感心 

した リ イドの 「僭院 と 籠と」 を よんで 少し 感心した 

こな ひだ 内 自分で 肺病 ぢ やない かと 思って ゐた頃 は 往來を あるく 人間が 悉く 結核 患者ら しく 見えた そ 

して 何故 早く 皆 診察して もら はな いんだら うと 思った だから 往来へ 痰 を はく 奴 なぞ は 大逆 無道な 動物 

の やうな 氣 がした それが 今では 又 皆 健康な 人間ら しく 見えて ゐる そして 僕 自身 も 時 々往来へ 痰 を 吐い 

てゐる 〔削除〕 

あと は 皆 健在なん だら うと 思ふ學 校へ も Minimum にし か 出ない からよ くしらない 病氣 はな ほった が 

に lability がま だつ きまと つてよ わる 氣 分が 惡 かった 時 だから この 前の 手紙 は大 へん あれが たかった も 

うやめ る さやうなら 


四 九 〔六月 十二  E 田 端から。 淺野 三千 三 宛〕 

久 し く 御無沙汰 しました 御 變りも あり ません か 

何時か 一 高の 門の 前で 御 目に か ，^ つ た 事が ありまし たが あの 頃 は 私に とって 大へ ん 不^快な 時でした 

からさ ぞ不景 氣な顏 をして ゐた事 だら うと 思 ひます 今 私の 方 は試驗 です 十五 曰に はすつ かりす むので 

すが くだらな い 事 を 澤山晴 記しなければ ならな いので 弱つ てゐ ます 其 上 この 二 三年 來 〔へ 服 興味の ない 

事に 努力が 出来 なくなつ たので しかも 私が 今 聞いて ゐる 講義の 中で 專 門の 英文 學 の講： 翁が ： 番 興味が 

ない ので 弱つ てゐる 上に も 弱って ゐ ます 

唯 之が すむ と 休みになる ので さう 思 ふと 少し は 元氣の 出ない 事 もありません 

此頃 はすつ かり 方々 へ 御無沙汰 をした ものです から 誰が どうして ゐ るの だか さつば り わか" ませ，^ 

年デ ュブ スケィ 先生の 所へ 夜學に 通って ゐた 時分に はよ く 小 野 田 君に あ ひました あの 先生 は 今でも 一 

高へ 出て ゐ るの だら うと 思 ひます し 小 野 田 君 も 健在 なの だら うと 思 ひます 

廿日 位に は 一 高の 試驗 もす むで せう さう したら 巿川 君と でも 來ま せんか 田 端の 停車場で 下りて 白梅^ 

ときけば わかります 尤も 白梅 園が 私の 家ぢゃ あないので 其 向ふ橫 町の つき 當 りが 私の 家な のです 

別に 先輩 風 を ふかしたい 訣 でもない のです が 久しぶりで 御： 21 にか.^ りたい やうな 氣 がします から 

匇々 

土 一日 朝  芥川龍之介 

淺野 三千 三樣 梧 下 

五 0  〔六月 十二  nnw 端から。 恆藤恭 宛〕 

2 

試驗は 十日に 始まって 十五 日に すむ 日數は 短い が 一 日に 二つ ある 日が ある 位で 中々 充實 して ゐ るから 
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厄介 だ 殊に この 一 年來 興味の ない ものに は 努力す る 事が 益. -出來 なくなって 来たので 餘計 厄介 だ そし 

て專 門の 英文 學の 講義が 僕に は 一 番 興味が な いんだから 愈. - 厄介 だ 最後に まだ 一 週 二 囘づっ 品 川の 醫 

者へ 通って ゐ るんだ から その上に 厄介 至極 だと 云って い- - 

今日 沙 翁の 試驗が あつ たプ リ ン トを 1?^」 るから 見て くれ 給 ヘシ エタ スピアの ソン ネット は W  •  H  • にさ，^ 

げて あるが その W^H* は 誰 だと 云 ふ 推測 を 十ば かり 書いて それ を 誰の 說 にして 誰の 反對說 ありと 云， め 

やうな 調子で 批評す ると 一 題で も隨分 長くなる おかげで 一 生 役に立たな いに 相違ない としか 思 はれな 

い 名前 や 事 賞 をむ やみに 覺 えさせられた 沙 翁の ソン ネットの 初版 は 四つ 切 版で 行 數ニ千 五 ほ 五十 一 行 

その 中 誤植 三十 六 ゲイ ナス アンド アド 二 イス は 同 版で 行數 三千 四十 七 行 その 中 誤植 六と 云 ふの は 

その 一 つに すぎない 

體 はい- - とも 惡 いと も 自分に はわから ない がそん なに 惡く はなさ さう だ 

差當り 僕の 頭は數 字で 一 杯に なって ゐる ディ ッケ ン スの 著作 年表べ トラ ルカの ソン ネットの 數十 is サ 

杞の ソン ネット 作家 の 作品 總數沙 翁 の ソン ネットの 番號 及シム ベラ インの 幕 數景數 11 實際災 だ 早く 

自分の 事が したくって たまらな いが 仕方がない ノ ー トの よみきれない 科目 は 半、 創作的な 答案 を 書い 

て 間に合せて ゐる  ， 

田^ ま， 若草 i あらゆる 種類の 若葉で 埋 つて ゐる その上に 每曰靜 な 雨がさ あっと ふって ゐる 僕が 雨 《 - 

を 愛する の は 君 もしって ゐる だら う 僕 は 少しで もェ ス テテ イツ シ 二な 心の ある \ なら 誰でも 徵の はえ 

る 事 位 は 度外視して 雨期 を 愛すべき もの だと 思 ふこの 頃の 雨に 飽きた 木の 枝 ほどうつ くしく しだれ て 

ゐる もの は 外にない 江 城 五月 黄 梅雨と 云 ふが 黃梅黄 麥新綠 及び 灰色の. S の 美しい 諧調 は 西洋の 詩に 見 

られ ない 美し さで あらう 雨 の はれま を散步 する と 家 々 門 巷 桐 花と 云 ふ 句 を 思 出す 槐影沈 々 雨 勢 来と 云 

ふ 句 を 思 出す 一 川薰徹 野薔薇と 云 ふ 句 を 思 出す 僕 は 試 驗後少 くも 半月 は 雨が ふって ゐる事 を 祈って ゐ 

る 蚊 は 存外 ゐ ない 
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壻野氏 は の 毒 だ 同情した 心 もちが 可成よ くわかった から 〔削除〕 

帝劇で 武者 の 「わし も 知ら ない」 を やる やる の は 猿 之 助 

早く 自由に いろんな 事が したい 僕に はする 事し なくて はならない 事が 澤山 ある 僕の 友 だち に 一 人 今 三 

期の 結核 患者が ゐ るが 病氣が 病氣 なので 誰も 見舞 ひに ゆかない 姊 さんと 妹と 三人ぐ らしで 姊 さん もま 

だ片づ いて ゐな いの だから 大 へんだ 病院へ 入れて おくの も 苦しい らしい あ. - なつち や あたまらない と 

思った しみじみ さう 思った その 人が 野心家で な いのは まだし もの 幸 かもしれ ない 

どこ へ ゆく とも まだき まつ てゐな いが どこか へ ゆく 

十二 日夕  龍 

井川 君 

五. 一 〔六月 二十 三日 田 端から。 端 書、 淺野 三千 三-が〕 

：?^ 驗も 御す み に な つ た 事 だ と 思 ひます、 御 都合が よろし けれ ば 御 出 下 さい まし 

はがきで 曰 を 伺へば 御 待ち 申して 居ります から 匇々 

五 二  〔七月 二十 八日 田 端から。 恒 藤恭， が〕 

出かける のが 遲れ たの は實 はたの まれた 赚譯 物が あって それが 出来 上る まで は _a ^京 を はなれられない 

からで ある この 月末 迄に まだ 百 五十 枚 はかかなければ ならない 考 へても いやになる 

出 雲 は 涼しい かね 東京の 暑さ は 非常な もの だ 大抵 九十 度 以上になる 裸で ぢ つと 橫 になって ゐても 汁が 

だ ら だら でる だから 弱った 事 も 一通りで はない これで 二 十 何時間 も 汽車 へのつ て ゐ たら 茹り はしない 

かな どと も 思 ふ 兎に角 出 雲へ ゆく 迄の 間が 大分 暑さう だが 今 をはづ すと 一 寸 行く 機會 もない だら うと 

思 ふから 事故の 起らない 限り 八月 一 曰か 二日 位に 東京 をた たうと 思 ふ 八月 上旬 は 僕が 每年 _3 ^京 を 出る 
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時 こなって ゐ るので ある 實 はしば らく 手紙が こなかった ので 或は 都合が 惡 くな つたの 力と 思って ヰ 、ま 

"  0  1 レ， 

何 U しても かう 暑く つて はやり 切れないから 用の すみ 次第 出たい と 思 ふその 爲に吳 々も 出 雲の 湖水の 

上の すずし からむ 事 を 祈る 

八 雲た つ 出 雲 の 國ゅ雲 いでて 天ぎ り ふら む 西.， の まれ る 

はろ かなる 出 雲の 國ゅ 天津 風い ^ きお こすらむ 領 # なす 白雲 

そのむ かし 出 雲 乙女 は 紅の 領巾 ふり ふりて 人 や 招ぎ けむ 

紅の 領巾 ふる 子 さへ 見えず なりて 今 あが 船 は 韓國に 入る 

いづ ちゆく 天 の 曰矛ぞ 日の 下に 目路 のかぎ り を 侮た \ へ けり 

こち ごちの こ^ しき 山 ゆ 雲 い で て 驟雨す る とき 出 雲 に 入らむ 

その上の 因幡の 國の白 鬼い まも 伟 むらむ 氣 多の 砂 は 

七月 廿 八日  f 

差 支へ さへ なければ 三日に 東京 をた つ 五日に は 松 江へ ゆけ る だら うよろ しく 御 t が ひ 申します 


五三 〔八月 十四日 松 江から。 自筆 糟端 書、 藤 岡藏六 宛〕 

松 江へ 来てから もう 十日になる 大抵 井川 君と だべって くらして ゐる 湖水 やきで 泳いだり もした 本は殆 

よまない 少し 胃 r 內で よわって ゐる松 江 は 川の 多い 靜な 町で ある 町はづ れのハ アン 先生の 家 もさび し-^ 

井川 君のう ち は 濠の 岸に ある 濠に は藺ゃ 蒲が 茂って ゐる 中で 時々 かいつ ぶりが 鳴く 「度パ さな 鳴子 を 

ならす やうな 聲だ 廿日 頃に 東京 へ かへ る匇々  ， 

十四日 午後  .  ヌ " 生" 


76 


五 四 〔八月 二十  一 H 松 江から。 繪端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

出 雲 は 楣縫秋 鹿 十六 類な ど 上 K ふ 地名から 中 海に ある そり こ 舟まで 何となく 神代め いて ゐ ますこの 大 

社 も 社殿の 建築が 上代の 住宅の 形式と 一 つに なって ゐ るので 一 層 古事， 記め いた 興味 を 惑 じ ま f 杵 築よ 

靑垣山 をう し ろ に 靜な海 に の ぞんだ 神 さび た 所 です  < 

五 5 一. 八月 一： 十二  HE 端から。 恒藤恭 宛 1  ， 

大 へん 御世話になって 難 有かった 感謝 を 表す やうな 語 を 使 ふと 安つ ぼくな つて いけな ノか ら やめる が 

ほんとうに 難 有かった 難 有く 思った だけ それだけ 胃の 惡ぃ 時には 佛頂面 をして ゐる 自分が 石，. ぼ 快 だつ 

たた 力ら さう 云 ふとき は 一 層佛項 面に なった にち が ひない かんこん してく れ給ゝ 

汽車 は 割合にす いて ゐ たが 京都へ はいる 時には 非常な 雷雨に なった それから 翌日 は 一 曰 雨で と；/ \ 

どこ へ も よらずに どしゃ 降りの 中 を 東京へ かへ つた 途中で I. ー& 氏が 東京へ ゆく/、 を ； 人 紹介して え 

た の で 大抵 そ の 人と j しょに だべつ て るた 

！?; ！ずな  1 たので 未に 眠い が 今日は 朝から 客が あって 今まで 相手をして ゐた それで 之 を かくの が 

S てし) 一"" た 詩を 作る 根？ ない 出たら め I く 少し は 平 K もちが？ ゐ  カ r 力 

波 根村路 

倦 馬 貧村路 

冷 煙 七 八 家 

伶 俜讽客 意 

愁見木 棉花 

眞山覽 古  . 


年 四 正大 


77 


山北山更(^^  . 

山 南水签 廻 

寥々 殘礎散  • 

細雨 置 梨-梅 

松 江 秋 夕 

冷 巷ん 稀暮 月明 

秋風 蕭索滿 空 城 

關山唯 有 寒砧急 

禱破思 鄕萬里 情 

蓮 

愁心盡 日 細々 雨 

橋 北撟南 楊柳 多 

櫂 女 不知 行客淚 

哀吟 一 曲 采蓮歌 

君に もら つ た 葡萄が いくら 食っても 盒ひ つくせな くって 弱つ た 最後の 一 房 を 龜 岡で くった 時には 妙に 

うれしかった 桃 は橫濱 迄あった 旅行 案內 のす み へ 

1^ ん で 秋風 の ^ を 作らば や 

と 書いた まだ 駄俳 病が のこつ てゐ ると 思った 

"13^都で は 都ホテ ル の 食堂で 妙な 紳士の 御. i 走に な つ た そ の 人 は 御馳走-をして くれた 上に 朝飯 の サンド 

ゥ イツ チと敷 島 迄 贈って くれた さう して 竇の話 や 文 學の話 を 少しした わかれる 時に S をき いたが 始め 
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は 雲水 だと 云って 答へ ないやつ としま ひに 有 合せの 紙に 北 垣 靜處と 書いて くれた 「若い者 はやつ つけ 

るが い- - 頭で どこ 迄 もやつつ ける がい- -」 と 云った 後で 給仕 長に きいたら 男爵 ださう である I： いに 近 

ぃフ n ックを 着た 脊の 高い 男だった 

一 しょに のんだ ぺ パ ミントの 醉で 汽車への つても ねられなかった すると 隣に ゐた 書生が 僕に 對 して 話 

しかけた 平凡な 顏 をした 脊の ひくい 靑年 である 一 しょに 昔 樂の話 を 少しした 何故 音 樂の話 をし たかは 

覺 えて ゐ ない 所が その 靑年 はシ ョ パン の 事 を 話し 出した シ ョ パン の 數の少 い 曲のう つくし さは 昔と 昔 

との 間にある 間隙に 前後の 音が 影響す る デリカ シィ にある と 云 ふので ある あとで その 人の くれた 名刺 

をみ たら 高折秀 次と してあった 僕 はこの 風采の あがらない 靑 年が シ ョ ルツと 一 しょに シ ョ パンの ノク 

テ ュ ル ヌを彈 いたの をき いた 事が ある 高 折 秀次氏 は 昨年度の-音 樂學校 卒業生の 中で 一 番 有能な ビ ァ ！ー 

ストな ので ある 

僕 はこの 二人の 妙な < ^に 偶然 遇った 事 を 面白く 思った 何となく：！ I 本ら しくない 氣 がする からで ある 

うち へ かへ ると アミエル がきて ゐた 

皆様に よろしく 殊に わが 敬愛す る完 ちゃんに よろしくと 云って くれ 給へ もう 一 つの 手紙 は 公の 御^の 

手紙 だ 

廿ニ 日夜 九 時 

五六 〔八月 二十 四 = 田 端から。 端 書、 石 田 幹 之 助 宛〕 

乞 玉 斧 (朱圈 はっける と 詩が うま さう に 見える からつ けた 咎め立て をして はいけ ない) 

0  0  0  0  0  0  0 

冷 巷 人稀暮 月明 

0  0  0  0  0  0  0 

秋風 蕭索滿 空 城 

0  0  0  0  0  0  0 

關山唯 有 寒砧急 
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搗破思 鄕萬里 情 

關山は 一 寸 洒落れ てみ ただけ 天主 閣も町 も 松 江は大 へんさび しい 大概う ちに ゐ ます ひまだった らいら 

つし やい 

五 七 〔九月 八 H 逗 子から。 綣端 書へ 成瀨正 一 と 寄書、 松 岡讓： w〕 

己 は 今 こ \ で 成 獺の 世話になって ゐる每 曰 梨 を 食ったり 海べ はいったり 本 を 二三 頁 よんだり する 海へ 

はいると 云 ふより は くらげに 刺されに はいると 云 ふ 方が 適當 かもしれ ない 己 は 利 巧 だから 餘 りさされ 

ない が 成 獺 は 向 ふ 見ず でお まけに 男が い、 もんだ から くらげに 惚れられて 胸から 腹 をべ た 一面に くひ 

つかれた 今ァ ン モ 一一 ァを つけて 療治して ゐる 最中で ある (龍) 

五八 〔九月 二十 W 田 端から。 恆 藤恭- が〕 

あれ 以來每 曰 平凡に くらして ゐる學 校 は今學 年から 火木金 土の 午前 だけし か 出ない だから 大部 ひま だ 

論文が こだ はって ゐて 何としても 氣 になって いけない 尤も 氣 になっても 何 かして ゐ るが 

ト ー デの 本で ミケル アンジェロの シス チナの チャペル の畫 をみ て 感心した 感心した では 足り な い 頭 か 

ら 足の 先まで ふる ひ 動かされ たと でも 云ったら い かもしれ ない あ，^ 打 かなく ちゃ 嘘 だと 思った 何し 

ろ 今の所 畫 では ミケル ァ ンジ ェ 口 ほど 僕の 心 を 動かす 人 はない あれば たった 一人 レム ブランド だ レム 

ブ ラ ンド は！ 一度 目のお かみさんの 肖像の Colour  lepro&lction を 手に入れて よかった レ ムブ ラ ンドが 

落魄した 時に 自畫 像なん かたった 三べ ン スで うった さう だ 今 は どんな 複製で も 三べ ン ス より は 高い 次 

いで は ゴャだ ゴャは ドンナ ィサ ベラと 云 ふのに 感心した かう 云 ふ 偉大な 作家 は 皆 人間 の爲に 最後の 裁 

判の 喇叭の やうな 聲を あげて 自分の 歌 をうた つて ゐる その 爲 にどの 位 僕たち は 心安く 生きて ゆかれる 

かしれ ない この頃 は 少し 頭から 天才に のぼせて ゐる  ， 
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櫻の 紫が 綠の 中に 點 々と鮮 な 黃を點 じたの を 見て 急に 秋 を 感じて さびしかった それ かによ く 見る と大 

抵な 木に いくつかの 黃 色い 葉が あった さう したら 最 的確に 「死.」 の 力 を 見せつ けられる やうな 氣 がした 

ので 一 層い やに 心細くな つた ほんとうに 大きな ものが 目に みえない 足 あと をの こしながら 稍を大 また 

にある いて ゐる やうな 氣 がした 

新聞 は 面白く よんだ (自分の は あまり 面白く もよ まなかつ たが T 秋 は in の 上に 立って ゐた 一と 云 ふのに 

ぢ やう ふくじ 

感心した まったく 感心して しまった 定福 寺の 詩 は 未に 出来ない その代り 竹 枝詞を 一 つ 作った 

黄河 曲 裡暮烟 迷 

白馬 津邊夜 月 低 

一夜 春風 吹 客 恨  ■ 

愁聽 水上 子規 啼 

あまりう まくない 〔削除〕 

すべ て の 方面で 隨分 いろんな 事が い，^ 加減に 行って ゐる らしい いつまで それで すんで ゆく わけ もなか 

らう から その内に どうと かなる の だ らうが それ にして も 大分 呆れ返 る 

わが 指の 爪の ほそ さに 立つ 秋の あはれ はいと > しみ まさいけ む 

秋風 はふき ぬべ からし 三越の 窓 ことごとく 白く 光れる 

ふき 上げの 水 も つめたく おつる おつる 橡 の 葉の わらけ ちる あはれ 广 これ は 大分 窮 した) 

橡 の黃 なる 木 ぬれに ゆきかよ ふ 風 を かなしと き. -っ X 行く も (同上) 

どうも 今日は 歌 をつ くる やうな 氣分 になって ゐ なさう だか.，： やめる 又 かく 

廿曰夜  龍 

恭 君 
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五 九 〔九月 二十 一日 田 端から。 矢羽 眞弓 宛〕  - 1 す-^ た 

勿論い.^ 加減な 地阖 です 動 坂から なら t の 通りに お出でにな るの 

が 一番 近い 箬 です 私自身 は 先輩 の 所へ 行く と氣 がつ まってい やで 

すから あなた もさ うぢ や あな いかと 思って 心配して ゐま すそれ さ 

へなければ 遊びに 來て 下さい 

廿ー 日夜  芥川龍之介 

矢羽 眞弓樣 梧 下 

六 0  〔九月 二十 八 R 田 端から。 矢羽 眞弓 宛〕 

興味 を 持って 下 

さった さう です がその 點 では 私の 方が もう 少し 前から あなたの 事 

を 知 つ て ゐ ます 尤も 初めは あなた の 名前が 面白 か つたの であな た 

の 存在 を (かう 申 上げる のが 失 鱧で なければ) みとめた のです がそ 

の 後 いろいろな 人から いろくな 亊を 聞いて 漸く あなたに 對 する 

私の ある 感情が きまる やうに なりました そこで あなたと 話して み 

たいやうな 氣が 可成り 前から して ゐ ましたが 先輩と 云 ふ ものの 大 

嫌な 私から 推して あなた も if 私の 所へ なぞ 来る のが 退屈で いや だ 

らうと 思 ひ ましたから そこ で 遠慮し て默 つて ゐ ました あなた はこ 

の 間 遊びに 來 いと 云 はれて 勇氣 がつ いたと お 云 ひです が 私 は 又 遊  ， // 

びに 來て もよ さ さうな 事 を あな たが 云った ので それで 勇氣が ついて この 前の 手紙 を 書 いたのです 
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畫も 碌な 畫は ありま せんが 遊びに は 是非 來て 下さい 私の 都合 はいつ でもい \ んで すが 早くから： w がき 

まって ゐ れば猶 結構です その 日に 外の 人の 來 ないやう に 出来ます から 互に 知らない 人が 二人 私の 所で 

おちあ ふの が 私 は大嫩 なんです 

サ 八日  芥川龍 之 介 

矢羽 眞弓樣 梧 下 

六 一 〔十月 九日 田 端から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

拜啓大 塚 先生が Wilde の 講義 をす るのに ついて House  of  Pomegranate が 少し 入る のです が 御用ず 

みなら どうにかして 私の 手 もとまで 御と け 下さいません か 右 御ね が ひ 申 上ます 匇々 

六 二  〔十月 十四 rws 端から。 端 書、 淺野 三千 三 宛〕 

House  of  Pomegranates 確 に 落手 仕院 と り あ へず この 段， し らせ迄 匆々 

十一月 十二 日  芥川龍之介 

六 三 〔十 一 月 十四日 田 端から。 原 善 一 郎宛〕 

原 君 大 へん 長い間 御無沙汰 をし ました 

いろんな 面倒な 事 や 忙しい 事が あつたので 時々 項く はがきの 返事が のび/ \ になって しま ひました 相 

不 變御壯 健の 事と 思 ひます がの すたる じあ も 起り ません か此 十月の 末に 僕 は 田 端へ 越しました 小 野の 

うちから 七 町ば かり 離れた 靜 かな 所です 其 内に 先生 も 丁度 小 野のう ちと 僕のう ちとの 中間 位な 所へ 越 

してお 出になる 箬 です  . 

學 校へ は 相不變 出て ゐ ますが 講義の つまらな いのに は 閉口です 此頃は 文科の 講義 を そっちの けにして 
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波 多 野さん の 希 臘哲學 の 講義 を 休まず きいて ゐ ます 大 塚さん と 波 多 野さん は 僕の 一 番 尊敬して ゐる先 

生です 

白樺で はブレ ー クの 展覽會 を や る さう です 日本で はブ レ ー クが はやって ゐ るんで す 尤も 詩 の 方 も 抒情 

詩人の ブ レ ー ク だけで ミ ス チックと しての ブ レ， "クは 本がない ので 誰も やらない やうです 僕の 友 だち 

の 一 入 も 卒業論文 をブ レ I クに する つもりだった の です がブ レ，" クの Complete  Works を 取 寄せよ 

うとしたら 絕 版で 一 册ぉ圓 になって ゐ るので とう/ \> お流れに なりました 

戰爭が 始まって から 獨 乙の 本が 来ない ので 少し こまいます 現に 學校 では お の 講義 をす るのに 本 

がな くって よわって ゐる 位です 本と 云ふ點 では 戰爭と 云ふ氣 もします が 其 外の 點 では 僕な ど は 全戰爭 

が ある やうな 氣 がしません それに 獨 乙に 可成 同情が あります この 夏 一 の 宮にゐ た 時分 は アメリカと 戰 

爭が 始ま ると 云 ふや うな 風說が ありまし たが 今で は完く 太平な Jl 風が し ます 

戰爭 の 記事 を よんで しみじみ さう 思 ふの は英國 の 弱い 事で す 今度 の 戰爭に 勝って も英國 はき つ と バ ル 

力 ン 問題 で ロシアに 甘く みられる でせ う 少し 可哀 さうな 氣も し ま す 尤も アメリカと 〔いふ〕 英國 文明 の 

繼承 者が ある 以上 はもう 亡びても い ， ^ん です が 

戰爭 があった ので 日本へ 來る箬 の オイケン が來 なくなりました 年より ですから 早く 來な い と 死に やし 

ないかと 思って 心配です 何に しても 戰爭 はよ くない ものです 

アメリカの セィ、 ゾ ンは 面白 ござんせ う 僕 もどつ か アメリカの 大學の 日本 文學の 教授の 助手 か 何 かにな 

つて 行きたい と 思 ひま す 尤も 之 は さう 思 ふだけ で そんな 甘い 口の な いのは わかって ゐ るんで すが 

ァ メリ 力の 詩人で 日本で 今 はやって ゐ るの は ホイ ッ トマ ン です ホイ ッ ト マ ン ばりの 散文の やうな 詩が 

澤山 出ます 其 癖 日本の 詩人 は Leaves  of  the  Grass も 碌によ めない 位 英語が 出来な いんです が 

もう そろ W 冬が 來 ます 冬になる と 日本人 はよ けいきたなら しくなります 自分 も そのき たなら しい 仲 

間 だと © ふと 少しが つかりし ます どうも 冬 は 西洋人に かぎる やうです 毛皮の 外套の 襟に うづめ るに は 
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黄色 い 顋ぢ や あ 幅 が き V ません 

いつぞや 頂、 いた Poor の 本 は 面白く 拜讀 しました (大分む づ かしい 本でした けれども) けれども あの 著 

者の やうに 立 體派ゃ 未来派に 贊成 する 事 は 僕に は 出来ません それ は 理論 は 認めます しかし 歸術は 認め 

られ ません C ヒ 力 ソ なぞ は 全く わからない 繪が澤 山あります) 畫 かきで は 矢 張 マチス がすき です 僕の み 

た少 數な繪 で判斷 して 差 支へ ないなら ほんとうに 偉大な 藝術家 だと 思 ひます、 僕の 求 めて ゐ るの は 

あ 土 ：ム ふ藝 術です 日 をう けて どんく 空の 方への びて ゆく 草の やうな 生活力の 溢れて ゐる藝 術です 其 

意味で 藝 術の 爲の藝 術に は不贊 成です 此 間まで 僕の かいて ゐた 感傷的な 文章 や 歌に はもう 永久に さや 

うならです、 同じ 理由で 大抵の 作者の 作に は 不贊成 至極です、 鼻息が荒い なんて ひやかし ちゃ あいけ 

ません ほんとう にさう 思つ てゐ るんで す  . 

此頃は 口 マ ン •  口 オランの ジ ヤン • クリストフと 云 ふ 本 を 愛讀し てゐ ます 

昨日 逗 子の 海岸から が へって 来ました 其處で でたらめに 作った 歌 を 御らん に 入れます 創作と 主張と は 

うまく 一  致しない ものなん ですから まづ くっても 笑つ ちゃい けません 

.15 羽 玉の 烏 かなしく 金の 曰の しづくに ぬれて 潮 あみに けり 

眠 まく ほしみ 睫毛の ひまに きらめけ る 海と 棕櫚と を まもりけ るか も 

きらめく はま ぞも 綜櫚の 葉の 下に 目路 のかぎ り を 鍍金 する ぞも 

龍 

.-、3  一 月 四 H 田 端から。 自筆 繪 端赛、 久 米，， I 

プ 厂正雄 宛。 POKTEAIT  CM,  A  ：  .Ha KAN こ 

こんな 竇を かくほ どのん きになつ てゐる ドラ マ はどうした 僕 は 小說を かき 出した 

四日 夕  龍 
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六 五 〔十 一 月 十六 日 田 端から。 久米正 雄 宛」 

僕 は 一 切の 遠慮 をす て 土 K ふ 僕 はすべ ての 他の 人間 を輕 蔑す る だけ それだけ 君 を 尊敬す る 

僕と 君と は 一一 ュ— アン ス がちが つて ゐる 僕に とって 君の 一一 ュ ー アン スは 確に 時として ェ ー ゲル ハフ ト 

であるし かし 人間の 大きさ は (勿論 藝術 的と 云 ふ 語に 包括され る 精神 活動から 兄て.) 一 1 ュ，' アン スを超 

越す る 僕 は その 大きさの 爲に 不可 抗に 君に ァ ン ツイ ー ヱ ン される の を 感じて ゐる さう して 僕の 爲に君 

の 前に 頭 を 下げる 時の 來 ないやう に 祈って ゐる 

僕 は 之 を 書く 時に 一 種の 不安 を 感じない 事 もなかった それ は 僕 をして 之 を 書かし める もの は嘗 君が 僕 

を 認め て ゐるゃ うな 口吻 を拽 した と 云 ふ 事で はない かと 思った からで あるし かし それ でもい \ と 思つ 

たから 之 を 書いた 

松 岡 や 成瀨は 事によると 僕が 君 を 甘やかして ゐ ると 思 ふか もしれ ない 僕が 調子の い \ 賞 讀の辭 をなら 

ベ て 君 を塌り 立てて ゐ ると 思 ふか もしれ ない 或は 現に 思 ひつ 、あるか もしれ ない (或は 君 自身 さへ さ 

う 思 ふ 事が あるか もしれ ない〕 僕 はさつ き 松 岡の 手紙の 中で r 哲 たち」 と 云 ふ 語 を よんだ 時には 神經過 

敏 にさう 云 ふ 考べを 松 岡 や 成 獺に 豫想 せざる を 得なかった 尤も 彼等に 何等の 惡感も 感じなかった 事 丈 

は斷 つてお く 必要が ある 僕 はさう 云 ふ 意味で 所謂 南 寮の Gruppe に 僕の 立 入る 事が Gruppo の 交情 を 

破る 事になる の を 惧れる さう して 僕の 爲 にこの 僕の 感じが 極端な 邪推で ある 事 を 祈る 松 岡の 手紙の 中 

に 「僕たち を 驚かさな いやうな 物 を 書いて ゐる 中に 誰も 驚かさな いやうな 物 を 書く ほど 墮落 する」 と 云 

ふやうな 意味の 事が あった 僕 は 簡單に 云 ふ 僕 も その 所謂 墮 落に 陷る 事が あるか もしれ ないし かし その 

墮落は 僕から 云 は せれば 彼等に すら 理解され ない プ ロダ クシ ョ ンを 出す と 云 ふ 事 だまして 一般人に は 

當然 理解され ない プ ロダ クシ ョ ンを 出す と 云 ふ 事 だ これ は それほど 重大に 考 へずと も 趣味 上の 問題で 

僕 は 「僕たち を 驚かさない 物」 を 書きつ にけ る 事が ありさうな 氣 がする から それで 餘計 かう 云 ふ 誇張し 


たうぬ ぼれ を tl きたくな つ たか もしれ な い 

僕 は 松 岡から も 成 獺から も 好意 を 持 たれて ゐ ると 思って ゐる僕 も それに 相當 する 好意 を 持って ゐ ると 

信じて ゐる しかし つきつめた 所まで ゆく とそれ が どの位 心と 心と をつな ぐ 力が あるか 疑 はれる 

この 疑 は 君に 對 しても 全然ない 訣 ではない しかし その場合には 僕の 反抗 心が 働いて さう なるやうな 氣 

がする 僕 はさび しい 唯 君の みか ら或壓 迫 をう け る さう して その 壓迫 によっての み 或 興奮 を 感じさ せ 、り 

れる 所詮 僕 は 君 を 尊敬し 同時に 君 を 恐れる もし 君を輕 蔑す ると 云 ふやうな 矛盾した 行爲に 出る とすれ 

ば (將來 に 於いて だが〕 それ はこの 恐れから すると 思 ふより 外にない 僕 は 僕の 爲 にくり かへ して さう 云 

ふ 時の 来ない 事 を 祈る 事 實が僕 をして 僕の 劣等 を 意識せ しめ もしくはせ しめんと する 時の 來 ない 事 を 

祈る さう して 僕たちの 間が 今の 僕と 僕の 友 だち との 間の やうに 荒ぶ 時の 来ない 事 を 祈る 

云 ふ 迄 もない が 僕の 尊. 敬 は Leistung の 上からの みの 尊敬で はない 

ある セン テ ィ メ ン タルな 感動の 爲 にこの 手紙 を かいた 僕 は その 感動の 去った 時に この 手紙 をみ るの 

を 恐れて ゐる 同時に 君が この 手紙の セン ティ メンタ リズム を 哂 ふ 事 を 恐れて ゐる僕 は 僕 自身 今 感じ 

つ V ある 感情が 人生 意氣に 感ず と 云 ふ中學 程度 の 感情 に 近い 事 を 知 つて ゐ るからで ある 

こ れを封 じ て 宛名 を かいて それから 寢る 

六 六 〔十二月 三日 田 端から。 恆 藤恭- お〕 

この 手紙 を かくの が大 へんお くれた それ はさし せまった 仕事が あった からだ 仕事と 云っても 論文で は 

ない 論文 は 一月の 一 曰から 手 をつ けて 三月の 末までに 持へ て 1:2:- 一  杯で 淸書 する 豫定 になって ゐるま 

だ Text の來 ない のがあって 弱って ゐる 

6 胃病 は あまりよ くない 體の 調子 は 概してい i が 〔削除〕 

この頃 每 0： 戰爭と 平和 を よんで ゐる あんまり 大きい ので 作と しての 見通し は殆 まるで つ かない 部分 
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(それ も 可成 長く に 亙って だが，) に は 感心し 得る 限りの 感心 をして ゐる 人物で は プリンス ァ、 く トレ ュ 力 

大好き だ アンドレ 二 のお 父さん も 妹 もよ く 書いて ある アンドレ ェが 死んだ と 思って ゐる とかへ つて 來 

る その 途端に アンド レ ェ の 夫人が 產で 死ぬ あすこ は實 にうまい ァ ウス テリ ッッで アンドレ ェが 仆れて 

{t^ をみ る 所 もい 乂が あすこの 方が 更にい \ こんな もの を 書いた 奴が ゐ るの だと 思 ふと やりきれない 日 

本なん ぞ まだまだ 夏 目さん にしても まだまだ だ 

口 シァの 作家 なぞ は 戰爭と 平和の やうな 作物が 前に あると 云 ふ 事に よって 悲觀 しないで ゐられ るの だ 

らう か 戰爭と 平和ば かりで はない カラ マゾ フ 兄弟に しても 罪と 罰に しても 乃至 アンナ 力 レ ュ ナ にして 

も 僕 は その 一 つで も 曰 本に あったら まゐ りさうな がする 

兎に角 いろんな 事が したいので よわる 論文 を かく 爲 によむ 本ば かりで も 可成 ある (テキスト は 別にし 

て も〕 題 ま M.  as  Poet と 云 ふやうな 事に して poems の 中に Morris の 全 精神 生活 を迪 つて 行か 

うと 云 ふの だが うま く 行き さう もな い 

续 ます、、/ て の Personal  Study は その Gegenstand になる 人格の 行爲 とか 言辭 とか 思想と か 感情と か 

に reduce する 事に よって 始まる と 思 ふ 云 は 外面 的 事. 架の 内面 化 だ その上で それに ある 統一 を 作つ 

て 個々 の * 實を或 纏 つ た 有機 體 的な もの にむ すび つける その 統一 を 何に よってつ くる かが さし 當り の 

問題 だが 

この頃 時々 松 江 を 思 ひ 出す 平な 湖の 水面と その上に 廣ぃ穴 >i を 思 ひ 出す 空に はいつ も 鼠色の 雲が 蔓 つて 

ゐる今 その {.^41 の 下に その 湖を橫 ぎって ゆく 小さな 汽船 は 古 浦へ ゆく 船で あらう その 時 僕の 心の 上に は 

かすかな かなし さが 落ちて 来る 同時に ある 平和が 生れて 来る 僕 は 靜に眼 を その^と 湖と に 向ける さう 


して そこ に營 まれて ゐる 生活 を， 威 福す る 

田 端 は どこ へ 行っても 黃 色い 木の葉ば かりだ 夜 とほると 秋の 勻 がする 

樹木 は 秋 をいだ きて 

明るき 寂莫 にい ざな ふ 

「黃」 は 曰の 光に まどろみ 

樹木 はかす かなる 呼吸 を 

日の 光に とかさむ とす 

その 時人 は 樹木と 共に 

秋の 前にうな だれ 

その 中に かよへ る 

やさしき 「死」 を よろこぶ 

子規の 墓の ある 大龍 寺に も 銀杏の 黃 色くな つたの が ある 生垣の 耍 もち、 それから 杉、 それだけ がー. な、 

綠 をして ゐる あと は黃 いろば かり その 路を 大根 を つんだ 車が とほる 籠の 中へ 黄菊の 花ば かり を 摘んだ 

の を 入れた 車が 通る 車の 輪の 音 子供の 赤蜻給 をつ る Jl^  (氣 をつ けて きいて みると 歌の 語 はちが ふが 節 

は 出 雲の 何とか 云 ふ 妙な 歌 〔あぶら やお こんに まけて にげる はは ぢぢ やない かな〕 と 同じ だ， V 白キ" の ゆ 

(こいつ は 時に よると 馬鹿にた く山來 る〕 11 あと は靜だ 時々 王子へ 散歩に ゆく、  b リ、 漆 紅 紫、 家れ：：、 

さう して 蹄 を かって 來る 

ぢ やう ふくじ 

^ 定福寺 へ はま だ 手紙 を 出さずに ゐる 中々 詩 を 持 へ る氣 にならない 「定 J の 字 は ズ 1 の 前の 君の 手紙で 注 11 は 

された が 又 わすれて しまった r 定」 らしい から 「定」 とかく それとも 「ゆ I」 かな 「^； ； がまな ささう だ 
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自分 でつくる 氣 になって つくる 詩 は ある 今 曰で たらめ につく つたの を竇く 

叢 桂 花 開 落 

書. 欄 煙雨 寒 

琴 書 幽 事足  .  . 

睡起 者： 龍團 

どうも 出来 上った 時の 心 持が 曰 本の 詩より い. - 日本の 詩 も 一 つ 今日つ くった の を 書く 何だか さびしい 

氣 がした 時 かいた 詩 だから 

夕 は ほのかなる 晴を うみ 

暗 はものお もふ汝 をう む 

汝 のかみ は黑く 

かざした る 花 も 

いろな く靑 ざめ たれ ど 

何もの かその 中に いきづく 

力す 力に 

され どやす みなく  

夕 は ほのかなる 暗 をう み 

I 暗 はものお もふ汝 をう む 

もう 一度 眞 山への ぼって お ベ ん たう をた ベたい さると りい ば ら に も實が なって さう して 落ちた 時分 だ 

らう 山 もす つかり 黃 色くな つたら う 赤い 土 や 松 はか はらずに ゐる だら うが 

お べんた うの 玉子 やき はまった くう まかった あめ 蝦 もた ベたい 僕 はく ひしん 坊 のせ ゐか 食べ もの を 可 

成 思 ひ 出す 


入 曰 空み たる 男 は 土 黑埴土 こねが てに して ゐ たりけ るか も  . 

かなし かる 面輪に 似ね とわが 揑 ぬる 埴土も つめたく 秋 づきに けり 

こんない たづら をして 半日 をす ごした 事 も ある 油 土 は 弟の を 使った 弟 は この頃 彫刻家に なると {m 稱し 

てゐる さう して 不可思議な 動物 (人間 だか 豚 だか わからない) の 形を拈 出して ゐる完 く 語 通り 拈 出して 

ゐ るの だから 可笑しい 

白菊の 花な りし かも 廣戶 にわぎ も は ひとり 花 切りし かも 

ま  も 

白菊の 花 を 活けつ X あ を 招ぐ とサ モ ヮ ル 守りて ありぬ わぎも は 

うつ ， ^なく あが 見守りし も 一 とせの むかし さびけ り あはれ 白菊 

菊 みれば かなしみ ふかし その かみの 菊 も わぎも もな しも わぎも も 

白い 菊 を みんな 誰か どこか へ もって 行って しま ふとい あれ は 人 を センチ メ ン タル にして いけない 實 

際い けない 

ある 單 純な 感情の 中で さへ Vanity は 無限に あるまして ^ な 情緒 を や 固定した 名の 下に 固定した 情 

緒を豫 想す る も の はブ ル ギヨ ァ にす ぎな い 

人間の 性格と 周 園と その他 百般の 事象に Modify される 或 瞬間と 或 不可思議な 感情よ 情緒よ それ を 知 

る 事は學 問に も藝 術に も 出来ない 唯 「生活」 する だけ だ 唯鱧驗 する だけ だ 

0 殆 この 手紙 を かき 出した 時には 豫 期しなかった ある 感激に 動かされ てこの 手紙 を完る 大きな 風の やう 

な それで ゐて 形の ある 光の 箭の やうな ものが 頭の 中 を 通りぬ けた やうな 氣 がする 今まで 何だか 人が 戀 
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しい， f うな それで ゐて獨 りで ゐ たいやうな 心 もちに ひたされながら 何 かしろ 何 力し ろと 云.，" 聲カ たえ 

ず どこかでして ゐ ると 思って ゐた それが 今 は 皆 どこかへ 行って しまった このま- -で 何十 年 何百 年で も 

ぢっ として 「たえず 變 化すれ ども 靜 止し 流 轉 すれ ども 懷久 なる」 一 切 をみ てゐ たいやうな 氣 がする 何故 

だか しらない 唯 僕の 意識の 中には ある 暗い 眼が 浮んで ゐる 何度も それが 近くの を 見た 眼で ある 僕 はこ 

の 心 もち を 失 ふの を 恐れる この 眼 を 失 ふの を 恐れる かなしい やうな 氣 もち もす る 

平和に さう して 健康に 暮し 給へ  龍 

六 七 〔十二月 二十 九日 田 端から。 端 書、 齊藤 負吉 宛〕 

先 曰 は 新 宿の 方へ 御出で 下す つた さう で失禮 しました 久し振りで 御 目に か \ つて 往年の 〔四 字 除去〕 を 

拜 見したかった と 思 ひます 来月から 僕たちの 連中で 雜誌を 出す のです がと つて 頂けば 光 榮に思 ひます 

|£ 川 中原 皆 健在 今年 は 卒業す る箬 です  1 

大正 四 年 十一 一月 廿 九日  - リ ff 之 介 

六 八 〔大正 四 年 (推定〕 田 端から。 恒藤恭 宛〕 

十二 曰夜士 一時 

僕 は 愛の 形 をした ば gg き を 恐れた それから 結婚と 云 ふ 事に 至る までの 間 (可成 長い 少く とも 三年 は 

ある) の 相互の 精神的 肉體 的の 變化を 恐れた 最後に 最卑 むべき 射倖心と して 更に 僕の 愛 を 動かす 事の 

多い 物の 來る事 を 恐れた 

しかし 時 は 僕に こ の 三 つ の 杞憂 を 破って くれた 僕 は 大體に 於て 常に ジ ン リツ ヒ なる 何物 を も 含まな、 

愛 を 抱く 事が 出来る やうに なった 僕 は ひとりで 朝 眼 を さました 時に ノスタルジアの やうな かな—. さ を 

以て 入 を 田 5 つた 事 を 忘れない そして 何人に も 知らる、 事の ない 何人に もよ まる，^ 事の ない 手紙 を か，^ 
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て ひとりで よんで ひとりで やぶった 事 も 忘れない 

僕 は 今靜に 周圍と 自分と を ながめて ゐる 外面 的な 事件 は 何事もなく 平 穩に完 つてし まった 僕と その..^ 

と は 恐らく 永久に 行路の 人と なる ので あらう 機會 がさう でない やうに するとしても 笑 は 出来 得る：：.^ り 

さう する 事に つとめる 事で あらう 唯 恐れる の は 或 一 つの 機 翁 であるし かし それ は 唯 運命に 任せる より 

タはな L 

僕 は 霧 を ひらいて 新しい もの を 見た やうな 氣 がする。 しかし 不幸に して その 新しい 闘に は： ハ物， i か 

りであった。 

僕 は 醜い 物 を 祝福す る。 その 醜 さの 故に、 僕 は 僕の 持って ゐる、 そして 入の 持って ゐる 美しい 物 を更 

によく 知る 事が 出來 たからで ある。 しかも 又 僕の 持って ゐる、 そして 人の 持って ゐる 醜い 物 を 更に ま 

た よく 知る 事が 出来た か ら であ る 。 

僕 はありの ま. -に 大きくな りたい。 ありの ま \ に强 くな りたい。 僕 を 苦しませる ゲァ ニチ ー と 性愁と 

ィコ イズムと を、 僕の ヂ ヤス チフ アイし 得べき ものに 向上 させたい。 そして 愛する 事に よって、 愛せ 

ら る-. -事 なくと も、 生存 苦 を なぐさめたい。 

この 二三 曰 漸く  Chi を はなれて ゐ たやうな、 しづかな、 その わりに 心細い 狀 態が 来た。 あら 

ゆる 愚に して 滑稽な 虚名 を 笑 ひたい。 しかし 笑 ふよりも 先に 同情が したくなる。 恐く すべて は 泣き 笑 

ひ で 見る ベ きも の かもしれ な い 。 

僕 は 僕 を 愛し 僕 を 僧む すべ ての 〔五 字 削除〕 と共に 大學を 出て、 飯. を 食 ふ 口 を さがして、 そして 死んで 

しま ふ。 しかし それ はかなし くも、 うれしく もない。 しかし 死ぬ まで 夢を見て ゐて はた まらない。 そ 

して 又 入 間ら しい 火 を もやす 事がなくて は猶 たまらない。 た あくまでも HUM  AN な 大きさ を 持ち 

たい。 
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かいた 事は大 へんきれ ぎれ だ。 此頃僕 は 僕 自身の 上に 明な 變化を 認める 事が 出来る。 そして 偏狭な 心 

の 一 角が 愈-,' SHARP になって ゆく の を 感じる。 每曰學 校へ ゆく の も 砂漠へ ゆく やうな 氣 がして さび 

しい。 さびしい けれど、 僕 はま だ 中々 傲慢で ある。 

0 

六 九 〔大正 四 年 (推定)。 久米正 雄 宛 (寫 )〕 

風 を 引いて よわった。 少しな ほった 時 引越しの 時し まって 見え なくなった 脇差 や 木刀が 出た ので、 シ 

ャッ 一枚で それ を 持って、 獨 りで 立 廻り を やった 所が 又 風 を ひいて 咽 を わるく してし まった。 その 爲 

アラビア ンナ イツの 飜譯が 出来さう もない。 僕の 代に 君が 引う けて くれない か、 熱が あってね てる。 

十三 日  芥 川 ^ 

久米 正雄樣 
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大正 五 年 

七 0  〔二  H 十五 日 田 端から。 恒藤恭 宛〕 

かるた は 最近に 稼 本で とった その 時 僕 は そこに ゐ るうまい 人た ちの 中の 一 人であった 何- 2 しても かる 

たと 云 ふ もの は あまり 一 生けん めいに とる に はなれな いもの だもう 來 のお 正月まで とらない だら 

うこの 頃 は ある easiness を 以て ある 量の 仕事の かたがつ くので 割に 愉快に くらして ゐる ほんやく も 

すませた 文ち やん は 多分 もら ふだら うこな ひだう ちの 伯母と 芝の 伯母と 一； 人で みに 行 つた 二人とも 

good  opinion を 持って かへ つて 來 たらしい 尤も 僕の 前で は 遠慮して 惡ロを 云 はない のか も 知れない 

力。 僕 自身 も 前より good  opinion を， つやう になった 

雜 誌が 出た から 達る 僕 は 同人 諸君の どの 原稿に も 感心し ない 僕のに だけ 好意 を 持って ゐる 寒さが めつ 

きり つ よくな つ た 昨日 巿村座 へ 行つ たら 國太郞 の 繊姬が ふじ ちゃんに よく 似て ゐた 吉右衞 門の 熊：； 介 

が 菊 五郎の 敦 盛と 玉織姬 との 屍骸 をう す 紅に 小 櫻 をち らした^ 布と 古代紫の 母 布と につ ， -んで 掘 へ の 

せ て 海 へ 流す 時に 殊に さう 思 つ た 

田 端に てうた へる 

なげき つ X わが ゆく 夜半 の 韮畑廿 n: の 月の しづ ま ん とす 見 ゆ 

韮 畑 韮 のに ほひの 夜 を こめて かよ- ノ なげき を われ もす るかな 

シグナル の 灯 は 遠 けれど 龍畑驛 夫め きつ も わが ひとり ゆく 

ぬば たまの 夜空の 下に 韮 畑 廿日の 月 を 仰ぎ ぞ わがす る 

ぬば たまの どろば う 猫 は 龍の 香に むせび むせび て啼 けり 夜す がら 
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韮 畑菲を ふみ ゆく 黑 猫の あのと とば かりき ゆるな げき 力 

東京に てうた へる 

刀屋の 店に ならべし 刀より しろく つめたく 空 晴れに けり 

冬の 曰の かげろ ふ 中に 三越の 旗 紅に 身 を 細らす る 

m 本 橋 橋の 麒麟の 埃よりか すかに 人を戀 ひに けらし な 

二伸 今 曰 こ れ から 文 房 堂 へ ゆく 神 田 はよ く ゆく か" 今後 も 賈ふも のがあった ら 遠慮なく 云 つ て 

よこして くれ 給へ  -s』 

七 I  〔三月 二十 七日 田 端から。 端 書、 恒 藤恭. お〕 

とても 志 摩の 島な どで 縹灘 とした 生活 をす る 暇 はない 論文と 云 ふ ものが 不消化な もの を 食った あとの 

冑袋 の やう に 始終 自分 を 威 匿し てゐる 

海 遠く  12 を餐せ 小島 人 

徐福 去って 幾世ぞ ひる を 霞む 海 

七 二  〔四月 九日 田 端から。 松！； 讓- お〕 

大工と 蚊と に 煩され てゐる 君の 現狀を そいつ はいい 氣味 だな と 云 ふ 眼で 僕 は 見て ゐる實 際 あの はがき 

を よ んだ時 は 失笑し た 越後 の 大工 や 蚊 は 中々 話せる と 思 ふ . 

1^ は 芋 粥 を 書いて ゐる 今までの 所 は 大過な く 來てゐ る やうな 氣 がする がよ み 直さない 力ら 覺 1| な， -T" 

一 I 枚で きっと r 一  」 がすんだ 「鼻」 位に は 行く かと 思って ゐる 僕の 友 だち のうち へ 久保 万力 來て 「いつ 力 

手前 共へ 芥 川さん がお 出に なった 時に 新 小說を ごらんに なって 『何時 これへ かける やうになる か』 なん 

て 仰 有い ましたが 今度 はいよ/ \ぉ 書きになる さう で 手前 も 雀躍に たへ ません」 と 云った さう だ 莫迦 
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にして やが る 君が 成 獺に 顔 を ほめ られた 方が よ つ ぼ ど 氣が利 いて ゐ ると 思つ たなん ぼなんでも 4>- 穴」 し 

さが 甚 しい 僕 は 友 だち に 「久保 田さん にあな たの 雀 を どり が拜 見したい と 云って くれ」 と 云って やった 

赤 木が 讀賣の 遊蕩 文學 撲滅 論で 盛に 久保田 吉井長 田 幹 を や つ つけて る 後藤と 近 松の 愚劣 を 極め てゐる 

の は 言 を またないから 問題外に おくの ださう だし かし あの 議論 を 見る と 遊蕩 を主材 とする 小說を 否定 

する のでなくて 長 田 や 何 かの 小說の やうな 觀 照の 態度な り 表現の 技巧な り を 非難して ゐ るら しいさう 

すると それ は 遊蕩 文 學と云 ふよりも つと 外 包の ひろいもの になって 來 はしない か 赤 木の 議論 をよ むと 

さう 云 ふ 態度 や 技巧が 遊蕩 生活 以外の 材料 を とりあつかった 場合に も 非難 さる 可き かどう かわから な 

い 僕 は あんな 事 を 云 ふより 文壇の 情話 的 傾向の 跋扈 を 非難した 方が いいと 思 ふ 赤 木の 意 も そこに ある 

の だら うが あの 議論 はピ ントが 少し はづれ てゐる だから 逆に 非情 話 的 傾向に よる 遊蕩 小說は 存在の 資 

格 を 十分 持って ゐるそ の 上 赤 木が 永 井 や 小山 内 を 遊蕩 小說 の 中に 數 へない の は 議論の 行きが かり 上 確 

に 不八ム 平 だと 思 ふ また 書く 

九月 朝  龍 

讓 樣 梧 下 

七三 〔四月 (推定) 九日 田 端から。 奏豐吉 宛〕 

久米 去り 松 岡 去り 成瀨 去って 孤影 獨り都 門に ある 恰も 賓 雁の 伴 を 失せる が 如し 八 百 八の 巷 陌旣に 秋風 

を 動かせば 偶 ~ 紅燈の 下に 半宵の 情 を 嫂 ましむ と雖 も孑然 たる 一 身長 安 しきの 憾を 如何せん ゃ是に 

於て 机に 馮り 筆を呵 して 綺語 を辍ら むと すれば これ 亦 性 来の 魯鈍累 を 成して 稿 未完らざる に/切の 日 

徒に 近く 焦慮 千 端茫々 として 自失す るに 止る のみ 寄 語す 故人 健在な り や 否や 

頃日 谩に想 ひ恣に 書して 新演藝 募集す る 所の 懸賞 脚本の 梗槪を 得たり 女 主人公 は 淀 君に して 歌 右衞之 

に扮 すべ く 副 主人公 は 大野 道 犬 大野 主理 にして 段 四 羽 左 之に 扮 すべ し 契機 は 大野 父子の 同じく 淀 君に 
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通ぜし 結果と して この 兩副 主人公の 間に 醸された る 嫉妬 憎惡及 その他 父子の 感情 を 描く にあり 最後 は； 

大阪 落城の 日に して 主理 遂に 父 道 犬 を 殺し 淀 君 を 斬らん として 得ず 遂に 自刃して 死し 淀 君 亦烈々 たる 一 

高樓の 猛火の 中に 嬌然 一 番 男子の 愚 を哂 つて 焚 死す るに 完る 結耩 雄大 落 想 淸新憾 らく はこれ を 完成す 

ベ き 時間と 勞 苦と を 艇く事 を  一 

赤析 平讀賣 に 遊蕩 文學 の 撲滅 を 論ず る や 精 論旨 稍 粗な る憾 あり と雖 も聊以 て 滔 々 たる 梅花 紅 銷帳裡 の； 

作家 を覺醒 せし むる に 足る もの あり 析平は 材を柳 暗 花 明の 天地に 取る を 斥く 事 は 寧 非 を 作家の 態度 k 

難 ぜんとす 且析 平の 遊蕩 小說家 を枚擧 する や 永 荷 風 小 薰等を 逸して 顧ず 赤 家の 豎子 一 目を眇 すと 云 ふ 

も豈 過言なら む や 

予 昨日 再 永 荷 風の 「名花」 を讀み 忽然と して 一 種の 藝術的 感興 を 得たり 桁 平 亦 之 を 感ず 以て 荷 風 を 例外 

視 せんとす る 乎 

「名花」 は 實に材 を 蘭 燈金欽 の 境に 取る もよ く 好 箇の藝 術 作品 を 得べき 好例な り 「名花」 の 荷 風 はかの 庸 

俗哂ふ 可き 「隅 田 川」 の 荷 風に あらず その 筆を驅 るゃ纖 細淸楚 その 想 を 行る ゃ輕妙 辛辣 以て 泰西 名家の 

作に 比肩す べしと 云 ふ も敢て 過褒に あらず 是に 於ても 見るべし 現代 遊蕩 文 學の弊 は 作家の 態度に あつ 一 

て 取材に あらざる 事 を 

予亦桁 平と 共に 現代に 於け る 情話 的 傾向 を 唾棄 せんとす しかも 遂に 名花 を 以て 瑚璉の 一 顆 となさざる 

を得ず桁平と異る所2^是にぁり  ： 

目下 門 を 閉ぢて 客 を 避く 蓋 原稿の/切日に 違 ふ を 恐 るれば 也爲に 故人 を 叩いて 婉約 たる 情話 を 聞く に 

暇 あらず 卽 この 尺 素 を 成せり 故人 幸に 魚 雁相酬 ゆる 事 あらば 幸甚 也 

十五 日 以後に 於て 拜 眉の 期 あらむ 乎  一 

忙中 匇々 艸肇 亂毫不 恭不恭 

九日  殘夜 水明 樓 主人 一 


七 四 〔五月 二日 田 端から。 端 書、 石 田 幹 之 助-が〕 

又 伺 ひ を 立つ る 次第に 候へ ども 

S 諸 城と は 支那の どの 邊の 町に や  . 

S 擧人溜 川敎論 と は 何の 事に や 

g 陞螯山 衞敎授 11 縣知縣 と は 雜山衞 の 教授に して 兼任 徑縣 の 知事たり しものに や 錄山衞 と は 何の 名 

にや 

右の 三 件 いづれ も淸 朝の 官制の 地名に 候へば どうに も 素人の 手ぎ はに は 行きが たくよ ろしく 御 敎示下 

され 度 願 上 候 匆々 

七 五 〔六月 田 端から。 恒藤恭 宛〕 

桐 陰 讀書篇 

一 

夏づ くと 桐の 木 ぬれ を ゆく 雲の をり をり うすく かがよ へ るか も 

二 

ゆく 雲の かがよ ひっつ もき ゆる 時 桐の 木 ぬれ ははる かなる かも 

三 

夕な びく 雲 を まもれば 桐の 木の 木 ぬれ はるけ み わが 戀 まさる 

四 

桐の 葉の 一 葉 一 葉に 曰 はな づ みその 幹 白く かぎろ ひに けり  - 
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五 

よみす てし ギヨ ッ ッの 上に 曰 は 光い 蟻 くろぐろと 頁 をよ ぎる 

ゆきな づ む 蟻 を 「自由」 の橫 つづり わがよ む ふみに R の 光お つ 

七 

ワイ マ アルの ギヨ ォテ の 家の 下部と も わがなら なくに 放 古 いぢり する  - 

放 古 いぢる われと ギヨ ォテと 天日の 下に 生く とふ 不可思議 も あり 

九 

すがた ゑ 

蟻 はい ま ギヨ ォテの 立てる 肯 像の ふち を わたると 曰に 光りけ り 

十 

桐の 木と 曦と ギヨ ォテと 一 つらに 日に かがやく とかな しきもの か 

口頭 試驗が 六日に ある 論文 はう まく 通った 雜誌 をお くる 君の 方 も 忙し かろ 

龍 

恭 樣 

七 穴 〔六月 七 ni 田 端から。 端 書、 恒藤恭 宛〕 

「父」 は t: 初 ある 事實 があった 時、 僕 も 君が 云った やうに 感銘 をう けた。 それ を moralisoh にこ じつ 

けたの は、 かいた 時の 心 もちと 關係 者が ゐ るのと に 左右され た 結果で ある。 僕 も 今では あの 不自然に 

誇張され た 道德的 感銘に 對 してい やな 氣 がして ゐる。 さう して 二度と あんな 事 をす る もんで はない と 

思って ゐる。 それから、 もし このはが きがつく 迄に 六月の 新 思潮が ついて ゐ なかったら 早速 はがき か 
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何 かで 住 意して くれた まへ。 事によると 發经 もれに なって ゐる かもしれ ないから。 (五月 は 京 堂の 都 

合で 寄贈が 皆遲れ たの だ) 健康 を 祈る。 

七 七 〔六月 十六 mm 端から。 繪端菁 、藤 岡藏六 宛〕 

君の 方 はいつ から 休みになる 僕の 方 は 十五 日が 試驗の 最後の 日 だ それから 一 月 位 東京に ゐて それから 

どこへ かゆ かう と 思って ゐる まだ どこと もき まらない 試驗は 今まで 毎 U いい加減 にうけた から 格 S 苦 

しく もなかつ たお 互に 文學士 になる の だと 思 ふと 可笑しい その内に ひまが あったら 來 ないか 

芥川生 

七 八 〔六月 二十  一 n 田 端から。 端 書、 藤！： 藏六， お〕 

夏 目さん の 所 はこの 次の 木曜に 延期して くれた まへ こんどの 木曜 は 成 瀬が 言語 學の 試驗 にしく じった 

の で 藤 岡さん の 所 へ 蓮 動に ゆかなければ ならな いから 

七 九 〔六月 二十 五 口田 端から。 端 書、 藤^ 藏 六-が〕 

先生の 方へ は 上る と 云って 返事 をして くれ^へ それから 君 を 誘 ふよりも 顺路 だから 僕 を 誘 ひに 来ない 

か (新 宿の りか へ ) 巿內 へ 出て 行く の は 大迂囘 だ 

芥川生 

八 0  〔七月 二十 五：：：： E 端から。 W1 藤恭 jM〕 

大 へん 返事が 遲れ てす まない 新 思潮 は 同人が 少ない ので 萬 障 をく り 合せて 原稿 を かく 必要が まる マでの 

a^g の 上半 分 は 忙しい その上 もの を 書く のが 忙しい と 妙に 手紙 を 書く のが 倚 劫になる 同じ やうな 活動 
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だから 原稿 を 書けば 手紙 を 醫く欲 も 同時にみ たされる の だら うと 思 ふ 僕 は 來月十 曰 頃まで は 東京 を 離 

れられ な いだから と て も隱岐 へ は 行かれな いと 思 ふ 第一 今年 は雜 用が あって 金 を 大分 使 つ た 松 江 へ ゆ 

くの さへ 少々 覺 束ない 

僕 は 来月の 新 小 說へ芋 粥と 云 ふ 小說を 書く 世評の 惡 いのは 今から 期待して ゐる偷 盜と云 ふ 長篇を かき 

かけた が 間に あ ひ さう もな いので やめ た 書きた い 事が 澤山 ある 材料に 窮す ると 云 ふ 事 はう そだと 田 3 ふ 

どん/ \> 書かなければ 材料 だって 出て き はしない 持って ゐる 中に 醱酵 期， を 通り越す と 腐って しま ふ 又 

書く 材料に 窮 する やうな 作家なら 創作 をしても しかたがない 

長 安 句 稿 一 

花火 

明眸の 見る もの 沖の 遠 花火  . 

遠 花火 始 齒 を 君の 涼しう す 

花火 やんで 細腰 二人 樓を 下る 

君が 俥喑 きを ゆけば 花火 かな  . 

水晴し 花火 やむ 夜の 幌俾 

七月 廿 五日  龍 

八 I  〔八月  一 m 田 端から。 端 書、 藤 岡藏六 宛〕 

新 小說の やつ を 今 曰から かき 出した 題 は 「芋 粥」 と 云 ふのに する つもり だ その 中に 君の 所へ ゆかう 體が 

よくな つたら 來て もい いまだ 今日の 外に 小 說をー 一 つば かり かかう と 思って ゐる この頃 は 元氣だ 

Ira^tnenti  de la  vie 

明眸の 見る もの 沖の 遠 花火  . 


水晴し 花火 やむ 夜の 人力車 

A 二  〔八月 十七 日 田 端から-。 恒藤恭 宛〕 

Fragment  cle la  .vie 

T 

夜 を あさみ かなし かる 子 はおち 方の 签 をな がむ と 花火 見に けり 

風 かよ ふ 明 石ち e みのす にし さ に 灯 もけ さば や と 云 ふ は 誰が 子ぞ 

つと ひらく ふところ 鏡 穴 二 の むた 花火 をう つす ふ と こ ろ 鏡 

ぬば たまの 夜. S も とほく かつ き ゆる 花火 を 見る とかな しき も の か 

とく 帶の絡 はう すけれ どこの 情う すしとば かり 思 ひた まひ そ 

夏ながら 裴翠 もさむ しさり なげに 眉 ひそめ つ 賢 を かくと き 

つりしの ぶ 二 上りな して ふる 雨の 中に いささか 靑 める あはれ 

きこ ゆる は 人の 戯欷か 夜 を こ め て 秋づ くま まに なける みみず か 

かざす 袖 の 絡 こ そうす けれ ir^, のむ たちり ち り 落 つ る 花火 透き見 ゆ 

わが 戀も かかれと 見守る 遠 花火し かすが かなし 暗にち ると き 

き り ぎりすな く や 夜 ふ か くも の うげ にこの た を や め の かノ  J とするとき 

口ずさむ 竹 枝の 歌の あはれ さに みづ か、， T 泣く と 云 ひに けらず や 

ふため かす 蝠蝠の 羽の くろぐろと 絡の^ 織す る われ を 思 ひね 

2  見 まじき は： i 幅 安 の頰 つべ たと 夕 まつ { へ 4i にと ベ る 物 の 怪 

1  うた ひ やむ， i 橋 竹 枝み づ か ら を 吉井勇 に擬す i- ひそ 
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1 

みつみつし 5< 米 はしな しな 夏 蟬の紗 の 羽織 着て ゆきに ける かも 

醉ひ ぬれば 節を拍 ちつ \ 涙して 李 白 をうた ふわれ を こそ 見め 

夏 まひる 菊 池 は 今 かひた すらに 風 ひねりて 綺語を 書 くらむ 

越の 海岸の 松 ふく 濱 風の 光り を戀 ふと 行け：：^ 松 岡  • 

. もひづ 

浪枕 旅に しあれば 成瀨 はも 思 出と すらむ 日 本の 女  . 

I 

I 

I 

蚊 を はら ひ 又 蚊 を はら ひわが ぺ ゾ の 青き きすます 夜 ふかみ かも 

黃色 の 灯 も こそ ゆらげ 蚊 を はら ふわが 手 ゆ 出で しいさ さかの 風 

夜 ふかく ひとり 起き 出で ての む 水の 音の あはれ を 知る 人 もがな 

〇 今日から 一 の宮へ ゆく 九月 上旬まで ゐる つもり 以後 は 千葉縣 長生 郡 一 の宮町 海岸 一 宮 館へ 

〇 スケ ツチ ブ ッ ク はすぐ 出した 文 房 堂から とどいたら う 

〇 君 はいつ ごろ 上京す る 

〇 藤 岡 君が 出 雲 の 方へ 行った 

〇 たつ 前で 忙しい 昨 H まで は 〔二字 不明〕 の 原稿 を かいて ゐた 

十七 日 . 

八 三 〔八月 二十 八日 一 のおから。 夏 目 金 之 助 宛 (寫 )〕 

ダ生 

また、 手紙 を 書きます。 咖ー、 この頃の 暑さに、 我々 の 長い 手紙 をお 讀 になる の は、 御迷惑 だら うと 思 

ひます が、 これ も 我々 の やうな 門下生 を 持った 因果と 御 あきらめ 下さい、 その代り、 御 返事の 御 心配 
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に は 及びません。 先生へ 手紙 を 書く と 云 ふ 事が それ 自身、 我々 の滿 足な のです から。 

今日は、 我々 のボ へ ミ アン ライフ を、 少し 御 紹介 致します。 今 HIS る 所 は、 この 家で 別 莊と稱 する 十 MP 

と 六 疊とニ 間つ にきの かけはなれた 一 棟です が、 女中 はじめ 我々 以外の 人間 は、 飯の 時と 夜、 床 を 

とる 時との 外 はやって 來 ません。 これが 先、 我々 の 生活 を 自由なら しめる 第一 の條 件です。 我々 は、 

この 別莊の 天地に、 ねまき も、 おき まき も 一 つで、 ごろ/ \ してゐ ます。 來る 時に 二人とも 時 計 を 忘 

れ たので、 何時に 起きて 何時に 寢 るの だか、 我々 に はさつ ばり わかりません。 何しろ 太陽の 高さで、 

略- -見當 をつ け るんで すから、 非常に 「帳裡 H 月 長」 と 云 ふ氣 がします。 それから、 」fel、  IS 籠です が、 

我々 は 滅多に 後架へ はいりません。 大抵 は 前の 庭の やうな 所へ、 してし まふので す。 砂地で、 すぐし 

みこんで しま ひます から、 宿の 者に 發 見され る惧 など は、 萬^35ぁりません。 第一 、 非常に 輕で、 し 

かも 爽快です。 さう 云 ふ 始末です から、 部屋の 中 は、 原稿 S 紙 や 本 や 繒の具 や 枕 や はがきで、 我な が 

ら だら しがな いと 思 ふ 程、 雜然 紛然と して ゐ ます。 私 は 本來久 米な どより 餘程 きれいずき なのです が 

この頃 はすつ かり 惡 風に. 感染して しま ひました。 夜 は その ざ ふ もつ を、 隅の 方へ つみかさねて、 女 巾 

に 床 をと つて もら ひます。 ふとん やかい まき は、 可成 潔です が、 蚊帳 は 穴が ある やうです。 やうで 

すと 云 ふの は、 何時でも 中に 蚊が はいって ゐ るからで、 實際 穴が あるか どうか、 面倒く さいか、.：、 し 

ら ベて 見た 事はありません。 その代り、 翻喷 火鉢 を 一 つ、 蚊帳の 巾へ 入れて、 その 中で 盛に、 蚊 やり 

線香 をい ぶしました。 久 米の 説に よると、 いぶしす ぎた 晚は、 あくる 曰、 頭が痛い さう です ^ ではよ 

さう かと 訊きます と、 蚊に 食 はれる より は、 頭痛の する 方が まだい、 と 云 ひます。 そこで、 やはり 每 

晚、 十本 位づ \ 燃やす 事に きめました。 頭痛 はしな いまでも、 いぶしす ぎる と、 翌 曰、 鼻の 穴が 少し 

いぶり 臭い やうです、 線杳 さへ なくなれば、 もうい.^ 加減に やめても いいので すが、 こて こて K つて 

來 たので、 中々 なくなり さう もありません、 この頃 は、 それが 少し 苦になり 出しました。 

海へ は、 雨 さへ ふって ゐ なければ、 何事 を 措いても は ひります。 こ、 は 波の 靜な 時で も、 外より は餘 
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程 大きな のがき ますから、 少し 風が ふくと、 文字通りに、 波濤 淘湧 します。 一昨日、 我々 が はいって 

ゐた 時でした。 私が 少し 泳いで、 それから 脊の 立つ 所へ 来て 見る と、 どうしたの だか ゐる 箬の久 米の 

姿が 見えません、 多分 先へ 上った の だら うと 思って、 砂濱の 方へ 來て 見ます と、 果して そこにね ころ 

んでゐ ました。 が、 いやな 顏色 をして、 兩 手で 面 をお さへ ながら、 うん うん 云って ゐ るので す、 久米 

は 心臓の 悪い 男です から、 どうかした のかと 思って、 心配しながら 訊いて 見ます と、 寶は、 無理に 遠 

くまで 泳いで 行った 爲に くたびれて 歸れ なくなった 所へ、 何度も 頭から 波 を かぶった ので、 大 へん 苦 

しんだ の ださう です、 さう して、 あまり 鹹ぃ水 をのんだ ので、 もうこれ は 駄目 かなと 思った の ださう 

です。 では 又、 何故 そんなに 遠くへ 行った の だと 云 ひます と、 女で さへ 泳いで ゐ るのに、 男が 泳げな 

くち や 外聞が わるい と 思って、 奮發 したの だと 云 ふ 事でした。 つまらない 見え をした ものです。 事に 

よると、 この 女なる ものが、 尋常 ー樣の 女で はなく つて、 久 米の ほれて ゐる 女だった かもしれ ません „ 

女と 云へば、 きれいな 女 は 一 人もゐ ません が、 黑の 海水着に、 赤 ゃ綠の 頭巾 を かぶった 女の子が、 水 

にっかって ゐ るの はきれ いです。 彼等 は、 全身が 歡 喜の やうに、 躍ったり、 跳ねたり して ゐ ます。 さ 

うして、 蟹が 一 つ 這って ゐて も、 面白さう にころ がって 笑 ひます、 濱菊 のさいて ゐる 砂丘と 海と を 背 

景 にして、 彼等の 一 人 を、 ワット マン へ畫 かう と 云 ふ 計畫が あるんで すが、 まだ 着手し ません。 畫 は- 

新 思潮 社 同人 中で、 久 米が 一番 早く はじめました。 何でも 大下藤 次 郎氏か 三 宅 克己 氏の 弟子 か 何 かに， 

なった のか も 知れません、 とにかく、 セザ ンヌの 孫弟子 位に は、 かける さう です。 间 人の 中には、 ま 

だ 松 岡 も畫を かきます、 しかし、 彼の 畫は、 倒に して 見ても 橫 にして 見ても、 差 支へ ない と 云 ふ 特色 

が ある 位です から、 まあ 私と 五十歩百歩で せう。 それでも 二人とも、 ピカソ 位に は 行って ゐ ると 云 ふ 

自信が あります。 

いよいよ 九月の 一 曰が 近づく ので、 あんまりい，. -氣 はしません。 先生に あやまって 頂く より は、 御禮 

を 云 ふやう になる 事 を 祈って ゐ ます。 
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今 H、 チ ホフ の新しく英譯された短篇をょんだのですが、 あれ は 容易に 輕蔑 出来ません。 あの 位に 

なる の も、 一生の 仕事なん でせ 5。 ソロ グゥブ を 私が 大に輕 蔑した やうに、 久米は 害き ましたが、 そ 

ん なに 輕蔑 はして ゐ ません。 ずゐ ぶん 頭の 下る やうな パッセ エヂ も、 たくさんあります、 唯、 ゥ エル 

スの 短篇 だけ は、 輕蔑 しました。 あんな 俗小說 家が 聲 名が あるの なら、 英國 の文壞 よりも、 n 木の 文 

壇 の 方が 進歩し て ゐ さうな 氣が します。 

我々 は 海岸で、 運動 をして、 盛に 飯. を 食って ゐ るんで すから、 健 厳の 心配 は 入りません が、 先生 は、 

東京で 暑い のに、 小說を かいて お出でにな るんで すから、 さう は ゆきません、 どうかお IS を 御大 事に 

なすって 下さい。 修善 寺の 御病氣 以来、 實際、 我々 は、 先生が ねて お出でに なると 云 ふと、 ひやひや 

します。 先生 は少 くと も 我々 ライズィ ングジ ュネレ ェ ショ ンの爲 めに、 何時も 御 丈夫で なければ いけ 

ません、 これで やめます。 

八月 二十 八日  芥川龍 之 介 

夏 目 金 之助樣 梧 下 

八 四 〔八月 三十！ = 一  のおから。 自筆 樹端 書、 石 S 幹 之 助 宛〕 

久 米と 二 入で 一 の 宮へ來 て Vie  de  woh^me を やって ゐ ます 盛に だべる ので 隣 座敷の 客 はとうとう 屮 

てられて 逃げて しま ひました 

枯る る 菊 のに ほひ も 砂 に 蒸す 曰かな 

八 五 〔九月 三 HS 端から。 淺野 三千 三- 站〕 

今 君の はがき を 見ました 

あの 天狗 は 僕 も 知って ゐ ます 昔 西 川 や 中原と 夜 ど ほし 束 京から 歩いて 御嶽へ 登った 時に 一 しょに 行つ 
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た 木本と 云 ふ 男が 天狗に 敬意 を 表す るんだ とか 何とか 云って あの 鼻 を 舐めました 何でも 妙に 鹽 がから 

かった さう です その 首が なくなつ たの は 非常に 面白い 僕 は 君の はがき を讀ん だお かげで 昔の 壯遊を 思 

出しました 

何でも 皆 一 圓 足らずの 金 を 持って 下駄ば きで 出かけたん だから 亂 暴です おまけに 東京から 靑 梅まで は 

五六 里 だと 誰が 云 ふ ともなく きめて ゐ たんだから 尙亂 暴です その代り 歸りは 皆意氣 地の ない なり をし 

て びっこ を ひき ひき 死なない ばかりに なって 新 宿へ 迪り つきました さう して 新 宿の 僕のう ちへ 仆れた 

なり 小 一 日ぐ うぐう ひるね をして 行きました それ 程 僕たちの 連中 は 莫迦の 無鐵 砲が 揃って ゐ たんです 

君 は 健在です か 勉強して ゐま すか 

僕 は 昨 曰まで 一 の宮の 宿屋で ぶらく 本 を よんだり 原稿 を 書いたり 海へ はいった りして くらして ゐま 

した その あ ひまに は畫を かいたり 俳句 を 作ったり しました さう して 本職の 仕事より はさう 云 ふ 事に 餘 

程 得意に なれる のが^ 快でした 「砂 遠し 稗 蒙の 上に 海の 雲」 と 云 ふの は その 時の 句の 一 つです 序にもう 

一 つ 御 披露す ると 「枯 るる 菊のに ほひ も 砂に 蒸す 曰かな」 と 云 ふの があります 菊と 云 ふの は濱 菊です 枯 

るる 濱菊 とやる と あまり 前半が 新しくな りすぎ るので 屬性 不明の 菊で 御免 を 蒙って しまった のです 鬼 

に 角 そんな 事 をして 彼是 半月 以上 ゐ ました か へって 見る と 東京の {40^ が 埃く さく 煤煙く さいのに 驚き 

ます 所謂 塵 霧の 氣が あるので すね この頃で は 時々 もう 少し 向 ふに ゐれ ばよ かった と 思 ひます 

君 ももう 大學 だった かと 思 ひます が 大學は 一 高より 餘程 つまらな いから その 氣で お出でなさい 尤も 醫 

科 はさう でない かもしれ ない が 

ぢゃ あかう 云へ ませう 大學生 は 概して 下らない から そのつ もりで 相手に おしなさい 下らない 人間 は ど 

こに も ゐるゐ るから つて 自分 を 下らない レ ベ ル まで 引下げる 必要 は 少しもありません 下らない 奴 は ど 

ん どん 輕 蔑して お進みなさい 輕蔑は r 根據の ある 限り) 美德 です 

僕 も その美 德 だけ は 持って ゐ ます 
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九月 三日 

淺野 三千 三樣 梧 下 


芥川龍之介 


八 六 〔九月 六：：： W 端から。！ £1. 藤恭 宛〕 

當分 何もし ずに ぶらくして ゐた い と 思 ふ 大舉院 へ ははい つた 

へ ルンの 居 を 訪ふ條 は 非常に 面白かった。 それから 竹 (殊に 起 首) もよ い 僕 も出霉 小品 を かきたい と 思 

つて ゐる 

さかり 来て 人 思 ふわれ ぞ 砂山の 黃菊濱 菊 さはな さき そね 

すべ しらに なげく 心 か 夕 白む 波の 穗 がくり 千，：：！ t とぶ 兑ゅ 

なすび 

ほの 力なる ひとはな 茄子 かぎより て 人 は 遠し と 思 ひける かも 

珠 ひろ ふ 海女の くびす による 水の 水明り すと かなしき もの か 

いさな 取 海 はけ むれ ど きらら かに 夕 澄みに けれ 一 むら 千爲 . 

イミ テェシ ヨン ォ ブ タ ゴ オル 

海 此岸に 砂 の 塔つ く 童 千 あり その 塔の 上に 二：：： 月す も 


六日 夜 


恭 


君 梧 下 

八 七 f 


すけろ く ゆかり G えど ざ く ら 

九月 二十：：： E 端から。 助 六. ra 緣江 n 樱称附 r 明治 三 卜 J 

九 年 五月 二十 七：：： 午後 一 時より」 の紛端 害、 7*1  ゾ： い： M- お」 


この 歴史的な 一 

廿日から ひま. 

しました 御手 數を かけて^ 恐縮です 匇々 


贯： はがき を 一 枚 さし 上げます 暑い のに 原稿 書きで 毎 まゐ つて ゐ ます 

2 な る豫定 外交 {ほ 試驗 なる も の はま だすみ ません か 先曰这 つて 下す つた 本 は^か に 落手 


年 五 正大 
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八 八 〔九月 二十 五日 田 端から。 勸進帳 番附翁 端 書、 秦豊吉 宛〕 

もう 一 枚 序に さしあげます シ ュ 1 ーッ ラァァ ー ベント は 一 一三 枚で よければ おひきうけ 甲し ますから その 

節 はお しらせ 下さい  . 

中央 公論 へ は 新 渡 戸さん を か いたの で 社會的 反響が 僕に とつ て 不快な も のでない 事 を 祈 つ て ます 作と 

して はグル ー ドで 駄目 二十 八 秀句 は そのうち にお 拂ひ をし ます 新小說 六十 錢 にっき 今 貧困の 極に 達し 

てゐ ます 

八 九 〔十月 八 H 田 端から。 端 書、 恒藤恭 宛〕 

こな ひだ は 雨の ふる 停車場で 二 時間ば かり 君 を 待った それから うち へ かへ つた 夜 君の はがきが 來た 

「手 巾」 は 僕 はそんな に 得意で もない が 世評 はいい 今 新 小 說の爲 に 小說を 書いて ゐる  龍 

九 0  〔十月 八日 田 端から。 端 書、 松岡讓 宛〕 

今 午前 二 時 だ 今日 久 米が 新 思潮 を 持って やって来 たさう して 夜 十 時半 頃 かへ つた その あとで ねられな 

かった ので カラマ ゾフ を よんだ それから 新 思潮 を よんだ 今 こ の はがき を 書く の は 君の 靑白 端溪を よん 

だ 感銘が 消えな い うち にと 思って 書く の で ある あれ は 非常に い い 作 そ の ものの 出來も い い がそれ より 

も 書いて ゆく 君の 力量が 直下に 人に 迫って 來る 所が 恐し いさう して その 力量なる ものが 僕に 云 は せれ 

ば 絶え間なく 努力す る 所から 生れて 来る 根強い 力量 だ それ だから 恐し い 作 そのものの 難 は描寫 上の 取 

捨選擇 が 十分でなかった と 云 ふ憾が あるた とへば 最後に 枯 山の 心理 を 書いて あるが あれ は あすこより 

前に 書くべき ではないだ らう かさう して 最後 は老 詩人 猗々 軒 主人の アイ ンザ アム ハ イトで 結ぶ 方が 有 

力で はないだ らう かま ださう 云ふ氣 のす る 所が 一 つか 二つあった がそれ にも 關らず あれ は 犬へ んぃ 


110 


. く づくづ して は ゐられ ない と 云 ふ氣が 痛切に した 殊に 僕 は 今 書け なくって まゐ つて ゐる あしたから 

免强だ 

九 I  〔十月 十九 日 田 端から。 端 書、 石 田 幹 之 助. お〕 

道程の 無事 を 祈る 

obscene  Book は 外になかったら 石 印の 一番 やすい 金 瓶 梅 を 買って 來て くれ 給へ 

右お ねが ひ 旁ノ逢 別の 爲に 

靑鞋の あと を と どめよ 高麗 の 霜 

九 二  〔十月 二十 四 rn 田 端から。 原 * 一郎-が〕 

先達 は ig 根から お 手紙 を 項き まし てうれ し く 拜讀致 しました 

亜米利加に 御 出の 間 は 御 無 音に すぎて 何とも 申訣 ありません あれ は 手紙のと どくの が 遲ぃ事 を 思 ふと 

何とな く 書く の が 億劫 になる のです 

この頃 僕 も 文壇へ 入籍 屆 だけ は 出せました まだ 海の ものと も 山の ものと も， U 分ながら わかいません 

三の 谷へ は 僕 も 近い 間に 上りたい と 思 ひます こちらへ も 御出で 下さい (御 出の 節 は 御：.^ 倒ながら はが 

きを 下さる やうに 願 ひ ます さう しない とうち にゐな いか もしれ ませ ん から) 西^の 靈の話 をい ろ 

伺 ひたいと 思って ゐ ます 

一 月廿 四日  芥 川 龍 之 介 

原 善 ー郞樣 

九 一一 1 〔十月 三 T'  一  Hs 端から，。 原 善 一郎 宛〕 


年 五 正大 
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拜啓 昨日 は 行く 約束 をして 行かないで 大 へん 失 禮 しました あの 朝 雨が ふって ゐ るのに 悲観して ぼん 

やりして ゐ ると 小 野が やって来 てお 天 Jl 艰 だったら 同行す る 丈の 義俠心 を 持って ゐ たが 降る の を 見たら 

それが 消滅した とかう 云 ひます 

そこで 僕 も 少し 勇氣が 沮喪し ました 何しろ 橫濱 のどの 方角が 本牧で そこへ ゆく のに は 如何なる 方便に 

よったら いいんだ か 判然 しないん ですから 

それからい ろく 小 野を勸 誘して 見ました が 何しろ 老獪な 彼の 事です から 中中 同行 を 承知し ません そ 

の 中に とうとう 僕が 君へ 電話 を かけて 小 野の 分まで 斷りを 云 ふ 事に なって しま ひました で 雨の 中 を 

動 坂まで 行って 自動 電話 を かけたん です が 小 野の 敎 へて くれた 長距離電話 のかけ 方なる ものが 全然 出 

たらめ なので どうして も 君 の 所へ かかりません そこで やむ を 得ず 電報 をう ち ました 

電報で は 小 野の 分を傳 達しませんで したから ここに 書きます 彼 は 来月 十二 日と かの 日曜に 僕 を 君の 所 

へ つれて 行って くれる 相です さう して 萬 事 親切に 案内して くれる 相です 

序ながら 僕 は 君の 所へ 去年の 夏 矢 代と 二人で ちょっとお 庭 を 見に ゆきました さう して 四阿の やうな 所 

で 田舍の 女の やうな 人の 沸かして くれる お湯 をのみ ました 

が、 どこ を どうして あすこまで 迪 りついた かまる で覺 えて ゐ ません 

ひとは かりう く 香 1 舰ゃ白 湯の 秋 

卽 興の つもりで 書き ましたが 月並な ので 弱りました 

廿 九日  ， 芥川龍之介 

原 善 一 郞樣 

九 四 〔十一月 四日 田 端から。 原 善 一郎 宛〕 

拜復 わざ/ \ 御 手紙 を 項いて 恐縮です 
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明 曰 曜には 就職口の 相談で 橫須賀 へ 行かなくて はなり ませんで すから その かへ りに 時 問が あったら M 

ひます あてに しずに おまち 下さい 

畫を拜 見す る 好機 會を 逸する の は 至極 殘 念です が 原稿の V, 切 期日が 迫って ゐ たり 就職 問題が 起って ゐ 

たりす るので すから どうも 意に 任せません 吳々 も 遺憾です 

矢 代に お あ ひで したら よろしく 云って 下さい 小 野 も 長距離電話 のかけ 方を敎 へる のがで たらめ だった 

點で せめる 價値 があります あの 先生に も その 旨 御傳へ 下さい 以上 

十一月 四日  芥川龍之介 

原 善 ー郞樣 

九 五 〔十 一 月 十三 日 田 端から。 菅 虎雄 宛〕 

拜啓 其 後 は 御 無 昔に すぎ ましたが 先生 は相不 變御壯 健の 事と 存じます 今度 私 は c: 畔柳 先生 か ら御聞 

き 及び で せう が) 海軍 機 關學校 の 先生に なりました ついて は 鎌 倉に 住んで 橫須 IH; へ 通 ふやう にしたい 

と 思 ひます 誠に 御 面倒 を 願って 恐縮です が 御 近所に 賄つ きのよ い 間貸し は 御座いますまい か 位置 は 山 

に 近い 方よりも 海に 近い 方が 望みです さう して 坂の下まで 行かない 所に したいと 思 ひます それから 妙 

な 事です が 前の 下宿人が 肺病 や 何 か だと 神經に 障ります からさう でない 所でない といけ ません §w さは 

六疊 乃至 八疊で 結構です 辨 當は學 校で 出ます から 下宿で 食べる の は 朝夕 二食 だけです 日曜 や 土曜 は大 

抵 東京へ 歸 ります から その 間 も 下宿で は 食事 をし ません どうか 大體 かう 云ふ條 件で いい 所が ありまし 

たら 御敎へ 下さい まし 赴任す るの は 十二月  一 n からです が もし その 間に 見つかりませんでしたら 差當 

り橫 須賀で 宿屋 住 ひ をしても いいと 思って 居ります が 出来るなら それ迄に 鎌 倉へ 移りたい と 思 ひます 

勝手な が ら右御 願 ひまでに 此 手紙 を 書き ま し た 

十一月 士 一一 曰  芥川龍之介 
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. 菅 虎雄 樣 

九 六 〔十一 月 十六 日 田 端から。 山せ：： 允 宛〕 

拜復 わざわざ 御 親切に お 世話 下す つたの をお 斷 りする の は 至極 恐縮です が 前に 引受けた 向 陵 社の 腿 

譯 さへ 持ち あっかって ゐる 際です から やむ を 得ません どうか 不惡 御恕し 下さい 最近に 海軍 機關學 校へ 

奉職す る ことにな りました か ら 今後 は 多分 鎌 倉に すみます それに ついては 色々 畔柳 先生の 御 盡カを 煩 

しました とりあへ ず 御 返事まで 1^ 上 ， 

十一月 十六 日  芥川龍之介 

山 宮允樣 

九 七 〔十二月 二  H 缣 倉から。 緒 端 書、 松岡讓 宛〕 

ここ へ來た 八疊の 間で ちゃんとして ゐる 授業 は 火曜から あの 何とか 漆 を 達って くれない か あいつ は 

よく 利く ゆうべ 獨 歩の 「たき 火」 と 云 ふ 小品 を よんで 淚を こぼした 夕が たの 雨の ふって ゐる 海の けしき 

はべらぼう にさび しい 鎌 倉に は 一 種の S CHAN 多し 

二伸 「しゅったい」 (デ キル、 ォ コ ル 等の 意) と は 本字で どうかく か をし へて くれたの む 

九 八 〔十二月 三日 鎌 倉から。 久米； 止 雄 宛 (寫， )〕 

全速力で 小說を 書いて 居る 中々 苦しい 第 一 朝の 早い に はやり きれない ぜ六 時に おき るんだ からな 久し 

ぶりで 辭書を ひいて 譯を考 へて ゐ ると 一 高 時代 を 思 ひ 出す 

鎌 倉の 物價の 高い のに は あきれ かへ る 何でも ぼる のに はかな はない 人間 も あ，^ 虚心 平氣で ぼれ る やう 

になる に は餘程 修行が 入る だら ぅ駄辯 愁絕對 に 不 充足 
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1 一 伸 赤 木 君 の 宿所 を しら せて くれ 

鎌 倉四苜 

齋藤 茂吉調 (モ ヅク 採り) 

资月は 本； に 小さし 海中に うかび 聲 なき % 夫の！^" 

北 原 白 秋 調 

漁夫 の，"， T  0  N  A  N  I :»  M して ひる ふか し 潟 は つ ぶ つ ぶ 水 はきら きら 

吉井勇 調 

夕月夜 片眼し ひ たる 長 谷 寺 の 燈籠守 もな みだす る らむ 

與謝野 晶子 調 . 

星月夜 鎌 倉び との 戀 がたり 聞かむ ととべ る 蚊 喰 iil? かな 


十二月 三日 鎌 倉に て 

久米 正雄樣 


卞 n ま， Kl /I; 

7 ゴ J  M  .N  ノリ 一 


-ぉき 


九九 


十二月 五；：：： 鎌 食から 

端 書、 松！： 譲- W 


菊 坂の 醫 者の 所へ 行って プ 口 タと丸 藥とを 一 週間 分づ 

つ もら つて 持って来て くれ 代 は こ つちへ 來てか ら辨償 

する そ， れ から 丸 藥の方 は 水曜 一 ばいし かないん だから 

君が くるより 先 へ 小包で 達 つ て くれた のむ どうも 經過. 

が惡 い の で 悲觀し て ゐ る こな ひだ の 藥は这 つ たらう ね 

僕の 所 は 和 田 塚の 電車 停車場 からすぐ だ 和 田 塚まで は 

電車の 線路 を 歩いて くれば 来られる から その 先 を 繭に 


ま 


\A ゆ^ 
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す る (線路 は 通行 禁止 の 札が 立って るが 歩いて 差 支へ ない〕 

I  00  〔十二月 十三 日 鎌 倉 かち。 芥川文 宛〕 

お 手紙 一 一通と も拜 見し ました 難 有う 毎日 さびしく 暮 して ゐる 身になる とこれ ほど 嬉しい もの はあり ま 

せん 今 東京から かへ つたば かりです 東京へ 行って はニ晚 つづけて 御 通夜 を して それ か ら御 葬式 のお 手 

傳ひ をして 來 ました 勿論 夏 目先 生ので す 僕 はま だ こんな やりきれなく 悲しい 目にあった 事 はあり ませ 

ん 今でも 思 ひ 出す とた まらなくなります 始めて 僕の 書く 物 を 認めて 下す つたの が 先生なん ですから さ 

うし て それ 以來 始終 僕 を 鞭撻し て 下す つたの が 先生なん ですから 

かう やって 手紙 を 書 いて ゐても 先生の 事ば かり 思 ひ 出して しまって いけ ませ ん 逝去され た あく る 曰に 

先生のお 饑 さんの 筆 子さん が學 校へ 行かれたら 國 語の 先生の 武島 羽衣が 作文の題に 「漱石 先生の 長逝 

を 悼む 」 と 云 ふの を 出した さう です さう して それ を黑 板へ 書きながら 武 島さん 自身が ぼろ./ \淚 を こ 

ぼす ので 生徒が 皆 泣いて しまった さう です それから 又 先生の 主 治 醫の眞 鍋さん は醫科 大學の 先生 をし 

てゐ るんで すが 大學生 は 皆 大山さん の 容態 なぞ は 一 つもき かずに 先生の 病狀 ばかり 氣 にして ききに 來 

たさう です さう して 眞鍋 さんが 先生 を 診察す る 爲に學 校 を 休む からと 云 ふと 大學生 は 皆 口 を 揃 へ て 

「自分た ちの 授業 なぞ はどうで もい いから 早く 行って 夏 目先 生の 病氣 をな ほして 上げて 下さい」 と 云つ 

たさう です さう 皆に 大事に 思 はれても やつば り壽 命は壽 命で 仕方がなかった のでせ ぅ實 際もう 一 年で 

も 生かして あげたかった と 思 ひます が 何だかす ベ て が 荒涼と してし まった やうな 氣 がします 體の 

疲勞が 恢復し きらない せ ゐも ある のでせ う あし た 早く 起きなければ なり ません から これで や め ます 

匇々 

十二月 十三 日夜  ■  芥川龍之介 

塚 本文 子 樣駐次  . 
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一 o  I  〔十二月 十七 口 鎌 倉から。 松！： 讓宛」 

精神的に も肉體 的に も疲勞 したと いふか 何だか ぼかんと して ゐる 尤も 原稿 は 齊 きつ 、あるが 甚蓮々 と 

して ゐて 進まない 時々 菅 さんの 所へ 行く ので 少々 法帖 趣味 を 解して 來 たこれ から 追々 あてて やる 單に 

智識の みならず 己の 字 も 着々 としてう まくな りつ，. - ある この 手紙で はわから ない が 

ー體夏 目さん は 己た ちの 爲に 少し 早く 死にす ぎた ねこの 頃 痛 5； にさう 思 ふ 

それから 丸藥が なくなつ たんで 悲観して ゐ るんだ が 菊 坂の 例の 醫 者の 所へ 行って 一 週間 分 焚って 何 か 

紙 箱へ 入れて、 逢って くれない か 代は卄 二日に かへ るから その 時拂 ふこ いつは 大 至急 やってくれ  一 飲 

まない とどう も 神經で 病狀が どんく 昂進す る やうな 氣 がして 仕方がない からどう か 平にた のむ 

菅 さんと 昨日 宗演 老漢 にあ ひに 行った 魴.  まに よく 似て ゐる 小さな 齊畫を かけた W 齋が^ 岡靜 でい ぃ尤 

も 宗演は 金口の 煙草 を 吸ったり チヨ コ レートの銀^^をむぃて食ったりするぜぁれは何だかィン コ ング 

ラ スだ それから 夏 目さん の 爲に歸 源 庵へ 行った 今 は 無住 だが 修竹老 梅 一 一 つながら 蕭條 として 非常によ 

かった 今度 君が 来たら 案内す る 藥 おねが ひ 申す 以上 

十七 ：！！ 朝  龍 

松 岡 君 

一 0 二  〔十二月 十九 m 鎌 倉から。 恒藤恭 宛〕 

就職 轉 居 それから 夏 目先 生の 病氣 最後に 先生の 逝去 そんな 事情で 今まで は 何 一 つ 落着いて 出来な かつ 

た その 爲 つい 手紙 を かく 機會 もなかつ たやうな 次第で ある 君の 手紙 は 確に 落手した さう して 大 へんい 

い 心 もちが した あれ だけの 事 を あの ま \ 書いても 小說 になり さうな 氣 がする 君から 見る とこの 二三 週 

間の 僕 は 大分 いろいろな 苦しい 目にあ はせられ た 先生の 死顏を 見た 時の Shock は 未だ ありあり と覺 
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えて ゐる鎌 倉 は 淋しい 菅 さんの 所へ よく 行って は 書 談を鬪 はすお かげで 法帖 趣味 はかなり わかり 出し 

た 二三 日 前に やはり 劳 さんと 二人で 宗演 老師 を たづね た 序に 夏 目先 生が 籠った 事の ある 歸源 庵へ 行つ 

て 見た 萬法歸 源と 書いた 門の 額から 修 竹と 疏 梅と を 點驗 した 庭まで 皆氣に 入った 

ここ へ來 てから 變な ゆとりが 出来た 松林の 中ゃ禪 寺の 庭 をぶ らく 歩いて ゐても 一 向 退屈し ない 時に 

ナメ 

よると 往復 二 里 近くの 道 を圓覺 寺から 要 山の 方まで 散歩す る 尤も これ は 百般の 塵勞に 忙殺され なくな 

まさこ 

つた 最近の 事 だが。 これから 落つ いて 仕事に とり か. - りたい 雅 子さん —— と 云 ふより 奥さんに よろし 


十二月 十九 日  龍 之 介 

恭 樣 

二伸 僕 は廿ー 一 曰 東京へ か へ る さう して 一 月 九日まで ゐる 

一 0 三 〔十二月 二十日 嫌 倉から。 久米正 雄- 苑 (寫 )〕 

君が 來 るかと 思って 待って ゐ たが 来ない ので 少し 失望した、 少し だよ。 今 力 餅 をく ひながら 小 說をか 

いて ゐる、 鎌 倉 權五郞 の ェ ネル ギィを 借りようと 思って 

. 十二月 二十日 朝  •  •  . 龍 

久米 正， 樣 

一 0 四 〔十二月 二十 一日 嫌 倉から 。松！： 讓， が〕 

とうとう 出来なかった、 「指」 と 「いか 物」 と 「槍 沙汰」 と 三つ かき かけて、 三つと も 失敗した。 やにな つ 

ちま ふ。 六號を 達る、 もう 少し 書きたい 事が あるが 時間がない。 何. だか 悲觀 しち まった。 

廿 一 日朝  龍 
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一 o 五 〔大正 五 年 (推定) 田 端から。 芥川文 宛〕 

文ち やん 

少し 見ない うちに 又脊が 高くな りました ねさう して 少し 肥り ましたね どんどん 大きく おない なさい や 

せた がりなん ぞし てはいけ ま せ ん 體 はさう 大きくな つても 心 もち はいつ でも-卜 供の やうで いらっしゃ 

い 自然の ままの やさしい 心 もちで いらっしゃい 世間の 人の やうに 小さく 利 巧に なって はいけ ません X 

X  X  X  X の やうに なって はいけ ません あれで はいくら 利 巧で も 駄目です ほんとうの 生れた ままの 正直 

な 所がない からい けません あれの 持って ゐ るの は ひねくれた こまし やくれ た 利 巧です あんなに なって 

はいけ ません すなほな まっすぐな 心 を 失 はずに 今の ままで どんどんお そだちなさい 

それ はむ づ かしい 事で も 何でもありません 何時までも 今の ままで いらっしゃいと 云 ふ 事です 何時まで 

も 今の やうな 心 もちで ゐる 事が 人間と して 一 番名譽 な 事 だと 云 ふ 事です 私 は 今の ままの 文 ちゃんが す 

きな の です 今 のま まの 文ち やん なら 誰 にくら ベ て もまけ ない と 思 ふ のです 

えらい 女 11 小說を かく 女 ゃ畫を かく 女 や 芝居 を かく 女 や 婦入會 の 幹事に なって ゐる女 や 11 は 大抵 

にせものです えらがって ゐる 馬鹿です あんな ものに かぶれて はいけ ません つくろ はず かざらず 天然 自 

然 のままで 正直に 生きて ゆく 人間が 人間と して は 一 番 上等な 人間です どんな 時で もっけ やきば はいけ 

ません 今の ままの 文ち やん は X  XXX X を 十 人 一 しょに したよりも 立派な ものです 何時までも その 通 

りで いらっしゃい それだけで 澤 山です それだけで 誰よりも えら ござんす 少く とも 私に は 誰も 外に くら 

ベ ものが ありません 

これ はおせ じではありません 私 は 文 ちゃんに 噓 なぞ は 決してつ かないつ もりです 世間 中の 入に^ をつ 
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く 必要が ある 時で も 文 ちゃんに だけ は喊 をつ かないつ もりです 私の 云 ふ 事 をお 信じなさい 私 も 文ち や 

んを 信じて ゐ ます 人間 は 誰でもすべき 事 を ちゃんとして 行けば いいのです 文ち やん もさう していら つ- 

し や  い 學饺の 事で もうち の 事で もす る 丈 を ちゃんとして いらっしゃい しかし それから 何 か 報酬 を のぞ 

むの は 卑し いもの のす る 事です 學 校の 事に しても いい 成績 をと るた めに 勉強して はいけ ません それ は 

くだらない 虚榮 心です 唯すべき 事 をす る爲 に勉强 する のがい いのです それだけで 澤山 なのです 成績な 

ど は どんなで も かま ひません 成績 は 人の きめる ものです 人に 自分の ほんとうの 價値は 中々 わかり ませ 

ん ですから 成績なん ぞを あて にす る の はつ まらない 人間の する 事です 

世間に は 金と 世間の 評判の よい 事とば かり 大事に する 人が 澤山 あります 又 實際金 持 や 華族が えば つて 

ゐ ますし かし 金 持の え ばれる の は 金が えば るので すその 人間に 價 値が あるから ではありません 華族が 

えば るの も その 肩書が えば るので すその 人間が えらい からではありません えば つて ゐる 華族 や 金 持が 

卑し いやう に 華族 や 金 持 を ありがた がる 人間 も 卑しい 人間です そんな 人間の 眞似 をして はいけ ません 

學校 の 成績 も 同じ 事です さう 云 ふ 虚名 を あて にして はいけ ませ ん 自分 の ほんとうの 價値を あ てに する 

のです き 分の 人格 をた のみに する のです すなほな 正直な 心 を 持った 人間 は 淺野總 一 郞ゃ大 倉 喜 八郞ょ 

り 神様の 眼から 見て どの位 尊い かわかり ません 

お 互に 苦し い 目ゃ樂 しい 目にあ ひながら 出来るだけ さう 云 ふ 尊い 人間になる 事 をつ とめ ませう さう し 

て 力に なり あ ひませ う 

そのうちに 兄さんと でも 遊びに いらっしゃい 私 は每曰 忙しい さびしい E をく らして ゐ ます 出来るだけ 

たびたび 文 ちゃんに も あ ひたいの です がさう 云 ふわけ にも 行きません きっとい らっしゃい 待って ゐま 

すみん なで 文展へ 一度 行き ませう かこれ で やめます 


大正 六 年 

I  0 六 〔一月 二  U 田 端から。 江 口 宛〕 

今日 鎌 倉から 轉、 途 して 来た 星座 を拜 見し ました 尤も 灰 野さん の飜譯 はよ みません が あと はみ な 一 息に 

よみました 中で は あなたの 蟇が 群 を 祓いて ゐる やうです ね 天刑病 者と 蟇と 云 ふ 幷べ方 は 稍 I コン ベン 

シ ョナル に瞭 ちる 傾があります がその 傾が ある 丈 それ 丈 又 必然 さが ある やうです それから ス タイルに 

ぐんぐん 押して 行く カ强 さが あるのに 驚きました 佐 藤 君の もの はモ ル ナァ でも齊 きさうな 氣の 利いた 

ものです が あの 作品の 中の 「曰 本」 と 「西洋」 とが どうも ぴったり 合 はない やうな 氣 がします それでも あ 

の 小品 を 讀んだ 時に 私 は 思 はず 微笑し ました あれ を ま； 一 く 作者の 心 もち は 幾分 か 私に も St 一 解出來 さうな 

氣 がします から 久保 君の 小 說には 日本の 自然主義の ナツ ハ シ ュ マ ックがぁるゃぅです木村？：^のは木村 

君ら しい ものでした 失禮 ながら 一 一つと も 今の 私に は あまり 興味が ありません 思った 儘を亂 暴に かきつ 

づけました 御哂ひ 下されば 幸甚です 

一月 二日  芥川龍之介 

江 ロ渙樣 

一 0 七 〔一月 五 H 田 端から。 营忠雄 宛〕 

拜啓 御手 紙 難 有う ございました 何も 鎌 倉の 事 を 忘れた わけではありません 唯 人に 訪ねられ たりして 

M 匇忙と し た 生活 を つ づ けて ゐる 丈です その 爲に 落ち ついて 手紙 一 本 螯 く 暇 さ へ ありませ ん今奮 い て ゐ 

る これが 手紙ら しい 手紙 を 書く 第一 の 手紙です この 正月に 私 は 大阪朝 n 新 へ 妙な 短篇 を 一 つ 書き ま 
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した 文章 世界のと 新潮のと は 君 も 知って ゐ るで せう 所が その 三つが 三つ 共 氣に食 はない ので 少々 悲觀 

して ゐ ます 尤も 悲観して ゐ ると 云っても 自分に 對 して の 問題で 人の 作品と 比較して 惡 いと 思って ゐる 

訣 ではありません ですから 人が 悪口 を 云へ ば 腹 を 立 て ます 

雄さん が 東京へ 出て こられな いと は 困り ましたね その 內 にう ちへ 子供た ち を 集めて かるたで もとら 

うと 思って ゐ ました さう して その 時忠雄 さんが 東京へ 出て 来られる と大 へん 都合が い \ と 思って ゐま 

した ぢゃ ぁ駄： ni です ね忠 雄さん の 俳句 は あれで 結構です 僕なん；^ の やうな 技巧 派より あなたの やうな 

態度で 作る 方が いい 句が 出来さう です 精々 御作り なさい 何しろ 1^ 京の 寒い のに は 驚きます 殊に 夜 は 非 

常に 風が つめたい 手水 鉢の 水は每 朝もう 凍ります 比 C さんに 殊に 高 t やん によろ しく 以上 

五日 朝  \  芥川龍之介 

菅 忠 雄 樣  ズ 

IO 八 〔六 年 (推定) 一月 八 = 田 端から。 藤 岡 蔵 六 宛) 

九日の 午後に 鎌 倉へ ゆきます ですから もしお 金の 都合が 出来た！ Rr の 午前に 僕の 所へ 持って来て 下 

さい もし 都合が つかなかったら あとで 書留に して 鎌 ^25 へ、 逶っで 下さい 鎌 倉の 宿所 は 御存知の 事と 思 ひ 

ます 

八日 .  龍 

藏六君 

I  0 九 〔一 月 十八 日缣 倉から。 松！： 讓宛〕 

雜 誌の 新年 號を いろいろ よんで 見た その 感想 を 書いて 駄辯愁 充足の 手段に しょうと 思 ふ 太陽の 「乾い 

た 心」 と 云 ふ 白鳥の 小說は 可成うまい それつ きりの もの だけれ ど 整然と 書け てゐる あの 位の 腕が あれ 
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ば 材料 次第で 恐ろしい ものが 書け るに ちが ひない 序が あったら 讀んで 見 給へ その後で 「日 は 輝け り」 を 

よんだ から 氣の 毒に な つ たむ だ も 不足 も餘計 眼に つ いたから だら う 第 一力の ラック が 不思議 だ つ た あ 

れ程 パウア フルなる 可き 事件 を 書いて ゐ るのに。 文章 もず ゐ ぶん ま づぃ。 が、 全體 として 「&: し.？ 人々 

の 群」 より はよ く はない かと 思 ふ 谷 崎の は 一 一つと もく だらない もの だ 詩と 云 ふ 語が 曰 本で は あまり 

穴 ェ疎を かくす 四 天に なりす ぎる ひきぬく と必面 あかりで ナッシングが 宙乘り をす るんだ からかな はな 

い 「曰 本武 尊」 に はい やに 大きな 所が ある そこが 身上 だ 新形式と か 何とか 云 ふの はこ じつけ た：^ 现 5? に 

すぎない、 運命 觀 とか 何とかと 云 ふの もく だらない 批評家の さか しら だ 買って やれる の は 武者の 大き 

なつかみ 所に ある 大きく 自分の 感情 を 生かした 所に ある 唯 曰本武 尊の 女に 甘い 所 は 武者の 女に せい 所 

をリフ レクトし すぎて 少し 可笑しく なった 美 夜須姬 との 關係を 橘姬に はなす 所 なぞ は 可成 虫が よくつ. 

て 愚劣 だと 思 ふ 星 湖の 「お 歌さん の 幻影」 と 云 ふの は 僕に は謙遍 すれば 不可解 だしなければ 愚作 だ 一 體 

星 湖と 云 ふ 男 はほんとう にあれ 程 頭の 惡ぃ 男なん だら うか 田 山の は 皆 駄目 だね 中央 公論の 坊主と 藝者 

との 話なん か俗惡 極る あいつの 自然主義 を 標榜して 自然主義の 小說が 書け な いのは 充 頭が 毛 はえ 藥の 

廣吿 をして ゐる やうな もの ぢ やない か 里 見の 「失 はれた 原稿」 も 駄目 だ あれ こそ 書きなぐり だね 近 松の 

「女難」 は 恐れて よまない 長 田の 「海月 寺」 に は あてられた 何 を 書いて ゐ るんだ か 恐らく 當人 にも わから 

ない の にち が ひない 僕が 竹の や 主人な ら 「海月 寺 ゆ ゑ くらげに 似て 何ともえ た いの しれぬ もの と 申す 

べし」 とか 何とか 云って やる 德 田さん の はとり つき 場がない ので 未だよ まない 水上の は 半分で 失敬し 

た 事に 滿 足して ゐる 早く 黑潮 と 新 公論 と が 見たい が 達 つて くれる といい と 思 つて ゐる 

かう やって ずっと よんで 見たら 何だか 心細くな つた あんまり 周圍が 貧弱 だから。 (僕の 中 村 孤月 君に 贊 

成す るの は 恐らく この 一 點だ けだら う) こな ひだ ュ ー ゴ ー がノ ー トルダ ムド パリ を 書く 所 を よんで 感 

心した つけ 十二月 一 曰の 寒さに 窓 も あけた ままつ めた いのも 何も 忘れて 書い たんだ さう だ 何しろ あん 

な 途方もない もの を 一 年た たない 中に 書い ちゃつ たんだから 悲観す る それから 何とか 一 K ふフラ ン ス人 
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の 書いた メモ ァ に 或 日 ュ 1 ゴ ー が 自分で 紙と ィ ゾ キを澤 山 かって 行った ので どうしたんだ らうと 思つ 

たら 翌日から ノ ー トル ダム を 起稿した と 云 ふ 所があって やっぱり べらぼうに よかった あんな 景氣は 文 

壇に も 個人々々 の 作家に もない ね 先生が 始めて 小說を 書き出した 時な ど はさう 云 ふ景氣 だったらう 

僕 は 高等 學校 にゐ た 時の やうに む や みに 本 を よん で ゐる何 だ か 自分に も わ か らな いがむ やみに よみた 

いからよ む今シ ルレ ルの ロイべ ルを よんで ゐる よその 前に ホ フ マンの へんてこな 話 を よんで 少し 怪談 

が 書きた くな つたが 見合せ た ハウフの 話なる もの も 今度 始めて 少し よんだ 兎に角 名の ある やつ は 皆 相 

當 にうまく つてい や に 自由に 行き たい 所へ 行って ゐん だから 叶 はない ちょい と 有名な 奴 で も さ うな ん 

だからな あこの 頃 二つ 俳句 を 作った から 書く  - 

寫生 

. 霜 どけに 守衞の 見る 龍舌蘭 

曰 唇の 紙 赤き 支那 水仙よ  . 

十八 日夜  •  龍 

松 岡讓樣 

一一- 0  〔一月 二十 九 日 鎌 倉から。 原 善 一郎 宛〕 

拜啓 昨日 は 松 井 老人 同道に て參上 色色 御馳走に なり 難 有く 御禮申 上げます 

瑞魔天 を 見た 事 は 一 生わ すれません あんな 甚大な 感動 をう けた 事 は 今迄 殆な いと 云っても よい 位です 

あ \ 云 ふ 所へ ゆかなければ 駄目です 少く とも 行かう としなければ 

尤も 行かう と 云っても 今の 人間に は 行かれな いの かも 知れません が 

何に しろ 大 へんな ものです 又 三 溪園小 集の 時には 上りたい と 思って 居ります 三溪園 そのものの 冬枯も 

甚 面白く 思 ひました 
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直與 

笹鳴 くや 橫笛 堂の 眞木林  - . * 

以上 

1 月廿 九日  芥川龍 之 介 

原 善 ー郞樣 

一 一 一 〔二月 八 H 鎌 倉から。 夏 目 鏡 子 宛 〕 

嵐 人さん 

久米ゃ 松 岡が 泊り に 行 つ たり 何 かして ゐる の に 僕 獨り安 閣と鎌 倉に ゐる の は 何だかす まない やうな 氣 

がします からこの 手紙 を 書きます  . 

先達 は 明暗 や 寫眞を 難 有う ございました 確に 久 米から 項き ました こな ひだ も 東京へ かへ りました が 原 

稿 の ^切 を控 へ て きゅう/ \ 云 つて ゐ たので 上れません でし た 今でもき ゆう/ \- 云 つ てゐ ます さう し 

て 時時 先生の 事 を 思 ひ 出します 

今までよ く 皆に 惡く云 はれた 小說で 先生に だけ ほめて 項いた のがあります さう 云 ふ 時には 誰が どんな 

悪口 を云づ て も平氣 でした 先生に さへ 褒められれば いいと 思 ひました 小説 をせ：； I いて ゐ ると 何よりも こ 

の 事 を 思 ひ 出します 鎌 倉に ゐ ると 淋しい ので 閉口し ます 學校も 格別 面白く はありません 時々 まちがつ 

た 事を敎 へて 生徒につつ こまれます 生徒 は 皆 勇猛な 奴ば かりで あらゆる 惡德は 堂々 とやり さへ すれば 

何時でも 善になる かの 如き 信念 を 持って ゐ ます (事によると この 信念 は 軍人の 間に 共通な；： 念 かもし 

れ ません y だから 私の あげ 足 をと るので も 私 を 四ます ので も 堂々 とやつつ けられます こんどの 九日 會 

は 金曜になります から 出られないで せう 土曜日 は 朝 授業が あります から 

奥さん は 松 岡の 書いた 御 連枝と 云 ふ小說 をよ みました か 暇が あったら よんで 下さい 傑作です から 
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それ 力ら 久 米の 鐵拳制 裁なる もの も 彼の 道樂 記念と して 讀んで 下さい 

今 飯 を 食った ばかりです 腹が 苦しい 程 はって ゐ ます さう して これ を 書いて ゐ ると 自然に 火,^ な 奥さん 

の 事が 思 ひ 出されます 以上 

二月 八日  芥川龍之介 

夏 目 鏡子樣 

.  一一 二  〔二月 九 H 鎌 倉から。 e 藤恭 宛〕 

君 はどうして ゐる ボタ は 相 變らず 本職と 別 職との 間に はさまつ てき ゆう^ \ 云って ゐる雅 子さん も 御 

變 りなから うね 正月に 牛 込の 方へ 賀狀を 上げたい と 思った が 宿所が わからな いので 見合せ た 

その 中に 少し 長い の を 書きた い と 思 つ てゐ るが まだ まとまらな ぃ菅 さん と 時々 書談を やる 菅 さんの 子 

供と は 親友に なった 皆お 母さんの ない せゐ か人懷 しい 鎌 倉 はいいね ここで 永住しても い いとだん く 

思 ひ 出した 宗演 のゐる 寺なん か 至極 閱寂だ 疎 梅 修竹 淸流 淺沙 苔 石 蕭寺 佛 塔と 云 ふやう 

な 漢詩 の 小道具が 鎌 倉に は みんな 揃 つて ゐる 

この頃 原の 所で 繪を みて 2? 來大に 日本の 人 を 尊敬し 出した 昔の 日本人 は 大分え らい 天平 期の 奴 は その 

中で も 殊にえ らい あの 時分の 數 名の 書： 家に くらべる と 雪 舟 さへ 小さくなる 古畫と 一 しょに 雅 觀山を 

見たら まるで 見られなかった 

ボタ は その後 十七 字 をヒネ クル 癖が ついた 

日 唇の 紙 赤き 支那 水仙よ 

中 誰 有名 樓 の 梅花の 蘂黃 なり 

柚の 實の 明るき 古 寫本を 買 ひし  .  . 

學校 所見  . 


126 


霜 どけに あり 哨兵と 龍舌蘭と 

炊事場の 飯の 香に 笹鳴 ける 聞きし か 

二月 九日 夜  龍 

一 I 三 〔二月 十七：： " 缣倉 から。 山宮允 宛〕 

今 曰 英詩 鈔を 大體拜 見し ました ゲ ュ ル リイ ブルの 先生た ちの はま だよ みません が 中で はやつ ばり ィ 

ェ 1 ッ の羞 らふ 羞 らふが 一 番名譯 です 中で なくと も 日本の 譯詩 中で も；^ 譯 です A  .  E  . とい ふ 先：^ ■ は 

非常に 特殊な 技巧 家です ねし かし 思想 は 存外 月並な 點 もあります ねグ レ ー ゲ ス 先生 は 非常に！^ 快です 

ね 少し デリカ シィが 欲しい 時が あります が ナイ ヅ さんや シ マ ンズ 先生に は 今更 何も 云 ひません トド 

ハ ンタァ と 云 ふ 先生の 小曲 も アイルランドの 江戸 子の やうな 勢の いい 所があって^ 構です それからよ 

みながら これ は誤譯 でない かと 思った 所 も 少しあります たと へば A  •  E  • の Truth の 二 行 W: の fleecl は 

やはり splendid  deed ぢ やないで しょうか、 reality では どうも あと へ の つながりが 惡 いやう です 

held は 功業 をた て た 氣でゐ るが 豈 計らん や 功業なる 眞理が 後人に は 邪魔に な るんで せう それから 

Grr.ves の Rcse  and  Rue の 五行 目にある Tlie  TOartrner は マガ ィャ ではありません か (The と あり 

ますから) 花屋の 息子なる マガ ィャ 君が そばに 立って ゐて花 を 四つ くれたんで せう 序に その 次の ス タ 

ン *,k こ，.、 よる to  sl〕eal〈  your  ^^^^B^^^^^  chefJc の 註 も to  spoak ま， as  to として はいけ ますまい か： §n 通 

の 語法で はさう する やうです がさう して その 方が 無理な くわ かりさう です が。 その外 シ マ ンズ 先生の 

ゲ ェ 二 スの itself  beholding  from  itslf  aloof も 曰 本 語で は 逆に 譯 した 方が よく はないで せう かこ 

れ はほんの 心 もちの 問題です が 序に 書きます かう 云 ふ 心 もちの 問題 は 外にもう 少しあります が これで 

代表 さ せ て やめて おき ませう 

以上 はほんの 無責任な 考 ですから 重く 見ないで 下さい さう して 僕の 方の 誤譯 だったら 笑って 下さい 僕 
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は 今 頭が 混沌と して ゐ ますです から 碌な 事 は 書け も 考へも 出来ません 以上 

^  "  生 

山 宮樣梧 下 

. . I 一四 〔二月 二十 六： n 田 端から。 端 書、 菅忠雄 宛〕 

鱧の 調子が 惡 いので 學校を 休む 事に しました 水曜 頃歸 ります 

廿 六日  ，  芥川龍之介 

II 五 〔三月 五 s 鎌 倉から。 池 崎 忠孝-お〕 

色々 御 配慮に 與 つて 難 有う 早速 承知し ます 尤も 今後 十日ば かり は 中央 1 公論で 忙しい ので ちょっと 阿 蘭 

陀 書房 氏に も 御 眼に か. -れ ません 勿論 印税で です 八 分で もよ ろしい 唯 著者に くれる 本 をもう 五部 もま 

して くれる と猶 いいんです がさう ゆきますまい か 右 とりあ へず 御 返事まで 

三月 五日  • 龍 

池 崎 忠孝 樣 

一一 六 〔三月 九 H 鎌 倉から。 江 口  Jg- が〕  . 

拜啓 毎度 星座 を 難 有う この 前の を よんだ 時に すぐ 手紙 を かいたんで すが 途中で やめました こんどの 

はま だよ まない からこの 前の の 事 を 書きます 岡 ：IH 八 目 だと 思って 笑って よんで 下さい 「貴樣 は 國賊だ 」 

が 矢 張お 世辭 でな く 一  番 いいやう です が 作 自身 は 途中から 使 ひ 出した 仄筆 によって 大分 效果が 弱め 

ら れてゐ はしません か 馬車の 落ちる^ 迄と 同じ 行き方で どこ 迄 も 正. 筆で 夜逃げまで まっすぐに 書いた 

方が もっと 力強くな りさうな 氣 がします 萬 造 寺 君の は 少し 困りました 久保 君の は 文章 世界 淸 調が あり 
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ます 木 村 君の 半 處女は Si 津和郞 君が ほめる さう です が 僕に は どこが いいかわ かりません 一 體僕は 木 村 

君と は 最緣の 遠い 人間ら しい やうです 佐 藤 君が 小說を 窗 かないの はさび しい 今月 フ ラ ン ス の 人. 悲劇 

の 鋒が 出て ゐ ますが あれ は つづかむ 事 を 祈ります おしま ひの 方が 殊にい い 作品です からさう して いろ 

んな 暗示 を 含んで ゐる 作品です から 

それから 君の 了齋 評に は贊 成です 實際ミ ラ クル はもつ と 長く 書く 氣でゐ たんです がいろんな 事に 妨げ 

られて 時間が なくなり あんな 風に 11 搾して しまった のです あれ も仄 筆の 罪です 暇が あったら 宵き _ ^し 

たいと 思って ゐ ますが どうなる かわかり ません 僕 は 今 中央 公論 を 書いて ゐ ます M 一 潮の 誤植に 弱った の 

で大に 原稿 を きれ い に 書く 算段 をして ゐ ますが 中 々 うまく 行きません 出来たら よんで 項き ます 今迄と 

少しち がった 行き方 をして ゐる ものです この間 又 山椒 大夫を よんで しみじみ .1 外 先生の 大手 腕に 敬服 

しました 僕 は 一 一度 よんで 始めて うま さに 徹する 事が 出來 たのです あのう まさ はとても 群衆に はわから 

ないで せ う ああ い ふ 所 ま ではいり こ まなく つ ちゃ 駄 OI です ねえ これ はふと 思 ひついた か ら窗き 加 へ ま 

三月 九日  龍 

江 口 樣梧下 

一 一七 〔三月 十五 H 嫌 まから。 端 書、 松岡讓 {^〕 

深夜の 愚擬 

小說を わが 書き を へず ま ゐりゐ る 夜半 を はるかに 鷄 もこ そ啼け 

中央 公論 はじまり しょりの 駄作に もな りなむ とする 小說 あはれ 

手 も 腰 も 痛くな りたる 苦し さに つと ころぶ せば 夜半 をな く か 鶴 

ぼんやり としたる 頭 を もちあぐ み 聞き 人 りに けり 夜半 のく だか け 
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今にして 思へば 久 米の 「嫌疑」 はも 傑作なる かなと かこ もぞ わがす る 

一 I 八 〔三月 二十 二： ：！ 鎌 倉から。 端瞢、 池 崎 忠孝 宛〕 

はがきで 失敬 阿蘭陀 書房 氏に 都合が よかったら 今度の 月曜の 午前に 来る やう 御 云 ひ 下さいません かひ 

まだったら 君 もどう です 

ず 

I  I 九 〔三月 二十 七 rw 田 端から。 端 書、 营忠雄 宛〕 

拜啓 又々 流行性感冒に 犯され 發熱 g より I の 間に 呻吟 致し 居候へば 猶 二三 曰 は 臥床 致す 可く 御 序の 節 

野 間へ 其 旨 一 寸 御知らせ 下され 度 願 上 候 

一二 0  〔三月 二十 九 mE 端から 。松！： 譲 宛〕 

今 曰 鎌 倉 か ら囘 達して 來 た 君の 手紙 をみ た 床 の 上で スッ パイつ ばき を のみこみ なが ら よんだ まだ IS の 

調子が ほんとう でない 學校も 永久に やめち まひたい 氣 がする 創作 も氣 のりが しない 唯 かう やって ボン 

ャリ 生きて ゐる 丈で それ 丈で 可成 苦しい やうな 氣 がする それ 丈で 生きて ゐる 義務 を 果してる やうな 氣 

がする 「偷 盜」 なん ぞ ヒドィ もんだ よ 安い 縛 双紙み たいな もんだ 中に 臨月の 女に 墮胎藥 をの ませようと 

する 所なん ぞ ある 人 は 莫迦げ てゐ ると 云 ふだら うその 外 いろんな ト ン マな 嘘が ある 性格なん ぞ 支離滅 

裂 だ 熱の ある 時 天井の 木目が 大理石の やうに 見えた が 今 は やっぱり 唯 木 HI にし かほ 亇 えない 「偷 盜」 も窗 

く 前と 書いた 後と では そ C 位の 差が ある 僕の 書いた もん ぢゃ 一 番.恶 いよ 一 體 僕が あまり 碌な 事の 出來 

る 人間 ぢ やな いんだ 

熱が 高くな つた 時 (二度 ある 一 度は久 米と 赤 木が 来た あとで) は 死に さうな 氣 がして いやにな つた 死ぬ 
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としたら アン マリ くだらな さすぎ るから あんまり 今までの 僕の やり方が 愚劣す ぎる から 何だか 考 

へ も 書く 事 も 秩序 立たない やうな 氣 かする まだ 疲れて ゐ るせ ゐ だら うそれ でも こな ひだ 病 間に サイし 

て 詩 を 一つ 作った よ 

山 閣安禪 客 

木せ 外 、し 

穴 潭煙月 出 

處々 聽春禽 

それから 詩 をつ くる 氣 にも なれない 唯 漫然と 空 バ カリ 見て ゐる 何だか 情無く つてい やになる よ 

廿 九日  龍 

松 岡 君 

I  ニー. 〔四月 五 nz 綠倉 (推定， } から。 佐-藤 夫 宛〕 

拜啓 今日 汽車の 中で、 星座の 今月 號を よみました、 さう して あなたの..； ハ號を よんで 犬に 恐縮し ま 

した 褒めて 項く のが 難 有い 以外に 恐縮した 理由が あるので す 

この 手紙 は その 恐縮した 理由 を說 明したい から 書く のです —ー あなた は 僕と 共通な もの を 持って 

ゐ ると 書いた でせ う 僕 自身 もさう 思 ひます 或は あなたの 小説 を よんだ と 一 K ふ 事が、 僕の 小說を 書 

き m したと 云 ふ 事に 影響して ゐる かも 知れません、 と 云 ふ 意味 は、 あなたの 小説に 感化され たと 云 ふ 

事で はなく、 あなたの 小說を 見て、 n が 小說を 書く のに 幾分 か大膽 になれ たと 云 ふ 意味です かう 云 

ふ 6 の を 書く 入 も あ る と 云 ふ 事が 、 僕 を して 僕 の 作品 を發 表す るのに 多少 氣を强 から しめたと 云 ふ 

意味です あなた は、 これ を 僕のお 世辭 だと 思 ふか も 知れません が、 ぉ世辭 として 役立つ 程、 僕 は 

これ を 確定した 事實 として、 云って ゐ るので はない のです 兎に角 あなたの 小說 を讀ん で、 僕が 何 liw 
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かの 意味で 親しみ を 感じた 事 は事實 です さ 〔う〕 して その 親しみ を 圓 光の 昔から あの 犬の 話の 今日 

まで 持ちつ づけて ゐる事 も、 事實 です が、 僕が 共通な もの を 持って ゐ ると 思 ふの は、 それだけ では 

ありません 僕 も あなたの やうな 完成 愁を 持って ゐ ます 

僕 は 以前に この 愁の 爲にデ ィ レツ タントで 一 生を完 るより 外に 仕方がな いと 思った 事が ありました 

さう して その 事に 一 種の 得意 を さへ 感じた 事が ありました 勿論 その 中には、 完成 愁 以外に、 リ ディ 

キュ ー ルな 位置に 身 を 置きた くないと 云 ふ 見得 も 一 父って ゐ たでせ う が 大部分 は 確に 漢語で 云 ふ 眼 

高 手 低の 心 もちに 祟られ てゐ たのです 

それが ふとした 撥緣で 勇猛心 を 起す 氣 になった のです 勇猛心と 云 ふと、 犬に {E 贊 して ゐる やうで 

恐縮です が、 まあ 猪突の 勇氣を 出した のです これ も 事によると 一 時の 氣 まぐれで うつち やって 置け 

ば 二三 ヶ月で 消滅す る 性質の ものだった かも 知れません が 友 だち とか 先輩と かが、 それ を 煽動した 

爲に、 とうとう 今 曰まで その 臆面な さ を 持ちつ づけて しま ひました 

しかし 未に 完成 愁の 祟り を超脫 した 訣 では 毛頭ありません 寧、 何もし なかった 昔より は  一 その 爲 

に 苦しめられて ゐ ます ですから 僕 は 僕 自身の 作品に 關 して、 傲慢で も あり 謙邏 でも あり 得る のです 

僕の 藝術的 理想から 云へば、 僕の 今 書いて ゐる ものの 如き は 實に憐 む 可き 氣 がします が、 それでも 有 

象 無 象に 何とか 云 はれる と 腹 を 立てない 訣には 行きません 11 かう 云 ふ 心 もちが 僕 は 存外 あなたに 

も あり はしない かと 云ふ氣 がする のです さう して さう 云ふ點 でも あなたと 僕との 間に は 共通な 

ものが あい はしない かと 云ふ氣 がする のです どうです さう 思 はれま せんか 

もし さう 思 はれない にしても 假 にさう 思 はれる として、 先 を よんで 下さい —— すると あなたの 僕 論 

なる もの は 大體に 於て 僕 自身 僕の 藝 術に 對 して 持って ゐ る毀譽 褒貶 (もし 幾分の 己 惚れが 許される 

なら) と 同じ 事になる 訣 です、 さう 云 ふ 議論 を 活字で 拜見 すると 云. ふ 事 は、 多少 僕に とって 氣 味の 惡 

い 事に ちが ひありません と 同時に 慌 快な 事に もちが ひありません さう 云 ふ 意味で 僕 は あの」 へ號 
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を よんだ 時に 犬に 恐縮した 次 第です 

僕 も あなたの やうに ヒュ マント ラギ * 一  デ ィを譯 さう と 思った 事が あい ます それ か、.： litlt:^ の 歌に 

も 恐らく あなたと 同程度の 推 股 を 持って ゐ ます 唯 犬に 對 して だけ は 全然 あなたと 同感が 出来 ま 

せん 僕 は スト リント ベルクと 共に 犬が 大きら ひです 

僕 はこれ だけの 事が 云 ひたくて あなたに この 手紙 を 書きました さう して ここまで 謦 いた^に 始 

めて あなたに かう 云 ふ 手紙 を 上げる と 云 ふ 事が 丈 敬で はない かと 云ふ氣 がし 出しました これ は あ 

なた と 僕と がま だ 口 をき いた 事 もない のに 氣 がつ いたから です しかし そこの 所 は あなたが 堪忍して 

下さる 事と して 御免 を 蒙る 事に します 僕の 我儘な の を 怒ら ないで 下さい 

それから 我儘 序に、 もう 一つお ねが ひします 僕 を 流行 兒扱 ひに する の はよ して 下さい 實際 人氣な 

んぞは 少しもありません 大抵の 人に は イカ モノ だと 思 はれて ゐ ます 俊 はこの 頃 存外 世間に は 中 

村 孤月 君と 說を 同じく する 人の 多い の を 知りました 

あなたが 犬 さへ 縛って 置. いて 下されば お たづね する 氣も あるので すが、 この 二三 ilil は 父 原稿 を ilg 

くのに 追 はれさう なので 當分 はさう も 行きません 

この 調子で 書いて ゐ ると はてしが ありさう もありません から、 この 邊で 5- り 上げます 以上 

四月 五日 朝  芥川龍之介 

佐 藤 春夫樣 

二伸 さ jq は ェ。 と M じで sefiuentibus の 略です 辭醫に iu  the  following  places の -¥だ 

，こ 出て ゐる箬 です 僕 は 前に しらべた 事が あるので、 差 出が ましい 事です が 御 しらせし ます 

一 ニニ  〔四月 二十 叫：：： 鎌 倉から。 端 書、 松^ 讓 おし〕 

オランダへ は その 旨 云って やった (久 米が ゆくなら 前：： て 行く n を 北 原 君に 通知し とくと い い あれ は 
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化し や だから) 

ず， 先生に は 前にき い てみ たが 覺 えて ゐられ なか つ た そ G 文句 を 若し 君が 知って るなら 書いて よ こして 

くれ それ を 見せたら 思 ひ 出される だら う 至急た のむ 

一 二三 〔四月 二十 五：：： 嫌 倉から。 端 書 二 枚、 松 岡讓- お〕 

「 偷盜」 の續篇 はね もっと 波 溯重疊 だよ それだけ 重疊 恐縮して ゐる 次第 だ始は 一 曰に 三 四枚づ つ かいた 

がし まひに は  一 R に 十七 枚 書いて 我ながら 長 田幹彥 位に はなれる と 思った よ 何しろ 支離滅裂 だから こ 

の 頃 支離滅裂 なりに 安心し ちまった がね 今月 號を よん ぢ まった 以上 は 續篇も よんでくれ 僕が 羽目 を は 

づす とかう 云 ふ も の を 書く と 云 ふ 參考位 に はなる だら うとに かく ふる はない 事 夥し い よ 

この間 X  X にあったら あいつ は erste  ^E^^ に Dre:mal も ：Bl.aut を 苦しめた さう：. こさう して その 

後 も mcrgen-bogattglg を やって るんだ さう だ あきれた ね 何が Homo-sexual だか わかり やしない こ 

んど あったら 牛耳って やれよ 京都の 舞妓 は ビグ ミィ みたいで 何だか に 食はなかった sex の 感じが な 

いだけ ならいい が sex 以上に 自然な 人間ら しい 所がない やうな 氣 がする やつば り 寺が 一 番ぃ いよ 寺の 

中で みると 續ゃ佛 像 も 博物館に あるより 餘程 いいね 庭の いいの も 少し 見た ょ奈 良で 鏡 を 一 つ S つて 灰 

皿に したが 古道具屋 を もっと ゆっくり あさる ひまが 欲しかった つけ 貧乏で とてもお みやげ なんか 買 ふ 

餘裕 はない からだめ だ 何しろ 奈 良の 天平 貞觀の 彫刻 は 大した もんだった これから ひまと 金 さへ あれば 

あっちへ 行つ て 見た ぃ氣 がする 

I  二 四 〔s 月鎌倉 から。 端軎、 恒藤恭 宛〕  .•  - 

白浪 も 寄せ こぬ 里の のどけ さは さ \ ぬ 門べ に ひるが まの 花 . 
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一二 五 〔.f: 月 一 = 錄倉 か、 り。 秦观 3^ 吉宛〕 

I 戀路の 八景 

宇治 紫、 川 

シテ r 心なき 身に も あはれ はしみ じみと ッレ r たつな 秋風 面影の 何時か 夢にも 三 井寺 や 人り あ ひつぐ 

ふ： みよ  せきせ う 

る鐽 の 聲 シ テ r まづ あれ をば ノ J らん ぜ よ 神代 以來 の 戀の路 ッレ r 瀨 W の 夕 照い ま こ こ に ぼつと 卜： 氣の 

すすき 

し をら しさ かざす 薛 風の 袖 さ へ も 女 ごころ の 三下り r 花， 薄 根ざし はかた き 石山 や 八リ手 「鴻 のうきね の 

身ながら も ナヲス r あだに 粟津 のせい らんと ほんに せ はしい こ ろび ね の 合ノ手 シ テツ レ r あらし ははれ て 

ひとし ぐれ ぬれて 逢 ふ 夜 はねて 唐 崎の コ トゥク r 松 もとに ふく 風なら で 琴柱に おつる. 鳴が ね は ッレ 「君 

が 堅 田の 文 だより ああなん とせう 歸帆 もしら できぬ ぎぬ の はやき 矢ば せの きわ かれね みだれ 髮のふ 

じ 額 比 良の 暮雪 を さながら にか はせ どっきぬ 初 枕うる はしかり ける 次第な り 

論文 を かき 了 つ て 新曲 を つ くる 惊味 御高 察 下され 度 候 こ の 曲 5 ぼくして 餘情 あり まことに 江戶趣 . 休の 極 

まれる ものと 存候 御高 覽の 上は久 米へ も 御 序の 節 御 見せ 下さる 可く 小生 一 世 一 代の 作と 云 ふば かりに 

て も そ の 位の 傻 値 は 可 有 之と 愚考 仕 候まづ は とりあ へ ず 新曲 御 披露 ま て 

五月 一日  芥川龍之介 

秦 豐 吉 樣 

二伸 例の件 小生の 知 入の 宅に 子供が 生れし 爲 その 人に 催促す る わけに も ゆかず：：：： 下  一 發：^ 致さ 

三伸 「歸帆 も 知らで」 は惡の 如くに 候へ どこ は 文政 頃より 江戸に ボビ ユラ ァ なる 地口の 一 つに 候へ 
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ば 用 ひ 候 註 II まで 匇々 

I  二 六 〔五月 三 H 缣倉 から。 桓藤恭 宛〕 

拜啓 母の 病氣は 大分よ くな つた 尤も 年が年で 衰弱が 甚 しいから まだ 床 を 離れられな いまだ 醫 者が 二 

度 づっ來 てゐる 一 時 は皆氣 遣った がもう 大丈夫ら しい 乍渾 安心して くれ 給へ 

これから 鎌 倉 はいい 平地から だんく 高い 所へ 移って 行った 春が 今 は 山々 の 上に ある 新 綠と云 ふ 語で 

は 云 ひ 足りない 複雜な 光澤の ある 若 薬が どの 山に も 一 ばいに なって ゐる さう して その上で 時鳥が 啼く 

いろんな 事で 忙しい が 暇 も ある 事 は ある。 この頃 僕はデ クソン の 字引き を よんで ゐ るが 害に 白い ど 

う も いい加減な 小說 より 遙に 字引き をよ む 方が 面白い やう だ いろんな 事を覺 える 丈で も甚 有益 だよ 僕 

の ま 半英學 勉强上 だから プ ラ クチ カル にや つ てゐ るが さう でな く悠 々 と 大きな 字引き を よんたら も つ 

と 面白い にち が ひない こっち は 莫迦に 暖 いもう 夏ら しくな つた (すべ てが) 異人 も 大分 はいりこんで 來 

たがき れいな 奴 は 一 向ゐ ない 犬が 皆氣が 荒くな つて 無暗に 吠える の は 閉口 だ 胃病 は 少しも 起らない 

若葉に 掘る 石油 井戶 なり 

若葉 明き ぬれ 手の 石鹼の 句 

異國人 なれ ど 日本 をめ づる 柘榴 

花柘榴 はら しゃめんの 家の じる し 

三日  管 

恭 樣 

二伸 雅 子さん によろ しく 

一 二 七 〔五月七日 鎌 倉から。 松岡讓 宛〕 
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第 一 番に雜 誌の 事 を 至急 知らせて くれ 氣 になる から ポク の 方 は 人學試 驗 前で、 會議 ばかりあって、 暇 

がない。 僕まで、 「私 は 教育 本部 案に 贊成 でございます」 つてな 事 を 云 ふんだ 笑 ふなよ。 その 爲 土曜 は 

三時まで ひっぱられて、 四時から は松并 主席 教授 辭任这 別會へ つれて かれた 

森 田さん が 「その 妹」 を 評して、 「なぜ 廣次は あんまに ならな いんだ」 つて 云った つてね。 名言 だと S ふ 

、  リイ カク  J- 

がどう だい。 日本の 淨 瑠璃に は 亭主の 金の 才覺 の爲に 女房が 傾城になる 話が 澤山 ある だら う あれなん 

か 西洋で 云ったら 大 悲劇 だ 傾城と 云 ふ 字 を 淫賣婦 とすれば その 感じが すぐ わかる しかし その 事， は 

n 本で は 大した 悲劇 の屮へ はいって ゐな いぢ やない か 泉 鏡 花で さ へ 身 を 賣 つ た 女 の 悲劇 は、 を寶 つ 

た 事の beyond に —— その 以後の 葛藤に 置いて ゐる。 僕 は 何だか この頃 東洋 流の やり方に より ヒ ロイ 

ック な點が ある やうな 氣 がして 仕方がない。 こな ひだ 境 野 黄^の 本 を よんだら、 n^ilp- 人が 能 cn へ 

ゆく 前に、 入 幡樣の 前で 惡ロを 云った の は、 嘘 だと 云って 抹殺して あった 尤もな 事に 思 ふ。 あんな 狂 

態 を 演ずる 位なら えらく も 何ともない。 一 體 〔原文 五 字缺〕 が偽窗 だと なれば、 日蓮 上人の 山師 的な 所 

が. K 抵 なくなる わけ だから、 うれしい。 

少し マ クョ僕 は 三部作 を 計 畫中だ 始は奈 良 朝 中途 は戰國 時代 C 末、 おしま ひ は li 新 前後 だ 中心 は外國 

の 神と： n 本の 神との 克服し あ ひに ある それから 「偷 盜」 を 大部分 街き 直し かけて ゐる 九月に どこかへ 出 

しても らふつ もりで。 その 頃 迄に は地藏 樣を發 表しろ よ。 久 米の 復響を よんた。 俊 は 前半 だけい いが 

あと はィ カンと 思 ふ。 「ェ ロス C 戲れ」 の 方が いいだら う。 何だかお しま ひの 方が 變に 醜い：； M がする 亊 

實の醜 さで はない コ ン シィゲ のし 方が 醜い の ださう して それが 時に よるとよ く久 米の ものに 出る 醜 さ 

の やうな 氣 がする の ださう は.： ムふ ものの 始の 方の 確實 な描寫 はやつ ばり あいつ だと 思った。 が、 それ 

に ェムフ アサ ィズ する の は、 他人に 對 して だ 

あの 新 小説で、 本間久 雄の 評論 (モリス 論) を よんで、 悲観し もまった ああな つち や 救 はれない。 救に 

れ ない 1^ 上に 氣の 毒で しゃう がない。 君は黑 潮へ 齊く 事に した かいこな ひだ 鐵 倉へ 中 根が 來た俊 はか 


けない から (六月 號) 久 米と 君と を 推薦した がどうした かしら。 その 時 中 根の 話で 正宗の 事 をき いて 面 

n 白かった 正宗なん て、 ヘンナ 奴 だ X  XXX  X が、 先生の 書 を 賣 つたん ぢ やない かと 云 ふ 嫌疑に 對 して、 

最近 有力な 設據が 上った 菅 さんから 目下 口 どめされ てるんだ が 今度 あ ふ 迄に 話せる やうに しとく X 

XX の やつ、 そんな 事 をして おいて、 新 思潮の 表紙なん か 何とか 云 ふんだ から 凄じい や 「思潮」 をよ 

んだ 何だか 「甘 さ」 を 感じて 悲観した。 それより、 和 辻 氏の 文章 世界の 評論 を よんで、 身に つまされた。 

マヰッ て ゐた時 だ つ たから。 卒業論文 はもう 立派に 出来 上 つ て 立派に 學校 へ を さま つ たんだら うと 思 

ふ。 この頃 江 口 氏に あったら あの人 はもう 一年のば すって 云って ゐた。 この頃 XX と大に 肝膽相 照し 

てゐ るら しいね、 X X はま だ 猛烈に 細君 を 苦しめて ゐる かしら 披露 會を やる つて 云って たが、 何時 だ 

い この頃 鎌倉ぢ やむ やみに 紙鳶を あげる 何しろ 途万 もな く 大きい 奴 を 十四 五 も あげ るんだ から、 i わ 

n がうる さくって やい 切れない 大きな 奴 は 一 一間 半に 一 間 位 ある 

こな ひだ 少し 女に ほれ かかった が. 都合が あって、 見合せ た。 當分 勉強 だ 

五月七日  鶄 

松 岡 君 

I  二八 〔五月 十七 H 嫌 倉から。 端 害、 松！： 讓宛〕 

西 鶴 は 一 代 男が いるんだ が闲 つたこん ど II： 曜 でも 午から 遊びに 來 ないか 

^感 

、  花曇り 捨てて 悔 なき 十；： 戀ゃ 

大 

f、  I  二 九 〔五月 二十 五 n 錄 倉から。 端 書、 池 崎 忠孝-が〕 

年 拜-啓 もし 君が 都合が よかったら こんどの 水曜 曰 (§) の 午後 四時 頃 鎌 倉へ 来て 僕と 駄辯を ふる はない 
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か 翌日 は 丁度 休み だから 一 晚と 一 日 完全に 名論 を 承れる 且 承ら. せる 訣 になる 今から なら 暇 も 作って 作 

れ ない 事 はなから うと 思 ふから これ を 書いた 鎌 倉へ 返事 を くれ 給へ 場所 は 小町 園に しょう 以上 

その外 いろいろ のうち あはせ は 君の 返事 後に する 頓首 

一三 0  〔五月 二十 七日 田 端から。 中 根 駒十郞 宛〕 

拜啓 私の 本 (新進作家 叢書の ゆの) の 件です が 阿蘭陀 書房と 交渉の 結果 「羅生門」 の 中の 短篇 は ー篇以 

上と つて 貰って は 困る と 云 ふ 事です そこへ 「偸盗」 なる も の は 到底 あ のま ま で 本に する 勇氣 はな し そ の 

上 改作 を この 九月に 發 表する 維 誌まで きまって ゐ るので すから とても 新しい 本の 巾へ は 入れられ ませ 

ん すると 私の 作品 を 集めても とても. 一 一 百 枚に な S 兼ねます が 加 ふるに 阿蘭陀 書房から は 新 3 れ潮を 出し 

て 貰 ふ 約束が あるので 「羅生門」 の 中の 作品 をと るのに 强ぃ 事が 云へ ません 右樣の 次第です から 同 叢書 

の 私の 本 は 見合せ る 事に して 下さいません か 私 も 金の 儲る 事な のです から 出せるなら 出したい のです 

が これで は どうに も 仕方が あり ま せ ん御氣 の 毒です が こ の 段 不惡御 諒承 下さ い 頓首 

サ 七日  芥 川 龍 之 介 

中根樣 

二伸 今夜 鎌 倉へ かへ ります 阿蘭陀で は その 一 篇も極 短い もので なければ 闲 ると 云って ゐ ます 以 

上  ， 

一 三 一 〔六月 八 H 鎌 倉から。 端 書、 松 岡讓. が〕 

から 田 端の 方へ 達つ といて くれ 給 へ こんど は^ 情緒 


元より 書く よ 書きた、 

纏綿た る もの を 書いて ゐ る 
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I 三 二  〔六月 十日 鎌 倉から。 江ロ澳 宛〕 

拜啓 色々 本の 事で は 御 厄介 を かけました 佐 藤 君へ も 渡して 頂けました か黑 潮の 佐 藤 君の 小說は 成功 

の 作で はない やうな 氣 がします 部分 部分 は 例の 如くうまい けれど あれ を 堀 口 大學が ほめた さう です 

が 大學に ほめられたん ぢゃ佐 藤 君 も 浮ばれないで せう 星座の 佐 藤 君の 短い 小說 (戰爭 の〕 の 方が あれよ 

-り いいで せう あの方 は 全體の 書き方が 新しい しっかみ 方 もしつ かりして ゐる やうです 殊に 書き方に は 

可成 同情が 持てます がもう 一 息と 云ふ氣 がしない でもない 

君の 大學 評論の 小說 は大學 評論に は 少し 勿體 ない 作品の 價値 とか 何とか 云 ふ 事 を はなれて かき 上げる 

技倆 —— 云 は^ 腕. を あげたな と 云 ふ 感じが 一 番 先にし ました それ を 作者から 作品の 上へ 反射させる と 

全體 がた るみな くしつ かりして ゐ ると 云 ふ 事になります 僕 も 愚圖々 々しちや ゐられ ない と 云ふ氣 にな 

りました 久保 君から 僕に n 々 へ 書け と 云 ふ 命令が ありました 近々 かくつ もりです 尤も 廿四曰 以後で な 

いと かけません が 1 . 十五 DZ から 金剛への つて 航海 見學 とい ふ ものに 出かけ るんで す 

和 汁： 君と 森 田 君との 論 爭には 可成 興味が あります その上 兩 万に 同情 出来さうな 氣 もします 「感じる」 と 

「描く」 との カ點の 相違な ど は實際 批評家と 作家との 見方の 差 を 示して ゐ やしま せんか 目下 新 小 說の爲 

に 僕に して は淸緒 纏綿た る 小說を 書いて ゐ ます 以上 

六月 十日  芥 川 龍 之 介 

江 ロ渙樣 

一 一 伸 もし 羅生門 論 を おかき だ つ たら そ の 新聞 を 私の 所 へ 達 つて 下さい 願 ひます 

一 三 三 〔六月 十六：：：： 鎌 倉から。 江 ロ澳、 佐 藤 春 夫苑〕 

i2 守復 羅生門の 會は少 々恐縮です が やって 下されば 難 有く 思 ひます 文壇の 士で 本. を ^つたの は 森 田 
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鈴 木 小宫 阿部 安倍 和 辻 久保田 秦 谷 崎 後藤 野 上 山宮 m 夏 山 本の 諸 です 

似廿 二日 (金曜です ぜ 土曜 は 廿 三日で さあ) にか へれません 廿四 H の 日曜なら 徵兵撿 査の爲 かへ るので 

甚 都合が よろしい その 夜 か 夕方で はどうで すか 場所と 時間と はき まり 次第 田 端の 方へ 御 一 報 l,- さい 江 

口 君の 新聞 も 田 端へ ねが ひます 以上  ■ 

六月 十六 n  ， 

；育 

江 口 ま、 

佐 藤 春 夫 一お 力 入 

I 三 四 〔六月 二十 n= 鎌 倉から。 端誉、 松岡讓 -M〕 

愈 》• 今 曰 フネに のる 事に なった この 頃 胃を惡 くし てゐ るか ら醉 ふだら うと 思って 聊 恐れて ゐるー 1 卜 

n の 夕方 かへ る 豫定だ 

か はたる る 靴の 白， さや ほ と と ぎす 

明 易き 夜 を まもりけ り 水脈 光 り 

羅生門の 會 をして くれる さう だ廿 八日 頃に のばして 貰った 久 米に よろしく 

I 三 五 〔六月 三十日 縑 倉から。 江 口 ^宛〕 

啓 こな ひだ は 色々 お 世話 樣 でした 僕 論は學 校で 中と 下と を拜 見し ました 少し 褒めす ぎて ます 殊に 

「絡」 なん ぞは 下らない ものです よそれ から 小道具の 惡ぃ中 「運」 の鷥は W いの を 又又 承知の 上で 使った 

ん です あれ は 幾分 古い 情調に 興味 を 持った 作なん ですから 「忠義」 の 時鳥 はお 說 通り 活字に なった 時 

から 不愉快で 仕方がな いんです 「羅生門」 は當時 多少 得^の 作品 だつ たんです が 新 思潮 述には 評判が 亞： 一 

か つた ものです 成 瀨が惡 評の 張 本 だ つ たやう に 想像して ゐ ますが 
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今曰久 米の 小說 をよ みました 少し 態度が 判然し ないやう です ね もっと ゥ イド 流の 與多を 飛したら 面白 

かったら うと 思 ひます あれ ぢゃ 存外 ボア ンが引 立た なくはないです か 傘 を さして 步 いて 来る 女の 描寫 

はう ますざる 位うまい t. 內 さんの 名殘 星月夜と 云 ふ ものが 好評な のに は 驚きました 谷 崎 君まで 褒めて 

ゐ たでせ う 霄き方 はうまい かも 知れない が あれ だけの 事 を 書いた つて 仕方がな いぢ やないで すかつ ま 

りう まさ は 全然 技巧 だけに ある 訣で すそれ を 技巧 嫌 ひの 早稻田 連が ほめ. るの は 可笑しい 寧ろ 鐵 面皮す 

ぎる やうな 氣 がします 

この頃 は每曰 海へ は ひります 大分 黑く なりました 

S 休み はどうし ようかと 思って 考 へて ゐ ます 以上 

六月 卅日  芥川龍之介 頓首 

江 ロ澳樣 

一 三 六 〔六月。 岩 國錦帶 橋の 綺 端誉、 松 岡 譲-が〕 

由 宇の 驛 長と 話したら 尺八 道樂 だが 蚊が 多い ので 吹け ない と 云 ふその せ ゐか國 產の第 一 は 蚊帳 ださう 

だ 

蚊帳 釣って 吹かば や 秋の 一節 切 

皇 

f 

一 三 七 〔七月 一 日 嫌 倉から。 松 岡 譲-が〕 

例の件に つき 土曜 曰に 赤 木の 所へ 集る 箬 だった が 芝の 叔母の 所に 用が 出来て 夕方まで 行かれない 日曜 

は 午後から 新潮の 何とか 云 ふ 人が 来る C, 中 根 かな) だから 土曜 曰の 夜. か 2* 月曜に して くれない か 

ven  arts を. l& れてゐ たが 今 曰 達る 頓首 
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一日  芥川龍之介 

. ^み 31 子 仙 君 

I 三 八 〔七月 六；：；： 錄食 から。 芥川 文-お〕 

先達 はお 手紙 難 有う 丈夫に 平凡に くらして ゐ ます 早く 夏休みに なれば いいと W ねって ゐ ます まだ 十五 六 

n あります から 待 遠し くって 仕方が ありません 下宿 ももう 可成り 飽きました すべ てが 利害 關係 だけで 

情味がない の だから やりきれません 今から お 料理の 稽古 をして 置いて 一 しょに 化む やうに なったら 御 

馳走 を たべさせて 下さいうまい ものなら 何で も 好き で す 

こな ひだ は 橫須賀 から 山 口 縣の由 宇と 云 ふ 所まで 軍艦で 行って そこから 岩國と 京都と によって 歸 つて 

來 ました 京都へ は 駿河屋 の 羊羹 をた べによ つたので す 甘みのう すい 上品な 羊奠 です こんど 京都へ 行つ 

たらお みやげに 買って 來 てあげ ませう か 鎌 倉へ は 異人が 大ぜぃ 來てゐ ます 夕方に 彼等が 大ぜぃ 散歩し 

てゐ るの を 見る と两 洋菓子が 歩いて ゐる やうで 大 へんきれ いです こな ひだ 異人のお ばあさんが 日本人 

の 店で 買物 をして 困って ゐ たから 通 辯して やりました さう したら うれしがって 何度もお 禮 を；； ム ひまし 

た それ以来 顏を覺 えて 往来で あ ふと 向う から 挨拶し ます 尤ももう 今はゐ なくなって しま ひました が 

ボタのう ちの 前の 不 少女 は每 日お しろい をつ けて すまして ゐ ますこの 暴い のによ く あれ 丈 根 氣がぁ 

るな と 思って 大に感 して ゐま すその 鄰 りの： 新屋 では 昨 en 誰か 死んで お 葬式が ありました 今朝 前 を 通 

つたら そこのお 上さん が淚を ぼろく こぼしながら 大きな お 鰻 頭 を 食べて ゐ ました 氣の 毒の やうな 可 

笑し いやうな へ んな氣 がしました いろんなく だらない 事 を！； 山 書いた からもう やめます 以上 

七月 六 芥川龍之介 

鬚 本文 子 様 

1 一 伸 小說 を かくのと かけない の を斷 るのと で 忙しい 思 ひ をして ゐま すその 爲 この v:;,^ を J^J  く の 
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が 一 曰ば かり 遲れ ました 皆さんに よろしく  ■ 

ニー 一九 〔七月 十二  H 錄 倉から。 松 岡 譲-が〕 

拜 iwn 手紙 讀ん だもう 直き 夏休みで 東京へ 歸 るから 久 米と 一 一人で かた をつ ける この頃 蘇 原 朔太郞 氏の 

「感情」 を 見て ゐ ると 犬に あ 上 K ふ小雜 誌が 羨し くな つたよ 何しろ 暑い のに は 閉口 だ學校 はま だ あるん 

だから やりきれない 鄭板 橋と 云 ふ 明 人の 橄欖 軒と 云 ふ 法帖 を 見て 以来 僕 は大に 氣が强 くな つたよ 吾 だ 

の 役 だのと 云 ふ 字 を 書いて ゐて甚 僕と 同 臭味 だ 今に あ 土  K ふ 字で 新 思潮の 表紙 を 書いて やらう かな 越 

後へ 行く と 云 ふと la ながら 甚涼 しさう だね ちょいと 一 しょに 行って 良寬 を^たい 氣も する よこな ひだ 

鳩齋を 見た が 中 々うまい ね 良 寛 の 良い もの は 嘸う ま いだら うと 思 ふし かし あの 先生た ち 少し 淡 A と 

して 力が 乏しす ぎる 所が あり はしない か 

今月の 小 說は皆 だめ だね (僕の も 入れて〕 伹し久 米の 女が 傘 を さして 来る 所 はうまい と 思った よ 顿首 

七月 十二 日  芥川龍之介 

0  HI! 道 人 淸璧 

I 四 0  〔七月 十八 H 錄 倉から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

ガ イダ タ マ をな したよ 唯 人造 ダイヤ だが ねボ ク はも うぢき 東京 へ ゆく 桐 佐で でも 一 杯 やらうよ この間 

の 車中の 句 を錄し て 君の 蒙 を ひ ら かう 

朝燒 くる 近 江の. S や ほととぎす 

麥 刈りし 人の つかれ ゃ賽の 月  . 

Jala 

管 
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I 四 I  〔七月 十九 H 鎌 倉から。 端瞢、 池 崎 忠孝 宛〕 

今 二度目の 君の はがき を 見た 東京へ ゆかずに 大船 か國府 津で乘 りかへ て かま くらへ 來 いよ. 內洋萬 子の 

やうな French  <x  American  belles がゐて 面白い から ボタ はこの 間 彼等の  一 ， ^こ， 1 辯して やつ こ 

タラタの 「出家と その 弟子」 を よんで 感心した よ 君に は 多少の 緣が あるから しらせる とにかく トランク 

を 持った まま 來 いよ でんだ の 俳句 は 少しう まかった 最近の 名句 を 一 つかく 

蛇 女み ごもる 雨 や 合 歡の花 

一四 二  〔七月 二十 五 Hffl 端から。 江 njg- お〕 

拜啓 先達の 夜 は 御 留守に 上って 失禮 しました 昨 n かへいました から その 屮に乂 御 たづね する かも 知 

れ ません 新聞の 僕 論 は 確に 拜受 しました 御禮申 上げます 束 京 へ か へ ると 暑くても 何でも 方々 ほ つ つき 

步 きたい 氣 がします 少し 久保^ 万太郞 情調に 浮かれて ゐる 形が あります 一 っ淺 草の 句 を 書きます 

天に 日傘 地に 砂 文字の 異艸奇 花 

頓首 

七月 廿 五日  芥川龍之介 

江 ロ澳樣 

一四 三 〔七月 二十 六： HE 端から 。松！： 讓 -w〕 

拜啓 昨日 鎌 倉から 歸 つた 「倫 盜」 はとても 書き直せ 切れないから 今年 一 ばい 延期して 九月 は 新しい も 

の を 二つ 出さう と 思って ゐる。 が、 例によって 間に合 はせ 仕事に ならなければ 好い と 思って 心配して 

ゐる 二三 曰 中に 阿蘭陀と 會 見す る箬だ 東京 はべら ぼうに 暑い はだかで ゐて もま だ 暑 いんだから やり 
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^れ ない 暑さ は 生存 意志 を 滅却せ しめる やっと カラ マゾ フが完 りに 近づいた 小說も あの 位. おい とげ 

ん なりす る。 が隨分 感心した 七月の 「白樺」 に 出た 志賀の 小品が 面白かった が 君 は よんだ かい 「出家と 

その 弟子」 に は. K 質的に 大分 感心した 武者の 「その 妹」 なぞより 餘 程好い 一 々ほんとうに 當 つて ある さ 

うして その ほんとうが 大分 我々 に 近い 古い 靈 肉の 爭 ひなん ぞ 書かずに 靈 相互の 爭ひを 書いた の も 3^ 

實だ 何しろ 勉強す る 事 だよ 

蝙蝠 やゆす いそこね て 二 朱 一 つ  . 

人相 書 に 曰 蝙蝠の 入墨 あり 

これ は 機 關學校 教官の 餘戲だ 頓 首，. 

龍 

讓 樣 

. 一 四 四 〔八月 四日 田 端から。 ^忠 雄- M〕 

拜啓 御無沙汰し てす みませ ん齒が 痛く つ て 熱が 出て 弱りき り ました 甘い もの を 食 つた か らぢ や あり 

ません 親 不知 齒が 生える ので 腫れた のです 小說 はま だ 出来ません この 暑い のに ゥ ンく 言つ 一、 窗ぃ 

て ゐ ます 弟が 御 厄介になる さう で どうかよ ろしく 願 ひます 僕の やうに 敏捷 ぢ や あ り ま んか ら 

高ち やん ゃヒ 口 (字 を わすれち まった のです) ちゃんの 健康 を 祈ります 先生 はやつ ばり 裸になって 大 

きな 字 を 書いて お出です か 私 は 今でも あの方 外 を 見ち や 感心して ゐ ます 赤木析 平に あぶなく 心 玉の 方 

を 持って行 かれさう になり ましたが とう/ \ 剛情 を 張って やりませんでした 

機關學 校の 手紙 は 確に 頂、 きました 急用で も 何でもな いんです まだ 齒が 痛い ので 少し 弱って ゐ ます 

暑く つても 東京 はいいで すよ 頓首 

八月 四 曰  芥川龍之介 


奢 忠雄樣 

一四 五 〔八月 十五 日 田 端から。 池 崎 忠孝 宛〕 

ポク は 中々 小說が 出来ない 十五 日の/切 をのば して 貰 ひさう だ 惡詩を 一つ 獻 じる その 屮 ゆく 頓首 

SB 

赤析平 先生 淸鑒 ，■ 

. 心靜無 炎暑  ■ 

, 端 居 思渺然  ， 

水 雲 涼 自得  - 

窓 下 抱 花 眠 

學弟 椒圖道 人百拜 

一 四 六 〔八 月 十五 端から。 松！： 讓- お〕 

飛札 を 以て 啓上 今 n 文章^ 界の加 能 作 次 郎君 来訪 十月 特別 號の爲 君に 四十 枚ば かりの 短篇 を窗 いて 

貰 ひたく 僕より たのみ 吳れ との 事に 候へば この 段 謹んで 御 通知 申 上 候 /切 は 来月 の 山 その後 

僕 苦、 じ慘澹 しても 小說の 出来ぬ に惱み 居候 次第よ ろしく 御 憐憫 下され 度候當 用の み 頓首 

芥川龍 之 介 

松 岡讓樣 

I 四 七 〔八月 二十  一 H5 端から。 管 虎雄 宛〕 

肅啓 却_l"-:5^大l致しましたが御變りもござぃませんか先曰 一 寸 弟の 所へ まゐ りました が 家事 上の 相談 
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に 忙しく 御宅へ 上る 暇が ございま せんでした こな ひだ 迄 原稿で 忙しう ございま したが 今は甚 泰平な 曰 

を 逢って 居ります 詩 を 一 つつく りました から 御 笑覽に 入れ ませう 

卽今 {4i 自覺 

四十 九 年 非 

皓苜 哈秋霽 

蒼天 一鶴 飛 

ニ十六年の非では引立ちませんから少々かけ値をして四十九年と致しました勿論皓〈^^と申す程白髮な 

ど は ござ いませ ん鶴は 私 の 宅 の 近所 へ よく 來る 白鷺 を 少し 高尙 にした ので ご ざ います 頓直 

八月 廿 一日  芥川龍之介 

菅 虎雄 樣梧下 

一四 八 〔六 年 (推定) 八月 三十 U: 小石 川 郵便局から。 端 書、 久米正 雄-お〕 

今 n は 非常に 面， H かった が、 ああなる と tralicioiis  joy を 感ずる よりあ あ 云 ふ 動物と 話す のがより 

返 屈になる の で駄 辯が 振 へなかった の は遣憾 である 君の 健康 を 祈る  - 

一 四 九 〔九月 三：！： 田 端から。 端 書、 营忠雄 宛〕 

本 はたし かに うけとりました 色々 ぉ手數 ありがたう 今 大阪每 R へ かいて ゐ るので 忙しい スヰミ ン 不足 

でよ わって ゐ ます 電 氣が來 ない ので (ァ ラシの 爲〕 蝶 爆の 光で かくので すから くたびれます この頃 は 至 

る 所に 秋を感 にます 樹に もさう して 肉體 にも 頓首 

一 五 0  〔九月 十三 日 田 端から。 菅忠雄 宛〕 . 
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あなた は 私に あやまる 必要 も 何もありません 弟 は 小町 園が 宿屋 だと 云 ふ 事 を 知らなかった のです さう 

して 私が 小町 園の 女中と 關係 でも ある やうに 思った のです (あなた もさう 思って ゐた かも 知れません 

さう 思 ふと 苦笑が 出ます) し か し 私が その 誤解 を 解きました。 だからもう 心配す る 事 も 何もない の で 

す  - 

私 は來年 結婚し ます 勿論 さう 云 ふ 前に、 外の 處 女と 關 係す る程墮 落して はゐ ません その 邊も御 安心な 

さ い 。 機 關學校 の 敎官 と 作家と を！^ 別 しなく ともい いのです。 

あなたが ゐ なくなって 淋しくな つたし する から、 私 は橫須 賀へ轉 5i£ します 先は橫 須賀 巿汐入 M. お 〔梅 W 

方です 明日 移ります 日曜に でも ひまが あったら、 遊びに いらっしゃい。  - 

十三 日夜  芥川龍 之 介 

菅 樣 

二伸 ツル ゲ ネフ だけ は 私の 持って ゐる 全集の 一 册 ですから なくならない やうに 氣を つけて 下さい 

これ はよ く 御 願 ひします 

I 五 一 〔九月 十六 日 田 端から。 大田黑 元 雄， お〕 

拜啓 先達 は 貴 著 を 項い て 難 有う，， - J ざ いまし た 早速 御 鱧 を 申 上げ る 害 の 所 急 に 橫須賀 へ 引越し た り 何 

かした のでとう とう 今 曰までの びて しま ひました 頂いた 本 は 頂いた 晚に すぐ 讀ん でし まひました さう 

して こんな 事を考 へました  ， 

「舞踊に は 舞踊の 本質的な 内容が ある 彫刻 ゃ繪畫 の內容 になる ものと それと は 勿論 同し ではない だか 

ら 印象派 以來 意味の ある 畫が輕 蔑され る やうに 舞踊に もき つと 縛賓 的だった り 彫刻 的だった りする 舞 

踊が 輕 蔑され る 時が 来る 又來 なくて はならない」 と、 かう 云 ふ 事を考 へたので すが 如何で せう つまり 

ですな 私に 云 はせ ると 舞踊の 内容 (と 言って 惡 ければ その 表現す る もの，^ は S  、妙な 運動の 感じ だと 思 ふ 
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の で す 馬車が 止って ゐ て 動き 出す 時 に その 輪 を 見て ゐ る と 進行し よう と す る 方角 と は 反對の 方へ 少し 

動く やうに 見える i あ 上 K ふ 時の 微妙な 車輪の 動き 万です な ああ 云 ふ 動き 方が 木の 枝に も人體 にも 

あって それ は 舞踊で なければ とても 現せ やうがない と 思 ふので す さう して それが 舞踊の 正に 表現す ベ 

きもの だと 思 ふので すだから 前の 「 」 內の說 が て來 ました これ は 平凡す ぎる ほど 眞理 だと 思 ふので 

ュ 3 力 1, けません 力 

今 うんく 云って 文章 世界の 原稿 を 書いて ゐま すあした 橫須賀 へ かへ ります 頓首 

九月 十六 日  芥川龍之介 

大田黑 元雄樣 

二 仲 私の こんどの 55 所 は 橫須賀 巿汐人 五 百 八十 尾 鴛梅吉 方です 以上 

I 五 二  〔九月 二十日 横須贺 から。 端 書、 松 岡 譲-が〕 

轉居 

橫須賀 巿汐入 五 百 八十 尾 鴛梅吉 方 芥川龍之介 

この 通知 は 君への 通知た ると 共に 夏 目さん への 通知 だよ ボタ は 文章 世界で 實際脂 をし ぼられ たよ へ 

ん てこな もの を 書いて 責 をふさ いぢ やつたい くら 何でも 一 曰 半ぢゃ 碌な もの は 書け ない 君の を 少しよ 

んだ よんだ 所は大 によかった が發賣 禁止になる からって 直す 訣 にもい かなから うこの 前 奥さんに 御馳 

走に なり かかった 御 鱧 を 云 ふの を 忘れた 君から よろしく 云って くれ 給へ 

今 これ を 出さう と 思ったら 君の 手紙が 來 たやつ ばり 新 思潮 再興の 必要が ある ナァ會 はどうしたい 

まだ 久 米から 何とも 云 つて 来ない 

I 五三 〔九月 二十： n 横領 贺 から。 端 書、 池 崎 忠孝-が〕 


轉居 

橫須賀 巿汐人 五 百 八 拾 尾 鷲 梅吉方 芥川龍之介 

■ 傚 魏華岳 太 華 夫人 廟碑體 

i 五 四 〔九月 二十 三 曰 (午と あり) 田 端から-。 端甞、 江 ロ^-が〕 

今 H 二 科會及 院展を 見たり 惡歌三 首 を 以て 恭しく 江 口 大人の 粲 正に 供す 

梅 原 君の 椿  ■ 

まっぴるま 椿 一 本 光り たれ 赤 は ぼたぼた 靑は ぬるぬる C 做 北 原 白 秋 調) 

安井 君の 女 

ふく だめる 脾腹 の 肉の う，. *  J かずば 命 生けり と 誰か 見る ベ き (做齋 藤茂吉 調) 

山村 君の 八朔， 

夕月 は ほのかに 白し 八朔の 遊女が ふ め る 外 八文字 (倣 吉井勇 調) 

一 五 五 〔九 H 横须賀 から。 端 書、 菅忠雄 宛〕 

お 手紙 難 有う 小島に もよ くた のんで 置きます 澤 木さん にも、 精々 勉强 なさい 英語 か 何 かの わからない 

所 は 御 賢 問に 應 じます 右 御 返事まで 頓首  , 

一 五六 〔十月 四：！： 横須贺 から。 端 書、 松岡讓 宛〕 

0 新潮の 長與 氏の ものに は ボタ もちよい と 感心した n:^ れな 少女」 よりいい やう だ 病院へ 行く 所なん ぞは 

1 しつ かりして ゐる しかし あの人の フ ィ ロソフ ィには 大分 虫の いい 所が あるね 似し 安 憤な 肯定 ぢ やない 
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肯定 も 否定 もせずに 或 問題 を 途中で 抛り 出して セン ティ メン タパ になつ ちま ふんだ あれ は 俗 だと 云 ふ 

と.？ 笑し いが 「和解」 をお もしろ く よんだ よ 朝飯 をく ひながら あれ を よんで ゐて學 校を遲 刻した おや 

ぢ がよく 書け てゐ ると 思った 君が よんだ もので 面白い のが あつ た ら 知らせ て くれ 早速よ むから 、 谷 崎 

發電所 は 面白い か ボタの 印象で は久 米の 駄 辯に 驚いた アイツ はどう かして ゐ るよ 

I 五 七 〔十月 十二  H 橫須贺 (推定 ) から。 端 書、 菅忠雄 宛〕  ， 

お 手紙 難 有う お見舞に 上らう と 思 ひながら 例の 通り 多忙で まだ 鎌 倉へ も參れ ません いつ 頃 御 引越し 

です か 今 大阪每 日 へ 原稿 二三 曰 まてと 電報 をう ちに 來た 所です かう キ ュ ゥ く-云 はされ て はやり 切 

れ ない 似 曰 曜はゐ ますから いらっしゃい (今度の 曰 曜にゐ ません) 橫須賀 はい やな 所です ボタ は 家 を. 

持ったら 鎌 倉へ 引越します お宅が その 頃 鎌 倉に ない 事と 思 ふと さびしい 

みか へれば わが 身の 綺羅 も 冷やかに 

I- 五八 〔十月 十二  H. 橫須贺 (推定) から。 端 書、 松！： 讓- お〕 

君の 小說 はどうした ポク は悲觀 して ゐる どラ しても； 孰と ころより 先へ はいれな いの だ 頭 も はいれない 

し 文章 も はいれな いの だ 抑.' 出から 祟ったら しい 材料 それ 自身に も はいれない 所 を 持って ゐ るの だが、 

君 もま ゐ つて ゐて くれれば いいやうな 氣 がする これ はィゴ イズムで はなから う この間 チ エスタ アト 

ンを よん、：：. -ら 「普 i の labour はいそげば 近路 をす る mental  labour は その代りに 遠路 をす る」 と 力 

いて あつ た實際 かう 遠路ば かりし ちゃやり 切れない やっと 二 十 枚 書 い た . 

I 五 九 〔ナ 月 十二  H 橫須賀 (推定) から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

行く よ 相客 は 僕に 不快 を與 へる やうな 人で も 更に 差 支へ ない 殊に ま "ならば だね 「和解」 ュ お 
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讀んで 以来 どうも 小說を 書く のが 嫌に なった 頓苜 

I 六 0  〔十月 十三 H 横. 幼贺 から。 端 書、 石 S 幹 之 助-が〕 

君の 手紙 を 見た ボタ も 例の 如く 多忙 をき はめて ゐる 殊に 東京へ ゆく と 半分 は 用事の 爲に 行く やうな も 

の だからう ちに もよ くゐ ないし ゐて 客に 接しなければ ならん 甚 厄介 だ 

もし 小閑 を 得たら 君 も 一 度 こっち (ョ コ スカ) へやって 來 たまへ 伹 土日 月はゐ ないから その外の：！： だね 

金に 来て 土に か へれば 一 しょに か へれる モリ ソ ン 文庫 は 是非 一 ぺん拜 見したい 

革の 香 や 舶載の 謦 に 秋晴る る 

一 六 一 〔卜パ ー 八 ：= 横頌賀 か. り。 端誉、 薄2」^^介^〕 

拜啓 右手の 神經 痛と 校務の 多い 爲に 原稿が 大 へん 遲 くな つて 申訣 ありません それから 六：^ の始の 方の 

對 話中 「宗 伯？」 「 樣へ お出に なりました。」 の 様 は 「山 本樣」 として 頂きます 御 面倒で も 校正の 

IS 御 書き 入 れ 下さい 今日 時事の 文藝 消息 を 見る と 私が 大阪朝 日の 依囑 により 短篇 徽窗 を 書 いて ゐ ると 

出て ゐ ます 每 曰と 朝 曰の 間遠 ひ はま だし も 馬 琴と 徵菌 との 間違 ふに 至って は 失笑の 外ありません 嘗私 

は 電話で 立 田 川と 云 ふ 相撲と 間遠 へられた 事が あります が 馬 琴の やうに 黴 _w に 間遠 へられる 事 を 思 

へ はま だしもの 方で せう 頓首 

一六 二  〔-:- 月 一； T- 五：：：： 横效 おから。 端 書、 松！： 譲-が〕 

r 每曰」 に 馬 琴が 出 だした 插 縛で ポクの 書いた 八 間が 出て くるの は へ んな氣 のす る もんだ 出来 は 或 部分 

は甚惡 いし かしち よいく 傑作な 所 も ある モウ 一 つ 書け と 云 ふから 害 かう かと 思って ゐ るが それにし 
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て も それ は 新年へ だ 早く 「法 城 を 護る 八々」 の顏が 見たい な ボタに あの 小說を 書かせれば こんた 插畫 

を かくよ 〔こ の 下に 何 かわからぬ 緒 ぁリ〕 

(西 田さん の 本 を よんだ か フヂ ヲカ曰 二 千 五 百年の 名著 だ と よみたい がム ヅカシ さう でい かん) 

圓 光の ある 中外 を、 途 つたよ 奥さん はま だか へらない かいかへ つたら 菅 さん 行 をす すめて 一 しょに 來 

ないか 湘 南の 秋 光 は 中々 いいよ 僕 は 小閑 を 得る と 汽車で わざわざ 逗子鎌 倉へ ゆく が 一 人で はつ まらな 

、 

雁 は 見ず 墮落 せ と 聲を 聞く 夜 に て 

一 六 三 〔十月 二十 七：：： 橫 iglfo; から。 端嘗、 一 y-::! 鏡 子 宛〕 

端舊で ごめんなさい 奥さんが ぉ歸り ださ- 「だから これ を 書きます 

こんどの 水曜日 (景 一 曰〕 は 休 曰で 僕 は 橫須賀 で 退屈な 時間 をつ ぶさなければ なりません そこで 奥さん 

がその 日に 菅 さんの 所へ お出でに なると 僕 も 鎌 倉へ 行って 一 しょに 泰平な 曰 を 達れ る 事になる から- 

if 便利 です が 如何で せ うな るべ くさうな さい 切に おすす め し ます 鎌 倉 は 今 中 々 景色 がよ ろしい 松 岡 も 

大に來 たがって ゐま すだから 是非 お出でなさい 以上 

一 六 四 〔十月 三十 H 横须贺 から。 端甞ニ 枚、 松岡讓 -：^〕 

用 を 先に かく ボ クには S リ L  L  EN と 云 ふ 事の 意味が しっかり わからない の だが それ を 出来る 丈 分 

る やうに 舊 いてよ こして くれない か (常識的に しか わからな いの だ) 

两 田さん は ボタ もよ み 出した えらい 入が えらい 事 をし 出した もんだ と 思って 驚嘆しながら よんで ゐる 

寶際こ つ ち の 不眞 面目な 所 へ 棒喝を 食 つて ゐる やうな 氣 がする ねボ ク なんか 餘計 さう 思 つ た 

ポク は Ar 後賴 まれて 而 して 書く 事 はやめにし たさう しなく つち ゃ敎師 をして 生活費 を 得て ゐる 甲斐が 
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ない その 位なら 作家 商賣を やる 方が 餘程氣 が 利いて ゐる 一 年に 一 つ 位 書ければ それで 本 Si だ 場 介に よ 

つち や 一 年 位 韜晦す るの もい いと 思って ゐる それから 今後 新聞 雜 誌の 文 藝 批評 は 一 切緣を 5- つてよ ま 

ない 事に する つもり だ あれ を 讀んで 幾分で も 影響 をう けない には餘 りに 僕 は 弱す ぎる から。 さう して 

少 しづ つで もし つかり 進む つ もり だ 乘らな い つ もりで も 調子に の つて ゐた， H 分 を か へ り 兄る と 醜. 血れ 

類 だ これから 尻 を 落ち つ け る今氣 が ついて よかつ たと 云 ふ氣 がする よ 何に して も 前途遼遠 だ (以上 1 ) 

奧 さんに 天 長 節 に お が なくって がっかい しました つ て 云 つ て くれ 給 へ 僕 の 美辭 麗句 も 一 向 誘^ 力が 

なかった かなと 思って ゐる もし 都合が よかったら 天長節の n の 午前 ポクが 電話 を かける までう ちに 

ゐて くれ 給へ い や もし 天長節 の En が ひまで な か つ た らゐ て も 仕方が ない もし ひまが あったら ゐて くれ 

給へ さう すると 時間 をき めて 君に 来ても らふから。 鎌 倉 あたりで お ち 合 つて 悠々 と ： 案 でも 眺め た い ： 案 

でなければ 煙で もい い 實際今 鎌 倉に は 至る所で 落葉 を燒く 煙が 上って ゐる 夕方 は. が？ でも その 勻、 がする 

In: 並 だが 俳味が あるね 

今月の 久 米の 小 說 はいかんね うまい 所 はうまい が 書かう とした 事が ふらふらして ゐ るよ And  it  may 

Ibe  unfaT2n.al)le  for  himself,  I  fear,  beciplcs が 何 か 云 ひさう だと 思 ふ 昨：：！後藤に^！：っ 

たら 君の 帝 文の 小說を ほめて ゐた 猶久保 勘に よると 「法 城 を 護る 人々」 の 方が 罔い さう だ 後藤 は 「和解」 

は惡 作で 「異端者の 悲しみ」 の 方が 遙 かにい いと 云って ゐ たさう して 又 肥って ゐた. K 際羡 しいよ ポク 

は 惡靈も よんで ゐる カラ マゾ フ程 ではない がず ゐ ぶん 感心 させられる (以上"】) 

I 六 五 〔十月 横. m 贺 から。 松岡讓 -MJ 

ここに 二人の 許嫁の 男女が ある さう して それが 如何なる 點 でも 幸福 だとす る その 時 その 許嫁の 與がこ 

んど X  X の 書いた やうな 小說を 書いた とする —— としても その 間に は 何の 波瀾 も 起ら なく はないだら 

うか だから X  X の あれ を發 表した と 云 ふ 事 は周圍 とか フィァ ンセ とかに 對 する 眼が あいて ゐな いと 云 
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ふ 愚に よるの だが、 周圍は 存外 わかって ゐた かも 知れない 同時に それ 丈 フィアンセに 對 して は 盲目 同 

樣ぢ やなかったら うか こんな 考へ方 をす ると あいつが 氣の 毒に もな つて 來る 

それから 又 あいつが あん^もの を 書く の は實際 以上に 幸福な 自分 を 書いて 慰めて ゐ ると 云. ふ 事 も あり 

さうな 氣 がする これ は フィアンセに 對 して 盲 UI なのと 矛盾す るか も 知れない しかし 盲目な らんと する 

努力と 見れば 矛 15 ではなくなる だら ぅ强 ひて 自分 を 幸福に 書いて 自ら 慰める と 云 ふ 事に は 多少の 同情 

がない 事 はない 僕 は 君に わかれてから こんな 二つの 考へ 方で あいつ をより よく 見る 事が 出来さうな 氣 

がして 來 たさう して さう 見る 事が 義務の やうな 氣 もして 來た それ は 愚 だし 愚 だけに 腹が立つ がさう 見 

れ ばあいつ に對 する 好意 だけ は 失 はれずに すみ さう に 思 ふよ 愚の 方ぢゃ 我々 もい つどん な 愚 を やる か 

矢 ォな 、力， レ， W 

しかし 愚 は 愚 だね 歸 つて あの 小說を 見たら 又 しみじみ さう 思った よ 僕 は 君に 話した 通り 純 粹には あの 

件の 成立 を 喜んで ゐ ないから それだけ あの 小 說を發 表した 結果に しても 冷淡に なり 得られる の だが そ 

れ にしても 愚な のでが つかりす る 何か變 動が 起る かも 知れない し 又 起り さう だが その 原因 はやつ ば 

り 自然に 背 いた 罰 だ と 思 ふ どうも あ の 事を考 へる と へんに 不安に なって いけない 

十 一 月に なったら 三土會 前に 来ない か 一 日 ゆっくり 遊びたい から 

.  ■ 龍 

讓 君  - 

一 六 六 〔十 一 月 三日 横須賀 から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

君の 秋 齊雜筆 を 見て 少し 困った あれ は ポクの 書かう として ゐる やうな ものなん だから。 ああ 云 ふ 形式 

が 一 番樂 でい い 僕 も 近々 に 書かう と 思った が 君の が 出ち ゃ當分 やめ だ 僕 は 眞山民 君より 元 遣 山 君の 方 

がすき だね すきと 云 ふ よ り實際 えら い と 思 ふ の だ こ ん ど 君が 來 たら 見せ る か ら讀ん で くれ 陶靠杜 王 と 
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力 そ へ て來 ると どうしても 遣 山 へ來 なくつ ちゃ を さまらない の だ 今夜 晴れた 穴ケ を：！ 亡-」 句 を 乍った 

天の川 見つつ 夜 積み や 種 茄子 

(ヒ マが あったら 來 ないか n 曜 にはゐ るから) 

一 六 七 〔十 一 月 十三 H 横須贺 から。 端 書、 松岡讓 -ぱ〕 

何度も 手紙 を 書いて やめに した あれ は ああなる のが 自然の 意志 だと 云ふ氣 がする 一 度 上って 奥さんに 

も 御 話しした いが 多忙で (今 卒業 試 〔驗〕 だ) 曰曜 にかへ つても 碌に 暇がない 君から よろしく 甲 上げて く 

れ給 へ 「法 城 を 護る 人々」 は 力作 だと 思 ふ 材料の fulness から：； ム つ て も 態 .i^ の つきつめた 所から 云って 

もさう 思 ふ 唯 あれ 丈の 長さに 書いた ので は 材料の 整理が 十分に つき かねる あの 二三 倍の 長さに 書いて 

^ る ベ きも の だ .ぃ うし かし それ は 君 も氣が ついて ゐ る だ ら う と 思 ふその 外に 申し分な し だ e: 然 苗寫 i  A 

輪^^、の美を極めてゐるね 以上 

一 六 八 〔十 一 月 十四 n: 横 一 ^おから。 端醫、 お 忠雄 宛〕 

お 手紙 難 有う 胃が 惡 くつち やい けません ねこの 間 は 赤 不の駄 辯に 返 K させられ たでせ うその 中に 新 胡 

^から 「煙草と 惡魔」 を 達ら せます モウ 少し 待って 下さい 野 間から もう 面倒臭い か， い 郵-史 物の 韓， siif 

ると 云って 來 ました， 辛-極 尤もです お 序の 節 私から と 云って 禮を 云って 下さい とりあへ ず 御 返； 拳まで 

一 六 九 〔十 一 月 十七：；！ 横^ 贺 から。 端 害、 松！： 譲^〕 

舉 校の 進級 會議で 三 土 會には 出られない この頃 實に 多忙 だ (學 校が) ポク は 新年 號に 探偵 小 說を窗 いて 

ゐ る 最後 の 賃仕事 と 云 ふ 湫が する から 大に 與太を とば して ゐる が 内心 は少 しはら はらし て ゐ る よ あ 

ん まい， 與太 すぎる からね しかし 一 寸面 {n い 事 は 面白い 
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病氣 がな ほったら 鎌 倉へ でも 遊びに 來 ないか それから 奥樣 にも 傳 言して くれ 給へ 天 高く 馬 肥 ゆるの 候 

管さん の 所へ 出かけません かって。 菅 さん 所でな くっても いいんだ。 久しくお g にかから ないから 一 

寸奥樣 の 話が ききたい 氣 がする 以上 

一七 0  〔十一月 二十  一 H 橫須賀 から。 端 書 、松！； 讓- が〕 

拜啓 君が 用が ある 由 江 口から 聞いた 僕 はこの 頃 目が ま はる 程 忙しい 新年 號と 人に 約束した 社交的の 訪 

問と で 忙殺され るの だ だから もし 君が 都合が よかった らもう 少し 待って くれな いかしかし 急 を 要する 

なら 今でもい \但 それ も そっちへ 行ける かどう かわからない 午後で も 鎌 倉 あたりで 落 合 ふなら 都合 も 

い- - これ は 少しも 遠慮せ ずに 返事して くれ 給へ 僕 は 今度の 事件で 或は 一 番 深い 經驗 をして ゐ るの は 久 

米より も 寧君ぢ やない かと 思って ゐる と り あへ ず 返事まで 頓首 

一七 一 〔十一 月 二十 三日 横濱 から。 端瞢、 松！： 讓- が〕 

拜復ぢ やお 互に 暇に なつてから にしよう X  X に はそんな 彌縫 策なん かしない やうに よく 云つ たんだけ 

れど萬 一 そんな 氣も 出た かも 知れない こな ひだ 會 つた 時 大分 冷水 を あびせる やうに してやつ たの だが 

ポク は 今 曰 原の 御馳走で 橫 濱へ來 たこれ を へんな レ スト ランで 書いて ゐる そばの ピ ァノで ボイが 何 か 

ひいて ゐる 甚橫濱 らしい 

こんど 新 小說へ 「開化の 殺人」 と 云 ふ もの を W く 一  種の 探偵 小說 じみた もの だ 

先生 沒後 一 年と は 早す ぎる 位 早い 

人 去 つ て 穴ュ しき 菊 や 白き 咲く 

一七 二  〔十一 月 二十 五 EE 端から。 端 書、 池^ 忠孝. お〕 


折角 だが 多忙で 上れなかった 今夜 これから ョ コ スカ へ歸る 新年 號の 如き も 引きう けたので 後悔して ゐ 

る 序に 名句 を 披露す る 以上  . 

た そがる る 菊 の 白 さや 遠き 人 

白菊 や 句に も あ る 影 曰 なた 

十一月 廿 五日  椒 n 道 人 

I 七三 〔十二月  一 H 撗須贺 (推定) から。 端 書、 池： t 忠孝 宛〕 

Que  m ぶ mxsl-lio  que  tn  sois  sago 

徂く 春の 人の 名と へば ぼん太と ぞ 

その 人の 舞へ るに  . 

行け や 春とうと 入れた る 足拍子 

その 人の わが 上 を 問へ るに 

暮 るるら む 春 はさび しき 法師に も 

われと わ が 睫毛 見て あり 募る る 春 

一 九 一 七 年 日本の 詩人 思 を R 本の 校 書に 寄す るの.：？ を錄す 

Iain 

I 七 四 〔7- 二月 三 H 横須贺 から。 营 虎雄 宛〕 

拜啓 来る 九日 夏 目先 生の 一周 己 吁の節 先生 も 御出でになる だら うと 思 ひます が當 H: 式 後 御 暇なら 川端 
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の 私宅へ 御 立 寄り 下さいません か 方 外の 額 を 御らん に 入れた うご ざいます から 右 御 誘 ひまで 頓苜 

十二月 三日  芥川龍之介 

菅 虎雄 樣， 

一七 五 〔六^ (推定〕 十二月 六 H 。端 書、 久米正 雄 宛〕 

拜啓 八 曰 午後 二 時半と 三時との 間に 銀座 カツ フユ パウリ スタ にて 落 合 ひたし 返事 待つ 大 至急 以上 

I 七 六 〔十二月 八日 出端から。 薄 W 淳 介^〕 

拜啓 新年 號を 二つ 書く ので 大分く たびれ ますから なる. く/切る の はお そくして 下さい 出來 るなら 

来年へ 少し はみ出し たいので すが、 題 は 「開化の 殺人」 としてお いて 下さい 或は 「踏 繪」 と 云 ふのに なる 

かも 知れません が、 なる 可く 暇 を澤山 下さい 原稿料よりも 書く 暇の 長い 方が 難 有い のです だ 力ら 外の 

人の 原稿 をと つて 私の がお くれても いいやう に ゆとり をつ けて 置いて 下さい その 點を よろしく 願 ひま 

す 以上 

.  F  Ml  VP 

十一 一 HT 八 曰  ず j  f  iM ィ 

薄 田 樣 侍史 

一七 七 〔十二月 十：：；： 出端から。 久米 正难， お〕 

君の 事が 曰々 に 出て ゐ るの を 見た (ポクの 事 も 出て ゐ るが〕 あんまり いい 氣な もん ぢ やない 菅 さんに 敎 

へられて 往来で 新聞 を 買って よん だんだ が實際 妙な 氣 がした XX さん も あ，^ なると 少し 氣の毒 だね 

ポク は 心臓の 調子が 惡 いので 一 枚 も かかずに しまった 肺の 方 は 少しも 掛 念ない 由 犬に 安心した 似 喉 は 

大分 こ はして ゐる 煙草 は當 分の めない  . . 
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何しろ 世の中 はでたら めな もの だな 

木枯らし やどち へ 吹かう と 御意 次第  X 

十二月 十日  龍 

久米 正雄樣 

一七 <  〔十二月 十一 H 田 端から。： 卜ね 動-お〕 

拜啓 漱石 先生 遺墨 出来 候 間 御^に かけ 候 ゆる/ \  、御覽 下さる， H- く 候 小生 未 風流 地獄の 業 を 脫 せず 廿 

日 頃まで は 呻吟 致す 可く よろしく 御 W 情 願， L; 候 頓首 

十二月 十一 日  我 鬼 生 

本； 谷 先生 梧 右 

一七 九. 〔十二月 十 sin 横须贺 から。 端瞢 、松！： 譲^〕 

手紙み た 十二月 號に ろくな もの はない らしい ポクの 名 を 騙って 雄 辯で 金 をと つた 奴が ゐる黑 潮で かた 

らうと したやつ と：：^ 一  人 だ 物騒で 仕方がない 戲作 三昧 は士曜 にかへ つたら 達る 休み は 二十 H からだ 奥 

さんが 菅 さん へ 来られ る と 云った が 二十日 か 二十 一日 に 来られる と 一 しょに 東京 へ か へれて i^l 都 八 "が 

いいんだ がな その 旨 奥 さんに 言上して くれ ポク は 九 n 以 來ノド を ひどく こ はして 悲觀 して ゐ る 夜 は 完 

く 出られな い 煙草 も當分 のめない 新年の 新 小 說へは 两鄕 隆盛 と 云 ふ へんてこな もの を 書 いたか " 出 た 

ら よんでくれ 新潮 は 「首 を 落す 話」 で 失敬した どうも ゥ ハ キ をして ゐる やうな 氣 がして くだ、.： なくって 

いや だ 来年 はべ ゾ キ ヨウしたい 僕 は 最近 橫須 賀の藝 者に 惚れられた よそれ を 小 說に誓 かう かし. 心った 

が 天 下 に 紅淚を 流す 人が 多 いから やめに し た憨 來年か ら鎌倉 へ 定 化す る柬， おへ 來 いとすす めて くれ た 

先輩 も あるが (グ レ エフ ェ はいくら だったい こんど 怫ふ) 
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湘南 の 梅花 我 詩 を 待 つ を 如何せ む 

I  AO  〔十二月 十八 日 橫須贺 から。 端瞢、 松 岡 讓{ 兆〕 

拜啓 その後 九日 會で 酒と 煙草と を やった 爲に すっかり 喉の 具合 を 悪く し 又 痛く つて 悲駕 して ゐるそ 

れで とても 孤影 蕭 然として 二十 二日まで は ゐられ ないから 十九 曰に 東京へ かへ らうと 田 ひふ 鎌 倉へ ま 借 

家 を 見に ゆく から その後 出直しても いい 兎に角 二十日に 君の 所へ 行って 話さう どうも 喉頭 結核 こなり 

さうな 氣 がして 心細い 頓首 

二伸 これ を 書いたら 丁度 君の 手紙が 來た宛 書き は彷 敦煌 斷簡 だよ 

I 八 一 〔十二月 二十日 橫須贺 から。 端 書、 菅 虎雄 宛〕 

はがきで 失 纏 致します 今日より 東京 市外 田 端 四 三 五 へ參 ります から 以後 御用の 節 は その 方へ 御 申し 

越し 下さい まし 右 御 通知まで 

十二月 廿日  芥川龍之介 

一 一 伸 摘 借家 力 こざいました ら御敎 へ 下 さ る やう 願 ひます 以上 

一八 二  〔十二月 二十 二日 田 端から。 下 鳥勳 宛〕 

拜啓 御病氣 如何です か 御大 事に なさい 先生が 御病氣 だと 甚 僕まで 心細い 氣 がします 

それ 力ら 申 兼ね ましたが 漱石 先生 遣 墨 御用ず みで したら 使の 者に 御 渡し 下さいません か 今日 日曜で 來 

た 人が 見たい と 申して ゐ ますから 右 御 願 ひまで 頓首 

十二月 廿ニ  R  芥川龍之介 

0 谷 先生 梧 右  . 


1 八 三 〔十二月 二十 二：：： 出端から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

拜 啓明廿 三日 夕方より 御來駕 下され 度 願 上 候 久米も 參る箬 に 候 頓首 

芥川龍 之 介 

.  一八 四 1,,^ 二月 二十. I ハ HE 端から。 管忠 难^〕 

军复 御手 低拜 見し ました 學 校が 廿日に 休みに なった ので こっちへ 歸 つて 来て 居ります もし 借家が 見 

つ か つ たら 敎 へ て 下さ い 借家 さ へ あれば 一 月から 鎌 倉 へ 住みます 貧乏 だから 十五 圓位 でな くつち や 

けません それから 寢坊 だから 停車場に 近くない と 困ります 但 電車の 利かない 所で 停 単 場 力ら 七 八 町 離 

れてゐ るよりも 電車の 利く 所で 十 町 離れて ゐる 方が 遙 にい \ 事 は 勿論です その 二つ さへ^れ カー 致す 

e. ま 少し 立ケチ なう ちで も： 欢！ K します どうか 骨 を 折って 見て 下さい 

新年 號の あとで 大阪每 I 鎮まれた ので 又 弱って ゐ ます 鎌 倉へ 行ったら 高濱 さんへ つれて 行って 吓さ 

、， 句で もやって 閱 寂に 幕したい と 思 ひます 頓首 

士 一月 廿三： n  ョ j  f 」 ノ 

菅 忠雄樣 

二 申 本 0 小包 は 君が あけ て 見て 下 さ い さう し て も し 像 越 君 の 本 だ つ たら その 旨 僕 へ おら せ て T 

さ い さう す る と 宮崎氏 へ 鱧狀を 書きます 本 は 當分君 の 所へ 置いて 下さい (だから i., い 崎 K の 所も敎 

へて 下さ いソ 洗濯屋へ は その外 何も ゆかなかった でせ うか その 小包に 崎 氏の 手紙で もつ し」 ゐ 

なかった かと 思 ひます もしつ いて ゐて それ を讃 まない と賈 つて くれと 云 ふの を 貰った つもりです 

2  ます やうな 事になる かも 知れません から 以上 

^ 三 中 拜許 こな ひだ 上った 時 君が 留守で 一寸 殘 念でした その 節 先生に お 願 ひした 簞笥と 書棚 は 
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明日 か 明後日 着く さう ですから 何分よ ろしく 願 ひます 東京 殊に 田 端 は 寒く つて 悲觀 して ゐ ます 

以上 

十二月 廿 六日  芥川生 

忠雄君 

一八 五 〔六 年 (推定) 田 端から。 島 谷 洋服 店 宛〕 

相 着 を 着に 歸京 したれ ど 相 着な し 

サビ 

初 袷なくて 寂しき 歸 省かな 

お 早く 御 願 ひ 申す 

芥川龍 之 介 

一八 六 〔六 年 (推定) 缣 倉から。 =1 夏耿之 介-お〕 

黑潮は 人に 惜して ありません ゲ スタロ マノ ルム は 御と どけし ます それからもう ー册 マリア の 本 は 私 

が 持って ゐ るより あなたが 持って お出での 方が 天下の 爲 になり さう ですから 失禮 ながら 差 上げます ど 

うか 御 笑納 下さい 今 小說を かくので 大 多忙です 

龍 

日 夏 樣梧右 
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大正 七 年 

一八 七 〔一月  一： 115 端から。 端蔷、 营忠雄 宛〕 

忠 雄さん は 何時まで そちらに お出でで すか 僕 は來週 中で も錢 倉へ 行って さがして 下す つた 家 を 見たい 

と 思 ひます 頓首 

一八 八 〔一月 十九 日 田 端から。 恒藤恭 宛〕 

僕は來 月に 結婚す る 結婚 前と も 思へ ない 平 靜な氣 でゐる 何だか 結婚と 云 ふ 事が 一 つの ビズ ネスの やう 

な氣 がして 仕方がない 僕 は 子供が 生れたら 記念すべき 人の 名 をつ ける 僕 は 伯母に 負って ゐる 所が 多 

い から 女 だ つ たら 富貴 子 男 だ つ たら 富貴 彥 とか 何とかつ ける つもり だ 或は 伯母 彥 もい い と 思つ て ゐる 

その あと はいい 加減に やっつけて 行く 夏 目さん が 申年に 生まれた 第 六 子に 伸 六と つけたの は 犬に 我意 

を 得て ゐる實 は 伯母 彥と云 ふ 名が 今から つけたくて 仕 万が な いんだ 

こ の 頃 は 原槁を 皆斷っ て の ん きに 本 を よんで ゐる 英國の 一 一流 所の 作者の 名 を 大分 覺 えた 

爪 とらむ その 狭 かせ 宵の 春 

ひきとむ る 素 袍の袖 や 春の 夜 

燈臺の 油ぬ るむ ゃー仪 半の 春 

葛 を 練る 箸の あがき や 宵の 春 

春の 夜の 人 參湯ゃ 吹いて 飲む 

こ の 間 運座 で 作つ た 句 を 五つ 錄 してやめ る 
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一八 九 〔一 月 二十 三 H 橫须贺 から。 端 書、 菅忠 雄-お〕 

拜復 いろく 家の 事で 御 心配 を かけました 今度の 金曜日の 二 時 頃 上ります から 見せて 項き ます もし 

その 日 行かれなかったら 翌 土曜日の 午前中に 上ります 夏 目さん の 御 墓の 石 刷 も 先生へ 御と どけ. 甲す爲 

に 持って来て 居ります から それ も その 節 持って 上ります 以上 

一九 0  〔一月 二十四日 橫須贺 から 。松！： 譲 宛〕 

手紙 見た 久米 はう つち やって 置く がい，^ 僕の 結婚 は いづれ 通知す る八ム 務の關 係と 家事の 關 係で 日 ど 

り はま だはつ きりし ない 大體 きまって ゐる がまぎ は へ 來て變 るか も 知れない とにかく 來月 である 事 は 

事 實だ但 これ も久米 始め 誰に も八ム 表して ない 僕の 細君と 學 校との 關係上 結婚の 完る 前に 公に したくな 

いから だ 何しろく だらない 用が 多くって うるさく つて 仕方がな いその 中で 小 說を霄 くんだ から やり 

切れないよ こいつ 一 つ 書い ちまへば あと は 書いても 書かな くっても い-^ ん だと 思って それ を樂 しみに 

書いて ゐる久 米に は實際 こまった もの だと 思 ふよ この頃 あいつの 創作 上の 問題に 關 係して しみじみ さ 

う 思った 結局 匙 を なげる のかな とも 思 ふとに かく 惡ぃ所 を 愈惡く 出して 來た事 は 確 だもう 何と 云って 

も 仕方がない 以上 

芥川龍之介 

松 岡讓樣 

二伸 金 を うけとつ， て くれ この 中へ 封入した から 

一九 I  〔一  月 二十 九日 横須賀 から。 端菁、 池 崎 忠孝 宛〕 


留守に 御枉駕 を： t  くし 恐惶々 々今後 は 大概 午前中に お出で 下されば 間違 ひなし この頃 友 去り 戀络 しく 

调懷こ の 事 也 暇 だ つたら 又來て くれ 給 へ 

寫懷ニ 句 

片戀 や 夕 冷え冷え と 竹 婦/、 

靑奴 わが 揚州 の 夢 を 知る や 否 

一九二  〔一  月 二十 九日 撗須賀 から。 端醫、 菅忠雄 宛〕 

お 手紙 東京から 廻 達して 来て 今日 拜見 しました 明 水曜 曰 午後 三時 一一 十分 橫須 |夙發の 汽車で 參 ります と 

り あへ ず 御 返事まで 

いろいろ 難 有う ございました 頓首 

一九 三 (一月 三十  一 n 横須賀 から。 薄田淳 介-冗〕 

拜啓 御 歸阪の 事と 思 ひます からこの 手紙 を 書きます 御上 京の 節 は 折角 御 たづね 下す つたのに 何の 

御 もてなし もな く 甚失禮 しました あの 夜 韻 松 亭で久 保 万に あ ひ 鴻之巢 行き をす- - めら れ ました カー 二 卜 

會へ來 る 人に 僕の 學 校の 用む きを 傳 へる 必要が ありまし たから 缺席 しました それ も 序に 御 諒察 を^ ひ 

ます 小說 目下 進行 中です 二つ 書き そくな つたので 三つ 目です 出來 次第 御这 りします その 節 御 話し 

の 件 もよ ろしく 願 ひます この 二月から 生活 狀 態が 少しち がふので 月收 がふえ ると 非常に 氣が くなる 

のです 近々 鎌 倉に 移轉 する 等です 三 浦 半島 もこの 頃 は 中々 寒 氣が甚 しいので 寒がりの 私 は 大に閉 

口して ゐ ます. 唯 東京へ かへ る 途中で 所々 の 日 だまりに 梨の 返り 花が さいて ゐ るの は聊人 意を强 くす る 

6 こ 足り. ます 

1  灰 墨の きしみ 村黌の 返り 花 
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一月 # 一日  芥川龍之介 

薄 田 涼 介 樣梧下 

一九 四 〔一月 三十 一日 横须贺 から-。 菅忠雄 .^〕 

昨日 はどう も いろいろ 御世 話樣 になり ました あとで いろいろ 考へ ると どうも その 松林の 中のう ちの 方 

がよくな つたので すが、 それ は 青-際 ぢ きに 明き ませう か 便所が 一 つなのと 井戸が 遠い のと はどう も少 

し不 さう です 日 當りは 少し 位 悪く つても よろしい 元 來僕は 北向きの 晴ぃ 部屋が 一 つ 欲しい のです 書 

齋 こする のです から もし 明く のなら 近いうちに 見せて 頂きに 上っても よろしい 手金 は 一 一圓 だからす 

てても かま ひません 半月 位なら その 方 を 待ち ませう 御 面倒ながら お 返事 を 頂けない でせ うか (田 

端の 方へ) 以上 

一月 景ー曰 朝  芥川龍 之 介 

菅忠雄 樣  ■ . 

一 九 五 〔： 一 月 S 端から。 恒藤 恭^〕  • 

女の 名 は 

加 江 (下 加 茂を紀 念す る ならこれ にし 給へ〕 

紫 乃 (子) 

さ ざれ (昔の 物語に あり 復活して もい ， ^名と 思 ふ) 

茉-莉 (子〕  ,  . 

糸 井 (僕の 友人の 細君の 名 珍しい 名 だが 感じが い \ から) . 

これで 女の 名 は 種 ぎれ 男の 名 は 
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治安 

，(二つと も德川 時代の ジ ヤン •  口 オランの 飜譯 一寸 興味が あるから きいた) 

哲。 士朗 (この 俳人の 名 はすき だ) 

俊。 山彥 (原始的 詩歌 情調が ある ぜ 」 

そんな ものだね  ， 

書け と 云 ふから 書いた がなる W  く は その 中に ない 名 をつ けて 欲しい その 屮の名 をつ けられる と-^:;) か 

その子 供の 運命に 僕が 交涉を 持つ やうな 氣が し て {4.; 恐し い か ら 

一 九 六 〔二月 一 ：：： 田 端から-。 江 n^. 冗〕 

啓 高等 工業 學 校の 中原 虎男 君 を 紹介し ます 同 君 は 高等 工業の 文藝 部の 講演 會の 事で 君の 盡カ を，  馎た 

い の ださう です 不惡御 取 計ら ひ T さい 

二月 一日  芥川范 クー 介 

江 ロ水鄕 先生 梧 右 

一九 七 〔二月  一 H 田 端から。 端 書、 松岡讓 宛〕 

お たづね に 從ひ御 返事す る 僕 は 明 二日 結婚す る 細君 は當 分う ちに 置いて 僕 だけ 橫^ 賀で 下宿ず まひ 

をす るつ もり (二伸 約束 上 成 瀬へ もよ ろしく しらせて くれ^へ) 鎌 倉に はま だ 適 富な 借家が 見つからな 

い と に かく 貧乏 で 悲觀し て ゐ る これが 僕 の 害 いた 唯一の 結婚 通知 狀だ こ の 後 も 書かな い だ ら う と 思 ふ 

頓首 

一九 八 〔二月 五 ：= 横须^ から 。松！； 讓- お〕 


年 七- lE 大 


169 


僕 は 今 曰 ュ ー デ ィ ッ トを よんだ いやみ マ もよ み つ つ ある さう して 恐し い 感激に 打た れつつ ある この 壯大 

な 力 はどう だ 僕 は 何ん とも 云 ふこと は 出来ない あの 基督教と 異教との 峻辣を 極めた 對 立の 中に 肅々 と 

して 動いて ゐる 恐し い 運命 を 見せつ けられる 時 一 たまり もな く 僕 は 掃蕩され てし まふ 我々 の 書いた も 

の 我々 の 仲間の 書いて ゐる もの は餘 りに 見すぼらしい 餘 りに 何でもな さすぎ る 神の 靈感 によって 兄 を 

打ち殺せと 叫ぶ ダ 二  H ルー 人 を 描いて さへ 我々 の 仲間の 作品に 何十 倍す る價 値の ある ものが 生まれる 

か 知れない の だ それ を ここに はホ 口 フ ュ ル ネスが ある さう して 更に 「自然 苦」 の 如き ュ ー デ ィ ットが あ 

る 何と 云 ふ 段ち が ひだ この 如く 捕へ この 如く 描いて こそ 眞の 悲劇 は 誕生す る 誰か これ を 書く もの はな 

いかい や 或は 吾々 の 中の 誰かが これ を 書かなければ ならない ので はない か 僕 は 恐し い がする あらし 

の 海 を 前にして それへ 舟 を 出せと 云 ひつ けられた やうな 氣 がする 出せと 云 ひつ けられた もの は 無數に 

ゐる。 僕 も その 一 人 だ 君 も その 一 人 だし かし あらし は 影 群と した 波 を 傷って ゐ るする 事 はやり 切れな. 

く 恐し い 事 だ 僕 はいい 加減な 情調 や 哲學が 一 時に 頭から 吹きとば されて しまった やうな 湫 がする 君 は 

よんだ 事が あるかないなら 是非 よんでくれ あるので も 昔だった らもう 一 度 よんでくれ すべ てが 今の 

ま \ では 駄目 だ 自分 も 駄.！ n だ 日本の 文壇 も 駄目 だ 

これ は學 校で 書いた 興奮して ゐ るから 後でよ みかへ したら 變な 事が 書いて あるか も 知れない しかし 變 

な 事で も 書かない では ゐられ ない 僕の 心 もち を 知って ゐて くれ 紙がなかった からこん な もの へ 書いた 

何だか 一 時 も 早く 頭の 中に 持って ゐる 「阿闍世 王」 を 書きた くな つた それに はま だ いろんな もの を讀ま 

なくて はならない それが 待ち 遠い 氣 もす るいら 立た しい 氣も する がどうしても やらなければ 駄目 だ 

僕 はこれ から 貧乏しても 勉強に さしつ かへ ない 丈の 金 を 持 へ る 僕 は 新 思潮 創刊 當時 の 情熱が 又 かへ つ 

て來 たやうな 氣 がする 一 しょに やらう や 

こな ひだ 谷 崎に あった あいつ も 恐し い 勢で 勉強して ゐ るよ 當分は 怫敎の コ スモ 口， ギィを やる と 云って 

ゐ たつけ 俱舍 をよ むの を樂 しみに して ゐ るんだ 僕 は 今う ちから 通って ゐる 近々 鎌 倉へ 移る つもり だ 新 
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婚當時 の 癖に 生活より 藝術 の 方が どの位つ よく 僕をグ ラ スプ する かわからない ひま が あ つ たら 遊び に 

來 てく れ久 米が あんなに なって 見る と 僕 は 君の 外に 道づれ はない これで やめる 又ュ ，デ イット をよ む 

さやうなら 

I 九九 〔二月 五 H 田 端から。 小鳥 政 二 郞宛〕 

拜啓 お 手紙 拜見 致しました 御 心配に は 及びません 文 債 を 負 ひながら 私 は 相不變 ぶらぶら なまけて ゐ 

ます今日風暖梅杏艸堂無客^^泰平です 頓首 

き 

小島 君 梧 下 

二 00  〔二月 五 m 一^ 京から。 端 書、^ 忠 雄苑〕 

拜啓 先達 はお 手紙 難 有う 今日 學 校で 聞く と 八幡 前の 天 松と 云ん 天 ぶら やの 持 家で 停車場から 近い 所 

(クロ ガ ネ井戶 へまが る 横、 町の 手前、 八嶙 前の 通の 裏通り) に 一 軒 ある さう ですから それ を 見ながら そ 

の 松の 中の 家も拜 見に 出る つもりです 曰 は 今度の 木曜 U の 午前に しょうかと 思 ひます もし 御 暇だった 

ら御 在宅 下 さ い さう して 又 僕 を 案內し て 下さい 僕 は 二月 二  nn に 結婚し ま し た 以 上 

一 一伸 當分田 端から 每曰 橫須賀 へ 通 ひます 

二 oi  〔二月 十： UK 端から。 加 能 作次郎 宛〕 

拜復 とても 書け ません よ 駄目です どうか 堪忍して 下さい 天下に (t を 一 にして 斷 つて ゐる だから 巳む 

を 得ません 

それから い つ ぞ やの 愛蘭 土神 話 集の 原稿 御 面倒ながら 牛 込" 束 五軒 町 仆八坂 崎 侃 氏 宛 害留 小包に て 御 
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達り 下さい 書留 小包 料 は 三士 會 でも 御 眼に か \ い 次第 御辨 償し ます どうか 御手 數 でもよ ろしく 街 取り 

け はから ひ 下さい 

とにかく 當分 書かずに 營菱分 を 攝！^ します 頓苜 

一一 月 十： n  芥川龍之介 

加 能 作 次郞樣 


二  0 二  〔二月 十三 日 横須贺 から。 薄田淳 介-が〕 

拜復 梁 雲 奉誦、 問題の 性質 上學 校の 首席 敎官 とも 一 寸 相談して 見ました が 大體差 支へ あるまい とい 

ふ 事です から 條件第 一 で 社友に して 下さい 齟齬 するとい けない から 念の 爲 その 條件を 下へ 胄き ます 

1 、 雜 誌に 小 說を發 表する 事は自 ffi の 事 

二、 新聞へ は大每 ( 東 曰〕 外 一 切 執筆し な い 事 

三、 右二、 を大每 (東 日) 紙上で 發 表して 差 支へ ない 事但 その 文中 「公務の 餘 暇なる」 字 を 入れる 事 (勿 

論肚 友と 一 K ふ 事で なく 執筆 を 新聞で は 大每に 限る と 云 ふ 事を發 表する のです〕 

四、 報酬 月額 五十 圓 

五、 小說の 原稿料 は 従前 通り + 

これでよ かったら その 旨 田 端 四 三 五 私 宛 返事して 下さいい けない 場合 も 问樣田 端宛稱 一報 願 ひます 

又 目下 讀賣の 依 賴で七 枚ば かりの 小品 を 一 つ 同社の 爲に 書き ましたが これ は 契約 前の ものと お見なし 

下さい 多分 今度の 日曜 附錄 にの る 害です 小說は 私の 結婚で ちょいと 中斷 されました もう 四 五日 待って 

下さい 早速 達り ます 以上 當用 のみ 末ながら 色々 御盡 力の 御 禮を申 上げます 頓首 

二月 十三 日  ，  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 
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二 Oiil  〔二月 十五 rnm- 鋭から。 端 書、 恒藤恭 -宛〕 

御 長男の 生まれた の を 祝す 御 母子の 健康 を 祈りながら 

春寒く 爾を 夢み て產 みに けむ 

. 二月 十五 R 

二  0 四 〔二月 十五 R 田 端から-。 端 書、 松！： 譲-が〕 


之 介 


来る 土曜日の 观 もし 都合が よかったら 晚飯を 食 ひに 来て くれない か惡 かったら 返事して くれ 給へ 僕 

も 生活 上 「 一 身が きまる」 やうな 時期へ 來 たそんな 話 も いろいろしたい 

芥川龍 之 介 

一 一伸 ゆうべ 奥さんと 天 ぶら をく ひに 行って 誰かに 上衣 をぬ すまれた 夢を見た  . 

二  0 五 〔二月 十七 H 田 端から。 南部 修太郎 宛〕 

拜啓 「三 田 文學」 確に 落手 致しました 就いては あの 帶封 にあな たの 御名 前が 誓いて ありまし たが あれ は 

- J の 次 か ら やめに して 宛名 も 書記 か 何 か に 書か せ て 下 さい 一々 あなたから 達 つ て 項く と 云 ふ 意 が卞 

ふ と 何 だ か お 禮 を 云 ふ 必要が あ る や うな 恐縮す る や うな 窮；； g な やうな 氣 がして いけません それに^ は 

筆 無精 だから とても さう 云 ふ 心 もち を 一 々行爲 で 現す 事が むづ かし さう に 思 ひます から 失 鱧 かと も 思 

ひます が 右御禮 旁-' 御 斷りま で 

二月 十七 日朝  芥川龍之介 

南部 修太 郎樣 
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二 0 六 〔二月 二十 二日 横須 焚から。 端 書、 营忠雄 宛〕 

お 手紙 難 有う 又 前の 松 岡 先生のお 宅 を 借りる 事に なり さう です 今 僕の 友人が 便所 井戶 などに ついて 

交渉 中です 以上 

二 0 七 〔二月 二十 六日 田 端から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

愈 艸庵を 鎌 倉へ 結ぶ 事に した 庭に は 蓮 池が ある その ほとりに 芭蕉が 五六 本 いづれ も 雨を聽 くのに はよ 

さ さうな 氣が する 海へ も餘り 遠くな ぃ來月 十日 頃に は 家 移り もす むかと 思 ふ 荆妻 と 僕と 小婢 とそれ に 

事によると 伯母 も來 るか も 知れない これから 靜に曰 を 達りたい と 思って ゐる 

敲詩了 芭蕉に 雨 を 聽く夜 あらむ 

芥川龍 之 介 

二  OA  〔二月 二十 六：： TE 端から。 端 書、 松！： 譲 宛〕 

金曜 曰 は 敎務打 合 せ會 があって どうに も 休めない 二 曰が 駄： nr だとす ると 九日の 晝間 にしたら どう だら 

うどう も それより 外に 仕方がな いやう だ 本 を ありがたう あの 日の 中に うちへ 屆 けて くれた まだ 一 枚 も 

よまない 小說は 依然として 行き 惱 みの 體だ 

マド 口 スパ イブ を 東京へ 忘れて 來 たので ま づぃ朝 曰で がまんして ゐる 

春 かへ るお ぼっかな さや 粉 煙草 

.  霄 

二 〇 九 L 三月  一 ：！： 横須贺 から，。 封絨端 書、 薄 田淳介 宛〕 


拜復 私の 新規に 書き出し たの は 十囘か 十五 罔の 短篇です 題 は 「地獄 變」 としました 今 いろんな 繁 維な 

俗事に 追 はれて ゐ るので とても 長 篇の稿 はつげ ません 地獄 變は 四五囘 出来て ゐ ますから 土 H 兩 H 中に 

東京から 出來 ただけ 達り ます やっと 借家 を 見つけた ので 近々 鎌 倉へ 移ります さう したら 少し は 尻が 

落着く でせ う 今日 東京 へ か へります 東京 へ かへ るの は 瀧 田樗陰 君に 原稿の 催促 をされ にか へる やうな 

ものです 

淡 雲 微雨 學 校の 梅花 は滿 開です 以上 

三月 In:  芥川龍之介 

薄 田 淳介樣 

二伸 久米 にも 仰せの 旨 取りつ いで 置きます 

二  一  0  〔三月 五： n 田 端から。 江 口 5^ 宛〕 

啓 信 州 上田の 人山 極 恕堂君 君に 會 ひたいと 云 ふ 差 支への ない 限り 御 引見 下さい その 中 遊びに 行く 今 

小說を 書く ので 每日 うん/ \ 云って ゐる 頓首 

我 鬼 

水鄕 先生 梧 右 

二  I  I 1： 三月 七日お 端 か、 レ V 端 書、 松陶 譲-が〕 

九日に は 夏 目さん へ ゆく から 君に あ へ る だら う 午 頃 ゆく もし 都合が よか つ たら 外へ 出よう 夜 は 高等 學 

校の 會へ顏 を 出す つもり だ 小說大 にし どろ もどろ になりながら 書いて ゐる谷 崎 君の 模倣 じみて 少し 

^ 氣 がさす が元來 はそんな もの ぢ やな いんだ 出来たら よんでくれ 上 


め 丄七正 太 ' 


二  I  二  〔三月 十三 H 横須贺 から。 端 書、 菅忠雄 宛〕 

うち を 御知らせ 下さいまして 難 有う ございます が、 松 岡 先生の お出でにな つたと 云 ふ 家に もうと り 

きめてし まひました から 仕方が ありません あすこ は 井戸水 を 樋で 引き 便所 も 二つ 建てまして くれる さ 

うです 来週 中には ひきこします からさう したら お遊びに お出で 下さい 先生に よろしく  .ぉ ノ首 

ニー  三 〔三月 十五 H 横須賀 (推定 じから。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

一二  土會は 忙しく つて 出られ さう も なくなった 暇に 任せて 絢爛 體の句 を 作った から 書く 

一本の 牡丹に 暗し 月の 蝕 

1, 地獄 隱 して 牡丹 花 赤き 

眼 を 病んで 孔雀 幾日 やつく る 春 

遞 櫻極樂 水と 申しけ り  ： ：  ： 

その 中に 可 時 か 東京で 遇 はう 又 僕が 越して しまったら 鎌 倉へ 君が 来ても い \ だ らうと に 力く 君の 所 i 

の obscene  uctures を 見たい と 思って ゐる よいの があった ら賈 つても 可な り だ 以上 

この間 は 御馳走 さま 

ニー  四 〔三月 二十 七 n 縑倉 から。、 端 著、 松 岡 讓苑〕 ■  . 

そ の 後 御無沙汰した 愈 今度 の 金曜 曰に こ つ ち へ 轉居 する 事に し た 土 日 は 相不變 東京 に 行く から そ の 

時 又 鋪物を さがしに ぶらついても いい。 この頃 橫須賀 の 出 は 所々 に 木蓮が 疾 いて 甚 風流で ある。 君に 

S ふ 手 鑌に關 して は 君の 命令 通り 行動す るから 田 端まで 端 書 をよ こして くれ 伹 都合 は 日曜の 午後 力 一 
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番ぃぃ 以上 


ニー  五 〔三月 二十 九 = 橫须贺 から。 簿田淳 介， 站〕 


拜啓 原稿用紙で 失禮 します 繽稿十 枚 今 逸ります 後 はもう 四 五 y 却 寺ち 下さい 今， i 

賽 を引拂 つて 鎌 倉へ 移ります 鎌 倉の 宿所 は 鎌 倉 町、 大町、 字 比、 小山 別邸 内です 今 養 こ £ す.； 0 

"、は 」 ひ： h 願 はす それから 今朝 爲替 で 五十 il したが、 あれ は 例の件の 纏った あ 

"は 2  U  I きす かどちら とも 謹し ないから" ひます 新 謹の 震で は 僕の きま 

大に不 f 唱 へて 居ます それから 僕 S 内 一同 あなたの 御慶のお としょ ま ^ なし，^ 

たらう と 云って 居ます  f-^lld 力- 

久米は 伊 膀博文 を 主人公に した 小説 を醫 くさう です^ 崎 君 や 豐島は 何 を  £ 

"ゆ^ 六月の 舊は江 g へ S します その 時 は 多分 大阪 できに かかれる だら"" W ""わ 一〕 

は 採謹を 作る のに 忙殺されて ゐま すその 間に 何時か i がすつ かり 咲いて しま s£ 

撺須賀 は 東 in バ 力ら 見る と 五 度程暖 さがち がふ やうです 御 健康 を 祈ります 得 

三月 廿九 H  や I 1 ,1 卜 

薄 田 淳介樣  之 介 


二  I 六 〔四月 十三：：；： 京都から- 

鴨 柬の妓 が TAX T 編る 花の 山 

倣 東洋 城 先生 杏奩鱸 

十三 日 


終端 書、 松！： 讓. が〕 


山 龍 


年 七 lE  ノぐ 
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ニー  七 〔四月 二十 四： HE 縑 倉から。 薄 田淳介 宛〕 

拜^ 御手 絨拜 見し ました 過日 來神 經疲勞 0 爲 一 切讀 書き を廢 して ゐ たので 例の件の 纏った 御 禮も申 

上げず 甚 恐縮し ました 實は まだ 頭の 調子が 少し 惡 いのです 「地獄 變」 は 有 島さん のが まだ 中々 すみ さ 

う もない から 安心して ゐ たのです あと 少しです から 勉強して 二三 日中に 達り ます あれ はい やに ボ ン バ 

ス テ イツ クで氣 に 食 はない 作品です が乘 りかかった 舟 だから 仕方が ありません その 中に 「顧^」 と 一 K 

ふ 隨筆を 書きます それが すんだら 後で 秋に でもな つたら 「n 本武 尊」 を 書かう かと 思って ゐ ます とり 

あへ ず 御 返事まで 

病中 

熱 を 病んで 櫻 明りに 震 へ ゐる 

四月 廿 四日  龍 之 介 

薄 田 淳 介 樣 

二 仲 豐島も 一二 囘は 書き 居る 由久米 もとり かかって ゐる さう です 以上 

二  I 八 〔四お 二十 九 n 鎌 倉から。 松！： 讓宛〕 

拜啓其 後 愈 腦神經 衰弱と 確定 當分 一 切 を 抛： 卜して 遊ばう かと 思って ゐ るが 公務 は 相 不變多 い し (現に 

「米國 の 海軍 敎育」 な る ものの 字句 修正 を やって ゐる) 入 學試驗 ^題 調査の 期 は 迫る し 悲觀し て ゐ る そ 

の爲廿 六日 も 御無沙汰した 伯母が 東京へ かへ つたので 留守番が 細君 一人に なった の も その 理由の 一 つ 

だ いづれ そのうち 行く 僕 をみ て ゐる醫 者 は 臭ボッ をのみ 人參 をのみ 散歩ば かりして ゐ ろと 云 ふんだ が 

さう うまく は 行き はしない おまけに その 中で 鬼に 角每 曰の 小說 だけ は片 づけなければ ならない 始末 だ 

霞  . 
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冷眼に 梨花 見 て轎を 急が せ し 

四月 廿 九日  龍 

讓樣梧 下 

ニー  九 〔五月 七： ：！ 鎌 食から。 原 * 一郎-お〕 

拜啓 先達 は 結構な 御視 ひもの を 難 有う 

その後 相不變 貧乏暮し をして ゐ ます 挙 校の 先生 をして ゐ るの も 嫌で 仕方がない がさう しないと 11 立し 

て 食 へない の だから やむ を 得ない 甚 憫然な 次第です 

だから 小說も 尻を据 ゑて 書け ません よく 两洋の 小說ゃ 芝居に は^ 分の 知らない 叔父さん か 何 かが 死ん 

で 思 ひも よらない 財産が 舞 ひこんで 來る 事が あるから さう 云 ふ 事で も あれば い，^ と 思って ゐ ますこれ 

は 僕ば か りぢ やない 日 本の 知識階級 の 人間 は 皆 さう でせ う さう して それが どの 位 彼等 の 活動を拘^5^丁 

るか 知れない のです 

君の やうに 衣食の 心配 を 超越して ゐる人 はかう 云 ふ 苦しみ を 知らないん だから 結構です だから それ 丈 

に 又 かう 云 ふ 事が 珍ら しいかと 思って ちょっと 書きました 泣き言の やうで 一 向 珍ら しく も 何もな かつ 

た，！ 御免なさい 

もう 二三 日す ると 東京へ 入 學試驗 の 成績 調査に m 張し ます それから 月末に 兵 學校を 參觀に 出かけます 

中々 忙しい その 中で 書 くんだ から 小說 だって 甚氣乘 りの しない ものし か 出来ません 

尤も 高濱 さん を 先生に して 句 を 作る 位な 閉曰月 は あるので す 君が まだ 徘句 を績 けて ゐる のなら 、運座 で 

もし ませう か 

夕し ぶき 舟 虫-濡れて 1^ え 返る 

不悉 
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五月七日  芥川龍之介 

原 善 ー郞樣 

二伸 奧 さまに よろしく 

•  ニニ 0  〔五月 七 ni 鎌 倉から。 簿田淳 介 宛〕 

拜啓 「茶話」 難 有う ございました 昨日 一 日で 一 氣に讀 了し ました 甚 面白く 思 ひました I 句-問答の 如き は 

い \ ぺ 二 ソスの ある 話ぢ やありません か あれ を 二十 枚 位に 書く と 立派な 小説が 出来さう です あ \ 云 ふ 

ものが 每 日出る 新聞に 僕が 高給 を 貪って 時々 小品 を 霄 くの は少々 恐縮です これ は 御世 辭ぢゃ ありませ 

ん 茶話 を皆讀 んで實 際さう 思った のです 勿論 聊 情無い 氣も しました さ しづめ 十囘 ばかりつ ^く 顧^と 

一 K ふ 隨筆を 書く 氣で すが どうも 變に氣 が 引けます さう 云 ふ 意味で 茶話 を よんだ の は 僕に とつ て 有害で 

した 地獄 變は大 に 持て 餘 して ゐ ます あと は 二三 囘で完 らうと 思って ゐ ます 一 昨日の 晚有島 生 馬 君が 

来ての 話に 毎日の 小說を まだ 書き上げな い の で 弱 つたと か 云って ゐ ました やつば り 僕 の やうに 神 經衰 

弱黨の 一人な の ださう です 以上 

_ 五月七日  芥川龍 之 介 

薄 田 淳 介 樣 

ニニ 一 〔五月 九： n 横 -级 贺 から。 管忠 雄お？〕  - 

拜啓 句 稿虛子 先生へ 御 見せ 下され 度 願 上候猶 その 節 いづれ 參上 仕る IS き 旨よ ろしく 御 申し 傳へ 下さ 

れ度 目下の 所 多忙の 爲殆 寸暇 を 得ず 句 も 大抵 は 往復の 汽車の 巾に て 拈來粘 去 致 居候 明 十日より 入學試 

驗檢 ベの 爲 上京 十六 R 迄 止る 可く 候 以上  .  . 

五月 九 曰  龍 
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忠雄樣 

ニニ 二  〔五月 十五 日 田 端から。 薄 W 淳介 宛〕 

地獄 變 やっと 返 治しました 皆で 七十 三枚 か 四 枚 だと 思 ひます 稿料 は 鎌 倉の 方へ 御、 送り 下さい mi 下 私 

は入學 試驗 委員で 東京 へ 來てゐ ます 每 日中々 忙しい 

隨筆は 五六 囘續 くもので もい \ のです か 長す ぎれば 二三 囘に 切り つめても よろしい 「踏 繙」 は.^々 出來 

ま せ ん元來 春 の 季題 だから 初夏に な つて は 駄目ら しい 

傾城の 躕 白き 縛 踏 かな 

龍 

薄 田樣梧 T 

ニー 一三. 〔五月 十六 HS 端から。 小^^政ニ郎^〕 

拜復 入 學試驗 準備で 五六 日 東京へ 來てゐ ました 今日 午後 鎌 倉へ 歸 ります 

地獄 變は ボム バ ステ イツ ク なので 書いて ゐ ても氣 がさして 仕方が ありません 本来もう 少し 氣の 利いた 

ものになる 箬 だつ たんだが と每 日、 新聞 を 見ち ゃ考へ てゐ ます 御伽 噺には 弱りました あれで 精ぎ り 

一 杯な ん で す但 自信 は 更に あり ません まづぃ 所 は 遠慮なく 筆 削し て 貰 ふ や うに 鈴 木 さ ん にも 賴ん で 置 

きました  ， 

多忙 は 申 上げる 迄 もありません けれど 時々 學 校まで 雜誌 記者 氏に 襲 はれる のに は 恐縮し ます それが 皆 

押しが 强 いので 此頃 大分 一 々會 つて ゐる のが 損な やうな 氣 がし 出しました 文章 供 樂部か 何 かの 文章 

觀 (諸家の) を 見る と 皆 「雨 月」 を 褒めて ゐ るで せう あれ は 雨 月の 文章が 國 文の 素養の ない 人 問に もよ く 

判る からな のです 王朝 時代の 文章に 比べ て御覽 なさい 雨 月の 文章な ど は 隨分土 u 氣泥 臭味の 多い 文章 
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ですから 

序に 書きます が 雨 月の 中で は 秋 成が 「ものから 」 と 云 ふ 語 を 間違って 「なる 故に」 の 意味で 使って ゐる所 

が 二つ ある さう です これ は 谷 崎 潤 一郎 氏に 聞きました 一 つ は 確 「白 峯」 でした あんな 學者 ぶった 男が 間 

遠つ てゐ るんだ から 可笑しいで せう  . 

此 頃高濱 さん を 先生に して 句 を 作って ゐ ます 點心を 食 ふやうな 心 もちで です 一 つ 御 目に かけ ませう か 

々 しぶき 舟 虫 濡れて 冴え返る 

頓苜 

五月 十六 日  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 

ニニ 四 〔五月 二十 H 橫須贺 から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

又 君に 會ふ 機會を 失した の を 遺憾に 思って ゐる その 中に 出張 を 仰せつかって 關 西に 行く が この頃の 

暑さ ぢ や どうも あん ま り 難 有くな い 一向に この 頃 怠け てゐる . 

罪深き 女よ な 菖蒲湯 や 出で し 

ニニ 五 〔五月 二十 九： HE 端から。 薄 3 淳 介-が〕 

拜 1^:: 突然 明日から 十日ば かり 關西 出張 を 仰せつかりました 来月の 四』 か 五日 位まで は 參觀で 忙しい 

思 をす るで せう その 以後 一 度 大阪で 御 目に かかりた いと 思 ひます どうせ その 間 京都に ゐる箬 ですから 

宿から 一 應御 都合 を 伺 ひます が 

豐島 ももう 原稿 はお 達り した 事と 思 ひます いづれ 拜 眉の 節 いろいろ 申し上げる _ 事 も ありませ う 頓首 

五； IPir 九 曰  芥川龍之介 
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薄 田 淳介樣 

ニニ 六 〔六月 四 rr: 厳； 3^ から。 絡 端 誓、 お： 忠雄 宛」  • 

出張で こっちへ 來 ました 宮島は 箱庭です 一 向 感心し ません 體を 大事に して 精々 御勉强 なさい 以上 

四日  芥川生 

ニニ 七 〔六月 四：：： 厳 .i! から。 输端 書、 江 口 宛〕 

僕に こ の ベ ら ぼうに 澤 山の 杓子が 怪物 じみて 甚無氣 味 だ つ た 

六月 四 U  .  -  龍 

ニニ 八 〔六月 十：：：： 鎌 倉から。 薄 田淳介 宛〕 • 

拜啓 過日 来阪の 節 はいろ いろ 御 親切な 御 もてなしに 預り難 有く 御 鱧 申 上げます 相 島 樣菊 地お はじ 

め 皆々 樣へ よろしく 御鳳聲 下さい 猶 小生の 句 三 句 我 鬼と 云 ふ 名で 今月の ホトト ギスに 屮：： てゐ ます か 

ら相島 さんの 一驚 を 博したい と 思って ゐ ます 以上 

ブ , 1 [>  ず ；=L  f  .N  ノリ 

m 田淳 介樣 

二 仲 二三：：： 中に 「光 悅寺」 と 「舞妓」 と 二つ 短い ー囘分 位の 隨筆を 達り ます 小 と 小；； 1 とのう めに 

でもして 下さい 「顧 阿.」 は その あとに します あの 曰 例の 龍 村 氏と えもん 町へ 行って 酒 をのみ まし 

た 藝者は 京都より 大阪 0 方が 美人です ね 皆 三十に 手のと きさうな お， が V さんだつ たが 大分 敬服し 

ました あすこから 宗右衞 門 町 あたり は柬京 あたりの 狹 斜と乂 ちがって ゐて 面白い ； 體大阪 の J£ 

もぶ らく 步 いて 見る と 町ら しい 中々 面白い 景色が 見つかります 第 一 川が 美しい あれで 成金 さへ 
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ゐ なければ も つ と 好 い 所です が  龍 

ニニ 九 〔六月 十一 ！ n 嫌 倉から。 端 書、 池 崎 忠孝-お〕 

京都 や 大阪で 大分 人に 會 つたり 畫を 見たり した 藝者は 京都より 大阪の 方が 美人が 多い ね 一 人大 阪の藝 

者に ちょいと 惚れた よ 大阪の 町 は 夕方から 夜へ かけて 川が 中々 美しい あれで 成金が ゐな いと もっと 好 

ぃ處 だが な その 中に 會 つて 駄 辯りたい 頓苜 

二三 0  〔六月 十  一 ：：！ 鎌 倉から。 小 林雨郊 宛〕 

拜啓 過 曰來滞 洛中 は 種々 御世 話樣 になり 其 上 御馳走 樣 にまでな り 難 有く 厚く 御禮甲 上げます 光悅寺 

紀行もう 晚 稿の 上發沒 しました から 近日 活字になる だら うと 思 ひます さう したら 御讀み 下さい 尤も 大 

分 君 も その 中へ 引き合 ひに 出 まし た 

さて 歸 つて 來 ると 又 平 凡庸 俗な 生活が 始まる のに は 閉口です 殊に この頃の 溫氣ぢ や 私 如き 人間 は 何 を 

する 勇氣も 起り ません いづれ 近日 中 君が 東京へ 来られる か 私が 京都へ 行く かしてお M にか，^ れるだ 

らうと 田 5 ひます 何なら こっちへ 出て いらっしゃい 鎌 倉なら 一 通りの 御 案内 は 出来さう です 頓首 

六月 十一 日  芥川龍之介 

小 ：t£:: 雨郊樣 

二三 一 〔六月 十八 n"lt 倉から。 池： t 忠孝-が〕 

前の 曰 まで 行く つ もい だ つ たが 雨が ふり 出した の で 面倒臭くな つて やめち まつ た 大分 方 々 へ 御無沙汰 

をした 爲會 ひたい 人が 出來 たが 君に は 特に 會 ひたい どうも 君の 駄辯 を聽 かない 事 一 月に 及ぶ と.^. 活力 

が 萎びて くるら しい この 前の 手紙 はいかんよ 僕の 方の 教官の 一 人が 芥 川さん どこかの 御 婦人から 手 
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紙が 來て ゐ ます つ て 云 つ た ぜ僕は ひやりとした 

今大 へ んな 探偵 小說を 書いて ゐる さう さう 序で だから 御注意 申す が 君の フロォ ベニ ル 論の 中で ブ 口 

シャ巧 力、 ゥ ニル サイ ュ へ 向って 進む と 云 ふ 句が あつたが あれ はいかん 當 時の-,^. 宮まテ ユア レリ ィこぁ 

つたの だ 

此 は每週 かへ るが 塵 事 多忙で 人 を 訪ねる ひま もない 來々 週の き el:.2ul にで も 君と きまう Mw 

赤 木 桁平樣 

二三 二  〔六 H 卜 八：：： 缣 倉から。 端嘗 一；： 枚、 小お 政 二 郎^〕 

小 白！ g さん 

三 田 文で 褒めて 下す つたの は あなた だと 云 ふから 中し ヒ けます あの 作品 は あなたの やうた usqfr こ JK^ 

めら れる 性質の もの ぢ やありません この間よ み 返して 大分 冷汗 を 流しました 

それから 說 明と 云 ふ 事に 就いて 私の 文章 上の 說明 癖なる もの は それが 鑑賞 上 邪魔に なると あなたが， ズ 

ふ範圍 では so  far 私 も 抗議 を 申し込む 資格はありません 然し 「あの 小說の 中の 說明」 になる と 私に も 云 

ひ 分力 ありま づと云 ふの は あの ナレ ェ シ ヨンで は 二つの 説明が 互にから み 合って ゐて それが 表と 裏に 

なって ゐ るので すその 一 つ は 3： 向の 説明で それ は あなたが 例に 擧 げた 中の 多くです もう 一 つ は 陰の 說 

明で それ は大 殿と 良秀の 娘との 間の 關係 を戀 愛で はない と-否定して 行く (その 寶 それ を 肯定して ゆく) 

說明ですこの：：っの^；ぼ明はぁのナレ ェ ショ ンを 組み上げる 上に 於て お： 九に ァクテ ュ ヱ エトし 八 n ふ ±1 質 

の もの だから どっち も 差し 拔き がっきません それで 諄々 しいが ああ 云 ふ 事に なった のです 勿論 そこ こ 

は 新聞 ィ說 たらしめ る 條件も 多少 は 働いて ゐ たでせ うこれ は 不純と 云 はれれば 不純です が この 方 H 

大して 重大な 間 題に はならないで せう 
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最後に 三 K 文 は 八月 (九月で もよ ろしい) にして 頂けない でせ うか 昨曰歸 つたば かりで まだ 一 向 落着 キ、. 

ません その 爲新 小說も 新時代 も 前約に 背いて 御免 を 蒙りました 大分 前から 引き受け たので 大に 恐縮で 

すがよ ろしく 御-取 計 ひ 下さい 書く もの はき まって ゐ ます 「龍の 口」 と 云 ふ 怪しげな ものです 今日 鈴 木 さ 

ん の 御伽 噺 の 雜誌を 見 まし たどれ を よん でも 私の よ り うまい やうな 氣が し ます 皆 私より 年 をと つて ゐ 

て 小 供が あるから それで 小 供の 心 もちが うまくの みこめて ゐ. るの だら うと 思 ひます 失 纏です が あなた 

はもう 奥さんが おありで すか 

も ぅ少 し 私の 旅行 時期が 早い と大阪 でで も 落ち 合へ たのです ね 以上 

芥川龍之介 

二三 三 〔六月 十八 嫌 倉から。 端 書、 小， n:? 政ニ郎 -苑〕 

前の 三枚の はがき を謦 いちまつて さて あなたの 住所 を 忘れた ので 闲 りました それから 困った なり 一 週 

間ば かりす ぎました 困って ゐる事 は 依然として 同じです そこで 窮餘の 一 策と して 出たら めな 番地 を 書 

きます 賢明な ろ 郵便 脚 夫 氏 は どうにか 君の 所へ と V けて くれる でせ う 以 上 

二三 四 〔六月 十九：：： 缣 倉から。 松！： 讓- が〕 

拜啓 旅行から か へ つ たらが つかり した 中央 公論に 搮偵 小說を 書く 約束 をした ので いやいやへ んなも 

の を 書いて ゐる どうも 才能 をプ 口 ス ティ テ ユウ 卜する やうな 氣 がして 心細くて いけない それに 搮偵小 

說の つもりで 書いて ゐて も搮偵 小說で なくなり さうな の だ * 

それから 大分 前から 欲しがって ゐ るの だが 先生の 「遣 墨」 を 二三 册項 けない か 勿論 實 費で 京都 ゃ大阪 

であった 人 は皆眞 面！！： に 先生の 畫を 認めて ゐ たよ 何でも 京都の どこかに 先生と 津 田さん と 合作した 畫 

帖が あるんだ さう ださう して その 畫帖を 見る と 技巧 はま づ いが 寮 品 は遙に 先生の 方が 高い の ださう だ 
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僕の 如き は 前から さう 云 ふ 意味で 先生の 畫に 敬服して ゐ たから 甚氣が 強くな つた 東京に も 一 露の 隣 

の 香 取 先生 の 如き は 先生の 畫に大 に 推服して ゐ る 

御 面倒ながら 遣 墨の 件 返事た のむ 僕の 分 を 人に 達る 約束 をした の で 一 册も貰 へ な い となると^ 闲る 9 

だよ ろしく 願 ふ 以上  . 

十九 日朝  芥川龍之介 

松. 岡 讓 君 

二三 五 ニハ 二十 三：： r 綠 倉から。 端 書、 小お 政ニ郞 宛〕 

拜復 弟さん 御 逝去 の 由 新聞 で 拜見御 悔み 申し 上げ ます 

私の はがき あれで 御 役に立つなら 何時でも 活字に なさい 但 あまりし 榮ぇ はしません よ 

鈴 木さん の は 假名と 漢字の 使 ひ 方ば がりで なく すべてが うまい やうです とても ああ は 行きません 今 

度 亦 鈴 木さん のお だてに 乘 つて 一 つ 御伽 噺を 軎 きました 出たら よんで 下さい 

德 田秋聲 小山 内 薰誠は 小島 政ニ郎 など は 驚きます 昔の 狂言に だって そんなの はありますまい どこかで 

ゴ シップで 「面 あかり」 を 出して 上げ ませう か 頓苜 

芥川龍之介 

二三 六 〔七月 二十：^ 鎌 倉から.^ 小 林雨郊 宛〕 

拜復 朶 雲奉誦 京都 紀行 は 近日の 日曜 附錄に 載る 箬 紙面の 都合で 延びた のです 京都 行も此 の 暑 

さで は 到底 決行す る 勇 がありません それから 少し 長い もの を 書かう と ニム ふ 野心 もあります だから 私 

などに かま はずに 御旅 行なさい さう して 犬に 面白い所が あったら 敎 へて 下さい 私 も 暇が あったら 出か 

けます うら 鎌 倉へ はこれ から 久米 赤不 などと 云 ふ 連中が 来る です 皆で 素人 藝の 半截を 描いて 展 g:- 
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會を し ような ど と 云 ふ 恐し い 計畫も あり ますが 寶行 する かどう かわかり ません 

あなたの 所で 見た 仙 崖が 面白かった から 鎌 倉へ 歸 つて 探しました さう したら 一 つ 見つかり ましたが 甚 

怪しい から 見合せ ました 妙な 福 祿壽の やうな 動物の 上に 歌 か 何 か 書いて あるので す 北淸 がすんだら 

こっちへ 御 出かけなさい 建 長 や 圓覺は 又 京都と はちがつた 寂び の ある 寺です から 頓首 

P 紅、 

鎌 倉 は 谷々 月夜 竹の 秋  . 

七月 廿曰  芥川龍之介 

兩郊 先生 梧 下.  _ 

二三 七 〔七月 二十 二  H 鎌 倉から。 薄 田淳介 宛〕  . 

拜啓 久米 はさう 云って 置きました 二三 日に あの 男 も 鎌 倉へ 來る さう です さう したら 小說 も出來 るで 

せう この間 泣堇 文集と 云 ふ もの を ひっくり返して 見たら 「光悅 寺」 の 事が 出て 来たから 驚きました あ 

なた は 茶席の 出来ない 前に 行つ た ん だか ら ..择 幸 一 靦 です  . 

今日の 新聞に 出て ゐる 後藤 外相の 晚餐會 の 席上で 里 見 君が 三鞭酒と 白葡萄酒と 間違へ たと 云 ふの は 誤 

聞です あの 會は 色々 な 意味で 面白かった 誰か あすこに ゐた 連中が 小說に 書く と 好い と 思 ひます その 

中 又 何 か 書き ませう 

晝の 月霍亂 人の g ざし やな 

鑠倉も 暑く つ て や り きれ ま せ ん 頓苜 

七月 廿ニ曰  芥. 川 龍 之 介 

薄 田 淳 介樣， 

一 一伸 地獄 變評を 書いた の は 小島 政 一 一郎 氏 だから 驚きます そこで 僕が 抗議 を 申し込んだら その 又 
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丰 紙が 活字に なつ て 現れ ました 

菊 池 寬と云 ふ 男 も 僕の 友 だち なのです がその 屮に何 か 一 っ每 H に 書かせて 見ません かそん たに 悪 

いもの は 書く ま いと 思 ひ ます 

二三 八 〔七月 二十 三：：： 鎌 倉から。 端 書、 江：：^€宛" 江 =： 句 庵 様と ぁリ」 


連句 をし に來ぃ 

見本 左の 如し 

ほし 店 や 名所 饅頭 黃金飴 .  龍 

飛ぶ 蝙蝠 も 松に かくる k  正 

鳥居から 八幡までの 太の 川  i 

馬に ひき そふ 太刀 取 の 役  龍 

大町ゃ i: 寧の 上に 雲の 峯  >. 

異人の 妻の 日傘から ま  正 


暇 だったら 是非 來ぃ 。(正) 「来い (龍) 

二三 九 〔七月 三十  一 口 鎌 倉から。 薄 田 T^i 介， お〕 

拜復 菊 池へ 云って やったら 新聞社へ 出て ゐ るので 新聞へ は 書け なか ら う と か 云つ て 來 まし た gl 當八 

から 御 返事 申す だら うと 思 ひます 久米は 東京 日 々 の 誰かと 長篇を 書く 約束の 下相談 だけ ある 由 これ 

も當 人から 何とか 申 上げる でせ う 何でも 後藤 外相の 招待 會は已 が 書く よと か 何とか 云って ゐ ました 

八月 一 杯 は 少しむ づ かしい かも 知れません が 書きたい ものが あるから 書きます 題 は 曰 本 武尊か 或は 素 

嗚 尊 鎌 倉 はも う 避暑客 で 一 ぱいです 頓首 
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日 傘 人が 見 る 砂 文字 の 異花 奇窗 

七月 i 一日  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 梧 下 

二 四 0  〔八月 十 王 H 鎌 倉 (推定〕 から。 南部 修太郎 宛〕 

一筆 啓上 御賴 みの 原稿 漸脫 稿な まけ 者の 事と て 延び々々 に 相 成 申 訣無之 候 但 「龍の 口」 はま だ 離ら 

ず やむ を 得ず 見合せ 候 猶御 閑暇の 節 は 御 来駕 下され 度 願 上 候 これから 新小說 の小說 にと りか- -る 

所 大急ぎ に て 如 斯候草 毫粗紙 よろし く 御 判讀下 さ る 可 く 候 頓首 

八月 十三 日  芥川龍之介 

南部 修太 郞樣 

二 四 I  〔八月 二十 五 n= 嫌 倉から。 和氣 律次郎 宛〕 

拜啓 あなたと は あなたの 本 を 古本屋で 買って 以来の 御 馴染 だから 序文 位 は 御 引受け 申しても よろし 

い E あなたが 本をデ ディケ ー ト する 女性なる もの は 私の 小說が 好きだと 云 ふ 御 話し だが それ は 作品の 

上で \ 間 は あなたが 一番 好きなん だら うと 思 ふさう 思 ふと 聊 心細い 氣が します 頓首 

月： h 五 曰  芥：； =：； 之 ノ-ノ 

和氣律 次郞樣 

二 四 二  〔八月 二十 七日 缣 倉から。 小，：： © 政 二 郎苑〕  . 

拜啓 この間 は失禮 あの あとで 皆で 電車 通りへ 出たら 十 一 時 頃な のに も不關 まだ 電車が あつたん だか 

ら 驚きました この 須は 料理屋の 帳場 さ へ 信用に 關る嘘 を平氣 でつ ぐ 世の中と 見えます 
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運座の 結果 ははつ きり 覺 えて ゐ ません が； の だと 思 はれる 句が 二.；^ ばかり 拔 けた やうでした ま, t,. も 

菊 池も忠 雄さん もゐな いのでとうと うとらず じ まひ 

あの 節 一 寸御 話した やうに もし 僕が 東京へ 舞 ひ 戾れる 機會が あったら 然る 可く 僕の 爲に 運動して 下さ 

い 目下 愈-地方の 小 都會氣 風が いやにな つて ゐる 所です から 

運 鹿の 節 作った 僕の 句 を 書きます 但皆 出たら めです よ 

淺 草の 雨 夜 明り や 雁の 踔 

雁啼 くや 廓 裏 烏 粟 熟れて 

雁の 椅 傾く 窣； ゃ晝 花火 

藩札の 藍の 手 ずれ や 雁の 秋 

その外 久 米の 句に _ 

米 一揆がん がら 雁の 雲の 下 

新 小判 靑 くも 鏽び ぬ 月の 秋 

江 口の 句に 

： や 明阵は 君に 如くな し 月の 秋 

これ は 勢以子 女史に 獻 じたんだ さう ですから 大に 色氣の ある 句なん でせ う 君の 句 を 書いて 沒 りません 

か 今度 東京で もう 一 べん あんな 顔ぶれで 蓮 座 をしたい と 思 ひます 南部さん は 句作し ません か 顿竹 

八月 卄七 U  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 梧 下 

1 一 伸 ^ 復は がき の 件 早速 南部さん の 方へ 返事し ましたい ろい ろ 御手 數難^ う 

二 四 三 〔八 月 三十 n 鎌 倉 (推定〕 から。 端 fjr 小 A 政 二 郎^〕 
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「よしず」 の 句 至極 結構です あの 晩 僕の 外に も 二三 人 あれ を拔 いたかと 思 ひます 愈 i 來 月から 田舍敎 

師職 がまた 始ま るんだ と 思 ふとうん ざり します 寅 際 一 日 も 早く 東京へ 舞 ひ 屍りたい 

ふるさと を 思 ふ 病に 暑き 秋 

■  二 四 四 〔九月 三 H 縑 倉から。 南部 修太 郎苑〕 

拜啓 原稿の 事で 色々 御 厄介 を かけ 甚 恐縮です 雜誌 今日 屈き ました その 御禮も 序に 申 上げます その 中 

に 何 かの 機 會で御 y にか かりませ う 今月 〇 三 田文學 の六號 にあな た C だら うと 思 ふ 名前から 見當を 

つけたの だから 間違ったら 御免なさい) の 害いた 中で 中央 公論の 祕密と 開放 號の件 は 犬に 異見 を 持し 

てゐ るか ら それ も そ の 節 高見 を 仰ぎます と 云 ふと 大袈裟 だが あれで 私 も 返 治されて ゐる となる と あな 

たに その 不平 を 開陳し ようと 云 ふので す 今 は 忙しい から 遺憾 乍ら 辯 じて ゐる 暇はありません こな ひだ 

小島 君が 來て 一 しょに 泳いだり 蓮 座 をしたり しました 鎌 倉 はもう まるで 秋です 頓首 

. 九月 三日  芥川龍 之 介 

南部 修太 郞樣 

二 四 五 〔九月 鎌 倉から。 小鳥 政 ニ郎- お〕 

拜復 今 御手 紙拜 見し ました 假名 使 ひ は 元来 私の 甚 不得手な 點 なんだから 今後よ ろしく 御 敎導を 仰ぎ 

ます 私の し カタい 誤 讓 は 是非 私に 話す か 書く かして 知らせて 下さい さう すると 非常に 助かります 

作 そのもの は 唯今の 所 多少の 自信が あります 私と して は 好い 方で せう 原稿料 は 一 切 御 心配に は 及び 

ません いくらでも よろしい それほど まだ 商 賣氣の ある 作家に はなって ゐな いのです 

東京 舞 1:1^ りの 件 何分よ ろしく 願 ひます 今月の 早稻田 文學で 誰かに 私は大 にやつつ けられて ゐる さう 

です ねわざ わざ 友 だち が 知らせて くれました あすこに は 豪傑が 大ぜ. ぃゐ すぎる からち よいと その 號を 
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買って 見 る 勇氣も 起り ま せ ん 

小 說をー つ 書く こと は 恥 を 一 つ 書く 事 だとお 思 ひなさい さう すれば どんどん 書け ます：： |ij 非ぉ窗 き 出し 

なさい 今 客と 一 しょに 酒 を 飲んだ あとです この頃 又柬 京が 戀し い 

松風 や 紅 提灯 も 秋 どなり 

九月 四 芥川龍 之 介 

小島 政 二 郞樣梧 下 

二 四 六 〔九 H リ九 He. 徘{ だ〕 嫌 倉から。 端齊、 江 n?^- が〕 

(流る る は 夕鶯か 橋の 下」 

拜啓 御而倒 乍ら 佐 藤 春 夫 の 小說を よんで イン スピレ ー ショ ンを， 得たい から 帝 文 前 月號这 つ ごくし 

ないか 僕 は 「袈裟と 盛 遠」 式の もの を 書きた めて Meu  and  Women の やうな ものにした、 と はって ゐ 

る計畫 ばかり 色々 立てて ゐ るが 一向 實 行され さう もない この頃す つかり ブラウ ンゲ！ ：：；^^ になつ-. こ 

以上 

二 四 七 一九 月 二十 二：：：： 嫌 倉から-。 小島 政ニ郞 宛〕 

拜啓 あした 一 曰 休みが あるから 御伽 噺を やって 見ます どうせ 好い加減です よそおで ようご. さんす か 

ー奉敎 人の 死」 のニ匚 はね 內田 # 庵 氏が 手紙 を くれたの は久 米から 御 聞きで せう 所が 今 fies にゐ ると 

東洋 精藝 株式 #3 社と かの 社長さん が 二百 圓か 三百 圓で讓 つてく れつて 来たに は 驚きました 隨分氣 の 平 

い 人が ゐる ものです ね 出たら めだって つたら 呆れて 歸 りました 慶應の 件 来年から 海軍 擴 張で 生徒が 破 

ぇ從 つ て 時間 も增す の と戰爭 の危 險も赂 ー な さ さうな のとで 急に 毎； n の 橫須賀 通 ひがま こなった りで 
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す 来年の 四月 頃からで も 東京へ 舞 戾れれ ば 大慶 この 上な しそれ とき まれば 今年 末 位に こっち を やめて 

三 ヶ月 位 遊ばう かと 思って ゐ ます さう 云 ふ 次第 だからよ ろしく 御 取り計ら ひ 下さい もし 必要なら 上京 

の 節澤木 氏に 御 目に かかって もい-^ と 思 ひます 何しろ 橫須賀 はもう 全くい やにな つた 以上 

M 一き 熟る る實に 露霜 や だ ま り 鳥 

これ はこの 間虚 子の 御 褒めに 預 つたから 御らん に 入れます 

九月 廿 二日  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 梧 下 

二 四 八 〔十月 九日 缣倉 (， 推定) から。 池 崎 忠孝 宛〕 

先達 は 失敬した 朝ら くに 汽車に 間に合って かへ つた 但 frau や 僕のう ちへ は 君の 下宿へ 厄介に なつ 

た 事に して あるから 然る 可く 心得て くれ 給へ もし 今度の 日曜に でも 君が 來た時 僕のう ちで その 禮 でも 

云って バッが 合 はない といけ ないか ら 特に 斷 つ て 置く 次第 だ 

この頃 非常に 遊び 廻りたい 氣 がして いかん 曰曜に はなる 可く 來 給へ さやうなら 

十月 九日  龍 

赤析平 先生 

二 四 九 〔十月 十：：！： 缣 倉から。 端 書、 菅忠雄 宛〕 

枯野抄 骨 を 折った ものです から 世評に 關 りなく 自分で は 或 程度の 滿足を 持って ゐま すまた 胃が 惡 くつ 

て 弱つ てゐ ます 尤も 甘 いもの を 食 ふ の は 少しも 前と 變り ませ ん どうも だ ん/ \ -惡く なるやう です 

頓苜 
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二 五 O  〔十月 十四 H 横須贺 から。 小鳥 政ニ郞 宛〕 

拜啓 御伽 噺は 1^1 い \ 加滅な もので 恐縮し 切って ゐ ます 長い 方が 短い のより 餘程 わけはない 「蜘崃 の 

糸」 の 方が もっと 苦しみました それ か ら目 下御臺 所 が 甚心 もとない のです が 御 都合 で 御金が 項け た 

ら こちらへ 達って 下さい もう 一 つ 例の件 もし 纏る ものなら 來月 一 ばい 位に 辭表を 出したい と 思って 

ゐ ますから その 方 もよ ろしく 願 ひます 

この頃 京都の 知って ゐる畫 かきから 襲 半 千の 山水 賽帖 を经 つて くれました 御 暇の 節 田 端へ 御出でな さ 

いません か 御らん に 入れます この 前の 日曜 は 田 端で 一 曰 ごろごろして ゐ ました さう して 

桃の 花靑雀 今日 も 水に 来ぬ ， 

菊の 酒 掛むゃ 白衣 は 王 摩 詰 

と 云 ふやうな 句 を澤山 製造し ました 句と しての 面白味 は 鬼 も 角 も匇忙 たる 塵勞に 疲れる と 僕 はかう 云 

ふ 境地が 戀 しくなる のです これ は あなたなら 同情して 貰 へ ると 思った から 序にち よいと 窗き 加へ まし 

たこれ で やめます 

笹鳴 くや 雪駄 は 小島 政ニ郞 

十月 十四日  龍 

二 五 一 〔十月 十六 E 横须贺 から。 松！： 讓宛〕 

大分 御無沙汰した この 問 眼を惡 くした の で 君の 眼病 を 想到した ボ ク の は 唯 煙草 をのむ の で マッチ を 

すったら 火が 眼の 玉へ とびこん だの だ それで 大分 眼 かくし を させられて 弱った 片 つぼし かないと 本 を 

よ むんでも もの を醫 くんでも 見當が つ かない それでももう 癒った 癒り すぎて 東京 へ 行く ときれ いな 女 
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ばかり 目に 立って いけない 

これから 書く ものがた まって ゐ るのに も 弱った 2¥ はちつ とも 書きたくない ものば かりだ そんな も 

のより ポクの 今 描いて ゐる 南竇の 方が 遙に 有意 味 だと 思 ふんだ が これ は 誰も 賈 つて くれないから 仕方 

がない 皆さん 御變り はない か 奥さん (小さい 方の〕 に 子供が 出来た と 云 ふ 事 を 菊 池に きいた 御： III 出度 

くって 結構 だ ポクの 所 は 形 迹杳然 だ 房事 過度の せゐぢ やない かと 思って ゐる但 これ は 人の 程度 を 知ら 

ないから だよ 

俳句 は 非常に 上達して 目下 犬に 新進 俳人 氣分を 漂 はせ てゐ るもう 菊 池なん ぞ 眼中にない 新 思潮 を 見 

たかいい つ どうした かわから な い 中に 五代 目が 出来た の で 少し 面 を 喰った どうも 鎌 倉に ゐ ると 自然 疎 

外される 形に なって いかんし かも あの 六號を よんだ 時は聊 生意氣 だと 思った 小說は 我々 の 時代と は 段 

が ち が ふ と 思 ふ が 轟 貭眼だ らう か 「異象」 の 方が ずっと 好い やうに 思 ふ 何でも 今に 我々 を 今の 新 思潮で 

よんで 御馳走す ると か 何とか 云って ゐる さう だが まだ 一 向 御 招待 をう けない その代り 原稿 を窨 けと 云 

ふ 命令が 來た斷 つた この頃 しみじみ 橫須賀 がいやに なって ゐる 以上 

十月 十六 日  芥川龍 之 介 

崗讓樣  . 

二 五 二  〔十月 十八 横須贺 から。 小- 政ニ郎 宛〕 

御手 紙 並 に 御金 確に 落手い ろ く 御手 數ぁ りが た う 御 ざ いました 

「赤い 鳥」 卷 頭の 鈴 木さん の 御伽 噺 うまく 書いて あるので 大に 感心、 たと へば 野 上さん のな どに くらべ 

ると まるで 段が ちがって ゐ ます あれ は 技巧が うまい とか 何とか 云 ふ 問題 ぢ やありません もっと 本質的 

な 表現 上の 大 問題に 原因して ゐ るので す 何と 云った つて 三重 吉だ よと 自分の 御伽 噺が 蹣跚 として ゐる 

丈に 餘計 敬服して しま ひました あなたの 水 滸傳は 以下 九紋 龍が 靑州 かど こかで 囚 はれて 梁 山 伯の 同 


勢が 助けに 行く 所まで 書く のです か あれ は ああ 書き こなしながら 進 むんだ から そこまで 行く の は大變 

でせ う 少し 心配に なった から 伺 ひます 尤も そこまで 押し通せれば それ 丈 私の 敬服 も坍 加す る 次第 だか 

ら 御 遠慮なく どんどんお やりなさい 

學 校の 件 はよ ろしく 願 ひます この頃 半分が たもう 束 京へ 舞 ひ 屍れ た氣 になって ゐ るんだ から 出 來报ふ 

と少々 心細い 何しろ 米 年から 生徒が 殆 三倍 近く も 殖えて 授業時間 も 今の 倍以. M にな るんだ と 云 ふから 

大變 です 然る 可く 御 察し 下さい 

王 摩 詰 は 王 維です あの人の 詩 は 淡々 として ゐて しかも 無限の 趣が あって 甚 よろしい 尤も 赤 木 桁 平 先生 

など は 惡く云 ひます が、 私に は 彼の 惡く云 ふ 所が 好きな の だから 仕方が あ 0 ません 

私が 三 田の 先生に なれて あなた も 三 田へ 来られる と 犬に 氣が强 くなる からなる 可く あなた もさう され 

ん事を 希望し ます 但 これ は 私の 氣が强 くなる 事 を 本意に した 說 なんだから あなたの 一 身上の 問 gS に 影 

響 を與へ る 資格 なぞ はなさ さう です しかし それが あなたに とっても よい 限りなる 可く さう おしなさい 

と勸 めたい のです 我々 が 皆 一 しょに なって ゐ たら そこに 起る お 互の 人格 上の 影響から 別々 にゐ たので 

は 出来ない 何 かが 生れさうな はしません かさう して 事によると それが 我々 の」 お 跡 を 後代に 殘す事 が 

出來 さうな 氣 はしません か 卽 興の 句 はちつ とも 惡意 はない のです よ あれ は あなたの 印 $ ^を その 儘：？ 

にした のです ちょいと うまいで せう 以上 

■latin 

小島 樣  ， 

二 五三 〔十月 二十 一 = 横須贺 から。 小，： t け 政 一： 郎宛〕 

^ 拝復 昨日 東京から 歸 つて あなたの 手紙 を 見ました 學 校の 件 いろいろ 難 有う は 勿論 束 京へ 行ける 

事が 目的なん だから 少し 位少 くっても 差 支へ ありません 休：：： 二 EE とれな くば  一 n でもよ ろし い (僕の 
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方來 年の 四月 位から 休日 は 日曜ぎ りに な 0 さうな 形勢な り) 時間 は 今 持って ゐる のが 一 返 五 時間 その 

前 は 十二時 間、 この 十 一 月から 十二月 頃まで は 六 時間 その 先 は 三月まで 八 時間と 云 ふ 風に 一 定 して ゐ- 

ない けれど まあ 一 週 八 時間と 云 ふ 所が 通常です 尤も 僕の 方 は 御 役所 式で 朝 八 時から 午後 三時まで 時間 

の 有無に 關らず 縛られて ゐ るの だから それが 一 番 苦になる のです 今 なぞ はまる で授 菜の ない 日が 二日 

も あるが やはり 汽車へ 乘 つて 橫須賀 まで 出かけなければ ならない 右樣の 次第で 十 時間 以上の 授業時間 

が あるに して も 授業が ない 時 歸れれ ば その 方が 僕に は 難 有い の で すその 邊の 事情 も 御 都合 で 澤木さ ん 

まで 云って 下す つても よろしい 何しろ 四月から 先になる と 侮， m 擴 張が 始まり さうな ので 弱って ゐ るの 

です どう 考 へても 僕の 機關學 校へ 就職した 理由と 海軍 擴 張と は 根本に 於て 相容れ さう もない 俗用 を 

長々 と 書いたら 肩が 張って いや な氣に なりました これから 少 し 泰平な 事 を 書き ます 

今度の 日曜 は 上京す るから 遊びに 来ません か龔半 千の 外に 大雅と 蕪 村との 十 便十宜 があります これ も 

ちょいと 敬服に m する もの だから その 節 御らん 下さい 謝 春 星 先生 もえら いがやつ ばり 頭の 下る の は 九 

霞 山 樵です な 實際大 雅と云 ふ 男 は 畫聖の 名 を 厚め ない 人間です 僕 は 雪 舟に すら 院畫 らしい 銳さを 嘆ぎ 

つけます が、 大雅に 至って は渾 然として ゐて 更に さう 云 ふ 所が 見當 りません 東洋の 畫の難 有 味 を 味^ 

しょうと 思ったら 大雅を 見る のに 限ります 僕の 小 說は久 米が 急に 完 つたので 大急ぎで 今 曰 ー囘 書い 

て 達り ました 久米は 「芥川 をお どかして や るんだ」 と稱 して 完 にしたん ださう です 怪しからん 次第 だが 

かうな つて 見る とやむ を 得ない からこれ から 晝夜 兼行で 書き飛ばします 勿論 社の 方の 注文 は 早い事と 

或き まった 長さ (三十 囘 乃至 四十 囘」 とを耍 求して ゐ るので すから その 範圍 でうまい もの 力 出来る 力と 

うか 覺 束ない 次第です 菊 池に 聞く と 時事の 安樂 椅子で 僕が 褒められたり 返 治された りして ゐ るんだ 

さう です が 神奈川 版に は あれが のらない から 非常に 長閣 でよ ろしい 新聞 小說も 月評 子の 舌頭に 轉ぜら 

れ ない のが 僕に は 何よりも 結構です 

いくら 書いても 際限ない から やめます 以上 
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十月 = ^一  曰  學校 にて 芥川龍之介 

小島 樣梧下 

二 五 四 〔十月 二十四日 横須賀 から。 端 書、 小鳥 政ニ郎 宛」 

もう 一 度 御 さそ ひ 申します が 日曜に 来ません か 午後 だと 握 結構です、 江 ロも來 るか も 知れません 僕 は. 

稿に 追 はれて ゐ るので 一日の 淸 興を恣 にしたい のです 頓百 

十月 廿 四日  芥川龍之介 

二 五 五 〔十月 二十 四；！： 缣 倉から。 薄 E;^ 介 宛〕 

拜啓 今度ば かり は あなたに も 御迷惑 を かけて 恐縮した し 私自身 も 狼 狼して 一 方なら ず 弱りました 手 

は 神經痛 だし 眼 は 一 方 憐寸の 火が はねて 繃帶 して ゐる しする から 一 重に 久 米の 義俠 心に 依頼して なる 

可く 小說を 長く 書いて くれと 頼んで あつたので すが 彼 は それ を 全然 無視して 「 一 つ 芥川を 面 食 はせ て 

や るんだ」 とか 何とか 云 ふ 調子で 急に 十囘 にして しまった などと は實 に不； ^だと 心^ます 私の 大^ 毎 

日 新聞社に 負って ゐる 責任 は 半分が た久 米の 爲に 損害 を 蒙った と 申しても よろしい が、 やっと 間に 

合 はせ ましたから これから は每 曰中絕 せずに 書いて 行きます 尤も 右樣の 次第で 少々 急ぐ 必， ゆかが あるか 

ら出來 榮は始 から 餘り 自信が あ" ません 今 曰五囘 へ はいつ て やっと 本文 へと りかかった がどう も 足 #: 

カ甚 怪しい のです 插蠻を 描く 名 越さん に對 しても 甚 面目ない がどう も 大目に見て 項く 外はありません 

しかも あれ を 書いて しまつてから 五つ 斷 つて まだ 二つ 殘 つて ゐる 新年 號へ何 か 書かなければ ならない 

の だ 力ら 全く 心細くな りました あれ も 精々 長く 書きます がさう；！、 際限に も 延ばされな いから 然る W  く 

後の 小 說を御 準備 下さい 何時か 有 島 生 馬さん が 御社から 依賴を 受けた やうに 聞いて ゐ ましたが まだ 出 

ないやう に 思 ひます もし 有 島さん だったら 私から 手紙 を 書い 一-懇願しても よろしい 何しろ 羽識が 引か 
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れ ないで 何時までも 高座に 控 へて ゐ るのぢ や 冷々 していけ ません 

御 詫び 旁 やっと 手紙 を 書く 暇 を 得て 以上 

皀勇 

原稿 はま だか ま だ か と笹 鳴く や 

十月 廿四 日朝 

薄 田 淳介樣 

二 五六 〔十一月 三日 嫌 倉から。 端 書、 小お. 政ニ郎 宛〕 

スぺ イン 風で ねて ゐ ます 熱が 高く つて 甚 よわった 病中 髮髴 として 夢 あり 退 屈 だから 句に してお 目に か 

けます 

m や 大葬 ひの 町 を 練る 

まだ 全快に 至らず これ もね てゐて 書く のです 頓首 

龍 

二 五 七 〔十一月 五 H 鎌 倉から。 端 書、 小， 爲 政ニ郎 宛〕 

退屈 だから 又 これ-を 書きます お 互に この 風 はい \ 加減に 御免 を 蒙りたい もんだ 尤も かう 云 ふ 事が ある 

と いろんな 餘技 を恣に 出来て 便利です 今日 も 床の 上で 繒を 描いたり 句 を 作ったり しました この 歌 も そ 

の 際の 產 物です 

向つ 尾に 二 もと ある 松朝燒 くる {<ュ をいた しと 二 もと ある 松  ， 

朝燒の ほのめく 所 向つ 尾の 二 もと 松 は ゆらぐ ともせず 

それから 小說 集の 名 「傀儡師」 にと りきめました 外に も いろいろ 考 へたの があります がどう もこれ が 一 
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番ょ ささう です いけません か 以上 

二 五八 〔十一 月 九 H 嫌 倉から。 薄 田淳介 宛〕 

拜啓 四囘 達り ました この頃 やっと 話 をし つかり 進行 させられる やうに なって 來 ました どうも 今 ま 

での 所 は 氣に食 はない これから はもう 少し 小說 らしく 動いて 行きます 何しろ 今までが 今まで だから 評 

判は惡 るかない かと 思って 大に 社の 爲 に氣づ かって ゐ ます それから 名 越さん の插畫 も 内容より 上等な 

ので 恐縮です あなたから よろしく その 恐縮の 意 を御傳 へ 下さい 今度ば か り は寶際 少し 評判が 氣 になり 

出しました イン フル ェ ンザは 御用 心なさい なったら ちょいと でも 無理 をし ちゃ 駄 H です ょ忽 猛烈に ぶ 

り 返します 私 も 起きて 一 囘 原稿 を 書い たんで ひどい 目にあつ たのです 島 村さん もさう だら うと 思って 

ゐ ま す 昨 日 床 を あげ ました 

病中 髮鬆 として 夢 あり 

M や 大葬 ひの 町 を 練る 

十 一 月 九日  龍 

薄 田學兄 

二 五 九 〔十一月 十七 n 田 端から。 小，： 政ニ郎 宛〕 

昨日 は 留守に して 失 鱧 致しました 夜歸 りました 履歷書 同封で 御 達り します 然る 可く 御；^ り 計ら ひ 下さ 

ぃ實は 今日 これ を 持って 上る つもりで ゐ ましたが 雨が 降った ので 勇氣が 挫けました 今夕 又 鎌 倉へ 歸り 

ます 當用 のみ 以上 

十 一 月 十七 日  芥川龍 之 介 
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小島 政 ニ郎樣 

二 六 0  〔十一 月 二十日 缣 倉から。 齋 藤負吉 宛〕 

君の 手紙 を 見て 大に 久濶 を 感じた さう して 甚だ 愉快だった 僕の 本 は 三種 あるが 橫須賀 では 手に はいら 

ない 今度の 日曜 東京 へ か へる から 達り ます (尤も 一 册處女 作品 集は絕 版に なつ てゐ るか も 知れない〕 皆 

あんまりう まくない がま あ 友. たちが 書い たんだと 思って 讀んで 見て くれ 給へ 

两川は 相不變 こっこつ 農科 大學の 研究室へ 通って 勉強して ゐる 中原 は少々 道樂 をして ゐ ると 云 ふ た 

が 詳しい 事 は 知らない 飯 塚 は 確か 外 國語學 校 を 卒業した 箬だ これ も 一 向 消息に 通じて ゐ ない 筒井 は久 

住と 姓 を かへ て 沖 商會の 重役に なって ゐる山 本 は 三菱へ 出て 目下 支那 一 掘 ー歷中 あと は 誰が どうして ゐる 

んだ かさつ ばり 知らない 僕 も 支那へ 行きた いんだが 銀 相場 は 上って ゐ るし 金 は 更にな し 行きたい 行き 

たいだけ で暮 して ゐる その 點で 君な ど は 犬に 羨し いよ 一 體 上海 ぢゃ 一 月い くらで 暮 せる だら う 安 けれ 

ば 僕 も 一 月 位 行って ゐ たい 金 瓶 梅 を 始め 痴婆 子傳、 紅 杏傳、 牡丹 奇緣、 燈蕊奇 僧傳、 歡 喜奇觀 などの 

淫書 をよ むと どうも 那 人の 開化した 野蠻 性が 面白くな つて 来る 上海の 本屋で ああ 云ふ淫 書が 澤山出 

てゐ るら しいが もし 上記の 外の ものが あったら 達って くれ 給へ 金 は 大金で ない 限り这 るから 

來春 上京の 節 は 是非 一 度拜顏 の榮を 得たい 僕 は 日曜 を面會 日に して その 日 は 東京 巿外田 端 四 三 五 僕 宅 

にゐる あと は 神 奈川縣 鎌 倉 町 大町辻 僕 宅に ゐて學 校へ 通って ゐる 手紙 は 鎌 倉の 方へ 貸った 方が 便利で 

す 手紙 も 時々 はよ こし 給へ 僕 も 精 々勉強して 書く から 何 か 面白い 話が あったら 手紙の 中へ 書いて くれ 

給へ この頃 材料 拂 底で 皆 弱って ゐる 一 體 日本の 小 說家は 貧弱で 碌な 生活が 出来ない から それで 早く 行 

きつ まるんだ 事によると 小說 家になる 前に 實業家 か 何 かにな つて うんと 金 を 儲けて 樂に 生活 H 来る や 

うにす るの が 何よりも 急務 かも 知れない 

今 谷 寄 君が 上海 邊 へ 行つ てゐる 時分 だ と 思 ふ もし こ の 手紙が つ い た 後で 君が 彼に 遇 ふ 機 會がぁ つ たら 
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僕の 友人 だと 云って 彼と 話して 見 給へ 頭の 善い 江戸っ子 肌の 面白い 男 だから これで やめる さわ、，.， 

なら 

十一月 廿日  學校 にて 芥川龍之介 

西村貞 吉君 

二 六 一 〔十一月 二十 一 日 鎌 倉から。 小お 政ニ郞 宛〕 

拜復 色々 御手 數難 有う ございました 私 如き 暖 味な 才能の 所有者が あれ 程の 御手 數を かける に惯 する 

力とう カ考 へる と少々 心細くな つて 来ます W だか 君に 買 ひ かぶられて ゐる やうな 氣 がして 甚 恐縮に 感 

じて^ 方 力ない しかし 買 ひ かぶらせようと 努力した 覺ぇ はな いんだから その 點で 僅に 安心の 尻 を 落ち 

つけて ゐ ます どうか 今後 も 然る 可く 御 取 計ら ひ 下さい 目下 書きた くもない 小說を 書く ので 晝も夜 も 

殺されて ゐ ます 尤も 日曜 は その 息ぬ きに 東京へ かへ つて 人に 會 ひます 句 はべ.，； く 作って ゐる が ありま 

せん 强 ひて 出たら め を 書けば 

縫箔の 糸に 今朝 冬の 光り 見よ 

十一月 廿 一日  龍. 

小島 政 ニ郞樣 

二 六 二  〔十一 月 二十 四 nzw 端かん。 松！： 讓- が〕 

拜啓 君が 肺炎で 入院した と 云 ふ 事 は 人が 知らせて くれた 當特僕 も イン フル ェ ンザ のぶり 返しで ひど 

く 衰弱 し て ゐ た辭世 の 句 も 作った その 位 だから 透に 君 の 病氣は どう だ ら う と氣づ かった その後 や つ と 

元氣を 恢復して 一 昨日 京都の 井川 君が 久しぶりで 鎌 倉へ 来たのと 一 しょに 東京へ 来た 井川 君 も あ ひた 

、しと 云 ふので 菊 池 を たづね たさう して 君が もう 心配 はない と 云 ふ 事 を 聞いた 安心した 却；，, . 一に 今 „i,- よ 命 
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拾 ひ をした 方 だら うと 思 ふ 僕の 辭 世の 句 は  . 

見 かへ る や 麓の 村 は 菊 日和 

と 云 ふの だ 今 はもう ピ ン くして 原稿 を 書いて ゐる君 も 大事に し 給へ 今日は 井川 君 御 夫婦が 來 るので 

一日 外へ 出られない 頓首 

十 一 月廿 四日  芥川龍之介 

松 岡 讓樣， 

二 六 三 〔十二月 八 nz 田 端から。 下，！ 勳宛〕 

敬 啓 今 d: 上って 御 診察 を 願に うと 存じました 處 朝から 人が 參 りつぐ けにて 上る 事が 出来ず 不本意な 

がら 是 より 漱石 先生 第三 囘忌 逮夜へ 參り それより 鎌 倉へ 歸る 事に 致します イン フ ル ェ ンザ 後少々 咳が 

出つ ぐ け 肺病で はない かと 心配して Blf るので すが とうとう 御 診察 を 願 へ ず 又 一 週間 教室 の 白墨 の 埃 を 

吸 ふ 事故 犬に 心細く 感じて 居ります 

長々 拜 借の 十 便 十 宜難有 御 返却 仕ります 本日 持って 上る 所 右樣の 次第にて これ も 不本意ながら 使に 持 

たせて 差 上る 事に なりました 大雅の 耕 便 汲 便 釣 便 灌農便 防 夜便眺 便な ど は 世界中 どこ へ 持って 參 つて 

も 比類ない 傑作と 存じます 蕪 村 も 筆力 縦横 孤峯 頂上に 向って 魔 を 結ぶ 底の 手腕に は甚 敬服し ました 但 

大雅 ほど ポ カンと した 處靉々 然靆々 然 たる 所がな いのは やつば り その 人の 然 らしむ る 所で やむ を 得な 

いの だら うと 愚考 致します 讀寶の 句 は 小生の 出した もので はなく 誰かが 好い加減に 句 暦 を 集めて 勝 

手に 發 表した ものであります どんな 句が どれ 程 出て ゐ たかま だ 小生 は 一 向 存じません 饒舌 不休 これで 

やめます 頓首 

卜 二月 八日 . -  芥川龍之介 

下鏖 先生 梧 下  . 


二 六 四 〔十一， 一月 十 rw 縑 倉から。 恒藤恭 宛〕 

ボタの 出た あとで 君が 来たと 云 ふ はがき を 見て 驚いた 朝から 一 曰 待って ゐ たの だからもう 來な いと 思 

つ て 出た 出 て も 夏： IE さん の 家へ 行く の に は遲 すぎた か ら御 逮夜 の 御馳走 の ある 御茶屋 へ 行って ナ>  よ い 

と御燒 杏し て すぐ 鎌 倉 へ 來 たどつ ち かもうち よつ と 早い か 蓮い か す ると よかった んだ が 赏際殘 念 だ 就 

いて はこの 殘念を 埋め合せる 爲 もう 一 度ち よいと あ ひたいから せめてもう 五六 日出 發 をのば し 給へ 僕 

の 方 は 十八 日から 休になる がその 前の 十五 曰の 日曜に も かへ るから その 時 君 を 訪問しても 好い 十四日 

の 土曜 は 寧： 校に 夜 英語 會 があって か へれない 中央 公論 は 十五 曰 締切 だから どうしても その n までにす 

ましてし まふ あと は 自由 だから 樂 にして 話せる それから 御 出の 節 御 土產を 項いた さう で 難 有う 

出来るなら 延し給 へ さう して 出来る 事と 信じ 且 祈る 

十二月 十日 ，  龍 之 介 

恭 樣 

二 六 五 〔十二月 二十 三日 縑 倉から。 端 書、 小鳥 政 ニ郎. が〕 

今日は 東京で 或は あなたが 來 やしない かと 思って 待って ゐ ました が 見えなかった か.，： 唯今 鐡<1 ^に 立 

ち 戻って これ を 書きます 句 は 僕なら かう やります 

むだ 話 火事の 半鐘に 消されけ り 

實際 むだ 話 を 書く のに は あきあきした 今度の 日曜に でも 風 a: 敷 を 以て 金剛 經を 受けと りに 御 出なさい 

二 六 六 〔十二月 二十 五 H 缣 倉から。 中 板 駒十郎 宛〕 

拜啓 背文字 達り ます 校正 は 明日 朝まで 待って 下さい 以上 
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廿 五日  芥川龍之介 

中根樣  ， 

二 六 七 〔十二月 二十 六 nz 鎌 倉 (推定) から。 恒藤恭 宛〕 

拜啓 先達 中 は失禮 あれから 中 公の 原稿が 出来な くって ねとう く 中 八ムの 社員が 鎌 倉へ 来て 出来る 

迄 宿 を 取って 待って ゐ ると 云 ふ 始末だった やっと 一 曰 徹夜して 書き上げ たの は 廿日だった だから それ 

迄 ははが き 一 本書く 暇 もなかった 出たら めな もの だが 活字に なったら 讀んで くれ 給へ 

昨日 菅 さんが 來て夏 目さん の 風月 相 知 を 非常に 褒めて ゐた 大王 可 福より 遙 にうまい さう だ 夏 目に して 

は 傑作 だと 云 つ て ゐた大 に 勇氣を 得た 

田 端まで 無駄足 を させた 事 は 君よりも 奥さんに 氣の 毒な 氣 がする の だからよ ろしく 御 詫び を 願 ふ 今 

少し ひま だから 散歩したり 本 を讀ん だり し てゐる 

瓦 ft: 黃昏岩 蓮華と こ ろ どころ 

これ はお 寺の 屋根の スケッチ 以上 

十二月 廿 六日  龍 之へ 力 

二 六 八 〔十二月 三十日 田 端から。 端 書、 江ロ澳 宛。 我 鬼 先生 松 下 逍遙の 圖 ぁリ〕 

ず つ と 東京 にゐ るか ら 遊び に來給 へ 


大正 八 年 

二 六 九 〔 一 月 三 nzw 端から。 端 書、 中 嫁癸已 男-が〕 

賀正 日曜に 遊びに..， J ざれ 梅 の 花 

一月 三日  芥川龍之介 

二 七 0  〔一  月 rarzs 端から。 端 書、 南部 修太郞 { 兆〕 

世の中 は 箱に 入れたり 傀儡 ：1 

二伸 これ は 新年の 句 本の 廣吿ぢ や あ：：： ません 

芥川龍之介 

二 七 I 一： 一  月^:::: 出端から。 端 書、 簿田淳 介 .站〕  • 

世の中 は 箱に 入れたり 愧儡師 

一 一 仲 これ は 新年の：？ 本の 廣： if 门ぢ やありません  ， 

芥川龍 之 介 

二 七 二  〔一  月 四 端から。 端 書、 池 崎 忠孝 宛〕 

0 赤 犬ん 極 下 

若し 暇 だったら 七 H 午後 二 時 頃 かに 來 給へ 皆で 運座で もしょうと 思 ふ 午前から でもい い 頓首 


年,、 IK /く 
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.  二 七三 〔一月 十二  II： 鎌 倉から。 薄 田淳介 宛〕 

拜啓 突然 こんな 事 を 申 上げる の は少々 恐縮です が 私 は あなたの 方の 社の 社員に して はくれ ません か 

私 は 今の 儘の 私の 生活 を持績 して 行く 限り とても 碌な 事 は 出来さう もない 氣 がする のです 碌な 仕事が 

出来ない ばかりで はない あなたの 方の 社から 月に 五十 圓の金 を 貰って ゐ ながら 一 向 あなたの 方の 社の 

爲 になる 仕事が 出来ない だら うと 思 ふので す 今の 私 は あなたの 方の 社から 来る 金と 學 校の 報酬と で 先 

づ 生活 だけ は保設 されて ゐる訣 です がいくら 飯 を 食 ふ 心配が なくっても 自分の したいと 思 ふ 仕事 も 出 

來 ずしなければ 義理の すまぬ 仕事 も 出来ない と 云 ふ 事 は 決して 條 快な 事ぢゃ ありません そこでい ろい 

ろ考 へた 末に この 手紙 を あなた へ 書く 氣 になった のです 社員に して くれません かと 云 ふ 意味 は 唯 それ 

丈 の 外に 私 の 知己と して あなた に 相談す る 心算 も 含ん でゐ るので す あなた はこの 問題 を どう 片づ く 可 

きもの だと 思 ひます か 社員に なれる なれない の 問題より 先に これに 關 して 腹蔵 G ない あなたの 意見 を 

聞かして くれません か 

その 爲に 私の 社員に なると 云 ふ 事の 意味 を說 明し ます 私が 社員に なると 云 ふの は あなたの 方の 社へ 出 

動す る 義務 だけ は 負 はずに 年に 何囘 かの 小說を 何度か 書く 事を條 件と して 報酬 を 貰 ふと 云 ふ 事です 勿 

論 さう すれば お； I 校 はやめて しまって 純粹の 作家 生活に はいるの です つまり 私と あなたの 方の 社との 今 

の 關係を 一 部分 改造して 小說の 原稿料 を 貰 はない 代りに 小説 を 書く 囘數 を條 件に 加へ て 報酬 を 一 家の 

糊口に 資する 丈增 して 貲 ふと 云 ふ 事になる のです それが 出来たら 私 も 少し は仕享 らしい 仕事に 取り か 

かれはし ないかと 思 ふので す こんな 事を考 へる の は 或は 大に 虫が 好す ぎる かも 知れません しかし 今の 

私 は その 虫の 好 さ を 承知の 上で あなたに 相談し なければ ならない 程 作家 生活の 上の 問題に 行き 惱んで 

ゐ るので す 前に も 書いた 通り 甚だ 突然で 恐縮 だと は 思 ひます が 一 應 私の 爲に考 へて 見て はくれ ません 

か實 はこの 事を考 へた 時 大阪へ 行って あなたに 會 つて その上で 御 相談 申さう かと 思った のです が差當 
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つて 原稿 を 書かなければ ならない 爲に 手紙で 間に合 はせ る 事に しました 私の 考 へが 手紙で は 十分 激し 

ない 憾が あるので すが その 邊は よろしく 御 諒察 を 願 ふより 外はありません 當用 のみ 誓 

一月 十二 日  芥川龍之介 

薄 田 淳介樣 

二 七 四 〔 一 月 十九 ni 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

原稿 まだ 落手せ ず 一 體久米 は 本當に 出した のかし らん 目下 少し 待ち あぐみの 體 

朝夕 や 薰風を 待つ 樓の角 

一 月 十九 日  龍 之 介 

二 七 五 〔 一 月 十九 H 田 端から。 大田黑 元 雄 宛〕 

拜復 御手 紙拜 見し ました 拙著 を 御 もとめに なった さう です が 私 も 今日 新潮 社から あなたの 方へ ー册 

御 達り する やうに 申し て 置き ま した 四 五 曰 内に は 御手 元 へと^ くだ らうと 思 つ て ゐ ます 戯乍 H 昧は私 

の 友達の 間に も 一 番 評判の 好い 作品です 尤も 今讀 むと 書き足 0 ない 所が 多い ので を 感じて ゐま 

すま だ 五六 年た たなくて は 腕が きまらな いから 碌な もの は 書け ません 

世の中 は 箱に 入れたい 傀儡師 

一 月 十九 日  芥川龍之介 

大田黑 元雄樣 

二 七 六 〔 一 月 二十 七 HE 端から。 廣瀨 維- 站〕 
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拜啓 先達 は 御手 紙 難 有 御座いました 英語 を 習 ひたいと 申す の は 日本 橋 橘 町 大彥の 主人で 模樣 の阖案 

や 何 かする の に 西洋の 參考 書類 を 見る 必耍上 習 ひた いと 云って 居る の. です ですから 大した 素養 は 入ら 

ない ので 唯 一 通り 本が 讀 める 程度に なれば 善い の だら うと 存じます 當 人は頗 個性の 鮮な 人間で 文學ゃ 

美術の 上に も 中々 一 家の 見識 を 持って ゐ ます (年 は 私より 三つ か 四つ 上です) しかし 執着心の 強い 人間 

ですから 英語 を 習 ふに しても 存外 ものに なり はしない かと 思 ふので す どうか 右 樣の事 を 御 含みの 上よ 

ろしく 御物 色 下さいません か 報酬 は 先方 も 私 も 然る可き 額が わからな いので 困って 居ります から 先生 

の 御 目が ねで きめて 頂、 きたいと 存じます 又 拙著 一 册差 上げます 御笑覽 下さい 

世の中 は 箱に 入れたり 傀儡師 

廿 七日  芥川龍之介 

廣 瀬雄樣 

二 七 七 〔一月 三十  一 n 缣倉 から。 池 崎 忠孝-お〕 

拜啓 君 はま だ 僕に 腹 を 立てて ゐる かもし さう でなかったら 本 を 出した に 就き 一 册獻 上したい の だが 

ど うだらう 貰って くれる 意志が あったら 返事 をよ こし 給へ さもな か 〔つた〕 らま だ 腹 を 立てて ゐる もの 

と 思って 達る の を 見合せ る當 用の み 以上 

一月 # 一  曰  芥川龍之介 

池 崎 忠孝 樣 

二 七 八 〔二月  一 H 鎌 含から。 中 戸川 士  u  二 宛〕 

あなた の 六號を 續んだ から こ の 手紙 を 書きます 僕 は あな たの あの 晩の あなたの おとなし いの が 意外 だ 
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. つた と 云 ふ 意味 は 前に 僕のう ちへ 來た 時の あなた は あの 晚 に比べる と 遙に 活潑々 地の 觀か あつたと 

云 ふ 事です だから あの 晚 あなた をつ かまへ て 僕が 饒舌 を 振った の は その 意外の 感じ を 表白した だけで 

あなた を 冷評す る 意志 は 更になかった のです しかも その 意外な 感じ は 11 と 云 ふより その 感じ を 起さ 

せた あなた は 前に 僕が 考 へて ゐた あなたより 餘程 殊勝な、 氣の 弱い、 それだけ 可愛 氣の 多い あなた だ 

つたので すつ まり 前に あなた を もっと 鼻つ ばし の强 いやう に考 へたの は 僕の 誤解 だから それ は あやま 

ります しかし 僕の 評慣に 於て 向上した あなたと 應酬 した 饒舌 を 僕の 皮肉の やうに とった の は あなたの 

誤解 だから 訂正し なくつ ちゃい けません これ は餘 計な 事 だが 今度の 新 思潮の 同人の 中で 僕が ものに な 

ると 思って ゐ るの は失禮 ながら あなた だけな のです だから 猶更 あなた を 退治す る 现出 なん ぞ あり やし 

ません 殊 に あの 晚は 悪 戲氣さ へ 持ち合せて ゐ なかった その 中 谷 崎 君 を 訪問す る 時 御： ni にか、 り ませ 

う は あなた を 訪問す る 時 谷 崎 君に 會ふ と 云っても よろしい 頓首 

二月 一日.  芥川龍之介 

中戶川 吉ニ樣 

二 七 九 〔二月 四日 鎌 念から。 南部 修太 郎- お〕 

拜啓 正月に 描いた 二つの 作品が 私の 今までの 傾向と 多少 異 つて ゐ るの は事實 です 里 見 ifl^ 君 は それ を 

或 身動き を 示す もの だと 云 ひました が、 その 身動き は 今までの 私の フ イイ ルド を 全然 捨てる 爲の身 

動き ぢ やありません それ 程 まだ 私 は 或 「眞」 の カルトに 雷同す る勇氣 はない のです 私 は 唯 私の 今までの 

フ イイ ルド を廣 くしたい のです この間 人と 話した 時に 私 は 冗談に 出来るなら 僕 は 名刺へ ナテ ユラ リス 

ト、 ロマン テ イシ スト、 シム ボリ スト etc. と 云 ふ 風に ありと あらゆる ィ ストの 名 を 書いて ふり 撒きた 

いと 云 ひました と 云 ふ 意味 は 題材の 上で も觀 照の 上で も 私 は 今までより — 或は 今までの 誰よりも，：： IT 

由で ありたい のです 又 さう しなければ 噓 だと 信じて ゐ るので す 今 n 三 田 文學の 六號を 讃んで ふと あな 
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たに 是 だけの 辯 解 を 書く 氣に なりました 批評家と してより は 寧 友人と して 私 は あなたに かう 云 ふ 心 も 

ち を 了解して 貰 ひ  た 力 ら て す 頓首 

二月 四日  芥川龍之介 

南部 修太 郞樣 

二八 0  〔二月 五 nn 缣 倉から。 小島 政ニ郎 宛〕 

拜啓 あなたの 批評が 出る 時事 新報 を 待ちく らした が 未に 出ません 神 奈川版 は 時々 文 题欄を 省略す る 

から an ずに しまったんだ らうと 思 ひます もし 切り 拔 きがあったら 僕に よませて くれません か 

今 曰 三 田 文 學を讀 みました あなたの 六號は 少し 僕 を 褒めす ぎて ますこれ でも 存外 見かけ 倒しの 所が 多 

い 人間な の だから あんまり 買 ひ 冠らないで 下さい その 方が 僕の 爲 にも あなたの 爲 にもなります 

所で 「綠の 黑髮」 と 云 ふ 語が ありますな あの 綠と云 ふの を 高等 學校 時代に 先生から 黑が綠 に 見える 云々 

の 說明を 聞いた 事が あります が 僕 私に 思 ふに あれ は 枕辭で 本來畔 にか かる もの だら うと 思 ふので すが 

どうです かさう 云 ふ說が 外に あるの なら あまり 威張れない がなければ 僕 は 創見の 權利を 主張し ます 新 

國學 者の 高説が 伺 ひたい ものです な 

この頃 は 私 は 入校 試驗 問題 を 作らされて ゐ るので 大に 困って ゐ ますと 云 ふの は 私の 讀ん でゐる 本の 性 

質 上 適當な 問題 になる やうた 文句が ちょいと 見つからな いのです God,  love.  Poetry,  ideal,  etc.  1 1 い 

くら 本 を あけて 見ても 碌な 字 は 出て 来ません そ Q 爲 今更の やうに 僕が プ ロゼ イツ ク. カルテ ュ ァ やし 

を缺 いて ゐる 事を發 見し ました 滑稽 だが これ は 僕に とって 頗眞 面目な 事實 なのです しかも さう 云 ふ 難 

儀な 目にあ ひながら 新 小說の 原稿へ 取 かかって ゐ るんだ から 非凡で せう 勿論 碌な もの も 書け さうな j| 熟 

がしません が 今年 は 筆なら しの 爲 少し 澤山 書いて 見ようかと 思って ゐ ます 現に 最近 佐 藤 春 夫の アナ 卜 

オル • フラン ス の^ 譯の序 を 書く； 爭 まで 引受けました 書く と 云へば 菊 池が この間の 詩論 を 匿名 子で 發 
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表した のに は 少し 驚きました あの 原稿料 は少 くと も 三分の 一 位 僕が 貰っても よから うと ひます 詩論 

は あの 翌日 彼と 新橋 停車場の 二階で 飯 を 食った 時 又 一 應鬪 はせ たのです その 節の 僕の 議論 は 表現 論に 

根據の ある 名論な の だから いづれ あなた も それで 惱 ませられる ものと 覺 悟して ゐて 下さい この間 あな 

たに 會っ た 時 「官能 描寫 の 文學」 論 をす る の を 忘れ まし た 菊 池 は あ の 程度の もの なら 淫雷 にあ る と 云 ふ 

說で すが 僕 はや はり 川柳 點の 外にち よいと あれ 程 穿った の は あるまい と 思 ひます 業 平の.：？ は 殊にう ま 

い S し 引例が あれ だけ は 少なす ぎます な そこで 序に 連動し ますが ああ 云 ふ 研究 を もっと 外の もの へ も 

向けて 見る 氣は あいま せんか 德川 時代の 戲作 だけで もず ゐ ぶんいろ いろな 問題が ありさう に 思 ひます 

(勿論 考證は 老大家に 一 任した 上で もです) 文化史 的な 研究 は 津田左 右吉 氏が やって ゐ るから 今度 は 磐 

術 批評の 立場から 手 をつ ける のですな ここまで 書いて 氣が ついたら 途方 もな く 長い 手紙に なった か 

らもう 切上げる 事に します 頓首 

芥 川 龍 之 介 

小島 政 ニ郞樣 

二伸 結婚 問題の 件 御 序での 節で 好い から 南部 氏へ 話して 下さい 

二八 I  〔二月 七：！： 田 端から。 端 書、 池！ t お 孝-が〕 

十日 午後 四時 頃から 遊びに 来て くれ 給へ もし 来られなかったら 一 報して くれ 給へ だが なる 可く は 都合 

して 來て くれ 給へ 頓首  田 端に て 龍 

二八 二  〔二月 八 =缣 倉から。 薄 田淳介 宛〕 

染 雲奉誦 先達 菊 池の 件に つき 御 たづね になった 事 を 菊 池に 傳 へ た 所 昨 曰 やっと いろいろ 考 へ て 見た 

が 文 爇攔擔 任の 記者と してなら 鬼 も 角社會 部の 記者と して 働く 氣 はない 3曰 あなた 迄 答へ て くれと 云 ふ 
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二  <： 三 〔二月 八 nil 鎌 倉から。 小島 政ニ郎 宛〕 

開化の 良人 はね 途中から 時間が なくって 書き 崩しち まった のです だから 大 川の 場から 先 は 腹案 通りに 

行かなかった 部分な ので 本に する 時 は あすこから 先 も 前の やうに 層々 壘々 體に 書き直します 

あなたの 評論 は 菊 池に 借りる 事に しました あなたが 貸さな くっても 菊 池が 貸して くれる 所大に 天網 

恢々 疎に して 拽ら さず だと 思 ひます さう 思 ひません か 何でも 菊 池の 說 によると ほんとうに 評論 ださ 

うぢゃありません か 江 口 も 褒めて ました ぜ 

枕 辭說の 反對の 理由 はどう 云 ふので すか 私 は 「唐衣」 が 紐から 「曰 も」 などの 枕辭 になる より 遙に穩 だと 

思 ふので すが さ うぢゃありません か 畔と云 ふ 語が 昔なかった のなら 勿論 私 も降參 します それから 綠の 

畔と云 ふ 語が 一 つも 見當ら なければ やはり 降參 してよ ろしい さもなければ まだ 自說を 固守し ます 尤も 

この 自說 はね 聊 その 尊 嚴を缺 く 惧れ、 あるが 實は 汽車の 中で 午ね をしながら ふと 思 ひついた のです だ 

から 事によると 少し 寐 ぼけて ゐる かも 知れない  - 


3 返事が 来ました 今拜 見した 御手 紙の やうな 條 件なら 喜んで 御世 話 を 願 ふだら うと 思 ひます 勿論 私 

力 自身 も 更に 異存ありません 但ー 一つ 同時に 話が 起って ゐ るので 或は 何 かの 拍子から 私の 話が 菊 池の 話 

の 邪魔 を. する 事がない とも 限りません もし そんな 事が あったら 御 遠慮なく 私の 話 を 抛-梁して 菊 池の 便 

宜を 計って 下さい これ は 萬 一 の爲を 思って 豫め あなたに 御依賴 して 置きます 猶 今後と もよ ろしく 御 

世話 を 願 ひます 私の 爲 にも 菊 池の 爲 にも 

： 左記の 句 得意な の だが どうで せう 

靑蛙 おのれ も ペンキぬ り 立て か 

二月 八 曰  -  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣.，  ■ 
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句 は 一 向 怠けて ます 最近のに 曰 

靑蛙 おのれ もべ ンキ 塗り立て か 

早く 君の 小說 がよ みたい 江 口の は 小 供と 犬 もま づく はないで すよ 

八日  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 

二八 四 〔二月 十二  H 。高 濱虚子 宛 (寫 )〕 

風流 懺法後 曰譚に 就て 

風流 S 法の つに き、 每度 面白く 拜見、 我々 若輩が 書きて はとても あ- -云ふ 味 は 出ず、 敬服の 外 無 之 候- 

頓ぼ 

二月 十二 日  芥川龍之介 

虚子 先生 梧 下 

二八 五 〔二月 十七 rn 田 端から。 池 崎 忠孝 宛〕 

拜啓 初版 賣り 切れ 再版 中々 出來 上らな か つ た爲ゃ つ と 今日 新潮 社よ 0 本 をう けと り 差 上げる； 連び に 

な つ た遲 くな つたの は 決して 勿體を つけて る訣 でも 何でもな い と 御 承知 下された し 僕 今風 邪に て 臥 

床 中 僅に 淸閑を 得て 嘉道 六家絕 句と 云 ふ もの を讀ん でゐる 尤も 熱 はいくら もない 

そ の 中 貴意 を 得ようと 思 ふ 頓首 

一一 月 十七 日  芥川龍之介 

池 崎 忠孝 樣 
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二八 六 〔二月 十九 日 田 端 (推定 ：} から。 端 書、 友 常 幸 一 宛〕 

お 手紙 難 有う 竹 藪に 雪の 積った 歌 結構 だと 思 ひました 小說 も奮發 して あすこまで 向上 御 させなさい 

蠘梅ゃ 枝 疎らなる 時雨 {4i  ,  , 

二月 十九 日 

二八 七 〔二月 二十日 田 端から。 薄 S 淳介 宛〕 

拜啓 其 後 間もなく 又 イン フル H ンザ にか --り 床に ついて ゐ ます 但し 熱 はいくら もない ので 大した 事 

も あるまい と 思 ひます それで この 手紙 を 書く のが 大分 遲れ ました 御手 紙 一 一通 共 確に 拜見 病氣が 癒り 

次第 早速 學 校の 方 も やめられる やうに 取り計ら ひます 今の 東 日の 紙面で は 文 藝欄を 設ける 事 も 無理 か 

と は 思 ひます が 出来るなら 設ける と 好い と 思 ひます 大每 だけ 設けても 好い やうな もの だが やつば S 東 

京の 新聞 にないと 文壇との 關 係が 密接に ならない のでい けません 病 氣の爲 新 小說へ 書き かけた 短篇 

も 中途で 御免 を 蒙りました 床の 上で 俳句 を 作ったり 絕句を 作ったり して ゐま すその 一 つ 

怪し さや 夕まぐれ 来る 菊人形 

二月 廿日 ，ノ  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 

二八 八 〔二月 二十 三日 田 端から。 小島 政ニ郎 宛〕 

僕 はま だね てゐ るんだ から 好い加減 辟易し ちま ひました 君 は 何 曰 位ね ました かどう も 僕の はたちが 惡 

いん ぢ やない かと 思って 犬に 神 經を惱 ませて ゐ ます 尤も 熱は餘 りない から 床の 上で 大分 書物 を讀 みま 

し た 就中 へ ルン 先生の 大きな 本 を 一 一 册讀 破す る 事が 出来た の は 全く 風 のお かげです その外 厚い もので 
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は 野叟曝 言と 云 ふ 荒唐無稽な 支那の 小說を 半分ば かりよ みました これ は 永久に 半分から 先 をよ み 緩け 

る勇氣 はなさ さう です 

久米も 江 口 も 大分 好 い 由 菊 池から 聞き ま し た 菊 池の 返 社 はがき は 君の 所へ も 行 つたで せ う 彼 も 江 口 も 

近々 田 端 界隈へ ひっこす さう です さう して 君と 僕と を 加へ て 田 端 組の 會を 一 月に 一 囘 やって 大に I . 

何 をす るんだ かわからない がま あ 大に何 かやる つもり ださう です この頃 菊 池 は 御召しの きもの を jf 肘て 

ゐ ますよ 

さう さう 菊 池より 慶應の 方 を 一 旦 運動 を 願って 置いて 中途で 變 心した のが 澤 木さん や 何 かに 不快な 

ひ を させ やしませんでした かこれ は少々 氣が 咎める から 伺って 置き ます 尤も 慶應 の 方が もう 少 し 早く 

きまる と 僕 も 振っても う 一 度 it や that の 講義 をす る氣 はあった のです が 機關學 校の 方 はこの 年度 

變り を機會 として 遠慮なく 授業時間 も ふえさう なので 思 ひ 切って 作家 生涯に な" 了せ ました だから 心 

中 可成 不安です が 兎に角の りか，^ つた 舟 だし 行ける 所まで は 行って 見ようと 思って ゐ ますし かしこれ 

から リイ ダァ を讀 む必耍 がな いんだと 思 ふと 可成 懾 快です 

歸ら なんい ざ 草の 庵 は 春の 風 

小島 政 ニ郞樣 

二伸 その 中小 說を拜 見お させなさい 病氣が 癒ったら 私 も 一 度 伺 ひます 頓首 

二八 九 〔二月 二十 四 rM 田 端から。 下 島勳 宛〕 

拜啓 昨夜 は 失 腾仕候 その 節 御 約束の 近世 僧 寶傳拜 借 願 ひ 度 候 猶矢張 御 話しの 高 泉の 書 小生な どの 

手に も 入る ものに 候 や これ 又 伺 上 候 頓チ ：！：： 

二月 廿 四日  I  ■  芥川龍之介 
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下 島 先生 梧 右 

二 九 0  〔二月 二十 四 = 田 端から。 薄 S 淳介 苑〕 

拜復 染雲 奉誦 謄本 その他 早速 達り ます 小 說は菊 池が 先に 書く 箬、 もう とりかかって ゐ るから その 中 

御 達り する でせ うその あとで 私が 書きます その 前に 學 校の 方が 片 づき 次第 (もう 辭意 だけ は 首席 敎授 

まで 手紙で 云って やりました X 社の 辭を 書かう かと 思 ひます がどうで すか  . 

菊 池に 就き 社 を やめようと したので 時事が 急に ひきとめ 運動に かかった やうです 何でも 大每と 同じ 

待遇 をす るから 居て くれと 云 ふと かです しかし 勿論 あなた 及 私に 對 する 義理 上 菊 池が その 引きと め 運 

動に 乘る惧 は 萬々 ないだら うと 思 ひます 唯 かうな ると 菊 池が 大每の 客員に なった 上 短日月の 間に 首に 

でもな つたら 私が 犬に 氣の毒 だが まさか その 事 はないで せうな これ は 當人も 多少 氣 にかけ てゐる やう 

だから 私から も 念の 爲 伺って 置きます 何しろ いろいろ 御手 數を かけ 甚難 有く 御禮を 申し上げ ますお 

か ザで 私 も it や that を ふりま はすの を やめて 東京へ まひ 屍れ るの だと 思 ふと 俄に 肩が 輕く なった や 

うな 甚偸 伏な 氣が します 句に 曰 

歸ら なんい ざ 草の 庵 は 春の 風 

二月 二十四日  芥川龍之介 

薄 田 淳介樣  , 

二 九 I  〔二月 二十 五日 田 端から。 营 虎雄 宛〕 

拜啓 何時ぞや 御 願 ひ 申 上げました 「羅生門」 の 題箋參 上の 節 書いて 項く 害で ございま したが 生憎^ 邪 

を ひいて こちらで 床に 就いて 居ります から 失禮 ながら 手紙で 御 願 ひ 致す 事に なりました 何と ぞ 同封の 

紙に 一 番 細長い のに は 「羅生門 芥川龍之介 著」 あと は 二つと も 「羅生門」 と 御 認めの 上 御 ！^达 り 下さい ませ 


んか右 とりあへ ず 御 願 ひまで に 恐縮な が ら こ の 手紙 を 書き ました 草々 頓苜 

二月 廿 五日  芥川龍之介 

菅 先生 梧 下 

一 一九二  〔二月 二十 六： HH 端から。 端 書、 松！； 譲 宛〕 

ふだんの 煙草が 祟っての どをこ はして 弱った その 爲 少し 計りの 熱が とれないで 困る もう^て ゐ るのに 

飽き/ \- した 御見舞 御禮 まで 頓苜 

春 日 旣に幾 曰 ぬらせし 庭の 松" 

二 九 三 〔二月 二十 八： =2 端から。 片山廣 子-が〕 

敬 啓 御見舞 下す つて 難 有う 存じます 私の 方 はもう 二三 日中に^ を はなれられ さう です がそ ちらの 御 

病氣は 如何です か氣候 不順の 際 SK 々も 御大 事に なさい 私の 方から も御禮 旁.' 御見舞まで 頓苜 

時雨 れんと す椎の 紫 暗く 朝燒け て 

二月 廿八 日朝  芥川龍之介 

片山 廣子樣 粧次 

, 二 九 四 〔三月 三 ni 田 端から。 下 烏勳 宛〕 

拜啓 今日 天氣の 好い の を 幸 鎌 倉へ 立ち 歸 ります 病中 は 何から 何まで 先生の 御 厄介に なり 難^く いづ 

W れ御禮 に は 上ります が ここで も 一 こと 御 挨接を 申 上げます これから 愈學 校が やめられ るの だと 思 ふ 

と甚偸 快な 氣 がします 
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歸ら なんい ざ 草の 庵 は 春の 風 

^ 惡： W 御 一笑 下さい 頓苜 

三 月三 曰  芥川龍 之 介 

谷 先生 梧 下 


二 九 五 〔三月 六 HI 嫌 倉から。 岩 淵 百合 子 宛〕 

拜啓 あなたの 御手 紙 も 句會の 通知 も 私が 風 を ひいて 東京で ねて ゐる 間に 来たので どちらも やっと 今 

日拜 見した 次第です もし 前に 讀む 事が 出来たら 句 會へも 出かける のだった と 大に殘 念に 思って ゐ ます 

これ は 決して 好い加減な 形容 ぢ やありません と 云 ふの は 私 も 近々 ここの 學校を やめて 東京へ 舞 ひ戾る 

事に なった ので 御 暇 乞 ひ 旁 > あなたの 所へ も 上りたい と 思って ゐ たのです だから それが 句會 なら 滴更 

都合が 好い と 思った のです 所で もの は 相談と 云 ふから 申 上げます が 近々 又 雀の 舍 俳句 會を あなたの 

所で 閗 きません かさう して 私 を 出席 させて くれません かさう すると 私 は 〔六 字 不明〕 のみならず 橫須質 

にも 御 暇 乞 ひ をす る 〔九 字 不明〕 會に 出席し ます 私の 都合 は 十五 日 以前の 金 土日が よろしい 時間 は 午 

後で も 夜で も かま ひません (朝 は學 校が あるから ちと 困ります) 會は元 來私は みずてん だから 句 會力歌 

會 になっても 恐れずに 出席し ます 以上の 條 件で 私の 爲 にあな た を 訪問す る 機會を 大袈裟に して くれ 

ま せ んか右 御 相談 旁 御手 紙を拜 見した 御 返事 ま で 

この頃 敎育業 を やめる の だと 思 ふと 甚偷 快です そのせ ゐか 汽車の 中から 見る 景 も 皆 春 氣を帶 び 

てゐる やうな 氣 がして なりません 

春に 入る 竹 山なら ん微 たる 

三月 六日  芥川龍之介 • 

岩 淵 百合 子樣  . 


二 九 六 〔三月 七 H 嫌 倉から。 中极 駒十郎 宛〕 

拜啓 菅 先生の 標題 御， 途 りします 一 番 大きい. のは黑 地へ 白ぬ きにして 扉と しあと は 表紙と 背に する 心 

算 です 「君 看 双眼 色 不語 似 無愁」 は 在来の 版 を 使 ひ あれ を 赤地 〔朱の 色) へ 白ぬ きで W して 下さい 校： 止 は 

「鼻」 による 事 その他 はよ ろしく 願 ひます 頓首  . 

三月 七日  芥川龍之介 

中 根 駒 十郎樣 

二伸 羅生門 出来の 上 は 二三 册く、 ださい 

二 九 七 〔三月 八 口田 端 C 推定) から。 菅 虎雄. W) 

拜啓 過日 は 羅生門 標題 早速 書いて 頂、 き 鳴 謝の 外 無 之 候 その後 御 禮に參 上 致す 可き の處 小生 實父 流行 

性感 冒に てとうと う 入院まで 致 居候 爲 多忙の 餘 諸方 樣へ 御無沙汰 仕る 事と 相 成 候 段よ ろしく 御 諒恕下 

され 度 願 上 候 頓首  ， 

三月 八日  芥川龍之介 

菅 先 生 梧 下 

二 九 八 〔三月 八 H 田 端 (推定) から。 薄 田淳介 宛〕 

拜啓 學 校の 方今 月 中に 後任 を 見つけ 來月匇 々よす 豫定 でした が 幸 後任 もす ぐ ありさうな のでもう 少 

し 早く やめられる かも 知れません やめたら 菊 池と 一 しょに 東京の 社の 方へ 顏を 出しに 行きます 入社の 

^ 辭 出来次第 達り ますから 學 校の 方の 片が ついた 通知 を 御 受取りの 上揭 載して 下 さ い (辭令 は 今朝 確に 

拜受〕 文藝 欄の 出来る 事 を 私 も 菊 池 も 望んで ゐ ます 頓首 
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三月 八日  r リ 1= 之 介 

M 田 淳 介 樣 

二伸 二月 分の 俸給が 屆 かないので すが あれ は 今度の 整理 上 貰へ なくなる 可き 性質の ものな ので 

すか それなら それでも よろし いが 念の 爲 ちょいと 伺 ひます 再々 會計 課へ 金が 来ない 來 ない と 云.^ 

のも體 裁が 惡 いから あなた を 煩 はせ る の です が それでも 内心 少 々 恐縮して ゐるも 0 と 御 察し 下さ 

二 九九 〔三月 九： H 田 端から。 下 岛 勳苑〕 

拜啓 例の件 色々 難 有く 存じます 參上 する 心算で したが 原稿の，.^ 切が 近く 大 繁忙の 爲 お金 はこの 手紙 

と 同封で 御屆け 申す 事に しました どうかよ ろしく 御 取 計ら ひ 下さい 軸 は 二つと も書齋 にぶら 下げて 

大喜び で 見て ゐ ます 頓首  ー 

三月 九日  t 介 t 之 ノ J 

下 島 先生 梧 右 

二伸 いづれ 手の 明き 次第 參上 する 心 組です 以上 

三 00  〔三月 二十 五 日 缣倉 から。 端 書、 池 峰 忠孝 宛，〕 

拜啓 僕 今度 學校を やめる のに 就いて 借りた 本 を 皆 返す 必要 あり 就いては ポオ ドレ H ル と國史 八面 i 

と を 橫須賀 市白濱 海軍 機 關學校 牛： 徒 科 敎ーほ 室 內僕宛 至急 (僕 は 今月 一 ぱいで よす ¥」 つ て くれ 給 ^ 君 

の 所までと りに 上っても 好い の だが おや ぢが 死んだ ので いろいろ 俗用が 多い から その 暇がない の だ 右 

^1田用 の み 

.  芥川龍之介 


三 o 一 〔四月 二  HI 鎌 倉から。 井上 猛 一 宛〕 

拜啓 御手 紙 難 有う ござ いまし た實は あれ を拜 見した 時 は 私の おや ぢの 御 通夜 の 時 だ つたので その 後 

何 力と 多忙な のに とりまぎれ とうとう 今日まで 御無沙汰して しま ひました さて 二と り 新 内の 儀 《 ^く  fc. 

なら 何時でも 御 辭返は 申さない 私です が 作る 方 はうた ふ 方同樣 何とも 以て 御 引き受け 致し かねます 私 

力 二 上り i 内 を 作った ！ そんな 事 を 聞いた 曰に はこの 頃 は 五位 驚が 鶴に 化ける 位な. 口 を 云 ふ， 1^ つ 

力 友 だち と稱 する ものの 中に も大 ぜぃゐ ます それ 丈で もとても とり か.. らうと 云 ふ勇氣 よありません 

平に 御 ゆるしの 程 御 願 ひ 申し上げます それから 近々 私 も 東京へ 舞 屍る 事に なりました から ほ然ぉ j 

に 力 \ る 機會も 多から うと 思つ てゐ ます 就い て は 御 暇の 節 は 御 近所 がら I - 少し 遠い ナ ，： ど ii&i  メ  , ) 

御 出 で 下 さ い 私 も 御 邪魔 に 上る か も 知れ ま せ ん か ら 

夜： 機 や 新 内 待てば 散り か，^ る 

..ir,  ^  . 芥川龍之介 

井上 猛ー樣 

三 0 二  〔四月 三 日 嫌 倉から。 端 書、 池 崎 忠孝. が"〕 

本 確に 落手 御 休 神 を 乞 ふ 小生 まだ 免官の 辭令 出ず 尻の 落ちつき 所に 窮 しつ -,. あり 

遠火 事の 覺 束な さや 花曇り 

三 olll  〔四月 十五： n 田 端から。 江 n^, が〕 

拜啓 前に も 一 度 話した と 思 ふが 新潮 社の 新進作家 叢書に 君の 集 を 加 へ る 事 愈 中 根 氏が 引きう けた か 
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ら 都合で 早速 原稿 を まとめて 貰へ ないか 纏めて 新潮 社内 中 根 駒 十郞氏 宛^っても よしもう 少し 後でよ 

ければ 僕が 貰って 新潮 社へ 持って行っても 好い 元来 は 中 根 氏が 參 上して ぉ賴 みすべき だが 今 非常に 繁 

忙で 印刷所の 方から 手が 離されな いから 僕から よろしく 君に 交涉 して くれろ と 云 ふの だ そこで とりあ 

へず 此 手紙 を 書いて 贵意を 得る 事に する 僕 は 今 中央 公論 を 十八 日 迄に 書き 上ぐ ベ き該務 があって う 

ん うん 云 ひながら 小說を 書いて ゐる だから 君の 用件に つきち よいと 君の 所へ 行きたかった が 十八 曰 或 

は 十九 曰か 廿日まで は 行かれ さう もない よろしく 取 計って くれ 給へ 

白太 蓮に 聲を 吞ん だる 雀 かな  — 

四月 十五 日  芥川龍之介 

江 ロ澳君 

三 0 四 〔四月 二十 八 端から。 薄田淳 介 宛〕 

拜啓 やつ と 今 曰 鎌 倉から こ ち ら へ 引き 移 りました 小說の 件 承知し ました 四 五十 囘の 短篇 を 書く 事 に 

します 讀 みそくな つた 小説 程 無駄な 記事 はない さう ですから それ 以上 長くない 方が 新聞と して 得策 か 

と 思 ひます から 今月末 か來 月始めに 菊 池と 二人で 御 地 を 經由長 崎まで 旅 をし ます その 節 拜眉を 期し 

て 居ります 

二十 八日  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 

二伸 

偶懷  ^ 

引き 鶴 や 我 鬼 先生 の眼ン 寒し 
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三 o 五 〔四月 三十日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 今；！： 縦橫談 なる もの を 讀む三 斗の 背 汗 あれ は 小生の！： 佻 浮薄 性と 君の 輕佻 浮薄 性と 一 しょに 

なって 二重の 輕佻 浮薄 性を帶 びた 形が ある 但 小生の しゃべった 事に 間違 ひ 一 つもなければ 恐縮した 

迄にて 文句 は 更にな し 尤も 今後 續 いて 出る 諸 先生の 縱橫談 にして 小牛； の それ 程 縦横でなかった とした 

ら甚 不公平な 次第 故 以下よ ろしく 誰の も あの 程度に はめ を 外させて 賀 ひたいと 思 ふ 

四月 景日  芥川龍之介 

佐々 木 茂索樣 

三 0 六 〔五月七日 長 崎から。 繪端 書、 芥川， が〕 

長 崎へ 来た 永 見さん の 厄介に なった 長 崎 はよ い 所に て^ 感服す 支那 趣味と 西洋 趣味と 雜； iij して 

ゐる所 殊に 妙な り 異人、 支那 人 多勢 ゐる町 は 大抵 石 だた み 橋 は 大抵 支那 風の 石 撟ロォ マ舊教 のお 寺 

力 三つ あ る 皆 可成 大き い 昨 曰 その 一つ (大浦 の) へ 行き ガ ラシ， と 一； ムふ フランスの 坊さんと 小ド n: 話し 

たり かへ り に 町 を 歩き 掘 出し物 をした 故 そちら へ 逸る 以上 

三 0 七 〔五月 八 W 長 崎から。 ：g 端 書、 小， お 政 ニ郎. ：^〕 

天雲の 光 ま ぼし も H 本の 聖母の 御寺 今 H 見つ るか も 

五月 八 H  ^ 

大 浦に 日本の 聖母の 寺 あり 

1 二 0 八 〔五月 八！：：. 4- 岭 から。 終端 書へ 菊 池宽と 寄書、 南部 修ん 郎- お〕 
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天雲の 光 ま ぼし も 日本の 聖母の 御寺 今 R 見つ るか も (大湳 の 天主 堂) 

龍 

三 0 九 〔五月 八 1= 長 崎から。 繪端 書、 芥川 宛〕 

長 崎 も 大分 見物した 故 明日 大阪へ 向ふ箬 途中 どこかへ  一 二 泊す るか 知れず 體は 至極 丈夫な り 用の 節 は 

大阪每 曰へ 宛てて 願 ひます 2? 上 

八日  • 

三 I  0  〔五月 十 m 長 崎から。 終端 書、 松！： 讓宛〕 

長 崎へ すんで ギヤ マ ンを 集めたり 阿蘭陀 皿 を 集めたり 切支丹 本 を 集めたり して 暮 したく もな つたよ 

•  龍 

三  一 I  〔五月 十： 1： 長 崎から。 繪端書へ菊池：^^と寄書、 江ロ澳 宛」 

瑠璃 燈 の ほのめ く 所 支那 人來 たり 女 を 買へ とす- - めけ るか も 

三  一二  〔五月 十三 日 太阪 から。 繪端 書、 松 岡 譲 宛〕 

お 壁 や 芭蕉 玉卷く 南京 寺 

十三 日  大阪 にて 龍 

三 I 三 〔：.f-H 十七 日 京都から。 翁 端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 


時々 g?; 册に 辟易す 

酒 前 茶 後 秋 立 つ 竹 を 描きけ り 

聊歸、 .：^を 催す 

我鬼窟 の 實梅落 つ ベ き 小雨 か な 

唯今 醉 興な 連中と 夜半 タキ シィを 走らせて 渡 月 橋まで 月見に 行って かへ つた 所 

十七 日  午前 二 時 紙 園 梅 S にて 龍 

三 一 四 〔五月 十七 口 京都から。 綺端 書、 下. お 動，：^〕 

粉壁 や 芭蕉 玉卷く 南京 寺 

五月 十七 日  芥 川 龍 之 介 

下 島 動樣， 

三 I 五 月 十九 E 田 端から つ 端 書、 恆藤恭 宛〕 

無事 歸京 早速 小說 に とりかか る 

この頃 ゃ戲作 三昧 花曇り . 

いろく 御世話になって 難 有う お母様に よろしく 細 田枯萍 氏の 事 を 思 ひ 出す と 可笑しく つてい かん 

醉ひ 足らぬ 南京 酒ゃ盡 くる 春 

三 一 六 〔五月 十九 HE 端から。 い M 部修 太郎- お〕 

^ 啓 昨 IH 長 崎から； i りました いっか 折角 御 出の 所 を 留守に して 甚 恐縮した から その 中 改めて 御出で を 

2 願 はう と 思 ふが どうです か 小島 氏と でもし めし 合せた 上 御 一 報 下されば 幸甚 旅行 中 あなたの 月評 を 
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讀 まずに しま ひました 一 體 月評 は 滅多に 讀 まない が あなたの は あなたに 對 する 信用から 讀 むので す こ 

れは 御世 辭ぢ やありません その代り 不服な 時 は 遠慮なく 駁論 を 吹つ かけます から その 心算で 御出でな 

さい 尤も 下の 關門司 間の 連絡船の 上で 菊 池の 「マドック 先生」 が 退治され てゐ るの は 一 寸拜 見し ました 

あれ に 就いて も 申 上げ た い 愚見が ある が拜眉 の 節に 讓 ります 

長 崎 は 好い 所です ね 犬に 感心し ました 梨 福 寺 ゃ崇福 寺の やうな 支那 寺 は 殊に 風流で よろしい 唯 非常に 

荒廢 して ゐ るので 氣の 毒です あれ はどうに かならない ものです かな 頓首 

五月 十九 日  芥川龍之介 

南部 修太 郎君 

二伸 鼻 山 にも はがき を 出して 置きました 以上 

三 一七 〔五月 十九 r:: 田 端から。 端 書、 小^ 政ニ郎 宛〕 

昨日 かへ りました 南部 君と でもし めし 合 はせ て 一 曰 遊びに 来ません か 三 宅 大人に も 御 光來願 へれば 光 

榮 です 小說は 出来ました か 早く 话字 にして 御 見せなさい 鎌 倉から 荷が 来たので 我 鬼 先生 は 古道具屋 兼 

古本屋へ 質に とられた やうな 形に なつ た 自分ながら 甚氣の 毒です 頓首 

三 一 八 〔五月 十九 H 田 端から。 ^田淬 介 宛〕 

拜啓 滞 阪中は 御馳走に なつ たり 方 々 見物 させて 頂い たり 難 有く 御座いました 御禮申 上げます しか し 

演說に は 辟易し ました 演説 をし なくても よいと 云ふ條 件がない とちよ いと 編輯 會議 にも 出席 出來 ませ 

んな あれから 京都に 二三 曰滯 在して 昨夜 やっと 歸京 しました 明日から 小說 にと りか，^ ります 

この頃 ゃ戲作 三昧 花曇り 

五月 4- 九日  .  芥川龍之介 
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薄 田 淳 介 樣 

三 一九 〔五月 二十 二  tzs 端から。 和氣 律次郎 -站〕 

拜啓 在阪中 はいろ/ \ 御 厄介に なり 難 有う 福 田屋で 恐縮した 事 は 未に 忘れません あれから 京都へ 行 

つて 二三 曰ゐ ましたが 一度 夜の 十二 時す ぎ に 自働車 で 嵐 山 へ 河鹿 を 聞き に 行 つたの は.^ 流で し，. こ 口 1 し 

春寒 料 として 渡 月 橋の 上で いくら 麥酒 を飮ん でも 醉は なかつ たんだから 悲慘 です 歸京後 は 例の 如く 

文 債の 催促で 每： n 甚匇忙 と 消光して ゐ ます 來月は 是非 遊びに 御出でな さ い 頓首 

五月 廿ー 一日，  ,  芥 =•  p と 介 

和 氣律次 郎君.  . 

三 二  0 つ 九 n:  二十 三 rz 田 端から。 永 德太 郎^〕 

拜啓 其 後 は 御變り もな く 御 消光の 事と 存じます さて 小生 等の 滞在中 は 何から & まで 御： y 話樣 こなり 

難 有く 厚く 御禮申 上げます 別 包 は 誠に 粗末な ものです が 御 孃樣と 坊ちゃん とに 差 上げて 下さる やう 御 

願 ひ 致します 其 日帖は 早速 署名の 上 御 達り 申し ませう 又 寫眞も 難 有拜受 致しました 右^れ ながら 御^ 

ま で 頓首 

五月 二ぶ 芥川龍之介 

永見德 太郎樣 

H  二  I  〔五月 二十 三 HE 端から。 端.^:、 南部 修ノ へ郎 

梁 案拜誦 午後 は 大抵 ゐま すか" 御出で 下さい 但 前以て 御 通知 下されば 更に 都合が よろしい 蜜^ は卸褒 

めに 預 りて 光榮 だが 相 成る 可く は百囘 位の 長篇 であな た を 感服させる やうに なりたい と K つて ゐ ます 
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頓首 

三 ニニ  〔六月 六日 田 端から。 南部 修太 郞苑〕 

拜復 君は溫 UK へ はいったり 悠 々 長篇の 計畫を 立てたり して 甚吞氣 さう だが 僕 は 月評 を 書いたり 朝 

(路上と 改題) を 書いたり 每日 うん うん 云って ます 月評 ぢゃ 大分 諸君 子 を 返 治ました 江 ロ澳が 痛快 だと 

云 つ て 褒め て くれ た か ら 本望です 君の 小說の 批評 を 書き まし た 序 の 時讀 ん で 下さい 

あの 伴 差當り 僕に 御 まかせなさい 目下 一 曰 も 早く ひまに なって ゆっくり 本で も讀 みたい と 思って ゐ 

六月 六日 朝  芥川龍之介 

南部 修太郞 君 

三 二三 〔六月 十五 HI 田 端から。 菅忠雄 宛〕 

拜啓 御手 紙 難 有う 其 後 如 例匇忙 たる 日 を 接って 居ます 小說が 一向 渉 _ 収ら ない ので 犬に 閉口して 居 

ます 中戶川 氏の 小說は 恐らく 今月の 創作 中で 第 一 の 傑作 だら うと 思 ひます あれで もう 少し 前半が 油が 

乘 つて ゐ たら 更に 申 分がなかった らうと 思 ひます 

鹿兒 島へ 御 出の. S 嘸 御 寂しいだ らうと 同情して ゐ ます 勉强も 大事 だが 體も 一 層 大切に しなく つち やい 

けません 僕 はこの 頃大に 感じる 所があって 精々 養生 をしょう と 思って ゐ ます 次の 歌 は 湯 河原の 久米. 

へ S つた もの だから その 關係上 君に も 序に 御覽に 入れます 

谷水の 光 は 寒し 夕 山の ま ほ らを 見れば 人 立 てり 見 ゆ 

あしび きの 岩根 は 濡れて 谷水の 下 光り ゆく 夕な りけ り 

夕 影 はおぎ ろな きか も ほそ ほそと 峽間を 落つ る 谷水 は 照り . . 


六月 十五 曰  芥川， 之 介 

菅 忠雄樣  7  , 

二伸 先生に よろしく 申 上げて 下さい この頃 拓本 や 法帖 を 見る のが 面白くな りました が これ は 全 

く 先生の 所で，， ろん な 書を拜 見した おかげです 一 生の 得 をした と 思って ゐ ます 吳々 もよ ろしく， 

上け て 下さい 猶荆 妻から ぉ母樣 ゃ姊樣 によろ しく 申 上げて くれと 云 ふ 事で しヒ 末な バらム かつ 

も 姊樣の 御 緣談を 御 視ひ申 上げます 2^ 上  •  .  r 

三 二 四 〔六月 十七 ni 田 端から。 端 書、 池^ 忠孝^〕 

染霉 奉誦御 尋ね の 本 持ち合せ て ゐな い 先達 は 久しぶり で 快 談出來 て . 站偷快 だ つ た 其 後 3^ 圆 々 々 小，. ま 

力り 書いて ゐる 一 向 面白い 事 もない いづれ 遊びに 行かう と 思つ て ゐる平 子 I！ 嶺論 出来たら 項け，.、 よ 、. か 

頓首 

三 二  S  〔六月 十八： 端から。 南部 修太郎 宛〕 

拜復 もう 一度 向う へ 手紙 を 上げよう くと 思って ゐ てとう く 出さずに しまったり その後 路上 更 

に 涉联ら ず まだ 二三 囘の所 を 徘徊して ゐる 始末 徘徊す る 所が 路上 だとせ めて は 洒落れ て 置かう と =：5 ひ 

居候  ， 

.5- の 件 近々 僕の 細君の 兄まで 話して 見る 心算 その後に て 何とか 方向 を定 むべ く 候 三 宅 周太郞 先生 僕 を 

見立てて 花 川 戸の 助 六と 做す 豈敢 へ て當 らん や 私に 自ら 擬 すれば 卽璧勝 五郎なる ベ し 日夜 遲 々 として 

路上に 在り 唯 初花の 侍するな きを 憾む のみ 好 笑々々 菊 池と でも 一し よに 近々 參堂 仕る.^  く.：， ^首 

六月 十八 日  作 川 S 之 か 


南部 修太 郎君  • 

2  三 一一 六 〔六月 二十 三 E 田 端から。 畑 耕 一 宛〕 

朶 雲奉誦 よろしく 御 取 計ら ひ 下さい ゴシップの 材料 を 一つ 達り ます それから 菊 池の パラソルの 件 

書きません か 頓首  ： ー i  ： ゝ 

廿 三日  芥=, 龍え 八" 

畑 君 

三 二 七 〔八 年 (推定) 六月 二十 三日 田 端から。 端 書、 中島 汀 宛〕 

土曜日の 稽古 日曜に 御 延期 被 下 度 右 御ね が ひ 迄 匇々 

六月 廿三曰  芥 パー 盲 之 介 

1 ニニ 八 〔七月 二！！ ：3 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

敬 啓 當 日の 句 記憶に 殘れる は 唯 左の 一 句の み艸 稿は旣 に悉廢 紙と 致し 候 

ぼ. is こう  ごめ くもの や 白紹櫥 

芥川龍之介 

茂 索 先生 梧 右 

-大  三 二 九 一： 七月 二  RE 端から。 江ロ渙 宛〕 

正 

^  本 を 難 有う 

黑 ばえ やた そがる \ 矢 帆 赤 かりし  . 
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澳 君 梧 下 

三 三 0  〔七お nInE 端 か. り。 南部 修太 郎^」 

僕の 路上 はもう 大阪に 出て ゐる 但し 愈 出で、 愈 愚作に なり さうな ので 少 からず 非ン視 して ゐる この 一 fl^ 八 

に會ふ 元氣さ へ なし 尤も 今月 讀んだ 小説 は 片端から 輕 蔑し て ゐる (君の はま だ譖 まな いんだから 安、 じ 

し^ へ〕 僕 は 目下 日曜 a 以外 は 一 切 面 會謝絕 うん うん 云って 書いて ゐる餘 り 丈夫で ない 肉體 とこの 

の 天候と 俗衆の 批評と 自己の 能力に 對 する 疑と I - これ だけ を 相手に して 戰 ひながら 害 くんだ か、 

^ 々 は^ 心細くなる 哀さ うだ と 思 つ たら 何時か 妹さんの 御給 仕で お茶 を のませ て くれ 給 へ 以上 

三 三 一 〔七月 四： 端から。 小 政 二 郎^〕 

聞 X> 説出來 面白から ず每 JI 鬱 々. と し て 消光 句を祜 する 元氣も なし 胸中 黃 梅. お の 大 に W たり とも 申ふネ 

べき や 乎 御 憫察 下さる 可く 候 

ぜし諸 先生の 小 說が皆 小生より うまい と 思って ゐる 次第にても 無 之 傲^ 不適なる 事 は 平 H に與ら ず，  お 

田 に 小生の 如き は 精 衞の海 を 埋めん とする ものなる 可き も 旣に海 を 埋めん とする.^ 上 i 化.，^ よりよ え 

ら きに 相違な かる 可し と 存候唯 白 頭に 至って 猶海を 塊め ざる，^ きを 想 ふ 小生た る もの 豈、 レ钿 からざる 

を 得ん や 小生の 自惚れと 弱 昔と は 蜜し 兩 方と も此處 に存す 可く 候 餘は拜 眉の 期に 攘る ベく 草々 不 L ズ 

- 七月 四 曰  我； 鬼 生 

1^ 南 先 半； 案： ト 

三 三 二  〔七月 五 mE 端から。 義、 佐 佐 木 茂尜. が-〕 
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:,. ル タザ アル は 一 寸 面白い 作品 だからお よみなさい 君 はね 行住坐臥に 職業 を 以て 終始して ゐる でせ う 

(た と へ ば 蓮 座 へ 來 ると 句 を雜誌 へ 出さう と 云 ふ 如き〕 所が 當方は 君 を 唯 佐 々 木 茂 索 氏と して 見て ゐ る" 

だけなん だから そこに 闲る 事が 出来て くるので す 今後 はなるべく 非 職業的に 御 交際 願 ひたいと 思 ふが 

と,）' 0 す 力 

三 三 三 〔七月 六：；： 田 端から。 江 口； g 宛。 封筒に 多 幡四三 五と あり〕 

啓 畫は難 有う 但しぬ め はとても 書け ない よ 小島 氏に 畫築紙 を 持ち こまれて さへ 犬に 辟易した 位 謙遜 

なんだから 君の 短篇 集 を 出す やう 春陽 堂 を；！ 動して 置いた がま だ穸渉 はない か . 

七月 六日  芥川龍之介 

江 ロ渙 先生 梧 下 

三 三 四 〔七月 八日 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

R 曜 は面會 曰と 云 ふと 大袈裟 だが まあ 在宅す る 曰です 茂 索 先生の 御 来駕 を 得れば m 堂爲に 光彩 を 生ず 

る だ らう と 思 ひます 「疑惑」 惡作讀 む 可らず 

三 三 五 〔七 R: 八： W 田 端から。 sw、 南部 修太 郎^〕 

もう 一 週間ば かり 待ち 給へ その 中に 何とか 返事 をす る 「黑 焦げの 入 形」 讀んだ 可と 云 ふべ からざる も 亦 

不釘 とも 云 ふべ からざる 作品と 愚考 僕の 「疑惑」 より は それでも よさ， - うだ 但 ほんの 少しば かり 以上 

三 三 六 〔七パ 八 ns 端から。 岡 部 管 司 宛〕  ， 

染雲 奉誦外 に 尊 譯も拜 見し ま し た 御 叮嚀な 御挨接 で 反 つ て 當 方が 恐縮に 感じた 位で す 今後 もち よいと 
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御 通知 さへ 下されば 何時でも 御 遠慮なく 御譯し T さい 私の 作品の 英譯は 私自身 企てた 事が あります が 

忙しい ので 今 は 全く 中絕 して ゐ ます 一 つに はとても 尊 譯 の やうに ゆかない ので 途中で 匙 を 投げて しま 

つたの です 末ながら 拙作 を 選んで 下す つ た 御 厚意 を 感謝し ます 亂： f 字 を 成さず 御 判； M 下さ い 頓苜 

七月 八日  芥川龍 之 介 

岡 部 樣梧下 

二伸 拙作 中 團三郎 なる もの は 佐 渡に 住んで ゐた 絡の 名です 詳しく は 馬 琴の 燕石雜 誌に 出て ゐ ます 

、 右 御參考 まで 草々 

三 三 七 〔七月，！ I 四：： IS 端から。 岩 野 类衞 宛〕 

拜啓曰 本 主義に 出て ゐた あなたの 詩 感^し ました あれなら 成程 あなた： 外に 書く 人 はない かも 知れ ま 

せんそれ だけ 申 上げる 爲 にこの 手紙 を 書きました あなたに 胡麻 をす る 意志 も 批評家ら しい 顏を しょう 

と 云 ふ 潜 越な 量 見 も ない の で す 唯 私 の 感服 か，」 感服 と して 受け て 下 さ い 失 鱧な が ら御 返事 に は 及び ま 

せん 

七月 十四日  芥川龍之介 

泡嗚 先生 梧 右 

三 三 八 〔，- し H; 十七：：：： 田 端から。 端 書、 南部 修 太郎. が」 

疑惑 は 惡作だ が必 しも 惡 作で 始終すべき 作品 ぢ やない と 云 ふ 意味 は 少し 筆 を 入れ \ ば ものになる 

と 云 ふ 自信 が あ る 多作 さ せた くないと 云 ふの は 急 作 させ たくない と 云 ふ 意味 だ ら ぅ^！^^作 は 火 分 こ り て 

ゐる しかし 僕の 急 作 時代 は 偸 盜當時 だよ 今 は 疑惑 位な も の だ 以 上 
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三 三 九 〔七月 十七： HS 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

君 は惡作 をし なくって いかん 惡作 をし ないやうな 人間 は 結局 凡作に 終始す る ものと 思 ひ 給へ しくじつ 

て も 好い から 本氣 にな つ て どんどん 書かな く つ ちゃ 嘘 だ 自分 の 惡作は 他人の 惡 作より 百倍 も敎 へ る 所 

が 多い もの だよ その 意味で 僕 は 今大に 路上に 敎 へられて ゐる あれ は 幸に して 東京へ 出ない 以上 

三 四 0  〔七月 二十 四 S 田 端から。 池 崎 忠孝 宛〕 

拜復合 歡の花 位 心得て ゐ ない 奴が あろ もの か 僕 は 植物 學 なら 君より 遙に 大家 だと 云 ふ 自信が あるんだ 

君の 淸閑 は甚 羨し い 僕 なぞ は 風流 地獄に 落ちて 毎日 うんく 云って 小說を 書いて ゐる 遊びに 行きたい 

がそれ と 暑い の とで 到底 門 を 出る 勇氣 がない 江 口 の會 では 多分 會 へ る 事と 思つ て ゐる 久しく 會 はない 

から 可成 樂し みだ この 前 君が 来た 時 は 妙に 嬉しかった よ 序に 近吟を 承らせよう 

山の 月 1^ えて 落葉の 句 かな  、 

搰 焚けば 搰に 木の葉 ゃ山暮 るる 

こんな 境涯が 今の 僕に は 住し 易い の だ 頓苜 

芥川龍 之 介 

赤 桁 平 先生 侍史 

三 四 一 〔七月 (推定) 二十 五日 缣倉 から。 繪端誉 へ久米 正难と 寄書。 江 口 宛〕 

江 口 君 中央 公論で は 第 一 里 見 第二 サ トウ だよ (但 これ は 小說だ ドラ マ には久 米が ゐ るから ね) 谷 崎 氏 

のな ど は 書きなぐりで 氏 自身 も 恐らく 自信が なから うと 思 ふ 僕 は 「金と 銀」 時代に 久 米が 褒めた 時から 

過褒 だと 思って ゐた 績篇を 見る に 及んで 更に その 感を 深く して ゐる マァ タン ギィ の閨 なる 繪の 描寫か 
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らして 甚，. 加減 だと 思 ふが 如何 里 見の は 題に かま はず 是非 よんで 見^へ 大した もので はない が あの. 

人の 才筆が 最もよ く 動いた 作の 一 つ だと 思 ふ 僕の 事 は 敢て辯 じない 

三 四 二  〔七 二十 九：；： 田， おから。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

ぉぢ いさんと おばあさんの 話顯卷 唯 八 枚 の 裏の 「漫然と 乍ら も」 から 九 枚 U: の 裏の 最後の 行まで^ 明 

に 過ぎて 情味 を 殺ぐ 事少 からず 一 工夫 ありた きものと 思ふ义 息子の 遊學 (？〕 もう 少し はっきりと，、， 

た 方よ ろしき やうに 思へ ど 如何に や 全篇の 感銘 は 小春の 緣 側で 日に 浴す る 如く はし 快く 感じたり それ 力 

らもう 一 つ 難癖 を つ ければ ぉぢ い さん の 哄笑 どうも 氣に食 はず 出來 得べ くんば 人の 1^5 いに， e  くひ. - . - 

てす まされた し 次いでう まき は 「手」 なれ ど 小生 は 内容に 同情な し 寧 「女の手 紙」 の 輕 妙なる を 取る あ 

の 作品もう 少し 巫山戯ても よき やうに ふ 伍し； く 洒落れ ず 「^速に」 程度の 笑が 欲しい のな り^こ 失 

ながら 「手」 の 中に 出て 來る ゴォ チヱ の 小説 御讀 みなされ しゃ 否やち と覺 ない 氣 がした 故^ 意 を；^ 

ふ 事^り 「ピ ユリ タンの 塊 一 f,!i」 はもつ と 突 込みて 書くべき ものに あらず やと 思 ふ 内容 は 「女の手 紙」 よ 

り も 更に 同情 ある 位な り あれ を 白粉 氣 はもと より 色彩 もなる ベく 乏しく 平 押しに 押したら 手 ごた へ の 

ある 作品が 出来さう に 思 はるれ ど 如何 これ 又 序に あの 作品 中 「蜜 w」 が的魄 となって ゐる所 あり 的^ 二 

字 共に 白き をい ふ もの なれば (東坡 の 有名な 詩に 的 蝶 梅花 草辣 間な ど あり〕 黄色い ものに は不， M きなる 

-パ し 「マ ギュ ラ」 は 内容 書き方 も； 1： 情 あり 唯 それ を兩 方と も 投げた る 所 i^JM 情に 傻 せず 何故 もっと リ 

を 入 れ なかった か不 思議 千 な り 

之を耍 する に 五篇中 「ぉぢ いさん ゥ tc.」 と 「女の手 紙」 と 「手」 と はま 成せる 作品に して 他 は 未完成の 作 

と 申す ベ き 乎 その 完成た ると 未完成た ると を 問 はず へんな 神 經の銳 さあり て ほ もマク ベ ス の 短刀の. g 

く 時々 {4: 際に 怪しげな 光 を 所 頼もしげ に 感じたり 私に 思 ふお ぢ いさん ct〔.. 程 斐の作 口 S 一  ダ ァ スし J 


年,、 正大- 


237 


書かば 文壇に 名を馳 する こと 必 しも 難から ず 加 藤 君の 言 中れ りされ ど 私に 又 思 ふ 作者 常に 易々 として 

事 を 成し 易 々 たら ざれば 卽 事を廢 す 其 間 自ら 骨 力の 未 薄き を憾 まずん ば あらず 三 汀 先生の 言必 しも 亦 

中らず となす ベ からざる 也 依つ て 僕 君に 勸む 易々 たらざる 所に 向って 常に 一 歩 を 着けよ 蒙 茸 を 開き 湊 

莽を 破る の 所 恐らく は^ 芊の よく 千 峯萬峯 を 越 ゆる 底の 骨 力 成らん かこれ 蹈り 君に 勸 むる 所た るの み 

ならず 僕 亦 平常 自ら 鞭 握す る 所たり 茂 索 先生 以て 如何と 爲す この 手紙 匆卒 として 冗談の やうに 書き 

たれ ど必 しも 上調子 0 もの にあらず 僕の 己惚を 遠慮なく 云 はしむ れば 君， yl 身の 眞 面目に 考 ふべき 問題 

にも 多少 は觸れ たとい ふ氣 あり 文章の 浮華なる に 煩 さる \ 事な く 僕の 云 はんとす る 所 を味讀 せら るれ 

ば 幸甚な り 廳械芥 孤 字 態 を 成さず 恐 惶々々 

七月 二十 九日  芥川龍 之 介 

佐々 木 茂索樣 

三 四 三 〔七月 三十 日 田 端から。 薄 田淳介 宛〕 

拜お ：！ 「路上」 の 出來ど う も 思 はし か らず 少しも 早く 纏り だけ つけて 切り 丄 げた けれど 後 の 小說 の 都合 は 

如何に や reserve の 原稿 一 つ あれば 後 は 菊 池に 賴 みても よろしく 候 小生 は 支那 旅行 をし ない 限り 九月 

頃 又 書いても 差 支へ 無 之 候 それから 久保田 万 太 郎君 何時ぞや 尊臺に 原稿 を賴 まれ その 儘す つぼ かして 

しま ひし 爲甚 恐縮に 存じ ：！^ る 由 近々 小說 書くべき 旨 申 居候 へ ども 如何 取 計る ベ きか これ 又 貴 命 を 待ち 

候赏 用の み 

七月 三十！ n  芥 川 龍 之 介 . 

薄 田 淳介樣 

二伸 右の 件 御 面倒ながら 至急 御 返事 願 上 候 この頃 「路上」 に氣を 腐らし 何 をしても 面白くな く甚閉 

r 攻 候？ 央 公論の 「疑惑」 所々 で 人に 褒めら わ 候 も 小生の 見に よれば 同じく 愚作に てこれ 又 褒め 
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られる 丈 不快 千 萬に 候 以上 

三 四 四 〔七月 三十  一 ロ£端 から。 佐 佐 木 茂： 茶. お〕 

拜啓 ゴォチ 干が 小說は マドモアゼル • モォ パンな り必 しも 僻書に 非ず 御 岡 暇の 節 御  一！^ あれ 已を語 

る は 不遜-なれ ど その 不適 を敢 てせ しめば 僕 一 時 (一 1 十三 歳 前後) 精神的に 革命 を 受け 始めて ゲ ェ テ の 如 

きト ル ス トイの 如き s 匠 を 正 限に 見得たり と 信ぜし 時 あり 僕 をして その 境地に 置きし もの 種々 複雜な 

る 事情 あれ どジ アン。 クリストフ の 影響 大 なりし は 今に 到って 忘る \ 能 はず 今にして 思へば 當 ^'ゥ， 

は 始めて 天日 を 仰ぎし もの C 如く 唯 天 日 ある を 知って 諸 他の 星辰 ある を 知ら ざり しが 如し S; せば ゲ 

ェテ C 大を 知れ ど テイク、 ホフ マ ン 以下 乙羅曼 派の 諸家の 特色 を輕 蔑すべき ものと して 却け たり) 

さォど 天日 を 知らざる ものにして 如何 ぞ諸 他の 星辰 を 知る を 得ん ゃ是當 時の 僕な くして 現在の 紫 あら 

ざる 所以な り 同時に 又當 時の 僕の 如く ト ル 7、 トイ ド スト ニフ ス ，>ゃ ィを說 きて 他 を 顧みざる 幾多 年少 

の 豪傑に 同情な き 能 はざる 所以な りこの 故に 僕 をして 文學の 耍を說 かしめば 直に j 指 ヒを 指して 先 

天日 を 知るべし と 道破 せん 人 或は 僕の 一 指に よりて 天 R の 仰ぐべき を 知り 飜 つて 僕の 乍 品の 燐火 こ以 

たる を SI はんか 僕 は 唯 低頭して 僕の 天分 蒲き に杻怩 たらん のみ 自家の 燐火た るの 故 を W て 他の 「八 曰 を 

動 ひんと する は 商 賈の子 唯 之 を 善くせ ん藝 術の 士は 善くす る 能 はず 

君の 書中 ゲ ^1 テ に 及ぶ の 語 あり 僕 私に 君の 爲に 喜ぶ 君 旣にゲ ヱ テの大 を 看取 せ ば (但 月並 の 看 こ あ 

らず〕 更に 猪突の 勇 を 鼓して 彼の 奥 所に 味 到せ よ 一 卷の ファウスト よく 君の 爲に 神の 如き 彼お 力 弗せ 

しめん  ，  ， 

僕 君の 先生 を；： r て 居る ものに あらず 故に 言の 先生ぶ らん 事を惧 る 或は 旣に 先生ぶ りたらん 事を^る 誠 

*A 大きな 顏を するな と哂ふ 勿れ 僕の 本意 唯 君 をして 僕の 世界 を 看 一 看せ しめんと する にあり 霄偶君 を 

强 ひんと する もの ある は 彼等の K: 1  匠が 僕 を 動かす 事大な る に存 する の み 
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僕 今 も 潜 夜 坐して 彼等の 作品に 對 する 時 彼等の 靈 旋風の 如く 来って 僕の 書 齋に滿 つる、 力 如き、 も 地す 僕 

§ が 生きん とする 勇氣を 感ずる は 誠に か， -る 瞬間な り 彼等の 靈 一 として 苦悩の ス ティ グ マ タを帶 びざる 

なしし かも 又 天上の 微笑 常に その 面に 輝け る を 見る 彼等 旣に 生きん として 惡鬪 したり 僕 豈戟折 ォ極挫 

くる を辭 する ものな らん や 僕を驅 つて 創作に 赴し むる もの は斯の 如き 感激な りこの 感激 を 共に せ ざ 

る 寺、 或はせ ざるに 至りし 時 百年の 故舊も 僕に とって (創作 上の なり 實 生活のに は あらず〕 路上の 行人 

と 選ぶ 所な し而 して 僕 は 路上の 行人の 中に 佇む ものない 故 舊を數 へて 五指に 滿 たず 

僕 興に 乘じ てこの 手紙 を 書く 孟浪 杜撰の 言 多 からん 元よ ぃ廢 紙に 屬 すべ きものな り 請 ふ 一 讀 過の 後 反 

故 籠に 投ぜょ 頓首 

七月 景 一 日  ノ 芥川龍之介 

佐々 木 茂索樣 

三 四 五 〔八 H  一  ni 田 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

路上な.，？ ぞ 讀んぢ やい かん 讀んで 少し 感心した りなん ぞ しちや 猶 いかんもう 一 日 も 早く あの，^ 說を打 

ちどめに したい 昨夜 菊 池 小島 氏 を拉し て 中華 第 ー樓へ 行った 以上 


三 四 六 〔八月 十五 H 金澤 から。 秦豐 士リ ：^」 

朵 雲奉誦 東京 へ 歸り 次第 早速 貴意の 如くと り 計 ふべ し 

门 に 行バ I- 阶. J 

それから 君、 久 米へ 勢以 子と 小生との 關係 にっき 怪しから ぬ 事 を 申された 由 勢以子 女史 も 嫁入 前 グ-體 

殊こ 昨今 は緣： 談も ある 容子 なれば 爾今右 様の 事 一 切 口外 無用に 願 ひたし 僕 大に辯 じたれば この頃 は久 

米の^ 全く  けたる ものの 如く やっと 自他の 爲 喜び 居る 次第な りごれ 冗談の 沙汰に あらず 眞 面目に 御 


、 


賴み 申す 事と 思 召し 下された し 谷 崎 潤 一 郞 へ でも 聞え て 給へ 冷. 汁が ド， るぜ 

九月 1 き は 東京 §る 可く 曰 曜は必 在 宿の 豫窗麓 御 光来 下され 盡 I ども - . 

^ はの 震の 句 も I 作家に て 君の 水仙の 句に も 劣らず 名句 を 盛に 吐き f 候 

錄 すべく 御 感服 御 嘆 貧 御 愛吟 御 勝手 たるべく 候  -  k{  -  rt 

{^E 圏 や 殺せ ども 来る 灯 取 虫 

- これ を ツイ リ ゾラ と.. 寶ひ 

, 素人の 爲に 註す る 事然： 


、この 句； 大下 有名な 

< 人の 爲に 註す 事然： 


俗 


もの 云 は ぬ硏屋 の 業 や 梅雨 入 空 

時鳥 山 桑 摘めば 朝燒 くる 

靑蛙 おのれ もべ ンキ ぬりたて か 

秋 暑く 竹 の 脂 を しぼりけ り 

松風 や， y 提灯 も 秋 隣 f ハ」 ず 谷 廣^ 一  郎が雜 沼 の g 接 を 詠ず 

八，.. 十五.，. ぐ，. -句 なり 勿體 をつ ける 爲 註す る 事然り 

秦 とよ 吉樣 

二 仲 君の 原稿 は 何月 號 へのせ る 心算に や 

や もし 陵に ゐて 書くなら 匿名で 書く にや 

右諾 點に關 して 田 端 四 三 五 小生 宛 御 阁答を 得ば 幸甚な 

近来 句 あり 


芥川龍 之 介 一 


除險後 に 書く と 云 ふ のに や 陵に ゐて辔 くと 云 ふの こ 


ヽ美 人の 我に 侍する 際 作れる 句な ン 

, リ羡 しがら せる 爲 註す 事然リ ) 


春 の 夜 や 蘇 小 に とら す 耳 の 

三 四 七 〔八月 二十 三日 金澤 から。 藤 岡 蔵 六. お〕 

君の 所へ 手紙 出すべく f 居り し 所 I 忘れて m され？ つと 今 出し f 

卜總？ 云 ふ 家 は 御茶屋に て、 秦の 御茶屋 は 雾樓の  一 M^^H^^^^H^PV 
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遊べ ろ^ 卽大に 辟易し て 一 晚も 泊らず 退却したり それより こ この 病院 は 特等 三圓と い ふ安價 なれば、 

直に 入院 今 曰まで 無事 消光の 所、 突然 寢 冷の 爲風を ひき 目下 熱の 爲に 苦しめられつつ あり 不快 甚 

しく、 日夜 閲々 

朝 寒 やねれば が さ つ く 藁蒲團 

病室の 膳 朝 寒し 生 玉子  、 

熱の 苦 を 忘れん 爲、 僅に こんな 句 を 作り 居る 次第 御澗察 下され 度し その 爲 中央 公論の 小說も 半分し か 

秦 けず 甚 弱る 

八月 廿 三日.  -龍之 介 

0 六 先生 梧 下 

風 ひき 熱 高し 廿六 曰かへ る 

三 四 八 〔八月 二十 九 端から。 簿田淳 介 宛〕 

肅啓尊 翰 前後 三 通 共 病中 落手 昨今 漸 快方に 赴き 候 ま こ の 書 認め 候 まだ 熱 も少々 あり 原稿 は 勿論 讀書 

さへ 醫 者より 禁ぜられ 居候へ 共 「大正 八 年度の 文 藝界」 は/切 曰 限までに はどうに か 執筆 致し 得 可き 心 

組み に 候 俸給 の 事 その他い ろい ろ 御 配慮 厚く 御禮旁 御 返事まで 如斯 に 御座 候 

八月 廿 九日  芥 川 龍 之 介 

薄 田 淳 介 樣 

二伸 

病室の 膳 朝 寒し 生 玉子 

三 四 九 〔八月 三十日 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 
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この頃 評判の 雲 坪の 畫ニ幅 今 手 もとに あり 一 人 見る の は勿體 ない と 思 ふが 夜で も 見 こ 来ません か n- チ 

1 日の 夜までで それから 先 は 返して しま ひます  I 

三 五 0  〔八月 ニー 十 田 端から。 端畨、 瀧 井 孝；^ 宛」 

雲 坪の 幅 二 隆 達筆 隆達節 卷物ー 手 もとに あり 箭 z: 景： n 兩 n 夜分 にても 見こ來 ません か 一人で， i 

るの は勿體 ないやうな 氣 がする から 以上  i 

三 五 I 一： 八月 三个ー m 田 端から。 端 書、 松！： 譲^〕 

御無沙汰して すまない 暑い のにう だって ゐる 小說も かけない 君なん ぞは 眼が 惡 いと 云 ふ エキス キ ユウ 

スが ある だけ まだ 氣 安いの だ こ の. 二三 曰 僕 は あらゆる 自信 を 失つ ちまった やうな 氣 になって ゐる その 

中 行く 奥さん にもよ ろしく それから 君の 奥 さ ん にもよ ろしく  ^や ni 

C, 本 は 確に うけとった)  i か リ.. - M  r 

三 五 二  〔九月 十  一 ！： 端から。 佐 佐 木 茂 索. 封筒に 後學 芥川龍之介 i: と ぁリ〕 

拜啓 サン ェ スとは 何の 雜 誌なる か 萬 年螯廣 告の爲 なり や 否や 僕 この頃 世事に 蹄 けれ. ま 高教 を 賜った 

上で 句 を 寄せようと 思 ふ 

我鬼窟 時々 俗 客を迎 へる に 閉口す この間 も XX  XXX と 云 ふ 半可通 来り 岡 を 怒らせ 逸に 僕まで 怒ら,, 」 

たり あ 土  K ふ 連中に は 今後 露骨に 惡意を 表して 會 はない 事に しょうかと 思 ふ 僕 は^^ i の 教育 を 天 哉 

と 心得ざる が 故な り 特殊と でも 平凡と でも 勝手な 名 をつ ける がよ し オペ ラの 廣^ や コレラの 主意 を迅 

みこんで 亲， T 說と題 をう つからが 山師 的な り 今 村 氏の やり 口 とんと 僕の 腑に 落ちず 常 分 執筆 を 見合せ 
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九月 十 一 日  龍 

茂 索 先生 梧 右 

三 五三 〔九月 十  一 H 田 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

君の 批評 は 月評へ ま はした 妖怪が 谷 崎 程 書け てない などと 云 ふの は目靑 葡萄の 如き ものの 云 ふ 事 だ そ 

の內に 日曜に でも やって 來 給へ， 1 ンテレ タトが 妖怪 文學に 必要なる 所以 を說 明して 聞かせる から。 あ 

れ でも 路上より 傑作 だと 思 ふが 如何 

三 五 四 〔九月 十三 H 田 端から。 南部 修太 郎， が〕 

啓 

妖婆の 辯 

一 、 我等が 佐 藤 春 夫の 作品に ヒ ユウ マ ン イン テレス トな きを 不足と する は 彼の 書く 小說の 全部が 然る 

故な り 妖婆 一 篇にヒ ユウ マ ン イン テレ ストな き 事 我 作品の 價 値に 何の 減ずる 所か是 あらん 

一 一、 僕 自身 谷 崎より 遙に 妖気 ある 事 夙に 菊 池 寛の 證明 する 所な り妖氣 なしと 云 ふ は 君の 僕に 關 する 知 

識 不十分より 来る 

三、 「指紋」 に 次ぐ 事甚 不服な り (但發 表の 先 後 を 以て 次ぐ とするなら よし」 「指紋」 と 僕の 小說 との 關係 

及 そ の 次ぐ 所以 承らん 事 を 期す 

四、 イン テ レクトと 妖氣 との 關係亦 その 節に 讓る 

五、 僕豈 特に 妖婆に 自信 あらん や 鏡 花に 去る 遠から ざる は 自ら 愧づる 所され ど 君の 理窟に 對 して は不 

服なら ざる を 得ず 故に 辯ず る 事然り 幸に 來 つて 論 戰 一 場す る 事 を 寄む 勿れ 以上 

九月 十三 日  我 鬼 生 
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南部 修太郞 君 

三 五 五 〔九月 十四： na 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛。 封简に S 句 稿 在中と あ リ〕 

動 章の 重さ 老軀の 初 明り 

暖か や 蕊に螺 塗ろ 造り 花 

この 句 藪 木の 花 か. # の 月 

時鳥 山 桑 摘めば 朝燒 くる 

赤 百合 の 蕊黑む 暑さ 極まり ぬ 

秋風 や 水 千し 足らぬ 木綿糸 

夏山 や 空 は むら 立つ 嵐 雲 

山の 月 冴えて 落葉の 句 かな 

黄昏る \ 滑に 木の葉 や， #焚 けば 

煆に ひろげて 白し 小 風呂敷 

秋風の 句を复 山の 句と 入れ 換 へ られ たし 題 は 我 鬼句抄 署名 は 唯 我 鬼 

三 五六 〔九月 十六 = 出端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

君の はがき を再讀 したり 正に 「佐 藤氏の は」 と あり 我 鬼 先生 K 恐縮す 但し 他の 諸點は 僕の 眼 擦 過 的な り 

と 思 はず 或は 貴意の 如く 君の 「文 拙き に 依る」 なる ベ し曰曜 午後 寅 臨 を む 勿れ 募 山人で も 立 合 へば 更 

に 妙 三 宅 氏も來 ないかな 皆で どこかで 飯 を 食 ふと 好い と 思 ふが 如何 

三 五 七 〔九月 十八 H 田 端から。 端 書、 南部 修太郎 .：g^J 
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どっちで もよ しとに かく 君 を 鎧 袖 一 觸 すれば 足る 日曜 午後 光来 を 待つべし 頓首 

我 鬼 生 

三 五八 〔九月 二十 二  H 田 端から。 菅忠 雄苑〕 

御手 紙 難 有う 妖婆の 靖篇を 書いて ゐ たので 大 へん 御 返事が 蓮れ ました あれ は 通俗 小說の やうな 氣が 

して 廉 なんです が あなたが 面白く 讀んで 下されば やはり 滿足 です 僕 はこれ から いろんな 物 を 書 力 

うと 思 ひます 滑稽な 物 も 妙に， < 、が 書かない から 二つ 三つ 書いて 見たい 死ぬ までに 二百 位 短篇が 書け な 

くつや 「き、 幅が利かな いやうな 氣 がします がどうで すか 長篇も 書きたい この頃 バルザック の 「失 は 

しし 幻」 (イリ ュ ウジ オン . ぺ ル デュ) を 讀んで 犬に 感服して ゐ ます あんな 力強い 長篇は 日本に ありま 

せんね 横文字で ない と あなたに 勸め るの だが、 上下と もぎつ しりつ まって ある 長篇 だし、 ちょい 

と御讀 みなさい と 云 へな いのは 殘 念です 

菊 池の 中央 公論の 一幕物、 非常に 好い と 思 ひます がどうで すか あなた は 1^ い 所へ は， >  つてお 目 ほ，^ 

いと 思 ひます 外の 事 は 鬼 も 角、 語學 はやって 置いて 損に ならない から、 折角 御勉强 なさ，. - 根抵 カ怪. 

しいと 駄 ：11： だから、 初歩の 内に 氣を つけて、 よく 覺 える やうに する のですな 

私の 所の 額 だの、 傀儡師の 表紙 だのから 田 端に ゐる藝 術 家 鑑賞 家の 一部で は、 大分お 父樣崇 fPS 力 始ま 

つて ゐ ますお 父 樣の書 を 頒っ會 を 組織しょう とか 云 ふ 企てが ある やうです が、 どうなります 力 結^ 

な 事 だと 思 ひます 私 は 夏 中 一 度 鎌 倉へ 參上 する つもりで したが、 病 氣の爲 上れ なくなつ たの は殘 念で 

す 阿父樣 によろ しく 申し上げて 下さい 

私 ま 日 1# には必 在宅し ます (午後) いろいろな 人間が 来て、 いろいろな 事 を 話して 行きます 暇 力あった 

ら菊 池で も ひつばつて 御出でなさい それから 私の 弟が 事に よったら 上智 大學へ はいる かも 知れない 

のです が、 學 校の 規則書が あったら、 私まで 一部 御 達り 下さいません か 


&曰 湯に はいったら、 胸の ホク 口に 毛が 一 本 はえて ゐ ました。 

秋風 ゃ黑 子に 生えし 毛 一 根  . 

二十 二日  fi, 

霄 

忠雄樣 

-  三 五 九 〔九 H  二十 四 田 端から。 髓井孝 作. が〕 

拜啓 留守に 君が 来た 事 を 聞いて 甚殘 念に 思った 僕 も倪霉 林 や 渾 南 田の 晝集 を： に 見せたかった， V た 

拓本 は 二つと も 面白く 拜 見した 中 岳 Hi 高靈廟 碑の 方 はもう 少し 判然とした が あったら さぞよ からう 

と 思った これ はよ いにつけ さう 思 ふの だ 禮器碑 は 時々 いやに 肥った 字の あるの が氣 になる が あ； L は 磨 

^した 荀 CR なんだら う 全體は 如何にも 快い 夏 目先 生 は隸が 嫌だった が これ を兒 せたら 雛で なくなり さ 

うな 氣カ する 安ければ 僕 も 買 ひたい 君の 手で 買へ るなら 買って くれぬ か 僕の 所に は 君の 名前 を 誓いた， 

仅儡： 帥カ餘 程： から ある 何時も 君に 上げよう くと 忍って 忘れて しま ふの だ 今度 は 来た 時；^ の 方から 

催促して くれ 給へ 達る の は 面倒臭い から この頃 は 一 向 句 を 作らない 今 曰 不忍 池の 则を 通って 卽,^ の 

句 を 一 つ 得た 

秋風に ゆらぐ や 蓮の 花 一 つ 

九月 廿 四日  後學 我 鬼生拜 

折柴先 半； 榻下 

三 六 0 「九月 二十 六 rn 田 端から。 端 *、 南部 修太 郎- が〕 

g 啓 切符 難 有う 卄八 n 午後 四時までに パウリ スタの 二階で 落 合 はう 遲れ ちゃい かん 四時までの •  ^ 

上  - 
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九月 二十 六日  龍 

三 六 一 〔卜 月 三日 田 端から。 室 生厣星 宛〕 

啓 高著 難 有く 拜見 あの 詩集 は大 へん 結構な 出来 だと 思 ひます 私が 今まで 拜 見した 詩集の 中で も 一 香 

私 を 動かしました 昨夜 は 一 晚 あれ を耽讀 しました 私の 詩 を 贈ります 私が 一 生に 一 つの 詩になる かも 知 

れ ない 詩です 下手で も 笑つ ちゃい けません 「愛の 詩集」 はもつ と 度々 讀んで 見る 心算です 御禮 まで 頓. 

首 

十月 三日  我  鬼 

室 生 犀星樣  . 

愛の 詩集  芥川龍之介 

室 生 君。 

僕 は 今 君の 詩集 を 開いて、 

あの 頁の 中に 浮び 上った 

薄暮の 市街 を 眺めて ゐる。 

どんな 惱 ましい 風景が 其處 にあった か、 

僕 は その 市街の 穴 ュ氣が 

實際 僕の 額の 上に こびり つく やうな 心 もちが した。 

しかし ふと 眼 を あげる と、 

市街 は、 —— 家々 は、 川 は、 人間 は、 

み な 薄 晴く煙 つて ゐ るが、  ， 
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穴 £ は 一 すぢ ぼんやりと 物凄い 虹が 立って ゐる。 

僕 は 非 しいの だか 嬉しい の だか 自分に もよ くわから なかつ.. こ。 

室 生 君。 

孤 獨 な 君の 魂 は あの 不思議な 虹の 上に ある！ 

三 六 二  〔|月 五：：！ m 端から。 端^、 齊藉： s: 士 n 宛〕 

六日 午後 御來駕 ありた し- SS 返事 斯 くの 通り (七 八兩日 塞り 九 曰 は. ぬ會 H 故來 〔件 ありて 厄介な らん) 

二 化 電車 は 動 坂終點 下草、 人力車に のり 芥 川と 申された し OK 梅^ 前と 註解 あら. ま 更によ しし 

金 三 T. 錢 以下 一 一十 錢 以上 電車と は 市内 電車の 事な り 

三 六 一一 一 Cl-H; 八：：：： W 端から。 端 l.i、 化 佐 木 茂：^^〕 

君 はま だ 僕に 對 して！： くなる 風 あり これ は 固くなら ざらん とする も 亦 罔くなる 一 種と して 云 ふなり 樊 

はお 程セ ン シティ ヴ ブラ ン 卜なら ず もっと 安心して か、 られ たし^ぎ 1 が顏を 赤く したりす るよ 僕の^ 

き 老獪 漢には 羨し き 事の 一 つなり それから 新 小説 はう つかりして ゐた爲 原稿料の 相談 を 忘れたり 先卜ゾ 

のつ け慣 にて よろしき や 否や 念の 爲伺 ひたし  > 

三 六 四 「i=- 八 端から。 端番、 商 部 修^ 郎^〕 

君の 三田 文の 小 說讀ん だ あれで HIT 枚 押して 行ければ まづ 感服しても 好い 僕は來 月の 新潮へ 雜感 やき、 

君 も 必啓發 される 所が あるに 違 ひない から 是非 讀んで くれ その内 又 どこかへ 落 合って い 

度 は 僕が I？ が 出来た ：：- 上  ； ピ 
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三 六 五 〔十月 十 = 田 端から。 佐 佐 木 茂 索-;^〕 

啓 あの 京 稿 は 新 小說で 人る と 云 はない 限り 差 上げても よろしい 兎に角 今度 僕が 今 村と 會 ふまで 待つ 

て くれ 給 へ バルザックの 冗漫 は 非常な もの だ 殊に シ ャグ ラン なぞ は， おしし いだから 君の やうな 山椒 派が 

不滿 なの は當然 だと 思 ふだが. 冗漫 だと 知ったなら 少く とも その 點 妖婆と 趣 を 一 にして ゐ るの を 認め や 

しない か 僕 目下 糞 を 食 ふやうな 心 もちで 大正 八 年度の 文藝を 論じて ゐ る息拔 きに 句 を 作る が 一 向 もの 

にならない 

天心のう す 雲 菊の 氣ゃ 凝りし . 

芥 川 龍 之 介 

佐 々 木 茂索樣 

二伸 「蛙」 讀 めり や 何 か 面白い 本が あったら 知らせて くれ 給へ 知らせた 上で 貸して 貰へ れは猶 

難 有い 面白く さへ あれば 何でも 讀む 

三 六 六 〔十月 十一 日 田 端から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

一 しょに 不 折の 所へ 參る 可く 申 候 所 今 曰 往来で 自轉 車と ぶっかり 足 を 痛め 候 間 やめに いたし 候 右不惡 

W 上 

三 六 七 〔ナ月 十二：：： W 端から。 端 書、 瀧 井 孝 作-お〕 

今日は 約束 を果 さないで 失敬 

白菊 は 暮秋の 雨に 腐りけ り 

この s# 方 寂しい 時 こんな 句意に 似た 心 もちが する 以上  . 
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三 六 八 「十お 十五 nzS 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

妖婆 愈 出で X 愈 愚な り 今度 は 自分ながら 辟易した あやまる よ 僕 は 年鑑の 稿が 出來な いので 浪， 亍所ぢ や 

ない 小說は 愚作 を 書く が 句 は 大分 進歩した 敬服させる 爲に 一 句 書く 「塊 火の 仄に 赤し わが 心」 

卜 月 十五 日  f 

霄 

三 六 九 〔十 H 十五 E 田 端から。 小^^政ニ郎苑〕  . 

この頃 妖婆 績篇に 辟易して.：？ ばかい 作って ゐ ます 羅井ゃ 佐々 木 は 大分 惱 ませた から 今度 は あなた を 

ませます 

虹 ふく ゃ亂れ ゆ- - しき 川の 蘆 

夕燒 や 霧 這 ひわた る藺 田の 水 

ベ たべ たと 牡丹 散り 居り 土の 艷 

何の 肉 赤き 厨ぞ 軒の 雪 

時雨る. -ゃ 軒に：！： 殘る 干し 大根 

白菊 は 暮秋の 雨に 腐りけ り 

塊 火の 仄に 赤し わが 心 

どれ を拔 きます か 皆 落第 ぢゃ 心細い この頃 凡 兆に 敬服して ゐ ます 几 董は纖 巧す ぎる やうな 氣が しま 

す 二三 曰 寒 山 落 木 を 讀んで 明治 三十 年 以後の 子規の 句 境が 乾坤 |g 步 なのに 驚いた あれ は實に 大した も 

のです 

十月 十五 曰  我 鬼 
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下 谷の 小政樣 

三 七 0  〔十月 二十  一 n=E 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 手紙の なくなる の は 不安 だな あれ 中には 君に 封筒 を 書い て 貰った 禮ゃ何 か あ つ たから 餘計 僕も不 

安 だよ さう い へば 少し のろけても ゐ たやうな 氣 がする それ を 君 以外の 人間に 見られる の は 恐れるな 

この間 は 君が むきになって 怒った 所 を 見て 甚偷 快だった 瀧 井の 怒る の は 度々 僕が 怒らせつ けて ゐ るか 

ら 珍し Y もない が 君の は 始めて だから 面白かった よ 君 は 怒る と 平生 不明瞭な 言語が 急に 明快になる あ， 

れは 怒の 一 德だ その上 色が 白い から 艷且凄 だよ これから も あ 土 K ふ 場合に は 遠慮なく 怒り 給へ 

丁度 この 手紙 を 出して 一 日 位する と 君の 書いた 封筒の 手紙が 屆く箬 だから 返事 を 書く の は 見合せ てく 

れ 給へ ぶっかる と 可笑しい から 

その後 多忙で 句所ぢ やない 今强 ひて 歌 一 首 を 案ずれば 

秋 を 深み 古 江に 落つ る 夕 山の 木 草の 影 は 澄み 徹る かも 

茂 索 先生 梧 右 

二伸 號を 何とかつ けない かね 手紙 を かくと き 無風 流で かけない から 澄 心 亭主 人と か綠梅 洞々 主 

とか 僕の 持 合せ の號を 進上し ようか 

三 七 I  〔十月 二十 二： n 田 端から，。 岩 野英枝 宛〕 

拜復 日日へ 玉稿， 途 つて 下す つた 由 私から も 難 有く 御禮申 上げます 社の 方から すぐ 知らせて くれたな 

らもう 少し 早く 御禮も 申せた 箬と殘 念に 思って ゐ ます 

あなたが 社 一 父が 下手 だったら 私 如き もの は 下手 以下です (尤も 偶！ 新潮 記者 は 社交 上手に して くれ ま 
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したが) そ の ®t どうか 御 安心の 上 御つ き 合 ひ 下さい 泡^?先生の御「^"へも 一 度 出たい と 思って ゐ ます 

が 性 来の 無性に 祟られて 未に その 機 を 得ずに ゐ ます いづれ その内に 拜趨 する 時が ある だ.，： うと 思って 

ゐ ます 

末筆ながら 今度 手紙 を御謦 きの 時 は況ゃ 封まで なすった 時 は 「變て こな 氣 がして 破った い 」 何 かな さら 

ないやう に 希望し ます とりあへ ず御禮 旁-' 御 返事まで 粗 紙草毫 よろしく 御 判 讀を願 ひます 頓盲 

十月 廿 二：！： 朝  芥川龍 之 か 

岩 野英枝 樣胜次 

三 七 二  〔4> お 二十 七 HE 端から。 小 a 政 一； 郎 お〕 

拜復 凡 = ^の 佳句 左の通り 

時鳥 何もな き 野の. 門 構 

肌寒し 竹 切る 山のう す 紅葉 

涼し さや 朝 草 門に 荷 ひこむ 

朝露 や II 金 白^の 秋の 風 

初潮 や 鳴門の 浪の 飛脚 船 

など 君の 選に 塊れ たれ ど 大好きな り 「藏 寺の」 「門前の」 「灰 捨て、」 「下 京 や」 皆 好 「町中 や」 は 「時：. g る 

, ^ゃ黑 木つ む屋の 窓明り」 と共に 巧 を 極めす ぎた る氣 がすれ ど 如何 

「柺」 はォゥ コ です 但し 假名 遣 ひは當 てに ならず 「窓」 は 俗惡な 創作 生活 を 打破す る 記念に 雷 いたのです 

澤 木さん に獻 じたの は 慚愧の 意 を 表し 旁.' 精進の 志 を 決する 爲 でした これから 手堅く 狎 して 行きたい 

と 思って ゐ ます どうも 今年の 創作 生活 は 新年から 調子が 狂って ゐた 

廿四曰 待って ます か .，： い ら つ し や い 「何 菊 ヤ」 と 云 ふ 句作 つ た箬は ない が 何です か 「白菊 は 秋 の .刚 に. 


卸-八 正大  253 


腐りけ り」 です か あれ は 新しが つたので すよ この間 茂 索 折 柴等を 相手に 歌 を 作りました その 時の 僕の 

作 を 御 披露し ます 

秋雨の 降り 来る 穴乂か 紅殼の 格子の 中に 人の 音す も 

鹽 草に 光 はと もし 砂に ゐて牛 は ひそかに 眼 を 開き 居り 

外の 連中の 歌 も 紹介しょう と 思つ たがやめ ました 頓首 

芥川龍 之 介 

小島 政 ニ郞樣 

二 申 「塊 火の ほのかに 赤し わが 心」 は 傑作 だと 思 ふが どうです か やけて 鑑賞 的 態度が 不純に な 

つ て ゐ ると くだらなく 見える 惧が あり ます 力な 

虹 ふく や江の 蘆 五 尺亂れ たる 

取 や 目 ざしに 殘る 海の 色 

三 七三 〔十月 二十 七： ：！ 田 端から。 薄 田淳介 宛〕 

薄 田さん 今日は 大阪每 曰 の學藝 部長へ 書く のではありません あなたへ 書く のです 昨日 富田碎 花が 

橫須賀 へ來て 私のと ころ へ 泊り ました さう して 二人で あなた 論 を やりました どうも 詩人 は 葛 城 山の 歌 

時代の 人た ちの 方が うまい と 云 ふ 事に なった のです 富 田 は！^ りません が 私な ど は 中 學の四 年生 位 だ 

つ た と 思 ひ ます 早稻 田文學 の 特別 號 か 何 か で あの 歌が 出 まし た (前 に 書 いた もの を 何と か 云 はれる の 

は 不快な 事 も ある ものです だから もし 私が 今 あなたに 幾分の 不快 を與 へて ゐる としたら それ は 大目に 

見て 下さい 私 は 今 私の 中 學生だ つ た 時分の 事を考 へて 昔に 返 つ たやうな 心 もちに な つて ゐ るの です) 

當時 まだ 一 中の 學 生だった 秦豐吉 が 文章 世界の 投書家で 菱 歌と 云へば 今より 餘程 有名な 位でした それ 

が 日記 文 か 何 かの 募集に 應 じて 當 選した 中に 「夜 .^1? 城 山の 歌 を 讀む神 韶縹渺 たり」 と 書いた ものです 私 
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は 三 中だった から 直接 秦を 知らなかった が、 その 一行で 大に 阡膽相 照らした 氣 がしました それが 一高 

へ は ひり 大學へ 来る やうに なって 秦ゃ 何かと 知. - 出してから ほ 然とよ く あなたの 事が 話題に 上り まし 

た 殊に 赤术析 平の 如き は 「公孫 樹 下に 立ちて」 か 何 かの 中に 出て 来る 地方が 彼の 故郷な ので 未 に 「ああ 

曰 は 南 伊太利 亜の」 を よく 覺 えて ゐる の で 驚きました さう 云 ふ 因緣が 纏綿して ゐる所 へ この 六月に 京 

都へ 行って 下 加 茂の 友 だち を たづね て 一 しょに 飯 を 食って ゐ たら 何 かの 拍子で その 男と 私との 間に 

r 一  花 心 興がりて」 と 一 K ふ 文句が 出 だした のです r 一  花 心 興がりて」 かねな どと いふ 工合で 會 話の 中へ 出 

たのです からこれ も あなたに は 不快 かも 知れません が 我々 の 心 もちに は 少しも 惡意 はない のです 二 V 

とも 同じ 詩 を そらで 覺 える 程 よんで ゐて 場所が 下 加 茂 だつ たんで 偶然 話；  如に 上った のです それが 最近 

私 は 「ああ 大和に しあら まし かば」 を讀ん で大に 感心し ました 富 田と あなた 論 をした 時の 論據は その 寺 

の 感心だった のです さう して その 感心の 附錄に は 年毎に 私の 頭が 下がって 行く 推 古から 天平， M 觀の彫 

亥に 對 する 尊敬 11 まあ 奈良朝 思 icia がくつ ついて ゐ たのです 富 田の やうな ホイット マン- -5, トラウベ レ 

の 好きな 人で さへ その 感心に 同意す ると 云 ふ 事 は 私に とっていい 教訓でした それ は 完成した 藝術品 は 

何時までも 生きる と 云 ふ 事です これ は 誰でも 知って ゐる 事で せう しかし それが M 分と 沂ス 時代に {れ 

例と して あると 云 ふ 事 は 非常に 心丈夫です 今日 富 田が 歸 つた あとで 急に これ だけの 事が 書きた くな 

つたから 書きました 

最後に 私の しどろ もどろ な 小說が あなたの 手で 新聞に 出る と 云 ふ 事に 私が 甚 恐縮して ゐ ると 云 ふ事資 

を 書 き 加 へて 置きます 

芥川龍 之 介 

薄 田 淳介樣 

二伸 これ を 封 じる 時、 御手 紙 を 項き ました 原稿料 も 確に 落手し ました 3> 上 
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三 七 四 〔十月 二十 八日 出端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

見合 は 先方が 絢爛と して ゐ ないから 多分 不調 だら うこの 頃 君の 手紙が 一 週に 二三 通來 るので 家中 君の 

健筆に 敬服して ゐる邦 枝が 時事へ 僕の 歌 を 出した 由 辟易した 

砲 やお 降り あれば どろどろと 

藤 森 氏 正直で 好い 氣が した 頓首  ノ 

龍 

三 七 五 〔十月 三十日 田 端から。 端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

明 日曜の 午後 来ません か 少し 御： IE にかけ たい ものが あります 以上 ， 

時雨る \ や 屢-' 暗き 十 一 一 階 (途 上 卽景) 

三 七 六 〔十  一 HI 一一 U 田 端から。 畑 耕  一 .^〕 

啓 XX さんの 原稿、 途 ります 先方へ は 僕が 社の 方へ 推薦し 社の 方から 斷る 形式に して M くので すか 

ら その 邊 然る 可 く 御 含み を 願 ひ ます 長す ぎる と か 原稿 がた まって ゐる と か 然る ベ き 口 實を つけて 斷っ 

て 頂く のですな X  X さんが 僕への 云 ひ 分に は 「何時 揭載 されても 好い から 掲載して くれろ」 と 云 ふので 

すから その 邊 も 御 承知 置き を 願 ひます 頓首 

十一月 三日  芥川龍之介 

君  . . 

講演 會 今から 少 からず 辟易して ゐ ます 以上 

その上に 猶辭を 設けて 返事の 〇 びた 詫び を 云 つ て 下されば 好都合 で す (學藝 部が 多忙 だと 


カ^ と 力〕 僕 は 外を當 つて 見た のです が 皆 駄目で その 原稿 を 達る のが 今 H までのび たので 4,. 

三 七 七 〔十一月 四 Hra 端から。 池^ 忠孝. お」 . 

本 確に 落手 僕疏瀨 小說を 書く に懶 くん を訪 ふに 懶し 僅に 呤興を 催せば 卽 以て ほら 廣を 遣る その, S.T  く 

か 來て貰 ふかした いと 思って ゐる 

山の 月 冴えて 落葉の 句 かな 

析平 先生 梧 右 

二 仲 目下 風邪で 寢てゐ る 大した 事 はない 

三 七 八 〔十 一 月 ginw 端 か、 り。 ぉ好英 枝^〕 

拜啓 先達 は失禮 しました あなたの 原稿が 新聞へ 出なかった 理由 は 左の 通です  . 

あなたの 原稿 を： M 戴した と 云 ふ 僕の 通知が 遲 れた爲 あなたの 原稿の 方が 先へ 社へ 着いた ので 吐で よそ 

れを菊 池 へ 廻这 したの ださう です (受取った 男 が 僕 の 住所 を 失念して ゐ たの で 菊 池で もよ からう と 

つたと 云 ふ の だか ら驚 きます) 所 が 菊 池 は 旅行 中な の で 原稿： i 小石 川 中 富 坂 の 彼の 家へ 招い た 儘 今 H 

まで そこに あつ た の ださう です 

右樣の 次第につ き 菊 池が 歸 つて 来たので やっと すべてが 明に なりました 近々 揭 載の 運びになる だら う 

と 思 ひます 一 時 は あなたの 原稿が 途中 紛失した ので はない かと 思って 大分 心. ぽ しました つ い 僕の 瑰 

？ S 力ら あなたに も いろいろ 御迷惑 を かけて^ 恐縮に 思って ゐ ます 以上 とりあへ ず 御 I 化び まで 頓苜 

^  十 一 月 四日 朝  芥 川 1 レ1 介 

岩 野 英枝樣  一- 
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三 七 九 〔十一月 五日 田 端から。 江 口  ^宛〕 

君の 印^ 中 「感銘 は 滅多にない」 と ありあれ は 「滅多に 間違 はない」 C 誤植な り 君が 年中 石心鐵 腸の 無感 

銘人 だと 思 はれさう で 困って ゐる 君の 歌 一 一首と も 好い 紫の 花の 比ぢ やない 僕 は 新年 號に とりかかった 

まだ IT 演は 草稿 も 出来ない さやうなら 

唱和 一首 

秋の 闩のほ がら ほ がらに 照る と こ ろ 菊 を 買 ひ 持て 行くな んぢ は や 

三 <o  〔十 一 ほ 九 日 田 端から。 下 島 勳宛〕 

啓 昨 曰 は わざわざ 講演 御來聽 下され 難 有く も 恐縮に 存候 壇上に て は 眼 ちらつき よく 分ら ざり しも 菊 

池の 講演 を傍聽 致せし 節 不圖も 御 出になる 事 を 知りし 次第に 候 其 折 御 挨接申 上ぐ 可き 所 混雜中 意に 任 

かせず 缺禮仕 候 今夜 にても 參上 致さん と 思 ひ 居候へ ども 日曜の 面會 日に ていろ いろな 人間 參る 可く 拜 

II 致し 難 かる 可き や も 知れず 候 間 この 手紙に て御禮 旁々 御 I 卟ぴ申 上 候 小生の 講演もう かう かしゃべ 

る 事 も 有 之 候へ ど あの 演壇の 暑さな み 大抵なら ず且 存外 時間の かかりし に當 惑し 尻切蜻 給に して 止め 

候 唯 もっと 氣が顚 倒す るかと 存候 所存 外 逆上せざる ものと 發明致 候へば 今度から はもう 少し 講演ら し 

い 講演 を 致す 可く 候 草々 頓盲 

十 一 月 九日  芥川龍 之 介 

穴ェ 谷 先生 梧 下 

二伸 先日 晶子 女史 歌 會へ參 り 候 所 小生の 歌 ちっとも 拔 けず 漸く ニ點を 得しの みに 候 御 一 笑まで 

に當日 好評な りし 歌と 最も 不評な りし 小生の 歌と を 御らん に 入る 可く 候 

戀に 燃え 反逆に 燃え 紅の 火花 を 散らす わが 心の 臓  . 萬 造 寺齊作 
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入日 さす 草の 家 なれば 麥飯 にわが 食す もの は！^ 麻呂 かも 小生 作 

三 八 I  〔十 一 月 Ins 端から。 端蒈、 佐 佐 木 茂 索^〕 

明 十 一 曰 午と 十二時 半との 間 白木屋 四 階に 待 たれた し 平 田さん の 子病氣 にっき 岡と 平 田さん へ 行く 事 

當分 延期になった その 爲國展 見物 を 右 十 一 日に 繰 上ぐ 

一一 一八 二  〔十一月 十一 nwE 端から。 與謝野 品 子 宛〕 

拜啓 先達 ま 趨缺禮 致しました また 今 u は 高著 を 頂、 き 難 有く 御禮申 上げます 歌 會の節 はト主 も：.^ n も 

會費を 差 上げる 事 を 失 今 6 致し 甚 恐縮に 存じて 居ります もし 御 面會日 等の 定めが ございましたら 御 知 

らせ 下さいません かその 節參上 萬々 貴意 を 得たい と 存じます 右 とりあ-へず 御, まで is- や；； 3 

十 I 月. 11  一 f  n 1 と Jl 

與謝野 晶子 樣 粧次 

三  < 三 〔十一月 十 一  Hw 端から-。 小 田； 站 雄^: j 

啓 君の 手紙 偷 快に 拜見 僕に 何故 冷 眠に 世の中 を 見る かと 云 ふ 質問 も靑 年の 君と して は 如 可， h も發 ン 

さうな ものと 考 へます が 僕に は 現在 僕の 作品に 出て ゐる 以上に 世の中 を 愛する 事 は出來 ない の だから 

や t を 得ません のみならず 愛 を呼號 する 人の 作品 は 僕に とって 好い加減な 噓の やうな 氣さ へす るので 

す 僕 は 世の中の 愚 を 指摘す る けれども その 愚 を攻擊 しょうと は 思って ゐ ない 僕 もさう 云 ふ 世の中の 一 

人た 力ら 唯 その 愚 (他人の 3^ であると 共に 自分の 愚で ある 所の) を 笑って H 几て ゐる だけな のです それ.^ 

上世の中を愛しても、1^は又憎んでも僕は僕^1!1身を偽る事になるのです自ら偽る位なら小說は害きませ 

ス耍 する に 僕 は 世の中に pity を 感ずる が love は 感じて ゐ ない 5. 時に 又 irony を 加へ るより 以上 こ 
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憎む 氣 にも なれない のです かう 云 ふ 態 は 今の 君に とって 物足りな いもの かも 知れません けれども 年 

齢 は 早 晚君を そこまで 導く でせ う 僕 は 敎師を やめて のびのびした 學校 生活 は大 嫌だった のです だから 

生徒の 事 も 今 はよ く覺 えて ゐ ない 覺 えて ゐ るの は 一 年の 時から 敎 へた 君の class だけ 位です 君の 條康 

を 祈ります 頓首 

十一月 十一 日  芥川龍之介 

小 田 露雄樣 

三 八 四 〔十一 "十三 日 田 端から。 薄田淳 介. が〕 

啓 用件 を 書きます 

一 江 口の 小説 貰へ ます 本 月 中に 谷 崎と 一 しょに 題 を 知らせます 

r 一里 見の 小說は 「今年 竹」 の iw 篇 ださう です が 題を變 へる 事、 長さ を 五十 囘以 内に する 事 等の 條件 にし 

て賴 みませう かどうし ます 御差圇 下さい 

fil 久保 田が 小說を 書く 由 申 上げて 置いた と 思 ひま すがこの 間久保 田に 會 つた 所 あなたから 何とも 御 照 

翁 がない と 云って 妙な 顏 をして ゐま した これ 又 貰 ひませ うか 止め. ます か同樣 御差圖 下さい 

i 龍 村 平 藏氏事 今度 清 浦 氏、 正木 校長 等の 主催で EE 木 橋俱樂 部に 展覽會 を 開きます その後 大阪 でも 開 

くさう です が あなたに も 作品 を 御 一 費 願った 上出来 得べ くんば 發起 人の 一 人に なって 頂きたい と 云 ふ 

のです が 如何で せう 作品が 非凡な 事 は 私が 保證 します もし 御 差 支がなかったら 御名 前 を 貸して やって 

下さぃませんかぃづれ貴意を^^る爲に龍村氏或はまだ氏が滞京中だったら氏の代理入が參上するでせ 

うから その 節よ ろしく 御 指導 を 願 ひたいと 思 ひます これ は 龍 村 氏から 吳々 も あなたに 願って くれと 云 

ふ賴 みでした から 序 を 以て この 手紙に 書き 添へ ます 御 諾否 だけ 二三 日中に 私まで 御 一 報 下されば 更に 

好都合です  . 
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以下 雜談 です 風ば かり 引き 績 けて 弱.^ ました その 風聲で この間 講演 を やりました 大變な 入いだ つたの 

で餘計 辟易の 至りでした 編輯 會議 にで も 時々：： 山 席して 演說の 稽古 をして 置けば よ、 かった と 思った 位で 

す 風 は 未に ぬけません この 手紙 もま だ 水漓を 垂らしながら 書いて ゐ ます 年鑑の 原稿が 蓮れ たの も 一 半 

は 風の 罪と 御 思 ひ 下さい 新年の 小說は 十二月 十五 曰 頃までに 十囘位 仕上げた いと 思って ゐ ます 以上 

この頃の 句 

竹林 や 夜寒の 路の 右左  ， 

十一月 十三 n 夜  芥川龍之介 

薄 田 淳 介樣， 

三 八 五 〔十一 月 十五 H 田 端から。 端 書、 小，：； S 政 ニ郎- お〕 

龍 村 氏 展覽會 是非 御 一 覽を請 ふ 今 H 見て 今更の 如く 感服 右 御勸. 誘まで 頓首 

十一月 十五 日  芥川龍之介 

三 八 穴 〔十一月 十八 HE 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

今日 茂 索 二世より 来書 その 返事の やうな 顏 をして 君に 手紙 を 書く 事然り SSS へ 小品 動物園 を 達った 

一輕挑 浮薄な ものに つき 君の 如き 博雅の 君子 はなる， ^  く 見ない やうに して くれ 給へ 但し 原稿料 はなる 可 

くよ くして くれる やうに 斡旋して くれ 給へ 尤もち よいとう まい 所 も ある 

この 前の 曰 曜君甚 おとなし かりし 爲氣の 毒の やうな 氣 がしたり 旣に 佐々 木 茂 索たり (介 崎 潤 一 郞 ありと 

雖も何 かせん これから もっと しゃべって くれ 給へ 君 も 小島 も 秋風の 惡ロ 一  つ 云はなかった の もさ も あ 

るべき 事ながら さも あるべく すぎる の はいけ ない よ 新 小設の 小說悉 讀んだ 佐々 木 茂 索 作る 所のお ぢ 

いさんと おばあさんの 話 を 以て 壓卷 と爲す 頓首 
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十一月 十八 日  芥川龍之介 

佐々 木 茂 索 君  - 

三 八 七 〔十一月 十八 tM 田 端から。 中极 駒十郎 宛〕 

拜啓 內 田の 件 早速 御 承諾に 預り難 有く 御 禮甲上 候 同人 は 陸軍 士官 學校 教授 兼 海軍 機 關學校 教官と 云 

ふ 御 役人に て 夏 目先 生の 御 弟子の 一 人 なれば 飜譯に は 出たら め もなかるべく 存 居候 住所氏名 は 小石 川 

151： 高 田 老松 町 四十 三 內田榮 造に つき 今後 は 一 切の 御交涉 直接 同氏へ 願 ひたく 候 但右樣 の 腰辨故 日曜 以 

外 は ひるま 在宅 致さざる 可く 手紙に て 一 應御照 會の上 御會ひ 下され 度 候 右 とりあへ ず御禮 旁.' 御 返事 

まで 頓首 

十 一 月 十八 日  芥川龍之介 

中 根 駒 十郞樣 

二 申 ，藤氏に も 然る 可く 傳言 仕る 可く 候 

三 八  <  〔八 年 (推定) 十一 月 十九 日 田 端から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

天晴し 一 本 杉 や 凍て \ 鳴る 

門 内の 敷石 長き 寒さ かな 

松風 や 人 は 月下に 松露 を 掘る 

「天晴 し」 嚇 したやう で 氣に食 はね ど 初 五 字 思 ひ 當らず 赤 鯉の 句 「つき出した 手の こぶし」 「はす かひに 

赤 鯉」 一一 句 をと る 

三 八 九 〔十一月 二十 三日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 
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啓 勉强 する 由 結構な 事 だ 僕 もこれ から 勉强 する つもり だ 二三 日 前 香 取 先生 や 龍 村さん と 一 しょに 飯 

を 食って 雨 先輩の 半生の 話 を 聞いたら しみじみ 僕な ぞは增 長し すぎる と 思った 香 取 先生が 米 應の資 に 

も 困って 前の 細君が 逃げて しまった 話 や 龍 村さん が破產 して 自殺 もし かねない 氣 になった 話な ど は 僕 

一 人 聞く のさ へ勿體 ない 兩 先輩と 自笑軒 を 出た 時な ど はほんた うに 名 入傳を 讀んだ やうな 氣 がした 子 

規は 一二 十六で 死んで ゐる 僕な どは餘 程し つかりせ ぬと あの 年で は 碌な 事 一 つせ ずに 了り さう だ 露 

茂吉 か.，： 手紙が 来て しみじみとみ 文讀み し 後に はりつむ る 心お こりく る を 君に つ げな むと 云 ふ 歌 を 書 

い て よ こした 僕の 新潮の 感想 を 讀んで くれた 歌 だ 僕が あの 感想 を 書いた の は 童 馬 慢 語に 刺戟 せられる 

事 多かった の だから この 歌 は 殊に 嬉しく 讀んだ 何に しても 精進せ ぬと 内の 寂し さ を どうす る 事 も出來 

ぬ 但し 勉强 する にしても 田 端へ は 時た ま來て くれ 給へ 僕 は 手 習 ひもしたい 寨 刻の 趣味 も わかる やう 

になりたい 陶器 漆器 いづれ も 見る 眼が 欲しい もの だ書竇 骨董 を 見る 人 は 文壇の 批評家より ずっと 落着 

いて ゐて 叮嚀 親切に 各の 作品 を 玩味す る あの 玩味す る 態度 だけで も 學んで 損に はならぬ やうに 思 ふ 僕 

など もも つ と 落着かな いと 今 分の 所 碌な 小說は 書け ない の だから 

この頃の 句 二つ 

江の {へ千 や 拳 程なる 夏の 山 

夏山 や 幾重 かさなる タ 明り 

十一月 サ 三日  我鬼拜 

大芸居 主人 梧 下 

, 二伸 中 西 屋へは 早速 行って みるつ もり 0.  Henry は 兎も角 外の 本 も 釆てゐ さうな 氣 がする 

SSS も 金 を くれるなら 早い 方が 好い な 月末の 拂が たまって ゐ るから 

三 九 0 「十一月 二十四日 田 端から。 小鳥 政 ニ郎， お〕 
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啓 頃來鼠 小僧 次 郎吉を 書き 居る 所 江戶詞 始末に 了へ ずつ ぐづく 森の 石 松の 御 苦心に 想？^. したり あの 

詞へ批 を 打ちし 事 全く 增長慢 のな す 所と 犬に 後悔 

それ か、，： 藤， 野 古白の 句に かう 云 ふが あり 

愧儡師 日暮れて 歸る 羅生門 

ま るで 小生の 出す 本を豫 言した やうで 氣味 の 惡 い 位 暗合の 奇を 極め たも の と存候 

門內の 敷石 長き 寒さ かな 

十 一 月廿 四日 午後  我鬼拜 

把 菜 軒 御主人 榻下 

三 九 I  〔十 一 月 二十 六 n= 田 端から。 瀧 井 孝 作 宛〕 

啓 江の 句 水 蘆の 方 遙に句 品 上なる 如し あれ は 貰って 僕の 句に する よ 水 蕴と來 ると 打ち 透かす も活き 

て來 るの だ 夏山の 句 未考そ の 内 あれ も 改作し て ものにする その 時 も 亦氣が ついたら 手傳っ て くれ 給 へ 

小 穴 君から はがきが 来た 君た ち は 皆 揃 ひも 揃って 同じ やうな 字 を 書く ねま さか 腹の 中から 拓本に くる 

まれて 生まれて 來た訣 でも あるまい に これ は惡 まれ 口 だ 小 穴 君の 作品 はま だ讀 まない この間 は あ 

の 人が 來て くれた のでい ろ く 面白 か つ た 

昨夜 往来で 句 を 得た 

稻むら の 上 や 夜寒 の星垂 るる 

4- 一月 二十 六日  我 鬼 

木タ生 

三 九 二  〔十一 月 二十. 一 ハ = 田 端から。 小穴隆 一 宛〕 


264 


原稿 拜見 しました 左に 遠慮のない 所 を 申し上げます 話の 方 は 概して 言 ふと 材料 そのものの 面， 口み が.^ 

つて ゐて あなたでなくて は 書け ない と 言 ふやうな 趣が 乏しい 成程 讀んで 面白 いのは 事實 だが それ ま 木 

地の まま 素お を 抛り 出した 面白さ だと 心得ます その 難が 一 番少 いのは 囘想， 記です そこで あなたの 話が 

何故お おの 面白さお 上に 出ない の だら うと 考へ ると 第一に はさう 言 ふ 材料 をと り 扱 ふ あなたの 主概り 

力が 十分 中まで 滲透して ゐな いせ ゐ ではない でせ うか 「悲しき 誕生日」 など は 殊に その 爲に 折角の 材桝 

カ活 きな 力 つ た やうな 氣さ へ します それから 霄き 方です な あなた の 文章 は 荒削り で 力が あつ て is.^ 寺 

ちが 好 V カ餘り あなたの 獨合點 だけで どしどし 窗 いてし まふから 讀者は 時々 話の 中で 途方に^れる 事 

力あります たと へば 「志 一 さんの 話」 の 中で 「母 は 誰 だら うと 思って 戸 を 開ける と 云々」 と 突然 あなたの 

阿 舟さん を點ゃ r する が讀 者に はちよ いと あれが 誰の 阿 母さん だか 判然し ない i さう 云 ふ 所が 可成 あ 

ります この 二 カ滿 足に 出来たら あなたの 話 は 皆 立派な コ ント になる でせ うそ こで 元へ E ります、. ち 

たの 話 は 材料の 面白さが 勝って ゐる 逆に 言へば 表現が 十分で ない その 表現の 中で も 人間 を 書く のに 

行爲 力ら 心理 を 書く 場合 (外で 內を說 明す る 場合) は 心理と して 書く 場合より 遙 にうまい 先生 を 見 

て も 先生が 「さう であった か」 と 急に 柔 しくなる 所 はま づ いが 末 段の 二月ば かりたっての 朝 云々 一の 听 

は澳々 として ゐても 成功して ゐ ます 最後に 作品の 出来 を； 冒へば やはり 第一 は^ 想 記で せう あ.， よまし 

力う の哀 1^ 力あって 文章 も 中 々 面白 い 私の やうな 摺れ つからしの 人間に は 書け ない ものです (. 唯 fat- 

her などと 云 ふ 英語 はどう も 嫌味 で す〕 あれ だけ の もの が 書け る 入 は 海 紅 同人に も 多く はな いのでせ 

ぅ折柴 など I やむ しなければ 折柴の 方が 惡 いのです 詩 は 「われ 唯 一 度き み を 欺け り」 だけ 面白く 讀 みまし 

.K 「斷 章」 は 最も 辟易し ます 序ながら あの 中の 鷄の 畫を偷 快に 眺めました 位 腹の 所の 三筆ば かりの，.？ 

甚 好きません 以上 は 私の 出放題な 批評です 勿論 私自身の 事 は 大抵 棚へ 上げた 批評と 御 m しひ 下さい e れ 

た 力 馬の つるむ 話 は 最も 素材 だけ 抛り 出した ものです つるみ そくな つた 馬の 爲 にももう 少し 親切に 書 

てお やりな さいもう 一 つ 忘れた が大島 風景 小品 賽會の 文 は 好きです な 偉ら がったり 殊勝が つたいし 
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ないで 甚心 もちが よろし い 但し あれ を讀ん です ぐ入會 する 氣 になる 程 感服す るか どうか わかりません 

妄^  一 =11 多 罪 

十 一 月廿六 日夜  芥川 龍 之 介 

小 穴 隆ー樣 

三 九 三 〔十一 月 二十 六 rH 田 端から。 端蒈ニ 枚、 岩 野英枝 宛〕 

御手 紙 拜見久 米の 御 嫁さん 何分よ ろしく 願 ひます 

先達 は失禮 しました イタ リャ 軒の 話 も 面白く 奉： fi 好い 出来と 存じます それから 昨 曰 社へ 參 つた 所 

前 申 上げた 通り 記事 幅 輳で當 分 文藝欄 休みの 由 追って 来月から 同 欄 を 始め たら 玉稿 載せたい と 云 つ て 

ゐ ましたもう 少し 御 猶豫願 ひます 妻よりも よろしく 頓首 

十一月 二 4' 六日  芥 川 龍 之 介 

三 九 四 〔十一月 二十 九日 田 端から。 端蒈、 小， 政 ニ郎- 宛〕 

この間 は 御馳走 さま し ろざんの 風呂敷なる もの 德川 時代に あった 由し ろざんと は白棧 です か 御 商 

賣柄御 尋ねし ますこん どの 小 說に使 ひたいの ですから  . 

稻 むらの 上 や 夜寒の 星垂 るる 

竹 河岸の 竹 ひ V らぐゃ 夕 凍てて  " 

三 九 五 〔十二月 十四 ni 田 端から。 端 書、 岩野英 枝-が〕 

久 米のお 嫁さん いろく 難 有う ございました 十 曰 會で御 目に か \ つて 御禮申 上げる 所 年末の 原稿 を 書 

くの が 多忙な： M とうく 行け なくなりました 未に 出來 上らな い で每曰 催促され て は うんく 云 つて ゐ 
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る 始末です 御禮 まで 頓苜 

十一 一月 十四日 

三 九 六 〔十二月 十四日 田 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 . 

御 句拜見 淚尿滂 5 化に る 句の 方 好きです 又 何時か 来て 話 を 聞かせて くれません か 

沾 蒙に 風 あり 炭火 起す 家 

こ れ は ボ ク の 癎精を 句に し た の で す 

三 九 七 〔十二月 十七 rn£ 端から。 瀧 井 孝 作 宛〕 

啓 こ の 間 は 失 鱧 お ふくろ の 病人の 爲 僕が 名代に 法事へ 行つ た の だ 

結^ 問題 も滿 足に 解決が 出来た 由 御 目出度い 事 だ それから 石 印 難 有う あの 印面 は 杉宮之 印と 毛耀 

之 印と だら うかち と讀み 兼ねる から 敎 へて くれ 給へ 素人ら しい 好い 印 だが あれで 中々 器用に 手が はい 

つて ゐ るね 僕が 築 刻 を やれば もっと 荒 削に やる やっと 今日で 新年 ものが 書き上げられる 箬だ家 も 採 

して 置かう 家賃 は 二十 圓 位で 好い か 

極月に 取 急ぎた る^ 儀 哉  碧 童 

襖つ くろふ 俳諧の 反故  我 鬼 

と 云 ふの はどう だ 

十二月 十七 日  芥川龍之介 

折柴 先生 梧 右 

三 九 八 〔十二月 十七 U 田 端から。 小島 政ニ郎 宛〕 
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拜啓 さ て 又 御 願 ひが あるので すが 「春雨 物語」 を 御 持ち になり ません か 僕 も 持って ゐ たのです 力 誰 

か i.- 恃 つて 行って しまった のです 僕が 讀 みたい 訣ぢ やない お 隣の 香 取 先生が 讀 みたい の ださう です 御 

持, C なら 取りに 參 上します それから 書 齋を片 づけたら 何時か 君の 持ち こんだ 紙 や 短册が 出て 來て大 に 

恐縮し ました 紙 は 今度 来た 時 御 持ちなさい とても {41 恐し くて 書け ません 短册は 近日 御茶 を 濁します 

それから 金剛 經の 拓本 一 度 差 上げる と 云った ものが 何時までも 書齋 にある と 借金 をして ゐる やうで 不 

快です これ 又 今度 御 出の 節 御 持ち 歸り 下さい 誰か 外の 人に やっても 一向 差 支へ ありません この間 留 

守に 瀧 井が 来て 石 印 を 二つ 置いて 行き まし た 吳れた のかな と 思つ て 押し て 見たら 妙な 號が 彫って ある 

ので こり や 貰った 次第 ぢ やなかった と あきらめました 所が あとで 折柴 のよ こした 手紙に よると やつば 

り 吳れ た の だ さ うでした おかげで 何度も 頭の 中で 禮を 出したり ひっこめ たりし ま した 碧 童 刻 だと か 云 

ふ 事で 嫌に 僕訥 らしく 見せかけた 印です 今度 来たら 御覽に 入れます 如 斯僕は 平 氣で貰 ひます 君 も 僕の 

上げる 拓本 なぞ は 平 氣で御 貰 ひなさい やっと 小說も 今日で 新年 號の文 債 を 償却す る箬 です 君の 小說 

は 出来ました か 五 六 n 前 癎寢が 起つ た 時 作 つ た 句 を 御 披露 します 

曇天 ゃ螺生 きゐる 罎の中 

十二月 十七 日朝  ， 鬼 

把 菜 軒 御主人 榻下 

三 九九 〔十二月 十八 日 田 端から。 水 守 龜之助 宛〕 

拜啓 新潮の 原稿 御 約束し ました 所 昨夜より 急に 發 熱し 今日 適 床に 就いて ゐ ます 醫者曰 流行 性で はな 

いが 風邪 だら うと、 それ 故 どうも 執筆す る 勇氣が 起り ません 昨晩 も 半 枚 書いて 見た所 熱が 八 度に なつ 

たので 止めました 右樣の 次第に 就き 寄稿の 件 は不悪 御谷 赦 下さい これで 頭痛 腰痛 咽喉 痛がない と 原稿 

を 書く 苦勞 がなくなる だけ も甚 天下 泰平な のです が 方々 痛い 爲 不^快です 以上 


腦月 十八 日  や M.  t と > 

水守龜 之助樣 

四 00  〔十二月 二十 二日 田 端から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

こんな 句 はどリ だい 

風 落ちて 估 藪 高し 冬日 影 

人絕 えし 晝ゃ 土橋の 草枯る X 

雲 遅し 枯木の 宿の 照り 曇り 

龍 

四 0 一 〔十二月 二十 二日 田 端から。 端 書、 瀧 井 孝 作， が〕 

更に こんな 句 はどう だい 

龍 膽ゃ風 落ち 来る S 深し 

、， ク 

冬 签 や 高き に拂 きかくる； 習 

夏山 ゃ峯も 穴ュ なる 夕明り 

はがきで 點を つけて くれない か 一 時間ば かりに 六つ 作ったら くたびれた m 首 

富 

四 0  二  〔十二月 二十 二  H 田 端から，。 小^；^政ニ郎宛〕 

^ 啓 春雨 物語 難 有う 早速 杳取 先生に 持たせて やりました 

「魔術」 は 「蜘蛛の 糸」 程 詩的で ないから 渾 然と しないの は當然 です 其 代り 「蜘蛛の 糸」 に 無い 小說が ある 
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でせ う 小說を 書く 事は必 しもな さざる 可らざる 事で はないで せう 僕 も 昔 は 誰に でも 書け くと す.^ め 

ましたが 今 は それ 程爐 動し ません ァ クシ ョ ンが 一番 尊い と は 思 はなくな つて 来たから です 書きた かつ 

たら 御 書きなさい 書きたくない のに うん/ \ 云って 書く の は (職業なら 知りません が) 莫 趣げ てゐ ます 

僕 少ぁ 佳 書きた いから 書いて ゐ るのに 過ぎ ま せん さう し て 同時に 又 書きた い 事が 必 しも謦 きたくな い 事 

より 高等 だと は 思って ゐな いのです だから 僕 も 誓き たく なくなったら 何時でも 書く の を やめる 心算で 

す藝 術の 士の 踏むべき 道 は 舶来の 道ば かり ぢゃ ありません m 本人 は 洋服が 似合 はない 限り トルストイ 

や ユウ ゴォ になれ ない 方が 自然な のです さう は 思 ひません か 

又 駄辯を 振， ひました これで やめます 頓首 

十二月 廿 二日  f 

小島 政 ニ郞樣 

二伸 御 句 「人だかり」 の 外 二 句 共 好い と 思 ひます 

風 落ちて 枯藪 高し 冬日 影  • 

人絕 えし 晝ゃ 土橋の 草枯る \ 

雲遲し 枯木の 宿の 照り 曇り 

こんな 句 はいけ ません か 僕 は 十八 世紀 調 を 鼓吹し よ つと 思って ゐ ます 以上 

四 0 三 〔十二  H  二十 三： 端から。 端 書、 江 门？€ 宛〕 

大每の 小說の 題と 材料 の 大體を 東 區大川 町大每 社内 薄 田 淳介氏 ま で 知らせて くれ 給 へ 至急 

この頃の 句 一 つ 

人絕 えし 晝ゃ 土橋の 草枯る \  . 

二伸 今 君の 手紙 見た これ は 句 を 見せる 爲 出す  ■ 
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四 o 四 〔十二月 二十 九 H 田 端から。 佐 佐 木 茂 索. お〕 

語 を 寄す 書き飛ばす 稽古なん ぞ する 事 勿れ 如何に あせって 見た所で 君 善く 一  夜に して 牛 人 一天； WJ;;^ より 

ヤス ナヤ ボリ ャ ナヘ 轉居 する 事 を 得ん 僕 は 尻 を 落ち つ け る！ 1: 夫 を 積まん とす 蓋し 書き飛ばす 稽古 をし 

てもう 霧り 懲りし たれば なり 君 幸に 僕の 愚 を 再す る 勿れ 私に 思 ふ 君の 短 は 伸び 難き にあらず して 仲び 

易き にあり 書き飛ばす 稽古 なぞした 日に はこの 短 遂に 補 ふの 日 無 からん とす 僕 君の 手紙 を 見て 驚きた 

り 恐らく は 君が 想像す る 以上に 驚きた るな らん 故に この 書 を 寄す 君 もし 君の 法 器た る を 知らば 深く 自 

ら 重んじて 文壇に 充滿 する 小 乘嘗冀 の 徒の 眞似 をす る 勿れ ト ル ス トイの 揮 を拜領 して 感. 淚 止め 難き も 

の は廣津 和郞の 持ち 役たら しめよ 成 獺 正 一 にして 口 オランの 玄關番 たる も 君の 知った 事に あらざる ベ 

し 長 與善ま カド スト 1,1 フス キイの 駒下駄 を 買占める も 彼 自身の 勝手な らん 佐々 木 茂 索 は 常に 佐々 木 茂 

索たら ざ る 可から ず 佐 々 木 茂 索た る 可 か らんば 一 拳 石 を 積ん で 山と 成す 程 根 氣を持 つ 事 肝 なり あ せ 

る 可らず 怠る 可らず 僕 自身 この 根氣の 必耍を 感ずる 事 今の 如く 切なる は 非ざる なりされ ば將 こ， こ 望 

む 瞽 き 飛ばす 稽古なん ぞ しちやい かんする と 君の 天分が 荒む が ある 以上 

十二月せ 九日  我 鬼 生 

大芸 先生 梧 右 

四 0 五 〔十二  H 三十  一 ：n 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索， が〕 

「葱」 評 あんな 冷やかし はいかん あれ を讀 みながら 句 を 得た 川柳 かな 

牛 込に 春陽 堂 や 暑き 冬 

>?^-の字を入れたか つ たが はいらな か つたと 思 ひ 給 ,\ 
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四 0 六 〔大正 八 年 田 端から。 下岛 動-お〕 

拜啓雲 坪 二 幅と 隆 達の 卷物 長々 拜借難 有く 存候 小生 參上 御返し 致す 可き 所 唯今 菊 池 江 ロ參り 居り 候 間 

下女に 持たせて 上げ 候に 付 御 落手 下され 度 願 上 候 早々 不悉 

,  龍 之 介 

下 島 先生 侍史 

四 0 七 〔大正 八 年 田 端から。 端 書、 小島 政ニ郞 宛〕 

二十 九 曰 午後 一 一時 頃から 蓮 座 をし ますが 來 ません かなる. S く 御出でなさい 

搰 焚けば 搰に 木の葉 ゃ山暮 る.， - 

四 OA  〔大正 八 年 田 端から" 端 書、 瀧 井 孝 作-が〕 

例の 運座 二十 九 曰 午後 一 一時より 催す 事と したり 御 出席の 上 一 同の 手 並 を 見て くれ 給へ 君の 「弟の 死」？ 

は 好い 出来です な あとの 寫生文 はま だ讀 まない 

芥川龍之介 

四 0 九 〔火 正 七 • 八 年 田 端から (推定)。 佐 藤 夫 宛〕 

拜啓 ジ イドの ワイルド この 者に 御 渡し 下され 度 上る 箬の 所氣が 重くな り やめに 致し 候 頓首 

佐藤樣 
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ブ IL ブ i 

四  一 o  〔一  月 二： n 田 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

啓 来る 六 曰 泡 鳴 先生 鬼 窟へ參 り 候 間 御 来駕の 上 御淸話 下さる まじく 候 や 伺 上 候 草々 

芥川龍之介 

四 I  I  二月 九：： IS 端から。 小鳥 政 ニ郎. お〕 

啓 I  ^  I は f の 作と 知り 候 If は Spain の Zola と稱 されし へ 作|| 

^ さる 司く き 末 見の 書ながら 恐らく 大兄に は 向かな かる 可き 乎 この頃 素 堂 句 築 を 費み 天明 こ 至って i 

村の ひで たる 偶然なら ざる を 知り 候 言 水 は,, 下 諸方^ 索 中 短歌 私鈔な ど^む と  す 

な こんな 調子の 歌 を  ；  J 

藤 咲く や 曰 もうら/ \ と奈 良の 町 

一月 九 曰  我^ 

小島 樣梧右 

四  一二  〔一月 十三 H 田 端から。 端甞、 小， お 政 ニ郎， が〕 

昨日 社へ？ 候 所自皇 展覽富 相談 永び き i 典 山 I きに 行け なくなり 再三 君の 所へ 霧 をかナ 

しも 不通とう くお 流れに なり 候 とりあへ ず 御 詫びまで  - 

二伸 十六 日夜 參 りた けれど. g 何に や  .. 
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四 I 三 〔一 月 十七 H 田 端から。 中 戶川吉 二 宛〕 

拜啓 高著 を 項き 難 有う 君 は イン フル ェ ンザ にて 入院 中の 由 僕 も イン フル ェ ン ザで 寢てゐ る 始末 だ 

精々 癒 りつこの 競爭 をしょう 右 とりあへ ず 床上より ぉ禮 まで 頓苜 

一 月 十七 日  芥川龍 之 介 

中戶川 吉ニ樣 

一 一 仲 装釘の 黑ぃ色 は 口 オル を かけなかった 方が よかった 再版から 口 オル 無しに して は 如何 

病 我鬼拜 

四 一 四 r. 一  月 十七 端から。 中 戶川吉 二 宛 C 封筒に 小 J 

0  -  E 广石川 病院 內 流行性感冒 忠者中 戸川 吉 二様と あり、 

物干 し へ 蒲團と 机と を 出し て 原稿 を醫 いて ゐ ると 僕の 知って ゐる 女が 「 こ れを 捨て て 下さ ハ」 と 云 つ た 

受取って 見る と 死んだ 金魚 だから 物干しの 下へ 捨てた 下に は 蒼い 海が 少し 見えた すると その 女が 「あ 

なた も 捨て， -ぉ貰 ひなさい よ」 と 云 つ た 「あなた」 と 云 はれた 女 はお 夏に 違 ひなかつ たお 夏 は 手のひら 

へ 何 か 入って ゐ るの を 僕の 手のひらの 上へ あけた 見る と 水の ホに ぼうふらが 五六 匹 泳いで ゐた 何故か 

その 時 中 戸川が 燒か なければ 好い がと 思った 「水族館で ござい」 と 云ふ聲 がした 聲の主 は春樹 さんだつ 

たパ ツチに 尻 端折りで 皮の 鳥 打帽を かぶって ゐた 何が 水族館 かと 思ったら 扇子で 僕の. 手のひらの 中の 

ぼうふら を 指して ゐた 太鼓 持の やうな 嫌な 奴 だな と 思った 雷が 鳴った 僕の 知って ゐる 女が 「雨が ふる 

からこつ ちへ おはいん なさい」 と 云った その 女 はお 夏と 一 しょに 二階に ゐた 二階に は 朱ぶ ちの 夏目漱 

石の 額が あつ て 鏡 蒲 團が澤 山 敷 いて あつ た お 茶屋 か 何 かの 大廣 間ら しかつ た實^ 雨が ぼ つ /\  、降 つ 

て 来た 上 を 見たら 向う の 屋根の 上に 繭玉の やうな 雲が 靑ぃ {4! に 白く ぼつく 浮んで ゐた 「あれ は 雷 ， 

こま.， R 

力 鳴る から 電氣で 雲が 細くな つたんだ」 と 僕が 春樹 氏に 說 明した 春 樹氏は 何時か 谷 崎 潤 一郎に なって 


「田 端 は 地震が なくって 好い な」 と 云った 僕 は 谷 崎と 田 樂鍋を 隔てて 坐って ゐた そばに 野 上 B 川 君が ゐ 

た その外 維 誌 記者ら しい 入が 二三 人ゐた 窓の 下に 稻 田と 雜木樹 が 見えた 「狸 はどうです」 と 野 上 君が 云 

つた 「狸 は 出る」 と 谷 崎が 云った —-- そこで 目が さめた 「反射した 心」 を續 みながら 寢て しまったの だつ 

. た獨 りで にや/ \ 笑った 夢の 中のお 夏の 顏は覺 えて ゐ ない 病中の 御 慰みまでに ちょいと 書いて ごらん 

に 入れた 以上 

一 月 十七 曰  病 我 鬼 

中 戶川樣 

四 一 五 〔一 月 十八：：：： 田 端から。 小 林 庶太郎 宛」 

拜復 玉稿 唯今 落手す ぐに 新潮 社へ 達り ました 何分，.^ 切の 時間に 遲 れてゐ るので 間に合へば 好い がと 

思って ゐ ます 實は あの 玉稿 も 直接 あなたの 方から 新潮 社へ 御？； 达り 願っても 好かった のです 又 さう 願 

ふ 心算で ゐ ました 私 は その ijin 高 撟 君まで 特に 念 を 押して 置かなかった 事 を大に 後悔して ゐ ます 今度の 

あなたの 小 說の事 徹頭徹尾 私の イン フ 几 ヱ ン ザが 災 して 思 ふやう に 御 斡旋 出来なかった の は造憾 です 

が これ も 天 蓮と 御詮め 下さい 私 はま だ 床 を 離れられません 頓苜 

一月 十八 日 *  病 我 鬼 

眞木^ 樣. 

四 一六 〔一 月 十九 日 田 端から。 森林 太郎 宛」 

拜啓 友人 佐 々 木 茂 索 氏 を 御 紹介 申 上げます 氏 は天眞 堂と 云 ふ 古玩を あきな ふ 店の 御主人で そ の 天 

_^ 眞 堂の 命名 を 先生に 願った 事が ある さう ですから- 實は 私が 御 紹介 申 上げる まで もない のです が 氏の 何 

2 でもと 云 ふ依賴 により この 狀 認めました 何でも 今度 主宰す る 事に なった 時事 新報 文藝 欄の 用向きで 
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御 差 支への ない 限り 先生の 御 眼に か \ りたい の ださう です どうかよ ろしく 御 取 計ら ひ 下さい まし 右 御 

願 ひまで 草々 不宣 


一 月 十九 日 

森 先生 梧 下 


芥川龍之介 


四 一七 〔一月 十九 nES 端から。 端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

啓 「炭 を 割る」 の 句 一 代の 名吟 我 鬼 先生 一 誦殆 病懷を 忘る 歸侖 頂踡々 々 々 々 

一 月 十九 日  病 

四 一八 〔一 月 十九 日 W 端から。 江 口 Jri-:^〕 


我 鬼 


： 豐吉が 来て 評論 

-か秦 は 今度 獨乙 


啓 とうく 流行性感冒に 擢 つて 寢てゐ る 頭痛 腰痛 喉 痛 一 父-加 はつて 閉口 だ そこ へ 一 

集 を 出した い と 云 ふ の だが 君の 評論 集 を 出す 本屋 で秦の も 引受け て はくれ ない だ ら - 

へ 行く ので 過去の 仕事の 片を つけて 行きた いの ださう だ か ら部數 が 少 くって も 印税が 少く つても 又 句 

を 云 ふまい 活字に さへ して 貰 へれば 本望な の だから 原稿 は 皆で 五 百 五十 枚 あるが 本屋の 希 i- で その 中 

から 好い の だけ 選抜しても 好い さう だ 所載 雜誌は 三 田文學 と早稻 田文學 とが 主 だと 云 ふ 事 だ 君から 一 

應 紹介 を 願 へ れば 幸甚 だと 思って ゐる右 とりあ へ ず 御 願 ひまで この 手紙 を 書いた 頓首 

一 月 十九 日  芥川龍 之 介 

江 ロ澳君 

二伸 寢てゐ ると 落着いた 氣 になる の は 難 有い この 二三 日 うんく 云 ひながら も 何 處か紫 婆 を 離 

れた長 閣さを 味 つ た 秦に賞 つ た 支那の 淫 書が 少し ある 欲しければ 進上す る が ど うだ 「牡丹 奇緣」 

「杏花 天」 「燈 蕊奇 僧傳」 等 皆 一 讀の價 値の あろ もの だよ まだ 書けば いろんな 事が あるが 床の 上で 面 
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倒 だから 見合せ る 事に した 以上  病 我鬼拜 

四 一九 〔一月 二十 HS 端から。 友 常 幸 一 宛〕 

啓 過 曰 は 羊羹 を 難 有う まだ 御骋， 狀も 上げない 内に 流行性感冒に 罹り 未に 床 を 離れません この 手紙 

も寢 ながら 書いて 上げる のです 小說は 松の内に 拜見 しました 出来 はよ くありません 民 三と お 美 代と 

の 關係を 書く にしても もっと 簡潔に 要領 だけ 捉 へて 書いて 行かなければ 駄目です 民 三 {2 身に とって は 

戀 愛の 思 ひ 出 だからい くら 環 末の 事で も 面白い かも 知れません しかし 讀 者の 身に なって 見れば 退"  他す 

る 方が 當然 です それから 文章 は 「です」 と 「だ」 とが 雜 居して ゐ ました あれ もど ちらか へ片 づけたい と 思 

ひます 唯 所々 の 自然 描寫 だけ は 決して まづ くありません あれ は あなたが 歌人と して 向然を 見る のに 多 

少コ ッを 得て ゐる からだら うと 思 ひます 

原稿 は 同封で 御返しし ます 頭痛 喉 痛 腰痛 等 交. -加 はって 苦しい からこれ で擱箪 します 頓首 

一 月 廿日 朝  芥川龍 之 介 

友 常 幸ー樣  - 

四 二  0  〔一月 二十 九 H3 端から。 長 尾武男 宛〕 

啓 御手 紙拜 見し ました 遠慮のない 所 を 左に 御 答へ します 

東京 は あなた の や うな 靑年 の 自活す る の に 存外 容易な 所ぢ や あり ません し か しあな たが どう し て もさ 

うした ければ 御說の 如く 新聞社 ゃ雜誌 社の やうな 所に でも 口 を 御 求めになる のが 好いで せう 唯 W し 上 

げて 置きた いのは その 口 も 容易に 見つからない 事と 見つけた 上で も 生活 は 決して 樂ぢ やない とい ふ 事 

です 新聞の 校正 掛 なら 中 舉 卒業の 舉 力が ある 以上 勤る に は 相違ありません しかし これ 又 早急に は 口 を 

見 つ ける 事が 困難で せ う 現 に 私の 知つ て ゐる もの にも さ うい ふ 口 を搮 して ゐる ものが 二三 入あります 
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が 私 も氣の 毒ながら どうして やる 事 も 出来ません 東京 は あなたの 町よりも 或點 では 餘裕が あると 同時 

に或點 では 又より 以上に 切迫して ゐる 所な のです 

現在 私 は イン フル ェ ン ザで 床に 就いて ゐ ますこの 手紙 も 床の 上で 書きました 讀 みにくい 所 はよ ろしく 

御推讀 下さい 最後に 私 は あなたの 考 へて ゐる やうな 偉い人 間で も 何でもな いとい ふ 事 を 申し上げます 

それからもう 一 つ 今後 返事 を 要する 手紙 を 御よ こしの 場合で も 紙 は 元より 郵券の 封入 も 御免 を 蒙りた 

い 事 を 申し上げます これで 筆を擱 きます 頓首 

一月 二十 九日  芥川龍之介 

長 尾 武男樣  . 

四 二  I  〔九 年 (推定) 二月 八 H 田 端から。 井上 猛 一 宛〕 

拜啓 每度新 内の 會に御 案内 下す つて 難 有く 御禮 申します 今日は 是非 上る つもりの 所 この 雪で 田 端 ま 

で 歸る事 を 思 ふと 何分 寒がりの 意氣 地な しなので 參上 する 勇氣が なくなって しま ひました 右不 悪御諒 

察 下さい その 中に 何とかして 上りたい と 思って ゐ ます 今 天然 自笑軒 主人 遊びに 參り 下で 三味線の 音が 

して ゐる所 一 一階 は 障子の 外の 雪 行火 原稿用紙 水仙 これから 發句 でも 作らう かと 思案 中です 頓首 

二月 八日 夕  芥川龍之介 

富 士松加 賀路樣  • 

四 ニニ  〔二月 十日 田 端から。 小島 政ニ郎 宛〕 

啓 御 伺 ひした き 事三仵 あり 

1 、 宮森 麻太郎 氏は眞 面目に あ 土 K ふ 文 藝觀を 持って ゐ るに やその 眞 面目と も 冗談と も 判然せ ぬ所應 

對 して ゐて甚 不安な り もし 眞 面目なら ば 不安 は 一 變 して 恐怖と なる 可し 如何 
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二、 君た ちの 連中の 中に 色の 白き 小 肥い の大樣 なる 人 あり 君と 上野の パウリ スタに c;^ 談 し.；： いし、 

と 同じき か 或は 似た る 心地す 僕 あの 顔 好きな り 誰 だか 敎 へて くれ. 給へ 僕 は挨按 されて 

少し 閉口した 

三、 水 卜-氏の パ 口 ディ ー 中 井汲 氏が アナ トオル • フランスと 芥川龍之介と を 云々 したと あり どんな 事 

を 云々 したの にや 御存知なら 高教 を 請 ふ 

右三 件 御 託宣 を 待つ 謹 上再拜 

この頃の 句 

蠟梅ゃ 枝 疎なる 時雨 空 

、一一. 芥川龍之介 

づ島 先生 梧 右 

一 一伸 秀眞 先生の 色紙 出来たり 今度 御 光来 を 待って 進上 仕る ベ し 

四 二三 〔二月 十 H 田 端から。 端 書、 小穴隆 丁お〕 

ま たし 力に 君が 持って行き ましたよ なくなしたら 今度 又賈 つて 置き ませう 君の 方の 紙へ 舞いて ドす 

つても よろしい 折柴 の小說 俳句 を 散文に ひき 直した やうな ものです まだ 小說 道の 心得がない ですな 

お ^ 

四 二 四 〔二月 十九 W 田 端から。 小 林 直 太郎- お〕 

拜啓 二三： n 前 新潮 社から 水 守 君の 手紙に 添 へ て 私まで あなたの 原稿 を 返して 來 ました 何でも 編 降が 

すんだ 後 だ つたの で 割込ませる 訣に 行かな か つ たの ださう です 私が 病氣 にな つ たり 何 かしてぐ づぐづ 

して ゐな 力ったら 間に合つ たの だら うと 考へ ると 甚御氣 の. 毐な氣 がします 來月號 の 新潮へ でもと ひ 
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ましたが こ れ又 當分 新進作家 の 紹介 を 見合 せる とか 云 ふ 事です か ら 如何と もす る 事が ad 來ま せ ん就 い 

て は 原稿 ュ 私の 手許へ 一 時御預 りして 置き ませう かそれ とも あなたまで 御返しし ませう か 御 面倒な が 

ら御 返事 を 願 ひたいと 思 ひます 尤も 差 富って どこ へ 載せる と 云 ふ 目算 も 何もない のです が、 右 とりあ 

へず 當用 のみ 頓首 

二月 十九 曰  . 芥川龍之介 

眞 木珧樣 

二伸 末筆ながら 高 橋 氏へ もよ ろしく 御 鳳 聲を願 ひます 目下 俗用の 多い 爲 同氏へ も 委細 手紙で 申 

上ぐ 可き 所 御免 を 蒙らな け れ ばな らな いと 思 ひます から 上 

四 二 五 〔二月 二十 五 H 田 端から。 小， お 政ニ郞 宛〕 

一 戰國策 I— 張儀魏 王に 設 い て 曰 天下の 遊士 n: 夜 腕 を 描し 目を瞋 らし 切齒 以て!^ (合從 で す な 連衡に 

對す る) の 便 を 言 ひ 以 て 人 主 に 說 かざ るな し 人 主 そ の 辭を覽 て その 說に牽 かる 惡んぞ K せらる，^ なき 

を 得ん ゃ臣 聞く 積 羽 舟 を 沈め 群 輕軸を 折り 衆 口金 を鑠 かしむ 積 毀 骨 を 銷す云 々 つ まり 衆ロ鑠 金と 同じ 

です 

二 「君 見ず ゃ宋 家の 天子 鄂王 を捨 つる を」 です 鄂王は 岳 飛の 事鄂 王に 追 封され 武 穆と謚 せられた からで 

すだから 後に ある 「雨 河 百 都, 舊主」 と 云 ふの は岳將 軍が 招 討 使の 任に あった 河南 河北 を 指して 兩 河と 

云 つ た の です しかし 宋家 はま づ い ですな 前に 漢 家の 来た の だから 此 處は宋 の t; 趙 を 使 つ て趙 家と 行き 

たい 所です それにしても 家 字の電 なる の は 面白くない どうも 光瑞 先生 は 僕より 神經が 粗い やうです 大 

氣焰 でせ うこ の 頃 高 泉 慧林兩^師の^?;2を手に入れか \ つて みるの で 大分 鼻息が荒い の です 

それから 前に 書き 忘れ ましたが 沈 舟 畏積羽 は 支那の 詩に 多い イング エル ジ ォ ン で 賴羽畏 沈 舟と 同じで 
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す この種の 用法 は 詩で 倒裝 句と 云 ひます 左 傳に室 於 怒" 巿於 色。 (實は 怒 於 室 色 於 市の 意) と あるの が 

古い 所 ださう です 有名な 例 は 杜甫の 

久撫野 鶴 如雙鬢 (實は 雙髮如 野 鶴) 

東坡の 

魚 鼈 化兒童 (實は 兒童化 魚 鼈 洪水の 詩です から。) 

右 御 答へまで 本が あると もっと 詳しい 註が 出来る 所學生 時代に 三國 史談の 類 を 大抵 賣り 飛ズ したり e 

調べ たく も 調べ られ ません この 位で 我慢して お置きなさい 頓盲 

二月 廿五曰  ^ 鬼 生 

小島 先生 梧 右 

四 二 六 〔三月 三 H 田 端から。 端誉、 小 a 政ニ郞 宛〕 

島 秀才 示 於 予香窗 1g 和歌 一 一首 卽戲答 見 贈 

我 鬼 先生 拈坐處 

松風 明月 共 寄々 

何知老 魔；^ 禪室 

„ 夜乍來 脂粉 香 

一笑 一笑 

三月 三 曰  我鬼拜 

霸南 先生 淸鑒 

四 二 七 〔三月 十一 日 田 端から。 南部 修太 郞， お〕 
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啓 「星 かげ 1 「死神」 共に 不好君 亦： m 般の惡 作 を 成す 或は 凡作に 終始す るに 勝らん 珍 一 m 珍 直 惡作を 成 

すと も 凹ま ざらん 事 を 要す 佳作 十 を 出す も. 惡作 二十 佳作 十 を 出す も 同じ 事な り 這 般の惡 作 中より 頂 門 

の 一 針 を 得 来ろ もの 始めて 是 好漢な り君不 見や 上手の 手よりも 水が 洩る を況ゃ 君の 如き 僕の 如き 下手 

の 手 11^ の 如きに 於て を や 但し 惡作 に慣る 可らず 君の 惡作を 成す 所以の も の は 私に 思 ふ に 

の 故ない 文章 は 或は 雕 せ ん這 個の 内容と 寸分 も 不離なる 表現に 於て は 「死神」 「星影 一 共 うき： soillg 

たる 觀 なしと せず 文章の 苦心と 表現の 苦心と 一 なる が 如くに して 實は 二、 君まづ この 局所に 悟入せ よ 

僕 蓮 蒔きながら 昨今 漸 この 旨 を 曾す 君 亦何ぞ 悟入し 難しと せん 悟 人せ ずん ば 三十 棒、 頃來 曰々 風 琉^ 

獄に墮 つ、 僅に 小品 二、 小說は 三分の 一 だけ 稿 成い しのみ、 窮狀 幸に 同情せ よ 

「葱」 は 決して 惡 作なら ず 嘘た と 思った ち 本を讀 むべ し 二三 德な 文句 あれ ど あれ は あれに て 完成せ る も 

のな り 君の 非難の 如き 馬 を 責めて 鹿 たれと 云 ふに 類せ ず や 否や ゥ イドの ルス ティ ッ ヒ 一一 ヒストリ ェ ン 

中 「葱」 の 如くなる もの 幾何 あるか 故に 云 ふ 「葱」 型の 作品 全部 を 非と する はよ し 一 葱 一 を 非と する は會す 

る 能 はず 君 以て 如何と なす か 

サ 日頃 どこかで 會 ふべ しその 時 異議 あれば 論陣 を 整へ て 來れ僕 この頃 衝天の 氣 あり 誰と でも 更に 論戰 

を辭す る もの に 非ず 但し 飯 は 君の 奢る 番だ よ 

1 句を拈 して 曰 

黥 裂く  丁の 光 察き 見よ 

三月 十一 日  龍 

修 太郎樣 

四 二八 〔三月 十三 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛」 

江 丙 歌仙 
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短夜 や 仙 桃 偸む 計  ， 

今宵 羅帳 の そ よと だ もせぬ 

涼し さや 白蓮 摇ぐ枕 上 

落ち て 鳴る らん 銀の 簪 

川風 や 菖蒲の 占 もしる しあり 

手すりに 倚る は 明眸の 人 

禁 公表 艷麗 無比 可 祕々々 

四 二 九 〔三月 十 三日 田 端から。 瀧 £ 哲太郎 宛 (寫)〕 

信 子 女史が 襟の 事で 夫に 叱られる 所に 

「信 子は默 つて 眼 を 伏：^ て 上衣の 塵を拂 つて ゐた」 と あり それ を 

「信 子 は默 つて、 眼 を 伏せて、 薄 濁った 晋が に、 上衣の 埃を拂 つて ゐ た。」 と (句 P もこの や) 

御 改め 下さい。  . 

さう して その 次の 二-夫 は その上 衣へ やけに」 云々 以下 パラグラフ のし まひ 卽 「脫ぎ 捨て 

た」 まで 御 削り 下さい  -  も： ーマヌ 

句に して 臼 

拔き殘 す 赤蕪い くつ 餘寒哉 

一二 月 十三 曰  我 ^ 

樗陰 先生 梧 右  ノ 
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四 三 0  〔三月 十五 日 田 端から。 瀧 £ 折：： 太郎宛 (寫 )〕 

啓 离人 家内に あり 且 亡父の 一 周忌の 命日 や 逮夜に て每日 俗用 多く 原稿 渉 取らず 恐縮 致し 候ぎ りく 

の 所 明朝まで 御 待ち 下され 度 願 上 候 頓首  ー 

三月，！ '五日  ，  t ゾリ 龍之イ 

樗陰 先生 梧 右 

二伸 今 三 四 枚 出来て ゐる 所の 前後つ にき 具合に て 差 上 兼ね 候 

, 四 三 I  〔三月 十六 H 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

偶成 

漦外松 花 落 

儿前 茶靄輕  . 

明 窓 無 一 事 

幽客 午 眠 成 

このはが きつく かっかぬ かためし に 出す 一 詩 三十 分 

我 鬼 生 

四 三 二  〔三月 十六 日 田 端から。 端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

簾 外 松 花 落 

几 前 茶靄輕  ， 
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明 窓 無 一 事 

幽客 午 眠 成 

實 は夜遲 いので ひるねす るので す 

我鬼拜 

四 三 三 〔三月 十六 日 田 端から。 端 書、 小島 政 ニ郎- お〕 

題 {41 谷 居士 賓竹 

水邊幽 石竹 幾 竿 

細 葉疏枝 帶嫩装 

唯 恐 新 秋 明月 夜  . 

無 端 紙上 露闹々 

又 一つ 搏へ たから 差 上げます 忙中 詩で 半日つ ぶしました 

.  我鬼拜 

四 三 四 〔三月 十六 H (推定) 田 端から。 瀧 田 哲太郎 (寫 )〕 

啓 「姉 0さ0 ん、？ いらつ しった 時には 誰も ゐ なかった のね」 とか 何とか 云 ふ 言葉 あり (三 ：3 の 中程) その 姊 

さん を 「お 姉樣」 に 改められ たし 

やっと 稿 了 出来の 程甚心 もとなくて 閉口 

石 渡る 鶴危 さや 春の 水 


年 九 正大'  285 


樗 陰賢臺 

四 三 五 〔三月 十七 日 田 端から。 瀧 £ 哲太郎 宛 (寫 )〕 

原 一？ 问差 上げます 但し C 四) の 前半 は 書け てゐ ると は 思 はれません もし 明日の 晚 (十八 H の 晩まで) 暇 力 あ 

れば 書き直し たいと 思 ひます (二 枚 牛ば かり) しかし 御 都合 も ある だら う！ と 思って 鬼に 角ー應 さし 上 

げ ます もし 明日の 晩まで ひまが とれたら 朝 御 使に 御 持たせ 下さい 間に合 はなかったら 不本意な 力ら あ 

きらめます 右 どちらで もよ ろしく 御と り 計ら ひ 下さい ^首 

十七 日夜  芥 =^  t 之 ノノ 

樗陰 先生 

. 二伸 

. 簾 外 松 花 落  . 

.  nv ゝ 22 茶 置 ー輕 

明 窓 無 一事 

幽客 午 眠 成 

と 云 ふの はどうで すか 徹夜して 居ね むり をして ゐる所 を 詩に L たのです 

四 三 六 〔三月 二十 二 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索， が〕 

古詩 一 首 

寂兮 雜雩路 

•  亞柯 與風蕴 

顏兮 恩顧 士  . 


黃雲 呼鶴 哉 

註 曰 

0  ノ 虚字 をと る とセ キフゥ 口、 ァ カブ 口、 タイン コジ、 ォゥゥ ンコジ となる。 非凡,：^ 自感 # 、久 之。 

新 俳 二：？  . 

恐 る ベ き 屁 か 獨り 行く春 夜 這 ひ 

速達の 戀 ー蘇活 春風 裡 

註 臼 

前 句 は 滑稽 中 痴情の 本然 を 描き 後 句 は 艷艷裡 又 狀袋を 書いて 貰 はんとす、 非凡 手. 自 捧腹 久と 

二 仲 ほんた うに 狀袋を 三 四 枚 碧いて 接って くれた まへ、 たのむ。 たのむ。 

. 二十 二日  i 

茂 兄 . 

三伸 裡 だよ 裡ぢ やない よ。 裏と 同字で その 衣 を 唯 「へん」 にした の だよ。 衣 + 里と いふ 字な の だ 

から。 

四 三 七 〔三月 二十 二  rn 田 端から-。 小島 政 ニ郎， 苑〕 

啓 古 瓦 樓の詩 一つ 獻上 この 詩 蘇峰學 人な どよ" うまい と ふが どうで せう ヒ， がーつ：^ 來 ると 

甚^ ^意です  _  • 

二月の 竹の 句 結構と 存じます 「さらく と」 もい、 です よ 負けな.^ 氣 になって 俊 も 三月の 竹の 句 を 作つ 

た 

三月 ゃ大竹 原の 風お i り 

一月 二十 二 曰 
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+= 瓦 先生 梧 右 

二伸 詩 を 讀む氣 が あったら 「絕句 類 選」 と 云 ふ ものから 御 始めなさい 好い 絕句 ばかり 澤山 集って 

ゐ ます 時代 も淸 まであります よく 行 はれた 本 だから 何處 にで も ありませ う 高く つ て 二 三圓 です 

(薄葉 刷 はもつ と 高い) 安い 活字本 は 五十 錢位 

春 陰 

似 雨 非 晴幽意 加 

輕寒如 水 人窓紗 

室 中永晝 香煙 冷 

變 角雲容 簾影斜 

靜處有 詩 三 碗 酒  . 

閑 時 無 夢 一 甌茶 

• 春愁 今日 寄何處 

古 冗樓頭 數染花 

我 鬼 散 人 

古 瓦 先生 淸鑒 

四 I 二八 〔三月 二十 三日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

啓 鷄の畫 確に 落手 大 よろこびで 柱に ぶら下げて 見て ゐ ます 難 有う ございました 

私 雨と 云 ふ 言 紫あります よ 或 一 地方 だけに 降る 通り雨の 事 だと 思 ひます ボル トレ ヱ • ド • ラ. グラ 

ン. メェ ル はもし あなたの 御祖母さんなら ラの 代りに g と 言った 方が 好い のぢ やない かと 思 ひます が 

如何です か  . 


3 
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追々 春めいて 来たのに 相 不變僕 は 原稿で うん/ \ 言って ゐ ます 甚悲慘 です 句 も 一 向乍りま，^しそのた 

り 漢詩 を少 し 作い 始めました  f 

三月 ゃ大竹 原の 風 Eg り 

と 言 ふの はいけ ません か， へが 「さらさらと 二月の 竹に 曰 影 哉」 と 言 ふ 句 を 作った から 負ナ， よ ハ氣を 出し 

て 三月の 竹 の 句 を 作 つたので す 

いづれ 御 目に かかって から 御禮 申す 事に します 頓首 

三月 二十 三曰  芥川龍之介 

小 穴 隆ー君 

四 一一 一九 〔三月 二十 三：：： 田 端から。 瀧 田 折：： 太郎宛 (寫 )〕 

もう 間に合 はない かと 思 ひます が 「秋」 の 二； ^:H、 御 亭主が 襟 をと り換 へようと して そ， ，0 が 皆 洗、 濯 室へ 

行って ゐ る 爲腹を 立 てる 件に  . 

「信 子は默 つて、 目を伏せて、 うす 淘 つた 朝 H の 光の 中に、 上衣の 塵を拂 つて ゐ た。」 と 云 ふ 言 薬が あ 

ります あの 「うす 濁った 朝 曰の 光の 中に」 を 削って くれません か、 「信 子は默 つて、 目 を 犬せ て、 上衣つ 

塵 を 拂「. ：• .  - 


度々， m. 面倒 を かけて 恐縮です が 然る 可く 御と り 計ら ひ 下さい 頓首 

三月 廿三曰  ^  n  t  >-  > 

ず Isz ュノ」 チ 

樗 陰 賢 臺 

四 四 0  〔三月 二 十 三：：！ 田 端から。 池 崎 忠孝-が〕 

梁 雲奉誦 相不變健在で何ょり結構だボクは風を引ぃて寢たり起きたりしてゐたもぅ，^:^.<したが 
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例に 依つ て 拙著 一 册 進上した 暇な時 讀んで くれ 給 へ こんな 詩 を 作った 

簾 外 松 花^ 

明 窓 無 一 事 

幽客 午 眠 成 

寶は夜 原稿 を 書く 爲 ひるま くたびれて 寢てゐ る 所 だもう 一 つ 序に 披露す る 

似 雨 非 晴幽意 加 

輕寒如 水 入窓紗 

室 中 永 晝杏煙 冷  . 

簷角陰 雲 簾影斜 

案 有 新 詩 三 碗 酒 

牀無殘 夢 一 甌茶 

春愁今 n 寄何處 

古 瓦 樓頭數 ^花 

瓦なる 人間に 寄せた 春 陰の 詩 だが 井ノ哲 先生の 七 律より 少しう まいと 云 ふ 自信が ある 如何 序にもう 

一 つ 

永 邊幽石 三竿 竹 

細^ 疏枝 帶嫩寒 

准. 肯 月夜 

無 端 紙上 露 園々  ， 

これ は 題 穴 谷 居士 墨 竹と 號 する 詩 だよ ■ 
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どうも こんな 事 をして 遊んで ゐる 方が 小說を 書く より 面， 曰い ので 闲る 奥さんに よろしく 頓苜 

三月 廿 三日  芥川龍之介 

赤 木 析平樣  . 

四 四 I  〔三月 二十 六日 出端から。 小ね 政 二 郎^〕 

啓 君の 近所に も 火事が あった さ. 「です ね 僕の 所 も 一 昨夜 隣の 香 取さん から 火事が 始まって 危 く頸燒 

の災に 罹る 所でした 發 見した の は 僕が 最初です その 時 はもう 隣の 工場の 羽 HI を 燃えぬ いた 火が 僕の 家 

の 垣根 を燒 いて ゐ ました 一 家悉 裸足に なって 水 を； 連んだ の だから 大笑 ひです 

君が 漢詩と 俳句と で 鑑賞の 標準が 大分ち がふの は^ 快です 俳句 は 穩健派 だが 詩は諷 爽派ぢ やないです 

か 時代で 云 ふ と 唐派黨 でなくて 元 明 以後 黨の 所 が あ る や う で す 題畫竹 の 詩 なぞき は どくって いけ ませ 

ん簾外 松 花ー洛 の 五絕の 方が 遙に 自信が あります あ の 方が 悠 々 と し て ゐ ると 思 ひません か 

律は少 々改めました 

似 雨 非 晴幽意 加 

輕装如 六 入窓紗 

室 中 永 晝杳堙 冷 

簷角重 雲 簾影斜 

案 有 新 詩 三 碗 酒 

牀無殘 夢 一 甌茶 

春愁今 cn 寄何處 

古 瓦樓頭 數朵花 

律の 三、 四 句 五、 六 句 は 前後と も 聯句 だから 一 句 だけ 褒めち やい けません 褒めるなら 兩方 一 しょに 
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御 褒めなさい 一句 だけ ぢゃ 褒卽^ にな るんだ から 作者 は 閉口し ます どうも 詩 や 俳句の 方が 小 設を書 

くより 氣樂で 泰然と して ゐて 風流な やうです、 小生の 竹の 句 「三月 や」 が 駄目です な 何が 三月 だか 自分 

で も 判然 し な い ん だ から 呆れます 

川上 や 桃 煙り 居る 草の 村 

と 云 ふの はい けません か 桃源の 詩 を俳譯 した のです 

水 輪の 句 は 「ゆら/. \ と」 も 惡 いと は 思 ひません 但し 月 舟 先生 か 何 かに あんな 句が あった やうな 氣 がし 

ます 

「昔々 ある 男が 御伽 噺の本 を 出す のに Hi 五十 枚に なったら 出さう くと 思って ゐ ました が、 一 年た 

つても 二 年た つても、 中々 百 五十 枚に なりません その 中に その 御伽 噺を讀 ませようと 思った 子供が 皆 

大人に なって しま ひました とさ」 と 云 ふ 御伽 噺 はどうです 

卽 席の 句 ， 

曇天の 水 動かず よ 芹の 中 

古草に うす 日た ゆた ふ 土筆 かな  . 

吹かる，^ や 嫁の 上なる っぼ堇 

だん^^ま づ くな りさう だから この 邊で 切り上げます 頓首 

三月 廿六曰  我  鬼 

古 瓦 先生 梧 右 

四 四 二  〔三月 二， II 七：：！ 田 端から。 薄 田淳介 宛〕 

拜啓 御無沙汰 しま し た ど う も こ の 間から 素 ft 嗚尊 の 戀 愛が 書け ないで 殆 閉口して ゐま すその 爲雜 

誌の小說も霄けず舊稿ゃ未定稿で御免を蒙った始末です神代小^^なんぞ書き出さなければ好かったと 


2 
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聊 後悔して ゐ ます 但 エピックの やうな もの を 小說で 行って 見たい と 思って 書き出し たのです から 成程 

度う まく 行ったら あなた だけで も 喝采して 下さい 績 いて 彦火々 出 見 尊と 曰 本 武尊を も 書いて 見る 心算 

です 

先日 山 本 有 三が あなた へ 紹介 狀を 書け と 云 ふ 事でした から 寶 きました 御會ひ 下さいました か あれ は 

中々 見かけに よらぬ 色男です 菊 池、 江 口 その他へ も 小說を 書く やう 傳 へました rai.: 見 氏に も 是非 書い 

て贳 ひたいと 思って ゐ ます 以上 

三月 廿 七日  芥川龍之介 

薄 田 淳介樣 

二伸 原稿 三囘 分、 途 ります あと も 二三 囘宛、 设 一ら せて 下さい 「影燈 籠」 ー册这 りました 御 落^: 卜 

さった ことと 思 ひます 

四 四 三 〔三月 二十 七 Hs 端から。 端 書、 小穴隆 丁お〕 

星 赤し 人 無き 路の 麻の 丈ケ 

曇天の 水 動かず よ 芹の 中 

四 四 四 〔三 H  二十 九： 端から。 端 帝 一い、 南部 修太郞 宛〕 

啓 僕 目下 每 ZI うんく 云 ひながら 新聞 小說を 書いて ゐる 但し 君が どこかで 落 合 ふやう にして 置いて く 

れれば 遇 ひたい 今月末で も來 月始めで もよ し 一 切 君に 任す 時間 は 午後 六 時 頃から 拜 

四 四 五 〔三月 三十  一 HE 端から。 瀧 W 折：： 太郎宛 Gc>〕 

啓 「秋」 御 褒めに 预 つて 恐縮です 自分で は 不慣れな 仕事な ので 出来が 好い のか 悪い のか 更に わからな 
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くて 閉口して ゐ ます 壽陵余 子は壽 陵に 余 子 あり 步を邯 鄲に學 ぶ未邯 鄲の步 成らざる に壽 陵の 歩 を 忘る 

卽 蛇行 匍匐して 歸る とか 何とか 云 ふ 文章が 韓非 子に ある から 持へ た號 です 余 子 は唯靑 年と 云 ふ 意味 

でせ う 僕 自身 西洋 を學ん で 成らず その内に 東洋 を 忘れて ゐる 所が 邯鄲壽 陵 雨 所 の 步き方 を學び 損な つ 

た靑 年に 似て ゐ ると 思った から で す 

何だか 「秋」 の 出來榮 ぇか氣 になって 甚 不快です その 不快 を 俳句に して 戲天ニ 句 を 作りました 

曇天 や 蟻 生き 居る 罎の中 

曇天の 水 励かず よ^の 中 

ニニ 月卅 一日  我 鬼 

擺田 先生 

四 四 六 〔三月 三十  一 ：H 田 端から： 松岡讓 宛〕 

染雲拜 舗 その後 外から も 御 催促が あつたので 春陽 堂の 當て にならない 所以 を發 見した とりあへ ず 僕 

の 手許の 本 を 達る 始の方 だけ 少し 讀んで くれ 給へ 「きりし とほろ」 上人 傳 だけ 自信が ある あと は 可 ( 一 

字 不明) 故紙 也 この頃 暇が あると 詩 を 作る が 中々 先生の 律 程に は 行かん 先生の 詩 もし まひの 方 程う 

まくな つて ゐる やう だ 今に 傑作が 出来たら 御 眼に かける 今でも 但し 蘇峰學 人なん ぞ より 少しう まいつ 

もり だ  . 

遣懷 

星 赤 し 人 無き 路 の 麻の 丈ケ 

三月 卅 一日  芥川龍之介 

松 岡讓樣 

一 一伸 金 之 助 先生に あった 由 あの 家 はちゃち だが あの 御婆さん. は 好い 御婆さん だ大に 僕の 戀 愛に 
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同情し て くれた 丈で もた の もしい 戀 愛と 云 ふより 失戀か な當時 の J^^ こ 日 

埋 火の 仄かに 赤し 我心 

柬洋城 でも 三 苦 を 避け ろ だ ら う 健 羨 隨意好 笑 々 々 

四 四 七 〔四月  一 端から。 恒 藤恭- が〕 

乞 玉 斧 

茅簷帶 雨燕 泥 新 

苦砌 無人 花落頻 

遙憶輕 寒 SI- 水上 

長 陽 楊柳 幾條春 

我  鬼 

恒 藤 恭 樣 侍史 

二 や その後 御無沙汰した 僕お 氣 勝ちで 闲る 風な ども 去 秋から 殆引 き镜 けだ 松 岡 は 魚^ Igs 朱 

會社 社長に なった 成瀨は 支那へ 遊びに 行った 菊 池 は 胃 ー两で 困って ゐる久 米 はよ く 働きよ く 遊んで 

ゐる 皆さん 御變 りないだ らうね 僕 も 近々 父になる 何だか 束縛され る やうな 

册^_ 迗る始 の 方 を 少し よんでくれ 給 へ  ， H 

四 四 八 〔四月  一 mm 端から。 端 害、 小 ほ？ 政 二 郎^」 

「芹の 中」 の 旬 折柴を 感心 させて 古； 丸 先生 を 感心 させない 理窟な し 「セリ の 中」 を 「ゴミ の 巾」 と， おんだん 

ぢ やありません か 一 笑 一 笑 負けない 氣 になって 化 を 作って 3J  " 

星 赤し 人 無き 路の 麻の 丈ケ 
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四 31 九 〔四月 四 端から。 畑 耕 一 -が〕 

啓 月評 明日から 達り ます その 前に 中 川 君の 文章 を 一 囘 のせて 下さい 同封して 御、 ム  1^ りします 序ながら 

私 も 同 君の 畫の 好きな 一 人 だと 云 ふ 事 を 申 上げて 置きます 頓苜 

四月 四 曰  芥川龍之介 

畑 耕ー樣 

四 五 0  〔四月 四 H 田 端から。 下，： t 動-が〕 

啓 歸風 早速 御 揮毫 下さいまして 難 有く 存じます 結構な 御 出来で 皆大 さう 悅んで 居ります それから 

墨 竹 も 厚く 御禮申 上げます あれ で は 唯今 こ んな詩 を 作り ま し た 御 笑 ひま で に 御覽下 さ い 

.  題 穴 h: 谷 居士 墨 竹 

水邊幽 石竹 三竿 細 葉疏 枝帶嫩 寒 

唯 恐 清秋 明月 夜 無 端 紙上 露團 々 

あの 畫には 水 石と もありません が 便宜上 詩の 中へ は 採用し ました この 邊が 素人 藝の 妙と 御 思 ひ 下さい 

さもな い と 到底 詩な ど と號す る 代物ら しく も 思 はれま せんから 

い づ れ 御禮 に參 上し ま す が 先づ とりあへ ず感 佩の 意 だ け 手紙で 申 上ます 草々 

g: 月 四 曰 夜  我 鬼 生 

0 谷 先生 侍史 

四 五一 〔四月 四日 田 端から。 佐 藤 春 夫 宛 (寫 -〕 

啓 この間と なりの 香 1^ 氏の 所で 天岡欣 一 氏に 遇った 君の fptlsr の 友 だち だと か 云って ゐた 君の 事 


を卷 ちゃんと 稱 して ゐた 序に 僕の 事 も 龍 ちゃんと 云 ふので 閉口した 何でも 西洋へ 行く とか 一 K つて ゐ 

た 旅費 二 萬 五千圓 だと か 云って ゐた、 僕に 樂燒の 皿 を 一 つくれる 約束 をした しかし 未に よこさな 

いところ を 見る ともう 忘れた の だら う、 ボク每 曰 糞 を 嘗める やうな 思 ひ をしながら 素 f. 嗚镎を 書いて 

ゐる 一 日 も 早く やめたい 一 心 だけ だ、 天 岡 氏の 事 を 思 ひ 出す 機會 があった からこの 手紙 を 齊 く  ^首 

四月 四日  芥川龍之介 

佐 藤 春夫樣 

四 S  二  〔四月 九： 端から。 瀧 太郎， W  (寫 )〕 

啓 今 曰 「秋」 を 讀み候 一 つ 二つ 氣 になる 所な きに は 候 はね どま づ あの 位なら ば 中央 公論 第一 の惡 作に 

て も 無 之 かる 可き 乎と 聊 安堵 仕 候 谷 崎 君の 鼓 人 も 追 追 佳境に 入る やうに てま づは 結構に 存候鼠 小僧 

次郎士 ロ續篇 は當分 執筆の 勇氣無 之 七月の 特別 號には 何 か 外の もの を 書かせて 項く 可く 候 この頃 忙中 

の 閑 を 偸んで 詩 を 製造 致 115 候 七 律 一 首 出来る と 犬に 天狗に 相 成 候 その 內 傑作 御らん に 入れ 御 あて. H. す 

ベく 候 まづは 「秋」 を if み 候 安堵 御知らせまで にこの 狀相 認め 申 候 頓首 

草庵 や 秋 立つ 雨の 聞き 心 

四月 九日 朝  ，  我 鬼 

樗陰 先生 

四 五三 〔四月 九 Hra 端から。 瀧 井 孝 作-が〕 

% 啓 手紙 難 有う 「秋」 は 大して 惡 くな ささう だ 案ずる よりう むが 易かった と 云ふ氣 がする 僕 はだんく 

あ 土 K ふ 傾向の 小說を 書く やうに なり さう だ 君の 句 「櫻が 咲く 妹 夭折すべし」 が 一 番 よい あと は 三 句 
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とも 出來 は！： 一  水準に あるかと 思 ふ 「妹 踏みたり」 の 句 も 可成 ：！ 情 は出來 るが 云ひ畢 せて ゐな いと 云 ふ 

氣 がする 云ひ维 せて ゐ ると 云ふ點 では 「わが 生まれた H だ，. I が 出来て ゐる かも 知れない —— 前に 同 一 水 

準と 云った が これ を 書きながら 端醫を 見て ゐ ると 「出 あるく」 がだん だん 善くな つて 來た 「夭折すべし」 

の 次に はこれ が 好い 

加 藤氏の 事よ ろしく 賴む 

「秋」 を讀む  ， 

草庵 や 秋 立つ 雨の 聞き 心 

四月 九日 朝  我鬼拜 

折柴 先生 梧 右 

四 五 四 〔四月 十  一 rzw 端から.。 松 岡讓- が〕 

啓 本 を 達る 遲 れついで に 九 曰會へ 持つ て 行かう と 思 ひながら その 日に 用が 出来て 行かれなかった 爲 

今：！！まで延引した次第だ勿^でもっけるゃぅで甚恐縮だが不惡受取ってくれ給へ この頃は新聞へ^^：ハの 

如き 小說を 書い てゐ るの で 忙し い 夜 起きて ひる は 大抵 寢て ばかり ゐる 

簾 外 松 花 落 

儿前 茶靄輕 

明 窓 無 一 事 

幽客 午 眠 成 

これ は その 寢た所 を 詩に したの だ 頓盲 

四月 十 一日  .  我 鬼 

松岡樣  . ， 


293 


四 五 五 〔四月 十一：：： 田 端から。 水 谷敎章 宛〕 

啓 昨夜 東京 曰 R より 電報 まゐり 十四 n より 橫濱 版に も 素 f ベ 鳴の 尊揭 載の 爲 これまでの 梗槪を 一 囘分 

書く 事と 相 成り 月評と それと にて 殆 徹夜の 始末 御迷惑の 段 は 幾重に も 御 察し 申 上 候へ どももう 一 日 二 

日 御 待ち 下さる まじく 候 や もし 間に合 ひかね 候 は 來月號 に 御 まにし 下さる もよ ろしく 候 以上 

四月 十一 曰  我 鬼 

水谷樣 

四 五六 〔四月 十二  H 田 端から。 端 書、 南部 修太 郎- お〕 

南部 修太郞 一一 一 田文學 編輯 を辭す 

杳 として 鮭の 行方 や 春 の 水  古 瓦 我 鬼 合作 

南部の 山 も下朋 えに けり  赤 風 リロ 

花咲 いて 蛙 を 食 ふ 人 あり やなし 本 湯 天 

此修の 字 は 江 .nt か 南部 か SC 

四 五 七 〔四月 十三 端から。 佐 佐 木 茂 索.；^" 封筒に 牙 旗 生と あり〕 

短夜 や 稿料 盗む 計 

洩れて 危し X  X の 首 

川風 や 菖蒲の 假名 はしゃう ぶ 也 

など. -ほ」 ゑむ 小島 先生 

あら 可笑し 白檀. ふ 枕 紙 
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ァカブ W 

寢顏 見た き は 赤 風 盧の戀 

禁 公表 落 想警拔 可祕々 々 

四 五八 〔四 H: 十三 m 田 端から。 端醫、 南部 修太郎 宛〕 

啓 自笑軒 は 噓也更 科で 御免 蒙った 「秋」 は 三十 枚 なれ ど 近 々二 「白 枚で 感服させる 事 あるべし 御用 心々々 

々實際 僕 は 一 つ 難關を 透過した よこれ から は 悟 後の 修梨だ 日曜に は 何時か 御 来臨 を 請 ひたいな 御 互に 

勉强 しょう 

四 五 九 〔四月 十三 日 出端から。 水谷敎^^^〕 

忙中 港 筆 の 爲事實 違 ひ あり 校正の 節 左の 個 條御改 刪 を 請 ふ 

發 端の 中の 

0  0  〇 〇  •  • - 

^.c^ ますべ て 綱 利に 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

正 保 一 一年の 春 は 寛 文 七 年の 春に 

御 面倒ながら 間遠 ひなき やうに 御注意 下され 度 願 上 候 頓首 

十三 曰 午後  我 鬼 

水谷樣 

二 中 原稿 今 切りが- inr いのです が 明 曰 一 ばい 待って くれません か 新聞 小 說と兩 方で 毎日 殆 ねる 揭 

もない 位な のです 以上 

四 六 0  〔四月 十四 = 田 端から。 端誉、 佐 佐 木 茂 索-が〕 

桃 咲く や 砂 吹く  {4i に 兩三枝  . 
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桃 咲く や 曰 影 煙れる 草の 中 

桃 咲く ゃ泥龜 今日 も 眠りけ り 

桃 咲く や 水に 靑きは 鴨の 首 

白桃 はうる み 緋桃は 煙り 5r り 

一 句拔け \  +  _ 


四 六 一 〔四月 十五 日 田 端から。 小島 政ニ郎 IM〕 

俳 消息 (但 粗製濫造の 事) 

神戶の 男と も 女と も わからぬ 人 句 を 求む 一 句 

山中 ゃ實黑 の垂枝 時雨れ たる 

酒 間 運座 あり 題 春 夜 

春の 夜 や 小暗き 風呂に 沈み 居 る 

同 扇 面に 題す 

白桃 は 沾み辨 桃 は 煙り け り 

同短册 にの たくる 

晝見 ゆる 星う らうら と 霞 かな 

同 器物 を讃 みこむ 運座 を 催す 寒暖計に 當る 

花 散る や 寒暖計 は靜 なる  . 

室賀 文武へ やる 手紙の はしに、 この 人 は 耶蘇 敎 なり 

朝燒の {41 どよ もして 纏 かな 


m 
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^上 卽景 

霜解け や 竹む ら黃 ばむ 路の隈 

或 男 「秋」 の 惡ロを 云って 来る 貴樣に はわから ない の だと 返事 をす る 

幽石を 知らず 三竿の 竹の 秋 

伊東 忠太 の 伊 土 開戰阖 に 題す 楚人 冠囑 

花 葛のから み 合 ひたろ 夜 明かな 

おとなり から 白酒 貰 ふ 返事 

白酒 ャ 障子 さ し た る 風 曇り 

「解放. 一の 寄稿 を斷る  . 

沈む 日 や 畑打ち やめば 海の 音 

どれ か 御 採用に なりません か 

四月 十五 曰  我鬼拜 

. ；!^ 1 も 先主 

一 一 伸 董其昌 の 曰 照 悟と 文徵明 の 赤 壁之賦 と を 買 ひまし た 今度 御 目 にかけ ますう ますぎ て 飽きさ 

うです 力 

四 六 二  〔四月 十六 H 田 端から。 水谷敎 章， w〕 

啓 殘りは 明朝 早くと りに 御よ こし 下され 度く 候今晚 とりに 御よ こしに なっても 駄目に 候 勝手な 力ら 

右 念の 爲 申し 加へ 候もう これ 以上 は 日延べ 仕る まじく 御 安心 下され 度 候 

四月 十六 日  龍 

水谷樣  .  . 


二 仲 昨 曰 はいろ いろ 御世 話 樣に相 成、 難 有 御禮中 上げし 外、 御 面倒ながら 〔後 亡失〕 

四 六 三 「四月 十 七：：：： E 端から。 水^ 敎章 宛〕 

.11^ 外 長くな り どうしても 終らず 今 日 午後もう 一 度 御 使ね が ひたく 候 頓首 

霄 

水谷樣 

四 六 四 〔四月 十七 H 田 端から。 水 谷敎童 宛〕 

啓 今夕 か晚 もう 一 度 御 使 ひ を 下さい 今度 はきつ と 間に合せます 

春寒 や の び 担ね ナ」 る 日陰 獨 活 

四月 十七 日  龍 

水 谷 漾 

四 六 五 〔四月 卜 七：：： W 端から。 水ハ介 敎康. 冗〕 

，。 サ摩圆 の始に 「兵衞 は その 二三 曰 前から 痢 病の 床に 沈んで ゐた」 の 二 行 あ"、 あの 二； t 校正の 節 全 

部 抹殺して 下さいつまい 大團圓 の 最初の 一行 は 「甚大 夫は從 つて 宿を變 へて 云々」 になる のです 以上 

十七 曰 夕  我 鬼 

水谷樣 

^  一 一伸 猶 「三」 の 末 頃に 「執拗く」 と 書いた 記憶 ありあれ も 「Hf 念く」 に 御 訂正 を 請 ふ 

三伸 大阐圓 の 最初の 行に 「つけ 視ふ」 と 書いた 記憶 あり もし 「視 ふ」 と あらば 「犯 ふ」 になされ たし 
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急ぐ とこの 通り 頭が 混亂 しま す 自分な が ら喷飯 の 位 

四 伸 又 思 ひ 出した 一 囘中左 近が 敵 打の 一 行に 追 ひつく 所に 甚 太夫の 言葉で 「われらの 助太刀で 

は 心 もとない と 御 思 ひか」 とか 何とか 云 ふの が あり もし 「われら」 だったら それ は 「身 ども」 に御改 

め を 請 ふこん なに 途中で 直す 事签 前な り 絶後な ら ん事を 祈る 

四 六 六 〔四月 二十 二； HI 芝から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

叔母 死去 廿五 R に は參 上す る： HI 下 芝に 泊って ゐる 

廿ニ曰  き 

四 六 七 〔四月 二十 六 HE. 端から。 小.： 政ニ郎 宛〕 

啓 一 睨み合」 を讀 みました あれ は 傑作です 恐らく 三 田 文選 中 第一 の 傑作で せう 菊 池が 褒める の は 決し 

て 過褒 ぢ やありません 「森の 石 松」 などより 造に よろしい 感服し ました あれなら 今の 日本の 文壇で は 何 

處へ 出しても 立派た ものです 君が あ，^ 云 ふ 短篇の 作者で あると 云 ふ 事 は 非常に 嬉しい 氣 がします 何故 

今まで あれ を讀 まなかつ たかと 云ふ氣 もします あんな 調子の もの は 僕 なぞに はとても 書け ません 恐ら 

く 又 誰に も 書け ないで せう 

細い 所の 詮義 をす ると 「その 一 」 の PP  243 が 少し 文章の 調子が 張りす ぎて ゐ ます 「た 止め」 が あすこ だけ 

多い せゐ でせ うそれ から 「その 三」 の PP  264 の 加藤屋 の 御 亭主と 唐物 屋 の 御 亭主 と の 嘩が もう 少し 手 

加減が 欲しい 氣 がします (「銳 い 眼光」 と 云 ふやうな 言 與が氣 になる せゐも あるので せう) その 次に 「そ 

の 五」 の 最後の 一句が 「夜 更の町 は 云々」 が聊 臭い 憾 があります あれ はもつ と碎 けた 語法に 取換へ た 方 

がよ ささう です しかし これら は 白壁の 微 瑕です 全體は 前に も 云った 通り 甚御 手際の 好い ものです あれ 

を 一 つ 書いて ゐれば 南部の 作品の 月評 をした つて 更に 俯仰 天地に 恥ぢ ません あんな 作品 を 書いて ゐな 


がら 自信がない と 云 ふの は 不思議です 謙譲の 美德も 過ぎた る は 鐘 及ばざる が 如しと 心^ます tiu ならと 

うに 大 天狗に なって ゐ ます 茂 索、 折柴の 輩に も 早速 一 讀 させたい と 思 ひます 勿論 彼等が 感服す るかし 

ないか はわ かりません しかし 感服し なければ 莫迦なん だから 御 安心なさい とりあへ ず 感想 だけ 頓首 

四月 廿 六日  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 

二 仲 僕 も 「睨み 合」 に發 奮し て 「偷 盜」 の 改作に とり か- - りたい と 思 ひま す 

蜂 一 つ 土塊 嚙むゃ 春の 風 

頓苜 

四 六 八 〔四月 二十 七：：： m 端から。 端 書、 ^忠 雄^〕 

和 加 布 難 有う . 

春寒き 小包 解けば 和^かな 

軒先 に 和布 干した る 春 曰かな 

赤ん坊 比呂志 と 命名 菊 池 を名づ け 親に したので す 先生に よろしく 拜 

四 六 九 〔大正 九 年 (推定) 五月 三日 田 端から。 お 本 i- 助^,: 寫)〕 

拜啓 過 n は 長 野草 風 氏から 御 敎を請 ひたい US 御 願 ひ 致しました 所 早速 御 承知 下され 難 有く 御 鱧 申 上 

げ ます。 

g 本日 朝參上 致す 心算で 居りました 所、 急に 風 を ひき 外出す る 事が W 來 なくなりました 逍憾 ながら 快く 

3 なる 曰まで 參 上の 機 を 得な からう と つて 居ります。 
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右至^?11(御斷致したぃ考で午前中他出する家内のものに御宅へ電話を御かけ申すゃぅ賴んで置きました 

所、 唯今 歸 つて 来て どうしても 電話 番號が 見つからなかった と 中して 居ります。 それが 本人の 疎忽か 

御宅に 雷 話の ある やう 伺って ゐ たのが 私の 疎忽 かわかり ません が、 兎に角 參上 致せない 旨 を 唯今まで 

申 上げずに ゐた 事が 甚申譯 のない 氣が 致します。 何れ 拜 眉の 上 御 詫 申 上げます が、 かやうな 次第 故不 

惡御宥 免 下さい。 

以上 とりあへ ず 御斷り 旁-' 御 I ゆび までに この 手紙 を 書き ま し た 。 

粗 紙 草毫こ の 上 熱も少 々 あり 文意 も 通じ まい か との 懸念が あります。 これ 又よ ろしく 御判讀 下さ い 。 

返す./, \ 失禮な 事ば かりにて 愈 恐れ入って 居ります。 草々 不宣 

五月 三日 午後 七 時  芥川龍之介 

宮本 先生 侍史 

. 四 七 0  〔五月 五 H 田 端から。 端 書、 小島 政 二 郎苑〕 

昨夜 は失糟 十五 日 前後に 聞きに 行き ませう と 云 ふ 時 前にもう 一 度 御 通知し ます 

白 南風の 夕浪 高うな り にけ り 

五 曰 

四 七 一 〔五月 九 HE 端から。 南部 修太郎 宛〕 

拜復 君の 支那 旅行の 經費 算用の 綿密な のに は 敬服した なる 可く 都合して 一 しょに 行き 給へ ポク も 貧 

乏 旅行 をす る 心算 だから 

小說 は埗取 つて ゐ るかい S S S へ ボク關 係の 評 諭 を 書 い た. ra 今日 藤 森 氏から 聞 いた 樂 しみに して ゐる 

不服な 所が あったら すぐ 抗議 を 申し立て るから この頃 小 i& 氏の 「睨み合」 と 云 ふ もの をよ み 感服した 
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「森の 石 松」 所ぢ やない と 思 ふが 如何 「 一 枚 櫓」 もよ ささうな 氣 がして ゐるこ の頃ス サノヲ 先生 も 念入り 

に 書いて ゐる 目； 卜 先生 は 太古の 放蕩 を 始めた 所 だ中戶 川の 小說 少，， W り やしない か (社會 的に) 位し 

「綠 なき 衆生」 より 出來は 好い かと 思 ふが 君の 小說の 傑作に ならん 事 を 祈る 頓苜 

九日 夕  我 鬼. 

修 太郎樣 

四 七 二  〔五月 九：：： W 端から。 與謝 野： i 子^〕 

拜啓 御 健勝の 事と 存じます 

さ て 今日、 三 田文學 五月 號 所載 竹 友 ま 風 先生 の 函嶺 紀行 拜見 拙作 中 時代錯誤 の 多い 事 を 知 りました こ 

れは當 人 も 昔より さも あいさうな 氣が 致し 居る 事故 御 遠慮なく いくつで も 御敎示 下さいません か 衣食 

住と も 昔の事 さつば り わからず 大いに 閉口 致して ゐる際 御 面倒ながら 折返し 御 返事 を- M ければ 幸甚と 

思って 居ります 

この 新年 來 一 度參 卜； した い と 思 つ て ゐ ながら 雅俗 共 多用の 爲」： 水に その 意 を， 偽ません 塵 事故 人に 體を失 

はしむ る ものと 不惡御 憫察 下 さ い 

右 とりあへ ず 御 願 ひまで 草々 不宣 

五月 九日  芥川龍之介 

.與 謝 野 晶子 樣 

四 七三 〔五： 九：：： W 端から。 端拼、 小 a 政 二 郎^〕 

魯 

少々 閑に なり ましたが 十五 m を 除き 典 山 をき く に 好い；：： を 御敎下 さい その n モサク も 誘 ひません か 
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龍 之 介 

四 七 四 〔五月 十一 日 田 端から。 與謝野 品 子 1 お〕 

拜啓 早速 御 返事 を 項き 難 有く 存じます 御 敎へも 厚く 御 鱧 を 申 上げます まだ 外に もい ろく 間違って 

ゐ る 事が 多 さ う で すが い づ れ 改版 でもす る 時 は 直し て 置きた い と 思 つ て るます 

序ながら 竹 友 先生め 紀行文 は 決して 不脸 快に 思った 訣 では 無 之 日頃 服装 や 器物の 事が 不安心で ゐるも 

の ですから あれ を 讀んだ の を幸敎 へ て 項き た い と 思 つ た のです その 旨 も 不悪御 諒察 下さい あ の 文章 は 

鐵幹 先生 が 詩 を 作ら れ る 事 を 知 つた だけで も 瑜 快 で す 

この頃 人の 書 書. 帖に 下手な 畫を 描いた 上 同じく 下手な 詩 を 題し ました 景物に 御らん に 入れます 

恭賣文 偏 寂寞， 塞 廚缺洒 自淸修  、 

拈 毫 窓外 西風 晚 欲寫 胸中 落 木 秋 

いづれ 小閒を 得 次第 參 上したい と 思って ゐ ます 頓首 

五月 十 一： "夕  芥川龍 之 介 

與謝野 晶子 樣 駐次 

四 七 五 〔五月 十 一 曰£ 端から。 端 書、 佐 佐 木. 茂 索 宛〕 

色紙 二 枚 今 曰 出 來畫を かいた 贊は兩 方と も 出來損 ひの 形 日曜に 游 びながら とりに 御 出 下され 度^ 贊の 

詩 を 作って ゐ たので 又大阪 から 電報 を かけられた 頓盲 

芥川生 

四 七 六 〔五月 十八 = 田 端から。 南部 修太郎 宛〕 

啓 とにかく 君が 馬力 を 出して 書いて ゐる 勇氣は 感心 だ それに は 頭 を 下げても 好い 現在 位な 速力で も 
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つと 好い もの を どんく 書いて くれ」 ば もっと 頭 を 下げても 好い 伍し 僕の 頸の 骨 は 存外 强 いかに 界： 

に 作品の 上ぢゃ 曲げない が、 スサノ ヲもー 一十 1^ 位まで はなぐ つたが この頃 は 火に 身 を 人れ て 書いて ゐ 

る 出来の 惡ぃ所 は 身 を 入れて 書いても あの 位な の だと 思つ て ぐれ 

評識 家と し ての 君の 强み は (菊 池 も 云 ふ やうに) 硬骨な 所 だ 作家と しての 君の 强 みは (今度 のつ. -田 文の 

小説 を 見ても わかる が) 手落ちな く 全局 を 書き こなす 所だ兩 方と も 大事に しなく つち やい けない 大事 

にさ へ して ゐれ ば必 そこから 好い 作品が 生まれる 芥川龍之介が 頭 を 下げなくても 天下が 頭 を 下げる や 

うな 難 有い ものが 生まれて 来る 菊 池 新潮の 文壇 偶語に て片 k へ 太 村毅、 鈴 木 善 太郞、 . ^戶 川の 四 名 

士に當 つた 由！！ 悍 なのに 聊 驚いた まあ 精々 勉强 して 早く 長篇を 書き上げ 給へ 僕 は 九月に もう 一 度 諸 

君 を 感心させる さやうなら 頓首 

五月 十八 日  龍 

南部 修太 郎樣 

四 七 七 〔五 月 十八：：： W 端から。 小 穴 降 丁お〕 

ふと 君の 事 を 思 ひ 出した る 歌 

つゆぐ もの 光 かそけ し隆 一 は 鼻の 先見て け ふもゐ るら む 

君が 畫を かけて わが ゐる 草の 家の 天 響かせて 降る 大雨 かも 

五月 十八 日  我 鬼 

隆 一 樣 

四 七 八 〔九 年 (推定 J 五月 十八 niE 端から。 中^15订宛〕 

園林卷已に穴^！し 
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陂港雨 新に 足る  . 

すこやか 

泥 深く して 黃犢 健に 

桑 老いて 柴楳 熟す 

豐年逋 負 (租稅 ：1 少く 

お 社 酒 肉に 襲く  ，. 

微風 醉を 吹いて 醒む 

起って 和す 飯 牛の 曲 

作者 放 翁 は 陸 游也陸 放 翁 は 花 石 湖、 楊誠齋 と共に 宋 末の 三 大 詩宗と 稱 せらる 詩 意 は晚春 初夏の 候 村 家 

歳豐 にして 生計 を樂め る を 云 ふ 丁度 今頃 床が けにす る に適當 ならむ 筆者 杏 坪が 賴杏评 な る 事 は御存 

知なる べし 以上 

五 nr 十八 曰  f ほ 

中島 樣. 

四 七 九 〔六月 三 ni 田 端から。 水 守 龜之助 宛〕 

拜啓 先達 は折柴 君の 原稿で 御迷惑 を かけました 早速 御 採用 下す つて 難 有く 存じます 七月 號の 小品 は 

これから 少し 浪 i: しょうと 思って ゐ るので 書け さう もありません 不惡 御赦し 下さい あなたの 日記の 中 

に 僕の 皮肉 云々 と 云 ふ 事が 出て ゐ たが 何だった か 僕に は 思 ひ 出せません 兎角お しゃべ りな もの だから 

ロ禍 ばかり 招きます しかし 碧 童が 藥を賣 つたり あなたが おせんべ ぃを寶 つたり して ゐ るの はちよ いと 

風流で すなこれ は 御世 辭ぢ やありません 實際 昔の 人の やうな 氣 がする のです 頓首 

石菖 やわれ は 古 錢を商 はん 

六月 三 曰 朝  芥川龍之介 
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水守龜 之助樣 

四 八 0  〔六月 三： ：=s 端から。 和氣律 次郎- お〕 

拜復 いつぞや は マリア 。 マグダレナ 難 有う あれ を 項いた 時 御禮と 一 しょに 影 燈籠を 御 達り したつ も 

りで ゐ た 所 春陽 堂に 問 合 は せ た ら達 つ て な い 事が 判然 したので 早速 後 か ら御達 りした のです 

飜譯の 御作 とりあへ ず  一 f 陽 堂 5 今 村 氏 まで その 旨 手紙で 云って やり まし た 直接 あな たの 方へ 御 返事 さ 

せる 等です しかし この頃 どの 維 誌で も 飜譯を 載せたがら ないやう ですから どう 云 ふ もの かと 思 ひます 

もし あなたに その 意志が あれば 新潮 社から 本に して 出して はどうです かその ジ ャック 。口 ンド ンの作 

なる ものに 戀愛 の 話が あります か あ れば すぐ にゥヱ ルテル 叢書の 中へ 加 へられる だ ら う と 思 ひま 十 折 

返し 御 返事 下されば すぐに 新潮 趾 へ かけ 合って 上げます 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

六月 三 d  芥川龍 之 介 

和氣律 次郎樣 

四 八  一 L 六 H: 四：：；： £ 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

ニ册 買った。 ber  K5rper  (las  KJndes も 欲しい が 金が 危 しいから 遠慮した。 君が S つて 贷 して くれ 

ると."？ i 都合が 好い 目下 素 t{ 嗚の尊 を 書き終って 大 に氣樂 になって ゐる。 昨 H は ：<  X  X の 勘定 を拂 つた リ 

あの 晚のは 七十 圓と 少しだった よ C  X  X  X も 莫迦に ならん。 

こ の 手紙 を W き 終 つ て つ ら つ ら思 ふ 橫 文字 入り の 手紙 は へ ん な も の だね 頓首 

六月 四日  我 鬼 

大 芸 先生 梧 右  . 
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四 八 二  〔六月 五 = 田 端から" 南部 修太郎 宛〕 

啓 君の © 換 期に ある 藝術を 讀んだ 僕 は 僕の 創作に 注意して くれる 良友 を 持って ゐる 作家と して 僕 は 

幸福な 人間で ある 君の 評論 は その 幸福に 對 する 僕の 感謝 を 新に して くれた 差 支へ なかったら 近々 一- し- 

ょに 飯  を 食  はう  頓首 

六月 五 W  芥川龍之介 

南部 修太 郎君 

四 八 三 〔六月 十四 口。 寄書の 端 書、 佐 佐 木 茂 索- M〕 

我 鬼 も來て 切って 落す や 淺黃^  三 汀 

薰 W や 銀 鞘 来べき 廊夕  我 鬼 

ナゼ ニォ前 ハス グ來 ナイ  (マサ/、) 

四 八 四 〔六 n 十五 nz 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 君の 手紙 を 讀んだ 

あてがなければ 書け ない と 云 ふの は尤 だと 思 ふ。 しかし 君の 場合 は あてがない 訣ぢ やない。 僕 は 何 i-. 

でも 君と して 恥し くない やうな 作品が 出来たら 中央 公論へ も 持ち こむ と 云って ゐ るの だ。 翅鳥 ゃ此間 

の 題の きまらない 小說 でも 新小說 とか 何とか 云 ふ 所なら 何時でも 持ち こんで 上げて 好い。 そんな 事に 

は 遠慮なく も つ と 僕 を 利用す ベ きも の だ。 

しかし 實際 問題 を 離れて の 話 だが、 君に 今 最も 必要な もの は專 念に 仕事 をすべき む もちの 修業で はな 

いか。 菊 池な ど は 小島が 一 枚繪を 何時までも 突つ いて ゐ るの を 自信の 足りない やうに 云 ふが あれ は輕- 


蔑す るよりも 寧ろ 買って やって 好い 事の やうに 思 ふ。 さう して あ \ いふ 根 氣の好 さか 尤も 君に は缺け 

てゐる やうに 思 ふ。 小島 はすべ ての 點 で 君より 弱い かも 知れない。 しかし 仕事の 上に かける と 僕 自身 

も 意外だった 位 底强ぃ 辛抱 氣を 持って ゐる。 あの 辛抱 氣が ある 限り 僕 は藝術 家と しての 小島 政 一 一郎 は 

救 はれる と 信ぜずに は ゐられ ない の だ。 翅鳥ゃぁの題のきまらなぃ小說は赏際君^！：：身の云ふゃぅな短 

時間の 中に 出来た かどう かそれ は 問 ふ必耍 はない。 しかし、 あれら の 作品に はどう も ー氣に 害き 流し 

たやうな 力の 弱さが 感ぜられる。 筆鋒 森 然と 云 ふ 言葉と 反 對な心 もちが 感ぜられる。 ああ 云 ふ 心 もち 

を なくなす 事が (作品の 上から) —— ああい ふ 書き流し をし ない 事が (仕事の 上から) 少く とも^ を 成長 

させる 第一 步で はなから うか。 さう して それ は 文壇 的 進 返より 更に 君に とって は 重大な 問題な ので は 

あるまい か。 もし 君が 焦燥 を 感ず ると すれば、 かう いふ 點に こ そ よ り 多く 焦燥 を 感じ てよ いと 思 ふ 

これ は 文壇 全 |g の レベルと 君の 作品との 比較 を-取った 上の 議論で はない。 時に 又 僕 自身の 事 は 全然 

棚 へ 上げた 上での 議論 ださう 思って 讀んで くれる 事 を 望む" - 

序ながら 云 ふが 僕は此 fel 二 年が 君の 一生に 可成 大切な 時期に なって ゐ るので はない かと W ケ r 如 M 

にこの 時期 を 切り 拔け るかと 云 ふ 事が 君の 將來を 支配す る大 問題な ので はない かと 思 ふ。 僕 は 君の 作 

品 を 推薦す る だけの 役に は 立つ。 小島 や il 井 も 能動的に 或は 义 反動的に？ is を 刺戟す る 事 は 出来る かも 

知れない。 しかし 大事 を 決定す るの は 飽くまで も 君； H 身の 動き 方 一 つ だ" 僕 等 は 冷淡な ので も 何でも 

ない が、 さう 云 ふ 窮極の 問題に なると 袖手傍観 すろ よい 外 はない。 これは^^にとって寂しぃ事だと思 

ふ。 亦 僕 等に とっても 寂しい 事 だと 思 ふ。 けれども さう する より 外 はない の だ。 君 は 坂の 屮途の 車力 

動き 出した と 云 ふ。 車の 動いて ゐる事 は 自力 かも 知れない。 しかし それならもう 一 步 進めて その， HI 力 

の 動き 方 を 正しい 方向に 持績 さすべき だ" さもなければ 君は滅 ぶ" 

2 僕 等 は 皆 「した 事」 と 「しょうとして ゐる 事」 と を 一 つに して ゐる。 殊に 他人 を H ふる 場合に は 他人の 「し 

3 た 事」 と 自分 の 「した 事」 + 「しょうとして ゐる 事」 と を 比較し やすい。 しかし 「しょうとして ゐる 事」 と 
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「實 際した 事」 との 距離が 何の 位 大きい か、 それ は 少しで も 仕事 をした ものなら すぐに 了解 出來 ると s.^ 

ふ。 滅 ぶと 云 ふ 意味 は 君が 「した 事」 或は 「した 事」 の 繰り返し 以上に 「しょうとして ゐる 事」 を 「した 事」 

まで 持ち 來す 事な くして 終る と 云 ふ 意味 だ。 さう して その 「した 事」 の 總量は 現在 君の 輕 蔑して ゐる作 

家た ちの 「した 事」 C 總 量より 事によると 小さい かも 知れぬ と 云 ふ 事 だ。 實際君 は此處  一 二 年 (勿論 一 

生 さう だけれ ど 特に) 餘程 しっかりす ベ きも の だと 思 ふ 。 

久し振りで 長い 手紙 を 書いた。 これで やめる。 原稿 (翅鳥 その他) は 何時でも J_ 达 つてよ こし 給へ。 然る 

可く 取 計ら ふから。 以上。 

十五 日朝  我 鬼 

佐 佐 木 茂 索 君 

四 八 五 〔六月 十六 日 田 端から。 中 西秀男 宛〕 

拜啓 今日 高工の 方が 見えた と 云 ひます が あなた ぢ やありません か 女中が 名 を 記憶して ゐな いのです 

日曜 は 久米ゃ 何 かが 來て 皆と 一 しょに 夕飯 を 食 ひに 行った のです 

二十 一 日 を 除き あと は 大抵 夜なら 在宅し ますから 何時でも 御 都合の 好い 時 遊びに 御出でなさい ブラ 

ック ウッドの 「柳」 を讀 みました か 少し 面倒臭 いでせ う こ の 間 金 鈴 社 の 講演 會 へ 行って 西洋の 怪物の 講 

演を しました 序の 節 宿所 を敎 へて 下さい これ は 仕方がな いから 學校 宛で 出します 以上 

芥川龍之介 

中 西 君 

四 八 六 〔六月 十六 =!S 端から。 下 島 動-が〕 

川の さち、 舉 山に ありがたく 存候 いづれ 御禮に まゐる 可く 候まづ はとり あへ ず 御 返事まで 頓苜 
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鯉 か 来た それ 井月 を 呼び にやれ 

六月 十六 曰  我 鬼 

穴ェ ハ介 先生  ■ 

四 八 七 〔六月 (推^) 十七 ：=S 端から-。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛； 1 

秋 海棠が 簇 つて ゐる竹 緣の倾 き 

昨 R は失禮 その 節 は 結構な もの を 難 1:^ う 頓首 

四 八 八 〔大正 九 年 (推^) 六 n 二十 四 UE 端から。 お 本 i? 助^ ac-〕 

啓 その後 は 御 無音に 打ち過ぎ 失禮ガ W しました。 もし 昨今 御 差 ji^ へがありません でしたら 拜趨の 上 御 

敎を 受けたい と 存じます。 御 都合 0 時日 を 御 指定 下されば 幸甚と 存じます。 

右 とりあ へ ず 御； f 化 旁 --御 願 ひまでに この 手紙 を 書きました 草 々 不宣 

六月 二十 四！ I  芥 川 龍 之 介 

宮本 先生 梧 右 

四 八 九 〔六月 二十 五 H 田 端から。 小，： 政 二 郎.： 

啓 一 枚 繪を讀 みました 妄評 を 試み る と 

一 あれ はもつ と 長く 書く.？ きもの だら うと 思 ひます や はい 君の 最初の 計 寄-通り 六十 枚で も 七十 枚で 

も 雷いた 方が 好かった のでせ う あれ だ けで は ど う も 十分に 描く ベ きも の を 描き つ く し た と 云 ふ氣が し 

ません 

二 說 明が 勝ち 過ぎた事 も事實 です これ は考へ 方に よると 説明が 不足と も 云へ るか も 知れ ま ん散： 叫 
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徹尾說 明 的 手法 を 使ったら 又 別樣な M ッフ ^！が出來たかも知れなぃと思ふからですだから說明が勝ち 

過ぎた と 一 K ふ 意味 は 所謂 描 寫と說 明と G はぎ 合せが. I 或は 客 觀描寫 と 主 觀描寫 との 食附き 方が うま 

く 行かなかった と 云 ふ 事 にないます つまり 「彼 は 江戸っ子の 二階で 飯 を 食つ てゐ た」 と 「彼の 心に は <K 

欲の 滿足 と共に 遊蕩 欲が 動いて 来た」 とが —— かう 云 ふ 二種 類の 描寫が あの 一 篇全體 から 見て バ ラ ン 

スが とれて ゐな いのです 說明的 手法で 押し通す か 描寫的 手法で 押し通す かその 選擇は 君の 自 おです ど. 

つちで も 死 身に 骨 を 折ったら 自然と 神會 する 所が あるで せう この 二つの 描 寫のバ ラ ン ス のとれ てゐな 

い 事 は 一 章の 中ば かりで なく 章と 章との 間に もあります たと へば 四 は 全然 客 觀描寫 で 行って ゐ ると lit 

は 殆主觀 描寫で 持ち切って ゐ ます g は 大詰 だから あれで 好い と 一 K ふ說も あるか も 知れない が 前の 各 章 

が あ \ 說明を 交へ て來 たら 主人公が 一 枚續を 見た 時の サイコ 口 ジィ もや はり アナ リシ スを 加へ るの が 

^^|111田でせぅ  . 

三 内面的に 立ち入って 論ず る と 主人公の 心 もちが 實感 として 生きて ゐな いの が 缺點 で す實感 と し て 

生きて ゐる 事が あらゆる 藝 術に 必耍 かどう かその 邊は僕 も保證 しません しかし あ \ 云 ふ小說 にこの 一 

* が 必要な 事 は 我人 共に 認める 所です 成程お 浪 とのより を 屍す 主人公の 心 もちに はちゃん と アナ リ、  \ 

スが加 へ て あるし かし その アナ リシ スが. 單に. アナ リシ スに 止って ゐ るの は 殘 念です 齊 しく 解剖と 云 ひ 

ますが 藝術 家の 解剖 は屍體 解剖 ぢ やありません どこまでも 生體 解剖です 

四 そこで 全體の 出来映え を 云 ふと 好い 出来ではありません 唯 あれ だけの 大 問題と 取組み 合った の だ 

からしく じっても 打ち 死です 犬死ぢ やない から 御 安心なさい 一 人前の 作家になる に は あ 土 ームふ 打ち 死 

を 何度と なくして 行かなければ ならない の です 君 も 僕 もして 行かなければ 御 同樣に 浮ばれな いの です 

「 かけおち」 や 「沖の 岩」 を 今後 何百 篇書 いて 成功す るより 君 自身の 藝術的 成長 G 上から 云へば あ 土 K ふ 

打ち 死 一 つの 方が 餘程爲 になる でせ う 僕 なぞ は旣に 手傷 だらけです 一 つ 位の 手傷に へこたれ ちゃい け 

ません  ■  •  ■  -- 
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五 . 又赏際 的な 問題に 移って 考へ ると、 世間 (友 だち も 世間の 一部です) は 作品の 出来が 惡 いと i„!c 慮な 

く惡 口 を 云 ふ と 云 ふ 事 實を御 記憶な さい その 作品 の 出來 不 出来に 關 係の あ る 創作 當時 の いろいろな 事 

情 11 /切日と か 作者の 心理的 或は 生理的 狀態 とか その外 維 多な 世 問 的 事情と か は 一 度 作品が 發 表さ 

れた以上その作品の是非の批判には全然勘定にはひらなぃのです云はビ世間は作品の是^_^-にそれ程冷 

i: な 批判 を 下す のです ですから 作家と なる 以上 どこまでも 君の 作品 だけに もの を 云 はせ る 心 1^ で 御 出 

でなさい 作家 は 世間 多く は 編輯 者との 義理に 免じて どんな 惡ロを 云 はれても 仕方がな いと 云 ふ 覺悟を 

する か 或は 作品の 完成 を 期す る爲に 世間 多く は 編輯 者との 理を 脚下に^ 鬧 する かどちら かに 徹底し 

なければ 世間の 批判に 堪 へる だけの 尻が 据ら ない ものな のです これ は 文字の 上で は 容易です が實 際に 

當ってみるとそんた手輕に5^^る覺悟ぢゃぁりません存外苦しぃ覺悟なのですしかしこの覺悟を持っ 

事 は 苦しく つて も 何 でも 必耍 です 苟も 筆 下 に 萬 法 の 眞 面目 を捉 へ ようとす る もの に は^ 更 必要な 事な 

のです 

六 いろいろ 妄評 を 試み ましたが  一、 二、 三に 云って ある 事 は 僕 {EI 身 能くす るから 云 ふの ぢゃ ありま 

せ ん僕 自身 の 作品 を 棚へ 上げて、 (棚へ 上げない と 云へ ない 事 も あ り さう だ から) 君 だけにつ いて 云 ふ 

のです 先輩 振って 生 意 氣な事 を 云 ふと 腹 を 立てち やい けません それから 僕 自身の 氣 もちから 云 ふと 一 - 

二、 三 は 君 自身 も 早 晚氣づ く 事 だら うと 思 ひます だから 云っても 云はなくて も 好い と 云ふ氣 がして ゐ 

ます それらより 反って 五に 書いた 覺悟 をし つかり 腹に 入れて ゐ た.， TJI;; は 滅多に 惡作 をし ないだ らうと 

思 ふ の です 君 自身 さう 思 ひません か 

七 昨夜 はちと があって 御先へ 一足 失禮 しました 不惡諸 先生へ 御と りなし 下さい 

六月： h 五：：： 朝  芥川龍之介 

小鳥 樣  . . 
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四 九 0  〔七月 一 日 田 端から。 但藤恭 宛〕 

啓 君の 手紙 を 見て 驚いた 實際 驚いた 郵便局の 莫迦が 始 ははが きの！ 3 を 置いて 行き ヒは 君の 手 卸と 

殆 同時に 来たの だ だから 餘計 驚いた さぞ 君 も 奥さん も 御 力落し だら うと 思 ふ 比 呂志を 見て こ-^ つに 

死なれ たらと 思 ふと 君た ちの 心 もち も 可成 わかる やうな 氣 がする 僕の 子 もい やに ませて ゐる 力ら おた 

か 不安に もな り 出した おや ぢが 君の 手紙 を 讀んで 泣いた おふくろ や 何 かも 泣いた 文 子 は 泣きな 力ら ぼ 

かんと 坐 つ て 「まあ どうしたんで せう まあ どうしたん でせ 5」 と 愚痴の やうな 事 を 云って ゐた 女ゃ老 

人は淚 もろい もの だと 思った それが 羨し いやうな 氣も 少しした 二番目の 御子さん はどうした？ 病^ 

の 名が 書いて なかった が 何 病 かなな どと 思って みる 

悼 亡 一 句 

五 月兩 や 鬼蓮 の 荅咲 きも あ へ ず 

七月 一日  芥川龍之介 

恒 藤恭樣 

二伸  ， 

御^^みの歌ー 首 

I  チ、 

ひんが しの 國に かなしき 沙羅 木の 花 さき あへ ぬ 朝なる かも 

芥川龍之介 

恒藤雅 子 樣 

四 九 I  〔七月 三 日 田 端から。 端 書、 南部 修太 郎- お〕 

來 給へ、 待って ゐる 寫眞難 有う あの 位 君が 好い 男に 寫 るなら 僕 も 映して くれ 以上 


四 九 二  〔七月 三！：：： 甲 端から。 中西秀 お- w〕 

啓 返 事が おくれて す まない と 思って ゐま すその 後 引き つ t き忙 しいので す 六日 (月曜) に 暇 だったら 

來 ません か (午後) 僕 は 新聞で は 避暑した 事に なって ゐ ますが 實は 未だ 東京に ゐ るので あれ は 客よ けで 

す ランゲ イタ シ オン. ォゥ。 ゲ オア ィ ャァヂ ュ は 好いで せう 僕 は 昔から あの 中の 「ス マ トラの 忘れ 

なぐさの 花」 なぞと 云 ふ 文. 句が 好きな ので 十 「月」 「薄明り」 「窓」 その外 まだ ポオ ドレ ェ ル の 中には：^ 

い 散文詩が 多い 害です、 ゴォ ティ ェ の 名高い ポオ ドレ 二 ル 論を讀 みました か 

風 ふけば 心 かなし もス マ トラの 忘れ なぐさの 香 や ふきて 來し 

七月 三 21  我 鬼 

中 西 秀男樣 

四 九 三 〔七 月 八 HE 端から。 佐 佐 木 茂 索^〕 

啓 昨 口 櫻資 一 箱 持 や 君の 見舞に 行きし 所い くら 叩きても 戶不開 裏の 家へ 行きて 尋ね たれば 引越しの 

由な り。 小島へ 行きし が これ も逗 子へ 行きて 留 I 寸 だと 云 ふ。 小島の 姊 さんに 櫻實ー 箱 贈りて 歸る. - 

時節柄 大事に し 給べ。 每 cn 暑く 僕 も 半病人に なって ゐる。 草々。 

七月 八 曰.  芥川龍之介 

佐々 木. 茂索樣  . 

四 九 四 〔七月 八 =2 端から。 齊藤 茂.？"^〕  . 

拜啓 今月の ァ ララ ギを讀 み 御病氣 の. ffl 承知 氣 になり 候 ま， i」 の狀 認め 候 御 容態 如何に 候 や 時節が 
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ら 隨分 御大 事 になされ 度 候 御 職業が ら御 手落ち は 無 ^^事と存候 へ ども 念 の爲 1 添へ 候 

こ の 頃のう ん氣 にて 小說 家業 もつ らく 僅に 夜 涼を迎 へ て は 息をつき 居り 候 

押し 照れる 月夜 靜 けみ 動かざる 簾の 上に 馬 蜩ー つ 

歌の やうな もの 御 一 笑 下され 度 候 草々  . 

七月 八日  芥川龍 之 介 

齋藤 茂吉樣  _ 

四 九 五 〔七月 八 =m 端から。 和 氣律次 郎^〕 

啓 御 滞京 中 は失禮 しました 本を敎 へて 下す つて 難 有う 新潮 社の 方 は 最近の 好機に 話 をつ けます 葡萄 

牙の 尼の 手紙 はゴ スの ^.rench  proms と 云 ふ 本の 中に あります 

暑さ に て 辟易 の 外 あ いませ ん儘 に 夜 涼を迎 へ て 息 を ついて ゐ ます 

押 匕 照れる 月夜 靜 けみ 動かざる 簾の 上に 馬 麵 一つ 

七月 八日  • 我鬼拜 

和氣 先生 

二 仲 唯今 畫僧 ブラ 。 アン ジ ユリコ 落丰難 有く 御禮申 上げます 小包の 取扱 ひが 粗漏な ので 箱が 

滅茶々 々 に 壞れて 来ました 郵便局の 莫迦に 腹が立ちます 

三伸 あなたの 將來の 奥さんで 僕の 小說 を愛讀 して 下さる 方に よろしく 云って 下さい 我々 頑健 

な 人間 もこのう ん氣に は 恐れる から 弱い 方 は 猶更御 困りで せう かう 暑い と 原稿 を 書く の も 一 骨で 

す 商賣換 へさへ したくなります 

小 澤碧童 は 藥を賣 り 水 守 龜之助 はせんべ い を賣る 

石菖 やわれ は 茶漬 を 商 はん  . 
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四 九 六 〔七月 九 == 田 端から。 端 書、 南部 修太 郎- が〕 

大阪每 曰 東京 H: 々の爲 に 短篇 小說 (十五 六囘 ) 一 つ 書いて くれない か來月 中位に 以上 

芥川龍之介 

二伸 * 戸川の 現住所 敎 へて くれない か 

四 九 七 〔七月 十五 HE 端から。 南部 修 太郎- お〕 

啓 君の 手紙 を 見た 君 は 芋 紙の 中と 新聞の 月評と では 「南京の 某 • 督， 一に 對 する 批評 を 別な 調子で 書いて 

ゐる それが どうも 倫 快な 氣 がせぬ 僕に は 月評 を 書いて ゐる 君が 僕の 作品 を 或 程度 褒めながら しかも 褒 

めた 事に よって 世間 の 輕蔑を 買 はない や う に 用意 して ゐる やうな 氣 がする これ は 僕の 邪推 かも 知れぬ 

しかし 調子が 違って ゐる事 は 事 實だ又 その 點を 看過しても 純粹に 理窟の 上から 云 ふと 君 は あの 作品に 

i;: 術 的 陶 醉 (君の 言葉 を 借りる) を 感じながら 君の 心に アツ ピィル する 何物 かがない と 云って ゐる藝 

術 品が 君に 與 へる もの は 何故 藝術 的陶醉 のみで はなら ないか 君の 心に ァ ツビ ィル する 何物 かと は 如何 

なる 摩訶 不可 思藥な もの かその 點 にどれ だけ 君が 眞面 H な 考察 をして ゐ るか 疑問 だと 云 ふ 心 もちが す 

る 又 君 は あの 作品 を 評して 僕が 遊びが 過ぎる と 一 K つて ゐる 遊びが 過ぎる と は あの 種の 作品 を 窗く事 か 

それとも 特に あの 作品に 現れた 僕の 態度 を 指して 云 ふの かもし 前者なら ば 僕は卽 まに トル ス トイ、 フ 

ランス、 バ ルザ ック その他 近代の 大家の 作品 を 十まで は 擧げる 事が 出来る それらが 何故 遊びで あるか 

君の 答 を 聞きたい と 思 ふ もし 後者なら ば 君に 問 ふ あの n 本の 旅行家が 金 花に 眞理を 告げ V 馎 ない 心 もち 

は 何故 遊びに 墮 して ゐ るか 僕 等 作家が 人生から plisls  truth を 摑んだ 場合 その 纖 露に 躊 路 する 一: 讽も 

ち は あの 曰. 14 の 旅行家が 偶んで ゐる心 もちと 同じで はない か 君 自身 さう 云 ふ 心 もち を 感じる 程殘 酷な 

人生に 對 した 事 はない のか 君 自身 無 數の金 花た ち を 君の 周圍に 見た 覺ぇ はない のか さう して 彼等の 幻 
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を 破る 事が 反って 彼等 を 不幸に する 苦痛 を 嘗めた 事 はない のか 11 それ も 君に 問 ひたいと 思って ゐる 

又 この 二つの 他に 遊びの 義を 求めれば 僕の 仕事の 仕方に 遊びが あるか あの 二十 何枚 中に たるんだり 亂 

調子に なったり して ゐる 所が あるか、 それ も 君に 問 ふの を躊隨 しない もし 夫 George  Murry を點 出し 

たの を 非難す るに 至って は あの 作品の テ ェ マ を 理解し ないか、 全然 それ を 否定す るか だから 又 多言 を 

要せず だと 思 ふ 

眞面： ni になる と 云 ふ 事 は 作品 中の 人物に 眞 面目な 事 を 云 はせ るの みで はない 僕 等の 日常生活 を內 外と 

も 立派に 處理 する 事 だ 僕 は 君が 寸； f の 惡意を 持って ゐ ると は 思 はない しかし 君の 眞 面目 さは もっと 鍛 

鍊 せねば ならぬ と 思 ふ 先輩 顏 をす るので はない が 遠慮なく 不服 を 書く 君 も 遠慮なく 答へ て 貰 ひたい そ 

れま では 君と 會 はない つもり だ 

七月 十五 日朝  我 鬼 

南部 修太 郎君 

四 九 八 〔七月 十七 rz 田 端から。 南部 修太 郎， が〕 

一 、 手紙と 月評の 差 は 今後なる 可く 少く願 ひたい 不快に 感ずる の は その 差が 僕の 憎 僞感を 刺戟す るか 

らだ その外の 理由 はない 

二、 僕の 邪推 は 邪推と して 取消す 

三、 作品の 批評 ip  sick に對 する 君の 考は 全然 見當遠 ひだから 左に 個條を 分けて 反問す る 

1 君が 藝術 的陶醉 と共に 「讀 者の モラル を 動かし (註に 曰モ ラ ル を 動かす と は 意味 をな さず モォ ラ ル • 

コン シヱン スを 動かす の 意 か) 或は それに 觸れる 物」 を 求める の は單に 君の 好み か 否か 好みなら 自由 だ 

しかし 客観的な 理由が あるなら それ を 聞きたい 近代の 文豪の 作品に は藝術 的陶醉 (君の 所謂) のみし か 

與 へぬ 作品 も澤山 ある。 君が 好み 以外に それらの 作品 を 非と するなら (少 くと も藝術 的に より 劣って 


ゐる とするなら) その 理^ は 聞き物 だと S3 つて ゐる 

2Geol,ge  Mm,ry を點 出しな くと も 賣笑婦 の 信仰 を憐ん でゐる 作^の 態度 は 通じる かも 知れん し 力し 

隣み， H がら その イリ ユウ ジョ ンを 破らう か 止さう かと ためらって ゐる心 もち は 通じない 云 ひ 力 へれば 

憐 んでゐ るよりも 一 步 先の 心 もち は 通じない これ は 自明 過ぎる 程 fi^ 明の 理だ (通じさせ なくと も 好い 

と 云へば 議論に ならぬ それ は 個人的の 好みの 差 だから) たと へば 「憐 むべき 彼はパ ンを 石と 思へ り」 と 

一 14 ふとす る 成程 その 時 作者が 彼 を 憐んで ゐる心 は 通じる だら うし かし それだけの 文句で は 「うは 彼に 

その 石なる 事を吿 げんか 否かに 躊踡 せり」 と 云 ふ 心 もち は 通じない と 思 ふ 通じたら その 讀者 は吓 

だ 君に はこれ が 自明の理と は 思へ ないか 

附記 賣笑婦 が 健全で も傳染 した 梅毒の 爲に 相手の 男が 死ぬ 場合 は 多く ある 殊に 外國 人に 移った 場合 

は餘計 多い それ を 莫迦げ た 事 だと 思 ふの は 君の 見聞が 狭い からだ 且 君の 使 ふ ブイ クシ ョ ンと云 ふ 語， ぎ 

は ひどく 低級な 意味が ある やうに 思 ふそんな 用語 例 は どこに もない フ イク シ ョ ンに 悪い 意 ほ 力 あれば 

それ は ゆ さ t に對 する 場合 だ 

3  Odious  truth 云々 の條は 更に 個條 を 分 け て 反問す る 

め金花の梅毒が治る事は今日の科學では1^能だ唯极治ではなぃ外面的徵候は第一 期から第ニ期へ第ーー 

i から 第三 期へ 進む 間に 消滅す るつ まり 間歇 的に 平 人同樣 となる の だいくら 君が 治る もの かと 威張つ 

て も 治る の だから 仕方がな いもし 君が 今日の 泌尿器 醫學の 記載 を 覆す 事が 出来る のなら 僕 は 君に 降參 

する さもなければ 君が 降參 すべ き だ 

. ？、  W 及び 2 の 附記に よい 君の 所 li 莫迦げ た 事が 莫迦げ た 事で なくなった 以上 g  一  0 き triitli 云々 の 

一 半 は旣に 不必要に なった と 思 ふ。 しかし 更に 云ひ餘 した 點を云 ふと 

2 め 金 f-r: とって 甚督が 無頼漢だった と 云 ふ 事 は 〇&ous  truth に 道 ひな いぢ やない か傳染 した 梅毒の 

3 爲に 被專染 者が 先に 死ぬ 事が 科學 的に 事實 であり 且 梅毒の 一 時 的 平癒が 11： じく 科學 的に 事實 である 時 
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IJ^:, こナ のみならず fs: 者 こ. とっても oaiouH  trntli と 感じられる 事が 可能 ぢ やない 力 それでも ぼ じな レ 

と 云 ふなら ば 仕方がない 結局 個人的な 見方の 差に 歸 すべき 事 だから 水掛論 はせ ずに 打ち切る 事に する 

隹 論理で 押して 行ける 限り は odiots  truth と號 しても 差 支へ ない と 思 ふが どうか 

;5^もし差支へなぃとすれば「遊んでゐる」と云ふ言葉は取消すべきかどぅか勿論差^^^へぁる場合(卽 a 

に 君が § と 答へ る 場合) はこの 「b」 の 問題 は始 から 起らない 箬 だから 君 は當然 答へ なく もよ いの だ 

4 トルストイ バルザック etc. の 作品 は 「あの 種の 作品」 の 例に 擧 げたの だ 「あの 程のう まさの 作品」 

の 例に 擧 げたので はないだ から 「あの 種の 作品」 を 否定せ ず あの 作の みに 就いて 君が もの を 云って ゐる 

今、 當然 問題に はならない 等 だ それ は 明に 彼等の 作品の 方が うまい この 「うまい」 と 云 ふ 意味 は 勿論 君 

に 云 はせ ると 「遊んで ゐ ない」 と 云 ふ 事になる の だら うが 

以上 四 項に 亙って 述べた 所に 猶 君が 服さない ならもう 一 度 答へ 給へ 但 「1」 は大 問題 だから 輕 率に 答へ 

て くれない やうに 望む 念の 爲に例 を 擧げて S の 問を說 明す ると (「好み」 の 場合 は 問題 はない が) たと へ 

ば メリメの 「カルメ ン」 ポオの 「赤き 死の 假面」 の 如き 作品 (あれが 「南京の 基督」 とすつ かり 同 傾向 だと 

云 ふの ぢ やない 君の 云 ふ 「藝術 的 陶醉」 のみ を與 へる 所の 作品と 云 ふ 意味 だ) が 君に とって 藝術 的に よ 

り 望まし くないと 思 はれる 場合 その 理. S を 說 明せ よと 云 ふ 事になる のだ猶 「カルメ ン」 「赤き 死の 假面」 

が藝術 的陶醉 以上に 君の 心 もちに も アツ ピィル する 物. を與 へ るなら それ を 事實 (作品 中の 記載) によつ 

て 說 明し 且 それら と 「南京 の 基督」 の與へ る 感銘 との 差 を 示して くれ 給 へ (勿論 それが メリメ や ポオ と 

僕と G 巧拙に 歸 する やうな 論理の 玲 外に 逸する 場合 は水掛 論に 終る から、 さうなら ない 限りに 於て 論 

じて 貰 ひたい)  . 

末ながら IT き 加へ る 僕 は 君に 些の 悪意 も 持って ゐ ない 君の. < ^格 を 非議す る ものが あったら 僕 はまつ さ 

きに 君の 爲に戰 ふ 一 人 だと 思って くれ 給へ 問題 はすべ て 議論の 上に ある 以上 

七月 十七 日  .  我鬼拜 


南部 修太 郎君 

四 九九 L 七月 二十 二： H 田 端から。 下 ilT^ 勳宛〕 

啓 御 獲物 御 裾 わけに ぁづ かり 難 有く 御 禮申上 候 

.mij 典 

明 易き 水 に 大魚 の 行き 來 か な 

同月 同 曰  夜 來花庵 生 

{ 八ェ 谷 先生 峯： 啓 

五 00  〔七月 二十 三 mm 端から。 近 藤 博-が〕 

啓 / 薤露行 は 挽歌 の 意、. 挽歌と は 人 を 葬る の审の 紼を 引く 者 の 歌に 候 雞露行 或 は 薤露歌 は 「薤上 

露 何 易 レ啼。 露べ お 明朝 更復 _ 洛。 人 死 一 去 何時 歸。」 と 申す もの を 最も 古しと 致し 候 こ は 漢の田 横の in. 殺 

せし 時 橫の門 < ^の 作りし 歌に 候漱石 先生が あの 小 說に薤 露 行の 名 を 題され し は 一 篇の 結構 ラ ン スロッ 

トレー ギネ ゲイ ァ との 戀の 破綻 を 描く と共に 所謂 「美しき 乙 女工 レ ン」 の 美しき 2 取 後 を も 描かれし 爲 かと 

推察 致し 候 草枕の 中の 峠の 茶屋が 何 處かは 存ぜず 候又存 ずる 必要 も なきやに 愚考 仕 候 へ ども 如何に や 

虞美人草 は 藤 尾の 家が 何 何 町 何番 地なる か を 明らかにせざる も而， w かる 可く 我截は 猫で ある は苦沙 

彌 先生の 原籍が 何 縣何巿 何 町に ある を 問 はず 批評し，  得べ く 候右亂 筆ながら とりあへ ず 御 答までに 如斯 

に 御座 候 頓首 

七月 廿 三日  芥川龍之介 

^  近 藤博漾 


年 九 正大 


五 0 二  〔八月 四： H: 靑极 から。 端 書、 佐 佐 ネ茂 索 1^〕 

n,^ チへ 手紙 を 出した よ 損した 此地海 拔ニ千 四百 尺 まるで 未開の 境 だ 周 園の 風物 悉 高山の 氣を帶 びて 

ゐる御 面倒ながら 西洋 剃刀 一 挺 買つ て 達って くれない か 家 へ 云って や つ て も へ まな 物 をよ こすと 困る 

から 君に 歎願す る 皮 はいらない 便祕で 困つ て ゐる遙 に 大橋房 子 嬢の 健康 を 祈 つ て擱筆 

五 0 三 〔八月 五日 靑极 から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

うさぎ やの もなか 達つ て 項け る. ffl 難 有し 此處は 侮拔ー 一千 四百 尺の 溫泉 なり 周 園の 風物 悉 高山の 氣を帶 

びて ゐる 但し 便 祕の爲 頭の 具合 惡く 碌な 小說も 書け さ うぢ やない 奥さんに よろしく 僕 は 肉食 交合 一 一 つ 

ながら 絕綠だ さやうなら 

五 0 四 〔八月 九：：：： 靑 根から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 


^  五 Oi  〔七 H: 三十  一 nil 田 端から〕 小 穴隆ー 宛〕 

3 

啓み ちの く 靑根溫 泉 へ 入湯に 赴き 候爲當 分留 守に 致 候 碧 童 先生 へ の 御 禮は歸 京の 節に 致す 可く 缺禮の 

段 はよ ろしく 御と りなし 置き 下され 度 候 香 取 先生 貴臺 風景の 畫を 中々 うまい と 褒められ 候 も 小生の 割 

の 方よ ろしき 由に て あの 鷄 一 羽 とられ 候 我 鬼の 印 その後む やみや たらに 本へ 押し 居り 候 二つ宛 押した 

- る 本 も あり 自ら 笑 .iui 存 居候 碧 童 句集 早く 拜見致 度 候 

岩根 踏み わが 戀ひ 行けば しら しらと 靑峯の 山 に 雲 わくら ん か 

七月 サ 一日  我鬼拜 

小 穴 隆ニ樣  ，  い . 
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もなか 難 有う 但悉 つぶれて 脑の 塊り になって 来た 新潮の 僕の 小説 南部の などと は 品が 遠 ふと 思 ふが 如 

何 君の 小說は 果して 白眉だった ではない か 以上  龍 之 介 記 

樹下獨 坐 我鬼畫 〔官製 端 書に、 ベン 書 一にて 大樹 を 描き その 下に 我 鬼 羅漢 を 配せ る もの。〕 

五 0 五 〔八月 九：！： 靑 根から。 端 書、 南部 修太郞 宛〕 

君の 「夏の 旅と. 0 分」 と を讀ん だ淺間 山が 一 番 面白い！？ 火口へ 立っての 君 自身の 感じ はどうに か 纏めれ 

ば小說 になる しかし だね 1 ム si(，l に リツ ギット などの 假名 を ふ つ ち や 英語 の 御 里 が 見え る リツ ギッド だ 

よ あれ は。 それから 雲 乎 山 乎 吳乎越 乎と は 何 だい 皆で 八 字になる ぢ やない か 山陽 詩鈔位 は讀ん でな く 

ちゃ 駄目 だね あれ ぢゃ 漢文の 御 里 も 見える ぜ 後進の 英雄 以て 如何と なす。 

木村毅 「虫の知らせる 話」 を褒む 君の 知己 だね 噴飯々々 

五 0 六 〔八月 十二：！： 靑极 から。 綺端 害、 下 島 動-が〕 

啓 この 地 僻遠の 爲 食物 惡く且 田舍の 湯治 客 多き に 弱り 居候され ど 高山の 秋 早く (此處 は m 拔ー 一千 四 

百 尺) 夜 は 旣に虫 聲屋を 鏡って 生じ 候 

人 遠し 明る 間 早き 山待梗 

十二  U  我鬼拜 

下 島動樣 

五 0.1」 〔八月 十七：：： 靑极 から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

古 瓦 宗匠 曰 「夏 は 障子 を紗 張りに して 廣ぃ 庭の まん 中に 茶室め いた 庵住み がして みたい G  一： .3 文擧 あつ 

め 汁) 


我 鬼 居士 曰 「おら あ まっぴら だ 蟹ぢゃ あるめえ し  、 - 、 

^  ：;^ 芸居 先生 以て S となす それから 南部の 「夏の 旅と 私」 を讀 むべ し、 「クリムゾン 色の ぎ あり 雲 乎 

3  十 和 田 湖上. ォレ ライ を想 ふ あり、 いやはや、 川柳に 曰 「坊 

ちゃん 御成 人と かく 籐椅子に よりたが り」 

五 0\  〔八月 十八 rn 靑极 から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 


入 c: さす 赭土 路の 馬の 跡 坂 は 急なる この 若葉 かも 

葉卷ゃ つと つい た 最中 も 難 有う 奥さんの 御病氣 如， 化 

十八 日 


我鬼拜 


五 0 九 〔八月 二十 靑 根から。 綺端 書、 薄 W 饽介 宛〕 


入日 さす 赭土 路の 馬の 跡 坂 は 急なる この 若葉 かも 

行く春の. =T の 巌^に 水 は 滴り 巖根を 見れば 苔 靑む見 ゆ 

季節 は 歌の 便宜上 二月 ほど 繰 上げ そろ、 年鑑、 靈 承知 仕 i 手紙 こちらへ I されし 爲漸 昨日 拜見 

致 そろ 以上 


五 


0 月 二十 rn 靑极 から。 繪端 書、 下^ 勳宛〕 


人 日 さす 赭土 路の 馬の 跡 坂 は 急なる この 若葉 かも 

行く春の 山の 巖 間に 水 は 滴り 巖根を 見れば 苔 靑む見 ゆ 


^ 季節 は 歌の 都合 上 二三 ヶ月く りあげ そろ お 上 

年 


あ をね 我 鬼 生 
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下 島勳樣 

梁 雲 唯今 奉 誦小供 毎度 御 厄介に なり 難 有く 存候當 地 は 旣に秋 意 動き 居候 

五 I  I  〔八月 二十 日 靑 根から。 端 書、 小 穴隆ー -^,1 

ゆく 春の 山の 巖 間に 水 は 滴り 巖根を 見れば 苔 靑む見 ゆ  * 

入日 さす 赭土 路の 馬の 跡 坂 は 急なる この 若葉 かも 

小說 出来ず 犬に へ こたれ て 居り 候お はがき うれしく 拜見致 候 御 句 も 感佩致 候 夏山 木々 の 茂り 無氣 味な 

位 盛に 候 

我鬼拜 

五一 二  〔八月 二十 一 日 靑 根から。 端 書、 松岡讓 宛〕 

樹下獨 坐 我 鬼 〔插 畫參 照〕 

五 一 三 〔八お 二十 六 E 靑极 から。 繪端 書、 中 丙秀男 宛〕 

思 はず こんな 山の 中に 長い間 ゐ ましたもう 二三 曰 中に かへ ります 此處は 艇拔ー 一千 四百 尺 薄は穗 がな び 

き 桔梗 は 花が 咲 い て まるで 秋風が 立 つた やうです 

一 一伸 この 前 出した 手紙 はどう も 宛名に 番地 を 書かなかった やうな 氣 がします 瀧の ある 畫 はがきが 

屆 きました か  靑根 芥川生 

五 I 四 〔八月 靑极 から。 鰭 端 書、 小穴隆 一 宛〕 

燈下讀 書  . 
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谷 幾つ 越え 來て此 處に火 取 虫 

靑拫溫 泉の ある 所 は 海拔千 何百 尺と かの ffl 周圍の 風物 皆 高山の 趣 あり 小生 は H 下溫 の 土蔵の 二階 

に 陣取り 居り これから 小說を 書き出す 所 以上 

五 一 五 〔九月 二！： ZS 端から。 與謝野 晶子 宛〕 

拜啓 高著 御惠贈 下され 難 有く 御 甲 上げます 目下 風邪に て 臥床 中 故 熱の さめ 次第 ゆるく 拜兄 致した 

い と 存じ て 居ります 頓首 

九月 二日  芥川龍之介 

與謝野 晶子 樣  ■ 

五一 穴 〔九月 五日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

合掌 今 曰 神 田へ 行って 短册と 少し 好い 墨と を 買って 來 ました 玉 川 堂の 店 へ は ひって 好い 墨 を くれと 

云ったら いきなり 十七 圓の墨 を 出された に は 驚いた それから 少し 好い 墨 を 買 ふ 事に しました 値 だん は 

當 分祕密 です 来月の 「人間」 の 爲に雜 筆 を 書いた 中 一 個所 君の 話 を擧げ ました 序に 君が 話した 事 を 軎 い 

ちま ひました か ら 不 惡 御高 免 下さい 大して 御迷惑 はか か ら ない 心算です 

ゆうべ 天 ぷら屋 へ 行ったら ペリ カゾの 雛つ 仔の 天 。ふ ら のあった 夢を見ました その 天 ぷ ら屋が 又 海岸 に 

あって 緣 側の 下まで 波が 来る のです 吉 原のお 幸 ちゃんと 云 ふ 藝者ゃ 武者 小路 實 篤と 逢 ひました ペリ 力 

ンの 雛つ： t: と 云 ふの は 何だか 蜥 51 みた いなもの でした 目が さめた 時 はもつ と 詳しく 覺 えて ゐ たが 今 こ 

れ 以上 わかりません さやうなら 

九月 五日  我鬼拜 

隆 一 樣梧右 
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二伸 お 序での 節-杏 取 秀眞老 へ 御禮の 手紙 を や つて 下さいません か 僕が あの 御金 を 着服し な い！^ 

據 までに 無理 に 貰 は せ た 上 無理 に 御 禮を云 は せ て 恐縮です 

五 I 七 〔九月 八日 田 端から。 瀧 井 孝 作 宛〕 

啓 昨夕 電氣と 文藝社 の 事を賴 みし 人の 所 へ 行き 話し たるに あの 社の 當事者 は 零餘子 に 萬 事 を賴み し 

爲差當 り その 手から 仕事 を 引き離す 訣 にも 行かぬ 由し かし 雜 誌が 零 餘子 ではう まく 行かぬ に 相違な け 

れ ば早晚 何とか 始末 をつ ける 事になる ベく その 節 はよ ろしく 願 ふと まふ 口上だった さう 云 はれて 見れ 

ば ぼ 方な き 故 君の 名 だけ 先方に 通じて 戾 つて 来た どうも この 口 は 至急 どうと 云 ふ 訣には 行かぬ と 思 ふ 

騎僕も 外に何か あるか 氣を つけて 置べ から 精々 君 も 當分は 現狀に 辛抱す る 事に し 給へ 冗員 淘汰が やか 

ましい 昨今 だから 改造の 口 も そんなに 難冇 くない もので はない の だよ 相談が てら 君の 所へ 行く 心^だ 

つたが 暑さに 負けて 手紙に した 以上 

昨日 作った 歌 

石燈籠 立ちの 佗しき 夕 空に あがりて 消えし 蟹なる かも 

九月べ 曰  な 鬼  0 

折柴 先生 

五 一 八 〔九月 十：：：： W 端から。 端 書、 小 政ニ郞 宛〕 

偶成 

瑟々？ 階 月 

. 幽人 帶醉看  ， ■ 

知 風 露何處 
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欄外 竹 三竿 

我鬼窟 主人 〔「我 鬼」 の^ 印 あり〕 

五 一 九 〔九月 十三 HE 端から" 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

昨日 は 藥を難 有う 古瓦樓 主人 も 貰った. ffl 何だか 君が 藥の 廣吿 でもして ゐる やうな 氣 がした 可笑し かつ 

た 御 鱧まで 

又 剃刀の 代 を 上げる の を 忘れた 

藥 煮る われう そ 寒き 夜 ごろ 哉  • 

十三 日  我鬼拜 

大芸 先生 

五 二  0  〔九月 十六 HI 田 端から、」 小， 315 政 ニ郎- が〕 


啓  — 

あの メリャ ス屋の 店に あ る 棚 (商品 の 箱が つまって ゐ る) もケ ン ドンと 云 ひます か あの 側 の y 

の やうな 所で す 御 面倒な が ら はがきに て も御敎 へ 下さい 以 上 

十六 日夕  我 鬼 

古 瓦 先生 

昨夜 歸途得 短 韻 

十 載 風流 誤 一 生  . 
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1. 花 城 裡昏々 雨  - 

{ 今： 對紅裙 話舊盟 

我 鬼 生  ■ 

五 二 一 〔九 だ 二十日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

夕 影の 鞍馬の 山に 人 住めり 嘯 虎と 云 ひて この 紙 作る 

はろ ばろ と 人が 持て 来し 封筒の 黃な るが 裏に 嘯 虎の 印 あり 

九月 二十日  Izn ド 風邪 引 籠 中 我鬼拜 

大芸 先生 

五 ニニ  〔九月 二十 二日 E 端から。 端 書 二 枚、 小 穴隆ー 宛〕 

〔 一 枚の 端 書に は 水 虎 問答 之圖 (次 頁 插畫參 照) あり〕  • 

•  よだ へ  ゝ 

赤ら ひくぎ ふりつつ 河童ら は ほのぼのとして 眠りた る 力 も  . 

この 川の I かし 河童 は 人間 を まぐ とせし かば 殺されに けり 

短夜の 清き 川 願に 河童 われ は 人 を 愛しと ひた 泣きに けり 

この頃 河童の 畫を かいて ゐ たら 河 直が 可愛くな りました 故に 河童の 歌 三 首 作りました 君の 畫の御 

禮に 僕の 畫 をお HI にかけ 併せて 歌 を 景物と します 以上 

五 二三 〔九月 二十 三 U 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

腸の 竊る 病と 聞きければ わが 腹 さへ も择 くな りに けり . 

氷囊の 下に まなこ をつ ぶりつ \ ゎが腦 味噌の 腐る 曰お も ほ ゆ 
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もう 少し まじめに 歌を考 へん 熱 は あれ ども 頭 は銳き 

入つ 曰に さ 庭の 草の けむる ときわが 腦味 の 腐る を 氣づか 

目な かひに かに やく 星の 今脊 赤し 人の 腸 腐れん とす も 

屋根 草のう ら枯 早み 腐れた る 腸 持ちて 生く る 人 あり 

まだ 熱 あり、 時々 起きて 原稿 を 書く、 苦しみ 云 ふば かりなし、 腸の 腐る 方が 樂 だとい ふ 氣 がする あ 

の藥 もま だ 使 はない 

病 我鬼拜 

五 二 四 〔九月 二十 五 H 田 端から。 番取秀 aM 宛〕 

拜啓 先達 はお 歌 難 有く 拜見 仕りました 菊 池 事 外に 至急 返事の わかる 方法が ありませんで したから 

速達で 問 ひ 合せ ましたが 今以て 何とも 返事が ありま せんもう 一 度 都合 を 問 ひ 合せて やります 力 もし 菊 

池が 不參 でしたら 私が 誰か 一 人出 品しても よいと 存じます その 旨 鹿 島さん へ 御傳へ 下さい それ 力ら 會 

の 日 十月の 一 曰か 三日 か だと 更に 都合が 好い のです がもう 御と りきめで せう か 今日 餘儀 なく 二日の ュ.^ 

ある 音 樂會の 切符 を 買 はせられ たのです これ も 序に 御 願 ひ 致します 私が 菊 池へ も 行け 先生な り 鹿 島 さ 

ん なりへ 上れる と 好い のです が 風邪が まだ 碌によ くなら ぬのに 原稿の/切で うんく 云って ゐ ます 力 

ら 手紙に て 御免 蒙ります 右當 用の み 頓苜  ， 

九月 廿 五日  t プリ 龍之づ 

香 取 先生 

五 二 五 〔九月 二十 八日 £ 端から。 番取秀 3奥 宛〕 

啓 今日 菊 池 田 端へ 參る旨 申しに 參 りました 一 日に は 同道 參 上します 
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L このと こ ろ に 河童 (一 一匹) の 緒 あり〕 

御 差 支へ がなければ その 節 御 さそ ひ 致します 

三日月 や 二 匹 つれたる 河太郎 

九巧廿 八日  ，  我鬼拜 

香 取 先生 侍史 

五 二 六 〔十月 一 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

つまらぬ はどうせ うき 世と 知りながら 茂 索 は 今 曰 もものお も ひ 庭の 夕日に ちりた まる 秋 海棠の^ 見れ 

ば 何故か 淚が 湧く と 云 ふ ほんに お前 は 暮れな やむ ファン つ 卜， シヱ クル 末世の 子 心 は 細き， れ^や 好い 

た 女 と 露が 散 る 草の 家ず まひ 山ず まひ 七 曰 七 晚寢 て ゐ た ら ち つ と は 胸 も 晴れ 晴 れ と 小說 書く 気 こなり 

やせぬ かええ じれった いしょん がいな 

と 云 ふの はどう だい その 癖 僕 自身 ちっとも 小說を 醫く氣 にならず 弱って ゐる 中央 公論の 小說も 半出來 

のま. 1 うまい かま づ いか， HI 分に もとん と昆 極めが つかない 多分 まづ からう 少し 世の中が いやにな つて 

近年に なく 憂 戀 になった 但病氣 はもう 全快 頓首 

十月 一 曰  我 鬼 

大 芸 先 生 

五二七 〔十 お  一 ni£f| から。 小，：：？ 政 ニ郎- お〕 

おみ まひ 難 有う 存じます もうよ くな りました 似 中央 公論の 小說 やっと 半分し か 書け ず大に 弱りました 

それ も 一 枚 二 枚づっ 渡した のでうまい かま づ いか，： ni 分に も 更に わかりません 活字に なったら 御 叱正 を 

請 ひたいと 存じます 茂 索 腸の 腐る 病の. E 驚きました がさう でない. ffl にて 安心 この 紙 サ-こ 封筒 ま 茂 索の 
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兄さんく ら ま のき 虎山 人の 作です 中々 凝った もの で せ う 病中 大 に トルストイ を 研究し て 大分 通に なり 

ました あいつ は 歐羅巴 漫遊 中學校 はかり 見て 歩いた 敎育 狂です 三十 歳までの トル ス トイに は 驚き ませ 

んが 三十 歳 以後の 彼 は 非凡です 猛然と して 「戰爭 と 平和」 を 書き出した 時の 彼 は 濡夫を 起た しむる 概が 

あります 以上 

實ニ句 

栴檀 の實に 風聞く や 石 だた み 

草の 寶ゃ門 を 出 づれば 水晴し 

皆 胸中 蕭 索の 意です 頓首  . 

十 乃 一日  我 鬼 

古 1 先 生 

五 二八 〔太 正 九 年 (推定」 十月  一：：： m 端から。 官本勢 助 宛 (寫 )〕 

敬 啓 御手 紙 難 有拜見 致しました 御 厚志 難 有く 御禮申 上げます 確 この 前 も 御手 紙 を 項いた 時、 風邪の 

爲參 上の 機會を 失した と 存じます が、 今度 も 一週間 も 以前から 床に 就いて 居りました 爲、 御 返事 もの 

びの びに 相 成り 申譯 なく 思つ て 居い ます。 漸 昨日 床 を 離れました から 早速 拜縐 御敎 へ を 請 ひたいと 思 

ひます が 本 月 五日で は 如何です か。 午前 午後 共 御 都合 好い 時に 參 上したい と 存じます。 御 面倒ながら 

端 書に て 時間 を 御 指定 下されば、 こ の 上の 好都合 はあり ませ ん。 どうかよ ろしく 御 取 計ら ひ 下さる や 

う 御 願 ひ 致します。 

右 失體御 1:;^ び 旁.' 當 用までに、 この 手紙 を 認めました。 

十月  一 H  芥川 龍 之 介 

. 宮 木 先生 侍史  .  t 


五 二 九 〔十月 十一 日 田 端から。 下島勳 宛〕 

合掌 度々 御手 紙 を 項き 難 有く 存じます 昨今 目の ま はる 程 多忙の 爲御 返事 も 差 上げず 甚 恐縮に 存じて 

居ります 玉稿 明晩 にても 持 參拜趨 したいと 存じて 居ります 井月 上人の 句漱石 先生の 書な ど：， ろい ろ 御 

話 を 伺 ひたいと 存じます 右 とりあへ ず 御 返事まで 大急ぎ これ を 認めました 再拜 

十月 十 一 日  我 鬼 生 

_  0 谷 先生 座右 

二伸 これから 劇評 を 書く 爲 いやな 芝居 を： 《^ に參 ります 

五三 0  〔十月 十六 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

I 賣文 八景 . 

かなしき は、 うき 世な りけ り 身 一 つの、 外に はたの む椎の 木の、 木陰 もさら に 嵐 ふく、  の 湖なる 漁 

舟、 わたし や 苫拽る 雨に ぬれ、 身す ぎ 泣く 泣く 楫枕、 夢 もむ すばぬ 苦し さ を、 知る は浪風 蘆ば かり、 

一 つ 浦屋の 漁師 さへ、 条も政 二 も榮ー も、 今夜ば かり は 上機嫌、 一杯機嫌、 色 機嫌、 大绪 女郎 衆の 買 

ひ 論に、 さぞ ゃ顏 にも 夕燒 けの、 勢 多の 長 橋 なかなかと、 時もう つれば 唐 崎 や、 まつ 間せ はしき 夜の 

雨、 比 良の 暮雪 か 女 菩薩 を、 抱けば 煩惱卽 菩提、 樣が ためなら 侖も 捨てよ、 帶 もやる やる 笄^、 閥の 

誓 は 堅 田なる、 雁の 折り 伏す 蘆の 穗の、 寢く たれ 居ろ と 思 ふさへ、 なじみ 重ねた かの 君に、 わたし や 

粟津の 靑 あらし、 - . 、つらい かなしい 逢 ひたいと、 心 矢ば せの 歸り帆 や、 いっそ この 儘 向う 地へ、 舟 を や 

ろかと 思っても、 魚 藍に は 魚 も あら 波の、 しぶきう き 世の すべな さに、 男の 意地 を 三 井寺の、 鐘 鳴る 

^ まで はやつ しっし、 やっと 打った る 網が くれ、 見えし は 鯉 か 石山の、 秋の 月 より 夜 もしる き、 漁 は 金 

3 露 二 千 丈、 語る も 聞 くもいと ほしき、 作家 修業の 八景 は、 多情多恨の わが 茂 索、 君が 爲とそ 三-直 
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しっかりし 給へ さう してえ らくな つて くれ 給へ 誰でも みんな 樂ぢ やない の だ 

十六 日 午後  我鬼拜 

佐々 木 茂索樣 侍史 

五三 I  〔十月 十六 日 田 端から。 小穴隆 一 宛〕 

寂し もよ 月の 繪のぁ るお 德利誰 か 描きけ ん この 古德利 

小 柱 に 菊 は 香ぐ はしと ろ と ろと 入 谷の 兄貴 醉 ひに け らず や 

碧 童 は醉ひ 泣きす らん 隆 一 は 眠る が 常 ぞ^ 原 草 は 如何に  • 

この 鳥 は 何 鳥な らん 紅 菊の 菊の花 見て 啼 けり や 否や 

隆 一 が醉 ひて 書きた る 菊の花 その 花 小さし あはれ を 感ず 

御會式 の夜ル を か きかく 鰹節 音 冴え ぬ れば醉 ひがて ぬか も 

男 三人 醉 へば まさび しこの 脊は 日蓮 上人の 御 命 かも 

夜 深み 歸り 来れば 枕べ に隆 一 が 描きし 菊の花 あり 

醉ひ 居れば 薄き 羽織 も脫 がな くにた だに 筆と る 龍 之 介 われ は 

十月 十六 日 

小 穴 畫 宗 梧 右 

五三 二  〔十月 十七 n  5 端から。 下 島 勳^〕 

合掌 御賽 頂戴 致し 又 井月の 短 册拜見 致させ 下され 難 有存候 明日 御 出立 御歸 省の 由 旅 中 御 恙無 之 やう 

祈 上 候 唯今 小穴隆 一 參り 居り 口にて 一 句 11^ し 候 間 ごらんに 入れ 候 珍重 

兩 降る や 竹の 句 ひの 古疊  .  ，. 


十七 日  我  el 

, 0 谷 先生 

一 一 仲 昨夜 御 来駕 下 され 候 由 留守 に て 失 禮致候 

五三- II 「卜 月 二十  一 端から。.！ 

5 三-一一 厂 小穴隆 一 宛。 插鮝參 照 」 

田 端 之 河童 二十 二 R ハ出 ラレ マ セン ドウ カオ ュル シヲ ネガ ヒ 

マ ス 一 一十 五日 スギナ ラ又御 一 シ ョ 二 屁 子玉ヲ トリ 一一 マイリ マ セ 

.t^ ド ゥ 力 人谷ノ 兄貴 一一 ヨロ シク 

本鄕之 河童 へ ン ィ ク ギ メナ ィャ ラウ ダ ナ 

s-i 「1" 二十  一 ni{- 推定) 

五三 四 厂端 から C 香取秀 M- 苑 」 

拜復  一、 二、 三 どの 日 にても よろしく 候 比. R 樣の御 都合に て 御 

きめ 下され 度 願 上 候 目下 風 を ひき 弱り S5 候 床の 上に て 句な ど 作 

り氣 晴ら し を 致す のみに 候 頓首 

秋の 曰 や 竹の 寶垂 る. - 垣の 外 

二十 一日  我鬼拜 

香 取 先生 梧 右 

二 仲 先達 は 結構なる 品々 難 有 御 禮申上 候 草々 

s-a 「十月 二十 四 = 田 端から。 J 

五三 T 厂端 書、 小： ゆ 忠兵衞 」 

肅^ 傘 C 御 歌格 段に. i 構と 布 じます あれ は 何度 讀ん でも うれし 


く，， よります さて 親-?」 病人 あり 日曜 は そちらへ 參 ります 萬 一 御 来駕 を 得る こ 恐縮です からこの 端書き 

M を 差 上げます 

爐の 灰に こぼる .. ^滑の 木の葉 かな 

と 云 ふの は 落第です か？ 

五三 六 〔十月 二十四日 £ 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

鶴 K よろし 百舌の 句も惡 しからず 章魚に 似た るの 蜘蛛、 感じ は 通 ずれ ど 最も 劣る ベ し 

小說 の 出來 そ くな ふ 日 天 が 下の 百 舌 も と んび も 落ち よ と ぞ思 ふ 

曰曜來 可らず 親戚に 病人 あり そちらへ 行く 

五三 七 〔十お 二十 七 田 端から。 小，： 政ニ郞 宛〕 

啓 碧 童 氏の 歌 を 御め にかけ ます 字 も 出来が よろしい 龍 字の 印 は 碧 童 氏 自用の もの 僕と は 關係も 何も 

ありません 僕 も 昨日の たくり ました 頓首 

生きの 身の あはれ を 求む る われ なれば 五錢の 踊り 今日 も 見に 来し 

舞姬の 一 入 はかなし 錢を乞 ふ 手のお しろい も剝 げてゐ にけ り  - , 

.  我 鬼 生 

古 瓦 軒 主人 御床 下 

-尺  五三 八 〔十月 二十 セ HI 田 端から。 下岛勳 宛〕 

九 合掌 御旅 先よりの 御 はがき 並に 今日は 御手 紙の 外 結構なる 品 頂き ありがたく 存じ そろ 井月 翁の 材料 

/や も 御 集まい の 由 御 同慶の 至に 存じ そろ その後 賣文 糊口の 爲匇忙 たる B を 達り 居り 候へ ども たまたま f 
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を 得 河童の 歌 少し 作り 候 間 御め にかけ 候 御 笑 ひ 下され 度 候 頓首 

川郞 のす みけむ 川に 蘆 は 生 ひその 蘆の 葉の ゆらぎ やまず も 

赤ら ひ く肌飞 ふ れ つ ，^ 河郞 の 妹 背 はい まだ 眠りて 居らむ 

わすら め W ぬ ガの穏 の 面輪 見 まく ほり 川 ベ ぞ行 き し河郞 われ ま 

人間の 女 を こ ひし かば この 河の 河 郎の子 は 殺されに けり 

いななめの 波た つなべ に 河 郎は目 蒙 冷たくな りに けらし も 

川"1^-の光消ぇたれ河郞は水こもり草に眼をひらくらし  - 

水底の 小」 仪 ふけぬ らし 河郎 の. あたまの 皿に 月 さし 來る 

岩根 まき 命 終りし 河郎の かなしき 隱を おも ふに た へ め や 

廿七 日朝  お I 

{八ェ 谷 先生. 

五三九 〔十月 二十 九 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓今 君の 手紙 鎖んだ 僕 は 風 を 引いた と 見えて 熱が 少し 出た 伹し明 曰 はもう 起きられ ると S ふから、^ 

配す る 程の 事 はない 君が 羅 井と 議論した 時 腹 を 立てた の は 天下の 公論 だよ 又^ を 立てる 程の 氣 ゆが あ 

る 力ら 好 いんだ 瀧 井 も 腹 を 立てて ゐ たらう これ 亦 腹 を 立て^ぬ やうなら 害漢だ 

？ 力 この 前の 日曜に 来なかった ので 封筒 を 書いて 貰へ なかった の は 遺憾で ある 相 成る，^  くま 君の 方の 

卖 筒へ 四 五 枚 名前 を 書いて 返事と 同封して 達って くれない か 「 月 曰」 と 一 K ふ 字 も 入れて く 

謝する 大芸 居の 芸は 香艸 だら う 田 崎 草雲 の畫 室の 名も芸 何とか 草堂だった と 大芸の 意 * 州，^ ポ風 

盧は赤 風呂と 云 ふ 湯屋が ありさ， -' でい かん 大芸 居の 方が 遙に 好い 

時雨る..^ ゃ晝も 火と もる ァ ー ク燈 
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十月 廿 九日 午後  龍 

大芸居 御主人 樣 

五 四 0  〔十月 三十 H 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 • 

啓 この間の 柘摺 はもう 裝癀 匠へ やって しま ひました 尤も 上等な 表裝ぢ やありません 紙 表装です 三 四 

日 前晚翠 軒へ 參り八 大山 人 や 王 石 谷な どの 畫の本 を 求めました こんど 御出での 節お めに かけます 八大 

山人 は 新し い 人です な 明 末淸初 頃の 人です 道理で 畫が ハ ィ カラ だと 思った この頃 倪雲林と どうと か 云 

つたの は 梅 道 人の 間違 ひです  . 

それから 日曜に は 俗 客が 多い から 御 光来の 節 は 火曜日の 夜來 ません か 俗 客と 云へば 昨日 大俗客 來り神 

がかり になる 男が ゐ るから 一 しょに 御硏究 になり ません かと 云 ふ 何でも 泉 鏡 花や 喜 多 村 綠郞も ひきず 

り こまう として ゐる らしい 犬に 辟易し ました 

今日 風 輕日暖 閑 庭黃葉 可愛 さやうなら 

十月 丹 日  我鬼拜 

悅小隆 先生 

二 仲 ボタ 目下 大雅 堂の 畫を 一 枚 手に入れ かかって ゐ ます 變な 人間の 繪 です 多分 袋入りの 琴を携 

へた 僮 か 何 かで せう うまく 手に は ひったら 碧 童 先生に も 見て 貰 ひます 

昨日の 途上 吟 

時雨る る や 層々 暗き 十二 階 

五 四 I  〔十一月 一日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

感狀 
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上野 竹 之 臺合戰 之 刻 單騎践 二 破 備實比 兵 守之陣 1 短 兵 遂二散 仁 本 餌 搔介之 軍 1 侯 段 前代未聞 無； - 比頓, 者歟 

子 曰へ 目 顧 直 雖ニ千 萬 人！ 我往矣 佐々 木 之 振舞 希代 之 强勇也 因爲ニ 恩賞 1 一 生 之 間 短篇 長篇 詩歌 戯曲 作. 取 勝 

手 宛 行者 也 感狀合 而如レ 件 

大正 九 年 十 一月 一日  •  羽 賀宅阿 入 ャ；^ 承ル 

佐々 木 左 衞門尉 どの 

五 四 二 「十一 月 八 口田 端から-。 香 取秀眞 宛。 封筒に 御 返事に は不及 候と ぁリ〕 

t 成 省 その後 皆々 樣御 さびしく 御 消光の 事と 存じ 侯 さて 花瓶の 事 枕 草紙 第つ-段； rl^ …： I： の條に 

おもしろ く さき た る 櫻 をな が く 折り て お ほ きな る 花瓶 にさした る こそ を かし けれ 

と あり、 又 第二 十 段淸涼 殿の 雅遊 にも 

勾 欄の もとに 靑き 瓶の 犬なる をす る J て 櫻の いみ じく 面白く 云々  - 

と あり 候へば 兎に角 あの ■ 時分 はもう ありし 事と 存じ 候な ほ あと は氣 づき 次第 申 卜ぐ.？ く 候 きお 

十一月 八 R  芥川龍之介 

香 取 秀 眞 樣  ， 

五 四 三 〔十 一 月 十 H 田 端から。 下鳥勳 宛〕 

拜啓 蓬 平 の 竇拜 見さ せて 頂、 いて 難 有う，、 」 ざ いまし た 朴訥な 所が あ つ て 愛す I？ き 書， だ と 思 ひます もう 

少し 御 早い と 昨日 は 山 本 鼎 氏が 來てゐ たので 見せられる 所でした それだけ 殘念に 思 ひます その 節 山 木 

氏が 見せに 持って来た 口 シ ァ の 子供 畫集 御：：！！ にかけ ます 手本 を與 へ たり 教師が 惡敎 育を與 へ たり なぞ 

しないと 小 供 はかう 云 ふ 面白い 畫を霄 くので す 二：  二  a 中に 山 本 君が 來る 時までに 见て， B}^ けばよ ろしい 

のです か ら御ゅ つ く り 御ら ん下 さ い 
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直 雾 

庵の 秋 蓬 平なら ば 山 描かん 

十 一 月 十 HI  我 鬼 生 

穴ェ 谷 先生 梧お. 

_  五 四 四 〔十一月 十一 ：= 田 端から。 小，： 《 政ニ郎 宛〕 

啓 この頃 賣文 渡世の 忙しき に 弱って ゐ ます 十五 3 に は 行かう か 行くまい か 目下 勘考 中です 濡れ そ 

むる の 句 は折柴 近来の 佳作と 做す あれが わからな いや うぢ や 駄目です 但し あれ は 時雨と まふ 前書きつ 

きです さもな い と 何故 濡れる の だか 判然し な い 「お 律と 子等」 の 批評 を 書い て 下さ つ た由感 佩し ます 

あれ は 未完です もつ 二三 通夜 や 墓の 事 を 書かない と 纏り ません (今度 はお 絹 を 主人公に して) 但し も 

ぅ嫌氣 がさして みます 

近吟 一  ， 

艳が 根の 土 乾き 居る 秋日 かな 

十一月， H 曰  我鬼拜 

古瓦樓 主人 梧 右 

五 四 五 〔十一 月 十一 u 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 手紙 を 出し と い て 来ない なん ぞと い ふそんな フ リ ボ ラ ス な 態度で 淑女に 對 しち や い か ん房子 女史 

が 用が あって 歸 つたから 好い が 上って 何時までも 待ったら 僕まで 困る からな 十四 曰に 小島 も 來る甶 差 

支へ なければ お 房さん をもう 一 度 招待し 給へ 新年 號に そろそろ 惱 まされ 3iS るに は 悲慘だ 小閣を 偸んで 

遊戲の 文字 を 並べる 外に 樂し みはない 


被が 根の 土 乾き 居る 秋日 かな 

十一月 十一 日  我 鬼 

大 芸 先生 梧 右 

五 四 六 〔十 一 月 十六 日 田 端から。 下島勳 宛〕 

伊豆 ゅ來し 蜜柑 十 あまり 盆に 盛い これ 食し ませと わが たてまつる 

井月 の ほお 寫し 倦む 折 々はこ れ 食し ま せ とわが たてまつ る 

十一月 十六 日  三 拙生拜 

i4i 谷 先生 梧 右 

五 四 七 〔十一 = サニ  rn 京都から" 槍 端 書、 芥 川-: g〕 

やっと 講演 後の 騒ぎ をす ませ 當 地に 來 ました 今夜す ぐ 東京へ かへ る！ IC の 所 宇野浩 二に 誘 はれ 木 |Z  一 

にきめ ました 久米、 田 中 は 當夜キ 京 菊 池 は 廿四五 H まで 大阪 滞在 我々 はサ ra::!: キ 京の^、 大阪及 京^ 

よ り 小包 を 出し ま し た 受取 つ て 下さい 

五 四 八 〔十 一 月ニ十ニ日京都から。 繪端書へ宇野浩ニと寄書、 江ロ^^宛〕 

宇 野 耕 右衞門 先生に お守り をされ てゐる まあ ボ ク も 面白 か つ た 

峽 中に 向 ふ 馬頭 や 初 時雨  ， 

芥 川-龍 之 介 

M  五 四 九 〔十一月 二十 二：！： 京都から 。繪端 書、 小 穴 降  一^〕 
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大 阪道頓 堀の slf.- にゐ たら 川 向う の 家の 物干に 猿が 一匹 這って ゐ ました その上に 晝 のお 月樣ガ あり 

ました 歌 か 句に なりません か 頓首 

一一 十一 一日  京都 驛 にて 芥川龍之介 

五 五 0  〔十一 月 二十 二日 京都から。 繪端 書、 小澤 忠兵衞 宛〕 

今日 一 日時 雨の 中に 宇 野浩ニ 先生と 京都の 町を步 きま はりました 一 軒 紙の れん を靑 竹に とほした 緩 頭 

屋が ありました あなたと 一 しょなら は ひって 饅頭 を 食 ひたいと 思 ひました 頓苜 


二十 二日 

五 五 I 

白玉の ゆめ 子 を 見 

二十四日 

二 仲 但し 宇 野 僕 


芥川生 


〔十一 月 二十 四 ：n; ま訪 から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 


」. の 地に ゐる事 公表し ないで くれ 給へ 

五 五 二  〔十一月 二十 四 ni 諷訪 から。 繪 端醫、 下島勳 宛〕 


京阪より 名 古屋へ 出て 木 曾の 紅葉 を 見て 當 地へ 來 ましん 

井月の 瓢を何 處へ暮 の 秋 

二十四日 


一日中に 歸 京す る 心算 で す 

我 


鬼 


j 1 一一  ゆ 

五 五三 〔十一月 二十 四 nz 諷訪 から。 繪端 書、 中西秀 男-お〕 

京阪 を へ めぐり 昨夕 比議 へつきました 比 處は宇 野浩ー 一先 生の 第一 一 の故鄕 です 今度 は 宇 野 先生が 案內に 
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立って くれました 頓首 

廿 四日  龍 

五 五 四 〔十二  H 三 H 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

啓 この 間 辛氣く さ さ の あ ま り 碧 童 先生 を 訪ね いろいろ 聞いて 貰 ひました おか げ で 家へ かへ つたら 小 

說 を 書く 氣分 になれ ました この頃 人に 四 王 吳渾の 畫集を 借り ました 南 田が 一番 好い やうです 今度お Hr 

にかけ ます 碧 童 先生の 所で 見た 君の 歌 皆よ ろしあの 中 僕が 頂戴した 一 一首で 云へば 後の 歌の 方より 好き 

なり 今度 大阪 にて 矢 野 橋 村と 言 ふ南畫 家の 御馳走になる 健筆家です 六月から 今 H までに W 風 六 枚 折 二 

双 二 枚 曲 二 双 尺八 位な 絹本 双幅 十 便 十 {且 の 小幅 幷 せて 二十 一 枚 その外 長卷も 一 っ醫 いて ゐ ます 但し 寶 

品 は 君 に比べ る と 段 違 ひに 下等です 

ぬば たまの 夜 さり くれば その {4! にい ま あかあかと 彥星 たるる 

註に 曰 これで も戀 歌です 頓首 

十二月 三 H  . 我 鬼 

倪 隆 一 先 生 

二伸 大阪 堀江の 妓 僕に； u 

油 し  6  OCO 

と 言 ふの が讀 めます か 僕 曰よ めない 妓曰敎 へて 上げ まほ か 僕 曰 敎 へて くれ 妓曰油 ハ タカシ 夜ハ ナ 

ガシコ マルコ マル 大コ マル さう だ つ し やろ 僕 曰な ある 程 z;: 上 

五 五 五 〔十二月 六： 端から。 瀧 井 孝 作^〕 

啓 六 枚： ni の 末 かと 思 ふ 「たと ひ 及ばな いまでも」 と ある 所 「 たと ひ 及ばない 事が あっても」 と 改められ 
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たし 一 體に 今度の 小 說むづ かしき 漢字 少 からず 何卒 校正に 念 を 入れて 頂きた し 以上 

六日 夜  雲 田 生 

折柴 先生 

二 仲 今 曰 は 一 枚な り あと 少し かきたれ ど 持って かれる と績 ける に 困る 故 止める 事に した 

五 五六 〔十二月 六日 田 端から。 瀧 井 孝 作 宛〕 

折柴 先生 これ も 六 枚 al なりし と 思 ふ。 「主人 は 微笑 を浪 らしながら、 斜に 翁の 顏を 云々」 と あり。 其 

處が もし 「使ら しながら」 になって ゐ たら T 含みながら」 に 改められ たし。 「拽 らしながら」 以外 だ つ た 

ら、 その 儘に 置かれた し。 約束の 日限 切れ たれ どもう 眠くて 書け ぬ。 山 本社 長に は 平 あやまりに あや 

まる 故、 明 曰 夜まで 待って くれ 給へ。 中途で 切る の は 困る。 よろしく たのみ 入り 奉り 候。 

雲 田 生 

五 五 七 〔十二月 六 H 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

題倪 先生 隻鷄之 圖 

明 燭似風 消慘悽  • 

淸香如 水 灘塵迷 

展將 一 幅 澄 心 紙 

寫得 中秋 白羽 鷄  . 

臘初 六日  雲 田生拜 

雲 林 庵主 侍史 

二伸 この 詩 一 時ば かりにて 成る うまい かま づ いかよ くわから ず 但し 小島 政 一 一郎の 句より はう ま 
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い 自信が あります 

五 五八 〔十二月 六日 田 端から。 小澤 忠兵衞 宛〕 

合掌 御手 紙 難 有く 項き ました 相 不變每 日 原稿に 惱 まされて ゐ ます 昨日 も折柴 改造の 社長と M 道に 

て參り 何でも 六日 中に 脫稿 を賴 むとの 事に て 今日は 嫌々 ながら ずっとべ ンを^！^りっづけですその後私 

雲 田と 云ふ號 をつ ける と 申した 所、 大分 諸君 子に ひやかされました 雲 田 の 號 がそん なに 惡 いでせ う 

か 小 穴 先生に 聞けば 蜆 川 あたり はの 御 歌畫築 紙に 御 書きに なった のが ある 由 項 $ 来るなら 項 戴し 

たく 思 ひます それから 河郎 〈舌の 印 も 頂戴 しないと つぶされ てし まふ 由 欲張って ゐる やうです が かせ 

て 下さい これ も 小 穴 先生の 入知慧 です 何しろ 原稿の 催促ば かりされ て ゐる爲 一 向 歌 も 句 も 出来ません 

仕事 をし まったら 一 日 ゆっくり 風流 三昧に は ひって 見たい と 思って ゐ ます 風流 三昧と 云へば 小 穴 先生 

に 素ば らしい 鶴の 畫を貰 ひまし た 意 淡に して 神 古 ると でも 云 ひたさうな 靈 です あ- - なると 河童 ではと 

て も 追 ひっきません この頃で も 時々 氣が 滅入って 弱ります 

僅に 一 首 

苦し くも ふり 来る 雨 か 紅が らの 格子の かげに 人の 昔す も 

その内 又參上 愚痴 を 聞いて 頂きます 頓首 

十二月 六日  龍 之 介 

衷平 先生 侍史 

五 五 九 〔十二月 七： nH 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 一 度 君の 所へ 行きたい と 思 ひながら 行った 事がない 九日の 夜參 上したい が 都合 はよ ろしい か 今 か 

ら では 返事 も 待 つ て ゐられ さう もな いが 大した 差 支へ がなかった ら 都合が よろしい 事に し て くれ 給 へ 
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ポク 今 王 煙 客、 王 藤 州、 王 石 谷、 渾南 田、 董 其昌、 が 出て 來る 小說を 書いて ゐる それでた つた 二十 枚 

所 ま づ洞庭 萬 頃 . 煙波 を 尺の 間に 描いて ゐる形 だよ 小島の 短篇 を 一 っ預 つたが まだ 讀了 しない 半分 

位まで は 素直に 行って ゐる らしい がね 今日 折柴に 貧乏 話 を 聞かせられて 同情した 原稿の 催促 をされ る 

の も あまい 面憎く なくなつ たから 妙な ものだね 今晩 これから 八枚裎 書かねば ならん 君に すれば 半夜の 

仕事 だが 僕 は 中々 一 骨 だ 

雪 竹 や 下を視 けば 暮る \ 川 

臘初七 曰  我 鬼 

大芸 先生 侍史 

五. 1 八 0  〔十二月 七 H 田 端から。 小 穴隆ー 宛。 封 倚に 雲田屋 我.^ 兵衞と あり〕 

ボクは 今 王 煙 客、 王廉 州、 王 石 谷、 惲南 田、 莆其昌 の 出現す る 小說を 書いて ゐる皆 登場して たった 二 

十 枚 だから 大した もの さ、 洞 庭 萬 里の 雲煙 を^ 尺に 收め たと 云 ふ 形 だよ コ イツ を 書き上げ 次第 鮫洲の 

川 崎屋へ 行き たいが 君つ き 合 はない か 入 谷 の 兄貴 も 勿論 つれ 出す さ 

五六 I  〔十二月 十日 E 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 驚いた 事に は 昨日が 九 曰だった さう だ 僕 は 今日が 九日 だとば かり 思って ゐた その 爲 折角 君の 所へ 

行かう としたの は 駄目に なった 今度 は 原稿の 片づ き 次第 にす る 十二 曰の 日曜 は 執筆 多忙 の 爲面 會謝絕 

だま だ 改造と 「赤い 鳥」 の 續稿を 書いた ばかり だ 中央 公論の 「山 鳴」 は 未に 出来ん 

春 曰 さす 樺の 木の芽の 事 を 繋み わが 山 嶋は立 ちがて ぬか も 

と 云 ふの は 歌に なりません か 今樗陰 先生 来り 三 汀が 行方不明で 困る と 云って ゐた 以上 

十二月 十日  雲 田 生 
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大芸 先生 

五六 二  〔十ニ月，^|四：：：：田端から。 佐 佐 木 茂 索 宛，, 

啓 裝潢は 一 切 君の 兄さんの 說に 任して くれ 給へ パと シケ 以外の 事 は 何も 僕に はわから ないから こ 

の 間の 歌 ふかぶか として 雪 を 見る と 云 ふ 一 首 及第し かし 君の 歌 は 概して 玄人 だよ 古 瓦 先生の 歌な ど は 

どうも 素人臭 を 帶び てゐ るいろ い ろ な 物 を 貰 ふ 由 貰つ て 困らない の は 11 身中 だ けだ よ 今の うち 澤山賀 

つて 置き 給へ 女房が 出来る と 貰った ものの 始末に 窮 して 川へ 抛り こむ やうな 事に もなる 註に n コ レ ハ 

ノロ ケナリ 

山 鳴の 歌 (君の) は 何の 事 だかよ くわから ぬ 君 自身に も わかる か 怪しい ぜ かう 忙しい と 聊小說 をき か 

ぬ 君が 羨し くもなる 僕 も 金が あると 寶文 糊口 なぞ はせ ずに 隱 逸の 志 を 遂げる の だが な 因に 云 ふ 伊藤 

左 千 夫 は 好 い 年 をして 妾 を 持 つ て ゐ た 由 彼の 歌の 艷 つぼ い 所以 だ ね 

十二月 四日  我 鬼 

佐々 木樣， 

五六 三 〔十二お ー 四 から" 小 穴隆ー 宛〕 

夕暮 やなび き 合 ひ た る ま の 竹 

臘月 十 g:=  我  鬼 

バ 1  ーノ  生 

一 ： 仲 まだ忙しぃのに困り居りそろ衷"^^先生に「夜來の花」の爲御迷惑をかける事恐縮の外なし今 

rn 御腾. 狀を 出し そろ ic;^ の 雪の 句衷平 先生の 御 說御尤 に そろされ ど あれ にても 化总 を： 迎ず べしと 存 

じ そ ろ 伹 し 素人 考故ぁ ま り 當 て に は なさる まじく そろ 頓ほ 
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五六 四 〔十二月 十四 R 田 端から。 端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

3 

夕暮 やなび き 合 ひたる 雪の 竹 

職 月 十四日  我 鬼 生 

古 瓦 先生 

•I ト r 五 1  ハ五 〔十二月 十四日 田 端から。 小澤 忠兵衞 宛〕  -. 1 


拜復 お 母 樣が御 怪我の 由 一 日 も 早く 御 全快になる やうに 祈ります 私の 母 なぞ も 七 八 年 前に 庭石で 打 

つた 腰が 未に 時時 は 痛む さう です その 時に 養生が 足りなかった からでせ う 御宅で もさう 云 ふ 事の ない 

やうに 大事に なさる 事が 肝要 だと 思 ひます 

雲 田の 號は 嫌味の 由で はもう 少し 考 へた 上つ ける 事に しませう 小 穴 先生から 最 仲の 雅號を 御 えらびの 

.ffl 承りました 好い 感じの 字面です が 人 は モナ 力と 讀み はしません か 

夜来の 花の 字 を澤山 書いて ゐて 下さる 由 これ も 小 穴 先生から 拜承大 に 恐縮し ました あまり その 方が 立 

派になる と 表装ば かり 堂々 とした 假畫の やうな 本が 出来 上ります 聊 原稿 を 集める のが 無氣 味な 氣 がし 

て 来ました 難 有く 御 禮を申 上げます 

相不變 忙しい のに 辟易して ゐ ます 一 年 位 何も 書かずに 畫ゃ 字の 稽古ば かりして ゐ たい 氣 がします しか 

し 貧乏の 爲當 分は隱 逸の 志 を 遂げられません 甚 情無い 氣 がします 昨夜 鐵 舟の 書 を 一 一圓ば かりで 買 ひ 

ました 眞か贋 かよく わかりません 字 は あま りう まく もな いやう で す 今度 御 出 で の 節 御覽下 さハ この 暮 

は 小金 を懷 にして 少し 道具屋 歩き をして 見ようかと 思って ゐ ます 山 椐 十の 御 句 結構に 存じます しんみ 

りした 美し さ を 感ずる のですな 後學の 及ぶ 所に あらず あれ を 見て 發 憤して 忙しい 中に 句を考 へて 見 ま 

したが 一 つも 物に なりませんでした どうも 小 說に追 はれて ゐ ると 俳 骨 も 何もなくなる やうです 目 K. 


山 鴨と 云 ふの を 書いて ゐ ます トルストイと トウル ゲ ネフの 出て 來る 小說 です まだ 中途です カー， 

を 具へ さう にもありません 


芥川龍 之 介： 


5 
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春 日 さす 樺の 木の芽の 事 を繁み わが 山噶は 立ちが てぬ 力 も 

獵月 十四日 

衷平 先生 侍史 

五六 六 〔十二月 十八 端から。 力：： 取秀 ほつ お〕 

鴨 も 御 歌 も 難 有う，.、 「さ います 

手賀 沼の 鴨 を 賜る 寒さ かな 

わが 庵 や 鴨 かくべく も 竹 柱 

天 岡 先生 を懷ふ 

叟 一 人 巴 里に 食 ふ 鴨 塞から む 

臘月 十八 日 

香 取 先生 

-It--  r 十二  二十 八：： から。！ 二 枚 

五六 七 厂 へ 小穴隆 一 と 寄書。 小澤忠 兵衞宛 

水鳥の 一 羽 はかなし 松に ゐて 羽极 切る は 見 ゆ 音 は 聞えず 

大年ゃ 藥も賣 らぬ隱 君子 

〔我 鬼醉， お。 德 利の 繪 あり〕 

歲末靑 蓋 翁 へ 御歳^ 一  句 


我鬼拜 


我鬼卽 


年 九 ■tf:- 人 
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d| 瓜 屈け ず じ まひ 師走 かな 

小 穴 先生の 驟 尾に 附 する の 句 

お降り や 竹 ふかぶかと 町の {八丄 

〔小 穴隆 一筆、 門松の 傍に 子供に 似た る 犬の 繪 あり〕 

淸凌亭 の御稻 さんの 御酌に て 小 穴 先生と 飲み 居候 

我 鬼 

五六 <  〔十二月 二十 九 nzs 端から。 端 小お 政ニ郎 宛〕 

新年の 句 を 作りました 

お降り や 竹 ふかぶかと 町の 穴ェ 

二十 九日  雲 田 

♦  五六 九 〔十二月 二十 九 =w 端から。 下， ぉ勳 いが〕 

短日 や 味噌 漬三 ひら 進 じ そろ 

臘 二十 九日  我 

穴ェ 谷 先生 侍史  . 

五 七 0  〔十二月 三十 昍 端から。 香取秀 据 宛〕 

信 州諷訪 の 湖の 蜆少 々ばかり しんじ そろ 

山國の 蜆と どきぬ 春 隣  . 

萬 葉の 蛤 ほ 句の 蜆 かな 


鬼  子 


拜 


襟卷 のま X 召した まへ 蜆 汁 

臘末  我 鬼 押 

香 取 先生 侍史 

五 七  一 〔4-; 月 W 端から。 端 書、 小 穴險ー 宛。 小-ぬ 傲 is^ 士雲 田と あり〕 

君 ポク の 家の 近所に 切通し の路が あるの 知って る だ、，： う (烏 居の 前から まっすぐに 崖の 上へ 出る 所) あ 

す こ を 通る 一 入の 男 曰 「箱 根の やう だね 此處 は」 ポク 貧乏な りと 雖も 名勝^ 根の 如き ものの 側に 住んで 

り や 光 榮だ右 御 報知まで 以上 

,  五 七 二 一； 人. 爪 九 年 端から。.^；: 取 秀眞. w〕  • 

拜啓 唯今 は失禮 致しました 歸 りました 所 方 外の 菅 先生が 見え 先生の 大雅の 話が 出ました 所 犬に 見た 

が つ て 御出で になる の です が 恐縮ながら 一 寸拜借 願 へ ます ま い か 使 の^に 御 渡し 下さる と 難 有い と存 

じます 右 とりあへ ず 御 願 ひまで 頓鮮 

サ 八日  ，  龍 之 介 

香 取 先生 梧 右  . 

五 七三 L 大正 九 年 (推定) W 端から。 ^取秀 宛〕 

啓吉井 勇の 歌 御め にかけ ます 内證 で.^;: 井に さ.. -げる 歌 を 作りました から 是亦 御らん に 入れる 事に しま 

した 天 岡 氏の 宿所 書 序 を 以て 使の 者に 御 渡し 下されば 幸^です 頓首 . 


年 九 正大 
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ひさかたの 天主の 堂に 糞 長く まり はまる とも 歌な よみ そね 

長 崎の 南京 でら の 瘦せ女 餓鬼 まぎ はまぐ とも 歌な よみ そね 

黑船 の黑き 奴の 療の 膿な めばなむ とも 歌な よみ そね 

五 七 四 〔大正 九 年 (推定」 £ 端から。 香 取秀眞 宛〕 

拜啓 先刻 は失禮 致しました その 節拜 見した 花瓶 (菊の 摸樣の ある) 先方へ 見せに 遣し ますから 一 兩日 

拜^ 願へ ますまい か 我儘ば かり 申 上げ 甚 恐縮です が 唯今 賴み 手參り その 旨 申します から 御 願 ひ 致し ま 

す 草々 

六月 廿 七日 午後  . 芥川龍之介 

香 取 先生  ■ . 


大正 十 年 

五 七 五 〔 一 月 六：！： m 端から。 小 穴 降 一 宛〕 

拜啓 昨晩 はわ ざく 御光來 下さった 所 留守に て 恐縮 昨 =1 始めて 外へ 出た のにて それまで は， お" =^ゐ 

たのに と 思った それから 歲且の 名晝難 有う 仲 丙 先生から も 歌 や 句 を 貰った 僕 何時ぞやの お降り 

の 句 以来 句 も 歌 も 作らず 大阪の 新聞へ 變 な小說 執筆 中 あの 南 躉の本 も 未だ 一 册 しか 見ず 箦は 一 枚仿 

雲 林 を やって 失敗した 天神の 古道具屋の 鉢 君が 買ったです か 昨夜 行ったら もうなかった 人手に 落ち 

たの だと 少し 口惜しい 業 も 中の 字の つく 號が つけたく なった 爲 いろいろ 考へ た 

宗中 (コレ ハ小堀 遠 州の 號) {41 中 (本 阿 彌光悅 の， r の號) などつ けたいの は 人が もうつ けて ゐる 且 

中と しょうかと 思った が 未定、 中の 字の つく 號は惡 くす ると 男藝者 じみる のでむ づ かしい ns 中、 玄 

中、 童 中、 呆中、 寂 中、 景中、 素 中、 了 中、 皆 落第 昌中 はどう かと 思った が これ 亦 未定 田 中と 云 ふ 

のを考 へたら タ ナカだった ので 困った いづれ 年始 廻り 兀結 次^ 仲 先生 を 訪ねます 

一 月 六日  未 牛， 子 n- 中 

1 游亭 主人 梧 右 

五 七 六 〔一月 六 ni 田 端から C 小^ 忠に r 衞^〕 

拜啓 昨夜 は 御 來駕を 得た 所 留守に て 何とも 殘念に 存じました しかも 正月 ほな つてから 元 H の 夜 は^ 

8 き あの E 始めて 外へ 出た のです 大阪每 日 へ 怪しげな 小說を 書き出した 爲又 多忙に なりました 仉 しこれ 

3 ま 一 週間. まかりす ると 片 づきます その上で ゆっくり 優游 します 僕 この頃 思 ふに 雅號に 二 稀 あり 一 は 支 


年 十： m- 尺 


那直竊 一 ま： n 本 特製であります つまり 嫩石は 前者 最仲は 後者な のですな そこで 僕 も H 本 雅號を  一 Z つ 

^ ナ たいと 55 つて いろいろ 考 へて 見た のです がどう も 好い のに あたりません 光悅の 子の^ 中、 小 堀 遠 州 

の；， Kp、 なぞ 中の 字の 號が 好い と 思っても 最 仲の 向う を 張る 程の は 一 つも 遭遇 しないの です 姓名 判 i 

こよる と 了 中と 云 ふ號が 好い さう です が 何だか 男藝者 じみる 爲 ためらって ゐ ます 序に 見て 貰ったら 最 

中 まあな たに 大 へん 好い さう です 但し この 姓名 判 斷家は 素人 ださう ですから 餘り當 てに はなり ません 

. 日本 及 R 本人の 選 句 をな さる 由 僕は舊 傾向 故 投：？ 出来ません 聊殘 念な 氣が します それから 齋藤茂 苦お 

の 「あらたま」 一 部 差 上げる つもりの があります 故 御 買 ひ 求めに ならずに 下さい 可成 好い 歌 力 ある やう 

です 僕 は 歌 も 俳句 もな まけて ゐ ます 唯 この間 人に 金 瓶 梅 を 一 部 贈る 時 歌 二 首 を 添へ て やりました 御高 

覽に 供し ます 

老 らくの 身 を 忘れむ はこの ふみに 玉子の 酒 もけ だし 若 かざ ら t 

かに かくに この 長 ふみを 讀ま \ く は 霜月 はっか 藥喰 ひの 後 

ゎヒ i われの 鬼 趣帖に 題して 項いた 歌 中ろ くろ 首の 歌 壓卷と 存じます 「ぬば たまの 雨 夜 を 化けて」 の 街^ 

にも 敬禮 したので すが 「ぬば たまの」 が 「雨 夜」 にか かる 例が あるか どうか 心配に 思って みます り」々".^, 

に 力 力い ま，"^  N^lr^ 

一月 六日  5^ 鬼拜 

最仲樣 まゐる 

二 仲 別紙 は 前 に 書 いて 出さずに しまつ た 手紙で す 序に 御らん 下 さ い 


拜啓 御手^ 拜見 しました 今度 も 御 歌 は 結構に 存じます 雅號の 事 最仲は モナ 力と 讀 t 讀 まな.." に不關 

だんだん 好い 氣 がして 来ました 藻 中、 御尤好 音悉最 仲に 及びません 號を御 改めに なるなら 是非 最 仲に 

なさい ェ戶 百年の 風琉が 上品に まとまる と あの 號 以外に 出ない 事になります 雲 田の 悪口な どはレ くら 


云っても かま ひません 遠慮なく 申 上げる と 僕の 句な り 歌な り 或は 又 趣味 全體 はもつ と 露骨に 批評して 

頂， > た 方が 好い のです その 批評が 當 つて ゐ たら 僕 はすぐ 禮拜 します 當 つて ゐ なかった らもう 一 度 し 

返します 古人 は 道の 爲には 師弟 を 問 はない と 云った さう です が 我々 の 間で は 風流が 卽. 迫です から 力， 

に 遠慮のない 方が 道の 爲 になる だら うと 思 ひます 僕 は 新 到の 雲水です がそれ でも 說が ある 時 は 說で 

も僻說 でも 述べ る 氣でゐ ますまして 久 參の衲 子た る 先生 は 僕 なぞの 理窟に 間違って ゐる 所が あったら 

かま はず ピシ ビシ やって 下さい 「山 鴨」 は 全然 出来 そくな ひました 

五 七 七 〔 一 月 九 端から。 香取秀 11M^。 封筒に 東南 離 芥川龍之介と ぁリ〕 

こ の 間 は 御 歌 を 難 有う.) 」 ざ い まし た 惡歌を 御返し 致します 

一杯の 酒 もの まね ど 夜 語り の あと はう つ ベ しわれ をよ ば さね 

一 月 九 曰、  芥川龍之介 

香 取 先生 侍史 

五 七 八 〔一月 十 rzw 端から。 端 書、 小穴隆  一^〕 

布 佐 川 行きの 件もう 一 週間 御 延期 願 はれま じく や 僕 その 頃までに は 小 亂脫稿 仕るべし 二； 大の 布袋 II 鶴 

を 看る の 闥は原 家 所 藏ボク も 一 見せし 事 あり 俊逸 無双^ その 隣へ 大雅を かけたら やはり 位負けが した 

, ^首 

二伸 圓中 名號ナ リ圓屮 一一 ショウ 力 

五 七 九 〔一 月 十三： n 田 端から，。 玉 林憲義 宛〕 
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啓 今朝 あなたの 手紙 を 見ました あなたの 手紙 は 好い 手紙です 私は偷 快に 讀 みました 時に 私の 所へ も 

知らない 人が 手紙 を くれます 書生に 置いて くれと 云 ふ 手紙 もあります 原稿 を 見て くれと 云 ふ 手紙 も あ 

ります 色紙 や 短册を 書け と 云 ふ 手紙 もあります 私 はさう いふ 手紙が 來 ると 大抵 顔をしかめます さう し 

て斷 りの 返事 を 書きます あなたの 手紙 はそんな 手紙 ぢ やない それだけ でも 旣に偷 快です その上 あなた 

の 手紙に は 我我 三十 前後の 人間に は 失 はれた 純粹な 感情が ある やうです もう 一 度 繰 返す と 私 は 偸 快に 

あなたの 手紙 を讀む 事が 出廉 ましたし かし あなた を 知らない 私に は 何 を あなたに 注意して 好い かわか 

りません 唯 私が 誰に でも 云 ふ 事 を 書けば あなたが 何になる にしても 勉強お しなさい と 云 ふだけ です 勉 

强 おしなさい 私 も 負けず に勉强 します 以上 

一月 十三 日  芥川龍之介 

玉 林 憲義樣 

五八 0  〔一月 十五 日 E 端から。 小 穴隆ー 宛〕 . 

十七 日 午前 御光來 下され まじく や 僕の 本の 事に て 新潮 社の 男 君に 御 めにかかり たしと 申す 十六 日夜 は 

ゐ ません 小 窓の 小 は 小生 も 不贊成 也 

五八 I  〔； 月 十九 日 田 端から。 中 西秀男 I が〕 

この間 はわ か さぎ を 難 有う あ の わか さぎ は お母さんが 接 つ て 下す つたので すか 

わかさぎ を 火に 炙りつつ いまだ 見ぬ 人の なさけ を 嬉しみ にけ り 

久方の 霞が 浦に とりに けむ この わかさぎ の 味の よろし も 

羊羹 も かたね りで うまいで すね あれ も 難 有う 

大寒 や 羊羹 殘る 皿の 底 
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これ は あの 羊羹 を 食 ひく 夜 原稿 を 書いた 時の 青：： おです 土 浦のお 宅 を 知らせて くれ. -ば そちら へ も 御 

艚狀を 出します 序の 節 御 しらせなさい 小說は 出来ました か 今度 君に あったら 淺草 文庫の 批評 をし ます 

小生 は 今 大阪每 日に 「奇怪な 再會」 と 云 ふ 怪談 を 書いて ゐ ます 以上 

一 月 十九 日  我鬼拜 

屮西 秀男樣 まゐる  . 

五八 二  〔 一  月 二十 三 HE 端から. - ド岛 動^」 

啓 唯今 人 来り 居り 井月の 話 出で 居り 候に つき 例の 一 IT 向と 尺續ー 寸拜兌 願 はれま じく や 御大 5； の もの 

を 粗末に 扱 ふやう にて 氣が とがめ 候へ ども 折 入って 願 上 候 ！；、 上 

一 月廿 三日  ^ 川 龍 之 介 

络 谷 先生. 侍史 

五八 三 〔一 月 二十 五 nzm 端から。 ^生 摩 3^-^:1 

啓 高著 難 有 存じます 今度 は 装幀 も 見事です な 御風け の よし 御大 事に なさい 僕 も 尊 風邪をひ い てゐま 

す 又奥樣 おんみ ごもり のよ しこれ 又 御大 に 願 ひます その 巾に {ゃ： 谷 先生 を 加 へ 花で も 引きません か 

頓首 

一 月 二十 五日  我 忠出人 

魚 眠 洞 御主人 庵 右 

五八 四 二 巧 二十 九：：： 出端から。 佐 佐 木 茂 索^」 

啓 風邪の 由 大切に し 給へ 二三 n 前 僕の 知 < ^一  人 風の 〔：：：！ 死んだ おも 今 死んで は 死に きれまい 大事に す 


年 十 正大 


363 


る こと 大事に する こと 僕 やっと 大阪每 日の 小說 すませ 小閑 を 得た 明 曰 日曜 なれ ど 明日と 明後日と 小 旅 

亍 をして くる 心算、 その後 來る五 曰 は 大學の 山上 御殿へ ポオの 話 をし に 行かねば ならず これ は 厄 イカ 

聽衆故 今から 餘り驗 ^でない 手の 切れる やうな 小說 でも 何でも どんく 書くべし 水 も 洩らぬ やうに し 

つくりし たもの を 書き上げ るの も 豆蔵が 口から 玉子 を 吐き出す やうに ひよ いく 自在に 書き飛ば すの 

も同樣 こむ づ かしい 藝當 なり どちらで も 一 つ 出来る もの は 正果を 得る 事 疑 ひなし この頃 英語の 勉強 を 

しょうと S つて Henry  Jgnes を讀み 出した James も 中々 乙 でげ. す 乙と 云へば 生 田 蝶 介さん の 本 三 

四日 前こ屆 いた 乙 も あ \ なると 大した もの だ 今 ふと 思 ひついた の だが 乙と 云 ふ 語の 語源 を 「力う (甲) 

でもげ えせん」 から 乙と 云 ふん ぢ やない かもし さうなら 古-丸な どより は餘程 僕の 方が 國 語の 先生に な 

る 資格が ある 早く 癒り 給 へ 

山 畠 や 曰の 向き/^ に 葱 起く る 

コ レ ハ 全快 を 祈ルノ 句ナリ 下手 デモ 祈ル心 一一 マケ テ置キ 給へ 

一月 二十 九日  我 ノ 

大芸居 主人 侍史 

五八 五 〔二月 二  H 田 端から。 香取秀 ぬ-純〕 

冠省 わたな ベより 支那 餅 もら ひ 候 間 さし 上げ 候 よく 御 洗 ひの 上、 なる 可く 薄 く^り、 金 あみに かけ 

て 御 やきの 際 ふくれ 上らぬ やう 火箸に てち よいく 突つ いて 頂き、 その後 何もつ けずに 上られ 度 候 食 

ベ 方 御傳授 まで 如 期に 候 頓首  - I 

二月 二 n  芥リ 之 ノリ 

香 取 先生 侍史  . 


五八 六 〔二月 十二  rn 田 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

啓 碧 童 大哥の 都合お へよ ければ 十六 日に 書く 會を やらば やと 思 ふが 如何 僕 校正が 未に すまぬ 嫌で 嫌で 

眞實 へこたれた 皆屎の 臭が する 且 急用 ありて 大阪の 社へ も 行かねば ならん 苦 裟婆苦 無限 

五八 七 〔二月 出端から。 小穴隆  一 ^〕 

武士 あり。 郎等 四 五 人と 鹿獵に 出で し I 途或 寺の 說法 をき き、 突然 剃髮 す。 郎等 共 驚き めど せん 

なし- 水 干 袴の 代りに 袈 is$ 衣 を 著、 金 鼓 を 胸に かけ、 「阿 彌陀怫 よ や、 おおいお おい」 と 呼びながら、 

西の方へ 歩き 行く。 阿 彌陀佛 は 衆生 渴 仰の 聲に、 答へ 給 ふべ しと 聞きし 故な り。 西 こ 人 海 あり。 海 

邊に 二股の 祜木 あり。 その上に 登り、 海 を 望んで 「阿 彌陀佛 よ や、 おおい、 おおい」 と 言 ふ。 bH に 

して 餓 ゑて 死す。 その ほとりに 住む 僧 一 人、 尋ね 行きて 見れば、 枯木 稍ヒの 屍お、 口， ：！. より 一 染め 

蓮華 を 生ぜし を 見る。 往生せ し を 知る。 隨喜 極り なし。 

この 物語より 畫ニ枚 作られた し。 二十 六日までに 國粹へ 達 にれ たし。 屍骸 は 枯木より ドさ ざり しなり。 

よろしく 願 ひ 奉る。 僕 は 向うよ り 國粹へ 原稿 を 達るべし。 二十 六 曰まで は 好い と 言 ふ 故、 無理に せ，、 

事と 仕った のな り。  £ 

五八 <  〔二月 十九 日 田 端から。 小林憲 雄へ 兆〕 

啓 大阪 より 電報 參り 唯今 急に 下阪 仕る 事と 相 成 候 間 御 約束の 原稿 その 次の 號へ御 ま はし 下さる まじ 

くや 二十日までに は 如何なる 事 ありても 出來 致す まじく 恐縮 この 事に 存 居候 小 穴 氏に も々 ま 報裏糟 だけ 

^ 書く やうに 申し やり 候 尤も 卄三四 曰に は歸京 今月末まで ならば 何う にか 都合 つくべく 候 我儘の 罪 幾 S 

にも 御免 下され 度 願 上 候 右と り 急ぎ 頓首 
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二月 4. 九日 午後  芥川龍之介 

小 林 憲雄樣  ， 

五八 九 〔二月 十九 日 田 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛。 夜 來花洞 主と あり〕 

急に 下阪 の 爲國粹 の 原稿 延期した 裏繒だ け 描 い て 國粹 へ 達 つて 頂き ま す (神 田 橋 本町壹 丁目 壹 番地 其 

社内 小 林憲雄 宛) 君が こ の 端 書 を 見る 時 僕 は 濱名湖 位に ゐ ます 

五 九 0  〔二月 十九 端から。 小 政ニ郞 宛〕 

召波抄 

初冬 や 兵 庫の 魚 荷 何々 ぞ 

夕 時雨 古 江に 沈む 木の 實 かな 

いささかな 草 も 枯れけ り 石の 間 

家 遠し 枯木の もとの 夕け むり 

いね かしの 男 うれた き砧 かな 

ぬれ 色に 起き 行く 鹿 や 草の 雨 

川上 ゃ黃昏 かかる 小鳥 網 

白幣の はや 西 を 吹く みそぎ かな  • 

甘酒の 盆に 居並ぶ 父と 母 

夕立 や 市の 中 行く さ ざら 波  ■ . 

少年の 犬 走らす や 夏の 月 

道の ベの 低き 匀ゃ 茨の 花  、 


爐 塞いで 主 を かしゃ 力足  . 

i. 新酒 や あたま 叩いて まゐる 人」 「抉なる 頭巾 さがす や 物忘れ」 等 召 波に この類の 俊句少 からず 

春 深く 和布の 藤を拂 ひけり 

島 原に 田舍の 穴子 や 夕 雲雀 

羽子板の 一 筆 書き や 内裏雛  - 

子の 顔に 秋風 白し 天瓜粉 

露け しゃ 朝 草食うた 馬の 鼻 

綿 W 子 農工 商の 妻の 體 

交れば 世に むつ かしゃ 薄 羽織 

若 竹 や 村： 白 軒の 麥の音 

大原ゃ 木の芽す り ゆく 牛の 頰 

鶯ゃ銅 蓮 水 をた たへ ぬる 

ゆっくり 一句 づっ味 はって 見 給へ 儿董悲 早と は氣品 の 高下が 問題に な ら ぬ 程ち がふ と 思 ふ が 如： 1: 

我  ぶ  一で 

古 瓦 樣梧下 

五 九 I  〔二月 十九！：：： m 端から。 お 本！？ 助 化 OIJO 

拜啓 先日 は參堂 御高 話 を 伺 ひ 難 有く 御禮申 上げます。 さて その 節 申し上げた 御手 紙歸宅 後ず いぶん 

捜して 見ました が、 どうも やはり 見當 りません。 まったく 郵便局で でも なくなつ たものと なにます。 

^ 就いては 誠に 恐縮です が、 もう 一 度 高敎を 項けば 幸甚と 存じます。 

むしの 件 歸宅後 しらべて 見た所 博 文 館の 本に も ありました。 金 尾 丸 も 金 尾 丸と あります。 私 なぞの 本 
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D 讀み方 ま 筋. ま か り氣 にす る 爲疎末 になる の だと 思 ひます。 如何 にも 情な い 氣が しました 

今夕 大阪 へ參 ります 頓首  .  ， 

ill  MM  M レ1 Jn 

二月 十九 日  ず！  f 之 づ 

お 本 先生 侍史 

五 九 二  〔二月 二十 U 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

ぬ.またまの夜^1^に^^5ぇは返る頃を 一 游亭ょ 風 ひくな ゆめ 

打ち 日 さす 都 を さかる 汽車の 窓に 圓 中なん ぢを思 ふ 男 あり  1  . 

一 n おくれ 今夜 發足 同行 は 宇 野 耕 右衛門 二人共 下戶故 f> "や R^.  ^ はなし 唯© は 力り 

夜來花 庵主 

小 穴 隆ー君 

五 九 三 「二月 E 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

啓 この間 御た のみの 畫は 平安朝 時代な り そのつ もりに 願 ひたし/切り は廿 六日と 申せ どもなる，^  く 早 

く 頂、 きたき 由 先方 申し 居候 ポク 昨夕 歸京 これより 大 急行に て 書き はじめる 所 頓百  . 


五 九 四 〔三月 二 日 田 端 か. り。 薄 S 淳 ハカ 1. 兆」 

拜啓 先達 はいろ く 御世話になり 且 御馳走 を 受け 難 有く 御 鱧 申 上げます 次の 件 御 尋ねし ます • 

T 旅費と は 汽車、 汽船、 伯 料 ョ 當とは その外 旅行 日 割に 貰 ふお 金と 解釋 して かま ひません 力 そ，.. 

とも日^©中に宿料もはひるのですか  . 


に 上海までの 切符 (門 司より) は そちらで 御 買 ひ 下さいます かそれ ともこ ちらで 買 ひます か 或 £P の說に 

よれば 上海から 北京と 又 東京まで ぐるり 一 周りす る 四月 通用の 切符 ある 由 もし そんな 切符が あれば そ 

れ でもよ ろし い 

ty 旅行の 支度 や 小 遣 ひが 僕の 本の 印稅 ではち と 足りな さうな のです が 月給 を 三月 程 前借す る 事 は出來 

ません か  , 

又 次の 件 御 願 ひします 

ト 旅費 並びに 日當 はま づ 二月と 御 見積りの 上 御 達り 下さいません か 僕の 方で 見 積る より 社の 方で 見 積 

つて 戴いた 方が 間違 ひない やうに 思 ひます から 

0,出發の日どりは十六日以後なら何時でも差支へぁぃませんこれも社の方にて御きめ下さぃ^1:分でき 

め る と 勝手 にか まけて 延び さうな ハ淑 もします か ら 

右 併せて 五 件 折返し 御 返事 下されば 幸甚に 存じます 

旅立たん として 

春に 入る 柳行李の 靑 みかな  - 

.  我鬼拜 

薄田樣 梧 右 

五 九 五 〔王 月 S::n 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕  . 

今卷 紙な しこの 惡紙 にて 御免 蒙る 

國粹 いろいろ 御手 數を かけ 感佩 します 僕の 小說は 駄目、 急がされた 爲 おしま ひ なぞ は 殊にな つて ゐな 

g ささう です 

今日中 根 氏が 見本 を nl^ せに 來 ました 表紙の 藍の 色が 薄くな つた 爲 見返しの 色彩が 一 層 派手に なった や 
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うです 表紙の 色の 薄くな つた 事 は 僕 も 知らなかった 故 少し 驚きました それから 扉と 見返しとの 锖 きが 

唐突す ぎる 故紙 を 入れたい 旨 並に 紙の 質 は 何に したら 好い かと 云 ふ 3 曰 御宅へ 伺 ひに 上る やうに 云って 

置きました よろしく 御 取 計ら ひ を 願 ひます それから 見返し は 和紙へ 刷った 方が 手數 はか かっても 紙 代 

は 安かった 由 入らぬ 遠慮 をした 事 を ひどく 後悔して ゐ ます まだ 本文の 刷に も 多少 不備な 點が ありし み 

じみ 本 一 册 造る 事 e 困難な の を 知りました しかし 新潮 社と して はま あ 精 一 杯の 仕事 故勘辨 する 外 は あ 

りません 唯 一 つ あきらめられ ぬの は 見返しに 和紙 を 使はなかった 事です これ は 折角の 君の 畫を 傷け た 

やうな 氣 がして 君に すまないで 弱って ゐ ます 

愈 月 半に 立つ 事に なりました その 前に 入 谷の 大哥と 小宴 を 開きたい と 思 ひます 以上 

三月 四日  芥川龍之介 

小 穴 隆ー樣 

五 九 六 〔三月 四日 田 端から。 宮本勢 助 宛 (寫 )〕 

拜啓 先達 は參堂 失禮仕 候。 さて 御手 紙 この度 は 確に 落手 致 候 間 左樣御 承知 下され 度 候。 再度 御 面倒 

を かけ 候 段 1 譯無之 重重 御 禮申上 候。 小生 本 月 中旬 支那へ 參る 事と 相 成 居候 爲 目下 拜趨の 機 を 得ず こ 

れ 亦不惡 御容捨 下され 度 願 上 候。 右 とりあへ ず當 用まで 如 斯に候 

三月 四日  芥川龍之介 

宮本 勢助樣 

五 九 七 〔三月 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓達 別 會の事 昨夜 又考 へる とどう しても 小人 數の 方が 好い やうな 氣 がして 来た 大人 數は 僕の 神經に 

とたへ るので その 旨 菊 池へ も 手紙 を 出した なる 可く 內輪 だけの 會に， して くれ 給へ 今日 小 田 原へ 參る 


以上 

五 九 八 〔三月 七：：：； 出端から。 悟藤恭 -w〕  ■ 

^ 今 この 紙し かない 粗 紙 だが 勘辨 して くれ 給へ 僕 は 本 月 中旬 出發 三月 程 支那へ 遊びに 行って 来る 社 

命 だから 貧乏 旅行 だ 谷 森 君 は 死んだ よ 餘っ程 前に 死んだ 石 田 は 頑健 藤 岡に は 僕が 出無精の 爲會 はない 

成 獺 は 洋行した 〔此の 問 削除〕 僕 は 通俗 小說 なぞ 書け さう もない しかし 新聞社に もっと 定見が 出来たら 

卽 評判の 可否に 關 はず 作家と 作品と を 尊重す る やうに なったら 長篇は 書きたい と 思って ゐる この頃 束 

洋 趣味に かぶれ 印譜 を 見たり 拓本 を 見たり する 癖が 出来て 困る 小 說は藝 術の 中で も 一 番 俗な ものだね 

奥さんに よろしく 

三月 七日 午後  龍 之 介 

恭樣 ■  . 

五 九九 〔三月 十  一 H 田 端から。 薄 B 淳介 宛〕 

啓 今度 はいろ く 御世話になり 難 有く 御禮申 上げます 紹介 狀も渾 山に 今 曰 頂きました 大阪へ は H 

下 寄らぬ つもりで すが 御用が おありなら 一 日 位 は 日 をく り 上げても かま ひません 折返し， 御 返 寧 を 願 ひ 

ます それから 紀行 は每日 書く 訣 にも 行きます まいが 上海 を 中心とした 南の 印象 記と 北京 を 中心に した 

北の 印象 記と 二つに 分けて 御 達り する 心算です どうせ 碌な もの は 出来ぬ ものと 御 思 ひ 下さい 一 昨 n 精 

養 軒の 達 別會 席上に て 里 見 講演して 曰 「支那 人 は 昔 偉かった その 偉い 支那 人が 今 急に 偉くなくなる 

と いふ こと はどうしても 考 へられぬ 支那へ 行ったら 昔の 支那の 偉大ば かり 見ずに 今の 支那の 偉大 もさ 

0 がして 來給 へ」 と 私 も その 心算で ゐ るので すそれ からお 金 は 一 昨々 曰 松 内さん に 貰 ひました もし 足り 

3 ない 事が あったら 北京から 項き ます それまで は澤 山です やはり 经別會 の 席上で 菊 池 si 演 して 曰 「芥 
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川 は由來 幸福な 男 だし かし 今度の 支那 旅行ば かれ は 少しも 自分 は 羨し くない 報酬がなければ 行く の は 

嫌で ある」 その 報酬 は 一 一千 圓 ださう です 事によると 支那 旅行と 「眞珠 夫人」 と 間遠へ てゐ るの かも 知れ 

ません 以上 とりあへ ず 御 返事まで 頓首 

三月 十 一 日  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 

一 一 伸 澤 村さん の 本 はま だ 屆き ま せ ん屆き 次第 御禮 は 申 上げ ますが どうか あなたから もよ ろしく 

. 御 鳳聲を 願 ひます それから 何時か 御 約束した 時事 新報の 通俗 小說 原稿料 は 一 囘十圓 だと 云 ふ 事 

です 朝日 も 恐らく その 位で せう 徂し 朝日 は 谷 崎 潤 一 郞に 通俗 小說を 書かせる 爲 一 囘 二十 圓 とかの 

申込み をした さう です 以上 

六 00  〔三 H 十  一 端から。 管 虎雄 宛〕 

拜啓 洋霄： 家 有 田 四 郎君 を 御 紹介 申します 同 君 は. &1 雄さん なぞ も 御存じの 鎌 倉の 住人です W 君の 友 

人 小山 東 助 氏の 全集 を 出版す るに つき 表紙の 文字 を 先生に 御 願 ひしたい とか 云 ふ 事でした 

右よ ろしく 御 取 計ら ひ 下さらば 幸甚です 頓首 

三月 十 一日  芥川龍 之 力 

菅 先生 梧 右 

六 0  I  〔三月 十  一 端から-。 小 杉未醒 宛〕 

拜啓 支那 旅行に つき いろいろ 御 配慮に 預り ありがたく 存じ そろ 漢 口に 參り候 節 は 必水野 先生 を御訪 

ね 仕る 可く そろな ほ 次 手 を 以て 拙著 一 册 1^右 に獻じ そろ 文章の ま づぃ所 は 皆 誤植と 思 召 被 下 度 又 嫌味 

なる 所 は 皆 作者 年少の 故と 御 見なし 下さる 可く 候 頓首  . 


三月 十一 曰  夜来 花 庵主 

未醒畫 宗 侍史 

六 0 二  〔三月 十三 日 田 端から。 小穴隆 一 宛〕 

拜啓 いろいろ 御手 數を かけ 難 有く 存じます 十六 日までに 出来れば 好い がと 思って ゐ ます 十五 曰 頃 人 

谷の 兄貴 や 何かと 人形 町の 天 ぶら を 食 ひに 行きません か 古 原 草 先生 も 行けば 好 都ん 〔です 兎に角 僕 は 午 

後 三時 頃最仲 庵へ 行きます (これから 小澤 遠藤兩 先生へ も 手紙 を 出します) 田 村 松 魚と 云 ふ 人が 未見な 

るに も不關 新潮の 隨筆を 見て 姊右衞 門の 鉢 を 一 つ 僕に やらう と 云って 来ました その 時までに 貰ったら 

おめに かけます 空谷 老人 入 谷 大哥の 「夜来の 花」 を 見て 曰 「不折 なぞと は 比べ ものに なりません な」 と 

頓首  ♦ 

三月 十三 曰 .  夜來花 庵主 

一 游 亭 主 人 侍史 

六 0 三 〔三月 十三 H 田 端から。 中 根 駒十郎 宛〕 

拜啓 ぉ孃 さんの 御病氣 如何です かさて 夜来の 花の 装幀に つき 小 澤小穴 先生へ なる 可く 早く 御^ を 上 

げて くれません か 津田靑 楓には 一 一十 五圓 とか 云 ふ 事です がなる 可く 御 奮 〈155 下さい 印税 は 菊 池 なぞ 一 割 

二分の 由 小生 も 春陽 堂で は 一 割 二分です が 「夜來 の 花」 は 一 割で よろしい その代り 兩 先生の 方へ 御 鱧 を 

少し 餘計 出し て 頂き たいと 思 ひます 右 とりあへ ず 御 願 ひまで 頓首 - 

三月 十三 日  芥川龍之介 

^  中 根 駒 十郞漾 
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六 0 四 〔三月 十六 日 田 端から，" 田 村 松 魚 宛〕 

拜啓 うづ 福の 茶碗 わざわざ 御持參 下され 恐 入り そろ 仰せの 如く 形 も 色 も 模樣も 見事と 申す 外 無 之 そ 

ろ 御 祕藏の 品 を 項 戴 仕 候 事 心苦しく も 難 有く そろ 早速 拜趨 御禮申 上ぐ 可き のと ころ 新聞社より 支那 旅 

行 を 申しつ かり 居り 出 發の日 どり も 二三 日中に 迫り 居る 次第につ き 何かと 忙しく 候へば 失禮 ながら 謦 

面に て 御免 蒙り 候 その 段不惡 御海恕 下された くひと へに 願 上 そろ いづれ 歸來の 節は拜 眉の 上 御 體申上 

ぐ 可く まづ はとり あへ ず 鳴 謝まで 如 期に 御座 そろ 

渦 福のう つ はの 前に 阿 彌陀ぐ み 夜來花 庵主 は淚を おとす  - 

手に とれば うれしき も の か 唐草 は こ と國 ぶれる 渦 福の 鉢 

渦 福の 鉢な が むれば ただに 生きし いにしへ 人の 命し 思 ほ ゆ. 

この 鉢の うづの 靑花 たやすげ に 描きて 死にけ むす ゑ ものつくり 

惡歌 一 咲 をた ま はらば 幸甚に そろ  ♦ 

三月 十六 日  芥川龍之介. 

田 村 先生 侍史 

六 0 五 〔三月 十六 日 田 端から。 澤村幸 夫 宛〕 

拜啓 角 山 樓類腋 昨日 落手 致しました 旅行 中 御言 葉に 甘 へ て拜借 致します 難 有う ございました 又 小生 

の 支那 旅行に つき いろいろ 御 配慮 下さった 事 を 厚く 御禮申 上ます 十九 日朝 東京 發廿 一 日 門 司 出帆の 豫 

定故 次便 は禹 域の 地から 差 上げる 事になる だら うと 存じます 右 とりあへ ず 御 禮の爲 草毫を 走せ ました 

留別 

海原 や江 戶の {4i なる 花曇り •  - 


三月 十六 日  芥川龍 之 介 

澤村 先生 侍史 

六 0 六 〔三月 十七 日 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 十八 EE 午後 御 光来の .3 申 候へ ども 小生 風邪に つき 十九 n 午後に 御 くりのべ 下され 度 候 十九 M: 午後 五 

時半 發門 司へ 下る 可く 候 頓首 

六 0 七 〔三 H 十七；：：： 田 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

5^ 發は 十九 日 午後 五 時半に なりました とりあへ ず 御知らせ します 碧、 古兩 先： にも 通知し ました 頓 

首  ， 

十七 日 ，  芥川龍之介 

六 0 八 〔三月 十七： Hs 端から。 端 *:、 瀧 孝 作 宛〕 

啓 十八 日 午後 御 光来 下さる やう 申 候 も 風邪の 爲當 日面會 いたし かね 候 十九 日 午後 五 時半 門 司へ 下る 

等に 候へば 十九 曰 午後 にても 御 ひまの 節 は 御 来駕 下され 度 候 頓 n 

六 0 九 〔三月 十九 Hra 端から-。 中 根 駒 十郎. 一 

啓 立つ 前に 參上 する 箬の所 何かと 多用の 爲 その 機 を 得ず 今日に 至り 候 就いては 別紙の 諸 先生へ 拙著 

一 部づ つ HI きとめに て 御 贈り 下され 度 願 上 候 代金 は 勝手ながら 歸 京の 日までお 待ち 下され 度攸 き留 

めの 受取り は 御 面倒ながら 上海 曰 本 領事館 氣附 にて 小牛： 宛 御、 ム せり 下され 度 願 上 候 とりあへ ず當 川の み 

如斯に 御座 候 頓首 
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一二 月 十九 日  芥川龍之介 

中 根 駒 十郞樣 

菊池寬 久米正 雄 里見^^ 久保田 万太郎 小 豐隆 齋 藤茂吉 島 木赤彦 藤 森淳三 岡榮 一 

郎 佐 佐 木 茂 索 中 村 武羅夫 岡 本綺堂 薄 田泣堇 羅 井折 柴 與謝野 晶子 豐島與 志 雄 宇 野 

, 消 二 江ロ澳 南部 修太郎 加 藤武雄 室 生 犀 星 谷 崎 潤 一郎 

六 I  0  〔三月 二十 六 rn 大阪 から。 芥川道 章 宛〕 

啓 その後 皆々 樣 おか はりな き 事と 存候 私 東京 發以來 汽車 中に て 熱 高まり 一方ならず 苦しみ 候 そ 

の 爲大阪 に 下車 致し 停車場へ 參られ し 薄 田 氏と 相談の 上 新聞社の 側の 北 川 旅館へ 投宿 仕りす ぐに 近所 

の醫 者に 見て 貰 ひ 候 その 醫 者 至極 爾弊 家に て獸 翳が 牛の 紅 門へ 插入 する やうな 大きな 驗溫器 なぞ を 出 

し 1^ 人へば 一 向 信用す る氣 にならず やはり 唯の 風邪の 由に て頓服 二日 分 くれ 候へ ど その 藥は のまず 私自 

身 ォキシ フル を 求めて 含 漱劑を 造り それから 下 島 先生より 頂戴の 風藥を 服用し なほ その上に 例の メ ン 

ボウに て 喉へ ォキシ フル を 塗り なぞ 致し 候へば 三十 九 度に 及びし 熱 も 兎に角 三日ば かりの 内に 平溫ま 

で 降り 候 然れば 船 も 熊 野 丸 は 間に合 はず 廿 五日 門 司 發の近 江 丸に 乘 らん かと 存 居候 さて 大阪 まで 来り 

て 見れば 鉄、 萬 創膏、 驗溫 器、 ノオト ブ ッ ク なぞ いろい ろ 忘れ物に も氣が つ き それら. を 買 ひ 集め 候 へ 

ば 自然 入れ物が 足り なくなり やむ を 得ず バ ス ゲットー つ 買 ふ 事に 致し 候な ほ 私 病氣は 最早 全快に つき 

(今朝 景六度 四 分) 御 心配 下さる まじく 候 次便 は 上船 前門 司より 御手 許へ さし 上ぐべく 候 草々 

二-月 廿 三日  龍 之 介 

芥川 道章樣  ， 

二 仲 中川康 子、 菅 藤高德 武藤智 雄 野 口 米 次郎， 動 坂/住人) 四 氏の 宿所 並に 「新 文學」 の 新年 
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號の卷 末に ある 又士畫 家の 宿所 錄を 支那 上海 四 川路 六十 九號村 田孜郞 氏氣附 芥川龍之介 にて ら 

れ たし ii£ 所錄は 「新 文學」 から 其處 だけ ひ つ 剝し て 经られ た し 

三伸 留守中 は 何時なん 時 紀行が 新聞に 出る か 知れぬ 故 始終 新聞に 注意し 切拔 かれ 置かれた し 

四 伸 唯今 薄 田 氏 来り 愈廿 八日の 船と きまり 候廿六 曰か 七 曰 大阪を 立ち 候 宿所 錄は やはり 上海 

へ られ たし こちら へ 達った ので は 間に合 はず 候 

五伸 大阪滯 在中 大阪每 日に 一 日 書き候 (日曜 附錄) それ を も切拔 かれた く 候 

まだ 煙草 の 味 も 出ず 鼻 は兩方 と もつ ま り 居り 不 懾快^^し く候 

同封の 新聞 は 上海の 新聞に 候 小生の 寫虞 あれば、 途り候 

伯母さんの 風 如何に 候 や 無理 をす ると 私の やうに ぶり 返し 候 間 御用 心 大切に 候 

比 呂志事 はお ぢ いさん、 おばあさん もう 一 人のお ばあさんが 面倒 を 見て 下さる 故 少しも 心配 致 

さず 候 

兎 に 角 旅 中病氣 になる と 云 ふ 事 はい やな ものに 候 

. 早速 下 島 先生の 藥の御 厄介に なった 事よ く 先生に 御禮 申し 下され 度 願 上 候 

二十 五日 

六  一 I  〔三月 二十 六日 大阪 から。 澤村幸 夫 宛〕 

拜啓 支那の 本 中 楊 貴妃の X  X  X なぞの 事 を 書いた 本と 云 ふの は 何と 云 ふ 本です か 御 教示 下されば 幸 

甚 ですな ほそん な 本で 面白い のが あったら 御敎へ 下さいません か 僕の 知って ゐる 誨淫の HI は 金 瓶 梅。 

肉 蒲團。 杏花 天。 牡丹 奇緣。 痴婆 十。 貪 官報り 歡喜 奇觀。 殺 子 報。 野叟曝 言。 如意 君傳。 春風 fas 

緣。 隔簾花 影 等です お 上 

三月 二十 六日  芥川龍之介 
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澤村 幸夫樣 

六  一 二  〔三月 二十 九 =： 筑後 丸から。 艙端 書、 芥川 宛〕 

啓 昨日 玄海灘 にて シケに 遇 ふ 船 摇れて 卓上の 皿 ナイフ 皆 床に 落つ 小生 亦 舟 醉の爲 もう 少しに て へド 

を 吐かん とす 今日は 天氣 晴朗 波靜 にして 濟州 島の 島影 を 右舷に 望む 明日 午 頃 上海 入港の 箬 頓首 

〔裏に〕 叔母さん 風 如何に や 小生 はもう 全快 但し 用心の 爲 禁煙 致 居候 以上 

六 I 三 〔三月 二十 九日 筑後 丸から。 繪端 書、 下島勳 宛〕 

啓 二十 八 曰 門 司 發筑後 丸へ 乘 りました 門 司 を 出て 玄 侮へ かかる と 忽ち 風波に 遇 ひ 小生 も危 くへ ど を は 

く 所でした 尤も 舟醉 をした の は 僕ば かりで なく 船客 は 勿論 船員 さへ 醉 つて ゐ ました 今日は 天 氣喑朗 か 

うなる と 航海 も偷 快 で す 

二十 九日 筑後丸 船中  芥川龍之介 

島勳樣 

六 一四 〔三月 二十 九 y 筑後 丸から。. 小澤忠 兵衞、 小穴隆 一 宛〕 

啓 出 發の際 は 御 見達ド され 難 有 存じます その後 汽車の 中に て 發熱甚 しくな りとうとう 大阪に 下車 

一 週間 程 北濱の ホテルに ねて ゐ ました それから 廿 七日に 大阪を 立ち 廿 八日 門 司から 筑後 丸へ 乘りま 

した。 所が 玄海 にて シケを 食 ひ 船の 食 車の 上の 皿、 ナイフ なぞ 皆 ころげ 落ちる 始末 故 小生 もす つかり 

船に 醉ひ少 からず 閉口し ました 舟 醉と云 ふ もの は 嫌な ものです な 頭が ふらふらして 胸が むかむかし 

て とても やり切れません 尤も 醉 つたの は 僕の みならず 船客 は 勿論 船員の 中に も醉 つた 先生が あります 

船客 中醉 はなかった の は 亞米利 加 人 一 人、 この 男 は 日本人の 妾 同伴. です がシケ 最中 携帶の タイプ ライ 


な ァ なぞ 打 つ て 悠 々 たる も の で し た 

今 曰 は天氣 晴朗、 午前中 は濟州 島が 右舷に 見えました 淡路 よい 少し 大きい 位です が 住んで ゐる のが 

朝鮮人で 朝鮮 風の 掘 立 小屋し かないせ ゐか甚 人煙 稀薄の 觀 があります  . 

上海へ は 明 曰 午後 三時 か 四時 頃 入港の 豫定、 今 曰 は船醉 はしません が 昨 n の なごりで まだ 頭が ふら ふ 

ら する やうです 

この 手紙 御讀 みずみの 上 は 小 穴 氏に お ま はし 下さい 以上 

筑 後丸サ ル ー ン にて 芥川龍之介 

六 一 五 〔四月 二十： H 支那から。 紛 端せ：、 小 政 二 郎^〕 

南京 路は 上海の 銀座 通り、 僕の 行く カツ フ ュ、 本屋 等 皆此處 にあり 新しい 支那の 女 學生は 額の 髮へ火 

鏝を 人れ 赤い 毛布の シ ョ. オル をす る それが この 通り を濶步 する 所 は此處 にの み 見ら るべき 奇觀 ならん 

二十日  我 鬼 

六 一六 〔四月 二十 四：：： 支那から。 芥川泣 章 宛〕 

拜啓 上海 着 後 風邪の 全快 致し 居ら ざり し爲 乾性 肋 膜 炎 を 起し ただちに 里 見 病院へ 入院、 治療 致し 候 所 

幸 手 當て早 かりし 爲經 過よ ろしく 今日 返院 致す 事と 相 成 候され どこの 爲約三 週間 あまり：.； g 院生 活を致 

し 候 爲豫定 に 大分 狂 ひ を 生じ 候へば 北京へ 參 るの も 五月 下 甸に相 成る 事と 存じ 候 もし 今後 も 體の具 介 

惡く候 はば 北京 行き は 見合せ、 楊子 江 南岸の み を 見物して 歸朝 致すべく 候 入院 中手 紙^かん かと 思 ひ 

候 も 入らざる 御 心配 を かけても 設 なき 事と 存じ 今日まで さし 控へ 候され ど 一 時 は 上海に て 死ぬ 事 かと 

^ 大に 心細く 相 成 候 幸 丙 村 貪吉、 ジ ョ オン ズ など 居り 候爲 何かと 都合よ ろしく その外 知らざる 入 もい ろ 

3 いろ 見舞に 来て くれ、 病室 なぞ は 花 だらけに なり 候 且又 上海の 新聞な ど は 事件 少き故 小生の 病 氣の事 
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を 毎 H の やうに 揭載 致し 候爲 井川 君の 兄さんに は 「まるで X  XXX の 御 病氣の やうです な」 と ひやかさ 

れ候 今後 は 一 週間 程 上海に 滞留の 上 杭 州 南京 蘇 州 等を昆 物し それより 漢 口の 方へ參 るつ もりに 候 以 

上 

四月 二十四日  上海 萬 歳館內 ， 芥川龍之介 

芥川 皆々 樣 

一 一伸 宿所 錄 並に 父上 文 子の 手紙 確に 落手 致 候 今後 も 北 四 川路 村 田 孜郞氏 方 小生 宛 手紙 を 下さら 

ばよ ろしく 候 その 節 はなる 可く 母上 伯母 上 も 御 かき 下され 度 日本 を 離れる と 家書 を 讀む事 うれし 

きものに 候  ： . 

末筆ながら 父上 御 ぼ を すごされぬ やう 願 上 候 病 氣以來 小生 も 支那 旅行 中 一 切 禁煙の 誓 を 立て 候 兎 

に 角病氣 になる と 日本へ 歸 りたくな り 候され ど 社命 を帶 びて 來て 見れば さう も 行かず この頃 は 支 

那 人の 顏を 見る と續 にさ はり 侯 

六 一七 〔四月 二十四日 支那から。 薄 5^ 介 宛〕 

拜啓そ の 後 御 無音に うちすぎました 度々 御見舞 を 頂、 き 難 有く 存じ ま 1?,^ 生の 病氣 はや はり 大阪の 風邪 

が 十分 癒って ゐ なかった 爲 乾性 肋 膜 炎 を 起した のです 醫者は 一 月程靜 養し ろと 云 ひました が手當 てが 

早かった せゐか 咽喉の 加 太兒を 除き 殆 平癒し ましたから 早速 見物 旅行に 出かけようと 思 ひます もし そ 

の 途中 又 悪くな つたら 見物 は 一. まづ 長江 沿岸 宜昌 までに 切り上げ 一 度歸京 養生の 上 北京へ は 秋に 行か 

うかと も 思って ゐ ます 勿論 この 儘體の 具合が よければ すぐに 漢 口から 北京へ 向 ひます 出直す となると 

億劫です から。 この 手紙 はとうに 書く つもりで したが 病 W 病後の 懶 さの 爲 今日まで 延引し ました 不惡 

御 ゆるし 下さ い 昨 R 退院 今： n はこれ から 村 田 君と 支那 文人 訪問に 出かける 所です。 昨日 は返院 後す ぐ 

に 城内 を 見物、 乞食と 小便 臭いのと に少 からず 驚嘆し ました 以上 
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g: お.^ 四 曰  上海 萬 歳 館 芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 

六 一 八 〔四！！^ニ十六日支那から。 繪端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

鄭奢胥 竟炳麟 なぞの 學者 先生に 會 つた 鄭 先生 なぞ は 書で はずつ と 前から 知って ゐ たから 會 つた 時には 

なつかしい 氣 がした 意. 先生 も 同樣。 この 先生 は キタナ 好きだ もの だから 細君に 離婚 を 申込 まれた さう 

だが 襟 垢の ついた 着物 を 着て 古書 堆裡に 泰然と し て ゐる所 は 如何にも 舉究 らしかった 

上海 龍 

一 一伸 「その 死 次の 死」 新潮に 載る 由 可 賀稻田 君に はがき を 書きたい が 住所 不明に つき tl けない よ 

ろしく 云って くれ 給へ  ， 

六 一九 〔四月 三十日 支那から。 澤村幸 夫 宛〕 

拜啓 先達 は 御手 紙 難 有く 存じます その後 やっと 病氣 恢復 每曰 人に 會 つたり 町 を 歩いたり して 居ります 

さうな つて 見る と 何處へ 行つ ても必 人が 「澤 村さん から 手紙が 來 まして etc. 」 と 云 ひます 私の 爲 にあな 

たが 方々 へ 紹介 狀を 出して 下さった 難 有さが 異國 だけに 身にしみます おかげで 短い 円數 にして は 可成 

よく 上海 を 見ました これ は 村 田 君 も保證 して くれます 人で は 章 炳麟、 鄭 孝胥、 李經 (？) 邁 等の 舊人及 

八ぶ 穀民李 入 傑 等の 新人に 會 ひました 李 入 傑と 云 ふ 男 は 中々 秀才です 場所 は 徐家雁 以外 大抵 一 見 をす ま 

せました 徐家涵 は 領事館が まだ H ル物 許可 證を くれない のです 御敎 示の 寄 物 はま だ 見つかりません 明 後 

日 は 杭 州へ 出かけます 頓首 

四月 三十日  芥川龍之介 

澤村 先生 侍史 
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六 二 0  〔五月 二  H 支那から。 繪端 書、 松！： 讓宛〕 

杭 州より 一 筆 啓上、 西 湖 は 小規模ながら 美しい 所な りこの 地の 名產は 老酒と 美人、 

春の 夜 や 蘇 小に とらす 耳の 招 

五月 二日  芥川龍之介 

六 二 一 〔五月 二日 支那から。 紛端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

西 湖 は 餘り纖 巧な 美し さが 多すぎて 自由な 想像 を 起させない (雷 峰 塔 だけ は 例外 だが) 今日 西 湖 見物の 

序に 秋瑾 女史の 墓に 詣 でた 墓に は 「鑑湖 秋 女俠之 墓」 と 題して ある 女史の 絕 命の 句に 曰 「秋風 秋 _ 雨 称 〔殺 

人」 この頃の 僕に は 蘇 小々 より 女史の 方が 興味が ある 

五月 二日  龍 之 介 

二伸 僕の 通信 は 時事に は發 表しないで くれ 給へ 社の 方が やかまし いから 以上 

六 ニニ  〔五月 四 H 支那から。 繪端 書、 南部 修太郎 宛〕 

杭 州に 來た今 新々 旅館の 一室に 名物の 老酒 を ひっかけて ゐる 窓の 外に は 月の ない 西 湖、 もう 螢の 飛ぶ 

のが 見える 多少の ノ ス タル ジ ァ 以上 

二伸 立つ 前に 寫眞を 難 有う 

六 二三 〔五月 五日 支那から。 綺端 書、 江ロ澳 宛〕 

西 湖から 又 上海へ 歸 つて 来たもう 上海 も 一 月になる 尤も その 間 一 一十 曰 は 病院に ゐた 今日は 蒸 暑い 雨 降 

り、 隣の 部屋に は 支那の 藝 者が 二人 来て 胡弓 を 引いたり 唱 つたり して ゐる 二三 曰 中には 蘇 州から 南京 


の 方へ 行く つもり だ 

. 燕 や 食 ひのこし たる 東坡肉 

五月 五 曰  我 鬼 

六 二 四 〔五月 五： n 支那から。 繪端 書、 下島勳 宛〕 

昨日 杭 州より 歸來、 西 湖 は明畫 じみた 景色です 夜 はもう 湖の 上に 螢が 飛んで ゐ るのに 驚きました 杭 州 

は 名高い 老酒の 產 地です が 僕の やうな 下戸で は 仕方が ありません 

燕 や 食ひ殘 したる 東坡肉 

東坡 肉と 云 ふ 料理が 脂っこい 所 を IH ル ると 東 坡も 今の 支那 人の やうに 脂っこい ものが 好きだった のでせ 

う 

五月 五 曰  上海 我  鬼 

六 二 五 〔五月 五 H 支那から。 芥川道 章 宛〕 

拜啓 その後 無事 消光いた し 候 間 御 安心 をね が ひます 昨 《: 杭 州から かへ りました 二三 曰 中には 蘇 州 南 

京から 漢 口の 方へ 行く つもりです 今 曰 五月 五 曰に つき 比呂 志の 初の 節句 だな と 思 ひました 皆々 樣御丈 

夫の 事と 存じます 御用の 節 は (御用がなくても) 支那 湖北 漢ロ英 租界 武林 洋行 内 宇都 宮 五郎 氏 氣附 僕に 

て 手紙 を 頂け ば 結構です 梅兩前 は 日 本 も氣候 不順と 思 ひま す 伯母 樣 なぞ は 特に 御氣を おつけ 下さいお 

父樣もぁまり御酒をのむべからず支那にもぉ母樣のゃぅな鼻をしたぉ婆さんがゐます文.^ょりもっと 

肥った 女もゐ ますな ほ 別封 は 上海の 新聞 切拔 です 僕の 事が 三日 績 きで 出る なぞ は 恐縮の 外ありません 

^ それから 上， 海から 小包に て 本 を 達り ました 南京虫 をよ くしら ベた 上 一 一階に でもお 置き 下さいず ゐ ぶん 

3 澤 山の 本です よ ：：：- 上 
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二 申 この間 家へ かへ つた 夢を見ました 本 所の 家でした 義 ちゃんが 來てゐ ました 皆 か幽靈 だと ームっ 

て 逃げました 伯母さん は 逃げませんでした 眼が さめたら 悲しくな りました 夢の 中で は比呂 志が チ 

ョコ チヨ コ驟 けて ゐ ました 

上海の 奥さん 連が 僕に 銀の ォ モ チヤ を くれました ( 一 つ 二十 圓 位の を 一 一 つ〕 文 子の 御 亭主 上海で は 

大持てです 以上  卜 

五月 五日  . 龍 之 ノハ 

皆々 樣 

六 二 六 〔五月 十 m 支那から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

上海に ずっと 風の 爲寢 てゐた その 爲 御無沙汰して すまなく 思 ひます 昨今 やっと 旅行 開始 手 始に杭 州 力 

ら錄 州へ 来ました この 孔子 廟は 宏大な もの だが 蝙蝠の 梁に なって ゐる 行く と 廟內に 雨の やうな 音力す 

るから 何かと 思 ふと 蝙蝠の 羽音 だと 云 ふから 驚く 床 は 糞 だらけ、 恐る 可く 臭い 明日 は揚 州へ 參る^ 

二伸 碧 童 先生 宛の 手紙 は 皆 よん， で くれました 力 

五月 十 曰  ^  ？ 鬼 

六 二 七 〔五月 十日 支那から。 繪端 書、 下岛勳 宛〕 

外 は ともかくも 蘇 州 だけ は 先生に おめに かけたい と 思 ひました 寒 山寺 は 俗 惡無爲 です が 天平 山の 如き 

は 一 山南畫 中の 山景 です 以上  ■ 

二伸 明日 は揚 州に 入る つもりです 

五月 十日  •  我 鬼 
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六 二八 〔五月 十四日 支那から。 繪端 書、 中 戸川 士：； 二 宛〕 

蘇 州で は留 園と 西 園と を 見た 西 園は留 園の 規模 宏壯 なのに 到底 及ばぬ しかし どちらも 太 湖 石 や 色 燕 や 

巖 桂が 白壁の 院 落と 映 發 して ゐる所 は 中々 見事 だ 願く ば あんな 邸宅に 一 日中 支那 博 突で も 打ちく らし 

て 見たい ，  . 

六 二 九 〔五月 十六 日 支那から。 繪端 書、 小穴隆 一 宛〕 

明後日 上海 發鳳陽 丸に て漢ロ へ 向 ふ 箬、 どうも 健康が 確かで ないから 廬 山に 登る 事 は 見合せ てす ぐに 

漢 口から 北京へ 行かう と 思 ふ 支那へ 來 てもう 河童の 畫をニ 枚 書いた 

五月 十六 日  上海 龍 之 介 

〔裏に 南京 名所 烏龍潭 の寫眞 あり。 餘 白に〕 

支那 ノ 風景 ハ 全然 西洋 ノ 文明 ト 調和 シ ナイ コ ノ 兵險ノ 無風 流 サヲ見 給へ 

六 三 0  〔五月 十七 日 支那から。 芥川道 章 宛〕 

その後 杭 州、 揚州、 蘇 州、 南京 等を經 めぐりました この 分で 悠々 支那 旅行 をして ゐ ると 秋に でもなら 

なければ 歸られ ないか も 知れません それで は 閉口です から 魔 山、 三峽、 洞 庭 等 は 悉ヌキ にして これ か 

らまつ すぐに 漢 口から 北京へ 行って しま ふつ もりです いくら 支那が 好い と 云っても 宿屋 住ま ひ を 一 一月 

もして ゐ るの は樂な もの ぢ やありません 體は 一 昨 曰 もこ この 醫 者に 見て 貰 ひました が、 一 切 故障 はな 

いと 云 ふ 事で し た寫眞 はと どき ま し たかもう 少しす ると 揚州 や 蘇 州で 寫し た 寫眞が と どきます 南京 で 

比呂 志の 着物 を 買 ひました 支那の 子供が お 節句の 時に 着る 虎の やうな 着物です あまり 大きくない から 

比呂 志の 體 はは ひらない かも 知れません 尤もた つた 一 圓 三十 錢 です 僕 は 見つかり 次第 本 や 石 刷な H ふ 
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爲 目下 甚 貧乏です 北京へ 行ったら 大阪の 社から 旅費の つぎ 足し を 貰 ふつ もりです (病院 費用 も 三百 圓 

程 かかりました から) 一 日 も 早く 北京へ 行き 一 曰 も 早く 日本へ 歸 りたい と 思って ゐ ます 今晩 船に 乘り 

五 曰 目に 漢ロ着 そこから 北京 は 一 ー晝 夜です からもう 一 週間す ると 北京の ホテルに 落着け ます 手紙 は 北 

京 崇文門 内 八 寶胡同 波 多 野 乾 一 氏 氣附で 出して 下さい 皆々 樣御 無事の 事と 思って ゐ ます 叔母さん は 注 

射を續 けて ゐま すか、 注射 は靜脈 注射よりも 皮下注射の 方が よろしい やって ゐ なければ この 手紙つ き 

次第お 始めなさい 支那に は 草 決 明と 云 ふお 茶代り の妙藥 があります 僕の 實驗 だけで も 非常に 效き 目が 

顯 著です 歸 つたら 叔母さん にもお 母さんに も飮 ませます それから 文 子へ、 もし 人參の ェ キスが なくな 

つて ゐ たら、 早速 買って お置きなさい あれば 誰でもの むけれ どない とつい のまない から。 ついの まな 

いと 云 ふの が 養生 を 怠る 一歩です。 

五月 十六 日  芥川龍之介 

芥川 皆々 樣 

二伸 唯今 手紙 落手し ました 吳服 なぞ は 目下 貧乏で 買へ ません 土產は 安物ば かりと 御 思 ひ 下さい 

六 三 一 〔五月 二十日 支那から。 丁 俅油絡 (高 境女士 像) の 鰭 端 書、 小穴隆 丁苑〕 

これ は 現代 支那の 洋畫 なり 日本 畫 でも 近頃 上海の 日本人 倶樂 部に 展覽會 を 催した 支那 人 ありこの 先生 

は稻鳳 なぞの 四條 末派の 影響 を 受けて ゐた 要するに 現代 支那 は藝術 的に ダメ のダメ のダメ なり 

五月 二十日  蕪 湖 龍 

穴 三 二  〔五月 二十 二日 支那から。 鎗端 書、 石黑定 一 宛〕 

上海 を 去る 憾む 所な し 唯 君と 相 見が たきを 憾む のみ 

留別 


夏山に 虹 立ち 消 ゆる 別れ かな 

大正 十 年 五月 二十 二日  ,  魔 山 川 龍 之 介 

六 三 三 〔五月 二十 三 H 支那から。 踏 I 端 書 、下お 勦-:^〕  , 

廬山. をす つかり a 物す るに は 一 週間ば かり かかる さう です 旅程 を^ぐ ため 山上に 一 夜と まって 明 湖 九 

江へ 下い すぐに 漢ロ へ 上る つもりです 今の 廬山は 西洋人 どもの 避暑地に すぎません 

二 仲 蕪 湖に て 御手 紙拜 見、 難 有く 御體申 上げます、 腐 山 行 问行は 竹 內栖鳳 氏 

五月 二十 三日  龍 之 介 

六 三 四 〔五月 三十 H 支那から。 鎗端 書、 與謝 野宽、 同 n§ 子 宛〕 

しらべ かなしき 蛇 皮 線に 

セゥ 人キ. I： 二..' 

小 翠花は 歌 ひけり 

耳環 は 金に ゆらげ ども 

君に 似ざる を 如何にせ む 

コ レ ハ新 體今樣 デァリ マ ス 長江 洞 庭ノ船 ノ中ハ コンナ モノ ヲ作 ラシ メル ソレ ホド返 M ダトォ W 心ヒ下 

サイ 以上 

五 力 三十日.  湖南 2_ ^沙 我 鬼 

六 三 五 つ 4i 月 三十  一 u 支那から。 翁 葉書、 石 田， t 之 助， が〕 

^ 長 沙に來 り葉德 輝の 藏書を 見たり 葉 先生 今 蘇 州に ありあの 藏書三 卜 五 卷 iw: 賣拂ふ 意志 ある m おの 所 

3 では 買 はない か 好 ささうな 本が ある ぜ 詳しく は觀 古堂， 藏寢 H: 四卷を 見るべし 僕 明朝 漠 口に 歸り、 二三 
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日後洛 陽へ 行く 箬 以上 

芥 川 生 

六 三 六 〔六月 二日 支那から。 繪端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

君 はもう 室 生 氏の あとへ 引き こした 由 僕 は 本 月 中旬に ならぬ と 北京へ も 行けぬ 上海 臥 病の 祟りに は 辟 

易した 長 沙は湘 江に 臨んだ 町 だが その 所謂 淸湘 なる もの も 一 面の 濁り水 だ 暑さ も 八十 度を越え てゐる 

バ ンドの 柳の 外に は 町中 殆 樹木 を 見ぬ 此處の 名物 は 新 思想と チブス だ 以上 

六 三 七 〔六月 二  rn 支那から。 薄 田淳介 宛〕 

啓 僕 最初 約束す らく 「原稿 は 途中から 達り ます」 と 今にして 知る この 約束 到底 實行 しがた しその 故 は 僕 

陸に ある や 名所 を 見 古 噴 を 見 芝居 を 見 學校を 見る の 餘暇は 歡迎會 に 出席し 講演 會に 出席し 且又 動物園 

の 山椒魚 を 見ん と 欲する 如く 僕 を 見ん と 欲する 諸君 子 を 僕の 宿に 迎 へざる を 得ず、 僕 水に ある や 船長 

にっか まり 事務長に つかまり、 時に その 所蔵の 贋 書僞畫 を 恭 しく 拜 見せざる 可らず その 間に 想 を 練 リ 

肇を： i らんと せば 唯 眠 を 節すべき のみこれ 僕 を； i 經 衰弱に する 所以に して 到底 長績 きすべからず ( 一 一 

日程 や つ て 辟易 せ り) 私に 思 ふ澤村 先生 介紹 の藥聊 利きす ぎた る もの の 如し 是に 於て 僕 やむ を 得ず 歸 

朝 後に 稿 を 起さん と 欲す、 しかも 目に 見る 所、 耳に 聞く 所、 忘却し 去る を 恐る- -が 故に、 街頭に ある 

茶樓 にある と を 問 はず 直に 手帖 を 出して ノオト を 取る これ 僕の 近狀 なり。 僕の 約 を 守らざる、 責め 

られ ざれば 幸甚な り。 且僕 上海に 病臥す る 事 二 旬、 時當に 孟夏に 入らん とす。 卽ち宜 昌 峡ふ 見る を 抛 

ち、 西 安行き を拋 ち、 僅に 洛陽龍 門 を 見て 匇々 北京に 赴かん と 欲す。 蓋 宜昌峽 を 見る は必 しも 僕の 任 

にあらず。 西 安は戰 塵未收 まらず して 寶は龍 門 さへ 行かれぬ やうな^ 說を 塗に 聞く が 故な り。 天憨暑 

からん として 囊底漸 冷 かならん とす。 遊子 今夜 愁心 多し。 草々 不宣 
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芥川龍之介 拜 

薄 田 先生 侍史 

六 三 八 〔六 ほ 六 H 支那から。 繪端 書、 小 穴隆ー 宛〕  . 

子供に 御..^ の賓を 下す つた 由 家書 を 得て 知る、 難 有く 御禮申 上げます これ は 朱： 卜の 白 鹿 書院、 うしろ 

の 山 は 魔 山です 僕聊 支那に 飽き、 この頃 敷 島の 大和心 を 起す 事 度々 

六月 六日  口 龍 之 介 

金 農と いふ 淸 朝の 畫 かき 君の やうな 書 を 書く 號を冬 心 先生、 詩 も 作る 歸 つたら 複製 を 御め にかけ ます 

六 三 九 〔六月 支那から。 芥川近 章-: 甩〕 

拜啓 御手 紙漢 口にて 拜見 その後 多用の 爲御 返事 今日まで 延引し ました 體 はます ます 壯^ 故 御 安心 下 

さい 小包の 數 不審です、 今日までに 達った の は 

上海より 箱 六つ 包 三つ (コ ノ内 一 ッハ後 二 テ出シ タリ 古洋 肌.； 3) 

南京より 靴と 古 瓦 (コ レ ハ幾ッ 二 包ン ダカ 知 リマ セン 寶來 館ノ 亭主 二 マ カセタ カラ) 

この 手紙に 書留め の 受取り を 同封し ますから 全 體の數 が 合はなかった 節 は 受取 を 郵便^へ 持ち 行き 御 

交涉 下さい 但し 箱 幾つ 包み 幾つと 云 ふ 事 は 僕の 記憶ち が ひも あるか 知れぬ 故 全 體の數 にて 御數へ 下さ 

い (但シ 受取 は 上海より 出した 最初の 八つ だけので す。 つまり. 1.:: 洋服 包みの 外 八つ あれば よいので す) 

そ，.， 力ら 莉の 上に 書いた 册數は 出たら めです。 又 中に つめた 古新聞 は 常 方に てつめ たのです。 それ 故 

もし，^ 包みの 數 さへ 合へば 包み を 解き、 中の 本 を 揃へ て 下さい。 御 面倒ながら 願 ひます。 

多分 小包み は 紛失しても ゐず、 中の 本 も 紛失して ゐぬ 事と 思 ひます 又漢 口にて 五六 十 本 を H ひま 

した 力ら、 明 曰 達り ます 包みの 數は まだ わかりません。 僕む やみに 本 を 買 ふ その他の 费：； ：- ま大儉 
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約 をして ゐ ます 漢 口で は 住友の 支店長 水 野 氏の 家に 厄介に なった 爲、 全然 宿賃な しに 暮 せました。 支 

那 各地 至る所の 日本人 皆 僕 を 優遇し ます。 小說 家に なって ゐ るの も 難 有い 事 だと 思 ひました。 

明日 漢ロ 發、 洛陽龍 門， を 見物 (三 四日 間) それから 北京へ 入ります。 漢 口を出れば 旅行 は 半分 以上 すん 

だ 事になります。 

小澤、 小 穴の 親切な の は 感心です。 ハガキ の 體狀を 出しました 

内地に ゐる とわから ないで せう が、 僕 晝間は 諸 所見て あるき、 夜 は 歡迎會 に 出たり、 ノオト を 作った 

りする 爲 非常に 多忙です。 新聞の 紀行 も歸朝 後でない ととても 書け ぬ 位です。 ですから この 位 長い 手 

紙 を 書く のは大 骨です。 諸方へ はがき を 書く 爲、 睡眠時間 をへ らして ゐる 位です。. 

もう 當地は 七月の 暑さです。 

九 江に て池邊 (本 所の 醫者) の オトさん に 遇 ひました 一 一十 年 も 日本で 遇 はぬ 人に 九 江で 遇 ふと は 不思議 

です。 今 は 松 竹 活動 寫眞の 技師 をして ゐ ます。 

皆 樣御體 御大 切に 願 ひます。 夜 眼 を さます とうちへ 歸 りたくなる。 さやうなら 

- .  龍 之介拜 

芥川 皆々 樣 ， 

二伸 北京の 山 本へ も 手紙 を 出しました。 伯母さん は 注射 を續 けて ゐま すか。 あんまり 芝へば か 

り 行 つ て ゐ ると 芝の 子が 可愛くな つ てうち の 子が 可愛くなくなる。 なる ベ くう ちに ゐ なさい。 

六 四 0  〔六月 六 n 支那から。 綺端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

今夜 漢ロ を發 して 洛 陽に 向 ふ、 龍 門の 古 怫旣に 目前に あるが 如し 然れ ども 漢 口に 止る 一 週日、 去る に 

臨んで 多少の 離愁 あり 

白 南風 や 大河の 海豚 啼き 渡. る  . 


六月 六日  - 

六 四 I  〔六月 十： n 支那から。 端 w、 下^£^勳宛〕 

(コ ノ 旅行 は 支那 宿、 支那 馬車の 苦しい 旅行です) 

やっと 洛陽龍 門の 見物 をす ませました 龍 門 は 天下の 壯觀 です 洛陽は 碑 林が あるば かり 城外に は 唯 黄 雲 

の 如き 麥 畑が 續 いて ゐ ます 支那 も そろそろ 陝 西の 戰爭が ものに なり さう です 小生 も 側杖 を 食 はない 内 

に 北京へ 逃げて 行く 事に しました 以上 

六月 十 U  •  河南 鄭州 我 鬼 

六 四 二  〔六月 十四日 北京から。 芥川道 章 宛〕 

拜啓 北京 着 山 本に あ ひました 唯今 支那 各地 動 亂の兆 あり 餘り愚 阖 々々して ゐ ると、 歸れ なくなる i:- 

あれば 北京 見物す ませ 次第 (大同 府 の石佛 寺まで 行き) 直に 山 東へ 出で 濟南、 泰山、 曲阜、 a 物の 上、 

靑 島より 侮路歸 京の 箸、 滿洲， 5 鮮 方面 は 一 切 今度 は 立ち寄らぬ 事と しました その 爲旅 は豫 期の 三分 

の 二位に しかな り ませぬ が、 やむ を 得ぬ 事と あきらめます 今度の 旅 (漢 口より 北京まで) は 至って 運よ 

く、 宜昌 行き を 見合せ ると 宜昌に 掠奪 起り、 漢ロを 立てば 武昌 (漢 口の 川 向う) に大 暴動 起り (その 爲 

に 王 占 元は 部下 千 二百 名 を 銃殺した と 云 ふ 一 件) すべ て騷 動が 僕の 後へ 後へ とま はって ゐ ますこれ が 

前へ 前へ ま はったら、 どんな： H にあった かわかり ません 體は その後 ひき 績き壯 健 この頃 は 支那の S 服 

を 着て 歩いて ゐ ます 支那の 夏服 はすつ かり 揃って 二十 八圓 故、 安上りで 便利です しかも 洋服より 餘程 

涼しい 北京 は晝 暑くても 夜 は 涼しい 所です 六月 末か遲 くも 七月 初に は歸れ ますから それが 樂 しみです- 

^ 山 東 は 殆曰本 故、 濟 南へ 行けば もう 歸っ たやうな ものです。 漢 口よりの 本屆 きました か あれ は蓮賃 荷 

3 造り 費 共 先拂ひ 故よ ろしく 願 ひます まだ 北京で も 本 を 買 ひます 叔母さん にさう 云って 下さい 袋 はとう 
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とう 吏 はず じ まひです。 南京虫に 食 はるの なぞ は當り 前の 事に なって しま ひました。 僕が 東京へ 歸る 

日 は 前以て 電報 を 打つ 故 皆う ちに ゐられ たし 伯母さん も その 曰 は 芝へ 行かずに ゐられ たし 芝と 云へば 

弟 は 真 面目 に 商賣を やって ゐま すか 以上 

六月 十四 ：n  芥川龍之介 

芥川 皆々 樣 •  . 

一 一中 文子雜 誌に 何 か 書いた 由 諸 所の 日本人より 聞き及び たれ どま だ 僕 自身 は讀 まず 惡ぃ 事なら 

ねば 叱り はせ ねど餘 り獎勵 もせぬ 事と は存 ぜられ たし 山本瑶 子より は芥 川比呂 志の 方 利 巧 さうな 

りもう 立てる やうに なりし や 否や 

六 四 三 〔六月 二十 一 日 支那から-。 鎗端 書、 室 生 厚 星 宛〕 

拜啓 北京に ある 事 三日 旣に 北京に 惚れ こみ 候、 僕 東京に 住む 能 はざる も 北京に 住まば 本望な り 昨夜 三 

廃園に 戲を聽 き歸途 前門 を 過 ぐれば 門 上弦 月 あり その 景色 何とも 云へ ず 北京の 壯大に 比 ぶれば 上海の 

如き は蠻巿 のみ 

六 四 四 〔六月 二十 四 = 支那から。 綺端 書、 芥川 宛〕 

ボタ 大同へ 行かん とする 所に ストライキ 起り 汽率 不通と なる。 やむ を 得ず 北京に 滯在、 漢 口より 達り 

し 本と どき 候 や 否や こちら はもう 眞夏 なり、 この 手紙に 返事 出す 事 勿れ 返事が 來 るに は 十日 かかる 十 

日た てばもう 北京に ゐ ない 故に 御座 候 以上 

〔裹 に〕  . 

下 島 先生より 度々 手紙 頂き 候お 禮を申 上下され 度 候 

上海より 村 田 君 章 氏 の 書， を 達 つ た^これ 又と どき 候 事 と 存じ 候 


ブ四 h  〔六月 二十四日 支那から。 端 書、 瀧 井 孝 乍， お〕 

^^王城の 地な り裝云 ふべ からず 御 府の寶 の 如き 他に 見 難き 神品 多き 下 

とすれ と ストライキの 爲 汽車 通せず 北京の 本屋 をう ろつ いて ゐる  ^r^l^^i 

二十四日  I 

龍 之 介 

六 四 六 〔六月 二十 四：！： 支那から。 輸端 *、 ドね 動， お〕 

度.1|52!^^1ぅ>じ^;1管下支那服に§是ま走しー」ゐ|此處の御府の爾すばにし 

/す (豪 巧 品 は霸) 北京なら  一 二 年 簾しても 好い と 一 K ふ氣 がします 又 本 貪 ^ こみ 

i  ,  北京 我 鬼 

六 四 七 〔六月 二十 四：：：： 支那から。 繪 端，^ い、 中 5^ 虎雄. が〕 

g 今 北京に ゐ ます 北京 はさす がに 王城の 地です、 僕 は每曰 支那 f 着て は 芝居 ま はり をして ゐ ます 

六月 二十 四 曰  北京 東 單牌樓 芥川龍之介 

六 四 <  〔六月 二十 七 "(推定〕 支那から。 m 端^、 小穴隆  一 5 

ん今歡 に 風 吹く ところ 支那 服 を 着つ つ わが 行く 姿 を 33 へ 

^ に はの U ひ ほ はは f つた 君と 同郷 だと 云って ゐた 文華 殿の 畫は 大した 事な し、 御府 の？ ますよ 

し，， もの 力 ある 畫の みならず 支那 を は！^ 非 一度 君に 见 せた、  ，—： 
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二. 十七 y  我  鬼 

六 四 九 〔七月 十二： n 支那から。 繪端 書、 南部 修太郎 宛〕 

乍 日 君の 令妹の 御 訪問 をう けて 恐縮した その 時 君の 手紙 も 受取った 偉 さうな 事な ど 云 はずに 勉強し ろ 

よ 僕 は 近頃 文壇と か小說 とか 云 ふ ものと 全然 沒交涉 に 生活して ゐる、 さう して 幸福に 感じて ゐる寫 虞 

中 書齋に 於け る 僕 は 美男に 寫 つて ゐ るから 貸して やっても 好い 窓の 所で 寫 したの は 唐 犬 櫂 兵衞の 子分 

じみて ゐ るから 貸すべからず 以上 

. 六 五 0  〔七月十ニ日支那から。 繪端書、 小穴險 丁^^〕 

天津へ 来た 此處は 上 海 同 樣蠻市 だ 北京が 戀し えべ すて たまらぬ 

たそがれ はかなし きもの か はろ ばろ と 夷の 市に 我 は 来に けり 

此處 にして 心 はかなし 町 行け ど か の 花 合歡は 見えが てぬ かも 

七月 十二  R 

二 申 一 後 はもう 東京に ゐる 


天津 我 鬼 


六 五 一 〔七月 支那から。 綺 端甞、 齋藤良 告宛〕 

お前の 手紙 は 英語の イディオム を 使 ひたがる 特色 ありこ は 無き に 若かざる 特色な りされ ど 亦お 前 を 愛 

せし むる 特色な り 僕お 前の 手紙 を讀ん でお 前が 一 層 可愛くな つたお 前 を 可愛がらぬ 五郎 は 莫迦な り 僕 

お前の 所へ Chinese  ProlUes と 云 ふ 本 を 忘れたり あの 本 紀行 を 書く に は 入用 故 東京 市外 田 端 四 三 五 僕 

まで 、逢って くれ 兎に角 蕪 湖で お前の 世話になった 事 は^ 快に 恩に 着た き氣 がする 僕 北京で 腹下しの 爲 

め 又醫者 こかかった 今夜 歸國の 程に 上る 一 週間 後 はもう 東京に ゐる べしお 前の 健康 を 祈る 北京で 蟬の 
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聲を ききお 前 を 思 ひ 出した 蕪 湖に は 今 も ブタが 横行して ゐる だら うな 何だか ゴ タ ゴ タ 害いた もう 一 度 

お前の 健康 を 祈る 僕の やうに，：^ 下し をす るな よ さやうなら 

天津 我 鬼 

六 五 二  〔八月  一 rz 田 端から。 端 書、 中 根 駒十郎 -：^〕 

少々 御 相談 致した き 事 有 之 御足勞 ながら 近々 中に (なるべく 夕方 か 夜分) 拙宅まで 御來 篤な し 下さる ま 

じく や 右と 0 あへ ず 願 上 候 頓苣  芥川龍之介 

六 五三 〔八月 三：！： W 端から。 端 書、 南部 修太 郎- お〕 

來 ると 云 ふ 日に は 何時でも 在宅す る。 前に 端 書 をよ こし 給へ。 外へ 出る の は まっぴら だ。 詳細に 君の 

妹さんの 話 をす るから、. もう 一 枚寫眞 をう つして くれない か。 每曰 紀行 書きに へ こたれ てゐ る。 

龍 之 

六 五 四 〔八月 三 H 田 端から。 小穴隆  一-:^〕 

支那が へり 我 鬼 は 病みつ，^ 汝を 待てり 洗 馬 ゆか へらば とひ 來 ませす ぐ 

病めば ま だ 人 谷 も と はず こ もり 居り 草の 家 に ふ る 雨 をき き つ つ 

汝が ために 筆と 墨と は 買ひ來 しもよき ゃ惡 しき やた めし もま だせず 

八月 三 nl 夜 

1 游亭樣 


夜來花 庵主： 


六 五 五 〔八月 三 H 田 端から C  取秀 腐^」 
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拜啓 中央 公論へ 御 話 を 頂く 件に つき もし 筆記者 をよ こすと すれば 何時が よろしく 候 や 私まで 御 知ら 

せ 下さらば 幸甚に 候 中央 公論 七月 增刊號 一 册 (八月 號は 未刊) さし 上げ 候 大抵 說苑の 方 小説よりも 面白 

くそろ 新 宮の蒔 繪檢扇 共に 人目 を 驚かし 候 次 手ながら 六角 氏の 文章 も 人目 を おどろか しそろ 頓首 

八月 三日  芥川龍之介 

香 "取 先生 臺啓 . 

六 五六 〔八月 二十 一日 田 端から。 下鳥勳 宛〕 

拜啓 御宅に 現代 小說 選集 有 之 候 節 は 使の ものに 御 渡し 下され 度 願 上 候 それ は 井月 句集の 紙の 事に つ 

きちと 必要 を 生ぜし のに 候 頓首 

廿 一日 

穴ェ 谷 先 生 


芥川龍之介 • 


病 我 鬼 


六 五 七 〔八月 二十 七 H 田 端から。 齋 藤貞吉 宛〕 

床の 上に この頃 わびし さ 庭べ の 百日紅 もちり そめに けり 

心なき 我と 思 ふな 床の 上に 蟬を 聞きつ --晝 もね むる に 

八月 二十 七日  ， 

さいとう ていきち 樣 

二 仲 あと は 後便 筆 を もつ の は 面倒臭い 故 支那 紀行 少し 書いた もう 見て 居る だら う 五良の こと 

もつ と 傷、. ：3 せよ 傷心 はくす りなり 

六 五へ 〔九月 二日 田 端から。 下^£2勳苑〕 


拜復 おすし 頂、 き 難 有く 御 禮申上 候 昨日 鎌 倉へ 參り虚 子に 會ひ題 句 をた のみ 候 所 快諾いた しくれ 候- g 

三日 中に 題 句 達る 可き 旨 申し 候 間 御 休 神 下され 度 候 句集の 假名 少々 直し 候上虚 子の 題 句 を 得 次第 早 

速 印刷に とりかかる 可く 右 もよ ろしく 御 承知 下され 度 候 

夕立 や 鮎の 鲳皆 生きつ ベう 

井月 ぢゃ酒 もて 參れ 鮎の 鯧 

九月 二日  ， 了 中 庵主 

空 谷 先 生 

六 五 九 〔九月 七 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

二 科 御 人選 を 祝し 奉る それから 支那の 岡持ち 進上 仕りた しひ まの 時と りに 御 で 下さる 可く 候 m 曜で 

ない 夜が よろし からむ . 

六 六 0  〔九月 八：：：： S 端から。 薄 田淳介 宛〕 

拝 啓 原稿お くれが ちに て 恐縮 仕ります 電報料ば かりで も 社の 負擔 がふえ た訣 です しかし 何分 小生の 

胃腸 直らず その 爲痔 まで 病み 出し 床上に 机を据 ゑて 書き 居る 次第 この頃で は瘦軀 一 層授 せて 螺螂の 如 

くな つて ゐま すそれ 故 上海 游 記と f.^ の 蘇杭游 記との 間に 一 週間 息 を 入れさせて •  おきます 尤も 原稿 は そ 

の 間に も 、逢り ます 一 週 問た めた 上 御 出し 下されば 好い のです それから 出版の 件 社から 出す亊 になった 

よし 社から 出れば 賣れ さう 故 結構です 似し 印税 は 本屋より 安くはないです か 本が 安く 出來、 印税の 率 

が 安 い と 千 部位 の 賣れ高 の 遠 ひ は 著者 に とり 同樣 です 病中 原稿 は 出來 なくて もこの 位の 欲心 は ある も 

% のと 御 思 ひ 下さい 虛吼 先生 は 健在です か 

3  炎天に 上りて 消えぬ 箕の埃 
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これ は 俳 賢 俳 仙 どもに ほめられた 句であります 頓首 

九月 八日  .  我  鬼 

す，， .1 き 田き  - 

二伸 おとぎ 話 (小生 作) 日曜 附錄に 出なかった 由 御迷惑ながら あの 原稿 小生まで 御 返 達 下さい あ 

の 原稿 を HT 圓に買 ふ と 云 ふ 編輯 者が 現れ まし た か ら 

六 六 I  〔九月 十三 日 田 端から。 下 島 動- M〕 

拜啓 虚 子へ 催促 を 出し ましたが 今以て 題 句 を くれません 故 それだけ は 後に 組ませる 事と しま づ 原稿 

を 刷らせて しま ふ 事に しました 右 一 存に とり 計ら ひました 故 あしからず 御 承知 下さい この 旨參 上の 上 

申 上ぐ 可き の 所 この間の 下痢 以來痔 と 云 ふ もの を 知り 恰も 阿修羅 百臂の 刀刃 一 時に 便 門 を 裂く が 如き 

目にあ ひ 居り 候へば 書面に て 御免 蒙ります 

秋風 や 尻た だれた る 女郎蜘蛛 

九月 十三 日  • 了 中 庵主 

{4! 谷 先生 

六 六 二  〔九月 十四日 田 端から。 宛名 破れたり。 森林 太郎、 與謝野 品 子 宛 (推定)〕 

拜啓 明星 御發刊 のよ しま づ御 よろこび を 申 上げます それから 私 を も 同人の 一 人に 御 加へ 下す つたよ 

し 御 厚意 難 有く 御禮 申します しかし 明星 は 同人 以上に 執筆 を 許さない 維 誌で せう かもし さもな くば 私 

ま 司 入の 列に. P はらずに 寄稿した いと 存じます と 云 ふの は 私の 我 ままです が、 どうも 同人と 云 ふ 名 力 

ら 生ずる 束縛の 感じが 苦しい のです たと ひ實際 は 自由で あっても 鬼に 角 同人 一 人前の 責任 を 持つ の 力 

苦し、，' のです い ゃ責壬 は 持たなくて も 責任 の ありさ うな 氣が する 事が そ お 自身もう 苦し 、のです 私 は 


398 


旣にそ Q 點 では 大阪每 日 新聞社 員と 云 ふ、 厄介な 荷 を 背負って ゐ ますです からもう この 上に はなる， E- 

く氣樂 にして ゐ たいので す どうか 幾重に も不惡 この 我儘 を 御恕し 下さい さう しても し 同人 以外の 原稿 

も 載せる 時が あれば 私の 作品 を 御 加へ 下さい 私 は 現在 四百四病 一 時に 發し 床上に. i. 吟 して ゐ ます その 

爲 にこ れも 十分に 文意 を つくせた かどう かわかり ません どうかよ ろ しく 御 判讓下 さ い 顿 t: 

九月 十四日  芥川龍之介 

六 六 三 〔九月 二十 HS 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 君の 手紙に 返事 を 書かう と 思 ひながら 今日まで のびたり 僕 改造の 爲に 小說を 書かせられ たる 故 

と 知るべし 但し それ も 一 日に 十 枚 位 書き飛ばす 健筆 自ら 驚くべし 尤も 小說 になって ゐる かどう かわか 

らず 

「母」 は 思 ふ に 惡 し 女 主人公が 人 の 子供 の 死 んで 喜ぶ 所 を も つと アクションの 上よ りきけ ばよ ろし 

からむ かさう すれば 中々 惡 短篇に あらず 好 短篇になる 事受合 ひなり 

上海 紀行め 諸體を 兼備す る は あ. - する 方が 樂な 故な り 小說は 坂路を 下る 如く 紀行 は 平地 を 行く が 如し 

あたり 前に 書いて ゐて は 筆者 最も 退屈な り 誤 つ て 感心す る 事 勿れ 僕靜養 の 爲 どちら か 温泉 場 へ 參らむ 

と 思 ふ その上に て 紀行 を續 け小說 も少 々 書く 氣な り 

高說の 如く 中央 公論の 壻刊號 なぞよ めば 文壇 沈滞の 語 も當ら ざるに あらざる に 似たり あれ は 僕 等 3^ 世 

の 時より 文壇に 自由の 精神な き 故な りよき 小說 ならばよ しと 云 ふなる 程 それに 遠 ひご ざらん しかしよ 

き小說 ならばよ しと 云 ふ 人 各 そのよし と 云 ふ 言葉 を 勝手に 理解し 居る を 如何よ き 小説と は どんな もの 

か ぼんやりして ゐ るなら まだ しもよし 現在で は 各人が 肚の 底に リアリズム とか ロマン ティ シズ ム とか 

人間味と か世帶 味と か それぞれ 所？ i よき 小說に 必要な 條件 を貯 へて 置いて それへ よき 小 說と云 ふ 一 般 

的な 言葉 を かぶせて ゐ るない せんず る 所 莫迦の 致す 事 なれ ど 結果から 見れば 大山 カン さね それより 昔 
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の 自然主義者が 自然主義 以外に 小說 がない やうな 顏 をした 方が まだ しもよし 菊 池の 攻撃す るの も 尤も 

だよ ほし この 際 迷惑す る もの はまこと によき 小説なら ばよ しと 致す 事 拙者の 如き 達人な り (コ / 一  段 

新聞 ノ文藝 欄 一一 載 ル位ナ ネゥ チア リ ト 趨 リ 感服 ス) 

もう 一 つ 名論 を 披露す ベ し 文壇 進まず との 非難 はこん な 理由より 起るな らん 文壇 も あらゆる 進歩の 方 

則に 浪れず asMWSWSP  G 進步を する 故 上下の 關係を 無視 すれば 又 元の 所へ 還った や 

うに 見える 自然主義の 先生が 硯友社 時代へ かへ つたと 云 ふの はこの 理由で ござる これ は 勿論 非難す る 

方が 莫迦な り (1) 

又 文壇の 進歩 は あらゆる 進歩の 方 則に 浪れず S81V\N\ -1 (\  ノ の進步 をす る 故-../ <^ 

の听 もな き 能 はず 但そ A 」 でも 幾分 か は 上 へ 上へ と 向って ゐる なり それ を 見ずに 作家ば かりせ め るの は 

批評家 共の 間違 ひなり 00  r 

註に 曰 t/  A の 所卽ち wew leadings  of  Life の 出で ざる 所な り 

その外に まだもう 一 つ 沈滞の 理由 あり それ は 文壇 人 も 人間 故獨 りなる はさび しき 所から (マ ダイ ロイ 

口原 因ァ ラン モ コ レガ 大キナ 原因 ナリ 少ク トモ 莫迦 ノ 雷同 以外 一一 ハ 最大/原因 ナリ) \ なりし もの 

が A なる 傾向、 更に 甚 しき は A  へ なる 傾向 ある 事な り その 爲に 文壇 は 同 臭味の 集りと なり 尸 ^ 

し (コ レ ハ 交際 アル 作家 間 一一 力 ギラズ 文壇 全體ニ ツイ テモ 然リ) 同 臭味の 集りと なる 時 は 或 曖昧なる 

lew 文壇 こ. 跋扈す る 事と なる、 (ィ 口 ン ナ モノ ヲ抱ク 故〕 好い 小說は 好きが 如き ものな りされば 自然 

new  readings  of  Life を扭絕 する 事と なり^-  、 の 狀態を 永績 させる 事と なるこ は 何時も さうな 

れど 現代 も 亦左樣 なり 御用 心 御用 心 

小說を 書け さう もな き は惡ぃ 事な り 書け さうな 氣 になる 工夫 をす ベ し ボタ は 書齋へ とぢ こもって ゐる 

とどう も氣 持ちが 振はなくなる 卽 僕に は 街頭に 時々 出る 事が 小說 を. 書きた くなる 所以な り 君 は その 反 

對 ならん 反對 ならば 書齋へ 立て こもるべし 何とかの パ 口 ディで も 何でも 滅 茶々々 によむ ベ し 社 もやむ 
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なくば すつ ぼ 力す ベ し 君の 今までの 小説に はま だ 君が 全部 出て ゐず 全部 出さへ すれば よろしい なり 君 

は 小說が 書け さうな 氣 がしず 從 つて 書かない 一 點を のぞき 今の 小說 家の 後 麋を拜 すべき 人 問に あらず 

それ を 害き たがりつ，^ i! かずに ゐ るの は 先生 御謙遍 もす ぎたり と 云 ふべ し 一 體 拙者に 云 はすれ ボ -f;!; よ 

君の 器 を 知らず、 知らざる が 故に 尊重せ ずノ ンコゥ の 茶碗 を 灰 落しに 使って ゐる趣 あり 僕が 君なら 今 

の 君の 十倍 位 うぬぼれる さう して 小說を 書きながら 古今東西の 大家の 作品 をよ みその テク 一一 イク を マ 

ス タ ァ して 行く。 さう すれば 何も 畏怖 心 なぞに 驅られ る 所 はあり やしない 公平に 考 へ て 見 給 へ 害け な 

ければ 君 は 書け ない 方が 不思議 ぢ やない か 

今日 連日の 雨 晴れ ポク 又 小 說を脫 稿す 神暢び 氣悠哉 これから 菊 池の 所へ でもち よいと ST かけて 見る、 じ 

算也 

西の 田の もに ふる 時雨 

東に 澄める 町の そら 

二つ 心の すべな さは  . 

人間の みと 思 ひき や 

これ は 三十 男が 斷 腸の 思 を 托せる ものな り 一 唱 三嘆せられ たし 

炎天に 上りて 消えぬ 箕の埃 

これ は 心境よ ろしき よし 諸 先生のお ほめに 预 りし 句な り 同に く感淚 御隨意 たるべし 頓百 

九月 廿日  了 中 庵主 

大芸 先生  ， 

二伸 君、 ハ ムズン は 大家 だよ 

穴 六 四 〔九月 二十 nz 田 端から。 端 書、 南部 修ん 郎- が"：； 
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拜啓君 はま だ 御 在京に や ポク 四 五日 中に 湯 河原へ 行かん と 思 ふ 御 同行 如何 但し 外に 伴れ を 誘 ふ 可らず 

僕 閑靜を 愛する 故な り 以上 

六 六 五 〔九月 二十 三日 S 端から。 端書ノ 南部 修太郎 宛〕 

朶雲奉 誦僕は 二. f 七闩か 八日で ない と 出られぬ その 前 二十 四 曰に あ ひたい 同日 午後 二 時 丸 善に 来られ 

たし (二 時より 三時) 

六 六 六 〔九月 二十 三 HE 端から。 久 米-: i;- 雄-が〕 

拜啓 この間 は 手紙 を 難 有う さて 室賀 文武 氏 儀 この頃 句集 を 出す にっき 君の 題 句 を 請 ひたい ffi 至急 一 

句 小生まで 御 、逢り 下さらな いか 題 句 者 は 君 一 人な り その後 小牛： 健康 勝れず 辟^の 至廿七 八日 頃 湯 河原 

へ でも 行かう かと 思つ てゐる 

人 あり 因に 問 ふ 如何 か 是藝術 我 鬼 先生 答へ て 曰 

あらあらし 霞の 中の 山の 襲 

九月 二十 三日  龍 之 介 

三 汀 詞 宗 侍史 

二伸 題 句の 件 何分た のむ 僕 出かけて 行けば よいの だが 病體故 御免 蒙りた しちよ いと はがき か 何 

かへ 書いて くれ 急々 如 律令 

六 六 七 〔九月 二十四日 田 端から。 下島勳 宛〕 

拜啓 いちじく 澤 山に 項 戴 致し 難 有く 御 禮申上 候  ， 


これ や この 子規の みことが 痔を わぶ とう まらに 食せ し 由 無花果 ぞ 

井月 も痔を し 病 めら ば.！？ にかへ て 食し けむ もの を これの 無 花 架 

頓 

九月 サ四 日 

空 ハ仓 先生 

二伸 院展 ちょと 視き 候へ ども 碌な 畫は無 之、 大觀、 溪仙、 洗 一路、 古徑 なぞ 傲に 見る に 足る ベ 

く 候 はむか それよりも 美術 協 曾の 參考 品に 山 ft の眞 鶴の 幅なら ベ あり 候 これ は 立派な ものに 候 

六 六 八 〔九月 二 II 五 端から。 番取秀 UM- お〕 

拜啓 た 今 下 島 先生 御光來 中に 候へ ども 先生に も 御來篤 御高 話 拜聽の 機 を Z おさせて "i^ け まに き やお 

御 願 ひまで 如斯に 御座 候 頓首 

九月 二十 五 曰  -  芥川龍 之 介 

香 取 先生 

六 六 九 〔九月 二十 六 =E 端から。 端，、 お 部修. ^郎^」 

拜啓出 發日廿 一へ n の所卅 0: に 御 延期 下さる まじく や ご へんにな くば 卅日 と存候 (汽 i5i. は 十 一 時 何分に 

ゃ丄  ，  . 

六 七 0  L 九月 二十 六日 田 端から。 端 i -、 小 穴 降て M〕 

三十日に 立ちます この頃 又元氣 なし 君の 句 「いろく づの あだに ほ」 敬服 
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荒々 し 霞の 中の 山の 襞 

六 七 I  〔九月 三十日 田 端から" 恒 藤恭- お〕 

拜啓 先達 は 高著 を 難 有う あの 時の 手紙に 葉 山から 端書き を 出した 旨 害い てあつた がその 端 書 は來な 

い ぜ僕は 歸朝後 健康が すぐれぬ 爲 もし 君が 葉 山へ でも 来たら 遊びが てら 少し 君と 幕したい と 思って ゐ 

たの だ だから 君から 何とも 云って 來 ない 事 を どつ した 事 かと 思って ゐた位 だ どうも 支那で 惡 くした 腹 

は 容易に 恢復 しないら しい 明日から 當 分の 間 相 州 湯 河原へ 湯治に 參る つもり だ 上海で は 君の 兄さんに 

御飯の 御馳走に なつたい 何 かした この 秋 は 京都へ 老人 達と 一 しょに 參る かも 知れない 

九月 三十日  •  了 中 庵主 

恒 藤恭樣 

六 七 二  〔九月；！ 一十：：： W 端から。 松 本 翁 士；： 宛〕 

拜啓 度々 御手 紙 難 有う いつも 早速 御 返事 さし 上ぐ 可き のと ころ 北京：；、 來の 腹下し 未に 恢復 仕らず， お 

たり 起きたり 致し 居候 爲失禮 ばかりして ゐ ます 何事 もず ぼらの 小生 故不惡 御寬恕 下さい 陳 先生の！^ 2 確 

に 落手 いろいろ 難 有う ございました なほ 南 宗寶集 一 册 さし 上げます から 何卒 陳 先生へ 御 屈け 下さい そ 

れ から 僕の 枯木の 阖御 仕立ての 由 恐縮ながら 嬉しく 存じて ゐ ますもう 二 度 北京へ 行って その 表 裝を兑 

たいが 腹下しが 少々 恐し い 君 は 北京に 住みながら ちっとも 腹 を 下しません か (， 僕の ゐた內 にやった の 

は 腹下し プ & パ ァとは認めません此處に質問する，腹下しとはニ週間2^上のーぉ下しでぁります〕小：^:の 

紀行 御よ み 下さる 由 面白かったら 本社 へ 向け ォ モ シ ロイ ォ モシ ィと： 道 報 を 打つ. て 下さい 本社で は 旅 

行 眼 米 國記も 僕の 紀行 も 同じ だと 思って ゐる やうです お 松さん は 健在です か 波 多 野^ はや はり 「紙上 

の 建築」 を樂 七んで ゐま すか 僕 もこの 頃書齋 でも 造らう かと 思って. 「紙上の 建築」 を 時々 試みて ゐ ます 


中 野 先生 は 相不變 肥って ゐ るで せう ナ 辻さん と は 例の 原稿の 爲 二三 度騫面 を 往復し ました 

ぬば 玉の 黑き扇 に 鼻 をよ せ" 臭し と 云 ひし 鎗士 n なれ は 。 

大 寺の 丹塗りの 祸 仰ぎつつ、 餓 了と 云 ひし 鎗吉 なれ は。 

初夏の 夜 をす がしみ、 鎗吉は 乃 木 將軍を ほめ やまず けり。 

燕 京に 秋風 立てば 鎗吉 も、 白き ズボン を脫 ぎに けらず や。 

乃 木 夫人 を 憶 ふ 

いにし へ の 賢き 妻が いばい せし、 狭 山の 小获今 かち るら む。 

鎗吉 はま すら を なれば 聽戲 にも、 馬 前 撥 水 を 愛すと 云 へり。  , 

なれ 故に 無 賴の客 も 燕 京 を、 美しと^ にきと なが 妻に 云へ。 

なが 妻 をい まだ 見 ざれば 鱧の ベむ、 心 甲斐な しとな が 妻に 云へ。 

これ は 手紙 代りに 三十 一 字 を 並べた ものと 御 思 ひなさい 今になる と 僕 も 山^ を 見なかった のに 心 惜し 

い 波 多 野 先生に よろしく 頓首 

九 up 三十日  芥 川 龍 之 介 

松 本 鎗吉樣 

六 七三 〔十月 一 ：：： 湯 河原から。 瀧 并孝作 宛〕 

啓 今日 湯 河原へ 參候 井月の 句集の 事よ ろしく 願 上 候 誤字 脫字を 拾 ふ 事 は 下 島 先^に も出來 得べ く 候 

ベ くも 印刷 上 の 習慣 そ の 他 は 全然 君 の 受持ち に 願 ひ たく 候な ほ 念 の 爲申上 候 へ ども 

一 附記 は 子 持 爵の枠 (IP) をと り 中に も を 入れて 印刷 (一 1 } せられた し 

4  ニ跋は 唯の 線の 枠 を 入れ (I I ) 中に も爵は 入れず ざっと 題 句の 頁 を 散文に したやう に 印刷せられ たし 

4. 三 の 裏 は 裏白と なる ベければ その 場合 はや はり Ifl の 枠 だけ 入れ 中の 聲 なしに 印刷され たし 從っ 
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て 跋は別 丁より 起る ものと 思 はれた し 

四&。 一  ンき^ & 8 附錄の 最終の 頁、 白紙なる 時 は 附記 を 前記の 體裁 通り 其處 へく む 事に せられた 


となるな. 


その他 は 臨機の 處置 をお とり 下され 度 候 下 島 先生 は 時々 白紙の 共へ 埋め草の S 或は 詩歌な ど 用 ひんと 

一 K はれ 候へ ども さう 云 ふ もの は 一切 無用に 願 ひ 候 校正 は 再校に て 大抵 了るべき か 校了、 耍 再校 等の 

手績 きも 下 島 先生 は 不案内 に つ き 御 面倒な が ら君 に 願 ひ た し 以 上當用 の み 

十月 一日  了 中 庵主 

折柴 先生 

六 七 四 〔十月 八： H 湯 河原から。 鎗 端 書へ 南部 修太郎 と 寄甞、 { 主 生犀屋 宛〕 

南部と 一 しょに ここへ 來てゐ ます 神經 衰弱 は 中々 根治し さう もありません 仕事 はせ ず、 句 を 作ったり 

樂燒 きを 描いたり して ゐ ます 樂の 傑作が 出来たら あなたに も 一 つ 進上し ます さう したら コレクション 

の 中へ 人れ て 下さい 昨 曰 三 彩が かつ た 物 を 試み ま し た 頓首 

い 月 八日  湯 河原 中西內 芥川生 

六 七 五 〔十月 八：！： 湯 河原 かち。 繪端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

井月の 句集 校正が 出たら よろしく 御 面倒 を 見て くれ 給へ 僕 健康 ややよ ろし 伹し まだ 夢ば かり 見て ゐる 

この頃 新 傾向の 俳人と なり 句 を 作った 

山に 雲 下り ゐ 赤らみ 垂る \ 柹の紫 


竹 むら 夕べ の み峽路 透る 

家鴨 ま 白に 倚る 石垣の 乾き 

どう だ 中々 うまいだら う 

六 七 六 〔， 「月 九 口： t 河原から。 繪端. 誓、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

南部と 一 しょに 湯 河原に 來てゐ る 南部と 如何に 消光して ゐる かひと へに 御 察し を 乞 ふ 僕神經 衰弱； g ら 

ず 無暗に 伺 か 書きたくて 闲る 君の 「大 議論」 なる もの 見た し^ 拔き 持つ て來 るか ^ハーつ て くれる かしな い. 

力 

山に 雲 下り ゐ、 赤らみ 垂 るる. 神の 藥 

竹 むら 夕べ の 澄み、 峽路 透る 

六 七 七 〔，「：=-」-H^ 河^から。 檢端 書、 ii^^ 

そ の 後 引つ V き病須 の た め 湯 河原 へ 治に 來て 居ます 僕 は 元 來筆不 11^ の 處病氣 に な つ た 爲餘計 怠け t  V 

すまない が 勘忍して 吳れ給 へ 頓 な 

；,  サ ョ  ァレ  t 

吾 を 待つ と 小夜の ハ ル ク に 立ち わびし 汝を思 ひかな しむ 吾 は 

押し 照 る や 月 を 愛し み 吾 と 共 に 草路を 行きし. L:J;4^:: なれ は 

お前の 文章 をよ んだ どうも 難 有う あれ は 中 々 うまい 御世 辭 でも 何でもなく 中 々うま い お前 は 新聞記者 

になつ て も 飯が 食 へる もよ い と 感服し ；，： 

6 

4  六 七 <  〔十月 十 Hit 河原から。 繪端. 響へ 南部 修太郞 と 小島 政： 一；， 郎 -M」 


年 十 JK 火 


六 七 九 C1 月 十  一 W 湯 河原から。 端賓、 友 常.^ お  一 ^〕 

御手 紙拜 見し ました 私 は今當 地へ 靜 養に 來てゐ ます ^稿 支那 旅仃以 來の病 の爲 未に 拜 見の 機會を 得. 

ません 體も 丈夫 になり 小閑 も 得たら 拜 見した い と 思って ゐま十 あなたの 御^ 紙は大 へ ん 好い 黄 半紙 を 

使つ てゐ ますね あんな 紙 は 東京に は 稀れ です 大事に 御 使 ひなさい 頓 

十月 十  一 n 

六 八 0  L, 「月， r 二日 湯 河原 か. り。 繪 端难： i、 塚 本 八洲 宛； 一 

毎日 湯に は ひつたい 本 を よんだり してく らして ゐ ます 體 は大體 好い やうです 唯神經 衰弱が 癒らない の 

に闲 つて ゐ ますこ ちら は 今 曰 やっと 曰の 目 を 見ました 柹は やや 赤らみ 蜜柑 はま だまつ せ W です 今 山の 方つ 

へ 散步に 行って 歸 つて 来ました 頓 

中 西 内 我 鬼 

, かぎろ ひの 夕 澄み渡る 薄明り 靑斑山 は なかぞらに 見 ゆ . 


^びに 來 ません か 僕 は每日 南都 先生の 敎訓を 受けて ゐ ます 君 も 来て 薫陶 を 受ける ともつ と 偉くなる で， 

^ せう 僕 はこの 頃新頓 向の 俳人に なりました 

に 雲 下り ゐ、 赤らみ 垂 るる 姊の 葉" 

七 ヒチ 

竹む，：' 夕べ の 澄み 峽路 透る 

以上  我 鬼 ，m 

〔襄 に〕  . 

南郃修 太郎を 句に しました 

大 いな る 帽子 野 分 に黑 か り し 


コレハ {貫旦 ろァ ス 41^ 色 ハ中々 ョ ロシイ 

六 八 I  〔十月 卞ニ  H 湯 河原から。 檢端 書、 .^M 取秀 3M 宛〕 

拜啓毎 曰 湯に ひたって ゐ ます 甚 泰平です 但神經 衰弱 は 容易に 魔り さう にも 思 はれません 暇つ ぶしに 變 

を 描いたり 樂燒を 試みたり して ゐ ます 樂燒の 一 輪 ざし なぞ は^ 圩 洞に 5^ 品 すれば まづ 安くと も 二十 七 

圓 五十 錢 位です ナ 頓首 

世の中の おろかの ひと り，； HI が やける 樂の 茶碗に 茶 を たうべ り 

世の中の おろかの ひとり 翁 さび 念佛す と 思 へ 湯壺の 中に 

六 八 二  〔十ギ (椎定 ) 十月 十三：：： 河 15- から。 緒 端 書、 小穴隆  一 ^〕 

「ホラ、 アンナ 1 一水 ガ流 レテル ネ、 赤ィ 花ガ、 オヤ 鶴 ガカケ テキ マンタ 岩 ガ澤山 アル ネェ」 —— これ 

は 廊下に 母親の 子供 を だまして ゐる 言葉です 資 際の 景色 は 室内の 僕に は 見えません 唯 これ を 聞いて る 

ると 僕の 想像に は 奇體な 風景 畫が 浮かび ます 御な ぐ さみ 迄 に 頓首 

我 鬼 

六 八 三 〔卜 月 十六：：：！ 湯 河-ぬから。 紛端 書、 小穴隆 一 -が〕 

紙 どうも ありがたう 僕 その後お ひお ひ 健康 恢復、 ffi し 4^ に 安眠 出來 ぬのに 苦しみ 居ります 仕事 は 全然 

せず 唯 秋の.  深くなる 山 色 を 眺めて ゐる ばかり 湯 河原の 主よりも よろしくとの 事 頓苜 

六 八 四 〔十月 一； Inw 端から。 松！； 譲^〕 

！；！^省高^！^難有く存候表紙の荒磯ぉもしろく金を貼りたるにも似合ひ候中はまだ拜見ぃたさねどニ老入 
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赤頭巾、 御 連枝な ど 今よ みても 上々 の 作 かと 存 居候 但し 題名の 地獄の 門 は 如何に や 小生の 趣味に は少 

しいかめ しすぎる やうに 御座 候 又 この 前の 「九官鳥」 の やうに 御禮を 出し そ びれ ると 惡 いと 存じ とりあ 

へず この 狀相 認め 候 頓首 

十月 廿日  芥川龍之介 

松 岡讓. 樣 侍史 

六 八 五 〔十月 三十 一日 田 端から。 下 島 勳 宛〕 

先程 は 結構なる 柹を澤 山 あり が たう ノ 」 ざ いました 

君が たぶ 十 あまり 五つの 甘し 柹 あな 尊と ぞ こやり つ 、見る 

君が たぶ 十 あまりの 柹 赤ければ 赤き を め で て 食 し が て ぬか も 

この 柹の なり 居る ところ 山川 の 水 を淸し と 人 住む らん か 

君が たぶ 柹 のこ .V だく 枕べ に 赤き を 見れば もの も 思 はず 

姊の實 を畫に 描くべく は黃と 赤と 墨 と を融き て 描く ベ か り け り 

そが ひなる ある は もろむ く 姊の實 のみな が ら 赤く 照り にけ るか も 

ひとり 見ても 嬉しき 柹 の甘柹 のこ こだ 赤き を 母と 二な 見つ 

柹の實 の 赤き に し るき 山國 の 秋 を懷し みく へ ど 飽か ぬか も 

建 御名 方 神 の 命 も柹食 ふ と 十 握 の劍 捨てた まひけ む 

思 ふ 事 を 皆 歌に しました 御 笑 ひ 下さい それから 神 經がロ 卯って ゐて睡 りに くくて 困ります 睡られ る 御 

藥を 少し 頂け ますまい か 熱も少 々 は ある や う で す 頓ぉ 

十月 景  一口  .  病 我 鬼 

穴 h: 谷 先生 梧 右  . 
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六 八 六 〔十 一 月！：：！：出端から。 下^：^勳宛〕 

拜啓御 使 難 有く 存候御 本 確に 落手 それ それへ わけつ か はす W く 候な ほ 昨日. T 取 先生の 御宅へ 參 上委辆 

よろ，， ，： く 申 上 候 間 左樣御 承知 下され 度 候 右 とりあ へず 當用 のみ 顿 ..n 

井月の 句集 成る  - 

月の 夜の 落 栗 拾ひ盡 しけり 

1 一 月 四日 朝  了屮^  tH 

空 ^先生 梧 右 ， . 

六 八 七 〔ー  一  H: 十：：： W 端 か、 り。 佐 佐 木 茂 索 宛」 

拜啓 別封 原稿、 時事の. 文藝 欄の 一隅に 御揭載 下さる やう 歎願し ます 著者 及 この 文の 作者に 賴 まれ. な 

のです どうかよ ろしく 御 1  取り計ら ひ 下さい 頓首  • - 

自轉 率に またがる H: ぺ ダ ル ふまず まむ かひに 坂 を ひた 下し 來る 

ia- ひき 車 ひきつ っ自が 頸に. fc 肩掛の 毛布 かけたり 

i 一  月 in  芥川龍之介 

徒 木 さ ま まゐる  . 

六 八 八 〔ー  一 H:lu;nw 端から。 池岭 忠孝^〕 

拜啓 君の 著書に 感心した 點 

一 、 文章のう まい •、 これ はう ますぎ る 所 も あい 

二、 車 業から/、 を觀 ずる 上に 渾 利の 脇 光 を 感ずる 事少 からず 憲法 を 論ずる. 軍の 如き この 例に 舉げる 0- 


年 t  IF. 尺 


411 


は 平凡な o 三 經疏の 制作の 童. の 如き 短し と雖も 及び難し 

三、 時代 の 理解に 略憾 なき こ と これ は 容易 さう にして しか も 中 々 むづ か しき 事な り 我等が 或 時代 を 再 

現す る 際、 その 現代と 共通なる 部分 は 彷彿す るに 難から ずた とへば ジ ヤン • ダァク の 降神 は必 しも 齊 

現に 苦しま ざらん され どコ ペル S ーク ス の 地動説 を 知らざる 事 中世の 民の 如くなる を 得る や 否や、 君 は 

鬼 も 角 推 古 朝の 民の 如く 女帝の 卽 位に 驚く を 得たり 感心せ ざる を 得ざる 所以なら ず や 

右 亂筆御 判 讀を乞 ふ 君と 大阪に 別れし より 引き 續き僕 病床に あり 高著の 御禮の 遲れし 所以 平に 御寬 如か 

あらむ 事 を 乞 ふ  . 

讀太. - 所行 讚  ， 

秋風に ゆらぐ や 蓮の 花 一 つ 

h 一  月 十五：：：  芥川籠 之 介 

池 崎 忠孝 樣 

六 八 九 〔ー  一  ：„r 十六： 端 か. り。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

拜復 高著 あ U がた う 「接吻」 よろし、 集中の 佳作な らん、 小生 新年 號に 忙殺されつ \ あり、 當分 どこへ 

も 5^ かけられない 右 とりあへ ず 御 返事まで 頓^ 

芥川^ 

六 九 0  〔十一月 二  4 一  = 田 端から。 卜お 勳 Lw〕 

みす 刈る 科 野の 國の大 玉菜 ふたった びた る 君 は うれし も 

みすず 刈る 科 野の 國に 西洋の 玉菜い つよい 作り そめけ む 

. 十 . 一 月サ 一日  了屮隨 i 


412 


, 《41: 谷 仁兄 侍史 

六 九 一 〔十 一 月 二十 四 H 田 端から-" 簿 介-お〕 

拜啓 度々 御世 話 を かけまして 申訣 ありません どうも 支那 旅行の 爲文俊 をのば して 行った のと その後 

體の わるい 爲 もろ/ \ の雜誌 編輯 者より 原稿 をよ こせく と せめられ 病軀 その 任に たへ ず 寅 際へ こた 

れ 切って ゐ ます 仰ぎ 願く は 新年 號を返 治す るまで 御 待 も 下さる やう 願 ひます その代り 今度 始めたら 巾 

絕 しません この頃 神經 衰弱 甚 しく！^ 眠藥 なしに は 一 睡も 出来ぬ 次第、 窮狀 幾审： にも 御 ぶね 下さい 右 歎 

願狀 まで なほ 旅費の 槪算表 は 今日 會計 部へ さし 出しました 頓首 

十 一 月廿四 H  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 . 

六 九 二  〔十 一 月 二十 五 端から。 佐 佐 木 茂 索-: g〕 

敬 啓 井月の 原稿 は讀賣 へま はしたい ろく 御手 數難 有う それから 人間 十 一 月號 僕の 所へ 來らず (：乂 

郵便局 泥棒 か) その 爲 君の 小說、 今日 醫 者の 所に て ー讀 過、 但 順番 を 待つ 間な りし 故隨肇 までよ むに 

至らず 衷懷は 書きなぐりと 號 すれ ども 書きなぐりなら ざるべ し 僕 は 「翅 鳥」 「その 死 次の 死」 よりもよ ろ 

しと 思 ふ 君 自身 大いに 謙 適して ゐ たせ ゐか、 それだけ 感服の 度を掛 したの かも 知れぬ あの 淡々 たる 15 

所に 徹すれば 君 自身の 甘露 門に 人るべし 唯 難 を 云へば 最後の 一 節 利きす ぎる 憾 あり 通の 短篇なら ば 

あの 程度の ヱッフ ェを 要せん も衷懷 はもつ と悠々 と あけつ ばな しにした 方よ からむ と 思 ふそれ から 前 

三分の j 程の 會 話に はや ゃ氣 取りす ぎた る感を 催す、 如何、 僕 近々 羅 W 搏 陰に^ 懷を 一 讀 させむ と 思 

ふす でに あの 一 篇を 書く 力 あり 妄に胡 亂の作 をな す 事 勿れ 

流 蘇 女史 草堂へ 來 ると 云 ふ 相 成る， E- く は 卜 一 一月に なって からに 願 ひたし， H 一月 も 卜 ZI 過ぎなら. ま蹄更 


よろし 獎小說 四つ 書かむ とす y 下 やむ を 得ぬ 義理 客の 外 御免 を 蒙り 居る 次第 窮狀 よろしく 御 i し を 乞 

^ ふ蕭 索た る賣文 生涯、 女 學士の 光 臨 を 謝する に 至って は 我 鬼 先生 苦笑の 外な しと 知るべし これ 力ら 

又 短篇 r 將軍」 の 製に とりかかる さやうなら  . 

十一月 廿 五日  了 中^ 主 

大 芸 先生 侍史 

六 九 三 〔十一月 二十 六日 S 端から。 井上康文， お〕 

拜啓 御 返事が 遲れ て申訣 ありません 唯今 新年 號ゃ何 かの 爲 多忙 を 極めて ゐる 祟です 又 わざく 御 出 

の 所 留守 こて こ 比-もお 氣の 毒に 存じて ゐ ます 童話 選集の 件拜 承し ました あなたが 選 をな さる まなた 

の 知人が 御 版になる、 それだけ はわ かりまし たしかし 私 或は 我々 とその 出版 書肆の 關係 はどうなる 

のです かこれ が 新しい 村の 爲に本 を 出す か 誰かの 病氣 見舞に 本 を 出す とか 云 ふの ならば ネ 力.，. ノ ますし 

かし 童話 選集の 場合 は その 誰の 爲に する のかが 判然し ません その 邊を はっきり させて 頂けば 好 者 合!：! 

す 但し 私の 童話の 中から どれでも 一 篇 さし 上げる 事が あなたの 御 便利になる のなら ばとう か 自由に 街 

選擇 下さい みんな あまり 子供む きのし ない 童話の やうな 氣 がします が あなた はきつ とその 中から 適. も 田 

な 物 を 御 選び 下さる 事と 思 ひます 右 とりあへ ず 1 -遲れ て あまり とりあへ ずで もありません カ當 用の 

み 頓首 

十一月 廿六曰  芥川龍之介 

井上康文 樣 

正  六 九 四 〔十二月 一日 田 端から" 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

年 啓 今 H 又御醫 者の 所に て 君の 隨筆 をよ む あの 中の 恩人 云々 の 所、 もし 一 分で も 僕の 事を考 へて 書いて 
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るる " なら (斯く 中す は 小牛： が 恩 を 着せた 覺 えなければ なり； s 後 そんな 事を考 ふべ からず そんな：：？.」 

考へ るより 女の 一 人で も- 持つべし 僕 この頃 やたらに 原稿 を 富 かされて： 1： かしら 書く 事の あるの が. 个 

請な 位な り そ の 間に 讀書 もす る讀む 間の ある の も 不思議な 位な り讀 むと い 、 •  ま こ リ 間斐 邊與. ま- ト. t 

生が 来て 今 代. の 活字本し か讀 まぬ 事 を 痛 歎して 居た 僕 も 活字本し か讀 まない が 却 つきあ ひこお M  ノー」 

置いた 與茂平 は 行年 二十 一 歳 だが 中々 見上げた 學者 だね 長 崎 史の通 はさる 事ながら f 非の 事に も 化,： し 

い 男 だ よ あ M 云 ふ 人間が ゐる の だから 古： 丸樓 主人な どもし つかりせ ぬと いかん：；：； の 小說の ^末！, お 合點 

なりと 菊 池 云 ふ 由 多少 その 氣昧も あるか 知れぬ ー體^ は小說 を窗 く時獨 介點 になり はせ ぬかな り, i」 

ぬ 力と 思って 書く それでも 獨合點 になる 事 あり 广 勿論 駄 y を 押しす ぎる 事 も あり) 菊 池な どの 小， -, よ 

そんな 所見えず 思 ふに 氣 質の 相違なる べし 菊 池の 評語 を聞キ k も獨り 合點糾 かなと 思 ひし 故 辯ず る $ 

この頃 一句， 

秋の 曰 ゃ锾の 稍の 片廳き 

士 万一 曰  /ぃハ せ 主 

大 先 生 蒲 下 

二伸 三 汀 作 心中 後 0 譚は 僕. - 下に 先立って 之 を 認めたり 菊 池、 山 本、 何れも 僕の 網^に 及ばず 

六 九 五 「t 二月 二 Hm 端から。 小穴隆  一 ^〕 

啓 その後 親戚の ごたく 燃 ひろ ごり 新年 號の 原稿と 共に 愈 小生 を 多； y になし り 候 この頃 睡眠 ま V- 

足 食 愁は滅 返、 隣む ベ き狀 態な り 井月の 短 尺： ni つかりし や 否や 井月 は 木 曾 へ は少 くも I 一 一 度 行 つ て ゐ る 

よ し搮 力 せ ばき つ と 何處か にあるべし 

元日 や 手 を 洗 ひ iiw る 夕、.： J 
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秋の 曰 ゃ锾の 梢の 片 靡き 

いづれ 入 谷尊老 に.^ られる 句 か 今日 由央. 公論の/切ない これにて 擱筆、 勉強し 給へ 

それから 何 か 欲しい もの あらば 遠慮な しに 申 越された し 女房に 命じ 直に、 逢ら せる 事と する 故 

河童の 畫に  . 

カザ U 

橋の 上 ゆ 胡瓜な ぐれば 水 ひびきすな は ゃン N かゆる 禿， の あたま 

頓首 

臘初ニ  .  了 中 庵主 

一 一伸 君の 句 「山 鶴の かすみ」 「木 拈に山 さ へ」 「手拭 を 腰に はさめる」 三 句うまい と 思 ふ 

ー游亭 先生 蒲 下  . 

六 九 六 〔十二月 三 HIS 端から。 瀧 井 孝 作. お〕 

啓 君の 所に 參り をる 珍本 全集 中 竺志船 物語と 云 ふ もの ありあの 話の 作者 は 村 田春悔 にゃある ひ は 橘 

千 陰な り やちょい としら せて くれ 給へ 手紙 にても よろし 小生 今日の 午後 はよ その 婚禮" に 行く 故る すな 

い 但し 今夜 ま で に 作者 の 名 知りた し 顿ぽ 

臓 初 三  了屮 庵主 

折柴 先生 蒲 下 

六 九 七 〔十二月 十七 日 S 端から。 友常宰 ー苑〕 

拜啓 あなたの 原稿 確に 落手し ました 私の 作品に 厚意 を 持つ て 下さる 事 を 感謝し ます 唯：：！： 下の 私 は 引 

續き 新年 號の 創作に 忙殺されて ゐ るので 年内に は 原稿 を拜 見す る 時間がない かも 知れません それでも 

よか つ 拜見 します 若し 御 都合が わる か つ たら 御 返 達します こ の 手紙 もとう に 書く 可き 所 毎 R 原稿 
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U1 向 ひ 合って ゐる爲 つい 今 曰までの びくにな i した その 點は不 画 i 下さい 右 露の み 

芥川龍之介 


MM 

十二月 十七 日朝 

友 常 幸ー漾 


ブ 力- ノ  〔1 '二月 二十四日 田 端から。 佐 佐 木 房. お〕 

拜^ 来る 十二月 In 午後 四時よ" 拙宅 ま f 開 t すが 御 5, 席 下さいません かぶ f きこ 

： 菊 僕；」 P で H.rlii き 眷藝師 P む J ぽむ 

ナ^ 五六 人 ま 無事 な會 です どうか 萬菌繰 合せの 上 御 出席 下さい 當 方で はも 4 てに し；： ゐま 

士 一月 廿四 R  .ト ー I  、- 

大橋 房子樣 讲. 次  -ゴ ； t 之 ノバ 

1 一 仲 御 面倒ながら 御 出席の 3 曰 御 返事 下されば 好都合です 

六 九. 7  〔十二月 二十 八： = 出端から。 ^取秀 3H^〕 

拜^>1！^ 生 II は 田 端 何番 地に や 御敎へ 下され 磨.，： 候 それから 鹿 島 つた 

と 田 S 候へ 共 これ も 間違 ひ 無 之 候 や 次 手 を 以て 伺 ひヒ候  j  l^fd/^  / 

新年の 句 一 つ 

元日 や 手 を 洗 ひ 居る 夕 心 

十一 一月 廿 八日  ，， I  J 

香 取 先生  -づ J  f 之 ノノ 


年 一十 正大 
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大正 十 一 年 

七 00  〔 一  月 十三 日 田 端から。 渡 邊雖輔 宛〕 

省 先達 は失禮 しました それから カステラ を 難 有う 手紙 も 難 有う その後 小生 は 風 を 引いたり 原稿 を 

書く の に 追 はれたり し て つい 御 躇狀を 出す のが 遲く なりました 尤も 元來肇 無精 だから 特別な 事情が な 

くと も 怠り勝ち なのです どうかなる 可く 怒らずに 下さい 今日は 御惠 達の 長 崎 新聞 落手 あなたの 序文 

を拜 見し ました あなた はわた くしと 書きます ね 小生 は あなたの 說 通り 小 說の 中の 一 人稱 はわた しとす 

る 事に きめてし まひました それから この間 新 小說の 編輯 人が 切支丹 文明の 事に つき 筆者の 相談に 來 

ましたから 林 若 樹氏ゃ 何かと 一 しょに あなた を 推しました どうか 暇が あったら 何 か IJI いて やって 下さ 

い 但し 林 氏 なぞ は 個人的に知ら ないから 煽動、 あなた は 知って ゐ るから 紹介した 事になる のです 明 

星に 觀潮樓 主人の 奈良 五十 首が 出て ゐ るの を 讀 みました か 五十 首と も 大抵 まづ いです ねこの 赛 京都に 

しばらく ゐた 後長 崎へ 行きたい と 思 ひます それまでに 何 かゆつ くり 小說を 書きたい 新年の 小説 は皆不 

出来です 蒲 原 君に もよ ろしく 

一月 十三 日  我 鬼 生 

渡邊與 茂平樣 

二伸 この 歌わ かります か あらたまの 中の 歌です 

あら は れむ こ と は 悲し もた まき はる 命の うちに 我 は いふべ し 

七 0  I  二月 十四日 田 端から。 下島勳 宛〕 
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拜啓 昨日 は 失^ 致 候 宇 野浩ー 一 と 申す 男 あんな 鼬 情 小說を 書きながら 陰 舞な 顏 をし 一」 ゐる處 唆 ふよ 卯 

座興に なりし かと 存 居候 それから ちと 調べた き 儀 有 之 候 間 きず-が 御贷 し  .^ 

の 歳 事 記に て は 無 之 候) 使め ものに 御 渡し 下され 候 は，. 幸甚に 存候右 御 願 ひまで 如 折， お お q 

十四 曰  ，っ f  / . 

穴ェ 谷 先生 侍史  ギ. .ノ 

二伸 

時雨る.^ や 文衡山 もちろ り 酒  , . 

七 0  二  〔一月 十九 端から。 渡邊： 脉輔. お〕 

新 小 說へ御 執筆 下されし 由 今 曰 も 編輯 者 ま ゐぃ大 よろこび 「戲作 三昧」 に關 する 高說 Is-t ハ 

馬 琴 は 唯 僕の 心 もち を 描かむ 爲に馬 琴を假 りた ものと 思 はれた し 西洋の 小說 にも この類の ぁ少 から 

ず さう 一 r 試み も惡 しからず と 思 ふ 但し それでも 事實を 曲ぐ る は不. ^となれば 又 辯ず べき もの も あ、 リ 

t なほ 現在の 僕 は 短歌 も 俳句 も男兒 一 生の 事業と する に 足らぬ ものと は 思 ひ 居らず 

i 來ー えたし」 御用 ひの よし 珍重、 文章の 道豈 そんな 事に 遠慮の 人る ものなら む や， ザ J 外の 「わたくし ヌ 

力， お. 茂 平の 「わたし」 是か 捧喝の 間に 決する 位な 意氣 ごみ を 持 たれても 然るべ しと ふ 長 暗へ 參る t, い 

くも 四月 中旬な り 尤も 大した 御 心配に は 及ばず やど 屋住ひ にても 差 支へ なし  ， U も 

ひやかす 餘裕 あれば 結構な り  . ，f!> 

今日 天 陰 閣庭 所々 殘© 擁爐閲 書 心意 蕭索君 も 啻に 身 體と云 はず 君 自身 を大 

にと り 扱 ふの は 天に 罪 を 得る 所；^. なる 可く 候 頓首  ォ . ブ" す"， ネ.^ 

一月 十九 日  我 

渡邊 先生 蒲 下  , . 
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一 一伸 茂吉の 歌わ かるの なら 御 教示 を 乞 ふ 僕 に は 瞹昧糢 糊た る ものな り (あら はれむ 事 は 悲し も 

云々 の 歌 ) 

七 0 三 〔 一 月 二十日 田 端から。 端 書、 佐 佐木忠 一 宛〕 

拜啓 先達 は失禮 いたし 候 さて 田 端に 雲 泉、 直 入、 鐵心 なぞ 一 見いた したしと 申す もの 有 之 候へ ども 右 

三 幅 小生 宅まで 至急 御持參 下さる まじく 候 やな ほ 外に も 頃 合 ひの 品 有 之 候 節 は 御 持 參願上 候 以上 

(イツ カン シ ハ 小生 少 シホシ イノ ナリ ) 

七 0 四 〔一月 二十  一 tn 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 いき ど ほり 消えし よし 結構な り 平生 心に さへ なれば どんな 事 をしても 後悔 少 かる 可く 候 若冲 

の畫 評判よ ろしく 我 鬼 先生 大 得意な り け ふ 天眞堂 主人の 来駕 を 請 ひ 自笑軒 主人 雲 泉 一 幅を購 ひ候鐵 

心 先生 は 百 三十 圓の よし もちろん 賈 ふの を 見合せ たり 紀行文 を 書く 事 面倒に て 閉口、 茶 を 喫し-杏 を 

炷き、 若 冲のゑ を 見て 溫 然と 消光した し  . 

となり の いも じ秀眞 にあた ふる 書 

若 冲の木 鬼の ゑ 見に 來 久方の 雪 茶 を 煮つ わが 待つ らくに 

二十 一日  芥川龍之介 

大芸 先生 

七 0 五 〔一月 (推定) 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 例の件 その後 如何 相 成 候 や 次に 大橋房 子 氏 へ 本 を 貰 つ た禮 出さむ と 思 ひ 候 へ ど 所 わすれ 候お 敎 へ 

下された く 願 ひ 上げ 候 頓苜 
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芥川龍 之 介 

七 0 六 〔 一 月 二十 一 日 田 端から。 佐 佐 木 c;^. お〕 

拜啓 お とぎばなし の 本 ありが たう も つ と 早く 御 禮を申 上げ る箬 のと ころ 風 を ひ き の ど を-せら し § 

遲れ ました ごめんなさい  I 

ベ テレへ ムの 宿よ み をれば 大人 われ も 心な ごみ 来る を 君に つげな む 

一月 二十 一日 .  .  芥川龍之介 

大撟房 子 樣粧次 

二 仲 日曜で もお あそびに おいで 下された く 候 

七 0 七 〔一月 二十 一 ロ£ 端から。 小穴隆 一 宛〕 

拜啓 足の 傷より バイ キン は ひりし 由 僕の 先見 明かなる に 感服いた され 候 事と 存 但し 無理 こホ， ^中 我 

鬼窟 まで 御 出の 祟りなら ばお 氣の 毒に たへ ず 候 夜半 亭の薛 風 望み かな はざる よし せんなき 事な り， 件— 真 

など はどうで もよ ろしければ 足の 傷の 手當 て肝耍 にな さる 可く 候 鲜風も いろいろ お^折り ま 難 有く 存 

し 奉り 候 若 冲眞物 まぎれ あらざる よし 秀眞窣 ；谷兩 老人 いづれ も 耳 木 兎に 敬^いた され 1  お， にもら ひし 

墨 臺秀眞 老人に 見せし 所、 面の 龍は螺 型に とりし もの、 壞れ しゃうな る は 導し 寺の， V 敗、 支ボ. > さ 、傚 

にて はなく 曰 本人の 工夫、 時代 は德川 末期の よし 判明 さすがに 專門家 は 詳しき ものと 存じ 候 くれぐ.， L 

も 足の 手 あて 怠るべからず 怠る と 跛になる 苜 

"一き 月せ 一 曰  澄 江 堂 主人 

ー游 先生 侍史 
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,て|0  〔二月 一日 田 端 かち。 香取秀 眞苑〕 

拜啓 おひ まなら ばちよ いとお 出で 下さる まじく 候 や 唯今 人參り 居り その 人 かけ 物 二三 幅 持ち 居り 候 

右當 用まで 頓苜 

二月 一 曰  芥川龍之介 

香 取 先生 

七 II  〔二月 十日 田 端 かち。 薄 田淳介 宛〕 

, 啓 菊 池の 病 氣ゃ何 かの 爲江南 游記掉 尾の 原稿 遲滞を 来たし 御氣の 毒に 存じます さて 同 游記も 廿九囘 を 

おて 一 段落つ きました が 今度 は 長江 游 記へ とりかかる 前に 一 週間 程 息 つぎをし ますし ますと いふより 


^  七 0 八 〔十一 年 (推定) 一月 二十四日 田 端から。 山 本 有 三 宛〕 

4 

拜啓 松 山 敏氏を 御 紹介 申 上 候 松 山 氏 は 金星 堂 出版部の 人 なれ ど 銀 皿 同人に して 詩人 兼小說 家な りな 

みなみの 出版業者と 御 同 一 視 なさらず 特別に 御 引見の 上 御 便宜 御 取 計ら ひ 下され 度 願 上 候 頓首 

二十四日  芥川龍之介 

山 本 勇三樣 

七 0 九 〔一月 二十 七日 田 端 かち。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

啓 講演の 加勢 をた のまれ、 二三 日 名 古 やへ 參り曰 曜日 ゆ 留守に いたす §1 故 御 出 無用 この間 半 截ニ枚 

出され 一 枚 河童 を かき あと 一枚 書く ものな く 閉口 中忽 トンボ を 思 ひ 出し 二 匹 かいた 一 のと ころ 中々 

うまく ま ゐり侯 2^ 上 
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させて 下さい 一 曰 四 五 枚 書きつ づける の は 中々 樂ぢゃ あいません しかし 讀 者，， "-.g と あら. ま： ま も 

延期して よろしい 當 方の 考 へで は 長江 游記、 湖北 游， お、 河南 游 一記、 北お 游_ お、 大同 游， 記と さきが 遼遠 

故 これから は あまり 油 を 寶らず ー游記 五：！ 乃至 十囘で 進行した いと 3- つて ゐ ます 以ヒ 、 ： 

二月 十日  卞 n  ^ レー 卜 

薄 田 淳介樣  •  _  ；  • 

二 仲 四百 金 難 有く 頂、 戴 丁度 拙宅へ 泥棒 は ひ 0 外裹 二着 マントー 着コ オト 一賀 精子 三つ 盗まし 

た爲 早速 入用が 出來 ました あれ は大阪 から 來た 泥棒 かも 知れない 

七  一二  〔二月 十六 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓 その後 ボタ も大芸 先生に かぶれ 今夜 一夜に 小 說ー篇 を 作った 岡の 爲に 人觀 へのせ るつ もり、 ^ 

も 僕に 小說を 書かせる 位 何とも 思 はず 中央 公論 向きの 小說 一 篇 草して は 如 M それから 今度の nsi£y 

後 何時でも 午前中に 篁芸 先生の 御 來臨を 請って くれない か 書畫何 にても あらば ゆって 來て 見せて 

も 結 なり 

伯母の 云 ふ 

薄 綿 はの ばし 兼ねた る 霜夜 かな 

二月- フ t  澄 hi  ^ 主 

大芸 先生  .  . さ 

七 二 II  〔二月 十八 =w 端から。 簿 m は 介 宛〕 

冠省 度々 御手 紙いた e き 申 訣無之 候 サン ディの 小 說は必 書くべく 候 間 御 休 神 下され 度^.^ 那.， し. r も. お 

はまで 書き り、 これ も 書き 續 けたく 存 候へ ども 何分に も 健康す ぐれず、 少し-欠 X か-; e も H 成り 候 
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は t 書き 績け む と存 居候 こ の 頃雜 誌に も小說 

を 書かず 奮 稿に 手 を 入れた る 位に てお 茶 を 濁 

し 居る 始末、 借金い やが 上 相 殖え 結局 氣樂に 

は 相 成 候 ものの 蕭條 たる 氣 もいた す 事 は事實 

に 候 目下 病む ところ 第一 胃、 第二 腸、 第三 頭、 

^四 心臓、 四 五 曰 中に 又 どこか 湯治場へ でも 

參ら むと 存 居候 とりあへ ず 御 返事まで 

冬の 日 や 障子 を かする 竹の 影 

春 を 待つ 

竹 の 芽 も 茜 さ したる 彼岸 かな 

二月 十八 日  芥川龍之介 

薄 田 淳 介 樣 


七 一 四 


ヽ 二月 二十 三 ni  (推定) ン 

田 端から。 佐 佐 木 茂 

索 宛。 封筒に 田 端 御 

、ぞんじよ りと ぁリ 


〔我 鬼 先生 散策 圖 (插 畫參 照) あり〕 

あすとら かんの 帽子 を 買 ひ 散策す る 所 この 畫 

の 如し 御 笑 覽に呈 すと 云爾 

二月 二十 三： n 澄 江 堂 主 人 

大芸居 御主人 座右 


..Afe え は 一^  I 縛 
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七 一 五 〔二月 二十 六： US 端から。 

拜啓 その後 御壯 健の 事と 存じます け ふとな りの^ 取 先生と 話して ゐ たら あなたの 事が K たついで こ 

左記 の 件 御存知なら ば 高教 を 請 ひたいと  一 K ふ 事でした  I  f 

一、 いっか 永 見 氏が 脚本に かいた 歸物師 (路縛 を 造った 男) に羅 馬へ 行った のがあった やうです が あの 

男の 姓名 鄕貫 並びに 年代  マ > ズまク 

二、 長 崎の 人 90 に 御 花 人屋 g 入と 云 ふ 鑄物師 あり (江戸へ 出た 人) その effe 前 長 崎魔 士，^ ず,， 寺 こ 鹿 

霊 庚 寅 七月 十一 曰 云々 の銘 ある 作品 を をさ めしよ しその 作品と は 鐘 か 燈籠か 又 今 あして ゐる かも 

し 見る 事 を 得ば その 銘文 も 全部 見たい と 云 ふ 事です 右二 件杳取 先生の 爲御 報知 下さら ズ 幸^です 却.^ 

& へになる のが 面伤. なら やむ を 得 ませぬ が、 まだ 新 小說の あなたの 文 を よんで ゐぬ故 これぎ りこし ます 

僕 も 丸 山に 鶴の 前 を 持へ たい 頓首  { " 

二月 二十 六日  芥川 之 介 

渡邊 庫輔漾 侍史 

二伸 この頃 句 を 少し 作りました その 中 こ 

伯母の 云 ふ 

薄 綿 はのば しかねた る-霜夜 かな 


我 & 

TTV*  にノ 


七 一穴 


二月, から。 下お 動.：^。 封筒に 「二月 何 J 

,ua 力  一. P ワカ リマ セ ン澄江 堂 主人」 と ぁリ、 

拜啓 今 H 北 原 樣と御 光来 下さる 由 生 IE 今：！： は 芝へ 參る 事と なり 居り 候 間 明 後 H に 却 延期な し 下さる 

まじく 候 や 昨日 小 穴 參り候 爲北原 樣の御 厚意に 甘え 蓬 平 を 一 見せしめ 候 所 一 方なら ず感佩 小生 も大こ 
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うれしく なり 候 かたがた 是非とも 兩 先生と 蓬 平談も 試みた く 候へば 明後日 は 午後 にても 夜 にても よろ 

しく 候 間 ひとへ に 御 光来 祈 上げ 候 以上 

名古屋 道中 

風 澄む や 小松片 照る 山の かげ 

芥川龍之介 

{4i 谷 先生 侍史 

七 I 七 〔三月 十 H 田 端から。 小穴隆 一 宛〕 

け ふ は 八日な り 君の 畫を 搬入す る は 今日なら む 入選の 有無 は 君の 知る 所に あらず 審査員の 賢愚に よる 

所 なれ ども 入選す るに こした 事な し遙 かに 吉 左右 を 祈り 奉る 僕 今日 愚に もっかぬ 芝居 を 見、 その 評判 

をいた さねば ならず 甚不ゅ くわいな り 中央 公論 改造 等の 小說 いづれ もま だ 出来ず これ また 不^快な り 

三月 八日、 午前  澄 江 堂 主人 

一 游 亭 先生 

二 仲 

春雨に 濡れ 細りた る插木 かな 

この 手紙 出しお くれ、 今日と なる 今日 雨蕭々 たり 頓首 

十日  我 鬼 

七 一八 〔三月 十四 = 田 端から。 山 允 宛〕 

拜啓 こ. の 手紙 持 參者は 小生の 從姊の 息子に 有 之 中島 汀と 申し 候 この度 六 高の 入 學試驗 を 受ける 事と 
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恢^,^ 力と 大兄の 御 厄介に 相 成 暴 も 直る 可く その 節 はろ し 

4 コ生 U 後 多病 農 I 懶加 はり どちら さまへ も 御無沙汰に 相 成 信 段 Jl";^ し n::s 

その 內 一度 岡 山へ も赞 「未見の 地 故) 大兄に も拜晤 した f  -  £ 

三月 十四日  1 ^.  :_ 

山 宮允樣  ^パ E 之 介 

七 一九 〔三月 4 九； urn 端から。： 》i 贞セ ：^〕 

J ぽ ■Jsr:^ 僕 は 東京に ゐ ると 家に 居る 時間の 大部分 原稿紙に 何き きれる の だ その 

外に fs: つ 苦し さは 到 S 前の 想像す る やうな もの ぢ やない 僕 は漢 口の..，  一 li.^ 

る：；； ef^ss ば" 何 一 つ 御， しずに ある 甚 良心に 咎める"". i お？ isi" 

は" そ" 內誉 諸方の 義理 も その 內 すませる、 それ か- ブ ロオカ ァ宮 

i;^r  f たお？  ft の&: 畸ぢ あ 本 も这れ ない 今 曰から 長： な を ^？け したち  一 

村 a,"  一  K ふ 題ば， は そのつ もりで ゐろ 東京 は 春雷 皇 つて 桃！ つ J ゐ" れ 支那-へ"" J た ひ" 

た 力 金力な しこれた け 書く ので も大變 なの だ まお なつ レ  ま /  y  ^ 

、  フ S ズ クズ^ 234 ズ S グレタ ァ • ライティ ンクの キア パ シティ こよ 智 

の かり 出す m 版 やへ 紹介して やらう か 僕 は 返事 を かかされ^^? 

は"!^": 紙 f 切ない ずい ふ 手紙が 木 鉢に 1 ばい あるの ましお 前の ち 

る らう 返事 まくの は而倒 だが お前の I 直る， の は t なの だ 又  一 

齋藤 ほ吉樣  芥ガ龍 之 <^ 

一一 伸 餐狀は f 出さない 方針な S だよ 筆 はもつ と 招 極 的に 

たもお よしなさい」 と 云 ふの を 出す 氣：. こ .  — 1 セ 
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Last  but  not  least  (コ レ ハ西村 流 ナリ) お前の 不幸 をいた む 但し あんな 手紙 は 貰 ひたくない 晴澹 

たる 氣が 傳染し ていか ん下 の 句 あの 手紙 を 見た 時 作つ た の だ 

悼 亡 

靜 かさに 堪 へず 散りけ り 夏 椿 

夏 椿 は 沙羅の 異名と 知る ベ し 

七 二 0  〔三月 十九 H 田 端から。 . ^取秀 宛。 封筒に 推の 本 石 酼呂と あり〕 

拜啓 中央 公論 おんめ にかけ 候 小生の 歌 は 平 福、 安田 兩 先生な どと 比べずに 谷 崎、 田山兩 先生と 御 比 

ベ 下され 度 その 方 小說家 同志 故 公平に 候 句は虚 子と 比べられても よろしく 候な ほ 別紙 渡邊 より 參り候 

間 さし 上げ 候 頓首 

十九 日朝  芥川龍之介 

^取 先生 

七 二  I  〔三月 二十 二  mm 端から。 山 亮宛〕 

拜啓 そ の 後 御變り もな い 事と 存候さ て 小生の 所へ たよって 參 りたる 田 舍靑年 あ 0 就職 口 を さが し 居 

り 候へ ども 御 店に 使って 頂く わけに は 參らず 候 や 年 二十 五、 神 奈川縣 人、 學歷は 小學校 だけ、 機敏と 

云 ふ 訣には 參らね ども 正直に して 善良なる 事 は 小生の 保證 する 所な り體は 丈夫 故算 筆の 外に も 勞役出 

來 可く 候 唯 夜 だけにても 暇 ある 事 必要の 由、 すでに 妻子 あれば 勿論 通勤す る わけに 候 何とか 口の 御 周 

旋を 賜らば 幸甚に つき 右 御 願 申 上 候 但し この 靑年は 過日 申 上 候 書生の 件と は 別に 候 頓首 

三月 二十 二：！：  芥川龍之介 

山 口 貞亮樣  ， 


七 ニニ  〔十 一 年 (推定) 三月 二十 三 端から。 未" 取 秀3¥^」 

上 氏より 同封の 手紙 fi 御め にかけ 謹 池より はま だ 返 

氣 早く 暖く なれば よいと 念じ 居り 候  。  ft  i^^-  f 

この頃 

竹 の 芽 も 茜 さ し た る 彼岸 か な 

二十 三 曰  f  n  i  >c 

香 取 先生 侍史  き 之 介 

七 二三 〔三月 二十 六：： ZS 端から。 未：： 取秀 蘇、. 死。 封筒に 椎本 石麻呂 と ぁリ〕 

拜啓 この頃 左の 印 を 得ました 鳳 鳴 岐は讀 める のです がもう 一つの ま， めない  、，c、 

5 ければ 幸甚です 又 小さい 印の 中細 長い 05 石と か 云き"" れ J ゾ usgis";: 敎へ 


凌 


J 


^ 作者 は皆藏 六です 頓首 

三月 二十 六日 


芥川 龍. 之 介 一 
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香 取 先生 侍史 

七 二 四 〔三月 二十 六日 田 端 かち。 佐 佐木忠 一 宛〕 

拜啓 その後 無恙御 消光の 事と 存候 さて こ の 頃 石 印 兩三顆 手に入れ 候に つき 御鑑 裁を經 たく 存 居候 へ 

ども 近々 御來駕 下さる まじく 候ゃ當 方より 參上 致す 可き の 所 何分に も 煉瓦 程の 石 印に つき 途中 難 膝に 

候 間 手前勝手 を 申 上ぐ る 次第に 御座 候 右 とりあへ ず當 用の み 如 期に 御座 候 頓首 

三月 廿 六日  . 芥川龍之介 

篁 芸 先生 侍史 

二伸 四月 一日 は 在宅し ませぬ 

七 二 五 〔三月 三十 一日 田 端 かち 。鬚 本 八洲 宛〕 

拜啓 その後 皆 樣御變 り もありません かお 祖母 樣の御 病氣は 如何です か 今度ち と 御 祖母 樣に伺 ひたい 

事が あるのに つき、 參上 する 心算で ゐ ましたが、 何 か 忙しい 爲 上れ さう もありません 故 この 手紙 を 書 

く 事に しました どうか 下の 三 項に つき 御 祖母 樣に 伺った 上 二三 日中に 御 返事 をして 下さい 

明治 元年 五月 十四日 (上野 戰爭の 前日〕 はや はり 雨天だった でせ うか 

一 一雨 天で ない にしても あの 時分 は 雨降りつ づきだった やうに 書いて あります が、 上野 界隈の 町人た ち 

が 田舎の 方へ 落ちる のに はどう 云 ふ服裝 をして ゐ たでせ う？ 殊に 私の 知りた いのは 足挤 へです 足駄- 

草鞋、 結 ひ 付け 草履、 裸足、 等の 中 どれが 一 番 多かった でせ う？ 

ITj 上野 界隈、 今日で 云へば 伊藤 松 坂 あたりから 三 橋へ かけた 町家の 入々 は遲 くも 戰爭の 前 曰に は 避難 

した 事と 思 ひま すがこれ は 間遠 ひあります まい か？ 念の 爲に伺 ひたいの です 皆 面倒な 質問です が ど 

うかよ ろしく 御 返事 下さい かう 云 ふ點が 判然 しないと 來 月の 小 說 にと りか.^ れな いのです 頓首 


o 

3 


三月 三十 一 曰 

錄本 八洲 樣  芥 =^ 龍 之 介 

七 一一 六 〔三月 三十  一 ns 端から。 渡邊 腺^, に， 

£§1 先達 はいろ いろ 御手 數を かけ 難 有く 存じます 又 玉 i。K 今 H 客 ui. しまし 、- 斤、 2、 . 

る 事と 思 ひます がそ 2g こ，， 4<,i? へ .5」 バ& パは 一  I 手し まし，, 新 なら は： W に m 戴す 

中には 文章薦ぬ 時" ま SJ£Jt;^:t.;st: 面白いで すね 唯 あなたの 豪の 

„  , ：  お f  it  ^ ュ ぼ々」 と 力 「こもる 霞の 中 If コレ、 ぎー \  -L  ,^  - 、-. , 

，云まで すかう 云 ふ i は 永 井 荷 風 ff します がわた し.^" i チば リ (り" れ 

のこ もる」 とかした いのです あなた は问感 できません か  ？  f  I、 や f , 一し」 力 g 

き" の^ f る だら！ 云 はれ-はわ かる T な氣 もす るので すし かし|のき でも 

"r:s.;"ssniv」 の？ S 氏の 「山 5 渡し」 翁み ました あの 中 rsn "が：：： 

；^; すね 犬の 震の 歌な どは齋 藤氏の まずで も 立派に 5^^^^ 

四月 下旬 か 五月 上旬 頃 長 崎へ 行きたい と ひす  、 

の；！ W こん "口、 I ご、 しす、  ) 9  L  ノ！^ な Iff を^, |5；2 して 下さし さ,..' して あな.： リ， HJ- 

.10 幻- れ 給へ この間の 端 書の 寄せ 舊 きの 一 人 は ほと \ きすの 島寸界 で- . 

頃 新 tol 向舊倾 向と も反對 です が 川き j^JJS こ，，  一 ！ f  -f; きサ. -^. ^^てす 力， > ^たし はこの 

でした 實は顏も はつ れ：^ 〔お ば n レ 度：； "翁つ ります 何で！ ilms 

へ 行けば あなたに も 議論 を f か s", こ ひ"" trit^^s 成せる SI お 崎 

三月 三十 ーョ  1 」ォ，<ゼ.1ト.^る.-のと豫め覺悟をしてゐて下さぃ 顿 

渡邊 葷輔 .  芥 龍 之 介 

二伸 これ は 二三 曰 前 友 だち と 作った 句です 


年 一十 正大  431 


庭の 花 さける 日永の 駄菓子 かな  一 游亭 

，火く やうす うす 燒 くる 山の なり  我 鬼 

東京. の 小生の 友人 仲間で は 小生の 歌の 惡ロ 百 出して ゐ ます 但し 谷 崎 潤 一 郎君より はう ま.. -由 

我 鬼 生 

破 魔 山人 蒲 下 

七 二 七 〔四月 (推定〕 京都から。 端 書、 ^藤恭 宛〕 

啓 僕 今度 飛脚の 旅行な り 明朝 奈 良へ 參る箬 唯今 木 屋町四 條下ル 富士亭 にあり 但し 今月末 小生もう 一 

度 京都へ 參る 箬 その 節 ゆっくり 御 目に か \ りたし 筍 難 有う 

たかんな の 皮の 流る る うらら かな 

七 二八 〔四月 五日 京都から。 输端書 二 枚、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

啓 過日 はいろ いろ 御世 話樣、 篁芸 先生に よれば あの 印材 二十 五圓仪 にて よろしき よし 就いては 歸京， ク 

第 代金 達り たく 候 間 木 曾 君の 住所と 名と を 御 一 報 下された しそれ から あの 印 を 押した 紙 何枚 力 君の 苦 

屋へ 忘れて 來候 へど あったら 御 次 手の 節 御 達り を 乞 ふ 小生 目下 花 を 見たり 瓢亭へ 行ったり 都^ を 見物 

したり のんきな やうな 忙しい やうな 暮し方 をいた し 1  お 候 

宿の 緣の外 は 鴨 川な り 

iN の 皮の 流る る うらら かな 

御室 仁 和 寺 

花 散る や 牛の 額の 土 ぼ こり 

我 鬼 


二伸 宇 野 先生 まだ ゐ たらよ ろしく 御鳳聲 下さ ヒ度候 

七 二. tN  〔四月 五 Rr 京都から。 繪端鲁 、ト 穴隆ー 宛- 

si 亭へ 行ったら 母と 伯母と には钿 くき ざんだ 香の物つ ナ、  J 

呑みの 恰好 も 老人と 僕と はちがつて ゐま〕 ^ば：： 『たラ 物 をつ けました 湯 

まで  ズ- - ,^13  .^tss てし/安，， の も 敬服の 至りです ま づは飄 亭の御 紹介 

御室 仁 和 寺 

花 散る や 牛の 額の 土 ぼ こり 

四月 五日 

,  我  鬼 

七 一二 0  〔四月 六日 京都から。 繪端 寄、 下 岛勳. お〕 

と 一 しょに 花 直たり 都 踊りへ 行ったり のんきな やうな， t い T な.， しげき 惠っ 

御室 仁 和 寺 

花 散る や 牛の 額の 土埃 

四月 六日 

京都 龍 之 介 

七 一一 一一 〔四月 八日 田 端から。 ，S.<^.-Hf^ ヒ〕 

P 奉 震 今 京都へ 花見に 行って (塞のお とも つた 所です I き J1 して 、§  . 
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茂吉 氏の 歌の 說 全部 貴 見に 贊成、 茂吉氏 程の 择情 詩人 は 今時 は 西洋に もゐ ない 位です ァ ララ ギの諸 先 

生で も 島 木赤彥 氏になる ともう あの 脈々 たる 餘 情がない 白 秋 は 鬼 も 角も牧 水の 如き は小兒 のみ もとよ 

り談 ずるに 足りません 

又 僕の 餘 技に 關 する 貴 見、 これ は 全部 不贊 成です 僕 歌 は 稽古した 事がない 故ァ ララ ギの投 歌 家の 一 人 

にも なれる 自信なしされ ど 句 は 人並みに 苦勞 して ゐる 故虛 子と 比較 されても よろしい その内に 何 か へ 

僕の 俳 論 を 披露し ますから それに 徵 して 僕の 句 を 見て 下さい 高慢なる に は 似 たれ ども 一 二 句 は その 句 

の 作者た る 事 を 得意 にして ゐ る 句 も ある のです 書中 意 を盡し 難し 何よりも 早く 長 崎 へ 行って 大いに 

俳 論を鬪 はせ たい 

中央 公論に 出た 畫ゃ何 か は 瀧田樗 陰の 所蔵です 僕の い たづら 書きで よろしければ 何時でも (但し 急い 

ぢゃ 駄目) 獻 上します 玉稿の 事 あしたで も龎田 氏へ 返事 を 催促し ます 推薦 大いにつ とめて 置いた の 

です がま だ どうなる かわかり ません 

この頃 僕 書 齋の額 を 改めて 澄 江 堂と なす 小島 政 二 郞曰澄 江と 云ふ藝 者に でも 惚れたん です か 僕 曰 冗談 

云つ ちゃい けない 書 齋に名 づける 程の 藝 者が 日本に ゐて たまる もの か、 これ は 鶴の 前に 會 つた 後 だと 

一 K ひにくい から 次 手に 唯今 披露し ます 一笑 

四月 八 曰  我 鬼 生 

破 魔タ生 ikl. す 

七三 二  〔四月 二十  一 H 柬京芝 改造 社から。 端 書、 小穴隆 丁站〕 

拜啓 小生の 本 を 出す にっき 相談に の つ て 頂き 度 候 間 ま ことに 申 兼ね 候 へ ども 廿 三日 の 日曜日 午前 御 光 

來 下され 度 同時に 改造の 橫關君 も參ら るる 箬に候 頓苜 
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七三 三 〔四月ニ十ニ：1!田端.から。 .渡^^ぱ雎棘宛〕 

着  ... 

總 踏み 中央 公論  . 

去来 新小說 

双車键 人 問 

isl^: 候 間^ U 字に な t  く 候な ほ 中央 翁 だけ は その後 かけお ひ S 駕こ あまず 未 

isJ"H! うか 判然 不仕候 又 人間 は 貧乏に？  i は 出さざる きれ はこ の^が S む 

isfu: 報^」 云 ふ 事に なりし 故に 候 何と-そそれ にて 御 我慢 下され I 

^M^u^^ 一  度 か 二度 か は 結構に 候へ ども あまり 項いて ばかり ゐる の は I 故 向 ふ 

SSSJSJHiis^wrril 紙 御 地へ つく 頃に は 小 f!i 下 れに 

^  一  づ生 宅より 囘達グ 手紙 は 何と そ 尊家に 御 留置き 下され 度 領上ほ 

或 敎坊に 近き 御茶屋に て  [ f 

おかめ 笹 今年 赤め る 塞 さかな 

四月 廿 二日  -. 

破 魔 山人 蒲 下  我 鬼 生 

に？ ば 報剛 にて よろしき 時 は 双車樓膽何 時 にても 引き うけおよ し 時々 奮いて おやり 下 

, 三伸 去来の 稿 頭の 惡ぃ所 なぞな しあれ にて 結 隨 なり 唯  一二、  K 々ナゃ 吾 こ ヌ… 0  - . 、 

f  T;„fhJJ よき， う xrTcn-c  IJ  a  (  ^  ^  二  55^4 の i み； 語に き TJf ありし かと S3 ふ 

、"J;:1 堂 は 色女。 名な そなら す 破 魔 こそ 色女の 名なる べし 賊心看 人人 比.^ 賊 W 可、 a 何、 , 
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七三 四 〔四月 二十 三 R 田 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

1. 南方 紀行 今日 落手 ありが たう 中 は 野 依雞誌 の 分 を 除き 大抵よ んでゐ る裝 幀も大 へ ん 美しい 唯 背 

の黑 文字 は贊 成しない 僕の 支那 游記は 中々 出さう もな し 新聞社で も 僕の なまける のに は 呆れて ゐる形 

とりあへ ず御禮 まで 頓首 

四月 廿 二日  芥川龍之介 

佐 藤 春夫樣 

七三 五 〔四月 二十 三日 田 端 かち。 大月隆 仗 宛〕 

拜啓 X  X 君 手 もと 不如意に つき 原稿料 を 頂きたい 由 云って ゐ ます どうか 先達 申し上げた 通り 御拂ひ 

下さいません か 頓苜 

四 月 一 一十三 日 .  芥川龍之介 

大月 隆仗樣 

七三 六 〔四月 二十四日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

拜啓 安代 女史の 件 もし 女史 上京 合 點の節 は 大兄の 家 を さして 上京、 大兄に 拙宅へ つれて 来て 項く や 

う 仕りた しと 存 候へ ども 御聽許 下さる まじく 候 やさう すると 小生の 家 內共も 一 同 安堵の よしに 御座 候 

なほ 君の 梧桐の 句 「や」 と 「かな」 と 切れ 字 二つ ある 事に 異存 申し立て 候へ ども 偶 》 '「曠野」 を閱 する に 

夕顔 や 秋 はいろ いろの 飄 かな はせ を 

と あ り 先例な きに 非 ざ る 事 を發見 い た し 候 

は存言 .K;- pi 
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開 窓 山色靑 

山 頭 雲不見 

山際 一 游亭 

では 明 R 旅立ち 申 候 頓苜 

四月 一 一十 四日 

鶴巢軒 御主人 侍史 


我 鬼 生 


七三 七 〔s: 月 二十四日 田 端から。 眞野友 ニ郎. が〕 


I や Mai 御手 謹 有う 早速 御 返事| く氣だ つ た の です が囊 をしたり i つ たりとう とう 今 ま 

まひました 支那 紀行 もな まけて ゐ ますが その 內に そろそろ 書き 績 けます さう し ヒち又 却 

讀み 下さ，^ わ た し は 日頃 文 學靑年 以外に 讀者を 有する 事 を 自慢 -  ,f 


hllf せる 力 I へて ゐ たわけです かたがた 難 有い 羞 ひま」 たか j;^^^^;; 

したためました わたし は 明朝 東京 發長 崎へ 遊びに 行く 所な のです 頓ほ  弓 ま 

四月 廿 四 曰  —  > 

眞野友 ニ郞樣  齐 1,1 之づ 

七三 八 〔四お 二十 八 H 京都から。 綾 端 書、 小穴隆  一 .％〕 

煙草 を 二 本つな いでのむ 隣の 奥さん 呆れた やうに 僕 を 見たり 京都の 小 林 I ル ノアレの 家 

直た 話 をす る、 書 五十 枚 ある s、 それ i へた 靈へは ひった 時 II 郎始 一^ 

カンバスの 上の 石竹、 卓上の 石竹より 美し さを 奪 ひし レぽ" 

出たら、 ミモサ の 花の 多い 風景 も晴く 見えた 由、 
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i^の皮の流るる薄暑かな 

二伸 折柴の 番地 知らして くれません か 

京都 祗園下 河原 石 操 小路 抱月內 我 鬼 生 

七三 九 〔五月 十； II 京都から。 繪端 誓、 小穴隆 一 宛〕 

1 力のお 秋さん 曰 花の 都の 一軒屋、 六角堂に 人 住まず、 話した さに あ ひに 来る。 なに や。 僕 曰 わから 

ん。 お 秋さん 曰自働 電話。 お 秋さん は奈 良人 形の やうに 肥った 仲居な り 近作 一 つ 

ひと 茂り 入日の 路に當 りけ り 

如何 

女中の 件に つき いろいろ 御 配 默に预 り 恭く存 候 相 不變僕 筆 無精、 手紙 は 君と 瀧 井 位、 

七 四 0  〔五月 十二  H 長 崎から。 眞野 友ニ郎 宛〕 

t 戒省長 崎で 御手 紙拜 見し ました 拜 見して 甚 恐縮し ました 恐縮した 理由の 第 一 は あなたの 愛讀 (それ は 

殆 破天荒な 氣 がする のです〕 に價 する 程 わたしの 作品が 優れて ゐ ると は うぬぼれる 勇氣 がない からで 

あります 理由の 第二 はわた しの 怠慢が あなた を 苦しめた 事 を 知った からであります わたし は あなたの 

不快 さ を 想像した 時 今後 御 返事の 手紙 を 書く のに 吝 なるまい と 思 ひました 御手 紙 はわた し を 恐縮 させ 

たばかり ぢ やない 同時に 又 わたし を啓發 したので すわた し は 時々 未見の 人から 手紙 を 受取る 事が あり 

ます2^前はそれらの手紙にも返事を出したものですがこの頃は滅多に書ぃた事はぁりませんなぜさぅ 

冷淡に なった かと 云 ふと わたしの 愛讀 者と 稱 しながら 芥川龍 之 助樣と 書いて 来たり わたし を 天下の 大 

文豪の やうに 褒めた と 思 ふと 自作の 長篇 小説 (不 3 い： 議 にも 必長篇 です) の 出版 を 頼んで 來 たり 信用の 出 

來な いのが 多い からであります 現に 東京 を 立つ 前に もい きなり 短 尺 を 何枚 か 達って 句 か 歌 を 書け と 云 


3 

4 


つ て來 た後ゼ ヒ カイ テク レ と 電報 を 打った 豪傑 もあります わたし は 書く とも 奮 かな い とも 返事 0 幾會 

さ へ 與 へられず しかも 深夜 電報の 爲に 叩き起され るに 至って は 險^ せざるを得ない の です しか" さ 

う lh> め 先生 力 ある 爲 にあな たの やうな 人 も 冷淡に 取扱 はれる とま ふの は 勿論 甚不 公平です 唯 好い W 

な 「愛讀 者」 に 失望して ゐる とその 不八ム 平な 事に 氣 がっき^い これ はわた し  一 \こ足 らず誰 こで も.，々 、 

事で せう わたし なぞ も 御手 紙. 鼻 見し なかったら 未に 禁 つかなかった t 知れ I んど うかわ 卜-し 

の 無 f 恕 して； 卜さい なほ 又 li 石 先生の 作品 を 御愛讀 のよ し 御 弟子た る わたしに は 大慶の 至りです， つ 

たし はお 來 傲慢 不適です が 先生の 事を考 へる と 未に 頭が 上りません 長 崎で は 度邊與 茂 下 k 名 庫 il:. パ 

>  、"人に いろいろ 世話になって ゐ ますこの 詩 案 も庫輔 のです 庫輔は 行年 二十 二 歳です が 中々 博覽 U 由での 

才物です その内に 中央 公論 新小說 などに 同人の 研究が 載る 害です から 御 暇の 節ま^んで やって F さ、 

頓苜  . 

. 五月 十二 日夜 

眞野友 ニ郎樣 侍史  . . 


芥川龍之介 


七 四 一 〔五月 H 十日 長 崎から。 繪端蒈 、下，： wll-:^〕 

その後 御無沙汰 致しました 長 崎 ももう 暑くな りました 故歸 らう かと 35 つて 居ります 逸 萬 梧 『など 少々 

買 ひました オランダ 物は拂 底に て 大高傻 です 每曰 古賓 を., チ にり 苺 を 食ったり して 暮 して ゐ ます 

ひと 茂り 入 曰の 路に當 りけ り  - 

五月 二十日  =■  Z1 r 

^  "  f 之 ィ 

七 四 二  〔五月 二十： w 長 崎から。 小穴險 丁が〕 

£ せ 省 女中の 事に つき いろいろ 御世 話に 相 成り 難 有 存候御 兩親樣 へ もよ ろしく 御傳 言下され 度 願 上 候 そ 
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の 後長 崎に 參り 曰に 成す 事 もな く 畫を觀 たり 丸 山へ 行ったり いたし 居候 唐 畫は藍 田叔、 沈 南蘋、 王 若 

水、 爽豪 子、 蘇 東 坡、. 宋紫 石な ど 倭 畫は逸 雲、 鐵翁、 梧 門 を 始め 二 天、 若冲 など いろいろ 觀候 へど 東 

坡の墨 竹 ほど 感心した る もの は 無 之 候 蓬 平 は 長 崎 中 人 を つか はし 隙な く 採し 候 へ ども その 名 を 知り 居 

いし は 池庄と 申す 骨董 屋の 主人 一 人の み 書畫共 作品 は 無 之 候 逸雲鐵 翁な ど は 出物 も 有 之 候へ ども 中々 

高値に て 小生 如き 手 もと 不如意の ものに は 如何と もいた し 難く 小品 一 一 一 點隨ふ 事と 致 候 當地福 地屋と 

申す 宿屋の 看板 は 碧 童 先生 筆な り 偶.' その 前 を 過ぎ 何かと 感慨 を 催し 候 明後日 か遲 くも 明 後々 曰は歸 

程に 上る 可く 餘は拜 眉の 節 を 期す 可く 候 頓首 

五月 二十日  -  . 我 鬼 生 

一 游亭 先 生  . 

二 仲 . 唯今 御 書 到来、 將基 おやめの 由 祝 着 也 靴と 麻 洋服と は小設 境と 存候 

七 四 三 〔五月 二十 一 日長 崎から。 績端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

君 「へ ェへェ へ ェ」 と 云 ふ 事が わかる か？ 一 童子 放 屈す 他の 童子 その 放屁 童子に 向って 曰 「へ ェへェ へ 

ェ」 卽ち 知る 「屁 かい？」 の 意な り 長 崎 語と 云 ふ もの は 妙な もの だな ほ 又 佐 賀入曰 「あん ぢゃ いもん は を 

ん さるかん た？」 これ は 「兄貴 ゐ るか？」 の 意、 答 へ て 曰 「ゐ るく さい」 かうな ると 鴃. 古だネ 頓首 

ヒ PT ョ 「五月 二十 二  n: 畏 崎から。 繪端 書へ 渡 j 

七 四 四 厂邊 庫輔と 寄書、 在 Wien 齋 藤茂吉 宛」 

與茂平 君の 世話になって 居ます 時々 丸 山へ も 行きます 美妓 照 菊、 菊 千代な ど を. も 知りました 與茂平 君 

は 東京に 出る 事になる かも 知れません 

  芥川龍之介 

長 崎 こ 一」  . .  ： 
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花 を 持 も 荷蘭陀 . 一 」 ち を 向き にけ り  我 鬼 

七 四 五 〔五月 二十 四 H 長 峪 から-。 芥川道 章-お〕 

拜啓 今. 曰 御手 紙拜見 前^^ 手の 節 御 返事 はすぐ に 出したり まだ 屈かぬ と は 如何なる 訣 にや 又 そちらよ 

りお 出しの 小包、 手紙な ど眞野 友ニ郞 氏の 手紙 一 本し か 參らず (前の 數本は 別な り) これ もど，， 0 た訣 

か 判然せ ず 小生の 宿 は 渡 邊庫輔 の 一軒置いて隣 故 庫輔宅 も问じ 事な り 屈かざる 理^な し 小生 袷の K 

も拔 け、 氣候も 暑くな りし 故 明 z: か 明 後 曰か へらむ と 思 ふ (今夜 「點 心」 の 印税と どきし 故拂ひ をす る 

事 を 得る にっき) 小生の 滞在 長 かりし 代りに 得る 所少 からず 書 畫の類 にても、 

1 鐵翁 小品 山水 

二 梧 門 端午 双幅 

三 M 扇 面 (墨畫 花卉し 

四 鄭板橋 墨 竹 

五 逸 雲 菊 ノ寶贊 

等 を 得たり 逸 霉は川 村雨 谷の 先 ：！^ にて この 菊 中々 逸品な り W き 落し たれ ど 仙 崖の 鍾鬼 も^たり 歸京後 

御 一見、 吃驚せ ぬ やうに 願 ひ 候 永 見 は 勿論、 杉 本、 松 倉、 松 本 等 長 崎の 藏幅 家の 靈も 大抵 見たり 

沈南蘋 などに すばらしき 作品 少 からず 

力 ス テラ もま. た 屈かぬ にや 東京の 長 崎 力 ス テラより うまき 旨、 母上 叔母 上 皆々 樣 大切れ に 切りて 翠 q- 

召 上られた く 候 

羅井、 小 穴 等より 手紙 を 貰 ふ 當地は 前に も 謦 きし 通 0 炎熱 燒 くが 如し 人 比 £ 單衣物 なれ ど 僕 は 袷の： 

切れ たれば 永 見 夫人に たのみ、 セル 一反 ゅづ りて 貰 ひ、 今 曰より 着用 仕る 着物 はか さむ、 本 は旅ト 

も 買 ひて はよ みためたり、 その上 懸物も 五六 本 あり、 荷物の かさむ 事 一方ならず 大弱りに 險 さだめし 
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着物の 尻の 拔け るまで 旅に ゐず ともよし と 仰せられ 候べ く、 これ は 云 はれぬ 先に 前以て 申 上げ^き 候 

宿に ゐ ると は 申せ (宿 は 花屋と 申し 下等 宿な り) 一 日に 一 食 は 必永見 家に てしたた むる 始末、 今 曰な ど 

は 朝夕 共 御馳走になる、 その 爲永見 家は殆 小生の 宿の 如し これ 一 重に 永 見 夫婦の 客 好きの 致す 所と 感 

佩 至極に 有 之 候 

溝 上 何度も 訪問、 たった 一度し か會 はず、 新聞記者、 文學靑 年の 類 来れば 永 見 夫婦、 渡 邊庫輔 、「芥 =^ 

氏よ まだ 来ません」 と 云 つ て追拂 ふ、 歸京 後原 稿ぜ め に 逢 ふ 事 を 思 へ ば 難 有き 境遇な り 

この 手紙の つく 日 かついた 翌日 か はもう 歸宅 致すべく 候 頓首 

龍 之 介 

芥川 皆々 樣 

二 中 方々 f び 廻り 居る 際 は 中々 手紙の かける ものなら ず この 手紙 を かく も 夜 十二時 也 

七 四 六 〔五月 二十四日 長 崎から。 中极 駒十郎 宛〕 

啓 小生 金星 堂の 印稅を あてに 旅行した る所當 地より 催促す る も 主人 旅行 中の よしに て 金 參らず 少々. ，； 

^いたし 候 間 この 手紙つ き 次第、 金子 三百 兩御 融通 下さる まじく 候 や 右平に 願 上 候 宛名 は 長 崎 市 本 

五i^チ渡邊gi^^小生、 電報 爲替 ならば 好都合に 御座 候 暑く はなる し單衣 はなし、 # 董屋に 借 は 出来 

るし よわり 居る 體裁 御憫笑 下さる 可く 候 頓首 

, 五月 二十四日  芥" 龍 之 ノソ 

中 根 駒 十郎樣 

七 四 七 〔五月 二十 五日 長 崎から。 繪端 書、 佐 佐 木忠ー 宛〕 

，「ふ 居如问 S 畸 はもう 夏 も同樣 です 二三 日中に かへ るつ もり、 又 イカ 物 を少々 買 ひました 
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，の 皮の 流る る 薄 暑 かな . 

廿 五日  我 鬼 生 

七 四 八 〔五月 二十 六 rErl^-;^ から。 繪端 書、 小 林雨郊 宛〕 

そ £ 後 御 起居 如何 大彥 はどうし ました か 小生 今 浴衣 を 着、 水炊きの 鷄を食 ひ、 丸 山の 妓と 話して ゐま 

す：^ 原 先生に よろしく  ，. 

我  鬼 

二 仲 カステラ 一 箱赞 まし た 御 賞翫下 さ い 

七 四 九 〔五月 二十 六： H 長：^ から。 粉. II 害、 瀧 井 孝 作 宛〕 

君の 小說 改造へ 出て 結構だった 僕 は 六月 號 もとうと うすつ ぼかして しまったもう 長奇ニ も 飽きた 

へ らうと 思 ふ 書 K 少し 得た 句は殆 作らず 强 ひて 書けば 一 句  I 

花 を 持ち 荷蘭陀 こち を 向きに けり 

長 崎 本 五島町 我 鬼 

七 五 0  〔五月 二十 七：：： ぉ岭 から。 野 友ニ郎 宛〕  . 

啓 御手 紙 を 難 有う もう 長 崎に も 飽きました 故 二三 日中に かへ らうと 思って ゐ ます あなた も 俳句 を 作る 

のです ね わたし は 今度の 旅行 中な まけてば かり ゐる 爲に殆 句はありません 唯 京都で  リ乍 

りました それ を 書きます  -イィ 

^の 皮の 流る- -薄暑 かな 

ひと 茂り 入 曰の 络に 富り 汁り 
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花 を 持ち 荷蘭陀 こち を 向きに けり 

梦ょタ カンナ、 荷 蘭陀は オランダ、 これ は オランダ 人の つもりです わたしの 手紙 を 屏風に 仕立てられ 

る 御つ もりの よし 相 成るべく は 御 見合せ 下さい こんな 物 を 貼り 交ぜた 屏風な ど 出来た 日に は それ こそ 

物 笑 ひの 種 こなります 實 はこの 間 或 人の 爲に 銀鮮 風へ 畫と 歌と を かきました (漱石 先生 は 詩 半人前 書 

半人前と 稱 して ゐられ ましたが わたし は 御 弟子 故畫 三分の 一 人前、 書 三分の 一 人前、 歌 三分の 一 人前 

併せて 一 人前に して ゐ ます) 所が 畫も歌 も 字 も 悉出來 損じて しま ひました その 爲 どうも 薛 風と 云 ふ も 

の は甚氣 味の 悪い もの になって ゐ ます 

その内に 改造 社から 沙羅の 花. と 云 ふわた しの 選集が 出ます それ は 一 册 さし 上げます からどう 力 買 はず 

こ 御寺ち 下さい 尤も 内容 は 大抵 あなたの 御存知の ものです どうか 奥樣 にもよ ろしく 御 鳳聲了 さい 

五月 二十四日  芥川 之 介 

眞野友 ニ郞樣 

二 仲 この 前の わたしの 手紙に 印紙が 貼って なかった よし 宿の ものが 忘れた のでせ う 失 蒙し まし 

たこの 手紙 は 注意して 出させます  .  我鬼拜 

. 欄外 卽景 

夏山 や 薄 曰の あたる 一 ところ 

七 五 I  〔五月 二十 八日 長 から。 ：i 端 書、 薄 田淳介 宛〕 

拜啓長 崎 へ參 るの 途大阪 の 社へ よるべ き 所長 江游記 の 稿 未成らず 恐縮 の 餘り 近づ きが たし 長崎滯 在中 

作る 听の 小品 一 篇、 マ ガ ジ ン セクション の 原稿に さし 上げ 候 間 御 落手 下され 度、 追って 歸京後 はきつ 

と 長江 游記 にと いか かり 申すべく 候 以上 

二十 八日 -  .  芥川龍之介 
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七 五 二  〔五月 長 崎から。 繪 端蒈、 小 穴隆ー 宛〕 

花 を 持ち 荷蘭陀 こち を 向きに けり 龍 


〇 

花鳥の 一 間に 風 は 吹き かよ ひ  龍 

茶茶 さばき も なれた 涵九 (唐人の 名) 窜 

〇 

麥 藁の 家に 小 入の 夫婦 住み  龍 

慄； 管 持つ 手 ものば し 兼ねたり  0 

三十 H 東京へ つきます 以上 

七五三 〔五月 長 から。 檢端 書、 齊 藤貞吉 宛〕 

長 崎へ 來た ちょいと 上海へ 行きたくて ならぬ 四十 起な どに は 句 も 歌 も わからん まだ 君 は； W 本 ゝ來」 よ ノ 

力 蕪 S はもう 暑から うな、 こ.. -も 暑い 浴衣で も 好い 位 だ蟬に 似た 君の 顏を 3- ふ 

我 鬼 

七 五 四 〔五月 長 崎から。 繪端 誓、 小 i;^ 政ニ郎 宛〕 


妓の 扇に 

夕立 や 我 は眞鶴 君は鷺 

同じく 

うき 人 も を さな 寂び たり 衣更 へ 
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前 の は 其 角 調 後の は 嵐 雪 調と も 申す ベ き 乎 一笑々々 

お  龍 

,  七 五 五 〔五月 三十 H 鎌 倉から。 渡邊 * 輔宛〕 


啓 滞在中 は いろい ろ 御世 話樣 になり 難 有く 存候御 兩親樣 はじめ 皆 々樣 によろ しく 御 鳳聲下 され 度候汽 

車の 出る 時 永 見 こんな 紙 を 投げ こむ 何の 事 やら わからず 同封 貴覽に 入れ 候  • 

萱草も 咲いた ばってん 別れ かな 

お 若さん の 健在 を 祈り 候 滯 在中 小生の 感じた る 事 は 君の 才 なり 兼ね々々 申 候 通りお のれ を 大事に す 

る こと 忘るべからず これ は 好き 方 なれ ど 好からざる 方 を 云へば 御 尊父 なぞに もっと 優しくして 上げら 

れ たし 小生の 短篇に 「父.」 と 云 ふ もの あり 年少の 作と 一 K ひ 拙な きもの なれ ど あれ は實 際の 經驗 なり 君の 

御 尊父な どに 對 する 態度 を 見る 時 あの 短篇 を 思 ふ 事な きに あらず 苦言 不惡御 聞き わけ 下され 度 候 君の 

上京 は 秋 頃に ならむ か 

旅立つ や 眞桑も 甘 か 月 もよ か 

その 節を樂 しみ 居候 半宵 長 崎 を 思へば やはり もっと ゐ たかった と存候 

永 飲めば 與茂平 こ ひし 閑古鳥 

日  我 鬼 

庫輔 さま まゐる 

二伸 何とか 何とか 郞氏 (お 醫者樣 を やめて 株 をして をら れる 仁) の 姓名 宿所 御知らせ 下され 度 候 

御 1. 狀 さし 上げた きため に 候 新地の 叔父 樣のも 御敎へ 下さらば 幸甚に 候 勿論 これ も 御名 前 さへ 存 

ぜず候 

佳 今 居る 座敷の 前に 小 池 あい こころみに 無季の 句 を 作る これなら ば 無季 にても 句になる ベ しと 存 
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歡 へ ども 如何に や 

石のl^l^^のぅき水の曰ざしかな  . 

、  龍 之 介 

よも 平 さま. 

七 五六 〔六月 二： US 端から。 小島 政 ニ郞， お〕 

拜啓 高著 御惠達 下され 難 有く 御禮申 上げ 候 さて 近 曰 森鵾外 先生に おめにかかり 度き 事 淸；； ^之 候へ ど 

も 一 人參る は少々 又 閉口す る 事情 も 有 之 かたがた 御 问行願 ひ度存 候へ ども 御 都 八：： 如何に 候 や 小生 長 崎 

より 少々 畫 など 持ち 歸り 居り 候 間 御 笑覽を 兼ね 令夫人と 御！ しょに 御 光来 下され、 その 節 森 先生 訪問 

. の 件 も 御 談合 下され 候 はば 幸甚と 存候 

近作 左の通り 御.^ 正までに 御 目に かけ 候 

長奇 15" 

花 を 持ち て 荷蘭陀 こ も を 向き にけ り 

沼の はに 木の そそりた る 霞 かな 

〇 

黑 南風の 海搖 りす わる 夜明け かな  ， 

ひと 茂り 入 曰の 路に當 り けり 

〇 

無季の 句 を 試む 
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石の！^ ものうき 水の 日 さし かな  .. 

0 

技お 若に  , 

萱草も ぉ〈 いたばって ん 別れ かな 

六月 二 曰  我  鬼 

. 小島 政 二. 郞樣 

. 七 五 七 〔六月 六：：： 田 端から。 泉 鋭太郎 I が〕 

t せ 省 わざわざ 御狀 いただき 當方 こそ 恐縮に 存候ぺ ンを御 使 ひの 事 も濱野 氏より 拜 承いた し 居候へ ども 

御手な みのほど は 始めて 拜見 仕り 候 御 筆蹟 を 永 見 氏へ 御惠接 下さる よし 同氏 も 大喜びの 事と 存候 もし 

可 か 短篇の 原稿で も 頂ければ なほ 更大 よろこび いたす 可く 候 この 狀御 落手の のち もし 萬 一 御狀 つか は 

され 侯 やうな 氣 におな りの 節 は 何と ぞ御 見合せ 下され 度、 さもな き 時は當 方に て 又々 恐縮の 上塗 をい 

. たす 可く 候 頓首 

六 弓 六日 夜 .  K,N  =-  f 之 ノリ 

鏡 花 泉 先生 侍史  - 

七 五八. 〔六月 六 端から。 眞野 友ニ郎 宛〕. 

t  戒省長 崎より 御手 紙轉、 送して 參り 今日 拜見 なほ 又 小生 宅 宛の 御手 紙 も 同時に 拜見 しました 度々 御 心に 

： かけられ 難 有く 存じます 御 尋ねの 地獄 變の 屏風 は 全然 小生の 窣： 想です それから 奉敎 人の 死 やきり しと 

ほろ 上人 傳 等の 慶長譯 「黄金 傳說」 なる もの もや はり 小生の {4i 想です あの 文祿版 イソ ップの やう. 文體 

の 小說を 書いた 時 は 批評家に 原書 を 引き 寫し たもの 故 批評の 限りで ない と 云 はれまし たもつと 滑稽な 
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の は-^ 生が あ -1 云 ふ 本 を 持 つ て ゐるも のと 思つ て 何百 圓 か に 買 ひたいと 云つ て來た 或會社 の 社長 の あ 

つた 事です 又 長 崎 小品の 中 の 家 (每日 マガ ジ ンセ クシ ョ ンを御 接り 下す つたよ しま だ 落手し ませぬ が 

御禮 申します) は 長 崎の 金持ち 永 見 德太郞 君の 家で あいます 小生 は 長 崎 滞在中よ く永兑 君の 所へ 遊び 

に 行きました あの 小品 も 永 見 君の 家の 二階で 書いた のです ァクネ ロザ ッ ュ ァ の件愤 快に 拜兑 しまし 

た ァクネ ロザ ツユ ァと はどう 綴ります か 御 序の 節 御敎へ 下さい 「沙羅 の 花」 は 校正 中です まだ 當分出 

來 ません この 手紙 を 書いた 序に 卷 紙へ 畫を描 きました 勿論 113 人前の 畫故 そのつ もりで 御覽 下さ 3, 

畫の 側に 書いた 歌 はお まけであります 畫題は 河 太 郎晚歸 の 阖と御 思 ひ 下さい 印 は 「我 鬼 山人」 が 上りす 

ぎた 爲 やむ を 得ず 押した 次第です 烏滸がましい 氣 がします が やむ を 得ません 句 も 作り 畫も 描く となる 

と あなた も 中々 多 藝の士 です どちらも 折角 御 勉強なさい 但し 句 は 小生の 經驗 によると 今の 先生 連の 句 

はよ まずに 元祿 びとの 句で も よんだ 方が 好い ャ うです 右小閣 あるに より 御 返事までに 認めました 忙し 

い 時には この 半分の 手紙 も 書け ません これ も丽 以て 御 含み 下さい 頓首 

六月 六日 午後  芥川龍之介 

眞野友 ニ郞樣 侍史 

二 仲 その後 句 を 書いた 手紙 (長 崎よりの) にも 印紙が なくはありません か 小生 宅 は 勿論 小生の 知 

人 へ 出した 手紙に も悉 印紙がない のです きっと 手紙 を 賴んだ 宿の 女中が 印紙 代 を 清 服して しまつ 

たの だら うと 思 ひます 甚怪 からん 次第です が もし 貼って なかった らお 赦し 下さい 

七 五 九 〔六月 十二  tr-IE 端より。 新 原 得 二. お〕  :, 

拜啓 京都 もも はや 暑 かるべし と 思 ふ 東京 も 今 曰 は 八十 度に 上りし 所 あるよ し 僕 一 月 ほど 筆 を とら ざ 

りし 罰に て 雜誌ー 一 つ ii: 時に 書かねば ならず 目下 原稿紙と 首 引きな り 御 歸京は 何時頃に や 家 を す 件に 

て も 御 留守に て は 不便 甚し きょし 借主の 方 にても 契約書 その他の 事に て 御歸京 後なら では〉 巧 明か ざ 
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る 事 多き 故 困り 居るなら むと 存候 その 爲皆诗 御 歸京を 待ち 5^ るよ しに 候へば 觀光 おすませ 次第 御歸京 

然る 可く 候 右 とりあへ ず當 用の み- 頓苜 

六！^ 十二 日  芥川龍之介 

新 原 章可樣 

二伸 今 曰宫崎 家法 事な り をば さん 芝へ 留<:1- 番に參 るお ゃぢも 法事に 出かけたり 僕 一 一階に 之 をし 

たたむ 齒痛未 全く 癒えず 

七 六 0  〔六月 十四 H!m 端から。 眞野友 二 郎苑〕 

拜啓 點 心 御らん になり 候よ し 玉 石 混淆と 云 はんも 憚り ありま づ瓦も 土 くれ も 交 つて ゐる もの と 御 思 

ひ 下さい 撿印は 仰せの 通り 本屋の 小僧の 粗忽です それにつ けても あなたの やうな 細心の 讀 者の ある こ 

と を 思 ふと {八ュ おそろしい 心 もちが します どうか あまり わたし を 買 ひ 冠らないで 下さい わたし は惡 人で 

もない が 格別 善 男子で もない まあ 天人と 畜生と 交って 孕まれた やうな 頗 混沌た る 合の 子であります 人 

殺し は 臆病 故 出来 かねます が、 竊盜、 詐欺、 凌辱 位 はいつ 何時 やらない とも 限りません 之 を 要するに 

あなたの 向 ふ 三軒兩 隣に ゐる 諸君 子と 大體 同じ やうな 人間な のです ですから どうか そのつ もりで 御 近 

所な みに つき 合って 下さい わたし は 妻と 男の子 一 人、 外に 兩 親と 伯母と 家族 六人暮 しですな ほ 又御尋 

ね の 托氏 宗教 小 說は實 際 十五 錢に買 つ た のです それからけ ふ 女房に 注意され て 見る と あなた へ 手紙 を 

上げる 度に 友 一 一郎とば かり 書いて ゐ たやう です 僕 C 友 だち に 巿村友 三郞と 申す 豆腐屋 あり その 爲神經 

ー^^か弱の僕は何時かぁなたの名を作りか へ てゐ たと 見えます 甚失禮 な 次第です がどう か不惡 御高 免 下さ 

い 但し 市 村と 申す 豆腐屋 は 賣り子 を 何人も 統率す る 頗る 堂々 とした 豆腐屋であります どうかよ ろしく 

奥樣 にも 御傳へ 下さい 僕 は 今 本の 校正と 來 月の 原稿と に 忙殺されて ゐ ます 

人に 園 藝の事 を 問 はれて 
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あ さあ さ と麥藁 かけよ 草い ちご 

六月 十四日  芥川龍 之 介 

眞野 友彥樣 

二伸 印紙の 件 やっと 安心し ました  . 

七 六 一 〔六月 二十 slmsfl から。 渡邊^ 輔. が〕 

その後 御無沙汰して 申訣 なく 存 居候 小生 歸京以 來齒を 病み 喉 をいた め、 その上 文字通り 忙殺され たる 

爲、 つい 手紙 を 怠りし 事と 御 思 下され 度 御寬恕 幾重に も 願 上 候 度々 御書拜 見お はまさん の 事 御^ 靑に 

堪 へず 候お はまさん は 成程よ き 人な り 尤も 僕に は 情炎 足らず や \ 物 足らな き 事 確に 候へ ども ，まも X 

云 ふ 人 を 好むな るべ しお はまさん を どうして 好き 乎と 云 ふ 事 は 僕に も わからず、 今よ しと 思 ひて した 

る 事 も 後に は 惡き事 あるべく 又 その 反對の 場合 も あるべし など 思 ふ 故 我等 中年者 は 何事に も 々せよ 

と は 申し 難く 候お はまさん の 場合 も その 通り、 小生に は 定まりた る 方針 も 無 之 候へ ども もし 便な ■ (御 

上京 後の〕 に卽 すれば 引かさざる 方 重々 君の 爲 になる べしと 云 ふより は 引かしたり など すれば^ ど 御 

上京 後の 生活の 保證 立たざる 事と 存候實 際 的な 問題に 就いては 小生の 申 上る 事 唯 これの みあと は 君の 

分別に 一任いた し 候 君 も與茂 平な り 莫迦な 事 はせ ざら むと 存候何 は ともあれ 有爲 の士， 眞 {H 女に 惚 

る、 事、 又と ある まじき 大慶な り、 我人 共に 孤獨 なる 事、 云 は^ 入 生の 落莫たる 事 を 見る はこの 時よ 

り 外に 無 之 候 惚れて 一 しょに なれねば なほ 更ょ しその 爲 道に 近づく もの 久^ 正 雄 一 人と は 御 思 ひな さ 

る まじく 險 

御上 京 いつにても よし 芥川龍之介 これ を 引き受け たる 上 は 口の 有無な ど 御 心配な さる まじく 候 上 一：,； し 

たければ したい 時 御上り 候へ どうにか 必 なる ものに 候 仕事 山積の 爲 まだ .蹈 外老. < ^に は ず そし 

も此處 一 週間 位の 内に は 兎に角 會 つて： E ダ. - つもりに 候  .  . 


年 一十 jK 人 
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今 小閑 あり 之 を 書き候 次 手に 蒲 原 君 やお 若さん にも 手紙 を 書き候 蒲 原 君よ い も 御 若さん よい も 枇杷 到 

來、 父、 女房、 母 はお 若さん の 枇杷 を 旨し となし 伯母 は 酸い 物好き 故 蒲 原 君の 枇杷 を 旨し となす どち 

らを 僕の 旨し とせし か はわ ざと 申 上ぐ る 事を^り 候 「石の 垢」 の 句 捨て 候 上 五重す ぎる 故に 候 左の 句 如 

何に や 高批 を 得ば 幸甚な り 

HI 南風の 海搖 りす わる 夜 明かな 

晝中は 枝の 曲れ る 茂り かな 

六月 十八 日  我 鬼 老人 

破 魔 公子 . 侍史 

二伸 小生 原稿 を 書いて ゐる中 は 殆竽紙 をよ まぬ 事 ありこれ. は 友 だち 甲斐に 御 ゆるし 下され 度 候 原 

稿 今日 落手 どうにか 片を つくべく 候 春陽 堂より 金 を 貰 はれ 候 や 如何に 

七 六 二  〔六月 二十四日 W 端から。 失 宛〕 

1;.^ 省び は を ありがたう 存じます 家中 皆で たべました あなたの 口の 事 二三 ケ所當 つて 見ました がどう も 

思 はしい 口はありません 唯 安い 原稿料で よければ 仕事 の ある 本屋が 一 軒あります レ ミ ゼ ラ ブ ル とか ァ 

ンナ カレー 一 ナ とか を 通俗に 書き直す 仕事です 一 枚 三十 錢と云 ふので すから 餘り御 推薦 も 出来ません な 

ほ 始終 氣を つけて 置きます あんまり 墓 原な どで 忍びあって はいけ ません 僕 は その後 齒を ゎづら つたり 

何 かして どちらへ も 手紙が 書け ませんで した 今 あなたの 所と. 一 しょに 東京、 地方、 八：： して 卜 八本 封書 

を 出す のです 頓苜 

六月 廿 四日  芥 川 龍 之 介 

百犬靑 先生 
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七 六 三 〔六月 二十 八日 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 

1； 戒省 例の 印今晚 あたりで も御覽 にお 出で 下さる ま じ く 候 や 御 都合 御 伺 ひ 上げ 候 頓首 

芥川龍之介 

香 取 先生 _ 

七 六 四 I 六月 二十 九日 S 端から。 室 生 犀 星 宛〕 

拜啓 今日 御中 陰の 御 法要に 速るべき の 所大阪 より 人參 りたり 何 かいたし 時 問までに 御寺へ 參 りかね 候 

間 後刻 御宅へ 御 線香 を あげに まゐ るべ く 右 とりあへ ず 御 詫び かたがた 御 ことわりまで 警 

六月 廿 九日  芥川龍之介 

室 生 犀 星樣， 

七 六 五 〔七月 四 HE 端から。 野 友 二 郎^〕 

1.^ 省 こ の 間 は 古靑芙 ありが たう ござ いました け ふお となりの 香 Ig^ 先生に 見て もら ひまし た あ \ 云 ふ 薄 

さに 銅 を 鑄る 事 は 今の 人に は 出来ない の ださう です ね御禮 に短册 でも さし 上げたい と 思 ひます が 巾々 

書け ません 選集 もま だ 校正 中です 點 心の 正誤表 も ありがたう 僕の 本 はいつ も 誤 摘 だらけです この 顷又 

新聞 へ 支那 紀行 を 書く ベ く餘 儀な くされて ゐ るの は 厄介です あなたの 名前の 件 は 滑稽でした しかし 友 

彥 でなかった のに は 安心し ました ぞれ程 頭の 調子が 暖昧 になって ゐ たら 卿悄氣 ずに は ゐられ ないから 

です お宅の 奥さんのお 產は 何時です か荆妻 もこの 秋 には子 を產 むぬ fll です 唯今 伯母が 神經 痛に て 臥床 中 

；娑婆 界の苦 勞は澄 江 堂で も 用捨し ません どうか 奥さんに よろしく 

卽興 
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茨 刈る 手に なつかみ そ 1. 牛 

我 鬼 生 

眞野 先生 侍史 

七 六 六 〔七月 八 EWS 端から。 渡邊^sf宛〕 

啓 

一 、 君の 原稿 中シィ ボルト、 切支丹 雜考 は大阪 に、 他 は 「人間」 に 廻したり 

二、 去来 は 一 度 新 小說に 交渉し もし だめなら ば 「思想」 にた のむべし 

三、 木沐 先生まん 11 腎臓炎に なり、 命 もむ づ かしきよ し 面會は 勿論 かな はず、 この 口 駄目 なれば 外を氣 

づけるべし 

四、 シィ ボル ト績稿 出来次第、 这られ たし (大阪 へ 、送っても よし 大 阪巿北 區堂島 裏大每 社內野 村治輔 

宛) 

五、 今 家内に 病人 出来、 原稿 又 多忙 をき はめ 閑 文字 を 弄しが たし これにて 失. 禮 頓苜 

我 鬼 

破 魔 山人 蒲 下 

二 仲お はまさん おか どさん 及びお わかさん に獻 上すべき もの 未に 缚 明かず 手紙に て獻 上の よし 申 

上げ たれば 嘘つきと 思 ふ も 知れず 然ら ざる 旨 辯 ぜられ たし 但勿體 をつ ける ほど 大した もの を泰る 

次第に は 無 之 候 

森 先生の 事 かなしい  . 

ご そんじより 

まま さま まゐる 
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三仴今 君の 手紙 来る シィ ボルト 續稿大 阪に经 る 事と する 三番 H: の 稿 は 前：，.^ 野 村お 宛经 つてく しし^ 

へ 口の 有無に 關らず 上京の 準備 せらるべし 孤月の 事 まだ 出版 菜 者に 面^せず し 次第 永.^ へ 申し ム.^ 

る 事と する 左の 句 如何 

庭石 も 暑う はなり ぬ 花 あやめ  一 游亭 

木の 枝の： 丸に さはる 暑さ かな  澄 江 堂 

七 六 汁 〔七ガ 十 sins 端から。 井汲 治 宛〕 

省點 心の 爲に何 か 御 書き下さる よし どうか 御手 柔 かに 願 ひ 候 あれ は 小生の プ 口 ムナ アド なれ ど 路傍 

の 寒 花見る に 足る ものな く 恐縮 この 事に 存じ 居り 候 幸 ひに 高 臺の警 策 を 得ば ゎづ かに 存在の 理由 あり 

と. 甲す ベ き 乎  . 


點心 はま づ しけれ ども 新茶 かな 

^IIP 卜 3 ョ 

井汲 淸治樣 侍史  _ 

七 六 八 〔七月 十六 HEE 端から。 下，：： W 動-が〕 

啓 結構な 御 魚 難 有く 御禮甲 上げます H 下 原稿/切 を控 へ て この 暑さに うんう， P. バ つて ゐ ます 

川 狩 や 陶淵明 も； 1^ からげ 

我鬼& 

^^先生 侍史  3^  ノ  3- 


年 一十 正大 


^  七 六 九 〔七月 三十日 田 端から。 渡 邊庫輔 宛〕 

^雲 奉誦 中央 公論 の 専 多分 出来る 事と 存候野 村 へ 交渉の 事 も 承知 い たし 候 國姓爺 も 御 5_达 り 候 へ 玄文刺 

へ ヒの むべ く虔： g 母每日 ラ デ ィ ォ レ ャ ァ を かけ 居り 候 へ ども 涉 々 しからず 弱り 候其處 へ 永 見 德太郞 

電報 をう ち 深夜 叩き起される の に 弱り 候 何と ぞ 電報 だけ 御免 蒙りた き 旨 御鳳灘 下され 度 候 僕 非常に 多 

忙の Ml 永 見 氏 始め 諸 先生に 御無沙汰 いたし 居り 候へ ども 手の 明き 次第 手紙 を かくつ もりに 候 君へ は 常 

こ 冽 外な り 難 有く 存ぜら るべ く 候 一笑 「暗夜 行路」 はま だ 一 册 になって 後よ まず 「毒 蕈」 は 女郎の 外 書け 

てゐ ずと 存候 君の 句 澄 江 堂 連の 批評に て は 皆 落第な り御發 奮な さる 可く 候 僕の 「木の 枝の 冗に さはる」 

云々 の 句 は 及第の 由 一 游亭の 花 あやめの 句 も 成績 優等に て 及第に 候 (御 嚴父樣 より 御手 紙 頂、 戴 御 返事 

遞れ 居候 間よ ろしく 御と りなし 願 ひ 候〕 それから 君の 歌 は 何苜か 及第いた し 候 御上 京 後 そんな 事ぎ ろ 

ん いたさば 面白 かる 可く 候 一 夕 話 は 一 夜漬 なり 但し 僕 は 常に あの 小 ゑんの 如き 意 氣を壯 といたし 六の 

宫の姬 君の 如き を憐 むべ しと 致し 候 連日 酷暑 儿に 憑り 文 を 作る 時に 汗の 紙上に 滴る 事 あり 欄外 柘梱花 

發如火 東京 もた まらん 時々 僕 は 君の 笑 ひ 顏を思 ひ 出す 頓首 

我 鬼 山人 

1 魔 WTA 生 


活 水 還 將 n 活 火 1 烹 

太 瓢 貯レ月 歸 n 春 藥 1 

雪 已飜 煎 處 脚 

枯 腸 未レ易 Jfii 三 碗 1 

東坡 煎茶 詩 


自 臨 二 釣 石 1 汲 a 深 淸 1 

小 杓 分レ江 人 二 夜 瓶 1 

松風 仍作 潟時聲 

臥聽 山城 長短 更 
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七 七 o  〔七月 三十  一 rn 田 端から。 眞野 友ニ郎 宛〕 

朶霉 奉誦奥 さま 御產後 G 御 肥立ち 如何です か 東京 は 曰々 炎暑 甚 しく 几に 向って 本 を よんで ゐ； 

額に たまります 花火の 御 句 前に 拜見 したのより 餘 程うまい やうに 思ひ享 その I いのは 見つけ M  、け 

のです カもづ くり はもう 一 層 御 工夫の 餘 地が あるかと 思 ひます 沙羅の 花 まやつ レ. 交 下お， 5 リ ン 

た その内に 本に な 4 です あなた は 東京へ 御出での 事 は 滅多にな いのです かもしあった、， 

レオた し は 来年 又 京阪の 方へ 行きます その 節 御 目に か \ れ たら か、 りたい と^って ゐ ます 父親に K よ；，^ 

心 はとうで すか 子供 は どんどん 可愛くなる でせ うわた しの 近所に ゐる室 生 犀 星と 云 ふ 男 はこの 間 

になる 男の子 をな くしました しかも 一 人 子です 昨日 會 つたら 庭に 塊め て その上へ 石お 置いて.，， ， 々要 を 

力け て やりたい などと 云って ゐ ます 御 同 樣子を 持つ と 心配です ね あなた は  い；^ し 

も 今度 は 女の子 を 持ちたい  ネ 

花 百合 や 隣 羨む 簾 越し 

七月^ 一  曰  =• き クー 亇 

眞野友 ニ郞樣  . f  ； チ 

七 七 I  〔八月 端から。 佐 佐 木 茂 索^〕 

もり 岡と 云 ふ 男、 西田天杳の原稿をのせて得々たる位なればさもぁるべし僕に^今3すべか..^ず，「丧，.：：：' 

三 僕 論 を 書く と 云 ふ 好意 は感 佩す るが 書いて 貰 ひたくない 僕 は 14 譽 とも； M 戴せ ずに 文章 を 作つ  一 3. ゐ. ：； 

しので ある 頓首  .  7 

大芸 先生  ^  S 
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セ七ニ  〔八月 七 w 田 端から。 南部 修太郞 宛〕 

拜啓 原稿 S 紙で 失敬す る。 君の 手紙 は 難 有く 讀ん だ。 君 は あの 手紙 を 書いて 好い 事 をした" しかし 

もっと 早く 書いて くれる とな ほ 好かった。 僕の した 事の 動機 は純粹 ではない。 が、 惡戲氣 ばかりで し 

た 事で はない。 純粹 でない 爲には あやまる。 惡戲氣 ばかりで ない 爲に はいつ か 君に わかって 貰 ふ 時が 

來る だら う。 人生と 云 ふやつ は 妙な もの だ。 君と 僕と はお 互に 何の 惡感も 持って ゐ ない。 その 癖 かう 

云 ふ 事になる の だ。 〔五十 九 字 削除〕 それだけ は 承知して ゐて くれ 給へ。 交 を 絕っ絕 たない は 僕が きめ 

るべき 事で はない。 君の 判斷に 一 任すべき 事 だ。 しかしお 互の 爲に 計れば 喧嘩 なぞせ ぬ 方が よい かも 

知れない。 

結婚す る 事 は 小島に 聞いた。 君の 爲 にこの 位 喜ぶべき 事 はない。 結婚 後 も 君 は あすこに ゐる のか？ 

もし 君が 絕交 すると 云 はなければ、 君ら しい 物で も 祝 はう かと 思 ふ。 わが 友 南部 修太郞 よ。 結婚し、 

愛し、 而 して 苦め。 作家た る 君に 缺 けて ゐ るの は、 唯 この 甘酸 窮 りなき リアル ライフの 體驗 ばかり だ- 

僕 は 今 忙しい。 每； H 原稿に 追 はれて ゐる" おまけに 僕の 家 は 暑い。 一方なら ない 苦し さ だ。 君の 返事 

を 待って ゐる ， 

七 曰  鬼 

南部 修太 郎樣  . 

七 七三 〔八月 九 口田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

御 狀拜見 この 前の 日曜 は 支那に て 世話になりし 人まゐ り候爲 留守に いたし 候 ごめんな さる 可く 候 越 哉 

かと は淸潭 老人の 知己 も 申されし 由 ゆ ゑ 愈-それな るべ く 候 乎 本の 表紙 いろいろ 御 心ば い 難 有く 存候 

但 校正刷 を 見 候へば 振 假名の 誤り 又は 脫字 等も少 からず 少々 又淺 間し き 心ち になり 候 數曰來 の 大暑の 
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爲 小生 約束 の 原稿 も 出来ず よわり 居候 

庭 芝に 小み ちま はり ぬ 花つつ じ 

御 わら ひ 下さる 可く 候 頓首 

八月 九日  風 屮寵生 

圓中先 牛： 机下 

1 一 仲 婦人 八ム 論の 小品お よみな され 候 ゃ最仲 先生 あれ にても こだ はるべき や ボ：： や； M ひたく 候 

七 七 四 〔八月 二十日 田 端から。 岸浪 £jw.s^〕 

金魚 の 御作 あり が た ぅ存 じました つとに 御禮申 上げ る はずの と こ ろ 多用 のた め うち すぎ まし た あ し か 

らず 御かん べん 下さい 

. この や う に 目 玉 あぶ なき 支那 金魚 林 SM 玉 も； I ひて ゐに けり 

藻が くりに 光 さし 入る 水の 中 金魚の 腹の い 照る かなし さ 

八月 廿日  我 鬼 

靜山 先生 侍史 

二伸 一 度參上 御禮申 上げようと 存じながら 失禮 して 居い ますこの is- 板 橋の 本物 を 見 わたしが 

崎で 貰って 來 たの は K だと 申す 事 を 知りました 

七 七 五 〔八月 二十  一 端から。 渡邊^ 輔^〕 

〔畫 あり。 午 橋 有樹千 章と 題し、 風 中 喪と ぁリ〕 

度 々 お 手が みあり が たく 存じ そろ と て も 君 ほど ふで まめ に はなれん 僕 は あ つくて あつく て t 方が .! あ 、 

竇を かいたら 贅 まで あっさう になった の むらへ は 手紙 を やります このごろ は 歌 も 句 も 出来な ぃ卜說 
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も だめ 電報た すか つ た の は 君のお かげなる ベ し 恭く存 候 

ひとり 遊びに めづる もの  . 

た V 漢國の はに の壺 

ふぢ を さ-.? むと おもへ ども 


犬 


〔漢國 の 右 横に 「高麗？ (ハ ツキ リオ ボヱ ズ)」 と 書込み あり〕 

これ ま 一 燈 上人の 今樣 なり 近代の ひとの やう だろ あつくて あつくて やりきれない 御 尊父 さまに 暑中 貝 

舞 を いた V き 候 間よ ろ しく 御 鱧 願 上 候 

「松の. 卜に 右に 石、 左に 人の 賓； あり〕  i  • 

この あ ひだ 大觀 にあったら 永 見 は 中々 藝者 にもて ると 云って た 女 は膚寸 にして 惚れ るんだ ねと も 云つ 

てた さやうなら  ，， n 

八月 廿： n  我鬼老 ^ 

一一 中 ぅゐ んの齋 藤茂吉 から 手紙が 来た 君の 所へ も 来たろ 蒲 原 君に よろしく、 お 若さん おはま さ 

んの事 も 忘れた のぢ やない お 門さん はま だ 泣いて ゐ るかな 諸姬に 上げる もの 僕の たのんだ やつ 

がな まけて ゐて だめ だ 尤も 僕 も 多忙の ため 催促に 行かん 老人病 體 如何 かな 力なの i 落 弟 

「八. IP 二十 六日 m 端から。 南部 修太郎 宛。 封筒に 部、 家， 

七 七 六 U 執事 に 「田 i 奉行」 と ぁリ、 下に 華 押。 插賓-參 照 


^  〔判 あり〕 

一  ^ 

年  南部 修太郞 


、v ザ、 

^  Mf、 え 

ザ f  -ニ 十一 

ャズ ，據がせ/、 

( 、v^  ？ . や せ 

^^；,;^.  \れ ガザ- 

-々 ノ 

え ^ き- • 

ィ * 1 ミ や 一 


、c 


， 


〔判〕 

右 者 澄 江 堂へ 一 宿 致 候事實 證^ その 爲 一 札 如 件 

證人 


生年 三十 一 


芥 川 


大正 壬 戌 

八月 廿 六日 

南部 家 御 家中 皆々 樣 

七 七 七 〔八月 三十 


證人 


川 龍 之 介 〔判〕 

渡世 講學 

生年 三十 一 

穴 隆 一 〔判〕 

渡世 雷ェ 

生年 二十 九 


日 田 端から。 古 £ 來 J^. が〕 


にバ ぜ 〔炉" 贫鹆 手紙 拜見 仕り 候 御 厚志 難 有存候 魚河岸の 露柴は 仰せの 如く 碧 童 氏、 

！ f^v^u すん 如 丹 は 古原艸 氏、 風 中 は 小穴隆 一氏に 御座 候 右 あらく ptsj 事まで © 

首  ， 


サ 


八月 晦 

告 田 東周樣 


芥川龍之介 


年 一' 「正大 


1  七 七 八 〔九月 八：！： W 端から。 3站 野 友 二  お〕 

4  J 度 々 御手 紙 難 有う ち よいと 鎌 倉へ 遊び に 行 つ て ゐた爲 に 諸方 へ 御 返事が 遲れま した この 手紙と 

司 待 こ 少羅の 花 を 一 部 さし 上げます 原稿 も 御 入用なら ば经 つても よろしい しかしき たない ものです よ 

あなたの ボブ ラァの 風に 吹かれる 光景 は^ 快です ね 西洋 女が 精子に つける 駝鳥の 羽根の 飾りの やうで 

す この頃 「山 嶋」 と 云 ふ 小 說を獨 逸 語に 譯 した 人が あります うまい かま づ いか 私に は，^ 力ら な，.' か 兎に 

角獨逸 語で よむ と 西洋 じみます 末筆ながら 奥さんに よろしく わたしの 所で も 来月 はお 產 です 頓首 

更 くる 夜 を 上ぬ るみけ り 鰌 汁 

小 園 日長 

晝 深う 枝 さし か はす 木立 かな ，  . 

九月 八日  芥川龍之介 

眞野 先生 

二伸け ふ は 二 科會の 招待 曰です こんど は 小 穴 君の 描いた わたしの 肖像) 肯 パ題 は 白衣) が m ました 寶 

物より は餘 程好い 男に なって ゐ ますこれ から 小 穴 君と 見物に ゆきます 

ォ タン チンと 云 ふ 言葉 は 貴家 の 女中の 國 から 起った ので はあり ま せん 力 


七 七 九 〔九月 九 rn 田 端から。 室 生 扉 星 宛〕 

冠省 拙著 沙羅の 花 一 卷御座右に呈し候御惠存下され度候今月小生！^！-譽交加り辟易こ の事に存候殊に 

h 生つ 身 こなし， ま褒ゎ 上げら る. -は 退治 さる \ よりも 後め たく、 窮狀御 察し 下さる 可く， 恢 0^ 

九月 九日  澄 江 堂 主人 ^ 

華 星 先 生 侍史 
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二伸 例の 醫面參 候 節 はよ ろしく 願 上 候 

七 八 0  〔九月 4  一；：：；：  W 端から。 ェ藤 治-お〕 

liM 省 樗 牛の 事 は 拙著 點 心の中に 一 文 あり その外 は 何の 感想 も 無 之 候 唯 棒 牛 ほどの 批評家 現在 は 一 入 

も ：5；5 らざ るべ き 乎 樗牛も 亦 才物と 存候 頓首 

九月 十二 日  芥川龍之介 

ェ藤樣 侍史 

七 八 I  〔九月 二十  一 =w 端から。 後藤 肅 せ^〕 

菜 雲奉誦 拙作 中 の ん物は 悉架穴 マ； に 有 之 候 間 御 尋ねの 件 も 全然 晴 合に 御 實はぁ の お 富と 云 ふ 女屮も 

辻 新 次 氏の 令闋 ならず やな ど 尋ねられし 仁 も 有 之 妄語の 罪 三世 啞子を 生ぜず やと 惧れ をる 次第に 御座 

候な ほ 尊名 高 作 一 一つながら 少時より： HI に 熟し 15 候 間 今後 御用の 節 は 何と ぞ 郵券 御 人 御 無 川に なされ 

度 候 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

九月 二十 Iw  芥川龍之介 

後藤 先生 侍史 

七 八 二 「九月 二  T- 九 端から。 中 a 川い"  一：^〕 

梁 雲 奉誦 御 結婚の 御 祝 ひも 申 上げず 失禮 仕い 候 段 四 郎の件 は 顔 だけ 似て ゐ るの なり 芥川龍之介 論 迷 

惑す る もの は 僕 一 人の み 御 憐察を 仰ぎ奉り 候 高作雜 誌に 出た もの は 大抵 拜見 ずん く肇の 進む 具合、 

靑 年なら ずん ば 出 來ぬ藝 なり どうかす ると 進みす ぎる 所も靑 年な..： ずん ば 出せぬ 足な り いづれ にせよ 

旺盛なる ェ ネル ギィを 感ずる は 偸 快に 候 水 守 氏と でも 式 守 伊之助と でも， 光來 下さに lil: 、は ^'s^  -御 


年 一十 正 人 
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座 候 伹し醉 つばら ふ 所な ど は 見 度く 御座な く 候 それよりも 見 度き も の は 中戶川 夫人 に 候 頓育 

九月 廿 九日  我 鬼 

中戶川 吉ニ樣 侍史 

七 八 三 〔九月 田 端から。 下， 3:^ 勳， が〕 

過 曰 は失禮 いたし 候 玉稿 一 わたり 拜見 かな 使 ひ少々 改め 候 その 中 「於て」 は 「於いて」 に 直し 候へ 

ども 慣用に より 「於て」 にても よろし かる 可く 候 どうに でも 御 好みの 方 おん 用 ひなされ 度 候 又 長 崎 男 一 一 

人 未だに 拙宅へ 滯 在いた し 居り その 爲 小生の 原稿 渉 取らず 今日は 一 一人 を 一 一 科 展覽會 に 出し やり その後 

にて 大忙ぎ 執筆 中に つき 御 光来 二三 日 御 延期な し 下され 候 はば 幸甚に 候 勝手ながら 不惡御 諒察 下され 

度 候 右 とりあへ ず當 用の み 如 斯に御 li^ 候 頓首  ， 

我 鬼 生 

空 谷 先生 侍史 

七 八 四 〔十一 年 九月 (推定) E 端から。 香 取秀眞 宛〕 

拜啓 御狀 ありがたく 存候 小生 は 二十 三 四日 頃が 都合よ ろしく 候廿 八日 はちと W り 候 右よ ろしく 御 取 

計ら ひ 下され 度 候な ほ 長 崎の 男 渡 邊與茂 平と 申す もの 唯今 拙宅に 罷 在り 先生に 御 目に か V りたき よし 

申 居候 間近 日 同道 參上 仕る 可く 候 間 おん あ ひ 下され 候 樣願上 候 與茂平 は 歌人 兼考證 家に て 行年 一 一十一 一 

に はめ づ らしき 生 利 者に 有 之 候 頓苜 

芥川 龍 之 介， 

香 取 先生 


七 八 五 〔十月 三 nE 端から。 小 杉 未醒- お〕 

敬 啓 御 使 あい がた く 存じ 候大觀 先生へ も 早速 御禮申 上ぐ ベ く 候 御 屮ソ： 近く， 亡し き 事と 存に， 、 ど 

も その内に 一 度推參 仕るべく 候 

偶 句 あり 

線香の 束と かば やな 桐 一 葉 

十月 三 曰  芥川^之介 

小 杉 先生 a: 史 

七 < 六 〔十月 十四：： 端から。 藤澤活 造-が〕 

省 御 約束の 原稿お そくな り 申 訣無之 候 別封 「わが 散文詩」 さし 上げ 候少々 短 けれど：： r たらめ の 乍 こ 

て は 無 之 候 間 その 邊は御 休 神 下さる 可く 候な ほ 原稿料の 儀 はなる W  く^ 山お はら ひな さる，.，， く-が、.， ヒょ 

まだいけ ません か 僕 もこの 頃 煙草 をのみ すぎ 少し 心臓の 具合が わろ い き 竹  • 

十月 十四 En  \  f 

權現樣 まゐる  ， 

二伸 この 原稿つ づけて か」 なかった 爲餘 白の 所が 二三 枚 あ，， ます 全 體で五 枚 半 か 六 こ 卸,；， リ 

定 下さい  ； 

龍 

淸 造 さま 

七 八 七 〔十月 ト五： 端から。 北 火 iE^〕 


う r ぉ售 先 曰 は 御馳走に 相 成り 難 有く 御 禮申上 候 今 III 下 島 光生より 陶器 澤山 お出しの よし 承り 接 明日 か 

4. 明後日 まだお しま ひに ならぬ うちに 拜 見いた したく 候へ どもい つが 御 都合よ ろしく 疾ゃ伺 ひ 上ず 宾 

頓苜  ィ  /1 

十月 十五 日  芥 リ 之 ト 

北 原 先生 侍史  if 之 ノノ 

二伸 きの ふ 句 を 作り 候 間お わら ひ 下され 度 候  . 

線香の 束と かば やな 桐一葉 

七  < 八 〔十 一 月 十三 日 田 端から。 藤 澤淸造 宛〕 

この間 は 留守に して 失禮 しました 泰西 名 畫展覽 會と云 ふ もの を 見に 行って ゐ たのです 「わが 散文詩」 の 

名 は 「詩と 音樂」 のに 用 ひました 今後 同じ 題で あんな もの を 幾つか 書かう とした 爲 であります 并 しお 店 

の 意見 も 御尤も 故 題 はか へても よろしい 但し 「肉 愁」 を 題に するな ど は貴說 通りい けません そんな 事 を 

云 ふやつ は 生 カシテ ハオ ケン 位です まあ 强ひ てつければ 「澄 江 堂 小品」 とで もしたい と 思 ひます 以上 

；  芥川龍之介 

藤澤 淸造樣 

二伸 封入の 三錢 切手 は 今後 入りません 伹 しこの 手紙に は 早速 利 します 

大  七 八 九 〔十一 月 十三 日 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 

I- 拜啓 いろいろ 結構な もの を 頂き 難 有く 存じます いづれ 拝眉の 上 御禮甲 上げます 小生 この頃 不民症 こ 

^ 力- -り大 しに 弱って 居ります 右 とりあへ ず御禮 まで 頓首  . 

十一月 十三 曰  . 芥川龍之介 


香联 先生 侍史  . 

七 九 0  〔十一月 十三 日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

拜啓 その後 御 無音に 打 過ぎ 申 訣無之 候 これ は 家内 男の 兒を 生み 何かと ごたごた いたし 居る 爲に候 又 一 

っは小生神經衰弱甚しく筆をとるも懶き爲めに候男兒は多加志と命^^するっもりに候隆の字をかなょ 

みに いたさせ しに 候 この間の 墨箦春 服の 裏繪 にとの 思 召し 結構に 候 唯 あのに じみう まく 版になる かど 

うかと 存候新 ハホ號 の 小說皆 書かねば 伊香保へ も 行けず 神經 衰弱な ほる 事 も 必定と 存候 へど もさう ばか 

り も 行かず 弱り 居り 候 又お 金の 儀 は 菊 池より すでに 五十 金 《 又 取り ijie り久 米のと も 合せ ぢ きに 御 達 金 ii 

る 可く 候 この頃 松 本 松 藏と言 ふ 金 持の 家に て 大雅蕪 村の 十 便 十 宜帖及 竹 田 草 坪數々 兄 申 候大雅 の大は 

申す まで もな く 候 蕪 村 も 竹 田より は 一 極上の 畫 人に 候 君が 在京 すれば と 惜しみ 候乂 泰西 名畫 展覽會 と 

言 ふ を 見、 西洋人 も 傑作 を 出す の 容易なら ざる を 知り 候 いつぞやの ル ノヮル (精子 を かぶった) セザ ン 

ヌ の自賓 像な どや はりよろ しく 候 外に モ ン テ イチ ェ リと 申す もの、 滴る 如き 味 ある ものに 候践 物も少 

し は ある やうに 見受け 候 別封 「詩と 音樂」 「純正 美術」 御 問の 節 御らん 下さる く 候 (純正 美術に は 十 便 

帖 の 寫眞 あり 實物は 着 彩 に 候〕 又 左 句 一別 の 爲 作り 候 所 家内 ども 緣起 わる し と 申し 候 故 そ の 節さし ひ 

か へ 申 候へ ども 今 は 何と 言ふ氣 もいた さず なり 候 間 書き 添へ 候  • 

. 接 一 游亭別 情愴然 

• 霜の ふる 夜 を 菅笠 の ゆく へ かな 

十一月 十三 日夜 半  芥川龍之介 

小 穴 隆一樣 

^  二伸 「湯の花」 まだ こころ 見ず 候 明 曰の 湯に 入れる よしに 候^より 「湯の花」 香 取 先生より 抑と 鰹 

4. と 同時に 頂き 候 直 堂の 秋 意 嬉しき が扣く 寂しき が 如くに 候 .  我. 鬼 生 
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七 九 I  〔十一 十七 H 田 端から。 下島勳 宛〕 

拜啓 大雅の 賽本拜 見 仰せ つ けられ 難 有く 存候 後刻 御 光来 下され 候よ しに 候 へ ども 中央 公論の 原稿 ま 

だ 一 二 枚し か出来 上らず 今夜 は 徹夜で も 致す 覺悟 にっき 甚 勝手ながら 明日に おのばし 下さる まじく や 

右御禮 かたがた 御 願 ひまでに 如 斯に候 頓首 

十七 夕  我 鬼 

穴ェ 谷 先生 

七 九 二  〔十一月 十八 日 田 端から。 小 穴隆. 一 宛〕 ■ 

拜啓 足の 痛み 中々 全治いた さぬ よしお 困りの 事と 存候 小生 も 頭 は惡し 心臓 は 縮まる し 胃腸 も變 にな 

るし どうに も かう にも やり切れない 故 新年 號の 原稿 全部 斷り、 湯治に 參る 事と 決心 仕りました 但し 伊 

香 保 は 非常に さむさう 故 南の 方へ 參 らうと 存 ずるので すが 君が 歸 京され 次第 一 しょに 參 つても よろし 

いと 存じ 居候 表紙、 見返し 拜見、 非常に 結構と 存候 小峯曰 「小 穴さん に 御禮が 少しで 恐縮し ました 

なれ ども 津田 靑楓 さんと 同額な のです」 寫眞を 貼る の は 再考 中 ほんものの ブ 口 マ イド を 貼る も 嵩ば る 

のです、 (コ 口 タイプ を 貼った ので は 貧弱) 同封のお 金 御 落手 下さい 昨日 瀧 田 蓬 平 一幅 持參僕 鑑定の 上 

贋と なす 要するに 眞暖は 本物 さへ 見て ゐれば 出来る ものら しく 候畫 のこと など かま はずに 養生し 給へ、 

頓首 

十一月 十七 日夜 半  芥川龍之介 

小 穴 隆ー樣 

七 九 三 〔十一月 二十 二日 田 端から。 瀧 井 孝 作 宛〕 


3 

6 


@r- 句 解 益 を 、なる まど 「月 はやし」 は 「月迅 し」 の 意なる 可く 候 小生 その後 條康 勝れず 新年 號の 原， お 

r」l り， 自適いた し 居候 志 襲 御上 京の 砌 f ちょり 下さらば 仕 合せに 候 前以て はがき 頂き 候 は，^ 御 

寺ち 申す is  く  ー游亭 まだ か へらず 庫 輔は每 曰 ま ゐり候 大芸居 尊臺の 所へ 泊まった よし，^ ズ- いろ 話 

居り 候 この頃 古丹 波の 壺 を.！^ つけ 食指 大に 動き 居候 も 貧困の 爲買ふ 事なら ず ざんねんに 存 居候 頓^ 

礼  ^ 

折 柴 詞 宗 侍史 

七 九 四 〔十一月 二十 七：：：： W 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

冠省 だっそと 言 ふおん 病の よし 驚き入い そろわた くし その後 風 ひき 兩 手に は ビリン 疹と言 ふ もの 出来 

i 帶ぃヒ し 居り^ 故 まとる 事 も 自^なら ずった なき 字い よいよ 拙く 相 成り 候 だっそ は 田 之 助の なりし 

病/. り 切り 遅れ ま、， よく あしきよ しさりながら 足 切る と 申す は 容易の 事に あらず どう すれ はよ、!； 

らま ど ふば かり！^ 候 わたくし I り 外 いたし かね 篇 とりあへ ず 庫輔に 名代 をた のみ 候 何 にても ^ 

用 有 之 はば 同人に お申しつ け 下され 度 もっと 書き 度く 候へ ども 手動 かね はこれ にて やめに、 た 

いづ L 手の 繃帶 とれ 熱 もさめ 候 はば 早速 御見舞に まゐる 可く 候 頓首 

十一月 二十 七日  病 我， 

病 鶴巢軒 御主人 

七 九 五 〔十二月 二日 田 端から。 與 謝野寬 宛〕 

拜啓 度々 御手 蟹き 大いに 恐縮に 存じて 居ります 小生 支那 旅行 以前よりの 文 債 山の 如 新? 

の 己 千， 文 も 書かねば ならず この頃 しみじみ 賣文 糊口の 難き を 思 ひ 居る 次第、 @ 命 による 隨 I 風の もの 

二三 次した-. めました が 到底 一 段 組に する 程の 代物に て は 無 之 どうか 藻 風 先生 や 耿之介 先生の ゾ 二 


年 一十 正大 


A69 


段 翻み の銜 仲間へ 御 入れ 下さい 明星で は 森 先生の 「古い 手帳から」 每號難 有く 拜 見して ゐ ます 但し あの 

Tn い 手帳 の 中 に は 大分 新し い 書き 入 れもは ひって ゐ るので せ う 小生 も その内 に 奮發し て 諸 先生 を あ つ 

と 云 はせ る 程の もの を 書く つもりです それから 南部の 歌 不評の よしし かし あれ は 南部と して は 一世 一 

代の 名作です まづ 嫌味の ない 素直な 所 だけお 買 ひ 下さい 頓首 

十二月 二日  芥川龍之介 

與謝 野寛樣 

七 九 六 〔十二月 二日 田 端から。 廣野 友ニ郞 宛〕 

冠省 度々 御手 紙いた にき 難 有 存じます 又 返事 を さし 上げず 失禮 しました その後 小生 心朦 をいた め 又 胃 

腸 を そこな ひずつ と 病臥、 新年 號の 小說の 約束 も 三つ 四つ ありまし たが 皆斷 りました 所が この頃 又 そ 

の 上に 風 を ひき 醫 者の 藥 をのんだ ところ ミグ レ 1 一 ンのは ひって ゐた爲 ビリン 疫を 生じ 兩 手に 繃帶を か 

けて ゐる 始末です 五六 日したら 何 處か溫 泉 地へ でも 行かう と 思って ゐ ます 小生の 病 は 一 切神經 衰弱よ 

り 起ったら しく 未に 睡眠 藥を用 ひない 限り 眠る 事が 出来ません 雨 手 不自由に つき これで 御免 を 蒙り ま 

す 畫帖は 確かに 落手 来年の 春 頃 はさし 上げる つもりです もし 失敗し なかったら 一 ー册共 かきます. 日 1 し 夫 

敗 すれば 一 册、 兩方 とも 失敗 すれば 好い 所 だけと つて はぎ 合せて 一 册 にします 

病 懷蕭條  ， 

初霜 や 蒙に 鄰れる 住み 心 

芥川龍之介 

眞野友 ニ郞樣 

七 九. 七 〔十二月 十七 日 田 端から C 眞野 友ニ郞 宛〕 


冠省 御見舞の 御手 紙 難 有く 存じます ぉ藥も 確かに 落手し ました 小生 如き 疏懶の 人間に さう さう 御 親 

fi- にな さる 必要 は どこに も あ り ませ ん 今後 も つ と ぞんざ いに と り あ つかって よろし い 尤も 菊 切 に L て 

頃けば 嬉しい 事 は事實 であります 朝鮮の 護符 は奇拔 です ね 小生の 友人、 いつも i^: 帳 をして くれる 小 穴 

隆 一 と 云 ふ 人が 今脫痕 (？) で 順 天堂へ は ひって ゐ ますから あの 通り 書いて 達って やらう と 思って ゐま 

す 年末 或は 年始に 何處 かへ 湯治に 行く 害です が 目下 は寢 たり 起きたり ぶらくして ゐ ます それから あ 

なた の 句 は進步 しました ね 萬 年靑の 句な ど は 素直で よろしい 小生 もこの 頃 一 一 一作り ました 次 手に あな 

たへ 吹聽 します 

夜 坐 

炭 取 の 炭 ひびら ぎぬ 夜半の 冬 

炭 取の 底に かそけ き 木の葉 かな 

閑 庭  . 

2£  L*<:# し 5」 一 i ヽ，/ モウ 一度 書キ マシタ 入) 

初霜 や 藪に 降ネる 住み、. ：4 レナ イトサ ビシィ カラ ) 

時雨る \ や 犬の 来て ねる 炭俵 

霜 の ふ る 夜 を 菅笠 の ゆく へ かな 

長 崎より 目 刺 をお くり 来れる 人に 

厥 や 目 刺に のこる 海の いろ 

途中 紙の 切れて ゐ るの は そこ だけ 書き 損じた のです 失禮 です が 御 ゆるし 下さい 唯今 北海 追の ホ ツキ W 

と 云 ふ も の， を 食 ひ、 胃の 具合 怪しければ 早速 頂、 戴の 藥を の んだ と こ ろ 

4  ^ゃ藥 のみた る 腹 工合  .. 
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芥川龍之介 


十二月 十五 日 

眞野友 ニ郞樣 

二伸 數日 前の 小生の 家族の 健康 如 左 

主人 神經 衰弱、 胃 疼 靡、 腸 カタル、 ピリン 疹、 心 怪 昂. 筵、 

妻 產， 伎、 脚 氣の氣 味 あり 

長男 虫齒 (齒 齦に 膿た まる) 

次男 赤ン 坊ナリ 消化不良 

父 膽石、 胃 i; 禱。 

母 足 頸の 粘液と かが 腫れ 入り、 切開す ■ 

これで は小說 どころではないで せう 

十七 日 

眞野樣 

七 九 八 〔十二月 十八 日 3 端から。 中 戸川.！^" 二 苑〕 

冠省 高著 頂戴いた し 難 有く 存じます 小生 も 病氣、 家內 にも 病人 多い 爲 未に 拜讀を いたしません が いづ 

れ拜讀 する 志 を 持って ゐ ます 父、 母、 女房、 子供、 悉病氣 なの だから やり切れません 頓苜 

十二月 十八 日  芥川龍之介 

中 戸川 吉ニ樣 

七 九九 〔十二月 十八 日 田 端から。 友 常 幸 一 宛〕 

拜啓 度々 御手 紙 難 有う 存じます 原稿 も 二 包み 確に 落手し ました それから のし 梅 も 難 有う 原稿 も碌々 


我 


鬼 
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拜見 しない の にあ 土  K ふ 物 を 頂いて は甚 恐縮です 小生 はもう 東京 へ かへ りました 支那から 歸 つて 以來 

病氣 勝ちの 爲文債 山の 如く 新年 號 の/切日 は 迫る し少 からず 弱って ゐ ます 數曰前 長 崎より 渡 邊與茂 平 

來訪 いろいろ 切支丹の 話な ど 聞きました ァ ララ ギの御 仲間 故 一 寸 申し 添へ ます 頓首 

十二月 十八 日  芥川龍之介 

友 常 幸ー樣 

八 00  〔十二月 二十 六日 S 端から。 水 守龜之 助， 

原稿用紙で 失禮 します。 

プ a レ タリ ァ文藝 云々 の 件、 あれ は大眞 面目なの です。 あなた はプ 口 レタ リアの 文藝 家で はない ので 

すか？  二三 あなたの 評論 を拜 見した ところでは、 プ 口 レ タリ" の 爲に戰 つて ゐられ る やうに 思 はれ 

ました。 ですから プロレタリアの 文藝 家の 中に 數 へたので す。 佐々 木 君に 水 守 君の 案 か 云々 と 云った 

の は、 直接 あなた を擧 げたのと 關 係はありません。 僕 は あまり 他の ブ 口 レタ リアの 文藝 家の 作品 を 13 

んでゐ ない。 n 、ん でもう まいと 思った の は 少ない。 しかし あなたの 作品に はうまい と 思った のが ある。 

それ 故 あなたの 名 を 書いた のです。 惡 意に とつち やい けません。 ひやかし でも 皮肉で もない のです。 

もし さう とれるならば、 それ はわた しに 文壙 常識の 缺 けて ゐる 罪で せう。 もし あなたの 名を擧 げた こ 

とが 他に 誤解 を 招く おそれが あるなら、 御 遠慮なく あの 一 項 を 御 削り 下さい。 僕 は あなたの はがき を 

拜 見して、 實際 少しび つくりし ました。 プロレタリアの 文藝 家の 資格 は 作品の 取材と か 何とかに 據ら 

ず、 その 文藝家 自身の 氣 もちの 左傾 的な ところに あると 思って ゐ ましたから。 右 とりあへ ず 御 返事 ま 

で。 なほこの 問題の 爲に 少しで も あなた を 不快に したなら、 それ は 繰返しお 詫びし ます。 いづれ その 

上に お 目に かかり、 本式に 御 諒解 を 得る つもりで すが。 

十二月 二十 六 曰  芥川龍之介 
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永守龜 之助樣 

八 0 一 〔十二月 二十 七 H 田 端から。 中 1!^ 川吉ニ 宛〕 . 

冠省 け ふ 北 村十吉 をよ み 了り ました なだらかに むらの ない 出來 だと 思 ひました あれ だけの 枚 敏をぁ 

お だけに 書き上げ るの は 一 仕事 だと も 思 ひました しかし その上に も 注文 をつ ければ あの 乍 品の 主人公 

(必 しも 君 自身と 云 はないでも 好い， -は 一 方 素直な 心 もちの 所有 主で あると 共に 一 方僞惡 家の 心 もち も 

fp^ ち 合 はせ てゐ る、 その 二つの 心 もちが もっと 徹底して ゐ たら もっと 好い 作品に なり はしないで 4- う 

力 かう 云 ふの は 主人公の 生活 上 の 批判 ぢ やない 赏踐 倫理 の 問題 ぢ やない の です 作品 の 上、 描 寫の上 で 

の 話な のです け ふ 高 作 をよ み 了った 次 手に とりあへ ず これ だけ 醫く氣 になり ました あと は又拜 眉り 節 

申 上げます 頓苜 

十二月 二十 七日  芥川龍之介 

中 戸川 吉ニ樣 

二伸 この間 はるす にて 失禮 しました 僕 この頃 神經 衰弱の 爲に何 をす る 事 も懶ぃ 手紙 は 就中 薛易 

です 虫の 好い 事 を 並べれば この間 不在のお わび を 出さなかった 事 をかん にんし、 併せてけ ふこ ，0 

だ け 書 い たこと を 感心して 下さい 

八 0 二  〔十二月 二十 九 端から。 吞取秀 

拜啓 昨夜 は失禮 いたしました 明星 まゐ りました から 御： ni にかけ ます それから いつ ぞ， だの 金 鼓 も抄し 

てお めに かけます 森さん の 歌 は 下手です ね 僕の 方が うまいで せう すな はち 

秋 ふくる 晝 ほのぼのと 朝顔 は 花 ひらき 居り 吳 竹の うらに ■  . 

御 一笑 下さい 
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i ミし  我 鬼 生 

胎 TK プ 

香 取 先生 侍史 

. 今昔 本朝 之 部 卷九讚 岐國多 度 郡 五位 聞 法師 卽 出家 語 第 T. 四  つ つ 

其の後入道着たりける水千拷に^^.^袈裟など替っ、 持た る 弓胡錄 織の 誤 か) などに！； 鼓を替 へて. 

衣 袈裟 直く 着て、 ill を 頸に 懸て 云く 「我れ は此 より 西に 向て 阿彌^ 佛を 呼び 奉て、 金 を 叩て 答へ 給 

はむ 所まで 行かむ とす 云々」 

コ レ ハ 殺生 好 キノ 武士 ガ 講師の 說敎ヲ キキ忽 チ發心 スルー 币 n デス 
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大正 十二 年 

,  八 o= 一 〔一月 六日 田 端から。 渡邊 M. 輔と 寄書。 小 穴隆ー 宛〕 

その後 經過 よろしき よし 重 疊に存 候僕齒 はいたし 風， を ひきて 熱 はあり、 又又 心よ わり 居候 今夜 庫輔伽 

を してく れ候 まま やや 氣 がろ になり 候 

山々 を 枕に しきぬ みの 蒲團 

あと は庫輔 こと 双車樓 先生に ゆ づり候 

我 鬼 

ゆうべ 大彥 まゐり 君の 事 を 話した ところ 大彥の 出 人の 紺屋 やはり 足 を 切り 候へ ども 今 は 行 歩 自在に て 

電車の 飛 乘りゃ 二階 を 走り 下りる 早 さ、 とても 大彥は 及ばぬ よしに 候 さうなら ねば 駄目 故 せいぜい 足 

の 御 教育 をな さる 可く 候 又 春 服 は 僕の 怠惰と 本屋の 春休み の爲 まだ 装幀の 仕事に かからぬ のに 候 そん 

な 事 御 心配な く 御 養生 專 一 にな さる 可く 候 頓首 

表 王 正月 陸 日  芥川龍之介 

小 穴 隆ー樣 侍史  . 

八 0 四 〔一月 二十 H 田 端から。 中 村 武羅夫 宛〕 

啓 大阪 より 原稿 をせ かれる 爲隨 筆の 原稿 渉 どらず 出來 ただけ 鬼に 角 さし 上げます 今夜 中に 殘りを 持 

へます まづ 十五 六 枚と 御 見込み 下さい 來 月から はこん な 御手 數を かけぬ つもりです 右當 用まで 

二十日  . 芥川龍之介 


中村武 羅夫樣 

八 0 五 二月 二十  一 H 田 端から-。 野上豐 一 郎^〕 

拜啓 先夜 は 失； 1 いたし 候 今日は 御 誘 ひ 下され 難 有く 存候 十二時 頃 御 誘 ひ 申す 可く 候 何と ぞ よろしく 願 

上 候 

芥 川 龍 之 介 

野 上 先生 

二伸  我鬼拜 

今參 上す るつ もりで この 手紙 を 書いた ところ 曰附を かく 時 聞けば け ふ は 日曜の よしす ると 小生 布 

宅の 箬 の 日に つき 出かける 事な り 難く 候 かなしく 候 日曜の 外に 御 能 はない ものに ゃ小宮 さまに よ 

ろしく 御った へ 下され 度 候御禮 かたがた 御 わびまで 

八 0 六 〔二月 六 s 田 端から。 端 誓、 成 城 中 學校學 友 會文藝 部 宛 (問に 答へ て) j 

1 好。 數學、 博物、 物理、 漢文 

悪。 國語、 化學 C 全然 實驗を させ ざり し 故 也) 

二 支那 叉學か 英文 學の學 者になる つもりな りき 

三 . 十中八九、 友人に 創作家 ありし 惡 影響に よる 

二月 六日  芥川龍之介 

八 〇 七 〔二月 十八：！： £ 端から。 稻垣 足德宛 C 寫 g 

大きな 三日月に 腰掛けて ハゲ アナ を ふかせて ゐる イナ ガキ君 本の 御 禮を云 ひたくても ゼ ン マ ィ 仕掛の 
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脉 でもな けり や 君の 長椅子 へ は 高くて 行かれ あしない 

芥川龍之介 

八 o<  〔三月 五日 田 端から。 杉 浦翠子 宛〕 

ッ イデ 持チ話 シ置キ タ レ バ 玉稿 ハ 波 多 野 秋 子 一一 達リ タブ ベ シ 

キ ミ モ 亦 婦人 公論 ノ女 記者 波 多 野 秋 子 ヲ知リ タマ フラン 

尸 ガ歌ヲ ヨシ ト： ^ ル キミ ハロ ヒビク カミラ モハ シトき ハセ ザ ラメ ャ 

澄 江 堂 主人 

杉浦翠 子樣粧 次 

二伸 

コ ノ次 一一 ミ文 タブ ベ ク ハ 三錢ノ 切手 ヲ中ー 一 入レタ マ ヒソネ 

.  我 鬼 

杉浦樣 

八 0 九 〔三月 十五 日 £ 端から。 伊藤 貴 麿 宛〕 

II 省 その後 御變り もありません か 僕 も 出しぶ つて ゐた 湯治へ 愈 明 曰 出かけます 就いては 袁世 凱の 小 

說出來 上り 次第 瀧 田樗陰 君に 見せる やうに して 項け ません かその 旨 申達って 置きます から あなたの 方 

から は 唯 達って 頂けば よろしい のです、 この間 何 かの 會 にて 折柴 にお あ ひに なった さう です ね 折柴曰 

「やはり 伊藤な どと 云 ふ 人が 書け さうな 顏 をして 居ました」 折 柴の顏 はどうで すか 頓首 

三月 十. 五日  芥川龍之介 

伊藤 貴暦樣 寺史 


8 

7 


二 仲 行 先 は 湯 河原 中 西です 

<  一 0  〔三月 十五： w 田 端から。 角 E 竹 夫 { 处〕 

冠省 高著 御惠 投下され 難 有く 存じます 丁度 病中 を 幸 ひゆる ゆる 拜 見したい と 存じます つ ぃ數日 前， な 冷 

.51- 話と 力 申す 本 を讀ん だた め 何 か 因緣が ありさう に 存じて 居ります 右 とりあへ ず 御^まで ■ 

三月 十五 曰  芥川龍 之 介 

角 田 竹夫樣 

八  一 I  〔三月 二十 四 H 湯 河原から。 樹端 書、 芥 川^〕 

原稿用紙なくなる と 困る 故 急ぎ 達って 項き たし 一 人 故 本 をよ むか もの を ま S く か、 燁-草 をのむ かして ゐ 

る爲 うちに ゐ るより 勉强 する 位、 鄰 室の 老辯護 士ぉぢ いさん 位 鼾 を かく これ だけ は閉 n 護 

〔裘 に〕 

マヅ用 ヲ書ク 松屋 ノ 原稿用紙 五トヂ 至急 達 ラレ タン ソノ後 太 田 サン 來ルャ 來ナケ レバ 雷報ゥ 

ッべシ 義敏 手紙 ヲ 五本 クレタ 宿ガ炭 ハフ カフ 力 炭、 ォバァ サン 一 一 见セ タイ 

\  一  二 「三月 二  4" 五 n 湯 河原から。 端 書 四 枚、 J 

ノーニ 厂小 穴隆ー 宛。 中 西に て 了 中と あり 」 

この間 は 雨が ふったのと 何度 美術 院へ 電話 を かけても 耍領を 得なかった 事の 爲 とうとう 繫を 見に ゆく 

の を やめ ここ へ來 てし まひました 君 は 見た？ 

ここへ 來た翌 曰から 改造 社の 男 来り、 つきっきりで 原稿 を 書かされる 始末、 それでも 結局 書かず じ ま 

ひに なりました ここ は龜 さんの 死んだ ため 甚氣 のりの しない 宿に なりました 樂燒屋 の 爺さんの ト展ま 

楠 木 細工の 店に 變 化しました 頓狂 庵へ はま だ 行きません 改造に 祟られた 爲 まだ 何も やらず，， ほ もち を 纏 
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める のに 弱って ゐ ます 鄰室は 小 供 を つれた 老辯 護士、 癎續を 起す と 女中で も 何でも 叱る のと 夜 恐し い 

鼾 を かくのと が 特色です それから 琴 を ひく 女が 下に ゐ ますこれ は 十二時 迄 寢てゐ る 朝ネ坊 です 顏はチ 

ョ ット太 田 看護婦に 似て ゐ ますこの 人の 御 亭主が 風呂で 現像した 寫眞を 洗って ゐ ると 細君 も あとから 

やって来て 「又 下手糞 —— ヂャ ナイ 上手 糞ノ寫 眞？」 ト云 ひました 兎に角 恐るべき 女です 尤も 僕の ゐる 

の は 本館 ぢ やない 別莊の 方です 二十 六日に なると 本館に 靜な 部屋が 明く よし それへ 移る の を 待って ゐ 

ます 町に は 大分 新しい 店が 出来ました 一 週間に 一 度 位づっ 活動 寫眞も 来る よし、 まだ 行って 見た 事 は 

ありません この頃 犬の 交尾期の 爲夜は 互 犬橫 行し 郵便 を m しに 行く の も物騷 なのです 義足 は 出来た？ 

又 近日 ハガキ の 駄辯を ふる ひます ， 頓苜 

八 一 三 〔三月 二十 五日 湯 河原から。 緣端 書、 室生舉 星 宛〕 

庭前 

春の 日 や 水に 垂れた る 竹の 枝 

屋後 

機 を 刈る 餘縣の 山の 深さ かな 

鄰の客 

膀胱の 病に こもる うらら かな 

どうか 奥さんに よろしく 頓苜 

〔裏 二〕  - 

山徑春 寂寞 

春風の 條に 消えた る 麓 かな 

一 曰六囘 入浴 


溫泉 の 壺底 なめらかに 日永 かな 

八 一 四 〔三月 二十 五日 湯 河原から。 粉 端 書、 下島勳 宛〕 

やっと こちらへ 来たと 思 ふと あとより 改造の， 記者お しかけて 參り ひどいめにあ ひました やっと ひま 

になり ました 力 その 爲氣分 を こ はされ 辟易して ゐ ます 當地も 例年より よほど さむい よし 尤も 八， 乃お 

さき ^ス， のり、 鶴鴒 とび ま はり ヽ のどか はの どかです その内に 御 出に なりません か n 呢ゃ. f^f; ま 

體客 多き 故 駄目です が z: 上 

湯 河原 中 西 芥川龍之介 

春風の 條に 消えた る 麓 かな 

出湯 の 壺底 なめ らが に 曰 永 かな  - 

皆 駄句に 候へ ど スケッチまで におめ にかけ 候 頓ゃ： e 

八 I 五 〔四 H: 五日 湯 河原から。 输端 書、 室 生 犀 星 宛〕 

この頃 一句 

おも ひや る餘寒 は と ほ し 夜半 の 山 

义 五月 號の 原稿の 催促 をされ 弱って ます、 湯 河原 位で は 韜晦と 云 ふ 所まで 行きません，：， 

四月 五日  芥川龍之介 

八丁-八 〔四月 五 m 湯 河^から。 紛端 窗、 下^：^！勳宛〕 

度々 御手 紙 難 有 存じます こちらへ 參 つても 原稿の 催促ば かりされ 弱って 居ります 又 二… n 中： 可 か 製 
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造し なければ なりません こちら は 春風 詩情 を蕩 すと 云 ふけし きです 梅 桃 櫻皆滿 開です (但 八重〕 この間 

は 正宗 白鳥、 上司 小劍、 佐々 木 茂 索の 諸 先生が 落ち あ ひました 但し 皆 仕事 かたがたに 来たので す 以 

上 

四月 五日  湯 河原 芥 川 龍 之 介 

八 I 七 〔四 H 六： T 湯 河原から。 繕 端 書、 下鳥勳 宛〕 

先生のお 名 は いさをし で いさをで はない こと、 今度 はじめて 知り まし た 御手 紙 殺 氣を帶 び てゐ ます 歸 

京の 節 いろいろ 伺 ひたいと 存じます 僕 は 餘り人 を 信用せ ぬ 故人に 欺かれぬ 方です が 信用す る 人が 僕 を 

欺かぬ の は 僕の 幸福と 存じて 居ります 今お 伽噺ー ー篇手 をつ けて ゐ ます 出来たら ぉ孃 さん を 感心 させ ま 

す 頓套 

六日 夜  芥川龍之介 

二伸 忘れて ゐ ましたが X X 先生に もよ ろしく 御傳へ 下さい 

八 一八 〔四月 十三 日 湯 河原から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 _ 

君の 自畫 像の 向う を 張り、 僕 も 自畫像 を 描い たれ ど 自信 は あまりな し (保吉 の 手帳. I 改造) 當 地もう 

新綠 掬すべし 今年 は樂燒 どころ ではなかった 原稿 ぜめ ばかり 二三 曰中歸 ります 今 加 藤 首相と 同宿 中 

. 澄 江 堂 老人 

八 一九 〔四月 十三 m 湯 河原から。 終端 書、 下岛勳 宛〕 

度々 御手 紙 難 有 存じます 皆 樣ぉ變 り もない こ とと 存じます ここ は 東京へ 近す ぎる 爲 むやみに 人が 來て 

いけません やっと 小說 一 篇 書きました 二三 曰 中に かへ ります 御 句 月並ではありません 今 E より 加 藤 首 


相と 同宿 中 

菜の 花 は 雨に よ，. これぬ 育ち かな 

十三 曰  湯 河原 我 鬼 

八 二  0  〔四月十三：！：？；^河^^から。 紛端 甞、 佐 佐 木 茂 索-お〕 

萬 年 筆 はない よ 君 途中で 落したん ぢ やない かな ほ 僕の 部屋 を さがして：：： 亇， えが、 . 

本 御手 數を かけ 難 有う 原始 佛敎 3 む 想 論と Li ず & liaMts と は 同 一 によむ のが 奇^ かと 思 ふ^ 似て ゐ 

る 所が 多い 諸 天 善 神の 應護を 感じた 寅 際 偶然に して は 變な位 だよ シカ シ實 は變ぢ やない！！ 迦 流に 説明 

すれば 自然な の だ その 說明は 今度 キン 聽し 給へ 

八 ニー. 〔四月 十四：： C 湯 河原から。 綺端 書、 南部 修太 郎， が〕 

とつ 國に 「四月の 莫迦」 と 云 ふなら ひ ありて ふこと を； |f5 は 知らず や 

かぎろ ひの 春の 四月の ついたちに わが 書きし 文 まこ と と 思 ひそ 

谷川に 佐 佐 木 も 落ちず 我 も 亦 佐 佐 木 を 負 ひて か へ りし こ となし 

十四日  龍 之 介 

八 ニニ  〔四月 二十 七：： 端から。 黑須 之 介^〕 

原稿用紙で 御免 蒙ります 

先達 は 失敬し ました その後 御體は 如何です か？ 痔瘻 は 余程 一:^ 生せ ぬと 惡 いよし 「^； は^ 1^ ベ か？ 痔 

^ 魔なら ば 一 月 以上 溫泉 場に ゐ なくち やい かん」 と 僕に 忠告した 男が あります。 この 男 は あなたの 話 を 

僕の 話に 間違へ てゐ たのです から、 次 手 を 以て この 忠告 も そっくり あなたへ 捩りむ けます。 1 よ やつ 
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と 安眠 出來 る や う に なり ま し た 夢 は まだむ やみ に 見ます が 

湯 河原に 行って ゐる內 に、 僕の 知って ゐる古 錦 饕屋が 泥棒に 同情 を 表した 結果、 未決監へ 抛り こまれ 

ました それから 結婚せ ぬと 號 して ゐた 男が 正式の 見合 ひ をす ませて ゐ ました どうも 世の中 は物騷 

です。 

かう 云 ふ 調子で 辯 じて ゐ ると、 僕 はさ も あなたへ 敬意 を 表する 爲 にこの 手紙 をした ためて ゐ るか、 或 

は 類 ひ 稀なる 閑人の やうに 思 はれる でせ うが、 實は竹 内 君の 德 山の 住所 を 知りたい のです。 僕 を 買 ひ 

冠つ ちゃい けません しかし 常住の 敬意 は 持って ゐ るので すから、 惡意を 持っても いけません。 どう 

か 好意と 惡 意との 中位のと ころで 竹 内 君 へ 手紙 を 出す ベ き 便宜の 方法 を敎 へて 下さい。 

僕 は 歸京後 は 雅俗 混淆の 暮らし をして ゐ ます。 ゆうべ 帝國 ホテル へ演藝 研究 會と云 ふ もの を 聞きに 行 

きました 勿論 退屈し ました。 一し よに 行った 男 はお 醫者 故、 一向 退 K しなかった やうです。 これ は 

通風の 裝置を 批評したり、 たのまれ もせぬ のに 看客の 顏をー 一 診察して ゐ ましたから 11 この 醫者 曰、 

「醫 術の 半分 は ムンテ ラだネ 小兒 科な ど は 全然 ム ン テラ だよ」 ム ン テラと 云 ふの はム ン ト • テラ ピィ 

の 略 ださう です。 だから 僕 は 醫者を 信用し ません。 しかし その 男 又 曰 「信用し なければ ムンテ ラは利 

かないから ネ 好んで 現代の 醫 術の 恩惠を 避ける 訣 になる サ」 どうも 醫 者と 云 ふ もの は惡黨 です。 痔 

のお 醫者 もや はり 亜 《黨 でせ う。 まあ 精々 御用 心なさい。 

實は  又實 はと 云 ひます が、 實は 今少し 閑な のです。 閑なる 故に こんな こと を 書き 續 ける のです。 

この間 少し 學校 のこと を 書きました その 中で X  X  X  X 先生 を惡 魔に しました 悪魔で は勿體 ない が 

まあ 大 負けに 負けて おいた のです。 尤も 先生 自身 は 不服 かも 知れません。 今度 は X  X  X 先生 や X  X  X 

X 先生 を 紹介す るつ もりです。 XXX  X 先生の 古い オペ ラ ハット や X  X  X  X 先生が 淸水 寺の 脇に 突つ 

かれた 話 も 紹介す る 光榮を 得たい と 思って ゐ ます。 兎に角 考 へて 見る と、 敎師 時代の 記憶 は不 it 快ぢ 

やありません。 (その 癖 夢に 敎師 をして ゐる ところ を 見る と、 夢の 中の 撲は 大いに 悄 氣てゐ るので す。 


追想 は當 にならん もの かも 知れません。 父當 にならん 追想 を 持ち 得る ところが 有難い のか も 知れ ませ 

ん。〕 一 つに は 誰でも 二十 五六の 記憶 は條快 だと 云 ふこと も あるので せう。 しかし ig 快なる， 記憶 を 有す 

る こと は 感謝して 然るべき ことと 思 ひます。 どうか 玉 井先 生、 宮揮 先生、 齋藤 先生、 上 村 先生 等に よ 

ろしく 云って 下さい。 XX 先生に もお まけに 一 つ、 よろしくと 云って 下さい。 僕 は 人： を 滑らかに す 

る爲 にこの 頃 は 時時 「おまけ」 の 油 を さします。 勿論 さしす ぎた と 思った 時 は 早速 砂 を ふりまきます。 

今人が 来ました から、 駄辯 はこの 位で きり 上げます。 今 来た 男 は 二三 年 前、 細君に なるべき 女と 共に 

僕の 所へ； 粗け 落ちして 来た 男であります。 但し 甚 善良なる 田舍 者であります。 以上 

四月， 卄 七日  芥川龍之介 

黑須康 之介樣 

八 二三 〔五月 六 H 田 端から。 野 上 S1 郎宛〕 

拜復 御手 紙 難 有う 存じます 坐 憎け ふ は 在宅して 客に 接する 日に つき 參 りたく も 參られ ません どうか 不 

惡 おゆるし 下さい それから 能面 大觀の 代金 も あの ま- -に相 成り 居り だ 恐縮に 存じます 近： n お金 を 持 

つて 參上 する つもりです 右 とりあ へず 御 返事まで 頓首 

六日 朝  芥 川 龍 之 介 

野上豐 ー郞樣 

八 二 四 〔五月 二十 Hw- 揃から。 野 卜； I 乂 一  郎- が〕 

原稿用紙 にて 御免 蒙ります。 今朝 ほど は 御手 紙を顶 >. 難 有う 存じます。 お 能 は 四人づ めの 席 を 一 つお 

^ とり 下さい。 但しなる 可く 前の 方が 欲しい のです。 鼻の 先で 舞って ゐ るの を 見たい と 思 ひます か.，：。 

それから 廿 E より 廿 三日まで はずつ と 先約が あります 故、 鶴 田さん の 御 招待に は應 ぜられ るか どうか 
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わ 力り ません。 廿 四日から ならば 出来ます が。 講演 はやらずに すめば やらずに すました いのです が、 

やむ を 得なければ やらない こと もない 位の 心 もちで 居ります。 どうか 御 都合で どちらで もよ ろしく。 

右 出が けにつ きとり いそぎ 御 返事まで。 頓首 

五月 二十日  龍 之 介 

野 上 先生 侍史 

<  二 五 〔六月 二十 一日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕  . 

冠省 この間 はお 母 樣多加 志 をお 見舞 下され 難 有く 存じます その後 經過 よろしく 退院し ました まだ 少し 

消化不良で すが 大した 事 は あるまい と 思 ひます それから 菅 先生の 娘さんのお 婿さん が あなたの 畫を項 

きたいと 云 ふので すが 何 か 靜物を 一 枚ゅづ つて やってくれ ません かどの 位お 金 を さし 上げる ことが 出 

來るカ こんどの 日曜までに 返事 をす る 事に なつ てゐ ます その 時 又お 知らせし ます 僕 は每日 机に 向って 

ゐ ます 昨日 だけ 藤澤 先生と 女性 社 だの 春陽 堂 だの へ 行きました 特製 本 はま だ 出来ない よし いづれ 一 週 

間 位 の うちに 出来る よし 右 とりあへ ず當用 の み 

六月 二十 一 曰  芥川龍之介 

一 游 亭 樣 侍史 

< 二 六 〔六月 二十 一 曰 田 端から。 杉 浦翠子 宛〕 

冠省 昨日 は 不在のと ころへ 御 光来 下され 失 鱧いた しました あれ は 庫 輔が惡 いのです 僕 は 午前中な 、つ-ま 

い つ でも ゐ ると 言明した のみで 午後 は 保 證を與 へなかった の です それ を 彼 は 午後 もゐる やうに 吹聽し 

たので す どうか 不惡 御高 免 下さ い い づ れ近々 拜 眉の 節の ある こと，. 思 ひます 又 あ の 節 は 結構な もの を 

頂き 難 有う 存じます 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 
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六月 二十 一 曰  芥川龍之介 

杉 浦 翠子樣 

八 二 七 〔六月 二十 二： 端から。 藤渾 造 宛〕， 

(成 省 お 手紙 拜見、 先日 は 色々 失禮 しました 僕 今 手 もとにお 金 少しし かなき 故 M 封の 手紙 を 中央 公論 

社へ 持參、 おうけとり 下さい もし 瀧 田 君 不在の 節 は 誰でも 在 社の 人に 手紙 を 開封して 賀 つて 下さい b 

ざ わざ 御 足勞を かける の は 恐縮 故 この 手紙 胄 きました 體を 大事に し 給へ 顿な 

六月 二十 二日  芥川龍之介 

0 澤 淸 造 樣 

八 二八 〔六月 二十 五 WW. お から。 小穴隆 一 -が〕 

お 手紙 ならびにお 句 難 有く 存候菅 氏 へ の 畫をゥ サギ屋 へ ぉ斷り の 上ボ ン ボンダ リア をお つ かよし なさ 

れ 候て は 如何に 候 やさし 出が まし けれど 愚 存申上 候 又 菊 池 寛 申し 候に は 何ぶ んボ オズ をす る 事 闲難故 

相 成る 可く は 床の間へ かける もの (小幅に てよ ろしき よし〕 項き たきよ しに 候 いづれ 近日 參上バ ラ の掛， a 

拜見 仕る 可く それまで まづ どこ へ もお やりな さる まじく 院 H 首 

六月 二十 五日 燈下  ， 之 介 

隆 一 樣 侍史 

二伸 

藤の 花 軒ば の 苔の 老いに けり 

一句 未定らず 候へ ども おんめ にかけ fiK 匆々 
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\  一一  h? 、七月 八 H 田 端から。 藤 澤涛造 宛。 封筒に 「君 は 細い J 

ノ 二う 广字 をき らふ 故 一 生 懸命に 細く 書いた」 と 傍註 ぁリ 」 

冠省 度々 留守に して 申訣 ありません 前の 二度 は面會 日でなかった 故 平然たる ものです が 今度 は 日曜 

故 大いに 恐縮し ました 實は有 島さん の 話より 皆々 大いに 憂黯 になり 飯 を 食 ひに 出た のです 唯今もう 十 

一 時 故 室 生 氏のと ころに も ゐられ ぬ 事と 思 ひ 早速 この 手紙 をした ためます せめて は 早速した X める と 

ころ を 買って 下さい 女性の 小說 十日 一 杯に 仕上げた いと 存じて 居ります 十 一 日 午前に 君 を 訪問 かたが 

た 持って行きます 或は 行く つもりです 或は 又 行かれる 事 を 祈って ゐ ます 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

七月 八日  芥川龍之介 

藤澤 淸造樣  . 

八 三 0  〔七月 十六 日 田 端から。 小 杉未醒 宛〕 

冠省 いつ ぞ や は 留守に て 失禮ぃ たし 候 又 高著 を いた き 難 有く 存候快 猛和上 の 話な ど あの 話の 中の 銃 

聲の 如く 人 を 驚 殺せし め 候 金 冬 心と 申す もの 御め にかけ 候 但し これ は 賢なる 可く 候 贋な りに 御 赏翫下 

され 度 候 今日 は 多用 の 爲 折角な が ら參 上いた し 兼ね 殘 念に 存候 い づ れ近 々 拙著 獻上 か た が た拜趨 い た 

す 可く 候 何と ぞ岸田 木 村雨 先生 へ よろしく 御鳳聲 下され 度 候 

高著の 中の 玉 句 を 見 いささか 吟興を 生じ 悪 句 製造 仕 候 御 一 笑 下され 度 候 

藤の 花 軒端の 苔の 老いに けり 

七月 十六 日  . • ，  龍 十一 介 

放 庵 先生 侍史 

二伸 近々 中に 僕と 岸 浪靜山 君のと ころへ 畫を 見に 行きません か 行って くれません か 


八 三 I  〔八月  一 rnE 端から c 小 穴隆ー 宛〕 

冠省 島流し 見た いぢ やお 困りの 事と 存候 君の 立つ 時もう 少し まてば よいのに と 思った 僕 は 今夜 g. 州へ 

赴き 五日 夜 か 六日 朝歸京 早速 君の 所へ 出かける それまで 辛抱して 待ち 給へ 僕 も 仕事 を 持って行く 故 一 

しょに 勉强 しょう 三 汀、 菅 先生の H 常 想 察 出来る 昨夜 一時 頃 迄 北 原 君の 所に ゐた すゑ 大分 見た 穴な パ合先 

生 は 墨 竹 を 描き 大 得意 

〔空谷 山人 寫墨 竹の 模寫 あり〕 

と 云った 形の もの 但し この コピィ ほど 櫚竹 じみて はゐ ない 諸 先生に よろしく なほ 又 三 汀 居士と でも 

小町 園へ 行ったら お上さん お 菊、 ぉ淺 の諸麗 によろ しく ぢ きに 行く 故もう 少し 我慢し 給へ 昨日 朝 迄 

女性の 仕事に かかりつ きり 頓首 

八月 一日.  澄 江 堂 

一 游亭 先生 侍史 

八 三 二  〔八月 二：：： 山 梨縣秋 田村薛 光寺から。 紛端 書. 小穴隆  一 -w〕 

この 山中の 淸 光寺に あり 日々 文學 論なる もの を 講じ 居り 候淸 光寺の 方丈さん は 高 橋 竹 迷 氏と 中し 曹洞 

宗 中の 文人な り 方丈さん S を 描き 僕 句 を 題す この間 多少の 魔風 流 ありと 思 召され 度 候 

八月 二日 

As  〔八月 五 H 山 梨 縣秋田 村 光寺から。 高椅竹 迷と 寄書、 报靜 山-が〕 

gg 夏期 大學の 先生に 来たと ころ 思 ひかけ ず 庵主 は 竹 迷 上人な り、 爲に 敎育會 のお 客 だか 竹 迷 上人のお 客 

だか わからぬ やうに 相 成 候 頓首 
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龍 之 介 

\-3 「八月 九 H 缣 倉から。 庭前 小贵と 題す る 小穴隆 一 、 渡.，, 

ノ三 E 厂邊 庫輔、 芥川龍之介 合作の 寄書 繪端 書、 下 鳥勳宛 、 

描 電線 者渡邊 庫輔、 描 藤棚 者 小穴隆 一 、 描 松 者 芥川龍之介 

松風 や 紅 提灯 も 秋 どなり (我 鬼) 

八 三 五 〔八月 十三 W 鎌 倉から。 谷 口 喜 作 宛〕 

冠省 鎌 倉に 來 てうまい お菓子な く 困り 居り 候 間お 手製のお 菓子お、, _达 り 下され 度 願 上 候お 菓子よ 

牛皮 v^-^v^m 也 

橫 カラ 見タ所  割った 听 


"風味 あり 

とまん 中に 胡桃の ついて ゐる お菓子に なされ 度 これ を 一 一 折に て五圓 にお こしら へ 下され 度 候な ほその 

外に 最中 我々 の 食べ る 分 だけよ ろしく 御 見つ くろ ひ おん 達り 下され 度 候な ほお 金 は 勝手ながら 歸 京の 

節 差 上ぐ 可く 候 間 、遠り 狀御 封入 下され 度 願 上 候右當 用の み 頓首 

八月 十三 日  芥川龍之介 

闞心亭 御主 入 おん もと . 

おん、 逶 りさき 相 州 鎌 倉 停車場 前 平野 家内 芥川龍 之 4- 


八 三 六 〔九月 十二  ：：！田 端から。 小 穴隆了 S 

冠省 あの 蓮と 菖蒲と 一 しょに 咲いて ゐる句 を 前書きと 共に 霤 いて くれ ませぬ か 大露雜 記の 巾に 加 

へる の です もう 原稿 は出來 て そ こだけ 明け て あるので すか.，： 右當 m の み 

二 仲 ボタ チャンに お菓子の おみやげ 難 有う 僕 も 上前 を はね、 甘納豆に 久しぶりで ありついた 

頓首 

九月 十二 日  澄 江 堂 

1 游亭 御主人 

八 三 七 〔九月 二十 八 端から。 中 根 駒十郎 宛〕 

拜啓 御手 紙拜 見し ました 成程 印紙 は燒 けち まったら うと 思 ひます 八 卜 一一- 圆殘 金の 旨 も：^ 知し ましたし 

. かし 小生の. 親族 共燒け 出されの 爲、 お金 入 川な のです が 今月 i 曰 ごろまでに 百 圆程御 都合 下さい ませ 

んか、 「夜来の 花」 の 縮刷 印稅. を 前借と 云 ふ 事に して、 ^勝手が ましい 御 願 ひです がどう かよろ しく 御 

1^ 計ら ひ 下さい 御 都合に よりお 金 は 使 を さし 上げても、 下す つても 結構です 勿論 御斷り 下す つても 

好い のです がなる 可く 御 ひきうけ 下さい 右 とりあへ ず 富 用の み 頓首 

九月 廿 八日  芥川 之 介 

八 三 八 〔十月 十八 H 田 端から。 堀展雄 宛〕 

冠省 原稿用紙で 失禮 します 詩 ニ篇拜 見し ました あなたの 藝術的 心境 はよ くわ かります 或は あなたと 會 

^ つた だけで はわから ぬ もの 迄 わかった かも 知れません あなたの 捉へ 得た もの を はなさずに、 その ま- - 

ずんずんお 進みなさい (但し わたし は 詩人 ぢ やありません。 又 詩の わからぬ 人 問た る こと を 公言して 
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1 ゐる ものであります。 ですから わたしの 言 を 信用し ろと は 云 ひません 信用す るし ない は あなたの 自由 

^ です〕 あなた の 詩 は 殊に 街角 は あなたの 捉へ V 得た ものの 或 確 實さを 示して ゐ るかと 思 ひます その 爲に 

わたし は 安心して あなたと 藝 術の 話の 出 來る氣 がしました つまり 詩 をお 達り になった こと は あなたの 

爲 よりも わたしの 爲に 非常に 都合が よかった のです 實は あなたの 外にもう 一 人、 室 生 君の 所へ 来る 人 

が こ の 間 わ た し を 訪問 しました しかし わたし は その 人の 爲に 何もして 上げられ ぬ 事を發 見した だ け で 

したあな たの その 人と 選 を 異にして ゐ たの はわた しの 爲に偸 快です あなたの 爲 にも 快で あれば 更に 

結構 だと 思 ひます 以上 とりあへ ず 御 返事までに したためました しかし わたし へ 手紙 をよ こせば 必ず 返 

事 を よ こ す も のと 思つ ちゃい け ませ ん 寧ろ 大抵よ こさぬ ものと 思って 下さい わ たし は 自ら 呆れる ほ ど 

筆 無精に 生れつ いて ゐる のです からどう か 今後 返事 を 出さぬ ことがあっても 怒らない やうに して 下さ 

十月 十八 日  芥川龍之介 

堀 辰雄樣 

二伸な ほ わたしの 書架に ある 本で 讀 みたい 本が あれば 御 使 ひなさい その外 遠慮し ちゃ いけません 

又 わたし に 遠慮 を 要求 しても いけません 

< 三 九 〔十月 二十 九：：：！ 田 端から。 香取秀 K 宛〕 

拜復紙 も 封筒 も 無 之 候 間 これにて 御免 蒙り 候 道閑會 はま だ 小 杉 氏 へ は 參らず 候 へ ども 菊 池に は その ヒ！ E 

つたへ 置き 候 小 杉 氏へ も 今日中に 申 上ぐ 可く 候な ほ 又廢田 さまへ ぉ禮 をな され 候 節 は 小生へ も  一 口 仰 

せっけ 下され 度 願 上 候 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

十月 廿 九日  芥川龍 之 介 

香 取 先生 侍史  .  I 
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/四 o  〔十月 二十 九 mm 端から。 香 取秀眞 宛り 前便の 返事へ 折返して 父〕 

>A た \ び拜啓 では さう 云 ふ 事に いたすべく 候 あまり 書く 事 無 之 候 間 ほ 句 一つお： H にか ナ.. お 頓翁 

朝顔 や 土に 匍 ひた る蔓 のた け 

く 廿 九日  芥川龍 之 介 

香 取 先生 侍史 

一 一伸 書く 事な しと 思 ひ 候と ころ いろいろ 有 之 候 間 追て 書きに い たし 候 道 閑 會ょ來 月 六 r レ、 ン七 

(水) の 中に て は 如何に 候 や 又廢. 田 氏への 御禮 すでにお 加へ おき 下され 岐 よし 難 有く 存 候.,. まこの 

御 返事 は 今夜 後刻 參 上の 節 承り 度 候 頓首 

ニ，^ブ.-  龍 之 介 

香 取 先生. 

八 四 一 〔十二 年 (推定) 十 一 月  一 Hw 端から。 小穴隆 一 -が〕 

昨 曰 は失禮 いたし 候つ ぼな にぶんよ ろしく ねが ひ 上げ 候歌謠 類聚つ いで を以 つて 御と どけ 申 上 と 

り あへ 寸當 用の みな ほ 水上 君に お 米 を もら ひしお 禮遠藤 さまに 箱 や 壺の手 入 をね が ひしお ま-なに をい 

たして よろし かる 可き ゃ御考 へ おき 下 され 度 候 右 とりあへ ず當川 のつ づきの み Igw 

十 一 月朔夜  芥川龍 之 介 

小 穴 隆ー樣 

八 四 二  〔十一月 二  H 田 端から。 下 島勳， が〕 

ま，. ど いろいろ 項き 難 有く 存候 昨夜の まるめろ は 酸く して 小生の 胃に はだめ なれ ど柹は 大好物 故 早速 
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頂戴 仕る 可く 候 

.nil 笑 

草の 家に 神 十 一 の ゆたか さよ 

十一月 二日  龍 之 介 

谷 先生 

八 四 三 〔十二 年 (推定) 十一月 七 H 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 

i.^ 省 道 閑會の 件に つき 幹事よりも 御手 數を相 かけ 申 訣無之 候 扱いよ いよ 十 曰 午後 五 時より 自笑 軒に 

開催いた す 事に とりきめ 候 間 何と ぞ右鹿 島 小杉兩 先生へ 御 申達 下され 度 平に 願 ひ 上候當 R: は 菊 池の 外 

に大彥 の 主人 (老人の 方と 思 ひ 候へ ども これ は 多摩川に 居り 引 張り出す の も氣の 毒と 存候間 若い 方に 

い た し 候) を 出品 い たす 可く 候 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

十 一 月 七日  芥 川 龍 之 介 

香 取 先生 侍史 

八 四 四 〔十一月 七：：： 田 端から。 勝峯晋 風 宛〕 

冠省 その後 御無沙汰 いたし 申 訣無之 候 かつ 又 おん 母上 樣 おなくなり なされ 候砌も 病の ためえ ま ゐらず 

御 宽恕願 上 候 扱に ひ はりに 何 か 書け との 仰せ 拜承 仕り 候 御 厚意 難 有 存じ 候 ほ 句は餘 技の 又餘技 位のと 

ころ 故 活字に する の も 臆面な き 次第ながら 持ち合せ 居候 句少々 おん 目に かけ 候 皆 前書き 澤山 にて 恐縮 

に 候へ ども これ も餘 技の 又餘 技た る 所 3- とおん 見の がし 下され 度 候 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

七日 夜  芥川龍之介 

勝峯 先生 侍史  . 
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\3d 「十 一 月 十七 H 東京 祌樂 坂から。 寄書、 久 米- 讣-堆 宛。 封 倚に 「十， 一 

ノ  广 一月 十七： W 夜 四海 波 七 人 S:; 註 二 曰 孝子 ヲ^ グル ：！：」 とぁリ 」 

夜寒 さ を 知らぬ 夫婦と 別れけ り 龍 之 介 

〔里兑 t4 维 汽車の 蜜 あり〕 

評 二 曰クス テイ一 ムが 洩れた つて ね g; 

追懐 

し のぶれ ど 色に 出で にけ リ我戀 はくめ や ふと 人の 問 ふまで 藏 

十二 年 地異 人變の 起る 年 三十 三 

〔プラット ホ ー ム に 差し か \ りし 汽車の 黉 ぁリ、 新^旅行 大阪 まで ゆきと あり〕 

大阪 でお 待ちいた します  ぉレ 

此の 欣び頒 つ 者；^ に 二百 人 菊池寬 

十 一 月 十七 日 

奥 野 正雄樣 

祌樂坂 ゆたか -ー テ 

八 四 六 〔十二月  一 HE 端から。 飯 £ 武治， お〕 

1.^省雲母落手難有く存じますぃろぃろ拙句に御高評をたまはり感佩ぃたして2;^り ます拙句「癆.5の頼 

美し や 冬 精子」 と 申す の は 尊 句 「死病 得て 爪 美しき 火桶 かな」 から ヒ ントを 得た ものと 記憶し ますこの 

頃 舊來の 句み ないやに なりと 云って 新しい 句 境を拓 くは容 ならず 唯 5|i 然と 消光して ゐ ます とりあへ 

ず御禮 まで 

久しぶりに 超 を 見て 


年 二十 正 人 


495 


かへ り 見る 頸の 肥りよ 否い ろ 

御 一 笑 下され 度 候  • 

± 万一 曰  _  芥川龍之介 

飯 田 武治樣 侍史  . 

八 四 七 〔十二月 十五 nl 田 端から。 石黑定 一， お〕 

冠省 御手 紙なら びに 奈良墳 難 有く 落掌いた しました 君の 前に 上海 か、， T 東京へ 来られた 時日 太 橋の 何處 

かの 宿屋から 僕へ 手紙 を 頂、 いた ことがあ るで せう あの 時 僕 は 病の 爲湯 河原へ 行って ゐ たのです 湯 可 15^ 

で 君の 手紙 を (附 築の ついた) 受取った 時 はもう 君の 東京に ゐ ない 時分だった のです が 念の 爲 宿へ 長距 

離 電話 を かけて 見ました さう したら 昨 曰お 立ちに なった とか 云 ふ 事でした その 次第 を 手紙に 書かう と 

思って ゐる うちに 無精の 爲、 とうとう お流れに なった のです すると 春 服の 出た 時 君に 手紙 を 項いた の 

で、 今度 こそ はと 思った のです が やっぱり 天性の 疎懶に 負けて しまったので、 おわび 代りに 朱儒の 言 

葉の 一 章 を 君に 獻 ずる 事に しました かう 云 ふ 具合に この 手紙 を 書く 迄に は 何度も 書かう くと 思った 

の です がいつ も 思 ひ 思 ひ 書かずに しま ふの です どうか 失 禮は不 《御高 免 下さ ぃ實は .， J の 手紙 ももつ と 

早く 差 上ぐべき ものです が 新年 號 の/切り や 何か控 へて ゐた 爲、 又 だらくと のびて しまった のです 

僕 は 明朝 京都へ 行き 一 週間ば かり 遊んで 来る つもりです 以上 

十五 日  芥 川 龍 之 介 

石黑 定ー樣 

八 四 八 〔十二月 十五：：：！ 田 端 かち。 中极 駒十郎 宛〕 

拜啓 昨 曰 は失禮 しました 今日 旅 へ 出る にっき 手紙な ど片づ けたら 富士 印刷の 配 當を貰 つ て ゐ なか つ 
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たの を發 見し ました 故、 貰 ふ 量 見 を 起しました どうか 然る. H- く 御 取 計ら ひ 下さい 以上 

十二月 十五 H  芥川龍之介 

tf お §  一  0 

八 四 九 〔十二月 十六 H 田 端から。 渡 邊旗輔 と 寄書、 室 生犀屋 宛〕 

竹垂 る る 窓 の 穴べ に 君なら ぬ 菊 池 ひろ し を 見た る わび し さ 

遠つ 睾 にかが よ ふ 雪 の 幽か にも 命 を {寸 る と 君に つ げ なむ 

秋た くる 庭 たかむらに 置く 霜の 音の 幽 けさ を 君 知ら ざら む 

詩の 御 返事 

露 芝 に まじる 董の 凍りけ り 

震災 後に 芝 山 内 をす ぎ 

松風 をう つ つ に 聞く よ 古 袷 

久しぶりに^ にあ ひ 

かへ り 見る 頰の 肥りよ 杏い ろ 

十二月 十六 日  芥川龍之介 

室 生 犀星樣 

< 五 0  〔十二月 十八 端から。 室 生 厚 足 宛〕 

冠省 先達てお 菓子 を 難 有う 存じました 新年 號 やら 何やら 忙しい 爲、 つい 御螬も 出さず 失 しました 

又 こ の 間は蓳 の 詩 を ありが た う こ れも次 手 に お 禮を申 上 げ ま す (僕 は 今度 小說 の 如き も の 四つ も 害き 

ました その 爲大 へん 忙しかった のです〕 や つと 仕事 も片づ いた 故け ふの 夜大 阪へ參 らんと 存じて ゐま 
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す 大阪で 思 ひ 出し 候へ ども 大阪毎 日 の サン ディの 隨 筆に ちょっと 君の 事 を 書いた、 活字に なったら よ 

んで 下さい 君の 家に は 今 酒井眞 人の 一家が 住んで ゐ ます 菊 池 はお あの 敷石 を 綺麗に 拭って はき、 離れ 

と書齋 との 往来 は 跣 足でして ゐ ましたお 下卽 席に 歌 を 作ります 

君が たび し 菓子 やく ひけむ 吾子 の 口 赤き 诞を 垂らして ゐ たり 

< 五 I  〔十二月 二十 二  ni 大阪 から。 芥 川- 站〕 

拜啓 十七 曰 朝 京都 着 ひどく 寒い のに 驚きました 往来で 入が 焚火 をして ゐる、 火が ばちば ち 云って 燃 

えて ゐる その 火 迄 寒い 位です 胴着 を 着て きて よかった と 思 ひました。 抱 月へ 着き、 恒藤を 訪問、 直 S 

は 香 取さん から 買った 花瓶 を 人に やる のが 惜しくな つたよ し 四つと も 床の間に 並べて ゐ ます ヒ ガキサ 

屋を 御馳走になる 十八 日 小 林 雨 郊來る (京都の 習慣に より、 小 林の 僕 を 紹介した 爲、 宿で は 僕の 言葉 を 

待たず 小 林へ 通知す るので す〕 一 しょに 道具屋 を のぞきま はり、 天祐 禪師の 一行 もの 一幅 を 買"、 中 

中よ ぃ出來 なり、 ネ ダン も 東京に て 買 ふより は 安き かと 存じ 申し 候 夜 活動 を 見る 十九 曰 雨ふり、 巨 達 

へ は ひって (その 坦燒 はま づ 泥の^の 形 をした 安全 炬燒に 火 を 入れ それ を 敷布 團の上 へのせ その上 

へ 薄い 布團を かぶせ その 又 上へ 薄い 布團を かぶせる 故、 二 時間 もた たねば 暖 くなら ず暖 くな つても 比 

戮 山の 向う へ 春が 來た 位の 暖 さなり〕 ぼんやりして ゐ たら、 小 林より 電話 曰の 募より 万 亭 (と は 一力 

也) へ 參れと の 事故、 晝のぅちに用をすませんと辻氏へ大雅の畫を見に行きたれど留守なり谷^^を訪 

ねれば 一 家 共に 神 戶六甲 ホテル へ 行きし よしに て 留守な り 山 科の 蔬 井 や 志賀を たづ ねんと 思 ひし かど 

面倒臭き 故 やめ、 夜 一力へ 行く。 古 搏 古疊の 十五 疊、 眞輸 の翻嚙 火鉢 を 四つ 並べても まだ 寒い のこ 弱 

りました。 

藝子 三人、 一入 は 腹が 痛い と 云って 藥 ばかり のんで ゐた 七十 二になる お婆さんの 舞 を 見せられる。 

二十日 鄕 原醫學 博士に 丹榮の 御馳走になる ここ は 鰻屋に して 鰻な しに も 飯 を 食 ませる 听の よし 【廷こ 石 
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あり 水 あり 瓢亭 じみて ゐて旌 よし この 料理と 後に くひし 汁粉の 爲 胃痛み、 少々 射る、 新 .ぉ 極で 偶然 

隨 井に 遇 ふ 二十 二 曰に 引越す よし、 志賀 さん は 二十 一日に 東京から かへ るよ しな ど 聞き、 二十 四 五： Z 

頃 新居と 細君と 志賀 さんと にあ ひに 行く 約束 をし ました。 け ふ (二十日) 夜 やっと この ホテル へ參 り、 

明日 社へ 行き 明後日 小山 內植 村な どに あ ひ、 ついで 故 明 後後 日 はちよ いと 奈 良の 博物館へ 參り、 前の 

三 中の 教頭、 今の 奈良 師範の 先生 佐 藤小吉 先生 を 訪問 その 翌日 京都へ かへ り、 恒藤 瀧 并志贺 などに あ 

ひ、 二十 五 曰 頃 京都 を 立って かへ る 了見です、 なるべく 氣樂 にぶらぶ らして ゐ ようと 思っても 入が 来 

て は 方方 ひつば り ま はす 故 さほど 氣樂 にならず、 何しろ 寒い のに やり切れない 家の 中で も 手拭が 凍る 

又 いづれ 

龍 之 介 

二伸 義敏 伯母さんの 肩 をよ くもむ や 否や 子供 どもの 病氣 もよ ろしき や 否や  ， 

恒 藤の 子供 (女〕 はもう 笑 ふ 名 は 初子 小 林 はもう 四 入の 子 もちに なった 

八 五 二  〔十二月 三十  一 ：=：£ 端から。 下岛 勳^。 奉書 紙に 認め： il: を 包みて〕 

た て ま つる これ の 袴 は 木綿 ゆ ゑ 絹 の 着 ものに つけた ま ひそね 

犬つ ごもり  龍 之 今 

八 五三 〔十二月 三十  一：：： W 端から。 久米正 雄， お〕 

旅に 病み やう やく 昨夜 歸 京け ふ 君の 所へ お 祝 を 持って行かば やと 存 候へ ども 多忙の 爲 架せ さう もな け 

れ ばすな はち 甥 をつ か はし 大 豪のお 祝 ひ を さし 上げ 奉る 僕のお 視は來 年に なつてから 顿ャ； 3 

大っ ごもり  芥川龍 之 介 

. 久米 正雄樣 


年 二十 正大 
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二伸 大彥は 府下 駒澤村 住宅地 大彥野 口 功造に て禮狀 をお 出し 下され 度 願 上 候 頓首 

八 五 四 〔大正 十二 年 (推定 ：} 田 端から。 與 謝野寬 宛.】 

拜啓 御す すめ 難 有く 存候 いろいろ 時間の ェ めん 致し 候へ 共 四月 はむ づ かしく 五月に て は 如 可に 候 や 

そうじて 雜誌を 書く に は 新聞 を 休まねば ならず 休めば 薄 田の 田 守 やかまし くでん 報 を 打ち 候 間 この頃 

は 小生 も 進 返 谷 まり 居り 候 何と ぞぉ次 手の 節 あまり 原稿 を はたらぬ やう 泣蓳 先生へ 御說 得な し 下され 

度 願 上 候 頓苜 

二月 二十 七日  芥川龍之介 

與謝 野寬樣 

八 五 五 〔大正 十二  (推定 ；}5 端から。 小 穴 降 一 宛〕 

冠省 春 服 一 部た しかに おとどけ 申 上 候な ほ 四 Rlr 土曜) 五日 (日曜) は 留守に したり 留守に しな いまでも 

客 力 多かった りする 故鬼屋 さんと 來 るなら なる 可く 外の 曰に しません かそれ から 僕の 畫 〔卽ち 君の 畫) 

は (庭の 畫) は 額緣へ 入れるなら 硝子 を 入れる やうに して 項き 度 願 上 候 鑷紙草 毫字を 成さず 

よ fV しく 塌 

判讀 下さい 頓首 

三日  澄 江 堂 

一 游亭 御主人 

八 五六 〔大正 十一 ニー 年 (推定) 田 端 かち。 小 杉未醒 宛〕 

ただに 見て すぎむ 巖ホぞ 雲 林の 弟子と ならむ は轉 生の のち  . 

のみ 執る は あなむ づ かしと 麥 うるし ここ だ も 使 ふ 指物師 われ は 


天 マ ぎら ひふる アメリカ にわが あらば 牛 飼 ひぬべし ジ ェ シィの 牛 を 

磨く に に 生 れま し か ば 李義山 の 家の やっこと ならん とする らむ 

十六 日  龍 之 

放 庵 先生 侍史 


介 


年 三十 正大 


大正 十三 年 


八 五 七 〔二月 二十日 田 端から。 野上璺 一郎 宛〕 

寇省 先達 は 御手 紙 難 有う ございました 唯今 京都から 人が 来て 居ります 爲 御馳走に なりこ 上る 事よ 出.，， 

兼ね ざんねんに 存じます が 尾 上 氏 だけ は 是非き かせて 項き に 上りたい と 存じて をり ます 右 とりあへ ず 

(遲れ て餘り とりあ へずで も あり ま せぬ が ) 御 返事 ま で 頓苜 

r  芥 川 龍 之 介 

野上樣 侍史 

< 五八 〔十三 年 (推定) 二月 二十 二： Z 田 端から。 小穴隆 ー苑〕 

拜啓 格別 用 はな けれども 愚 甥、 君の 畫が 見た きょし 就いては 用 を 持へ て くれ その 手^ を 持って行った 

次 手に 見て 來 ると 申せば 用の なき 手紙 をした \ むる 事如斯 しけ ふ 千獎縣 下へ ちょっと 中，， ^ナ 運く も 

日 はかへ るつ もり 頓苜 .  .  、- R 

ニー 十二 曰  澄 江 

ー游亭 御主人  、お 江 k 

八 S 九 「二月 二十 七： n 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕  . 

歌謠 類聚 ながなが 難 有存候 子供に 命じ おん 返し 申 上 p、 

この頃の 句  - 


泰 雨の 中 や いづこの 山の 雪 

お らが 家 の 花 も、 ゆ、 い た る 番茶 かな 

御 一笑まで 

二十 七 日  澄 江 

】 游亭 御主人 

八 六 0  〔三月 十二 日 田 端から-。 瀧 井 孝 作- 苑〕 

この頃の 句 

蛇 翁に 

寒 雨の 中 や 雪お く 甲斐の 山 

南京 城 中の 五分の 三 は麥隨 なり 

市中の 穏麥も 赤み 行春ぞ 

夜宿淸 光寺 

木石の 軒ば に 迫る 夜寒 かな 

小閑 を 得たり 

おらが 家の 花 も 咲 い たる 番茶 かな 

乞 玉 斧  ， 

十二 日  ， 

折柴 さま 

^  A 六 I  〔三月 十三 日 2 端から，」 小 穴隆ー {^〕 


龍 


堂 


年 三十: iK 大 


3 拜啓御 入選 おん 祝 ひ 申し 候 一 點 だけと 申す は 沙汰の 限りなれ ど 人間 萬 事 沙汰の 限りと あきらめ 視意を 

^ 表す ことと 致し 度く 候 招待日に は 二 時頃參 る箬、 その 頃お 出に なれば お 目に かかれる 事と 存候 但し 仕 

事 未だ 片づ かず、 餘り ゆっくり は 出来ぬ 事と 存候右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

三月 十三 曰  芥川龍之介 

一 游亭 先生 侍史 

八 六 二  〔三月 二十 五日 田 端から。 齋 藤貞吉 宛〕  . 


原稿用紙で 失禮 する。 君の 手紙に 返事 を 出さなかった の は 三重 四重 五重に も あやまる。 しかし 俺の 受. 

け 取った 手紙 は 今度のと も 三本し かない ぜ。 (君 は 第 四 信と 云って ゐ るが〕 それから 別府 まで 来た もの 

なら どうせ 東京へ も來る だら う 東京へ 來 たら 勿論 一 しょに 遊べる だら うと 高 を 括って ゐた爲 も あるの 

だからむ やみに 憤慨したり 何 かしち あいかん なぜ また 無暗に 支那へ かへ るの を 急ぐ のだ漢 口なん かつ 

まらん ぢ あない か。 用 さへ うまく 胡麻 化せれば ちょっと 東京へ 出て 來ち あどう だ？ 東京 滯 在 費 位 は 

俺が 負擔 する よ (これ また 見縊るな どと 憤慨し ちあいかん。〕 ほんとうに さう しない か？  t は來月 五- 

日 位になる とひ まになる その 頃 出て 來て 俺のう ちの 側の 旅館に 宿 をと  るの だ 澤正ゃ 左 團次も 芝居 を や 

つて ゐ るし 東京の 燒跡を 一 見す るの もお 前の やうな 人間に は 多少の 利益の あるの を 確信す るね どう だ 

一 っ裔發 しない か？ 俺 もお 前の 蟬に 似た 顏を 見たい から お前の 第一 信 は 忙しくなる 最初に 來 今度 

の は 忙し さの 終らん として ゐる 所へ 来たの だ 去年の 九月 十 曰 頃に は 西 川と 一 曰 曰を暮 した 两川は 可愛. 

さう に 洋行 土產を みんな 燒 いてし まった よ 中原 も 潢 濱で 睫毛まで も 焦がした さう だ 俺 は 泰然，：！： 若と し 

てゐた 何しろ 風 を 引いて ゐ たから 動く と 熱の 出る のが 怖かった からね 三 中 全燒吉 田の 想ち やん (大工 

の 子) は燒 死した け ふ は 膝 固と いふ 支那- S 學 生に 會 つた 上海の 「創造」 同人の よし 又 支那が 戀 しくな つ 

たもう 一 度 撤のゐ る 町 を 歩いて 見たい しかし 今度 は 西洋へ 行って 見ようかと 思って ゐる 尤も これ は 金. 


の 融通の つき 次第 だからい つ の 事になる かわからない お前 は 金儲け を 使命と する 實業 家なん だから 早 

く 金 を 儲けて 俺の ぺ ェ ト 口 ン位 になら なくつ ちゃい かん 

俺の 本 も 春陽 堂 や 改造の は みんな 燒 けて しまった おかげ 樣でサ バサバ した 「羅生門」 「傀儡師」 の 類 は 

未だに 罪障消滅 せず 本屋の 店に 殘 つて ゐる 

來月 中旬 頃 は 菊 池と 二人で 熊 本まで 行く かも 知れない が あまり 當 にならない 行けば 而 してお 前が その 

頃 も 別府に ゐれば 訪問す る 志 は あるし かし 相 成る 可く は 前に 書いた やうに 電報 を 一 本 俺へ よこし それ 

から ちょっと 上京し ろよ 以上 ざっと 當用 のみ 

三月 廿 五日  龍 之 介 

貞 吉 樣 

二伸 お前 はま だ獨身 かい 俺 はもう 悴を 二人 持って 居る 

八 六 三 〔四月 四： ns 端から。 泉 鏡太郎 宛〕 

拜啓 先夜 はお 招きに 應ぜ ず失禮 いたし 候 又 今 n は 高著お ん途り 下され 難 有く 存候實 はもう 四 五：：： 前に 

一 本 I -と申 上げ 度く は 候へ ども 二 本ば かり 購ひ 居り 一 本 は 西洋に ゐる友 だち へ， 遠って やった 次第に 

御座 候 七 寶の柱 三本と 申せば 何やら 極樂の 請負め き 候へ ども まことに 三本 手に入り 唯今 はさきの 一 本 

を 如何なる 善 男子 善女 人に 拜領 させん かと 考へ 居り 候 右 とりあへ ずお 禮 まで 如 斯に 御座 候 頓苢 

四月 四日  龍 之 介 

泉 先生 侍史 

八 六 四 〔四月 十 =w 端から。 小澤 忠兵衞 宛〕 

t 油 省 御手 紙 難 有う..、 /さ い ま し た 先 だ つての 硯 のお 代 も あ り 是非 々々參 上せねば ならない のです が 
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ついく 手前に かまけ 失禮 して 居ります どうか 平にお ゆるし 下さい いづれ 十五 曰す ぎに は 小閑 を 得る 

事と 存じます から その 節 は 拜趨、 いろいろ 御 話 を 伺 はう と 思って 居ります この頃 

黑 南風の 大 うみ 風げ るた まゆら や 

うすうすと 曇り そめけ り 星月夜  • 

南京 

市な かの 穗麥も 赤み 行春ぞ  • 

一 WSI 

莊嚴の 梁 を まぶす ゃ麥 ほこり  . . 

表 雨の 中 や 雪お く 甲斐の 山  . 

など 作って 見ました 相不變 ものに なりません が、 御 高批 を 賜れば 幸甚と 存じます 半月ば かり 女中の 一 

人もゐ ない 爲、 子供 二人 を かかへ、 小生まで 忙しい 思 ひ をして 居ります 

咳 ひとつ 赤子の したる 夜寒 かな 

頓首 

四月 十日 夜  龍 之 介 

小 澤 先 生 侍史 

八 六 五 〔四月 十四 口 出端から。 杏 取秀眞 宛〕 

冠省 先夜 御 光来 下され 又お ゃぢに 美酒 をいた だき 難 有く 存候 同封 子規 居士の 短 尺 一 葉 御らん に 入れ 

候 これ も 百年 位 立ち 候 は 價 も出づ 可く 候 これにても 拜受の 短 尺 は 天下 有名の ものなる を 知り 愈 難 有 

く 相 成り 候 右お ん禮 かたがたお なぐさみまで 頓苜 

四月 十四日  龍 之 介 
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香 取 先生 

八 六 六 〔四月 十五 端 か、 り，。 畑徘ー 宛〕 

拜啓 いつぞや 君の パ イブ をぁづ かり 放しに し、 申 訣無之 候 扱 同封の 原稿 は 小生の 知人 母呂曰 澄と 申す 

宗敎 改革 家より 「角笛」 に 出した きょし、 賴 まれし ものに 候 唯 「角笛」 係 御中に、 きる より ま 大兄り おし n 

Is を 得し 方 間違な しと 存じ、 同封 仕り 候 間 何と ぞ よろしく 御 ^ 話 下され 度 平に 頭上 チ m^ft 

0 月 十 f  芥川龍之介 

A 六 七 〔四月 二十 端から。 ^取 秀腐 宛。 封筒に 堂 奈利须 無 子と ぁリ〕 

拜啓 先夜 は失禮 いたし 候 さて 女史 儀 同封の 通り 申し 參り候 間 御 都合よ ろしき 曰 を 御敎へ 下され 候 はに 

參 上いた さす 可く 候 二十 二、 三、 四ョ 中い つの 午後が よろしく 候 や 伺 上 候 早速 參上 仕る 可き のに 听 3, 嘴 

故 客 まゐり 居り 手紙に て 失 禮仕候 右 とりあへ ず當 用の み 頓首 

四月 二十日  龍 之 介 

香 取 先生 

八 六 八 〔四月 二十 三日 田 端から，。 小穴隆 一. お〕 

は，， けし inn: にいよ くき まり 候 や 否や ちょっと 伺 ひ 上げ 候 小生 未だに 来月 分の 文 俊 を 架さず 弱り 

居り 候な ほ 甥の 坊主 君の 所へ 行く 度に 何 かに ありつく^ 慣 ありあれ は 御 心配 御？ y 【な され 度 候 右と 


- あべず 當用 のみ 

四月 让三 ：！！ 


之 介 
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隆 一 樣 

八 六 九 〔五月 二日 £ 端から。 小穴隆 丁お〕 

拜啓玄 文 社の 小 林 德三郎 氏 を 御 紹介 申 上 候 用 向は玄 文 社より 小生の 平安朝 ものの み を 集めた る 短篇 集 

「泥 七寶」 を 出す にっき 裝幀 をお たのみす る 爲に候 (新聞社のと は 別な り〕 表紙、 扉、 見返し、 にて 四 卜 

圓 のよ しその 範圍 にて お骨折り 下され 度、 どうにか 平安朝 じみて 居さへ すれば 結構に 御座 候 頓首 

五月 二 曰  芥川龍之介 

小 穴 隆ー樣 

A 七 0  〔五月 八日 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 

冠省 昨日 は失禮 いたし 候 書物 往來 出来 致 候 間 一部 獻上 仕り 候な ほ 又 唯今 鹽田 先生より 芳翰 拜受、 餘り 

長い 故、 中途まで 讀 みかけ、 この 手紙 を 先にした \ め 候 頓首 

八日  芥川龍 之 介 

香 取 先生 

八 七 I  〔五月 九 H 田 端から。 端 書、 安成 三郎 宛〕 

御手 紙拜 見し ました 小生 も 趣味 上の 不見轉 です がどう も 建築の 事 を 云々 する ほど 勇氣 はありません 何 

とぞ その 邊御 領承の 上 御かん べんに 預 りたい と 存じます なほ 瀧 澤眞弓 君 は 僕と 同じ 中學を 出た 人です 

力、 御 誌に 論文 を 書いて ゐ るの を 見、 ちょっとな つかしく 感じ まし，， こ .W0 

< 七 二  〔五月 十二 日 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 
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冠省 菊 池 寛より 讚 岐の國 の 壁 釜に て燒 きたる 鯛 を 貰 ひ 候 間少々 ばかりお すそ，. つ， r いたし H あ 玉子よ^. X 

知のと ほり 鯛の 腹の 中より 出で しものに 御座 候 さの み 風味 は 無 之 候と も  . 、ィ 

鹽 釜の けぶり をお もへ 春のう み 

五月 十二 日  龍 之 介- 

香 取 先生 

八 七三 〔十三 年 (推定〕 五月 十三 日 田 端から。 蒲 原 春 夫.^ 介狀、 錄介 小町^-お〕 

はいけい、 この 手紙 持參の ひと 參り候 節 はおとめ 下され 度、 但し わたくし ほどえ らい V こよ 無 之 ^ ち 

リだ あまりお かま ひな さらぬ やうに 頓上ヂ 候。 

五月 十三 曰 •  芥川龍之介 

パ町園 御中 

八 七 四 〔五月 ナ六 H 金澤 から。 椅端書 四 枚、 小 穴 降 一 《他〕 

啓出發 前に 一度お 目に かかる つもりの 所、 立つ 二三 時間 前まで もの を 書かされ、 つ ひに 參 上の 機 を 傅 

ず殘 念に 存候泥 七 寶の裝 幀出來 候よ し 水上 君より 承り 候 珍重に 存 候な ほ黃^ 風と 申す i ま 未き こっき、 

その 方の 御考 はもう 少しお 待ち 下され 度 候 (題に 餘り かか はらぬ ものなら ば 結構 也) 僕 今 厚 星 先お の，.， 

話に て 兼 六八ム 園の 中の 三よ しと 申す 御茶屋に 居り 褒奢 をき はめ ほり 候 見と り阔 を， きか ナ た；， ど， ，3 到 

故お やめ、 まづ 十五 疊の 座敷、 十疊の 次の間 八 墨の 茶の 問、 六禪 一 の 女中 部屋、 grLSJ. 半の 茶き、 

の 玄關、 峯： 所、 ニ疊の後架等全，部僕のものになり^5り候へばそれだけでも拔潜上の所、 g を繞っ 一」^ 

抉 疎 樹 間に 瓢池を 臨み、 茶室の 外に は 顧の ある 次第、 風流 おん 察し 下され 度 候な ほ 明 H  一  n 帶， 在 直 

ちに 京阪へ 向 ふつ もり、 一 一十三 四日 位に は歸 りたし と 存：！ 15 候 それから 長生 殿と 申す お菜 f 一  折お A* 一り 
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申 候 間 小さい かたに さし 上げて 下され 度 候、 犀 星 先生よりも よろしくとの 事に 御座 候 

五月 十六 日  龍 之 介 

八 七 五 〔五月 十六 日金澤 から。 檢端書 二 枚、 下島勳 宛〕 

昨 E は 御 見 1_达 り 下され 恐縮に 存候 小生 唯今 兼 六 公園 内 三よ しと 云 ふお 茶屋に 居り、 十五 墨の 座，^、 十 

疊の 次の間、 八疊の 茶の間、 四疊 半の 茶室、 四疊の 玄關、 六疊 の玄關 次の間、 臺所、 湯殿 等 を 一 人に 

使 ひ 居り 候、 屋を繞 つて 大樹 扶疎、 殆ど 錢叔 莫の畫 中に ある 想 ひ 有 之 候、 是皆犀 星 老人の 心配に よる 

もの、 大いに 恐縮に 存 居候、 (もし 先生 御出での 節 はや はり 此處に 御 泊ら せ 申す とのこと、) 紅殼 塗りの 

欄干に よれば 瀧 あり、 新綠の 間に 落つ、 老 算 處々、 久しぶりにて 俗 腸 を 洗 ひ 申 候 以上 

十六 日  金澤 龍 之 介 

八 七 六 〔五月 二十日 大阪 から。 能澤 かほる 宛 (寫 〕〕 

はいけい この 人 はおの ぶさん と 申し、 大阪 南の 名妓に ござ 候 この 人に 君の こと を 話し 候と ころ ぜ 

ひ をし へ て 上げたい ことがあ ると 申し 候 間 御 紹介 申 上げ 候  龍 之 介 

久しぶりで 先生に お nw にか \ り あなた 樣 のお 話 をき X ました おから だが およわい さう です がお さつ 

し 巾し ます 私 は-:^ 氣で おねがいいた したと はちが いますが 心配事が ありまして それ を 金祌樣 でお 

話 をき \ 助 けて いた、 乂き ました それで 今 n では ほんと によろ こんで をり ます どんな 病氣 でも 心配 

事で もお 助け 下さいます ゆ へ そちらに 金 神様の 敎會が ありまし たらお ま いりにお いでに なって はい 

か、 V です なるべく おいでになりましたら よくお 話 をお き \ になった ほうが よく わかります しまた 

おかげ もいた、 V けます ゆへ ぜひお まいりなさい ませ 私 も そちら へ 行ける 時が ぁリ ましたら お 目に 

か X リ ます あなた も 大阪へ おいでにな りました らおより 下さい ませ これにて 失 鱧 致します 


三- リ 1; 郎 鶴 J'- 介 


かほる さま へ 

このお のぶさん と 申す 人 は 善い 人に ござ 候 間お のぶさん の 申す こと は 御 信用な さ n てよ ろしく 候 s>{n: 

五月 二十日  龍 之 

つ 

とんだ や 二  R 

五 

かつら や た み 

V  n ズ ぐ  -1M  • 、 

^木 や 三十 

この 直 木 や 三十 三と 申す ほ 男に て惡 たう 也 この 男の 申す こと は 御 なさる まに く 候 

八 七 七 〔五お 二十 二：^ 京都から 。端 書、 瀧 井 孝 作^〕 

拜敬 今日 入洛いた し 候明廿 三日 午後 二 時 頃 ちょっと 志賀樣 へ參上 化り 度き ffl 事 有 之 候へ ども 御 在宅 願 

はれま じく 候 や、 志 賀樣の 宿所 不明に つき 君まで この 狀 奉り 候 は 安井北門 抱 月、 今 HI はずつ と 夜 も 

ズ寸 にいた し 候 頓苜 

八 七 八 〔五月 二十 五 n 京都から。 审生： J^M^〕 

京都に 來 たり、 旅疲れの 爲に ねたり。 東 山の 若葉、 今更の やうに 見事な り。 大いに 君の 来なかった こ 

と を 遺憾と す。 
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ii 井折 柴、 志賀 直哉兩 先生に 會ふ。 雨 先生に 達った 害の 長生 殿、 未だにと どかず、 當時 例の 箱 を 三 箱 

まる、 薄 田 氏への 一 箱 は 確かに 屆 きたい。 京都市 吉田中 大路 町 三士 一顧 井 孝 作、 並びに 同氏 氣附 志賀 

直 哉兩氏 宛の 長生 殿 はと どかず。 少々 業腹 故、 同封の 受取 を 以て 一度お たしかめ 下さらば 幸甚。 伍し 

埒明 くや 否や 疑問な り 今 曰の 特急に て歸 京、 早く 東京へ 來 給へ。 なほ 又大阪 から 達った 陶書御 落手 

の 事と 思って ゐる。 長生 殿の 前例 ある 故、 念の 爲 つけ 加へ 候 頓苜 

二十 五日  芥川龍之介 

室 生 犀星樣 

八 七 九 〔五月 二十 八日 田 端から。 桂 井 未 翁 宛〕 

冠省 金 澤に參 り 居り 候 節 は 種々 御 厄介に 相 成り 殊に 三芳 庵の 別莊を 御世 話 下され 候 段 難 有く 御 禮申上 

げ候 あれより 大阪 京都 を へて 二 三日 前歸 京いた し 候 へど も アン マリア セ ナイ 旅 デス サ カイ  一 H あまり 

は 病人 同 樣に相 成り 候な ほ 又 頂、 戴の 可 觀小說 ぼつぼつ この頃よ みは じめ 候所備 後の 大蛇 返 治 やら 六莴 

坪の 土 左衞門 やら 柳 三省の 文章 やらいろ いろ 面白き もの 出て 參り、 是亦 大いに fK ふく 存 居り 候 東京へ 歸 

れば 日々 塵勞、 はるかに 名 園の 新 綠を想 ひ 候 こと もす でに 一 再に は 無 之 候 右 とりあへ ず御禮 まで 如 期 

に 御座 候 頓首 

五月 一 一十 八日 ，  芥川龍 之 介 

桂 井 未翁樣 

二伸 過日 申 上げ 候 句 {4i 秋の 坊 等の 句集 は 是非共お まとめに 相 成り 候 やう 念に は 念 を 入れて おん 

す，^ め 申 上げ 候 草々 

< 八 0  〔五月 一 一 十八 rM 田 端から。 中 根 駒十郎 宛〕 
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拜啓 先達 は失禮 しました 扱 旅行 中お 金 をつ かひ 果し、 貧乏して £so 候 間 今 H 午 ま、 ^原卷 夫君に たの 

み、 お 店へ お金 百 五十 圓 ばかり 拜借 にやり し 次第、 もし 午前中に 同 君に お金 を 渡されざる 節 は 御光來 

の 折^ 持參 下され 度、 よろしく 願 上 候實は 昨日 壺ー つ 買 ひ、 今にもお 金と 引き かへ に 持って来 るかと 

ひ 居る 所 胸中 御 同情！.' さる 可く 候 もちろん 午後 は 在宅 仕り 候 右 とりあへ ず當 用の み 頓ほ 

五月 二十 八日  龍 之 介 

中根樣 

八 八 一 〔五月 二十 八 端から。 室 生摩屋 宛〕 

冠省 二十 六日に 東京へ かへ り まる 一 日 病人の やうに ねて しまった 落雁の 件 いろいろ 御 倒 を かけて 恐 

縮、 擺 井の 5£ 所 はちゃん と 紙へ 書いて やった のに 怪しからん もの は 落雁 の 番頭な り 

それからお 國產 を澤山 ありがた うお 鄰の t: 取 先生 や 下 島 先生に もお 据 分けした う もの 下の 子供が あの 

干 もの を 生の まま かじりたがって 仕方がない 君 はいつ 柬 京へ 来る？ 君と 一 しょに 行かう と 思って ザィ 

バイ 堂へ もま だ 行かずに ゐる なほ 末筆ながら 奥さん、 小 白 E: さん、 小 さん の^さん、 女中さん にも 

いろいろ 御世話になって 難 有う.、 こざいました とお 禮を 云って くれ 給 へ 小 さん へ は 手紙 を 出したくて 

もつ い 宿所 を 聞き忘れた 故、 桂 井 太田兩 老人に もよ ろしく 

金 澤の作 句 左のと ほり 改作 

乳垂る 妻と なり つも 草の 餅 

この 手紙の 行きち が ひになる ほど、 君の 上京が 早い と 好い と 思って ゐる 頓 一目 

五月 二十 八 曰  芥川龍之介 

室 生 犀星樣 


年 三十 jF. 人 
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八 八 二  〔五月 S 端から。 濱野英 ニ^〕 

崎 ノ字ヲ 正 シト聞 ケリ崎 ノ字ハ ミナ 崎ノ字 1 一 ナホ シ給 ヒネ 

曰 ノ本ハ 「 二 ッポ ン」 一一 セン 「-ホ ン」 ヲ モ正シ 力 ラズ ト言フ 一一 ァ ラナ ク 

一一 ハタ ヅ ミノ 辰 マ 口 

ハ マ ノ  ノ 朝臣 ヒデ ッグ樣 ， 

八 八 三 〔六 四 U 田 端から。 岡 本 敬 二-が〕 

冠省 先達 は 高著 御惠 投下され 難 有く 御禮甲 上げます 大抵 一 度 は拜讀 したば かり か 舞臺の 上で も拜 見し 

たものば かり です が、 全集と 申す こと を 何 かなしに 偷 快に 存じて 居ります なほ 次 手に 申 上げます、： A、 

數 日前雜 誌の 批評な ど を 見る と、 高 作 r 筑 摩の 湯」 を久 米の 「地 藏敎 由来」 に 若かぬ と 云って ゐ るの を 見 

ましたし かし 小生 は久 米の 作よりも 數 等フィ 一一 ッシュ してる ると 存じました これ は久 米に も吹聽 した 

こと 故 伯樂顏 につけ 加へ る 次第であります 但し 伯樂顏 をす る失禮 はどう か 不惡御 ゆるし 下さい 右と り 

あへ ず御禮 までに この 手紙 をした，. - めました 頓首， 

六月 四日  芥川龍之介 

岡 本 先生 侍史 

八 八 四 〔六月 六：：： £ 端から。 中极駒 リ郎- が〕 

冠省 隨 筆の 題 は 「全家 寶」 を やめ、 百艸 といたし 度 候 この 方， ゴタ /、\ぃ たさず、 ハイカラ なりと 存侯 

こ の 間 女性 改造 を 書かず、 又 々 欲しき も の ありて も 買 はれぬ 故お 金 二百 圓ば かり どちら か の 印稅 の 中 

よ. = お 借し 下され 度 願 上 候 「黃 風」 の 見返し はすで に 出来、 甚だ 爽快なる 趣 あり、 装幀 は 見事な 本に 
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なること と存候 右當用 の み 

中 根 駒 十郞樣 

一 一伸お 金 は 使の 人に お渡し 下され 度 候 


芥川龍之介 


園 夫 遮.， 道 自ニ何 事 

榴 花 映 未 11 全 開 

小院地 偏人 不レ到 

無 數山蟬 噪 1 一夕 陽 一 

石 遵 偶.. 看 淸泉滴 


八 八 五 〔六月 十 一 日 E 端から。 小穴隆 一 -妃〕 

拜啓 原稿用紙 にて 失禮 いたし 候 装幀の こと いろいろ 御 配慮に ぁづ かり、 難 有く 存候唯 小牛： の 詩 を 出 

すの は少々 恐縮に 候へば、 何と ぞ 下の 詩の 中より 適切なる もの を 選びお 書き下され 度、 ぉ醫 きになる 

こ と の 容易なら ざる こと は 重々 承知 い たし 居候 へ ども、 枉げて こ の 案 を 御 採用 下され 度 候 

首 夏 措 和 渐雨晴 綠 荷細軟 不 >,妨 にお 

i 梔子 花 開 斑梦生 

司 馬 光 

槐影沈 沈 雨勢來 

滿庭鳥 跡 印 n 蒼 苔 1 

司 馬 光 

高 峯影裏 坐 n 陰 涼 1 

風 過微聞 松葉 香 

なほこれ は 詩に は 候 はね ど、 或はお 役に立つ かと 思 ひ 

〔周處 風土記〕 仲夏 長 風 扇，， 暑 〔注〕 此 節  一 3- 南 常 .？ 風 俗 名 二 黄 雀 長 

〔藻 林〕 五月 海魚 變 一一 黃 雀！  . . 


年 三十 正大 
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右 とりあへ ず おん 願 ひまで 頓首 

六月 十 一日  芥川龍之介 

一 游亭 先生 

二伸な ほこの 中の 詩 をお 用 ひの 節 は 「錄 〇〇 詩」 とな さらばよ ろし かるべく、  r 仿 〇〇」 では 霄 のこ 

とに もなる かと 存じ 候 頓首 

八 八 六 〔六月 十二  H 田 端から。 香 取秀眞 宛〕 

染 雲拜誦 仕り 候 別封の 手， t を 玉稿に 添へ 東京 日々 新聞社 内 畑 耕 一 宛 おん 達 下され 候 はば 同 入よ ろしく 

取 計ら ふ 事と 存候 なほ 昨日 申 上 候 銅 印の 儀 寸法 は 左の通りに 御座 候 間 何と ぞ御次 手の 節 箱つ くりに 然 

る 可く 御 下命 下され 度 候 

〔寸法 書きの 鰭 あり〕 

寸法 狂 ふなと 前書して 

£ 力 の ち ろ りに 響け ほととぎす 

六月 十二 日  龍 之介拜 

香 取 先生 侍史 

八 八 七 〔六月 二十 三 H 田 端から。 小澤 忠兵衞 宛〕 

拜啓 御手 紙拜 見いた しました 「に ひ はり」 御 落手 かどう かわからず、 勝 峯君は 旅に 出て ゐる 爲、 ちょつ 

と氣 がかり でした 「 今朝 冬 や 格子から 來る」 のおん 句、 非常に 感心し ました (原稿で 拜 見した 時には さ 

のみに も 思はなかったです が) K にしつ かりした、 Ji 艰 合の 强ぃ句 だと 思 ひます その後 小生 は 一 向 句作 

も 振 はずに ゐ ますが、 出來た V けお WI にかけ ます 故、 どうか 御 高批 をお 加へ 下さい 
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^垂 る.^ 妻と な つも 草の 餅 

秋風 や 甲羅 を あます 膳の 蟹 

苔 じめ る 百日紅 や 秋 どなり 

木石 を 庭 もせ に 見る 夜寒 かな 

六月 二十 三日 

小澤忠 兵衞樣 


以上 


芥川龍 之 介 


AAA  〔六月 二十 六日 田 端から。 小穴隆  一，；^〕 

冠省 黄雀 風 装幀い ろ いろ 御 苦心 下され 難 有く 存候扉 箱 張と も 結構に 御座 候 箱 は 黃^， r 一 て り 、 黄雀 

風 云 々 は黃紙 へ白ヌ キの 赤に て 刷り それ を 貼り て よ 如何に f おや つ まり 


本の 背中 

と 同じく 

I- 内 は 赤 


地に 黃 いろく 字の 出る 訣に候 伍し これ も 御隨. 怠に てよ ろしく 候 それから 兄 返し も 結構に 御 鹿 候 あやめ 

は 結構す ぎる ほどに 御座 候 下の 则 はお 省きの 方よ ろし かるべき 乎 線の 定木 を 常て しゃう に衫ら れ；^ 

り候爲 或は 奔放なる 畫カを 害する かも 知れず と存候 表紙 は 論ずる に 及ばず 唯 凡骨、 V  ^ 淳のリ 

を忠： 貫に 現さざる は不 とどきな りきつ と 御 注文 出さる 可く 候 昨夜 は 留守に て殘念 岡の^ lg/ 出し^ 

也け ふ は 又 京都のお 客 二人、 但し 明に ち 明後日に は參上 仕る 可く 候 顿れ  .  . 
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斤 貢  . 

苔ば める 百 曰 紅 や 秋 どなり 

木石 を 庭 もせ に 見る 夜寒 かな 

頓首 

六月 二十 六日  澄 江 子 

一 游 亭 先生 侍史  ， 

八 八 九 〔六月 三十 日 田 端から。 南 幸 夫 宛〕 

冠省 御手 紙拜 見し ました あなたに は 何度も 御手 紙 を 項 戴し てゐ たの に當方 こそい つ も 御 返事 を 怠り 勝 

ちに て 恐縮に 存じて ゐ ます 拨 ゲ亍ァ 全集の 事、 聚英閣 の は 小生の 友人 も關 係して ゐる 事で あり、， 推セ 

ン出來 ると 好い のです がどう も 公平に 考へ て大 村の 方の が 好く はない かと 思 ひます 少く とも 犬 村の 方 

が 粗製濫造 の 弊が なく はない かと 思 ひま す (聚 英閣 の ゲ ェ テ 全集 の 廣吿 中豫約 申込 者 の 名前 の うち に 

小生 も 加 はって ゐ るの は 本屋の 猾 手段です 信用して はいけ ません 小生 は 目下 その 爲に聚 英閣の 松 山 氏 

と喧曄 中です) 英吉利 譯の ゲェテ 全集と いふ もの は あるの やらない の やら も 知りません wohn-s  Li- 

braries のゲ H テを買 ひ 集めれば まづ 一 通り は 集ま S ます 但し 飜譯 は保證 しません これ は 次 手に，： 上 

げ るので すが Shel マ y の 全集 (詩 だけの) の 中には フ ァゥ スト のブ 口 ッケ ン 山の 魔女の 饗宴の 件 を孅譯 

したの があります ベ ン ネットな どに 云 はせ る と餘 りに シェ リイ すぎる 飜譯だ さう で すが 兎 に 角 中 々 の 

名譯 ですから 御 暇の 時には 讀んで ごらんなさい 

あなた はいつ まで そちらに ゐま すか、 この 夏 は少々 覺 束ない もの 是非 あなたの ゐる うちに 和歌 山と 

云 ふ 所 も 見て 置きた い と 思って ゐ ます 五月雨の 爲、 東京 はま だ甚 しく 暑く はありません 右 とりあ へ 

ず當 用まで 頓苜 


六月 三十 曰  芥川龍 之 介， 

南 幸夫樣 

八 九 0  〔七お 二十 二： W 輕 井澤から。 輸端 書、 下， 勳宛〕 

今 曰 午後 一 時 頃 この 宿に 落つ きました ここ は 夕方 七十 三 四 度、 雨の 曰 は 六十 四 五 度になる さう です、 

まだ ちょっと-; J^:- つきません、 町に は 西洋 入が 多い 故 中々 ハイカラです 響 

二  i 一日  かる ゐ F ゆつ る屋 芥川龍之介 

A 九 一 〔七月. 二， K 二日 輕井^ から パ it 端 書、 渡邊床 棘^〕 

途中の 汽車に は 退： g した、 ここ は 非常に 涼しい 西洋人が 多い 故 中々 ハイカラ である 山^ 故， gi が 食へ る 

曰 ざ かり や 靑杉 こぞる 山 の 峽 

一一 土 一  曰 夜  輕井？ 掉鶴尾 内 龍 

< 九 二  〔七月 二十 三： ：！輕 井澤から。 草津鐡 道の 输端 書、 芥川 宛〕 

昨 曰 カル ヰ ザハの 停車場より 宿へ 行く 途， 甲、 自働军 にの りしに その 自働 車、 向うよ り 来る， ま J 車 をよ 

けんとして 電柱に 衝突し、 乘合 ひの 中學生 一人 重傷 を 負 ひ 僕 は 田の 中へ 投げ ST され、 そのお 子 こ 左の 

腕 を 折り、 目下 輕 井澤 病院に 入院 中 院長 は 亜米利加 人に て 中々 親切な り 誰も 來る必 し  一 ® 間中 こ 

退院の 箬" (但シ コレ ハミ ナ ゥ ソ，〕  ： I 

コ / ハ ガキヲ 多 加 志 へ 见セ、 コレハ 何 1; ト キクべ シ 

八 九 一一 一 〔七月 二十 三 nr 輕 井澤から。 踏 端 甞、 • 室 生 犀 屋- お〕 
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鶴 屋にゐ ます 君 も來れ ばよ いと 思って ゐ ます 来月 十日 頃迄ゐ て、 少し仕事をするっもり小^^^君ゃ何か 

によろ しく、 堀 君 ももう 行って ゐ るで せう 俳句な ど を 弄する と、 小說を 作る 氣 がなくなる 故、 我慢し 

て 何も 作らずに ゐ ます 頓苜 

二十 三 Q  輕 井澤 芥川龍之介 

八 九 四 〔七月 二十 三日 輕 井澤から。 終端 書、 蒲 原 春 夫 宛〕 

「百 艸」 の 校正 中、 中央 公論 所載の 「地震 雜記」 (？) の 分 を 至急 こちらへ 達ら れ たし。 ここ は大 へ ん 涼し 

い 夕方 は 七十 三 四 度、 何だか 張 合の ぬけた やうな 氣 がして 反って 落着かない 

長 野縣輕 井澤 町鶴屋 芥川龍之介 

八 九 五 〔七月 二十 五 H 輕井渾 から。 鰭 端 書、 芥川 宛〕 

昨夜 淺間山 大いに 鳴動し、 戶を あけて 外に 出て 見れば、 まつ 赤なる li、 去年の 震災の 火事の 如く 立ち 

居たり。 灰少々 ふる。 今日は 爆發を 恐れ、 歸京 する 人 多し。 一 昨日 來た巿 川 左團次 一 行も歸 る。 鳴動 

は 未だに やまず。 伯母さん、 伊藤さん に 来て 貰 ひしゃ 左 團次は 満洲へ ゆく よし 

八 九 六 〔七月 二十 六 n 輕井澤 から。 蒲原卷 夫^〕 

啓 別紙の 中、 名前 だけ ありて 宿所な きものへ 宿所 を おん 加への 上、 新潮 社へ お 達り 下され 度、 なほ そ 

れへ 拙宅より 名刺 十六 枚お 貰 ひなされ、 御 同封 下さらば 幸甚に 御座 候、 卽ち 宿所の なき は 鏡 花、 白鳥、 

碧 童、 晶子の 四 人に 候。 まづは "li! にて 大兄 を 煩す 用事 も 無 之 事と 存候。 では 點 呼に お出でな さる 可く.， 

はるかに 達 行の 意 を 表し 候 頓首 

芥川龍之介 


蒲 原 春 夫 漾 

二 仲 碧 童 は 小 穴、 水上 いづれ にても わかるべく、 又 あと は文藝 年鑑に て わかる 可く 候。 

八 九 七 〔七月- -1 六 ：= 輕 井澤から。 繪端 *、  ^I^i^ 夫^〕 

新潮から 黄雀 風を途 ら せる y 錄の 中に 下 機 木 町 X  X 宇 野 # ヒー を 加 へられた し 番地 は 文士 錄に てし 

ら ベ られ たしと り 急ぎ 追加 

かる ゐ澤 つる や 芥 川 龍 之 介 


七月 二十 七： =: 輕 井澤から。 本 有 三、 

力！： W 保と 寄 *: の繪端 翁、 久米 lii 雄 宛 


八 九 八 

life の 浮いた 手に 杏 を とらへ (グ リイ ン ホテル にて) 


一 f  .Nv- 


落葉松の 山に _ 

白 塗りの ホテ ル 

平..： か 


來ぃ來 い 


八 九九 〔七月 二十 七：：： 輕井渾 から。 繪端 書、 生 厚 星 宛〕 


け ふ 山 本 有 三 君が ゐる故 グリ— ン ホテル へ ー晚 とまりに 來 ました 

靜 脈の 浮いた 手に 杏 を とらへ 

二十 七日 ， 


之 介 
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九 00  〔七月 二十 八日 輕 井澤から。 繪端 書、 室 生 厚 星苑〕 

この 里に も 鮎 は ある ゆ ゑ 賜ぶ とならば 茶う けに 食 はん 菓子 を 賜び たま / 

左團次 はこ としは 来ね ど 住 吉の松 村 みね子 はきの ふ 来に けり 

七月 二十 八日  龍 

二伸 クチナ シの 句ゥマ イナ ァと思 ひました ボタに はとても 5=7 來.， よ-.' 

九 0  I  〔七月 。名刺へ 、土星 文明 宛〕 

け ふ 島 木 氏に 君の 東京へ 出て ゐる事 を 聞いた 故 ちょっと 寄って 見た、 又來る 零 

土屋君 

九 0  二  〔八月 八ロ輕 井澤から。 小， 3£ 貞； -苑〕 

この間 は 鮎 を ありがたう.、 こざいました 室 生 君 は 早 起. 小生 は朝寢 頗る ちぐはぐに 暮らして ゐ ます 

日 ざ かりや 靑杉 こぞる 山の 峽 

山中の 夜 秋 多し 

祸ゑ 風呂に 犀 星の ゐる 夜寒 かな 

八月 八日  龍 之 介 

,  九 0  一！ I  〔八月 十 W 輕井澤 から。 終端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

一 、 十五 曰 位に 仕事す む 故 そちらの 仕事に 差 支へ なければ 御來遊 如何 

二、 道程 は 何時 にても 上野 を發 し、 輕 井澤 下車、 そこより 車に 乘る、 二十 分 位に て 鶴 匿に 來る べし 


三、 御 来遊と 定まらば 一報 を 乞 ふ、 室 生 厚 星もゐ るなる ベく 都合 をつ け御來 遊に なりたし 以上 

十日 

九 0 四 〔八月 十晉 輕井潭 から。 0S 芥川 臭、 芥川 s〕 

を.！ とおば あさんと il はずに 来なさい 切符 I つ S つて"" ろ 几い 晝 1" は JJ.^ な 

夕 は 非常に 涼しい 中央 公論 まだ 出来ず 弱って ゐる 十六 七日 頃 かへ るつ もり せひ 來 なさ、 

來れ、 ま 二三 日 近所 を 御 案内 申 上 候  嚿 


コ ^ ナノ コハヲ トコ ノコ ガネ マシタ カラ、 シゾ カー 一 オシ ナサ イト、 イツ テキ ルノ デス 

ヒロシ 二  . 

九 0 五 〔八月 十一 一一：！ I 輕 井澤から。 総 端 書、 芥川文 宛〕 

こちら！ しいと 云 ふよりも 夜 は 非常に 冷え Is の 懷爐| つた。 ビ オフぶ：： は 

浸 ま 力 も ある。 横文字の 本 を 一一. i ばかり 買った。 岡 の 印 をと り 

一に； 23;r ホ ：5 人の) 掠って やってくれ 同じ 宿に 原善 一 郞もゐ る。 片 山？ 女史 もゐる 龍 

九 0 六 〔八お 十三 日 輕 井澤から。 繪 端眷、 ^佐 木 茂 索 宛〕 

S  li^ffi.  y^Lcr.:  X  、 待 事 ままん ヒ うこもう よしたの？ こちら は 曰 中 八十 三 四 度、 夜 は 涼 

^ お 手紙 a;:!^, 御 無： T レ汰 してす まな-^^ T^^i/ ナ I.  、  V、  *、  ，  ノ、 ン SC つ 115w:i^^ 轉 

^ しいよ いも 冷える 位、 僕 は 腹を 下して 弱った、 外 國人は アメリカ/トイ ッ人 ト イツの 女の f-, タ.^ 
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2 

5 

f 

九 o 七 〔八 十三 ド輕 井澤から。 繪端 書、 葛 卷義敏 宛」 

お前に レム ブラ ンの エッチング 一 枚お みやげに 買った。 似せ もの かも 知れない。 しかし 塞 i ぢゃな 

,.ん た 力、，： まづ本 ものと 同 樣だ歸 るの を樂 しみに 待つべし、 但しおば あさんた ちに こっちへ 来る やう 

にす すめる 事に 成功したら やる の だよ、 おばあさん たちが 来な けれ f 、やら.. よ ？。 

十三 日 


九 〇 、ノ  〔八月 十九 日 輕井渾 から。 淺！ 1： 山風 景の寫 眞 Q 裏 に、 室 生犀屋 宛〕 

御手 紙拜見 

つくば ひの 藻 も ふ る さ と の 暑さ か な  - 

朝子孃 前へ 這 ふやう になった よし、 もう 少しす ると、 這 ひながら、 首 を 左右へ ふるやう になる さう す 

ると 一層 可愛い 雉子 車 は 玩具ず きの 岡 本 綺堂老 へ 達る 事に した、 けふ片 山さん と 「つる や」 主人と 追分 

へ 行った 非常に 落つ いた 村だった 北國 街道と 東 山道との 分れる 處へ來 たら 美しい y が 出た 

カサ 一 日 か へる つもり 

で ーブ曰  龍 之 介 

室 生 君 

九 0 九 〔八月 十九：： n 輕 井澤から。 繪端書 二 枚、 小 穴隆ー 宛〕  . . 

君の 来られな いのに 少々 失望した〕 萬 事 その 手 箬 にして 置いた から。 廿ニ  EH の 搬入に は 吉例に より、 


きへ る 事き ふ。 僕 通 f 一- つし か 書かず、 謹に 本 を よんで ゐる しかし も"  一 f  ^^^^ 

ITT 傳 へる 寒と #(lr  F ヒ、 -- n,  ,^nT^ よ 、 。 ^；こょると、 可か書けるかも.5^,^た、 

こつ li、i して ゐる 事 こよる と 時候の せゐカ も^れな-.^  i% -レ ょズ f  づ JT う，， 、 フ 

たやう に 興奮し \  ™>i  s;1 . 、ら、 ろ M\fo こなって ゐる。 しかし I 伯 所の.^ 力ら 

比 處へ來 る 前に 石 川 君に 「碧」 を 達って 貰った 何 力， - I ろ 世話， -カ Z て.. > 

ぶ、 爲っ 。御 1 も 出さずに ゐる。 どうかお 會 ひの 節 はよ ろしく 

黃雀風 i。 神代の 校正に 少々 憤慨して ゐる。 i え、.. つ Ls?s。 

世 帶を 持つ 件 はどうに でもな I を廣く 持つ fuf 1;; お jiw:  n$ 

室 生 も かへ り、 この 數曰 全然 一入 暮らして ゐる。 内 田 マコ 力 ちょっと タナ マコ。 ミぞ， -、 

よ )。 皆に 莫迦に されて ゐてー W 哀さ うな 男たり お 上 

九 IO  〔八月 二十：！： 輕井 滞から。 繪端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

ま 出る よし 何よりも 大慶に 思. ふ、 

- -  . ノ、 t、 匕 ；、 をつ し 力 書 力す ネ^ 力 ft/ マ 

が 8 出來 たの は うれし.. -僕 ，5^ へす- 力/ i 1 ま，， <F く， う れ ない. グ レンシ ヨウに 會っ 

一度 廿五 歳に なった やうな 興奮 を 感じて ゐる 事によると 陽氣 グせゐ 力、 

こ。 7^ 上 

九 一一 〔八月 二十 H 輕 井澤から。 給 端 書、 葛 卷義敏 宛〕 

、 、 I  .  X フぷ： これから^ 瞎と蒲 團とを 貫って 冬.. こもりの 用意 をす る、 

おばあさん たちの 来ない う tl へ：：" き"" き ら X い I など 来ても 逐ひ 返して しま ふ 

、ノ くと もト月 一 ばい はゐる レム フラ ントの 11? ^とけ 勿， ぶ i/l  , 

鯛の 骨疊に 拾 ふ 夜寒 かな  . 

4 これ は 星 作、 

2 
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九 I  二  〔八月 二十 三： n 輕 井澤から。 鎗端 書、 盥田カ 藏{ 化〕 

度々 御手 紙 項き 恐縮に 存じます 香 取 先生 や 脇 本 先生の 御盡 力と は 違 ひ、 小生 は 唯 岩波 氏を兩 先生/御 

紹介 申 上げた のにす ぎません その他 は 岩波 君の 好意の 爲 にまづ 好都合に 事が はこびました 十分に は 御 

希 に 副 はない かも 知れません が 御 不承 下されば 幸甚に 存じます なほ 小生 は 病的の 肇 無精の 爲、 鬼 角 

御 返事 を 怠り 勝に 致します がどう かそれ は不惡 御寬恕 下さい 右 とりあへ ず當 用の み 

八月 廿 三日  芥川龍之介 

九 一三 〔八月 二十 六 HI 田 端から。 室 や： 庫 星 宛〕 

i 成 省 二十 三 曰に 歸京、 中央 <ム 論 はとうく 出来ず 改造の は 全然 失敗し 不 快に 消光いた し 居候 「鯛の 

骨」 の 句 は 今 もな ほ 精彩 を 減ぜず 大兄 一 代の 名 什と 存候 追分の 近く 假^_^, と 云 ふ 所に 坪 一 圓 五十 錢の也 

所 あり 林間の 地に て、 もしよ ければ 山梔子 夫人 も 買 ふよし 僕 も 買ふ氣 なり 君 は 如何 つくば ひの 句、 

藻 も ふる 鄕は 僕の 句 也 大兄の 句 を 添削した 次第に あらず たと へば 

室生庳 星、 金澤 より 「つくば ひの 藻 も 靑黑き 暑さ 哉」 と 言ひ洩 しければ 返す 文に 

つくば ひの 藻 も ふる 鄕の 暑さ かな 

と 云 ふ 句になる のに 候 

輕 井澤 土 產は男 もち 麻の 手 巾 一打、 女 もち 緒の 手 巾 二 打 半、 毛糸の 子供用 スゥ 4 タァ 二つ、 淺間 葡萄 

飴、 いそ 部 せんべい、 その外 は 何やら わからぬ 愁心 のみ 匇々 

- 八月 二十 六日  澄 江 子 

犀 星 先生 侍史  ， 

一 一 伸 神代 君 の 談 によれば 「高麗 の 花」 近 々 出来 のよ し 神代 君 はもし 輕 井澤 へ 行 つ たら 室 生さん に 


さう 云って- 


；中 根に 言づ かった よし 神代 君 は 僕と 行き 遠 ひに 輕 I へ 行った 故け ふ 僕に その 

九 一四 r \ 月 田 端、 家に て。 お 卷義敏 宛〕 

、リガ ミー 枚 〔ハ リガ ミとは 原稿用^の つぎ 貼りな り〕  ゥ •、 .、 

ョ シ 坊 

九 一 五 〔九月 六：：： 田 端から。 得 能文 宛〕 

llil 麵誦 画！ 

ある 由 御 多用中 恐縮で あり 享が御 引見 下さらば 塞に 存じます ネ f 。み f 

た 頓首  芥 川 龍 之 介 

九月 六日 

0 能 先 生 侍史 

r 九月-一十三 n 田 端、 家に て。 お^ S" ギ观 

-  九 一六 〔^如に 針ぎ 義敏佐 麻、 江 fts 叔父 樣と あり」 

この 中に お金 十圆 ありこれ にて"" =の「葡 舊の 何とか If 紙 十と ぢとを 買 ひ、 餘 りたる お 

金に て 足りない 畫の具 を 買 ふべ し肇も 入れば 買っても よし  エラ V- 叔 乙 

6  二十 三日 朝 

2 

う  バカ甥 さま 


年 三十 正大 


お  カー 七 〔九 H  二十 五：：！ 田 端から。 室生厣 星 宛〕 

響 墨の 花 難 有く 存じ 纏幀は 大兄の 詩 華 一 番 よろしき のみならず 劉 生 S 幀中 ョ」 も  一 f  ^ 

し か る 可く 候 今嘵床 の 中に て 髮髴 として 句 を 得たり 御 笑覧 ま でに 頓首 

鐵 線の 花 さきこむ や 窓の 穴 

九月 二十 五 曰  澄 江 子 

魚 眠 先生 侍史  ， 


九！ 八 厂 九月 二十 五 W 田 端から。 小 酒 井光 次 宛〕 

藝脊 I 著 I、 戴いた し 難 有く 存じます 又 拙作 をお よみ 下さる よし 御 厚 ff ず じ 

史 より 御 病臥の むね 伺 ひました が 季候 不順の 節 どうか 一層 御大 事に ぉ體 をお いたまり 下さいとう；；.^ 

禮の 手紙 を さし 上げる 箬の 所、 ついつ い 延引し 申 訣ぁ りません 小 坐 も 持病の 胃 腸裏 ひ、 床； 

を、 逢って ゐる 始末であります  j  r 

p.-t 

朝 寒 や 鬼 灯の こる 草の 中 

御 一笑 下さら ば 幸甚 で す 頓首 

九月 二十 五日  T リま とか 

小 酒 井先 生 侍史  芥； f 之ィ 

九 一九 〔十月 三 WE 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

冠省 君の かへ るまでに 一 度 あ ひたいと 思って ゐ たが 水上 氏の 傳言 によれば 君が 來て もよ いよし それな 


00 

2 


らば 明 四日 七曜 曰に 來て貰 へれば 甚 都合が 好い がどう だら う 右 とりあへ ず 當用 の uly^ 之 介 

三日 

佐 藤 春夫樣 

九 二 0  〔十月 八 =s 端から。 瀧 井 孝 作， M〕 

>^fw.?KI1; ： ごェ， w,-^ つま 良 こて 字が 見えぬ 故 書かず 十 B 札 W 後半 二 

is 尺 一 損" 3  SKSiKiu" 行きました いま 少し 長い もの を 

； ヽ改 造儿^號所載の 小說中 一番の 白眉 は 君の ものな 2 

卽景 口占 

朝 寒 や 鬼灯垂 る、 草の 中  澄 江 子 

十月 八 曰 夜 

柴 さ ま 侍史  .  [ 

二伸 高山に 手織 14 &の E 物が あつたら 質って くれ 給へ お金 は 管 故 

九 ニー 〔十月 十一：：： は ，,5 力、 レ 齒 ノ，. づ.. タ」 

rv  .5. ト -I,  ,..V<?,:A1<- こき こ 留守 こで もして ゐ ると 太 だ 不本意た 

is 襲 はこ S 頃 叔父が I の は 故 君カ來 U 「ば.； だくみ あり 來て 貰った 方 が餘 

來る前 曰 こちよつ と 知らせて くれない か參 上して グテカ r  " 、""一 つ. 夜 

き だ 田 端 は 籠もき かず 手 f 遲れ 勝ち I 報で もよ い - ^  I  一  ^1. Ir^ 

岡 本へ 歸 つた 右 當用 のみ 頓百.  澄. 江 子 

十月 十一 曰 朝 

曾枝亭 御主人. 侍史  . 


年 三十 正大 


§  九 ニニ  〔十三 年 (推定) 十月 十一：：：： m 端から。 石 原 新 之 助-が〕 

冠省 御手 紙拜 見し ました 鬼に 角 强盜と 云 ふ もの は 恐し いものに 遠 ひありません わたし も 大いに 恐し く 

感じました 殊に その 靑年强 盗が 甚だ 强盜的 訓練 を缺 いて ゐ るの を 發 見した 時 は 一 屏. 恐し く 感じた もの 

です それから 金 を やった の は 勿論 怪我で もさせられ るの はい や だと 思った MP 果 です 尤も 强盜ま 五卜圓 

出せと 云 ふので すが 五十 圓ゃ るの は 困ります から、 然る 可く 交渉 を 重ねた 末、 一 一十 圓に 値ぎ りました 

兎に角 わたしの 經驗 によれば、 强盜に は ひられたり 何 かしても、 餘り狼 狼 はしずに すみます が 恐し い 

事 は 確かです まづ、 ちっとも 恐し くなかった と 云 ふ 人が ゐ たら、 噓を ついて ゐる とお 思 ひなさい 少く 

とも わたしな らば その 人を噓 つきだと 思 ひます 勿論 强盜 をつ かま へても、 强盜に 道を說 いて 聞かせて 

も その 人 は 必ず 怖し かった のに 遠 ひない と 思 ふので すね 尤も 恐し さの 持績 する 時間 は 人に よってい ろ 

いろ 遠 ふ 害です が、 — わたしな ど は その後 考 へて 見る と、 三分 以上 は 確かに 恐し かった- 0^ うですな 

ほ 又 金 を やる 事の 可否 は 生命 を 失 ふの をい や だと すれば 可否の 間 題ではなくなる 訣で うわた しま 由 

來 手紙の 返事な ど は 滅多に 書かぬ 人間です が餘り あなたの 手紙が 靑年 らしい 質問 故、 これ だけの 事 を 

竇 きました どうか これ を 例と せずに 下さい 右 とりあへ ず， 返事まで 蹈聲 

十月 十 i  芥川龍之介 

石 原 新 之 助 樣，  . 


九 二三 〔十月 十五 H 田 端から。 太 田 正 雄 宛〕 

冠省 御 招待 を 蒙り 難 有く 存じます 只 目下 小生の 親類に 瀕死の 病人 有 之參上 致される かどう か 懸念いた 

して 居ります 尤も 萬 やむ を 得ない 限り 參 上いた したい 心ぐ みで 居ります が 何分 右樣の 次第 故努 手な が 

ら 餘り當 てに なさらぬ やうに お 願 ひいた したいと 存じます 昔 久米正 雄と 新 思潮の 表紙 畫を 描、 ュ」 1 き 


に參 上した 事が あります が J ほ； 5 に. 1 お は 

か乂 りたい と 存じて 居ります おとり あへ す, & おのみ？ 

よろしく その 旨 を 御傳へ 下さい 頓首  ..介 ，3r 龍 之、 I 

十月 十五 曰 

太 田 正雄樣 

九 二 四 〔十月 (推定，) 田 端から.' 小穴隆 ー苑〕 

H、l ら， >>2.rtvt.>,sa3 こ ある 故 1； 曰の H 曜 はお 客に 會 はれまい と ふそれ から 例の.^ 截" のお 

t ぉ僕ド 叔，， ^"死" H,;;J"Jpril  く 御 申 m 下さい 先方 は盡 一枚 或は I 一  枚 i に 

!5£"^^;^甚ぃ言シ」ゐ|」^頃靜動別ぁりの說ぁり|文而不髮^?":?£5523 

にならず 數曰前 梅 原の 家へ 行った 時、 談、 君に 及んだ ら餘 事 はま オ气 きの t んて lr>  I 

る 事 はわ かると 言うて ゐた 頓首  ぶ 江 r 

ー游亭 先生  . 

九 二 五 〔十月ニ十ニ=:出端から。 ^1-^:^-.-.^」 

2 翁 を？ 可 ナふ平 木 君 下 島さん へ來 り、 おが 東京へ 出る 事 を 話した よし、 酒 井に 家 を 明けさ^;;" 

!;^^:;^:;^,5けてもょぃ又籠町邊へ家|す事も引受^^^;御5：：^^ 

0  ":g£3f しに 言って くれ 給へ 片 山さん へ は I する i きない 胃病に なった 豪！" 

5 父に 死なれたり、 蕭條と 暮らして ゐる  ，. 
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朝 寒 や 鬼 灯垂る \ 草の 中 

あの 句 はかう 作定 した 轉 i 

十月 二十 二日  澄 江 子 •「 

照 道 先生 侍史  . + 

九 二 六 〔十月 二十 二  H 田 端から。 石 川 太 ー苑〕 

今日 麻 生 君の 著書 を うけとりました。 どうも 難 有う ございます 僕 は 小 穴 君と 違 ひ、 いろ 、 ろ氣の 

多い 人間です から 社會 問題で も 何でも 興味 を 持ちます、 どうか 又論戰 をし に 来て 下さ い 御 都合に より 

お 友達の 方 を つれて 来て 下す つても 結構です、 僕 は 剛情です から 容易に 議論 を讓 りません しかし その 

間に 利益 を 受ける 事 は い つ も 論敵に 感謝し て ゐ ます 右 とりあ へ ず御禮 の み 頓首 

十月 二士 一日  ，  芥川龍之介 

石 川 曉星樣  . 

九 二 七 〔十月 二十 二  ：=" 田 端から。 1： 本 敬 二  j お〕 

i 对 J 省い つも 高著 を 項き 難 有く；！^ じます 早速 御 禮を申 上げる 所 親戚に 不幸の あった 故 今 曰に 及びました 

どうか 不惡 おゆるし 下さ い 

この頃 

朝 寒 や 鬼灯垂 る.^ 草の 中 

. 十月 二十 二 曰  .  芥川龍之介 

岡 本 先生 侍史 


九 二八 〔十月 二十 二  rw 田 端から。 高 橋 健 二 宛〕 

冠省 原稿用紙で 失禮 いたします。 二度と も 御手 紙 難 有う 存じます。 あなたの やうな 好學の 士にォ たし 

の 文章の 讀 まれて ゐる こと は 頗る 欣快に 思 ひます。 扭 1< ^一一- Kanpe です が、 エア ツユ ラァが T< つ 一一 でせ〕 

くと 言 ふ 事は必 しも 自敍傳 小説と は 限らない のぢ やないで せう か？ マイ エルの ェン テイク 口べ ディ 

の解釋 では どうも 自敍 傳小說 とば かり は 云 はれぬ やうです 〔九 字 削除〕 あなた 及び 山 岸 説 もま だ 一 考の 

餘祖が あると 思 ひます。 小生 は マイ ル 及び ォ オフ K ルマン ス說の 信者です が、 何 か確設 でも 見つか 

れば 忽ち 變 節しても 差 支へ ありません。 小生 もな ほ考 へます から、 あなた もお 序の 節お 調べ 下さい.^ 

文壇の 士は 由来 早の みこみで、 爇術は 長く 人生 は 短し と 云 ふ 事 も 小生の 言 を 立てる まで は 西洋人に は 

通じない 解 II のし かた をして ゐ たもので す。 それから Ich-Drama と 言 ふ 事です が I。ll.D23a と 言 

ふ 事 は それ 自身 成立つ 道理はありません。 ディボ ルドと 言 ふ 人の 說は 至極 尤も だと 思 ひます。 この間 

も 文科の 學生子 見え、 大いに シ ルレ ルを辯 護し ました』 僕の シ ルレ ルに對 する 評價は 御： 水 知の 事と 

ひます。 僕 は 日曜 曰に は 在宅し ます。 {赏 は あなたの やうな 好 學の士 をお 客に 持ち、 大いに 啓發さ ォ 

たいので すが、 生憎 さう 云 ふお 客 は 滅多に 來 ません。 大抵 は 文壇の 毒 瓦斯 を 愛する 他稱 文學靑 年、 自 

稱將來 の 作家に 悩まされて ゐ ます。 以上  1 

十二月 二十 二日 夜  芥川； 能 之 介 

高 橋 健ニ樣 

二 仲 シ ュピィ ルハァ ゲン なる もの の ic11.ro き n 起原 小說 を讀ん だら、 一 番 近路です 力、 II 

です がと 言 ふよりも、 であり， 杩 るので すが、 牛 これ は 小 i 上の 名 も 知らぬ 小設 であります。 それ 

^  故 どうす る こと も 出来ません。 

5 
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九 二 九 〔十 ff- 二十 二 田 端から。 小 林雨郊 宛〕 

冠 |n サの後 御無沙汰に おちす ぎ申訣 ありません 御 健勝の 事と 存じます 扱 妙な お 願 ひです が 京都の 丸 善 

にニ册 ものの Life  Gretlle が ありました (勿論 題名の 通り 英語の 本であります) この 初夏に 見た 時 

に ほ は ひって 左の 高い 所に あつたの です あれ は 今でも あるか どうか もし あれば 丸 善に 命じ、 代金引換 

へ にて 東京 市外 田 端 四 三 f?f 小生 迄沒 一ら せて 項きたい のです が 如何です か 誠に 御 面倒な お 願 ひで 恐 《船で 

すが、. 恒藤 洋行し、 京都に は あなた： 外にお 願 ひする 人の ない 爲 にお 手 數を煩 はす 次第です どうぞよ 

ろしく 御 取 計ら ひ 下さいな ほ 著者の 名前 はト マ ス 何とか 言， つた やうに 思 ひます が はっきりした 事 まわ 

かりません 數曰前 梅 原 君の 所で 師宣を 見ました 中々 立派でした 僕 も 今 師宣を 心がけて ゐ ます 

十月 二十 二 曰  芥 川 龍 之 介 ■ 

小 林 雨郊樣 

二 仲 それから 小 杉 君の 所で 新 井 君の 造った 水瓶 を 見ました ひどく 好い 調子に 出来て ゐ ました 

九 三 0  〔十月 三十： n 田 端から。 江 口 宛〕 

梁 雲 奉 誦僕は 作家 協 會の外 當分何 協 曾 も 御免 だ 今で さへ 何かと 時間が なくって 弱つ てゐる 末 だ どう 

か會员 諸君に よろしく 辭 意を傳 へて くれ 給へ 君の， 朝鮮の 紙 を 見て 攘 しさ を 生じた 僕 はもう あの 紙 をみ 

ん な 使 つ て し ま つ た そ れ から あの 黄色い 封筒 も 敬服した あれ は 町に 賣 つて ゐるも のか ネ賣 つて ゐ る Q 

ならば 僕 も 買 ひたい 田 端 笹塚相 陽って ゐ るが、 暇の 時に 遊びに 來 ないか はがき を くれれば 萬 障 を^し 

て 持って ゐる 尤も 來月四 五 曰から 二三 曰 ちょっと 旅行す るが 

朝 寒 や 鬼 灯殘る 草の 中  . 

. , ^月 三十 H  芥 川 龍 之 介 . 


. 江 口 澳 君 

九 三 I  Li 一月 十二  =  w 端 か、 り。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

ま S. 誦 原稿 相お くれ 中 訣無之 候 何 か 等閑に 附 して ゐる やうに 思 はれる 事 心苦しき もの 也 御 読 察い の 

り h デも今 曰 h 島の 所へ 行き たれ ど 留守な り 山茶花の 、咲け ると 小島の はし 妻の めぐし 妻の を さな 妻の 

え やし 妻の 曰 本 髮に結 ひたる と を 見て かへ る 僕 も 大工の 槌 音に 煩され ほと ほと 神經 衰弱に ならん とす 

る 次 ts? これ も 次 手に 御憐 びん 下され 度 候 .  、 

• 十一月 十二 n  澄 江 老人 

大 芸 先 生 侍史  ： 

九 三 二  〔十一 H; 十七 端から。 端 書、 室 贺 文武 宛〕 

卸 反」 事 遲れて 相 すみませんつ い 今 一 年中 一 番 忙しい 時 だもので すから。 ^し 小 穴 君の 賓は 到底 その 方 

の 田 3 召しに は 向きません。 描いて くれる、 くれないよりも よした 方が よいと 思 ひます。 やはり 普通の 

日本 畫 家に 普通の H 本畫を 描いて 貰 ふ 方が 先方の 西洋人 も悅 びます。 「秋風 や」 の 句 は 近来の 白眉と 存 

じます 感、 じしました。 

十七 日朝  芥 J  之 ノ- 

九 三 三 〔リ 一 月 二. H  一一  HE 端から。 南 幸 失^〕 

敬詳 光達 は 壁 上の 件 御 親切に 御言 葉 をた ま はり 難 有く 存候 その 節 家内より 御 返事 申 上げし つもり ジん 

4 まだの よし 大に狼 W しこの 手紙 をした \ め 候 壁土 は 君の 所の もの 故惡ぃ 事な しと 存じ 大いに 使 ひたが 

う りし も 大工の 棟梁に 中し 候 所 左官 屋に旣 に ひき 受けさせた 上 中塗りの 士だ けこ ちらからと 官 ふと 左官 
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の や つ 兎角 項 面 を い たす よ し 棟梁 も これ を 難 跪が " 居り 候 間 やむ を 得ず 斷念 い たす 事に と りきめ^ 

今まで 御 返事 相 遲れ、 その上 御 厚意 を 無に いたし 候 だん 何とも 恐縮に 御座 候へ ども 平生の ず ぼらに 免 一： 

じ不悪 御高 免 下され 度 候 君の 四つ 谷の 家なる もの は大 へん 立派な ものの よしこの 間味津 三より 聞き及 

び 候 併し 小生の 普請 は 安くす る 事に 經營 慘澹 いたす のみに て 甚だ 心細く 今日 も 床が まち を 一 本 奢らう 

かどうし ようかと 考へ、 とうとう 奢らずに 我慢いた す 事と せし 次第に 候 右 御 詫び やら 御斷り やら 御 愚 

痴 やら いろいろ とりまぜ 亂筆を ふ る ひ 候 間よ ろしく 御判讀 下され 度まづ は大體 恐縮の 意 ま でに 如 こ 

御座 候 頓首 

十一月 二十 三 曰  芥川龍之介 ■ 

南 幸夫樣 

九 三 四 〔十一月 二十 四 ni 田 端から。 香 取番眞 宛〕 

敬 啓 豐後之 國闩杵 の かまぼこ 一 本 さし 上げ 候 能書に よれば この かまぼこ 屋は 天才に てよ き 料な き 寺- 

はねて ゐる よしに 御座 候 草々  - 

十一月 廿 四日  龍 之 介 

杏 取 先生 

九 三 五 〔十一月 二十 ralHm 端から。 薄 £ 淳介 宛〕 

冠省 御 返事 相お くれ 申訣 ありません 但し 半分 は 春陽 堂の 爲と御 諒察 下さい 春陽 堂 曰 「象牙の塔」 はさし 

支 へ ございません それで 安心した 所、 又 曰 象牙の塔の 版 櫂 は 手前の 方. にありません 僕 曰 それなら 好い 

の はわ かって ゐる 春陽 堂 三度 曰し かし 二十 五絃の 版權は 手前の 方に あります が 如何 致し ませう 僕 曰 あ， 

るの なら それ は讓 つて くれ 給へ 春陽 堂 H 兎に角 薄 田さん に 一 度 伺って 下さい 僕曰间 はなく とも 讓 つて. 


貸へば 好い の だ 春陽 堂曰ム 一一 ャ /\/\/\. 就いては 一 一十 五絃の 版權は 春陽 堂に ある や 否や 一 弋僕 寸チ 

で 御知らせ 下さい 今度 は大 至急 事 を 運び、 或は 運ばさせます (實は 菊 池 や 小生の 春陽 堂の 編 ^船 と 

:.. 言 ふの は少 くと も 小生の は 名ば かりにて 出張 もしなければ 相談に も來 ない のです) なほ 末筆な 力ら 高 

： .. 著- m 戴いた し 難 有く 御禮を 申し上げます 只今 新年 號と 申す 厄介 ものに おはれ、 朝夕 特急の 勢で 原稿 を. 

書いて ゐる 次第、 右 とりあへ ず 御 通知まで 頓首  - 

十 一 月 一 一十 四日  ？リ 龍之ィ 

薄 田 淳 介 樣  . 

九 三 六 〔十 一 月 二十 四：：：： 出端から。 泉 鏡 太郎. お〕 

g^H 「愛 府」 を 頂戴いた し 難 有く 存じます  -,. , -I  ' . 

0 下 新年 號と 申す 厄介物の 爲 人よりも 一 月 先に 犬つ.. こもりの 苦しみ を 嘗めて 居ります ガ、 早速 拜見レ 

たいと S つて ゐ ます 實は拜 見 するとつ い 書く 方 を 怠る 爲拜. - せずにす めば 幸運な のです が、 資 はもう 

この 手 氏つ；」 した.. める までに 趙 城のお とみさん と 人 子 話と を拜 見して しま ひました 尤も 雜 誌で 拜"^  L 

たもの もあります からま づ拜 見した 所が 精々/ 切に 蓮れ る こと 二 曰 乃至 一週間 位と 高 を 括って 居" ま 

す 右 とりあへ ず御禮 まで 頓首 

十一 月 二十四日  芥 r lut^ 之ィ 

泉 先生 侍史 

九 三 七 〔4 一  月 二す 五 HE 端から。 w 川英次 郎- お〕 

6 冠省， # を翠山 ありがたう はじめは 少し^かった が 後に 食ったら うまかった 君に は パト ラァの 本 を獻上 

M する 約束のと ころ 未だ 約 朿を果 さず 大いに 恐縮に 存 ずる 次 手 を 以て あり 合せ を 達る 御 落手 下された し 
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九 三 八 〔十二月 十九 端から.。 端嘗、 中极 駒十郎 宛〕 

冠省 「羅生門」 「傀儡師」 なる 可く 澤山 刷る こ ととし、 そ の 印稅の 餘分及 「煙草と 惡 魔」 印稅 至急お とどけ 

下され 度 候 新年 號に 原稿 か  > ぬ爲 貧乏に て 弱り 居候 兩万 合せ 二百 圓 位に ならば 幸 この 上な しと 存 一保 

何と ぞー兩 曰に 御ェ めん 下され 度 候 

十づ；  芥 川 龍 之 介 

中根樣 

九 三 九 〔十二月 二十 五：：： E3 端から。 犬 養 健 {^1 

又 原稿用紙で 御免 蒙ります。 

先. 1 暮中 にい らっしゃ いと 申 上げ まし た が 急 に雜用 多くな り 、s に は 閉口 な 親戚 づ き あ ひ 上の 雜 用な 

のです が) どうも 落ちついて ゐられ ません から、 春に 御出で 下さる やうに して くれません か。 さう し 

て n 曜 以外の 曰に ゆっくり 一 曰 遊びません か。 

. け ふ 久保田 君に あったら、 あなたの 改造の 小說に 感心して ゐ ました。 あなたが 通俗的で はない かと 言 

ふ も 念の liu! に 久保田 君に 質して 見たら、 やはり 少しも 通俗的と は 思 はぬ と 言って ゐ ました〕 久保 田 

君 又； II ひと 夏 ひと 冬と 言っても ひと 春 ひと 秋と は 言 はないで せう。 僕 曰 それ はさう 言ふ言 葉 を 招へ て 

も かま はんで せう. >  久保田 君 即し 返して e しかし 場面と 言 ふ 言葉に びった めしな かありません か。 貧 


7 鳥 取 は 君 ■ 攝 病が 多. - よしう つらぬ やうに 氣を つけ 給へ 僕 は 今 新年 號の 原稿の 爲にゥ ン く 云って ゐ 

5 る 右遲れ ながら 御禮 まで、 君 はま だ 結婚 しないの か 正月に 東京へ でも 来たら よらない か ® 首 

龍 之 介 

西 川英次 郞樣  , 
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思 ふに それほど ぴったり しない ことはありません。 久保田 君の 註文な ど は 無視して よろしい。 なほ. <■ 

保 田 君 は 八重 子の 描寫に 敬服して ゐ ました。 下町 試驗は 及第です。 

それから この間 (一) の 芝生の 一行 云々 と 申 上げ ましたが、 あれ は 後に 讀んで 見る と、 唯 「もう」 と 云 ふ 

二字の 落着きが 惡 いだけ です。 尤も 僕の 申 上げた 意味 は始 から 純粹に 耳の 上の、 極墳 末な ことだった 

のです が。 それから 管 忠雄も 感心して ゐ ました。 これ も 次 手に 御吹聽 します。 世評 も 多分 好いで せう。 

なほ 久保田 君の 話 や 何 か は 御 H にかかった 時 申 上げます。 

僕の 中央 公論の 小說は 妙な ものです が、 御 暇の 節お よみ 下さい。 作者 はいろ いろな 點で少 々弱氣 にな. 

つて ゐ ます。 これから 又 外へ 出かけます。 その 前に とりいそ ぎこの 手紙 を 書きました 以上 

十二月 二十 五日 夜  芥川龍之介 

犬 菱健樣 

九 四 0  〔十二月： 一十 六日 田 端から。 室 生 犀 牛： 宛〕 

原稿用紙で 失禮 (原稿用紙で 手紙 を 書く 時 はかう 斷.， ： なく もやいかん" 鮮の ある 紙へ 手紙 を 書く の は 

君の まだ 來な いのに 少し 癎續を 起して ゐる。 下 島 光生と 僕と に まかせれば、 X  X へ かけ 合っても iS 、- 

X  はわ かって ゐて も、 X  X の 親父が わからな いらし いから。 まかす のなら ば まかす と 言 ふ 手紙 を 一 

木 くれない か？ 未 翁 南圃兩 氏の 句集 を 出す の は 結構 この 上な し。 序文 はいつ 誰へ 達れば 好い か 知ら 

せて くれ 給へ、 出版費 も 少しなら ば すぶ 加 帳に 加 はっても 好い。 僕 は 昨！！： やっと 新聞の 新年 號を 了った _ 

スグに 又 二月 ョ月號 だ。 外に も 家が ある さう だが、 成る 可く 田 端に 住まない か。 我等 ー问何 かに 氣强 

く 感じる から。 

少し 古いが 
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ぬかるみに ともしび 映る 夜寒 かな 

二十 六日 朝  澄 

官： タ  5 

九 四 一 〔十二月 二十 九：：：： 出端から。 泉 銃太郎 宛〕 

冠省 昨夜 は 大 へ ん 御馳走 に 相 成り 難 有く 存じます しかし あ \ いろい ろ氣を お. みになる と こちらで 痛 

み 入ります 故 今後 は 御 かま ひ 下さい ませぬ やうに 右 とりあへ ず御禮 までに この 手紙 をした \ めました 

き苜 

十二月 二十 九 U  芥川龍之介 

泉 先生 侍史 

九 四 二  〔十二月 二十 九日 田 端から。 5" 田涉 宛〕 

冠省 渭塘 奇遇 記 は 煎燈新 話に あります どこに でも ある 本です 御手 紙の 御 返事のお くれたの はお 氣の 毒. 

です が、 多病と 多忙の 爲と御 ゆるし 下さい その代りに 誰も 知らぬ 事 を 申し上げます わたし は 松 江に ゐ 

た 時、 松 江 紀行 の や うな も の を 書 い て 松 陽 新報 にの せて 賀 ひました これが わたしの 芥川龍之介 と 署名 

して 書いた 第 一 の 文章です。 當時 わたし は 恒藤恭 の (今の 京大の 助教授の) お 花畑の 家に 同居して ゐま 

した 新聞へ 文章 を 書いた のも恒 藤の 紹介です 勿論 原稿料な ど は 一 文 も 貰 はずに 書いた のです その 時文 

中、 永 坂 石埭氏 の 惡 口 をち よつ と 云 つ た 祈が 新聞社 の 人 は其處 だけ 削つ てし まひ まし た以 上 つ まら ぬ 

事.；； f がら、 小閣を 得た の を 幸 ひに 書き 加へ ました 頓首. 

十二月 二十 九 n  芥川龍之介 

增 田涉樣  . 


九 四 三 〔大正 十三， ヸ 田 端から. - 小 穴隆ー 宛〕 

せっかく  ^/：^ やさんと お出で 下され 候に も 不關 留守に てく やしが り 候 あの 曰 は 虫の知らせた のか 

誰か 来る やうた ^ 氣 がして 何度も 出る の を ためらつ たの だが 愚甥ス ケ ツチ 箱 を 買 へと せび る よりつい 

出る 氣 にな つたの なり 尤も 僕の 馘職 事件が 起 つ た爲 ちょ い と 社 へ 行く 川 も あ つ たけれ ども、 こ の 間 は 

&スの 事 難 有う お金が 月末で もよ ければ 買 ひたい と存候 へ ども 如何な も のに ゃァラ ビ ャ 物語 を 買 つ た の 

で 今 非^に 貧乏な り どうで も 月末で はいかんと 言へば 何とか 工面 は 出來る 故ち よいと その 邊の 消息 を 

おしらせ 下され 度 願 上 候 額緣は 上等のに なされ 候よ し 恐縮と 存 居候 もちろん 上等の 方よ ろしく (： 虫の 

よき 事 なれ ど) 候希臘 陶器の 箱の 事お 金 をと つて くれないと 困る がナ おみつ ちゃんに あったら 何とか 

言って おいて 下さい ナ 

菊 池、 啓吉 ものば かり 集め T 啓吉」 と 言 ふ 本 を 出す よし 何とか 句 を 題せ と. &候間 

元 日 や 啓吉も 世に 古簞笥 

としたた め 候な ほいろ いろ しゃべり 度き こと あれ ど 拜晤の 節に ゆ づり申 候 頓宵 

十 一 日夜  澄 江 堂 

一 游亭 御主人  ， 

九 四 四 〔大正 十三 年 E 端から リ 小 穴隆丁 封简に 聽^? I 主と あり〕 

冠省 畫を難 有う^ 最も 愛すべ し 早速寶 を 達り 金 をと らん 差 當り封 人 の 五十 圓 だけお 立替 へ 申す 殘金 一二 

十 圓は後 ほどに 致された し 僕 叔父の 喪に あへば 今度 八洲 咯 血す 娑婆 界の 苦^に て 持ちき る ものと 覺悟 

0 し たり 脚 を 大事に 御 精進 を 請 ふ 僕 瀧 田の 賓帖に 序す ろ 文 一 ー篇を 作り 大いに 疲る 但し 作る のに 疲れたる 

5 に 非ず 賓 築へ 害する のに 疲れたる 也  • 


年 三 十' 正 人 
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鐵 線の 花 き 入る や 窓の 穴 

二十 九日 

一 游亭 先生 


二十 力 曰  澄 江 子 


九 四 五 


、大正. 十三 年 田 端から。 小穴隆 一 宛ハ 

, 封筒に 二十 八 仁 知 利 宇乃須 計と あ 一 


は，. けレ こんや ちょっと 參上 仕る 可く 候 君の 畫を 欲しい と 云 ふ 人 を 同伴、 この 人 は 臺灣の 内 田 嘉吉の 

息子な おと 大きい 畫は買 ふか どうか わからず スケッチ 版 は 必ず 買 ふだら うと 存ず をと つ ひ 碧 童 老人 こ 

あった .頓 百.  , 

老人 相不變 なり 

幾 秋 を 古 一 金 や 酒の いろ  ， 

廿 八お .  1 


. 九 四 六 〔大正 十三 年 出端、 家に て、 机の 上に。 芥 川苑〕 

この 上に 手 をつ けるべからず 

なほ 義ち やん の 寫し た 芭蕉 の 力 アド (原稿紙 の 裏に 書い た) を 出して お くこ と 

九 四 七 〔大正 十三 年 £ 端、 家に て、 「笆 蕉雜 記」 の 原稿と 共に。 葛 卷義敏 宛〕 

この 外にず ゐ ひつの 原稿 を Is るな よ  • 


大正 十 K 年 

九 四 八 〔 一 月 三 T-  一  =w 端 か. り。 室 生 摩 宛〕 

御見舞 ありがたく 存候 まだ 喉いた くねて ゐる 次第、 かう 言 ふ 時には {4： 谷 先生ば かりたの み 也 講演 も 出 

來ずタ ツチ ャ ン コ に 氣の毒 なれ ど 致し方な し顶 戴の 籠の 中を視 けば 大 いなる 魚 齒を食 ひしば り、 圆ぃ 

眼 を 見開いて ゐる 可笑しく も あはれ なり 僕の 床の 中に ねて ゐる容 子 も大體 ああ ぼ ふ 恰好と 御 想像 下さ 

れ度候 頓首 

一月 卅  一 n:  芥川龍 之 介 

室 生 象星樣 - 

九 四 九 〔二月  一：：： W 端から. - 香取秀 眞^〕 

t 被 省 金澤ょ り 烏賊 の 黑 作り を 貰 ひました 故少々 ばかりお 裾 わけいた します 頓^ 

二月  一 H  龍 之 介 

杳取 先生 

九 五 0  〔二月  一 =w 端から。^^ # 夫^〕 

冠省 大彥の 老人が 頓死した ので 元來 ならば 僕の 飛んで 行く 所 なれ ど、 御 承知の 通り 寢てゐ る 故 どうに 

ぬ もなら ず 御足勞 ながら 今：：： 午後 .一 時より 二 時 迄 告別式 あるよ しなれば その 時間に タ々 ま 川へ 僕の 名代に 

5 御 足勞を かけたい と存險 ％ 〈物 等 は 常 万に 支度いた し？ き 候 間 紋付裕 にて 御 出 下され 度、 なければ、 小 
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生の を 御 貸し 申し 候 間、 兎に角 この 手紙 御覽 になり 次第 小生 宅まで 御出で 下され 度 願 上 候 H 苜 

二月 一日  . • 芥 ：=. 

蒲 原 春夫樣  . 

九 五  一 〔二月  一 H 田 端から。 水木 京 太 宛〕 

冠省 昨夜 あなたの ドラマ を讀 みました 細かく 神經が 行き 屆 いて ゐて、 力作ら しい 厚味が あって、 甚慨 

快に 思 ひました 尤も 末 段 はもう 一 押し 押して あっても 好い と 思 ひました わたし は 演劇 新潮の ドラマ を 

一 っ殘 らず讀 まう と 思った のです が 金子 洋文 先生に 辟易し、 北 尾龜男 先生に 逶 巡し 行路 難の 歎に 堪へ 

なかった 所 やっと あなたの ドラマに 逢 薄し 一 息つ いた 形です どうか 家の 三部作 を 終ったら 猛然と 何 か 

その外の 四 部 作で も 六部 作で も 書いて 下さい 世評 はどう か 知りません が (わたし はわた し 自身の 作品 

の 世評の どうか も 知らない の です〕 一般に 世間 は あ 上 一一 一 n ふ 作品に 冷淡で はない かと 思 ひます しかし そ 

れは 世間の 不名譽 であな たの 不名譽 ではない の だから、 知らん顔 をして 書く 事です わたしの 知って ゐ 

る 若い 人で は 犬 養 健. 君が 力作 をし ました あなた は讀ん だか どうか 知りません が、 「ひと 秋の 場面」 は 現 

在の 犬 養 健 君に は あれ 以上 書け ない 所まで 骨 を 折って ゐ ます わたし は その 點を驗 快に 思 ひました から 

あなたに も 同感して 貰 ひたいと 思って 次 手に これ だけつけ 加へ ました この間 小島に 會 つた 時、 あなた 

の 作品 を讀 めと 言 はれまし たしかし 別に 言 はれなくても 讀む事 だけ は確實 なのです から 小島に 感謝の 

意 を 表せず ともよろ しい 只 その 友情の けなげなる を嘉 して 次 手に これ もっけ 加へ ます 右 あなたで も褒 

めら れる事 は不偸 快で はなから うと 思 ひこの 手紙 をした ためました なほ 小島 や 南部に も 鞭を與 へて 好 

い . も の を 書 かせて 下さ い 小島 も 新小說 の 作品 を 見 る と 、 「畫 の 具 の や うな 靑 い 空」 な ど を 出し て 十 ま し 

てゐ ますから 頓首 

一 月 十三 日  . 芥川龍之介 
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水木 京太樣 

二伸 この 手紙 は餘程 前に 書いた のです がつ い 今日に なりました それから 本の 事 を いろいろ 難冇ぅ 

存じます 

春雨 ゃ檢は 霜に 焦げながら  . 

この 句 はけ ふ 作り、 少々 得意 故 書き 加へ ます 

二  rrr 朔  病中  龍 


九 五 


〔二月 二  mS 端から。 室 生 犀 生 宛〕 


t;^ 省 先達 は 御見舞の 品品 難 有く 存候 きの ふ 一 游亭 より 水 墨の 山茶花 圖 一 帖と V き 候 間お 目に かけ 候お 

氣に 入り 候 節 は 御手 もとにお？^ き 下され 度 候 病 * 消閑の 作 切 次 手 を 以てお M にかけ： i 間 御 笑 ひ 下され 

度 候  • 

. 春雨 や 檜 は 霜に 焦げながら 

興 一 游亭話  ， 

枝 炭の 火 も ほのめけ ゃ燒林 j 痕 

二月 二 曰  澄 

魚 眠 洞 主人 稟下 

九 五三 〔二月 五 =田 端から。 香 取^ ilM^〕 


江 生 


鴨 ヲ難有 ゥ存ジ マス 

たて まつる 蕪 の^は 曰 をへ なば あぶら やう かむ ただに 食した ま へ 

二月 五日 


龍 之 . 介 


年 四十 正大 
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香 取 先生 侍史  ， 

九 五 四 〔二月 十二 日 出端から。 正宗 白鳥 宛〕 

冠省 文藝春秋 の 御 批評 を拜 見し ま し た 御 厚意 難 有く 存じ ま し た 十 年 前 夏 目先 生 に 褒め られた 時 以来， 取 

も 嬉しく 感じました それから 泉の ほとりの 中に ある 往生 畫卷の 御 批評 も拜 見し ました あの 話 ま 昔.^ 

語に. d てゐる 所に よると 五位の 入道が 枯木の 梢から 阿 彌陀佛 よ やおう いくと， ぶと 海の 中から も 

に 在りと 云 4 の 聞え るので すわた し は ヒステリックの 尼 か 何 かなら ば 鬼に 角 響し い 五 立の 入 f 

S 底 現 身に 佛を拜 する ことはなかった らうと 思 ひます から (ヒス テ リイに さへ かからな けれ. ま 可. び；；^ 

も佛を 見ない うちに 枯木 梢 上の 往生 をす ると 思 ひます から) この 一 段 だけ は 省きました しかし 口裏の 

白蓮 華は 今でも 後代の 人の！ n に は 見え はしない かと 思って ゐ ます 最後に 國粹 など ヒ出た 小品 ま I 

ん で項 いた こと を 難 有く きます 往生 i 杯 は I に 載った 時 I  一  ia-a 


ん 頓首 

二月 十二 日 


正 宗 白鳥 樣 侍史  .  "ノル 

九 五 五 〔二月 十四日 3 端から。 與謝野 晶子 宛〕 . 


龍 之 介 


sni 先達 は 御 本 を ありがたう ございました。 病中 床の 上で ゆっくり 拜見 しました。 もの 道 乍のお， ま 

Is なら は 地震の、 溫 泉の ならば 溫 泉のと 言 ふやう に 別 丁 を 一 頁づっ 人れ て 頃く と讀む 方で 犬へ，：； 

1 ります 如何です か。 それから 假名.、 つか ひ改讓 にっき、 小生 も I に (三月の) 惡ロを 書き まし 

W しで M 生の は 要するに 啖呵 I つた やうな ものです が。 この 手紙と 同封して 旋頭歌 を少々 御覽に 

入， ォ ます 御 裸 用 下さる のなら ば明屋 におの せ 下さい。 落第なら ば 御 返 達 下さっても 結構です。 ト生 


芥川龍 之 介 


自身に は 大抵 落第して ゐる 歌です から。 おとり あへ ず當 用の み 頓首 

二月 十四日 

與謝野 晶子 機 

九 五六 . 〔二月 十四 日£ 端から。 和！^ 银次 郎^〕 

i 挈氏難 有う どうも 君に はいつ も 手 I 貰 ひ 放して ゐ るので 義理が 惡 くて 弱って t 湯です 御 

sstu" の.^ 人 oi? 太い-君の 爲に視 しました せいぜい 面白い 奪して 來 給へ 又 東京へ お 

H^^MM.^^^^. 又東 京へ はいつ 來ま すか、 この間 は 又 「雙生兒の復響」 

^6 有う あの 寶篇は 出さずに 行く のです か 小生 は 數曰來 流行 奮の 爲 にあ こもって ゐ ましたぶ もも 

夫で の 洋行 は 結構 だけれ ど、 その 間 大阪の 社に 僕との 響になる 君の ゐ なくなる の は 困る 

この 手 紙も恐縮の爲 大分 出す の を遲れ ましたが、 ^iiah^  、 

二月 十四 曰  ダ" f 之ィ 

和氣律 次郎樣 

九五ヒ 〔二月 二十 一 日 田 端から。 活 水昌彥 宛〕 

冠省 君の Is を 見て 驚いた そんな 病氣 になって ゐ ようと は 夢にも 知らなかった の だから^ i5 が!！ 

5^^!^." う P と は 誰も 想像 I なか つきだ。 君の 手紙 は 野 口 謹へ 郵便で 管。 僕 は 胃 塞、 

ひ、 腸 直 ひ、 神 襲 f 患 ひ、 惡ぃ所 だ. - けで f して ゐる。 n^^f^0^^^ 

死んで 面白い 世の中と も 浸ない。 僕 も 生きられる だけ 生きる J  f 一  = も 長く 生きろ。 複 僕の^ 

(山 本喜譽 司の 娃だ) の 弟も惡 くて 今度 三度 格 血 をした のでい ま兑 舞に 行く や.： f パパ-, 一 バ.： 

て ゐる所 だ。 其處へ 君の 手紙が 來 たので 餘計 心に こたへ た。 何 か 東京に S な，、 力 . 


年 s 十 正大 


^ も 言 つ て よこさな いか . も つ と 早く 知ら せ て くれれば 何 か と 便利 だ つ た か も 知れな い と S つ てるる 。 

ラ こジ- 手紙 は 夜 書 、てゐ る。 明 曰 近著 「黄雀 風」 を 達る。 禮狀、 返事 等 一 切、 じ 配し ないで くれや.： へ。 

冴え返る 夜半の 海べ を 思 ひけり 

二月 二十 一日 夜  I と 卜 

昌彥 樣 

九 五八 〔二月 二十 二日 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索. 宛〕 

朶 雲奉誦 話き きたし 火曜 曰 c:^:} に 来て くれない かい ま 親戚に 病人 出来 弱って ゐる 頓 I,- . 

二十 二日 夜  龍 之 介 

九 五 九 〔二月 二十 二  rn 田 端から。 阿部 章藏 宛〕 

ngnl 先夜 は 失禮ぃ たし 候 さて 金澤 より 「黑 猫」 に つ き 下の 如く 申來り 大いに、 い 細く  m.? ノ  r お前，？ なく 

とも 後半 だけ 寫 して 貰 ふべき や 否や 御指阖 下され 度 願 上 候 右 とりあへ ず當 用の み如渐 御座 候 頸 首 

二月 一王 一 曰  芥川龍之介 

水上 麗太 郎樣 

二 仲な ほ 桂 井 翁 は 金澤の 俳人 兼 新聞記者の 古參 底に つき 同 翁が 襟して 無い とい ふ 時 まま づ あきら 

める 外 はなき かと 存候 

龍 之 介 . 

九 六 0  〔二月 二十 八 = 田 端から。 土 還 文明 宛〕 

冠省 「冬く さ」 を 難 有う 1 六 年の 夏 君に はがき を 貰つ た 時 返事 を 出さずに ゐて すまない あの 時 、i. 、- ろぼ 


介な 事が. ヨン ゾてゐ た s にとうく それなり になって しまったの だ 君の 學校を やめた 事 や 何 か は 島 木 さ 

しこ！？ いた 僕 は あ ひか はらず 漫然と 消光して ゐ るいつ か 遊びに 来て くれない か 月初め は 原稿 や 何 か あ 

つ 一」 落つ かないが 二十 曰 頃から 大抵 ひま だ 冬く さの 装幀 は大 へん 氣 もちが 善い 唯 字 は 「太虚き な 

ども さう だが 活字で ない 方が 善い やうに 思 ふ 卷末雜 記 は 「あらら ぎ」 で 見た 時に 君の 作品 を 知る 上に 大 

事な 鍵 の やうな もの だ と 思 つ た 歌 は 今夜 こ れ か ら讀む つもり だ 右 とりあへ ず御禮 まで 

庭前 

春雨 や 檜 は 霜に 焦げながら 

この頃 發 S を 時々 作って ゐる これ は 景物までに 頓首 

二月 二十 八日  -巧 之 ク 

文明 樣 

九 六 I  〔二月 二十 八 H 田 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

冠省 歌 を 難 有う 君が 來 ると 云って 来ずに 國へ歸 つた 時 少し 怒った (實 は-杏 取 先生に 賽帖を 一 つ 殿 まれ 

一」 そ.. -こ畫 か 字 か を 書いて もら ひたかった の だ) しかし 大阪 やらの 手紙 を 見て 怒る の を やめた 君の；^ 

る 下 里 村 と は新宮 のうち やら 外 やら 知 ら ない が 多分 近所 だ らう と 思 ふ新宮 はよ いよし 度々 鄰. - 先. 3 

(香 取さん) に 聞いて ゐ るので 行って 見たい 氣も する 僕 は 雅俗 いろいろ 混用の 爲 仕事 も 何も 出來 す不懾 

快に 消光して ゐる 田舍に 落ちついて ゐ るの は 羨し いそれ から 君が そちらに ゐ る^に 本 を 出す 事 力 あつ 

た ら雜用 ま iK が 引受け て もよ い 故 遠慮なく 言 つ て よこし て くれ 給 い 

庭前 

8  春雨 や^ は 霜に 焦げながら 

4;  -ノ  ipil 


年 四十 正大 


春 る (ト 書クト 支那 メカ シィ ダラウ ：} 

九 六 二  〔三月 九日 W 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

け ふどうしても うごきが とれません 故 義敏を さし 上げます 役に は 立つまい と 思 ふけれ ど、 _ ^會曰 も 可 

も廢 止に て 二三 曰は大 急行です 頓苜 

三月 九日  ， 

為 ：  f 

一 游亭樣  . 

二伸 同封 自働 車代に ぉ當て 下さい .  . . 

九 六 三 〔三月 十二 日 田 端から。 泉 鏡太郎 宛〕 

巧 木 雲 奉 誦仕候 開口の 拙文 御 よろこび 下され 恭く存 候 何度 試みても 四 六 駢儷體 の 評論の やうな ものし か 

書け ず、 今更 あ 上 百 ふ ものの むづ かしき を 知りし 次第、 招ぬ けの せぬ 所 はいくへ にも 御 用捨 下され 度 

候、 御言 葉に 甘え、 味噌に 似た もの を 申 上げ 候へば あの 中 野に 白 鶴の 云々 より 先き を 書き 居候 寺 ま 

少々 逆上の 氣味 にて 脂のう ちに 異狀を 生じ 候 目下 仕事 やら 何やらに て 閉口 致し 居候へ ども いづれ， 自 

仕る 可く ま づ御禮 まで 如斯に 御座 候 頓首 

附錄に 一 句 御 披露 申し 候 間 御 一 笑 下され 度 候 置 酒と 前書して 

明星の ちろ りに ひ^け ほととぎす 

十二 日夜 半  龍 之 介 

. 泉 先生 侍史 

九 六 四 〔三月 十 n 一日 田 端から。 大和 资 雄-お〕 


冠省 ボ才 ドにバ アドの 誤 fl なる 事、 フランク ティ ォネ ンの フン ク ティ ォ 二 ンの 誤謬なる 力お くに 候 

r 後者 は 百 艸に有 之 候〕 小生 の 文中 の 外國語 小生 の 無 學に加 ふ る に 校正 子の 大無學 を以 て し-丁 古 0 偉觀 

を 極め 居り 候 何と ぞ御讀 過 の 際 御氣づ き の 事 だけで も 御 教示 下され 度 願 上 候 責任 校 • 止と稱 す る 「黄雀 

風」 さへ 初版の 誤植 三十 餘り に 及び、 著者 は 手の つけ やうな く 弱り 居る 次第、 御憐察 下され 度 候 頓苜 

三月 十三 日  芥リ龍 之 介 

. 大和 資雄樣 

九 六 五 〔三月 十七 日 田 端から。 谷 崎 潤 一郎 宛〕  . 

冠省 その後 御無沙汰して ゐ ます。 扱 来月 新 小說， ら鏡 花號が 出る のにつ き、 大兄に も 小說を ー篇 誓い 

て 氧 きた い と 言 ふ こ と です。 泉さん はどう も 自分から は 賴み惡 い か ら、 僕 か ら賴ん で くれと 言 ふ こ と 

です。 それ を賴 まれた の は 半月ば かり 前です が、 又 その 時 手紙 を 書いた のです が、 うっかり 出し 忘れ 

て 今にな つてし まひました。 若し 出来ない と、 聊か 僕の 責任に もなる 故、 大いに 閉 n して ゐ ます。 な 

る 可く 都合して 書いて 項け ません か？ どうかよ ろしく 願 ひます。 原稿用紙 を 用 ひた 段、 末筆ながら 

おゆるし 下さい。 

それから この間 久しぶりに 鏡 花 全集の 廣 告文 を 作りました。 久しぶりにと 言 ふの は 「人魚の 歎き」 ぉ來 

だからです。 又 沈香 亭の 牡丹 を 使った ので 少々 可笑しくな "ました。 小 說の件 何分よ ろしく" 

卜 七 龍 之 介 

谷 崎 潤 一 郞樣 

九 六 六 〔三月 41 九！ 端から。 小 深 忠兵衞 宛〕 

敬攻 n 先頃 は 歳旦 帖頂 戴い たし 難 有、 つ 存じます 早速 御禮な 申 上げる 箬の 所、 病氣の 上、 小牛-の 仲人 ハ」 し 


や-口 十 正大 


た 御 夫婦の 間に 離婚 問題が 持ち 上る やら、 義弟が 咯 まする や" 致し、 どちら へ も失禮 をして しまった 

次第、 不惡 御寬恕 下さい 今日 も、 なほ その 餘波 にて 何も 出来す、 いらくば かりして 弱って 居ります 

なほ 昨 B の 大火に は 御 無事だった 事と は 存じます が、 御 騒ぎに なった 事と は 存じます いづれ 拜 眉の 上 

御見舞 もお 詫び も 申 上げる つもりで 居ります が、 今日 雜紛 の爲、 約束の 原稿 を 皆 なげ 出し、 編輯 者の 

困る の を かま はず、 鬼に 角 小閑 だけ 得た 機會 にこの 手紙 を 書きました 頓苜 

三月 十九 日  龍-之. 介 

小澤忠 兵衞樣 侍史  ， 

九 六 七 〔三月 二十 H 田 端から。 佐 佐 木 房-が〕 

冠省 上る 上る と 言って 上らずに 居り 候 段 何とも 申 訣無之 候 但し 無責任に 打 捨て置く 次第に 無 之、 いろ 

いろ 俗用の 多き 爲に候 間不惡 御勘辩 下され 度 候 拨 いよいよ サ三 U に は 佐 佐 木 君 同道 參上 仕り 候に つ 

キ、 左樣御 承知 下され 度 候 實は廿 二  H: と 思 ひ 候 も 丁度 日曜に 當り、 會ふ事 を 先約した 人 も 有 之 候爲、 や 

む を 得ず 廿 三日と いたし 候 始末 これ 亦 御 次 手ハを もち、 不惡 御勘辨 下され 度 候な ほ 佐 佐 木 君より 承り 候 

へば あなた は 小生 は 入が 惡 くて 何でも 笑って 見て ゐるだ H 故 相談しても 駄目 だと 仰せられ 候よ し、 そ 

れは大 間違 ひに て、 小生の 人が 善くて 何でも 笑って居られぬ 事に S 星河嶽 と共に 明らかなる 事 實に候 

間 早 一 右 御 偏見 をお 改めな され 下さる 可く 末筆な が， X 願 上 候 頓首 

三月 二十日  芥川龍之介 

- 大橋房 子 樣粧次 

九 六 八 〔三月 二十 四 Juw 端から。 山宮允 宛〕 

冠省 每度高 1. を 項 戴いた し 難 有く 存候 今度の 御 著書 とりわけ 珍重、 今夜 樂 しんで 拜見 仕る 可く 候 唯今 
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ちょっと あけて 見 候ても Yeats が Shy  §ゥ， shy  SS, の 如き は 古今の 名 譯と存 候 大兄 は 上田 敏 氏の 

ポオ ドレ ェ ルゃゲ エル レエ ンを もとの 詩と 對 照して およみに なりし 事 有 之 候 や 若し まだなら ばちよ つ 

と御覽 なさる 可く、 あれ 等 は いづれ もこの Shy  0110,  shy  one, の高譯 よりも 數等 下位に ある ものに 

御座 候な ほ 又 中島 汀 何かと 御 厄介に 相 成り、 汀の 母よりも 大兄に 御禮を 云って くれと たのまれ 居候へ 

ども 筆不精の 爲、 つい/ \ 失禮 致し 居候 始末、 末筆ながら ここに 厚く 御 禮申上 候 近々 御 外遊の よし 健 

羨に 不堪、 小生な ど は 每曰文 債に 追 はれ、 三文文士に 惱 まされ 寧 曰な き 始末 御 憐憫 下され 度 候 右と り 

あへ ず御禮 のみ 頓首  ， 

三月 二十四日  芥川龍之介 

山 宮允樣 

九 六 九 〔3. 月 一 日 端から。 端 書、 吉田吉 五郎 宛〕 

冠省 一寸 願 ひたき 事 有 之、 二三 雨 日の 中 御 光来 下され まじく 候 や 伺 上 候 頓首 

芥川龍之介 

九 七 0  〔四月 六日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

お金 同封 さし 上げ 候 ゆうべ 林 ごだけ 書き 了り、 け ふ は ピアノ へ とりかかり 居り 候 小生 湯治に 出る は 明 

後日 以後な らん 頓苜 

龍 之 介 

隆 一 樣 

九 七 I  〔四月 十日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 


3 

5 


大 

年 


響 過 曰は盡 いたし 候、 0sviir00s00<ax 殘 f が t 

手 もとへ 御 返 J_ か) 甲 上 候 間 不惡御 落手 下され 度 候 頓首  1 ^ 

佐 佐 木 茂索樣  芥川龍之介 

uf!^ 向きの 手紙な り、 誰かに 見せて 斷 つて くれ 給へ とても あんな もの I  く元氣 なし それから この 

, ^は 1 もない i を 貰って 讓 したい.、 つれ 御 返 i する が あんまり 讀 つて はいかん 僕 I 響 員 

になった 

出發 前半 時間 

茂 さま  f 

九 七 二  〔四お 十三 日修善 寺から。 獪端 書、 西 川 英次郎 宛〕 

^ の溫 泉に ひと. り 來てゐ る。 來 月の 「改造」 に 支那 日 I 出した から 讀んで くれ。 それから 東京へ，, て 

ォ たらよ つて くれ。 但し 夏はゐ ない よ。 淸水 昌彥が 死んだ。 喉頭 結核と 腸結核と こなつ ご 死んだ の.. こ。 

死ぬ 前に 細君に 傳染 して この 方が 先へ 死んで しまった。 孤兒 四歲。 列ん 力.？ 

二 や 掷を難 有う 由- 央八ム 論に 友 だち の 事 を 書いた 時文 中お 禮を 言って 置いた。 旧！ しょ ま， ぶナれ f 

よむ 必要なし。 

力 七三 〔四月 十三 日修春 寺から。 緣端 *、  ^卷 義敏 宛〕 

〇 原稿用紙 至急 J^tg られ たし 

〇 「竹の 里 歌」 「小さい 本 力 ミト ヂ〕 パピ 一一 の に snished  ^an  (コ レ ハ 杉戶ノ アル 書棚/下 カラ 二番目 

一！ アル ェビ 茶ノ大 キイ 本、 パピー 一は rapini ナリ。 ) コノニ 册モ， ■， レ タシ。 


〇 ソ /二 ッヲ、 癸 ーッテ 貰へ バ アト ハ 用ナシ 電車 二 ヒ カレ テ死 ンテモ ョ シ。 

十三 曰  ぜ. 

コノ. IM ハガキ ハオ 前 一一 ャルノ 故 一番 ィャ ナノ ヲ選ン ダト知 ルべシ 。温泉 ハ ハヒッ ター £  一  n ハ 興奮 シ 

テ夜ネ ラレ ナイ 一一： 曰 位 カーフ 湯ヅ カレ ガ出テ へ タへタ ニナ ル义 ソノ 興奮 ト へ タ へ タト/中間 二 ヰ ルツ マ 

リ へ タ奮ダ ネ モ ゥ本ヲ 四， 艇ョ ン デシ マッタ 何 モヨ ムモ/ ガナ /ッ テ 弱ッテ ヰ ル 

プ ^ お 前 の 寫 した 芭蕉 の 行 狀も、 4^ つ て くれ 二階に あつたと 思 ふ。 いろいろし た い 事が 出來 た 。 

九 七 四 〔四月 十五 日修 # 寺から。 ^端 書、 佐 佐 木 房-が〕 

平 m 白 御 長逝の 趣 今日の 新聞に て拜見 あなた 樣 まで 失 禮 ながら はがきに て 御 悼み 申 上 候 不具 

. . 十五 日. .  龍 之 介 

九 七 五 〔四月 十六 日修善 寺から。 芥川文 宛〕 

比 呂志每 曰欣々 として 幼稚園へ 通 ふよし 珍重、 何でも ひとりでさせる がよ し。 お祈り は少々 困れ ど、 

こちらで 考 へず に 入學さ せた の 故 文句 も 言 はれず 。 

お前の 手紙 半紙の 方 はよ けれども 卷 紙の 方 はくしゃ/ \ してゐ てよ むのに 骨が折れる もっと 綺麗に 

力く ベ し 

大金と は 何の 事 だか わからん。 立つ 時に ぉぢ いさんに 百圓、 をば さんに 百圓 渡して 來 た- ぉぢ， - さん 

にもう 百圓 渡さう かと 思った が、 勘定が 足りない と 困る ので 持って 來 たの だ。 尤も 大金が 入用なら ば 

ここに ゐて も、 電報 爲替で どこから でもと りよ せらせる。 目下 そんな 必要 はない。 紙入れに あるの" 

^ 全部で 三百 圓の 小金 だ。 植木屋の 勘定が 入る と 言ったら 新潮 社へ でも 興 文 社へ でも 行って やれ 千圆 

？  まで は 渡して くれる。 


年 四十 正大 
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ここへ 来て 改造の 旅行記、 文藝 講座、 文藝春秋の 三つ だけ 片 づけた。 これから 女性へ とりかかる。 電 

報 はもう 四 五本た まった。 お 客は少 くなる 一方ら しい。 久米 里 見 吉井 中 戸川 泉 等 皆 ここへ 原 

稿 を 書きに 來 て ゐ るので 女中 は 心得た もの だ。 用 だ けさつ さとす まして 無駄話 や 何 か はしない。 飯な 

ども 湯に は ひって ゐる 留守に 持って来て は鐵 瓶の 上へ 茶碗 盛り を かけ、 机の 上に 

膳 を 置いて 引き 下 つて ゐる從 つ て 手盛り だ 。 

それから 本 は 蒲 原から、 途 つたよ し、 蒲 原の 莫迦 野郎、 何 を 愚圖々 々して ゐる のか 二， 一 

まだ 何もと どかん ちょっと 幼稚園の 歸 りに でも 寄って 催促して くれ。 もの を 書 

くのに 入用な 本が あるんだ から、 甚だ 困る。 原稿紙 ももう 一 帖 きりだ。 兎 こ 角 こ 

れぢゃ 困る。 

朝 牛 一  合、 玉子 一つ、 バナナ 三本、 珈辨 

晝 茶碗 盛り 或は 椀 盛り さしみ 

晚 同上。 外に 生 椎茸、 藤の 煑 つけ。 

晝と晚 と は 遠 ふ 事 も あるが 大體 こんな もの を 食って ゐる。 食後 角砂糖 三つ か 四つ。 こ 

た。 菓子な ど 菓子屋の 前 を 通っても 買 ふ氣 にならん。 黑 羊羹な ど 入らん。 カステラ も 一 

達った のなら、 やむ を 得ず 食って やる。 

歸 つたら、 一度 幼稚園へ 比呂 公の 迎 へに 行って 見たい。 

この頃 雨ば かり。 山々 は櫻滿 開。 

十六 日  龍 

，文 子へ  - 

二伸 吳れ 吳れも 本と 原稿用紙と をた のむ。 もう 二 曰も來 なかったら、 皆/切りに 匿れ るの、：， こ。 さ 

うしたら、 怒る。 


-っは 癖になつ 

一は 不用 だが、 


九 七 六 〔四月 十六 ロ修善 寺から" 繪端 書、 _ お 卷義敏 宛" 宛名に ハムと ぁリ〕 

もう 一 枚 この ゑ はがき を やる。 中々 好い 鐵橋 だら う。 >  Bmn  finished は A  suisllea  man に 同じ そ 

れ だから 英語 を 知らん もの は 困る" 竹の 里 歌 はなければ やむ を 得ない。 茶色の 表紙の 本 だ" 似し 十 年 

も 前に 持って ゐ たの だからもう ないか も 知れない。 選歌で は 困る がいやい やながら 間に合せて やる。 

もまない と こ こ か ら 手紙 を 北海道 へ 出して 经金を さし と め る、 ゾ ョ 

十六 曰 朝  龍 

本 も 紙 もま だつ かない ぞ" 困る" 

義敏 公の. 公の 字 は 熊 公 八 公の 公の 字な り。 

九 七 七 〔四月 十六 日 修善 寺から。 邊 庫輔. が〕 

この間 はいろ い ろ 難 有う 例 の 筆不精で 御無沙汰し た 。 羅紗 は 幕末に や 二三 十 年 この 方の ものの や う に 

見える が。 更紗 は 花の 大きい 方 結構な り。 この間 齋 藤さん に會 つた。 一 しょに 飯 を 食った。 君の 曄も 

出た。 但し 勿論 惡ロを 言った と 知るべし" 今 つらつら 君の 身の上 を 案ずる に、 異國關 係の 歷史 など は 

いくら やっても 語學の 出來ぬ 君に は 駄目な り。 (語 學を これから いくつ もやれば 格別) 精々 長 崎の 考證 

家、 . I 古賀 さんよりも 無學 なる 古賀 さんになる だけなら む。 然 らば 何になる かと 言 ふに、 それ は 何 

になれ と 言っても、 なれねば 仕 かたがな けれども、 ま づ小說 家になる とすれば、 傑作 三篇 以上 を 提げ 

て 再度 上京の 計 を 成す に 若く はな かるべし。 (尤も 自稱 傑作に て は 駄目な りと 知る ベ し。) いま 靑年 作家 

輩 を 見る に 皆碌々 言 ふに 足らす。 霸を 天下に 唱 ふる は 勿論、 一 方の 雄になる もの さへ なし。 文壇 は擧 

6 げて 有爲の 年少 作家 を 待ちつつ ありと 言っても 可な り" この 時に 當り、 {4.- しく 長 崎の 親父の 二階に 5« 

5 り 金玉ば かりして 將來の 大計 を考 へずに ゐる とすれば、 庫輔の 莫迦 も 極まれり と 言 ふべ し" よろしく 


7 前人 喫緊の 處を 看破せ よ。 君 は相當 にもの も わかれ ど、 小說 修業の 上に どうしても まだ 拔 けぬ 听 あり。 

5 はたから 見て ゐれ ば、 齒 痒くて ならぬ が、 君 自身 拔 かねば 拔 かれぬ こと 故 何とも 助力す る 事 能 はず。 

この 一 關は君 自身 も旣に 悟れるな らん。 そこが 透過せ ぬ 故、 君 は 文章 は 書 けても、 或は 小品 はかけ て 

も バ説カ 書け ぬのな り。 況ゃ、 名作と 稱 せらる \ もの を や。 一月に 一度、 二月 こ 一 度で も 兎 こ tsTh 

說 らしき もの を 書き、 僕の 所へ 達って よこせば 悪口 位 は 申しても よし。 兎に角 小說の 壺を發 見す る こ 

と 現在の 君に は 急務な り。 さもなければ、 いつまで たっても {4. 一 腹 高 心の 譏 を 免れ ざら む。 君が 去つ 

た 後の 東京の 評， を 聞く に、 不 しだら はする が 可愛げ の ある 男と 言 ふに 一致す る やうな り。 これよ 1 い 

爲 無能の 愛嬌 者と 言 ふ 意味と 心得べ し。 勿論 名 譽には あらず。 この 評判 を 叩き 壞し、 彼等 をして 君 を 

小面 僧い 男と 思 はせ る 爲には 仕事に て 押す より 仕方 はなし。 且又 從來 君が 書いて ゐ たやうな もので は 

再度 上京しても 君の 生計 を 立つ るに 足らず。 足る 足らぬ の 問題よりも、 編輯 者 どもの 機嫌 を W じて ゐ 

れば 第一 買 はせ る ことむ づか しからん。 かたがた 腕 を 上げる より 外な し。 君 も 行年 二十 五な り。 この 

二三 年の 間に 腕 を 上げねば、 文學 老年に なり 了るべし。 わかりたり や。 こちら は皆壯 健、 この間 は： k 丄 

佐 木と お 房さん との 媒酌人み たいな 役 をつ とめた。 下働きに は 小島 をた のんだ。 日曜の 接客 も 例の 通 

r 常^の 一人に 明 石と 言 ふ 青年 あり。 正宗 白鳥の 紹介に て來る 人。 この間 三百 枚 ほどの 長 篇を讀 ま 

せられ、 相當に 書け てゐる 故、 ちょっと 感心し、 大分 かかった らうと 言ったら ええ 二 年 かかりました 

と 言った。 この 人、 フロ オベル 流の 客観主義者 にて 堀 辰 雄と 正 反 銜の藝 術 論を爲 す。 堀： H 勿論 主觀派 

なり。 兩 人の 論 爭中々 面白し。 これ 等の 諸 公 或は 作家と ならん 乎。 佐 佐 木 はもう 大家な みなり。 八重 

g  S 町の 停留 場 の 近くに 家 を 持つ て ゐ る 。 

十 君の 大導 寺信輔 評、 カナ 遣 ひ 評、 多謝、 但し 一 笑し ながらと 知るべし。 

，  この頃  .  .  . 

臘梅 や 雪 打ち 透かす 枝の. 1.1 


四月 十六 日  豆 州 修善寺 町新并 旅館 内當分 滞在 龍 

庫. 輔樣 

-  九 七 八 〔四月 十七 日修善 寺から。 室 生 犀 星 宛〕 

潤聲の 中に 起伏いた し 居候。 ここに 来ても 電 報ぜめ にて 閉口な り。 三階の 一室に 孤影 蕭 然として 暮ら 

し 居り、 女中 以外に はま だ 誰と も 口 をき かず、 君に 見せれば 存外 交際家で ない と 褒められる 事う け 介 

なり。 又 詩の 如き もの を 二三 篇 作り 候 間お 目に かけ 候。 よければ 遠慮なく おほめ 下さ わ 度 候。 原稿 は 

そち ら に 置いて 頂き い づ れ歸京 の 上 項 戴す る 事と いたし 度。 

歎き はよ しゃつ きず とも 

君に つたへ むすべ もがな。 

越の やまかぜ ふき 晴 るる 

あまつ そらに は 雲 もな し。  • 

また 立ち か へる 水無月の 

歎き を た れ に か た る ベ き 

沙 产錶 の みづ枝に 花 さけば、 

かなしき 人の 目ぞ見 ゆる。 

3 伹し 誰に も 見せ ぬ やう に 願 上 候 (きま り惡 ければ) 尤も 君の 奥さんに だけ はちよ つ と 見て もら ひ た い t 米 

5 も あり。 、じし さう だったら 御 見せ 下され 度 候。 末筆ながら はるかに 朝 千 嬸の健 な 祈り 泰り候 この 
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間 君の 奥さんの 抱いて ゐ るの を 見たら 椿貞 雄の 畫の とよく 似た 毛糸の 精 子 か 何 かかぶ つて ゐた e 以上 

十七 日朝  澄 江 生 

魚 眠 老人 梧 下 

二伸 例の 文藝讀 本の 件に つき 萩原 君から 手紙 を 貰った。 東京へ 歸 つたら 是非 あ ひたい。 御 次 手 

の 節に よろしくと 言って くれ 給へ。 それから 僕の 小 說を获 原 君に も 讀んで 貰ら ひ、 出来るだけ 啓 

發を うけたい。 何だか 田 端が 賑 になった やうで 甚だ 偸 快 だ。 僕 は 月末 か來 月の 初旬に はかへ るか 

ら、 さう したら 获， 原 君の 所へ つれていって くれ 給へ。 僕 はちよ つと 犬が かりな もの を計畫 して ゐ 

る。 但し 例によって 未完成に 終る かも 知れない〕 

九 七 九 〔四月 十七 日修善 寺 かち。 阿部 章藏 宛〕 

冠省、 先達 は 久保田 君に あなたと 自笑 軒へ 呼ばれて ゐ たよし、 ここへ 參 つてから^ りました。 御 目に 

かからないで 遺憾に 思 ひました。 扱 今度 興 文 社と 申す 本屋に たのまれ、 近代 文藝讀 本と 言ふ大 へんな 

もの を 編す る 事に なり ましたが、 高 作 「祭の 曰」 の晝 一 篇御揭 載 を 御 許可 願へ ますまい か？ 寶 はとう 

にお 願 ひ 致す 箬 であり、 又お 目に かかる 度に 忘れて ゐた訣 ではない のです が、 お 目に かかった 次 手と 

申す の も 如何と 思 ひ、 一度 參 上しようと 思 ひく やはり、 かう 言 ふ 手紙 を さし 上げる 事に なって しま 

つたので すパ これ は 泉 先生 も同樣 です。) なほ 又 「勤 人」 の 中の 「喧嘩」 も 大いに 未練が あるので すが、 唯 

今のところ は 「祭の 日」 の 方が 揭載を 許し て 項き た い の です。 右 御 諾否 御 知ら せ 下さらば 幸甚に 存じ ま 

す。 頓首 

. 四月 十七 日  靜岡縣 修善寺 町 新 井 芥 川 龍 之 介 

阿部 章藏樣 

二伸な ほこの 手紙 は 明 Q  一  I 个 H へ かへ る：： 力に たのみ 東京から 投函させます。 
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九 八 O  〔四月 十九： w 修善 寺から。 修卞； ： 寺 虎溪撟 の繪端 書、 小穴隆  一.： g〕 

不相變 義敏御 厄介になる 事と 存候。 ここに ゐて も-電報 ばかり 來ゃ がって やり切れない。 女中 以外 誰も 

交渉 を 持たず、 閑寂に 暮らし 居り 候 U 朝 は 飯の 代りに バナナ を 食 ふ 事に 致し 居り、 平均 一 朝 十五 錢だ 

け 食 ひ をり 候。 

十九 日  新井內 蘭 

〔裘 の 寫眞 に〕 

コ ノウ チノ ゥシ ロノ 一棟 一一 ヰル 

コ ノ橋ノ ラン カン ハ ペンキ ヌリ 

コノ， H ィ鳥 ハァ ヒル 

コノ 山々 ハ櫻 (但 シサ カリ ハ ス ギタ) 

九 八 一 〔四月 十九 日修善 寺から。 ：^! 端 書、 下島勳 宛〕 

ここに ゐ ても電 報ぜめ で (もう 電報 を 十本 貰って ゐ ます) おまけに 原稿 催促 人まで も 出張す るので、 甚 

だはかない 日を途 つて ゐ ます。 恐らく はこ こに 命 を 落した 範頼 だの 頼 家 だのに しても、 もう 少し 氣樂 

だったら うと 心得ます。 溫泉は 人 を 昂奮せ しめる ものです ね。 この間 湯 C 中で 無禮 なるやつ を 一 人 叱 

り つけました。 喧 if をしたら 負けた のに 違 ひない のです が 幸 ひ 向う から あやまりました。 

十九 日  修善寺 芥 川 

九 八 二  〔四月-丁 九！ H 修善 寺から。 石黑定 一 宛〕  • 

佳 今修善 寺に ゐ ます。 もう 一週間ば かり ゐ ます。 まだ 當分ゐ るつ もりです。 木の芽が 非常に 美しい。 
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水 の 音が 毎日して ゐる。 その 中に ごろごろして ゐ るの は 甚だ 幸福で 閑寂です。 

太 田さん への 紹介. 狀は 同封し ます。 太 田さん は 博 學で藝 術 家で 後進に 親切な 人です から、 時々 訪問し 

て 御覧なさい。 益 を 受ける 事 も 多いで せう。 僕 も 名 古屋の 方へ 出かけたら 是非 一度 太 田さん の 門 を 叩 

きたいと 思って ゐ ます。 どうか 御 面 晤の節 は その 旨 話して 下さい。 

この あとに 歌 か 句 か を 書く と 好い のです が、 生 僧 近頃 は 何も 製造し ません。 あなた はもう 何人のお 父 

さんです か？ どうか 何人で も そのお 子さん やお 子さん のお 母さんに よろしくと 申 上げて 下さ 、<。 

ああ、 いっか あなたが 東京へ 来られた 時、 丁度 湯 河原へ 湯治に 行って ゐて、 お 目に かかり そくな つた 

. 事 を 思 ひ 出しました。 あれ も 丁度 今時分、 . I 今時分よりも ちょっと 前でした ね。 

僕の 本 はどう も 著者 無精の 爲に中 々出来ません。 「お 律と 子等」 の 原稿 だけで も 今月 中に 持へ たいと 3,.^ 

つて ゐ ますが、 これ も少々 怪しい やうです。 製作す るの は 面白い のです が、 本に する 努力 は 面 到 臭い 

のです。 

もう 少し 近いと あなたに 一 晚 遊びに お出でな さいと 云 ひたいので すが、 ここで はおす すめしても 駄目 

でせ う。 萬  一 土曜から 日曜へ かけて 御 出に なれる やうだった らばい らっしゃい。 今 は 客 も 少ない やう 

です。 しかし この 町の 芝居に は 安来 節 芝居な ども かかって ゐ ます。 一 昨晩 ちょっと 視 きに 行ったら、 

五つになる 女の子が 「蛸に や 骨な し 何とかに は 何とかな し、 わたし や 子供で 色氣 なし」 とうたって ゐま 

した。 奴 識巿場 を 見た やうな 氣 がしました。 では これで やめに します。 

四月 十九 日  芥 川 龍 之 介 

流翠莊 御主人 侍史 

.  九 八 三 〔四月 二十  一 =1 修善 寺から。 下田たい， が〕 

お 手 1^ 拜 見いた しました。 淸水 君の こと は 何と 申し上げ やう も ございません。 わたくし 自身 體の rrw い 


だけに 一層 身にしみて 御氣の 毒に 存じます" 廿六 H に 御 葬儀の あ S ますよ し、 在京いた せば 勿論 御會 

葬いた すので ございま すが、 生憎 わたくし 自身 體を 痛め、 下當 地に 湯治に 參 つて 居ります。 淸水君 

がもう 少し 生きて ゐ るか、 わたくし がもう 少し 早く こちらへ 參れ ば、 御 近所で も あり、 お 目に かかれ 

る 所だった などと 考 へても 仕 かたのな いこと を考 へて ります" いづれ 當日は 誰か 家内の もので も 御 

會 葬いた させます が、 とりあへ ず こちらから 御 返事 を 兼ね、 不參 のお 詫び を 申し上げます。 なほ 乂火 

西 新藏樣 より わたくしに 3? 辭を讀 めと 仰 有つ て 頂き ましたが 右樣の 次第 故、 それ はどう か 不惡御 《s ド 

さい まし。 それから やはり 大西樣 より 三 中の 同期生へ 知らせて くれとの 仰せ を 受け ましたが、 それ も 

日常 わたくしと 手紙 を 往復す る 連中 は 皆 遠方に 居い ますし その他の 連中の 宿所に なると、 到底 こちら 

に 居って はわ かりません。 唯 三 中 は 少時 措き、 淸水 君と 一 しょに 江 東 小 學校を 出て 兎に角 中 學へは ひ 

つたの は 上 薩鬼、 伊藤 和 夫、 野ロ眞 造、 能 勢 五十雄、 わたくしの 五 人で ございます、 そのうち 能 勢 は 

三 中 卒業後 直に 故 になり、 上擺は 震災 以来 支那の 直 門に 移り、 伊藤 は 名 古屋の 銀行に ゐる よしで ご 

ざいます から、 東京に ゐ るの はわた くしの 外に 野ロ眞 造し かご ざいません。 淸水 君のお 手紙 を拜 兄し 

た 時に も、 わたくし は 早速 その 旨 を 野ロ眞 造に 知らせました。 これ も 東京と は 申す ものの、 多摩川に 

住んで 居ります から、 中々 遠方で は ございま すが、 野 口に は 確かに 御 葬儀の 時と 場所と を わたくし か 

ら 通知いた します。 右當 用の みこの 手紙 をした ためました。 末筆ながら 淸水 君のお； 1 さんの 御 丈夫に 

お育ちに なること を 祈ります。 頓首 

四月 二十 一 曰  芥川龍之介 

下田たい 樣 飩次 

九 八 四 〔四月 二十 二  H 修善 寺から。 芥川 文、 芥川赏 貴 宛〕 

5 改造の 紀行、 文藝 i、 文藝春秋、 女性、 とこれ だけ 書いた。 今 文 fit 座 をもう 一 つ 書いて ゐる。 ま 
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だ その外に 鶴 田の 爲に 「平 田 先生の 飜譯」 と 云 ふ もの を 書いた。 根本 (女性 >」 鶴 田の 所の 男と つききり 

だった。 泉さん の 奥さん 曰 「あなた、 何の 爲に 湯治に いらし つたんで す？」 

一 一階の 壁ぬ り や 庭 も 出来つ つ あるよ し、 ぉぢ いさんい ろい ろお 骨折りの 事と 存ず よろしく 御 禮を申 

された し。 

八洲の 所へ 行った のなら、 八洲の 事 を もっと 詳しく 書け。 あちらから 甘栗 を 賞った。 原搞ぜ めで まだ 

ぉ禮も 出さない。 これと 一 しょに 出す。 但し 栗 は みんな 食って しまった。 

それから 今 客がなくて 閑靜 故、 をば さん、 おばあさん 二人で ちょっと 遊びに 來 ないか。 汽車 は 十二時 

の 明 石 行に のる と 四時 


c  ？ 斤 


キ ツチ 

三十 九分に. 三 島へ つく。 三 島へ 

つ い たら プ ラッ トフ ォ ー ムの向 

うに 側に 修善寺 行の 輕鐵 がつ い 

てゐる 故、 それへ 乘れば 六 時に 

は修善 寺へ つく。 修 善寺驛 から 

新 井まで は 乘合自 働 車、 人力車 

何でも ある。 時間が わかれば 僕が 迎 ひに 出る。 

切符 は 東京 驛 より 修善寺 迄 買 つ た 方が よし。 (三 島 迄 買 ふ と 

又 買 はねば ならぬ から 面倒臭い。 東京 驛で修 善 寺までの を 

|1^ってゐる) 

来れば 一 しょに 鎌 倉まで 歸る。 修善寺 も 湯が 昔から 見る 

と、 へった よし。 それでも 唯今 風景 は 中々 よろしい。 考へ 

てゐ ると 億劫 だが、 汽車に のって 見れば 訣な しだ。 シャ官 


力 へ 

ヲ右カ 


一 三 間步ク ダ 

ケ ュ H 造作 ナ シ。 


ち 


や 植木屋 位 文 子に まかせて おけば よろし。 シャ {^ はもう すんだら う 

泉さん は あしたか へる。 奥さん 巾々 世話 やきに て 菓子 を 買って くれたり、 お菜 を 持ら へて くれたり、 

もう 原裔 はおよ しなさい などと 云 ふ。 F 齒 が上齒 よりも 前へ 出て ゐる お婆さん 也。 C 水さん は來 て^ば 

かり 下して ゐる。 ^をし き 

づめ にして ごろごろ ねてば  卜 ふ 0 ザァ V 尸 

かり ゐる。 誰も 來 なければ 

月末に か へる。 をば さん、 

おばあさん、 ちょいと ニー 二 

曰 お出でなさい。 ここのお 

湯 は 〔 前 頁 圖參 照〕 一一 一 曰 ふ 風に 

なって ゐて 水族館み たいだ e 

これ だけで も 一 見の 價値ぁ 

り。 この 家 も 〔下 圖參 照〕 と 

言 ふ 風に 建って ゐる。 僕 は 

月の 五番 卽ち 三階に ゐる。 

九 八 五 〔四月 二十四日 修善 寺に て" 同宿の 泉 鏡 太郎， M〕 . 

冠省な がさき の そばぼう ると 東京の ち もとの 黑 すけと 參り候 間少々 おすそわけ 仕り 候 召し 上って 一 頂け 

れば仕 合せと 存候 頓首 

^  二十四日 

5  泉 先生 


龍 之 介 
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九 八 六 〔四月 二十 九日 修善 寺から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

不可 出 於 新聞 長歌 幷 短歌 

{4.; ゆく や、 照る 日 も 見えず、 湯け むりの、 立ち 立つ むろに、 さに づ らふ、 赤裸なる、 二 はしら、 

神の みことの、 老いた る は、 請負師 かも、 若 かる は、 官吏なる らし、 二人とも、 流しに ゐ まし、 

たるち しら、 うら 樂 しけく、 天 ざ かる、 鄙の 藝 者に、 惚れられし、 話 をす ると、 えら えらに、 

笑 ひどよ もし、 ざぶ ざぶ に、 湯 を あみ ませば、 鴨 じ もの、 わが 沈み ゐる、 石ぶ ねの、 湯ぶねの 

空 ゆ、 時 じくに、 雨ぞ ふりく る、 ぬえ 鳥の、 なげか ひ 居れ ど、 神 ゑら ぎ、 やむ とき しらに、 今 

しかも、 醜の つか ひ 湯、 わが 顏に、 さと ぞ たばし る、 ますら をと、 おもへ る 我の、 丸 ビル は、 

海に 入る とも、 口つ ぐみ、 あるに たへ め や、 湯の 中に、 い 立ち上ら ひ、 「おい、 こら」 と、 雄た 

けび すれば、 老いた る は 平に あやまり、 若 かる は、 あっけに とられ、 湯け むりの、 千 重に 五 百 

重に、 なびかへ る、 清 ものぬ ぎ 場へ、 こそこそに、 逃げて ぞゅ ける、 千 早 ふる、 神 わざなら ず、 

現し 世の、 人 わざに して、 二 はしら、 神の みこと を、 やら ひたる、 我 はも 美しと、 己が 姿、 か 

へり 見 すれば、 翠 鳥の、 靑き 湯のへ に、 かなし もよ、 天津 麻宇羅 は、 ながながと 垂 れゐた るか 

も、 

二 はしら 神の 命 を やら ひたる 天津 麻宇羅 見ら く 愛し も 

. 霄  . 

大 芸 先 生 梧 右  .  . 

二伸 一 月 ほど 文 藝欄を 見て ゐ ると、 いろいろ 面白い。 廣 津和郎 先生 は liigh さ 文 學靑年 だね。 

九 八 七 〔四月 二十 九日 修善 寺から。. 小 穴隆ー 宛〕  -- 


原稿の 居催促 をう けて 弱って ゐる。 この間 例の 大男の 話 を 急行に かいてし まった。 勿論 書け て. 9 るか 

どうか 心 もとない。 今 泉 鏡 花 先生 滞在中、 奥さん 中々 世話 やきに て、 僕が 仕事 をして 居る と、 「あなた、 

何の 爲に 湯治に いらし つたんで す？」 などと 言 ふ。 屋前屋 後の 山々 は 木の芽 をと ほり 越して 若葉な り。 

一夜 安来 節 芝居 を視 いたら、 五つになる 女の子が 「蛸に や 骨な し^と かに は 何とかな し、 わたし や 子 

供で 色氣 なし」 とうたって ゐた。 大 喝采だった。 うちの 子 も 五つになる が、 あ A 百 ふ 唄 をうた つて 大 

喝采 をう けぬ だけ 仕 合せな らん。 この間 又 夜 ふかし をして、 湯が なくなった 故、 溫 泉で 茶 を 入れたら、 

變な 味が したよ" ちょっと 形容の 出来ぬ、 へんな 味 だ。 その 癖 珈^に 入れる と、 餘り變 でもない。 僕 

はいつ も 温泉へ 來 ると 肥る の だが 今度 はちつ とも 肥らん。 遠 藤 君に よろしく。 前の 家 だと 尾 張 町 だけ 

でも 手紙が 出せる が 今度 はさう も 行かない。 又 今樣を 作って 曰く、 

歎き はよ しゃつ きずと も. 

君に つたへ むすべ もがな 

越の 山 かぜ ふき はるる 

天つ そらに は 雲 もな し 

二十 九日  龍 

隆 樣 

二伸 惡錢少々^1封す。 支那 游 記の 装幀 料と 思 はれた し。 

九 八 八 〔四月 (椎定 ) 修善 寺から。 女性 校正 掛 (1: 菊 次郞〕 宛〕 

拜啓 拙作 「温泉 だより」 の 中に 主人公 半 之丞の 遺書と 申す もの あり。 その 次の 一 節、 11 卽も 「この 

^ 遣 書 だけに も小說 家の やうに 推理 や 想像 を 加 へ れば」 云々 に 始まる 一 節 は 同封の 一 枚に おとり か へ 下 

5 され 度 願 上げ 候。 卽ち 上記 「この 遺書 だけに も」 より 「と 思った と 云 ふこと です」 まで を 新たに 致す のに 
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；!^ 座 候 r.^」g 字 軒 は 「か」 の 字 川に 面し 居らざる 等、 事實の 相違 も 有 之、 舊 稿に てま 困り 宾間、 是非 是 

非お 取 かへ 下さる やう， 伏して 願 上げ 奉り 候。 なほ 次 手 を て 胡麻 をす る やうに は 候へ ども、 拙作 

「春」 の 校正 は大 へん 正確に て、 ：^^<每 へ 「地獄 變」 (？) を 書きし 時：^ -來、 あの 位の 校正 を こと 無 

之、 感謝いた し 居り 候。 以上。  ； 

芥川龍之介 

女性 校正 掛 御中 

九 < 九 〔四月 三. ー 日修善 寺から。 阿部 章藏 宛〕 

冠省、 讀 本の 件 早速 御 承知 下され 難 有く 存じます。 小生の 廣 告文の 如き はどう か 何に でも 御 使 ひ 下さ 

い 泉 先生 折角 御來 遊に も 不關、 小生 は 生憎 原稿の 居催促 をう け 居り、 中 戶川吉 二の 如く 奥さんと て 

ス めんた る 所を拜 見す る機會 もな く 甚だ 遺憾に 存じて 居ります。 この頃 やっと 仕事 片 づき、 小 閣を得 

たと 思へば そろく か へらねば ならず、 人生 太 匆忙と 泣き言 を 言 ひたくな ります。 泉 先生の 奥さん か 

ら そば ポオ 口 や 何 か を 項き ましたから、 その 御禮を 兼ね、 ちょっと これ をした ためました。 

三十日  龍 之 介 

水上 瀧 太郞樣 

二伸 泉 先生の 文章論 は 非常に 面白く 且 有益 だと 思 ひます が、 あなたから も 先生に おすすめして 

是非 書かれる か、 誰か 筆記す るかして は 如何です か 

九九 0  〔五月 一 日修善 寺から。 佐 佐 木 茂 索 宛。 修善 寺畫卷 (插 畫參 照) 同封〕 

崎 修善寺  . いでゆ もす みえ 太夫 作 . 

思へば 九月 一日の、 地震に 崩れ かかりた る、 門 や 土 稱を修 善 寺 や、 五分す すみし 時計 ゆ， 03、 六 
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時 五分 は 午後 六 時、 君 を はじめて 

御幸橋、 酒の まぬ 身の ゥゥ ロン 茶、 

カフェ、 コカ コラ、 チョコ レ エト 

ゲイ タ ミン C の ありと 言 ふ^ 茶 は 

の めど 忘られぬ 君 を 藝者ひ 一菊 屋に 

も、 電澄 ともる 夕まぐれ？ に X2=.t 

,  ににんが ごろ，、 なな やた び 

と は 思へ ども 2X2  =  5 六、 七 八 度、 

橋の たもと へ 出て 見た る、 人の 心 

も 白糸の、 瀧の 英語 は 力 タラ タト、. 

ラタ トォ ゲン は滋 萎劑、 自 由に な 

らぬ 世の中の、 波 も 新井屋 わが 宿 

に 晝間來 て ゐる君 見れば、 あら か 

なし や、 雪と 見えし はおし ろい の、 

剝げて わびしき ェ ナ メル やく 額 

i ビ ルディン グ 千 丈の 壁 を 削り、 

まなこ，、 ぼ す さま  ► . 1 

眼 凹める 凄じ さは リ フ ト の 穴と け 

すべし、 さりと はよ もや 頼 家の 墓 

も はかなき 夕明り、 ちらりと 見た 

る 祟り かや、 女 を 見る はゴォ ギヤ 

ンの、 晝の 光が かんじんと、 悟つ 

て みれば 百 八の、 衆煩惱 にも 桂 川、 
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行な ひすまして ゐ たりけ る。 

九九 一 〔五月  一 m 修善 寺から。 鎗端 書、 小島 政ニ郎 宛〕 

恩借の 金子 御返濟 相お くれ 申 訣無之 候へ ども いづれ 歸 京の 上 は 家具 家財 を 賣り拂 ひ 候ても きっと 御辩 

償 仕る 可く 候 也。 

五月 一 曰  たばた やすみえ 

ねぎし やお まさ どの 


ミコ チャン や オタ サンに よろしく。 この頃 雜用 繁多の 爲、 戀愛 をいた す 暇 も 無 之、 胸中 御 憫察 下され 

度 候。 但しいた される (passive  ten「e」 こと は 有 之、 これ 亦 胸中 おん 憫察 下され 度 候 いづれ 歸 京の 上 

萬々 謹 上再拜 

. 九九 二  〔五月 一 日修善 寺から。 南部 修太 郎苑〕 - 

冠省 この間 は 折角のお 誘 ひに も應ぜ ず、 御 返事 もさし 上げず、 大 へん 失禮 した。 實 はどうに も かう に 

もなら ぬ 事件の 中に 立ち居り (僕 自身の 事件 ぢ やない が) 東奔西走して ゐた爲 につい その 機 を 失して し 

まった の. だ。 やっと 解決が つきかか つたの を 幸 ひ、 僕 は 中に 立つ の を 御免 を 蒙り、 ここに 避難した が、 

今度 は 原稿の 居催促 を 食 ひ、 これ 亦 湯に も は ひって ゐられ ぬのに 難 跪した。 但し 昨 曰 やっと それ も片 

づ いた 故、 明 曰 あたり 出發、 ちょっと 鎌 倉の 久 米の 病氣を 見舞って 東京へ 歸 らうと 思 ふ。 どうか 惡し 

からず。 この頃 多忙の 爲 女に 惚れて ゐる暇 もない。 奥さんに よろしく、 それから まだ お出でにな るの 

ならば 妹さんに もよ ろしく。 吉田 夫人 は 大分 大人に なって ゐ たので 敬服した。 僕 はこの 頃 ナボレ オン 

の傳記 を讀 んでゐ る。 ナボレ オンと 言 ふ 奴 は 人中の 龍 か 何 か 鬼に 角 手の つけられぬ 隆物 だよ。 あんな 
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に 人類 を輕 蔑した やつ はない。 ゃノ よつ と 逸話 を 二つ 三つ 披露した いの だが、 長くなる からよ す。 頓首 

五月 一 曰  ，  芥川龍之介 

南部 修太 郎樣 

九九 111 〔五月  一 H 修善 寺から. - ^端 書、 £ 川 英次郎 宛い . 

まだ 當溫 泉に ぶらくして ゐる。 (手紙 は 鳥 取 巿高练 農林 學 校内 君で とど いて ゐる のかな 今度と ど い た 

ら、 とど いたと 言 ふ 證據に 田 端 四 三 五 僕 宛 はがき を 出しなさい。 柹 について ゐた 宿所 は 忘れて しまつ 

た。 從 つて 先約の. K も 達ら れん。」 明日 か 明 後 R かへ らうと 存じて ゐる。 昨 n まで 泉 鏡 花老が 夫人：^ 伴 

で 來てゐ た。 あの 老は 僕より 氣が 若い。 メリメ ュは うまがすな などと 言って ゐる 0( ああ、 それから 君 

も 金が あったら 鏡 花 全集の 會員 になって くれない か？ あっても ならない かな) 

山々 はもう 新綠 なり。 目下 プリ -f アツ クと言 ふ 口 シァ 人の もの 勉强 中。 但し この 作者、 莫迦な らん。 

ソ-: t- イエ ットの 口 シァ では 評判よ ろしき よし。 評判 も當 にならず。 

五月  一 a  i 

九九 四 〔五月 一 日修等 寺から。 波 邊雖輔 宛〕 

この 手紙 を 書いて 出す の を 忘れて ゐ たらば、 うちより 君の くれた ポオ 口 をと どけて 來た。 あまり 心配 

される と、 こちら も 心が いたむ 故、 今後、 氣 にかけ ぬ やうに 御 雨 親へ 申された し。 それよ いも 一勉 强 

して 貰 ひたし。 長 崎の ih^ 時々 傳 はる。 ：：41 婚の 話な ども 聞い たれ ど、 僕 は どちら かと 言へば 不贊 成な 

り。 自分に も 親に も 親類に も 手數を かける 機會 がふえ る だけな りと 思 ふ。 君に 必要なる は 金な り。 金 

を 得る のに 必要なる は 君の 文章の 賣れる ことなり。 文章の 賣れ るのに 必要なる は 君の 力量の 出來る こ 

となり。 その外に 何もな しヒ思 ふ。 ズ ボラなら ばズ ボラない に 腕を搏 へる 工夫 をすべし。 それ、、 も挤へ 
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て 出来ぬ 腕と も 思 はれず。 拖 へようと したが 出来なかった と 言 ふ 時が 来れば 僕が 買 ひ 冠って ゐ たと あ 

きらむべし。 今の所 は 君の 能力に なほ 幾分の 望 を囑し をる 次第、 II と 言 ふ 理窟が わからねば、 よし 

ベ 、レの 子に なれと 言 ふだけ のこと よ。 手紙で えら さうな 見得 を 切る だけ は 誰に も 出来る。 善惡 とも 底 

のぬ けた、 圖々 しい 人間に (一例 を擧 ぐれば 僕の 如き) なった 證據に は 作品 を 一 つお 見せ やれ さ。 これ 

も^ 談 ではない、 眞 面目な 話 だよ。 ここが 思案の しど ころ だよ。 茂吉も 君の こと を、. ^3 配して ゐ たぜ。 

僕 等 は 皆亂倫 不達の 徒だった し、 今でも 亂倫 不逞の 徒 だが、 君より はちつ と 工夫 をして ゐる やう だぜ。 

わかったり やどう でえ すと 云爾。 

二 仲 明 曰 頃 ここ を 引き上げ、 歸京 する つもり。 

五月 一 曰  1 


九九 五 〔五月 二日 修善 寺から。 阿部 章 蔵 宛〕 

冠省。 當用 だけ 申 上げます。 『「鏡 花 全集」 に 就いて』 と 言 ふ 五 枚ば かりの 文章 を 書き、 三 宅 周 太 郎君 こ 

りました。 (小生 は 大每、 東 曰の 外 新聞に はちよ つ と 書け ない の です。) 多分 五月 五日 の /切り 前に 間 

に 合 ふこと と 存じます が、 萬 一 間に合 はぬ 節 は 不本意で すから、 御 面倒で も 三 宅 君に 電話 を かけて あ 

なた 力ら もお 賴み願 ひたいと 存じます。 三 宅 君 は 本 鄕の菊 不二 ホテルです。 小生の 原稿 もや まり 菊不 

二 ホテル へ 達り ました。 右 とりいそぎ 匇々。 

五月 二日  芥川龍之介 

阿部 章藏樣 

二伸 失 鱧ながら この 字實に 書きに くい、 むづ かしい 字です。 僕 はこの 字 を 書く のがつ らい 爲に 
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時々 水上 瀧 太 郞樣を 用 ひます 

九九 六 〔五月 二  n= 修蕃 寺から つ 綺端 書、 中 根 駒十郎 宛〕 

啓。 病 弟の こと いろいろ 御世話になつ たよし 難 有う 存じます。 家内ょり參った手紙にょれば母は^.*を 

こぼして 喜んだ と 言 ふこと でした。 とりあへ ず はがきで 失 鱧ながら 御 鱧 ま G にこれ をした ためました" 

四 五日 中に 歸京 する つもり。 頓首 

五 up  二 曰  ？  J 霄 う」 ノ J 

九九 七 〔五月  一-! u 多羞 3 寺から。 修蓥寺 停車場 前の 綺端 書、 れ 卷義敏 宛」 

又 好い 畫 はがき を やる から 感謝いた すべし。 明日 出發、 大 磯と 鎌 倉と により、 ゆるり と歸 京。 早くば 

五月 十日 頃、 遲 くば 来年になる かも 知れず。 むやみに 原稿ば かり 書いた せゐ か、 右の 目 カハん になつ 

た。 或は 蜂蜜の なめす ぎ かも 知れない。 をば さんやおば あさんに 折角 來 いと 言っても 来ないで 思 ひ 知 

れと 言って くれ。 おみやげ など は 汚れた シャツ や 猿 またの 外に 何にも 持って行かない. - 

五月 二日 

〔褢 の寫眞 に〕 

コレ ハヲバ サン ノ 頌ダ ケ 出シタ トコ ロナり 虫メ ガ ネデ ゴ ラン。 ョク似 テヰル 

コ レ ハウ チノ ォ. ハ アサ ン犬ヲ カラ カッテ ヰル 所。 虫メ ガ ネ 二 テ見 A ベ ン - 

コ ノ 中二 標 死ん のシ ガイア リ。 葛 卷義敏 トイ フ名 ノョ シ 

コ ノ 地面 兩 ガ フルト ブ クブク ナリ。 

龍 之 介 さまより 
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九九 八 〔五月七日 田 端から。 赤 羽根 健 介， が〕 

啓、 昨日 修善 寺より 歸京。 今朝 この 手紙 を 書きます。 但し 君の 宿所が わからぬ 故 (君 カ手慨 こま 書， 

てなかった) 學校 宛に して 出す ことにします。 君の やうに 感激したり 苦しんだ りした もの ま 古 來可チ 

萬 人 もあった のです。 しかし その 中から 逞しい 魂の 持ち主に なった もの は  一 * ハ アセント にも 足りな か 

つたので す。 これ は殘 酷な 事實 です が、 兎に角 事 實には 遠 ひありません。 この 事實を 目前 こ据 て、 

君 自身の 實カ をお 鍛 へなさい 。「我 笛吹け ども 汝等 踊らず。」 笛 を 吹いて さへ 蹄ら な い 彼等 は 笛 も も 聞 

かないのに 踊る 害はありません。 それ を 彼等に 期待す るの は 期待す る 方が 間違って ゐ ます。 何 を 措、 

て も あなた 自身 笛の 吹け る やうに おなりなさい。 その後で なければ 「汝等 踊らず」 の 歎 を 放つ 資格 は屮 J 

來な いのです。 君 は マテリアリストで せう。 それならば 一層 勇敢に この 殘 酷な 事 實を お認めなさい。 

力 ラ マ ゾ フ を 讀んだ の は 甚だ よろしい。 小^も カマラ ゾフを ドスト ヱ フス キイの 作 中の 第一位 こ數へ 

てゐ ます。 その外の ドスト H フ ス キイの 作品 も 暇が あったら 讀んで ごらんな さ い。 

それから 小生 は せっかちな 革命家に は 同情し ません。 (あなた は 若い から 仕 かたがな いが) ブル ギ ョ ァ 

ジィは 倒れる でせ う。 ブル ギ ョ アジ ィに 取って か はった プ ロレ タリ ァ趨裁 も 倒れる でせ う。 その後に 

マルクスの 夢み てゐ た無國 家の 時代 も 現れる でせ う。 しかし その 前途 は 遼遠です。 何 萬 人 かの 間 さ 

へ 殺せば 直ちに 天國 になる と 言 ふ 訣には 行きません。 あなた はコ ンミ ュ 二 ズムの 信徒で う。 そしな 

らば 過去 數年 來、 ソ ゲイ H ット. 口 シァが 採って 来た 資本主義 的 政策 を 知って ゐる箬 です。 又 資本 主 

義的 政策 を 採る こと を 必要と した ロシアの、 — 少 くと もレ ニンの 衷情 を 知って ゐる箬 です。 我々 ま 

皆根氣 よく 歩きつ づけなければ なりません。 あせったり、 騷 いだり、 ヒス テリ ィを 起したり する りよ 

畢竟 唯御當 人の 芝居 氣を滿 足させる だけです。 尤も 小生 自身に しても、 悠々 迫らず などと 言ふ大 自主 

は， き」 ゐ ません。 まづ 多少 役立ち 得る 齒 止め を 具へ た 馬車 位の 極小 自在 を 得て ゐる だけです 0 しかし 


まあ 餘り癎 をた かぶらせずに 步 いて 行きたい と は 思って ゐ ます c あなた も 息切れの しない 爲に はや" 

り氣 長になる 工夫が 必要で せう。 現に 西洋の 革命家 も 存外 短兵急ば かりで はない やうです。 あなた は 

さう は 田 5 ひません か？ 

これから 每日 の 仕事に とりかかります から、 この 手紙 を やめる ことにします。 なほ 小生の 筆不精 は 今 

後 あなたに 對 しても 返事 を 怠らせる ことが 多い かも 知れません。 それ は豫め 承知して ゐて 下さい 以 

_ 五月七日  芥川龍之介 

赤 木 健介樣  ， 

九九 九 〔五月 十日 田. 端から. - 阿部 章藏 宛」 

朶 雲奉誦 仕り 候 鏡 花 全集 景氣 よろしき よし 何よりの 事に 存候 但し 五 千 は 如何に や 春陽 堂 は 昔風に 振替 

ま 一 周 間 も 十日 も かかる と 思って 算盤 を 取って ゐ なければ 好い がと^ 候 然れど 今度の 全集の 事 を 見る 

こ 大兄よ じめ 濱野 君の 鞭撻に よる は 勿論ながら 兎に角 春陽 堂と して は 努めた る ものな り そこ だけ は 買 

つて やっても よろし かる 可く 候： nr- 穀 追放 は修善 寺に て 一、 二、 の兩 li: だけ 拜見 あと はこ ちらへ 參り侯 

爲拜 見す る 事 を 得ず、 いっか 3, りぬ きで も拜 見させて 頂ければ 幸甚に 御座 候右當 用の み 頓首 

五月 十日  芥川龍 之 介 

水上 瀧 太郞樣  • 

一 000  〔五月 十三 日 田 端から。 鈴 木 一二 直吉 宛〕 

4 ま 省 先達よ 御 親切な 御手 牴を 項き 難 有く 存じます。 又 早速 作品の 揭載を 御 許し 下す つて 難 有く 存じ ま 

W す。 扱 高 作 は 勿論 全集に よい ましたが、 十吉が 万千..^ と 喧嘩 をして 外へ 出て かへ つて 来る、 それ をな 
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千 子 力 t 力へ に 出る 所 をと つたので すが、 あすこに は 全集に も 「のい 十さん、 屋根の 燕が のい」 と 言 ふ 

言葉 力あります。 小生 は 昔より あの 一 段 を愛讀 し、 今日 もな ほ愛讀 して ゐ ます。 どうか 今度 はト 主の 

我儘 を 通させ、 あの 一段に させて 下さい。 あの 一段 は 小生の 過去の 記憶が まと ひついて ゐ るせ ゐか、 

どうも 割愛す る氣 になり ません。 實は 御手 紙 を 項いた 後、 「桑の 實」 のみならず、 外に シルシ をつ ナて 

置いた 作品 もよ みかへ したので すが。 なほ 小生の 讀本 はやり 出して 見る と、， 大 仕事の 爲、 中々 完全と 

は參 りません。 この頃 は 殆ど 匙 を 投げた 形です。 御手 紙を拜 見し、 あなたの 大 仕事と 言って ゐられ る 

のに 對し 赧然 たる ものが ありました。 それでも まあ 片手間仕事に ぎりく 結着の 所まで やり まし l,J。 

どうか 出来 上った 節 は 坊間の 同種の 本よ いは 少し 好い 位の 所で 御 あきらめ 下さい。 一 月 ほど 旅先に ゐ 

た爲、 大 へん 御 返事が 遅れました。 どうか それ も惡 しからず 御高 免 を 願 ひます。 頓首 

五月 十一 t  .  芥ル龍 之 介 

鈴 木 三重 吉樣 

I  00  I  〔五月 十七 日 田 端 か.，：.。 佐 藤 春 夫-がー 

ここに 下山 霜 山と 言 ふ もの あり。 今度 作家 十二々 に 短 尺 を 書かせ、 大いに 私腹を肥やさん とす。 

就，. て は 君に も 彼 を 儲けさせる 一 人に なって 貰 ひたき よし、 僕から 賴んで くれろ と 言 ふ。 それ を 引受 

けし はずつ と 前 なれ ど、 荏苒と して 今日 手紙 を 書く に 至る。 尤も 小山 內 氏より 前に ちょっと 手^の 行 

つたこと と 思 ふ。 正直に 言へば、 この 擧は千 枚 や 二 千 枚の 短 尺 を 書かされる 事故、 必 しも 樂 ならざる 

べし 然れども君にはひって貰へば！^：：に下山霜山の喜びのみにぁらず、 僕 や 室 生 犀 星 も 同じ 地獄に 

と 相 見す る 底の 惡魔 的歡喜 あらん。 君の 外に 書かされる 連中 は 泉、 德田、 永 井、 虽見、 長^ (幹)、 久 

米 づ.： 1 内、 久保 田、 上司、 室 生、 僕の 十 1  一 人な り。 謦 くもの は 俳句。 何分よ ろしく 願 ひ 奉る。 下.： r 

むやみに 急いで ゐれ ば、 電報 位 打つ かも 知れず。 それ も 前以て 斷り 奉る。 この頃 田 端に 萩頃朔 太郎來 


り、 田 端 大いに 詩的な り。 僕 は 軒 前に 竹 三百 竿を植 ゑた。 矢 竹 は 三百 竿 二三 坪に を さまる。 風流 下圖 

の 如しと 知るべし。 頓 首々々 一： ベンの 小さき 畫 あり〕 

五月 十七 日  芥 川 龍 之 介 

佐 藤 春 夫樣. 

IOO  二  〔五月 二十  一：：：： m 端から。 齊 藤茂吉 宛〕 

原稿用紙 にて 御免 蒙り 候。 先だって は 高著 項 戴いた し、 難 有く 存じ 候。 溫 泉に ひたりに 行き 候爲、 高 

著 留守中に とどき、 おん 禮 延引い たし 申 訣無之 候。 改造の 童 馬 山 房 漫筆 まことに 面白く 拜 見いた し 

り 候。 なる 可く 長く おつづけな され 度 候。 (あの 「玉菜ぐ る ま.」 の 中の 「じ やうめ」 は乘 馬に は 無 之 候 や。) 

それから 島 木 さまより もお 手紙 あり、 來 月の はじめに 島 木 さまと もう 一 度 拙宅へ お出で 下され 候 はず 

や。 島 木 さまに 舊 生徒 を 拜眉 させた しと 存候。 日 はいつ にても 御^ 合の よろしき に從 ふ，^  く 候。 この 

噴 中 村憲吉 氏の 「柵」 を讀み 候。 なかなか 名歌 あり、 感心いた し 候へ ども、 名歌 は 大抵 雨が ふって ゐる 

か、 川の 流れて ゐ るの をうた ひし ものに 候。 昔 者 許 渾の詩 水に 及ぶ もの 多く、 許渾 萬首濕 ふと 言 はれ 

たる こと 有 之 候。 「栅」 も 亦 憲吉萬 苜濕ふ ものに 候 はむ 乎。 一笑。 

五月 二十 一日 夜  龍 之 . 介 

齋藤樣 侍史 

ニー 仲 一 八 八 三年 (， 明治 十六 年〕 版の t ぎ I ざデ Lobscheid の英華 字典 (井上哲次郎 補〕 に は Kiss に 

親 嘴の 外に 啜 面、 m、 默と あり。 「口す ひ」 の亞 流に て 珍ら しからね ど、 漢譯 聖書の 5^ たのと 同じ 

年の 出版 ゆ ゑ、 御 一 笑までに お 目に かけ 候。 次 手に、 ん よつ と金 瓶 梅 を あけて 見 候へば、 咂\^2、 鳴 

^  颐 舌頭、 などと あい.、 その他の 小說も 大同小異に 候。 どうも 接吻 は 近年の 造語と 存ぜ られ候 


^四十 正大 


577 


loo 三 〔五月 二十 二日 田 端から。 阿部 章 蔵-お〕 

冠省 高著 難 有く 存候又 先達 は 切 拔を拜 借いた しこれ 又 難 有く 御禮申 上げ 候 高著の 中の 作品 は大 K 拜見 

いたし 居り 候へ ども 二三 未見の もの も 有 之、 早速 拜見 仕る 可く 候 装幀 は 製本よ ろしく 羨望に たへ ず 侯 

紙 は 少し わろ し 表紙の 羽 一 一重 (？) の 染め は 御 注文 はもう 少し f 洛 ちつ いた 色な りし 乎と 拜察仕 候 それ か 

ら 箱に 貼れる 目次の 紙 は宋朝 活字め きたる 文字 面白く 存候唯 あれ は 凸版に 候べ し 木版なら，  まもつ と 面 

白く 上った 事と 存候 これ は 皆 小 村さん がかり の 事に 候へ ども 次 手 を 以て 饒舌 を ふる ひ 候 段不惡 おゆる 

し 下され 度 候切拔 きの 文章 面白く 11 と 申す 意味 は 小生 も 知り 居る 事 は失禮 ながら 甚だ 正確に お書き 

なされ 居候 爲藝術 的に 面白く 又 小生の 知らざる 事 は その外に も事實 として 面白く 拜 見いた し 候 泉 先生 

の あすこ だけ ちょっと 削って くれと 濱 野さん にたの まれた る 時の 風貌 を 想 見 すれば 太だ偷 快に 御室 侯 

先生に は ああ 言 ふ 事件に あ . ^處 され さうな 一 面 あり 小生な ど のま だ 直接 あ 上 百 ふ 事件に ぶ つからざる 

は 一 幸に 候 はん 乎 下らぬ 事 をな がくと 書き 恐縮に 存候 泥 黎ロ業 泥 黎ロ業 

五月 二十 二日  芥川龍之介 

水上 龎太 郞樣 

IOO 四 〔五月 二十 九日 £ 端から-。 佐 藤 iii^ 夫- 苑〕  . 

染雲 奉誧短 尺の 件 小山 内 氏より 何にも 言って ない よし 水上 君に 聞き、 今にして 斯老の 好い 加 或なる を 

知った これ は 下山 霜 山と 言 ふ 書 畫屋の 企てな り 霜 山 は 俳句な ども 作り 人 皆 快 男 兒と稱 すれ ども 鬼に 角 

書， 畫屋に は 相 遠な しこの 男、 諸家 短 尺 十二 枚 を 一 組に して 寶 らんと 欲す それ も 金に でもなる のなら ば 

人に も勸 めら るれ 共 一 枚 一 圓と言 ふに 至って は勸 めら る も氣の 毒な り 但し 吉井 勇の 說 によれば、 兎に 

角 下山 は 千 枚で も 一 一千 枚で もまと める 故 やり 甲斐が あるよ し 今度 も 多分 一 一千 枚 は 越 ゆるな らん 僕 は 鈴 


木 三重 吉に賴 まれ 承諾せ ざる 可らざる^ 目に なりて 承諾したり 君に 承諾して 賀 つたのに は 寧 恐縮して 

ゐる僕 は賣り ものの 短 尺で 手 習 ひ をす る氣 だ、 君 も そのつ もりで 氣樂 にやって くれ 給へ。 なほ 高需に 

より 今 樣三首 書いて、 途る今 樣も字 も 下手 なれ ども 紙 は 朝鮮の 男女 相 聞の 時に 使 ふ 紙の よし ま づ紙を 珍 

重して ごらん 下さるべし。 富の 澤 君の 問題な ど は 誰か 活字で 何 か 言ったら その 時 叩き 返して やり 給へ 

僕 ま それで 澤山 だと 思 ふ。 それから 短 尺 を 難 有う 下山に やる 見本 は 二三 枚 あれば 好い と 思った ゆ ゑ 

「水 山に 殘菊 活けて 紅茶 哉 一と 言 ふ 短 尺 は 次 手に 僕が 貰 ふこと にした。 今日 輕雨霏 々もう 梅.^ に 入..^ る 

が 如し 折角 植ゑ たる 竹根づ かずして 葉の 拈れた る もの 二三 竿南紀 はすで に柑 橘に 花 あらむ 借問す 曾 枝 

亭主 人 の 相 S 相 々思々 今に 到って 衰 へざる や 否や を 

五. 月 一 一十 九 0：  コ レ ハ 蔓 性神經 衰弱 ヲ 洒落 レテ 

.  號ト ンダ. ^モ / ト 心得 ラ ル ベ シ 曼  靑 

曾枝亭 御主人 梧 下 

一 00 五 〔六月 六 H 田 端より。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛」 

お 約束の 御 能 今日 (六日〕 午後つ rfii より 細 川 邸に 催され 候 間 御出で 下され 度、 場所 は 先 曰 申 上 候 通い 、 

軍醫學 校の 前に 候。 (放 下僧 道 成 寺 外に 狂言 一番〕 右當 用の み 

loo 六 〔六 お 二十 一日 田 端 か". -小 林-: 郊- が」 

朶 雲奉誦 いろ いろ 御 配慮 を 辱う し感 佩いた し 候。 蓬 平の 畫は その 位の ねだんな らばお 求め 下され 度 願 

上 侯。 いつも 御 厄介 を かくる ばかりにて 恐縮に 存候。 大彥 の綾于 さん 可哀 さうな 事 を 致し 候。 小生 も 

8 仲う 人 は 懲り懲り いたし 候。 右當闭 のみ。  . 

5  六月 一 一十一 日  芥リ 1.H お 之 ィ 
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小 林 雨郊樣 

一 00 七 〔六月 二十 三 ョ田 端から。 吉田東 周 宛〕 

一着 御手 I 有く 拜見 いたし 候 又 拙作 を 御 謹 下され 候よ し感 佩いた し 候な If  I ね 下意 田" 

召し も 有 之 候 段い よく 恐縮に 存 候へ ども 性 来の 棘 懶習ひ をな し 客 を 謝し 居候 次第につ き 御 来駕 を喟 

ひ 候 欝も相 成り 難く 何と ぞ右 勝手ながら 不惡 御高 免 下され 度 願 上 候 

甲 比 丹 乃 つんぼ 咎め そ ほととぎす 

御 一 笑 下され 度 候 頓首 

/月廿 三日  芥川龍之介 

吉田 東周樣 

一 00 八 〔七月 四 H 田 端から。 齋 藤茂吉 宛〕 

梁 雲奉誦 上馬に まぎれざる 事 得心 仕り 候 どうも 考證業 は 落第の 形 なれ ども そのうち あっと 言 はせ る ま 

どの 名 考證を 御らん に 入れ 候 間 それ を樂 しみに お待ち 下され 度 候 童 馬 山 房 漫筆 好評 如 湧 御 同慶の 至り 

に 不堪 但し 小生の 最も 敬服した る は ドナ ゥ河ゃ 古湯 帷子 也 これ はこの 前に 申 漏らした りと 存ュ. ^、間 次 手 

を て 御 披露に 及び 候な ほ 「點 心」 など は 昨日の 口 業眞面 H に はお 讀み 下さる まじく 候 その後 y を. 1^。、  く 

しとうく 眼科のお 醫 者に かかり 候 所 唯の 結膜炎の よし 讀書 萬卷に 至らざる に 眼 精 司ュ てまと 聊か、 い〕 

細 く存居 り 候 あ ら あ ら 貴酬 ま で 頓首  ； 

. fis  芥川龍之介 

齋藤詞 兄 iS: 史  . • 
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loo 九 「七月 十二 口田 端から-。 波邊^ 輔宛〕 

この間 は 結構な もの を 難 有う。 又 曰、 但し 死んで 居らぬ のに は 驚いた ぞ。 如何。 又 曰、 近 狀をチ > よつ 

と 報ずれば、 格別 門戸 を 鎖さぬ のに 一 人の 草 贼も來 ぬ 始末。 擊壤の 歌 亦 人を愁 殺す。 又 曰、 犬 は 吠え、 

馬 は 嘶く。 ワン ヮ ンを 以て ヒ ンヒン と 做す こと 勿れ。 

十二 日  龍 

庫輔樣 侍史 

一 0  I  0  〔七月 ー 二日 田 端 か. り。 土屋 文明 宛〕 

この間 は 失禮、 あの n は 君の 来る までに 病人の 弟の 所へ 行き、 轉地 などの 相談 をす る爲に 外出した さ 

うして 又 君と 一 足ち が ひに 歸 つた 女房の 氣の 利かぬ 爲に 君を歸 してし まって 殘念 でな らんす ぐに 前の 

坂へ 女中 を 見に やらせた が、 お見えにな らんと 言って 歸 つた 君 は どちらへ 行った の だ 僕 は 八幡 坂から 

歸 つた 故、 君が 垣根に 沿 ひ 僕の 門 を 右へ 行ったなら 逢 はぬ 喾 はない 又 僕の 門 を 出て まつ 直に 與樂寺 坂 

へ 出たなら 女中に 見えぬ 箬 はない 女房 はほんの 二分 か 三分の ちが ひだと 言 ふ 故 .Kn 取さん の 前へ 出た か、 

與樂寺 坂 を 上へ 行った のかと 思って ゐる。 その後 女房の 產 などの 爲 にごた ごた して ゐる。 又 男の子 也 

僕 は 暑い 日に 歩く の は 厄介 だが、 雨の 曰に 步 くの は 恐れない 今のう もに 家 をき め 一 曰 も 早く 妻子と 一 

しょに なって は 如何 僕 も 子ども は 三/.^ になり、 體は 寒暑に こたへ がくな り 大いに 憮然と して ゐる 

匆々 

七月 十二 日  龍 之 介 

土屋 文明 樣 

1 一伸 古泉 氏 や 何 かの 宿所 難 有う 敦 山の 夏 行 前に 一 度會 ひたし  ， 
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IOII  〔七月 十七 =2 端 か-り。 犬 養 健 宛〕 

冠省 昨日 は 失 禮仕候 實は小 穴 君の 結婚 問題の 爲、 二三 人 小生の 宅に 来る 事に 相 成り 居り、 客 を 謝し 居. 

"候爲 大兄 も 側杖 を 食 ひし 次第、 大兄と 知らば ちょっと にても お H にか かりた かりし もの をと 思へ ど. 

も 今更 女中 を. S る訣 にも 行かず 殘 念に 存候。 

北京の 蒐集 家に て は陳寶 潔の 外に 景賢、 寶熙 などの 先生 有 之 候よ し 又 ジュネ ラル • モ ントと 申す 豪傑 

も 偉い 蒐集 家の よし 竹内栖 鳳の 息子さんより 贈られた る 本に て 知り 候 間 御存知の 事 かと 存じ 候へ ども. 

婆 心に もちよ つ と 申 上 候 若し 陳寶深 先生 を 御 訪問な され 候 は^ 默 つて ゐても 見せる 事と 存候 へ ども 徵. 

宗臨 古、 郞世 寧の 百 驗圓、 唐 守 元 畫册、 李 龍 眠の 五馬圖 など 御覽 になる 方よ ろし かるべく 候。 

然れ ども 大同 石 佛寺を 御らん になり 候 は 他 は御覽 にならず ともよろ しかるべき 乎石佛 寺の ある 村に 

は 猛犬 數 1^ あり、 東方の 客 を 見れば 忽ち 狺狺の 聲を爲 す、 あれ だけ は 思 ひ 出しても 無氣 味に 御座 候。 

右 とりあ へず 當用 のみ。 

七月 十七 日朝  芥川龍 之 介 

.. 犬 秦健樣 

I  0  I  二  〔七月 二十 = 田 端 か. り。 堀 辰 雄 宛〕 

冠 翁。 原稿用紙で 失敬。 この 前 君が 小說を 見せ た 時、 「 ハ ィ カラな ものなら ば 書き 易 いんだ けれど」 と 

言った。 それに 僕 は 「そんなら ハイカラな もの を 書く さ」 と 言った。 しかし 今考 へて 見る と、 その ハイ. 

力 一. フな ものと 言 ふの が寫生 的な ものの 反對 ならば やはり どんなに 苦しく つ て も ハ ィ カラな もの を 書く 

よりも 寫生 的な もの を 書くべき だと 思 ふ。 その 方が 君の 成長に ずっと 爲 になる と 思 ふ。 これ は 大事な 

こと だから、 ちょっと 君に 手紙 を 書く ことにした。 この 前 君の 見せた 小說 でも ハ イカ ラは 可成 ハ イカ. 


ラだ。 あれ 以上 ハイカラ そのもの を y 的に する の は 君の 修業の 上に は危險 だと 言ふ氣 がする。 君 は ど 

う 思 ふ？ とりあへ ず 前言 とり 消しまでに。 

二十日 夜  龍 

堀 君 

IOI 三 〔七月 二十 七日 E 端から。 端 書、 小 穴隆ー 宛〕 

冠省 僕の 句 は 逆 編 年 順に 新しい の を 先に 書く 事に する。 君 は どちらで も。 僕 は 何年に 作った かとん と 

わからん。 唯う ろ覺 えの 記憶に より 排列す るの み。 これ だけ 言 ひ 忘れし 故 ちょっと 

I  0  I 四 〔七月 三十  一 H ハ 推定) 田 端かん。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

先日 は 失禮仕 候小說 出来ず 未だ に輕 井澤 へ も 參らざ る 始末 御 憐憫 下され 度 候 又 今 曰 は 子供 に 帽子 を 1^ 

き 難 有く 存候 

. 扱證 人なる もの は 小生 一 人に てよ ろしく 候ゃ資 は 女房 も霤 くの かと 思へ ど 判然せ ぬ 故 小生 だけにいた 

し 候 若し 女房 も 書く 場合 はも. •，.- 一  度 この 屆を御 使 にても およこし 下され 度 侯 頓ゃ H 

三十 一 曰  澄 

芸 兄 

一 一伸 奥さんに もよ ろしく それから 文藝春秋の 小說 も拜讀 仕り 候 間 いづれ 敬意 を 表すべ くその 旨 

もお ん傳へ 下され 度 候 以上 

10 一  五 〔八月 五日 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

2 

8 

5 まいけ い 忘れて ゐ てお 氣の毒 さま とりあへ ずい つも だけ 入れて おきます あのつ け 句 省く の は 惜し， -カ 
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考 へて 見る と 僕の 立 句に 君の 脇 だけついて ゐ るの は 君に 不利な 誤解 を 岡 やき 連に 與 へない とも 限らず 

それ 故 見 カロせ たいと 存 候へば もう 二 句 ほど 發句を 書いて 下さい 洗 馬の 句な どに まだ 圭 いのが あつたと 

存候 右當用 耳 

八月 五 曰  澄 江 子 

1 游亭 御主人 

二伸 金 澤へは 手紙 を 出しました それから 改造の 稿料 は 今月末 か來 月初めに、 逢ら せます 頓首 

. .  龍 之 介 


IO 一六 〔十四 年 (推定) 八月 十一：！： C 渡邊 與四郎 宛」 

^ ッ シ身ハ 恙ナケ レ ド： 汁 二 ァ へ テ文作 ラネバ ナ ラ ヌ苦シ サ 

君 ガ讀ミ シ 高須ノ 朝臣 梅タ  一！  ノ 議論 モ ョ マ ズ事ノ シゲサ 一一 

サマザ マ ノ  1^ モ チヲ 持テバ ゾ ノ中 一一 ホ句 一一 ス ベ キヲ ホ句 二 ス我 ハ 

コ コ -I 書ケル ハ 歌-一 ハ ァラズ 返 リ事ヲ 三十 一文字 I； ッヅリ タル 文 

八月 十一 日 - 

渡邊與 四郞漾 


芥川龍之介 


IO 一七 〔八月 十 一 H  2 端から。 高 野敬錄 宛〕 

冠省 今夕 は失禮 仕り. 候 明 n 夕刻お 出で 下され 候 やうに 申 上 候へ ども それにて は氣 がせき 候 間 明後日の 

朝に して 頂きた く、 ねて ゐても わかる やうに 致す 可く 候 間 何と ぞ右樣 に 願 ひ 度 候 頓首 

1 曰  芥川龍之介 
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高 野 敬錄樣 

.  一 01 八 〔八月 十二：：：： 田 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

拜 原稿用紙 にて 失禮 きの ふ 足る の 足らぬ と 言 ひしが け ふ淸書 して 見れば、 君の 句 は 五十 四 句 あり 

從 つて 四 句 だけ 削る 事と なる 就いては 五十 四 句と も 改造へ ま はし たれば、 校正の 節 どれでも 四 句お 削 

り 下され 度し。 按ずる に大 利根 や もら ひ 紙 は 削りても、 お 蠶樣の 祝 ひ 酒 や 米 捣虫は 保存し 度し。 

匇々。 

龍 之 介 

隆 ，ー 樣 

I  0 一九 〔八月 4  二  端から。 高 野敬錄 宛〕 

冠省 明朝と 申 上げ 候へ ども どうも 埗 どらず 候 間 明 夕までお 待ち 下され 度 候。 間に 他の 仕事な ど は まぜ. 

ずに 書きつ づけ 候 間 その 點は御 休 神 下され 度、 右當 用の み 頓首 

十二  n  龍 之 介 

高 野樣  ，  ， 

一 0 二  0  〔八月 二  T-uw 端から。 口田 杏五 郞. が〕 

冠省 當用 のみ 申 上げます 短尺帖 儀お 金も拂 はず 永々 手 もとに と^めお き申訣 ありません 拔右 短.^.^ の 

うち 其 角、 惟然、 去来、 杉 風、 言 水、 鬼 貫、 路 通の 七 枚 だけ 外にお 讓り 下さる 訣には 行きません か 今 

更 こんな 事 を 申 上げる のは甚 恐縮です が、 右 七 枚 を 除いた 外の だけ 相當の 値段に して 項 くと 難 有い と.. 

存じます 何とも 勝手な お 願です が餘り 金に w らぬ 身分で も ％; 之 候に つき 右 どうか あしからず 頓首 . 
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八月 ニ寸日  芥川龍之介 

吉田吉 五郞樣 

一 0 ニー 〔八月 二十 E 田 端から。 小 林雨郊 宛〕 

i 戒省留 一寸に して ゐた 爲、 御 返事 相遲 れ申訣 ありません あの 竇帖 はどう も 飯田邊 にて 出来た K らしく 蓬 

平 を シンに し て 造った も の か と 存じます 構圖 だけ 蓬 平 の を寫 した の でせ う 御言 葉に 甘え 早速 御 返经申 

します が 若し 先方に 惡 いやうならば 大金の 品 にても 無 之 候 間 買って おいても よろしく その 邊 はどう か 

御 遠慮なく 御 申し 聞け 下さいな ほ 御 次 手の 節 は 田 中 君 や 新 井 君に もよ ろしく。 春陽 會で田 中さん にお 

目に かかった 時 はもう 少しで 外の 人 かと 思 ふ 所でした なぜかと 思って いろいろ 考 へて 見たら、 小生 は 

田 中 君の 洋服 を 着て ゐられ る 所 は 見て ゐ るので すが、 ォォゲ ァ コ オト を 着て 精子 を かぶって ゐられ る 

所 は 始め て だ つ た の です 右 御 返事まで 

. 八月 一 一十 曰  芥川龍之介 

小 林 雨郊樣 

二伸 小生 は 今夕 又輕 井澤へ 參 ります 故 若し 御用の 節 は 長 野縣輕 井澤 町つ る や 内 小生に て 御手 紙 を. 

項き たう 存じます 

一 0  ニニ  〔八月 二十 五 H 輕井渾 から。 小穴隆 一-が〕 

御手 紙拜見 仕り 候。 改造の 廣吿に 君の 名前 出て 居らず、 不倫 快に 存候。 それから 〔八十 二字 削除〕 云々 

の 語 有 之 候。 いづれ 歸京後 は 君 も 小生と 共に X  X さんに 會ふ 事と 相 成る 可く、 その 段 御覺悟 ありて 然. 

る 可く 候。 輕 井澤 はすで に 人 稀に、 秋冷の 氣 動き 旅情 を 催さし むる 事 多く 候。 室 生 も 今 n 歸る 箬、 片. 

山 女史 も 二三： n 中に 歸る 箬。 二三 日 前 室 生と 碓氷峠へ 上り 候 所、 室 生 妙 義山を 眺めて 感歎して 曰、 「あ 
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い 山 はシャ i: ガの やう だね。」 小生 も 九月の 始めに かへ る 箸、 その 頃 七十 五圓を 利用し、 ちょっと 一度 

御來遊 ありて は 如何 (七十 五圓 とはケ チ 也百圓 くれる かと 思つ 一」 ゐ た) 但し 前にて 申 上げ 候 如く 旣に避 

暑 地 情調 は 無 之 ものと 御覺 悟な さるべく 候 頓ほ 

八月 ニナ 五日  龍 之 介 

隆 ： 樣 

io 二三 〔八月 二十 六日 輕 井澤 か. り。 齊 藤茂吉 宛〕 

童 馬 山 m 雜歌ー 百 首 詩 思 湧 泉の 如き 御 近状 健 羨に 堪 へず 候。 二三 曰 前に も 碓氷峠に のぼり、 成程 雲 は 

ひそむな と 感歎いた し 候。 改造の 小生の 小說は 雲煙の 如く 御覽 下され 度、 義理 合 ひにから まれての 一 

夜 づけ は每 度の 事ながら、 今度 は 原稿と りの 使 を 待たせ 置きて 後半 數枚を 書き上げし 次第、 赧顏の 外 

無 之 候。 ここ は 連日の 雨に て 寒さ 加 はり、 セルに 袷 羽織 を 重ねて 暮らし 居り 候。 町 は 西洋人 相手の 骨 

董屋、 洋服屋 雜貨屋 など 軒 を 並べ、 中々 ハ ィ カラに 候へ ども 偶 > 菓子 を 買 ひ 候へば 土人 は 「つき は」 (竹 

の 皮， } に 包み ませう かな どと 申し 居候。 一昨日 室 生、 東京へ かへ りて より 聊か 無聊 を 覺ぇ候 まま、 BJi 

に ベン を 執って 手紙 をした たむ る 事 如斯に 御座 候 頓首 

八月 二十 六日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

一 0 二 四 〔八月 二十 九 H 輕 井澤 か-り。 ^本 八洲-が〕 

その後 體は 日に まし 好い 事と 思 ひます。 こちら もお 客 はもう 大抵 かへ り、 宿 もがらん としてし まひ ま 

した。 餘り跪 風が 来たり 何 かする 故、 わたし も碓氷 あたりで 生 塊め にならぬ うちに 歸る ことにしよう 

かと 思って ゐ ます。 二三 日 前文 子より 手紙 參り、 ォ バル チン を 達って 項いた 事 を 知りました。 どうも 


年 四十 正大  587 


難 有う 文 子の 手紙に 曰 一 自分が 病氣 にか かって ゐる爲 でせ う 私の 事まで 氣を 揉む で 居る と 見えます。 

何となく やしま 力 かわい (コ ノ 「ヮ」 ノ字 原文 ドホリ ) さう になって しま ひました。，； 文 子の 隱 にも 勉 し 

て 早く 丈夫に おなりなさい。 目下 同宿 中の 醫學 博士が 一 人ゐ ますが、 この 人 も 胸を惡 くして ゐ たさう 

です 勿論い ま は ぴんぴんして ゐま 叶ュ。 この 八、 この間 「馬 を さへ ながむ る 雪の あしたかな」 と 云ふ芭 

蕉の句 碑 を 見て (こ の 句 碑は輕 井澤の 宿 は づれに 立 つ て ゐ ます) r 馬 を さ へ 」 と は 「馬 を 抑 へ る こ と です 

か？」 と 言って ゐ ました。 氣樂 です ね。 しかし 中々 品の 好い 紳士です。 それから ここに 別莊を 持って 

ゐる 人に 赤坂邊 の齒醫 者が ゐ ます。 この 人も惡 人ではありません が、 精力 過剩ら しい 顏 をした、 ブ，， 

ドッグ に 近い 豪傑です。 これが 大の輕 井澤 通で、 頻りに 僕に 秋まで ゐて月 を 見て 行けと 勸誘 します。 

その 揚句に 曰、 「どうで せう、 芥 川さん、 山の 月 は 陰氣で 海の 月 は 陽氣ぢ やないで せう か？」 僕 臼、 「さあ、 

陰氣な 山の 月 は 陰氣で 陽氣な 山の 月 は陽氣 でせ う。， 齒醫者 曰 「海 もさう です か？ 僕 曰 「さう 思 ひます 

力ね。」 かう 言 ふ 話ば かりして ゐれば 長生 をす る 事 は受合 ひです。 この 人の 堂々 たる 體格は その 賜物 か 

も 知れません。 僕 はこの 間 この 人に 「あなた は 煙草 を やめて 何 をしても 到底 肥られる 體ぢゃ ありませ 

んな まあ 精々 お 吸 ひなさい」 とつ まらん 煽動 を 受けました。 け ふ は 幸 ひ 晴天です。 しかし 雨が ふる 

と、 セルに 袷 羽織 を 重ねなければ なりません。 拮梗が 咲きつ くつく 法師が なき、 あたりの 風光 はもう 

殆ど 秋です。 九月に は ひれば わたしの 外に 滞在客 は 一 人もゐ なくなる かも 知れません。 右、 < ろい ろ 

つぶしまでに。 

芥川龍之介 

,  10  二 五 〔八月 三十：！！ 輕 井澤 か. り。 繪端 書、 お 卷義敏 宛〕 

輕 井澤 は 涼しくて、 ハイカラで、 うまい ものが 澤 山あって、 天國の やうな り。 小 穴、 佐 佐 木 夫婦が 來 


てゐる 上、 堀 もゐる 故、 一層 娠か なり。 どう だ、 羨し からう。 この 畫 はがきの 氷康. は 僕の 好きな 建 物- 

故、  ちょっと をが ませる。 感淚 にむ せぶ こと 隨意 なり。 

卅日.  龍 之 介 

I  0 二 六 〔八月 三十日 輕 井澤から" 粉 端 書、 下 島 動-が〕 

この 二三 曰 はこち らも 可成り の 暑さです。 唯今 同お 小 穴、 佐々 木、 佐々 木 夫人、 堀 等に て脤 かなこ- 

とです。 奥さん は その後 引きつ づきお よろしい 事と 存じます が 如何です か？ 小生 も 五日 頃に は 力 へ. 

るつ もりです。 頓直 

八月 景： I:.  輕 井澤 龍 之 介 

I  0  二 七 〔一八 H  二  ー  一  ：Z 輕井渾 か. い。 繪端 書、 芥川比 fi:.^ め 宛〕 

コ レハァ タゴャ マト ィフ山 デス。 ァタゴ ヤマニ ハ セィャ ゥ ジン/ベ ッ サゥガ タク サン アリマ ス ソレ 

カラ 多 加 志 ニヤ ッなノ ハウ スヒ タウ ゲ /トンネル デス。 イマ ハキ クワン シャ ハツ カズ、 デンキ キク ヮ 

ンシャ ガキシ ヤヲ ヒィテ ヰ マ ス 

IO  二八 〔八月 三十  一 H 輕井澤 から。 室 生 犀 星 宛〕 

- 三 好さん へ 四十 錢か へせと 言 ふこと.、 つけ、 うれしく 思った。 君の 癎竊を 起した あとだつ たから、 餘計 

^ 嬉しく 思った のか も 知れない。 ョ 好さん にす ぐに かへ すの は 嬉し さの 手前 もよ つと 勿體 ない 氣 力した 

故、 二三 曰お いてから 返した。 か- 丄： m ふ 心 もち は 君 も わかって くれる ことと 思. ふ。 三 好さん は あし ナ 

8 かへ る。 片 山さん も 二十 七 曰か 八 n かに かへ つた。 その代り 今 は 小 穴 や 佐々 木 夫婦が 來てゐ る。 バ穴 

5 は每曰 義足 をつ けて 午前と 午後と 二；^ づ っ寫 生に 出て ゐる。 
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この 二三 曰は輕 井澤 も 非常に 暑い 。 かう 言 ふ 暑さ で は 萩原 君 の 會も 少し 延ばして はどう か？ 「妻が 里」 

を讀ん だ。 君 はや はり 豫想 したやう に 僕の 失敗す る 所 を 如何にも 樂々 と 成功して ゐる。 小 穴と 一 しょ 

に 道具屋 を ま はり、 古い 布 を 一枚 買った。 その外に は 殆ど 買 ふべき ものな し。 け ふ は 最後の ォ オクシ 

ョ ン へ 行き、 安 もの を 少し 買って 来る 箬。 その後 句 を 一 つ 作った。 しかし 御覽の 通り、 輕 井澤の 句で 

はない。 

東雲の 煤 降る 中 や 下の 關 

八月 卅 一日  龍 之 介 

犀 星詞兄 侍史 

IO 二 九 〔九月 七日 輕 井澤から。 齋 藤茂吉 宛〕 

冠省 先達 は 御手 紙 難 有く 存候。 但し 「死後」 をお 褒め 下され 候 は 餘り難 有から ず、 これ は 正直な 所に 御 

座 候。 「ふゆく さ」 評 相 遅れ 申 訣無之 候。 實 はこの 間より 風 を 引き、 臥床 致し 居り 候 まま、 書く 元氣な 

かりし 次第、 旅に 病んで 夢に 締切り 日を考 へる の は 枯野を 祈け めぐる よりも 苦勞に 御座 候。 今日は ま 

だ 噴. も 出れ ど 押して 東京へ 歸る つもり、 いづれ 拜 眉の 機 を 得る ことと 樂 しみに 致し 居候。 なほ 又 先達 

土人 は 竹の 皮 をつ き はと 申す と 認め 候へ ども それ は 碓氷峠の 力 餅屋の 小 婢の敎 へ 違 ひに てっき はは 木 

をつ きたる 竹の 皮 代用の ものの よし、 宿の 主人に 敎 はり 候 間 次 手 を 以て 訂正 仕り 候。 頓首 

九月 七日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣  ， 

|0三0  〔九月 七日 輕 井澤から。 嫁 本 鈴 宛」 

冠省。 栗と 煙草と ありがたう ございます。 栗 は 黴びた の も 交って ゐ ました。 どうか 栗屋 をお 叱り 下さ 


い。 あれから 風 を 引き、 四 五日ね てし まひました。 熱が 少し あり、 それに 咳が 出て 弱りました。 小 穴 

君 や 堀 君が ゐて 看病して くれたので 大いに 助かった 形です。 そこ へ 東京から 蒲 原 君が 比 呂志を つれて 

來 ました。 比呂志 はもう 三晚 とまり、 今 曰 一 しょに 東京へ かへ る 箬 です。 昨夜 は 小生が ここの 政治家 

ゃ實業 家と 御飯に 呼ばれ、 九 時 頃まで か へらなかった 所、 比 呂 志 は 寂しがって 泣き 3^ してし まひ まし 

た。 その 御飯の 時に 聞いた 話です が、 靑山 胤通、 高木 兼 寛な どと 言 ふ醫學 博士 連中 は 皆  一 二度 咯 血し 

てゐ たさう です。 當地 はもう すっかり 秋め き、 レ ェ ス屋ゃ 道具屋 も そろそろ 戶を しめて 歸り 出し まし 

た。 小生 はま だ 咳が 出て 弱って ゐ ます。 しかし 大した 事はありません。 どうか 八洲さん によろ しく." 

九月 七日  龍 之 介 

塚 本のお かぁ樣  . . 

一 0 三 I  〔九月 七日 輕 井澤から。 繪端 書、 穎 原返藏 宛」 

度々 御手 紙 難 有く 存候 序文 相遲れ 何とも 申 訣無之 候。 二三 日中に は 必ず 差 上げ 候 間 何と ぞ もう 少々 竇 

肆を おなだめ おき 下され 度 願 上 候 この頃 當地 にて 寢冷を 煩 ひ、 いろくの 仕事に 狂 ひ を 生じ 候爲、 ，：5^ 

上 夢 は/切り 日を繞 りし 事も少 からず 御 偶 笑 下され 度 候。 

九月 七日  輕 井澤に て 芥川龍 之 介 

lo 三 二  〔九 八日 輕井 .5^ から。 穎 _ぬ 返藏 宛〕 

冠省。 御 約束の 拙文お 这り申 上 候。 體も 何も 成さず 候へ ども、 よろしければ 御の せ 下された く 候。 そ 

れ から 小生 は鷗外 流に 「わけ」 は 「譯」 を 用 ひず 「訣」 を 用 ひ 候 間、 それだけ は 拙文 を 御 校正な さる 方へ よ 

g ろしく おん 傳へ 下され 度 候。 序文に 偽な し、 蕪 村 全集の 市に 出 づる日 を 待ち 焦る- J 事 一 方なら ず。 M 

5 しそれ ならば なぜ 早く 書かなかった などと お叱り 下さる まじく 候 響 
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九月 八日  芥川龍之介 

穎原樣 

I  0 三 三 〔九月 十二 日 田 端から。 有 田 四郞. が〕 

染雲 奉誦。 僕の 畫 など はお 安い もの だ。 但し 今 は 風 を 引いて、 熱 を 出して、 うん うん 言って ゐる .><、 

だめな り。 平癒に 及び 次第 けん 上す る。 それから 陳勳 の畫は 貰って はすまぬ やうな 氣 がする。 尤も 陳 

勳に對 して 有 田 四 郞を思 ふの もよ いが 有 田 四 郞に對 して 有 田 四 郞を思 ふのに 若かず。 陳 i ま 返す 故、 

君の 畫を 一 枚 くれ 。但し トヮル や 板 は いけない。 賽學紙 か 和漢の 紙に 書い て くれ 給 へ 。 奥 さ ん 健在な 

り や。 子孫 繁昌な り や。 僕 も豚兒 三人 あり。 三人 目 は 生まれ立て 故、 ； ほんた うに まだ 豚の 兒の やう だ。 

力く して だんく 女に も 惚れなくなる ならん。 君の 手紙に 對 して 往年 を 憶 ふ、 多少の 感慨な きに あら 

ず 頓首 

九月 十二 日  芥川龍之介 

有 田 四郞樣 

二伸。 君 は 白くなる たち か秀げ るた ちか 僕 はもう 七 年 前から 見る と 一 寸 弱る 位 額が 禿げ 上った。 

一 OI 二 四 〔九月 (推定) 十二 日 田 端から。 下島勳 宛〕 

拜啓 今日 參 上の 箬に候 ひし 所 朝より 原稿 を 催促され 上り 兼ぬ る 事と 相 成 候 間 明晩 御 差 支 へ 無 之 候 節 

は拜趨 致し 度存 居候 右 とりあへ ず御斷 りまで 如 期に 御座 候 頓首 

近作 一 つ 御 眼に かけ 嫁御 笑 ひ 下され 度 候 

野 茨にから まる 萩の 盛り かな 

十二 日夜  芥川龍之介 


谷 先 生 梧右 

一 0 三 五 〔九月 十七 ni 田 端から。 瀧 井 孝 作， 冗〕 

冠. &。 御手 低拜 《^。 目下 風 を 引いて、 熱 を 出して、 うん うん 言って ゐる。 「ゲテ モノ」 は 九月 小說 中の 

白眉な り。 室 生な ども 大分 感心して ゐた。 もろこしの 餅の やうな 味が あって 中々 好い。 「海の ほとり」 

ま 兎も角も、 「死後」 は，.^ 切り 前 一 曰で 書いた。 作者の 考へ によれば、 夢で うちへ 歸 つて 来る 5^ 力ら 先 

よ 甚だ 不 tr だ 。本に する 時 あすこから 先 を 直さう と 思って ゐる。 「改造」 は志賀 さんの 「3*」 や 僕の 一死 

後」 が來 たもの だから、 中條 百合 子の 百 五十 枚の 長篇を 十月 號にま はして しまった。 僕 だけ この 事 を 

知って ゐ るの は 僕 だけ. t 條 百合 子に 罪 を 負って ゐる やうな 氣 がする から、 御 次 手の 節志賀 さんに も そ 

の 皆 申し上げて くれ 給へ。 頓首  、 

.  芥川龍 之 介 

瀧 井 孝作樣 

一 一 申 字の 曲る の は 横にね たま ま 書いて ゐる爲 とかん にんし 給へ 

IO 三 六 〔九月 十八 m 田 端から。 南 條勝代 宛〕 

省。 御手 紙拜見 仕り 候。 小生の 所へ お出でな さり 候ても 餘 りお 爲 にもなる まじき 乎。 然れ ども 會ひ 

たしと 仰せられ 候 はく  二十 三 曰 午後 二 時 頃 御 光来 下され 度 候。 頓首 

九月 十八 日  f バ t 之 ノン 

南條 勝代樣 

二伸 市内 電車なら ば 動 坂、 山手 線なら ば 田 端、 但し どちらも 三 四 町 はお 歩きな さる 事と 御覺悟 

なさる 可く 候。 
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一 0 三 七 〔九月 二十 二日 田 端 かち。 得 能文 宛〕 . 

t 利 省 その後 御 無 昔に 打ちす ぎ 恐縮に 存じて 居ます。 輕 井澤の 風邪 を 持ち越し、 一昨日 やっと 床を雜 ，0 

た 次第、 どうか 不漏 ゆるし 下さい。 扱 XX 君の ことにつ き、 御 都合の よろしい 時に 參 上したい と；： 

します 力 つがよ ろしう ごさい ませう か？ なほ 甚だ 勝手が ましい 次第で ございま すが、 日 翟，.， 外 

の 曰 をお えらび 下さらば 幸甚に 存じます。 頓首  E 上.^ 

九月 二十 二日 朝  I と 、 

0 能 先 生 侍史.  t 之 介 

一 0 三 八 〔九月 二十 三 H 田 端から，。 齊 藤茂吉 宛〕 

お 歌 かける 紙 どもた しかに 拜受、 ありがたく 存じ 奉り 候。 贋 良 寛な ど どうな つても かままず、 よし 又 

君に 百 歩 をゅづ りに せ良寬 ならず とする も あの 良 寛より はこの 茂吉 の方兒 孫に つた ふるに 足る 可く ュぉ。 

71.: 肇な 力ら V 病 平癒、 曰々 少しづつ もの 謦き 居り 侯。 頓苜 

月 一一 十三 曰 夜  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣  " 

二伸 今日はお 歌 を かける 紙と ともに 美人 一人 (洋行が へりの 少女) 參り、 大いにう らうら と 致し 

居り 候。 御 健 羨 下され 度 候。  , ^ 

IO 三 九 〔九月 二十 五日 田 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

冠省、 - 小 病 小閣を 得、 この 手紙 をした ためる。 濱 木綿の 畫 ありがたう。 それから 女性の 隨 筆で 列の 一 5- 

尸の 件、 十二 ヶ月の 事 を 君に 傳へ 忘れた の を 知り、 大いに 恐縮した。 君 はもう 書き 了った か。 僕 はま 


だ 百 f かり 殘 つて ゐる。 この頃なる 可く もの を 書かずに 飯 I ふ 工夫 をして は カ彬 U ば p。 

:PJr る 奮り， に i 画 死 1 い！^"; s; 錢？？ 

床の 上 こて 校正の 傍ら 別紙 抒情詩 一 篇を作る。 御 愛 |隨意 たる、 K  S 

^で こよれば、 どうも 日本の 詩人 は 聾 だね。 (歌人 は 例外〕 少 くも 視覺 がまに f ぎ^ ^ 

らっ レ考， -ス 戸！ オト . -、 l、？a  、-  崔禱 樂、 今樣 などの リズム もどう ももう 一良 

的 效果に は 鈍感 だね。 君 はさう は 35 はぬ 力？ 長歌 #1  4t 力 <  。rw-,VBUi-HJa 

も丄 ケ^  .wi 、、大 -。  き々 JK- ぶり。 ヮギモ コ によろ しく  (夜お 女 年 把^ 

,ゝ11 ン匚 3Jb><ltk:A ちり さう だ 山仡. ^秋 rtz 隱麥. H 力 fR 力 i  r  A  I 


へだ。 夜来 秋雨 

寢顏を 見よ や。)  澄 H 子 

九月 二十 五日  ，， 

曾枝亭 先生 

風き ほふ ゆ ふべ なりけ む、 

窓のと に のびあがりつつ 

オルガ ンを とどろと ひける 

女 わらべの 君 こそ 見し が。 

男 わらべの われ を も 名 を も 

年月の ながる る ままに 

いま ははた 知りた ま はず や。 

いま もな ほ 知りた まへ り や。 

|0四0  〔九月 二十 五 H 田 端から。 中极 駒十郎 宛〕 

^ 響。 先譲邊 君より 龜御 光来 下さる やうに 伺 ひ 居り 候へば、 御光來 下さる ものと 相 定め、 この 手 
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5  したため 申 候。 其 角の 句に 曰、 「爐 塞ぎ ゃ汝を 呼ぶ は 金の 事」 古今 同 歎と はこの 事な り。 何と ぞ 御で 

5 来の 節 はお 金 三百 圓 ばかり 御 融通 下され 度 願 上 候。 文章 俱樂 部の ゴ シップに よれば 千 葉の 海に 命 を 失 

もとな され 候よ し、 それ は 小生に お金 を 渡さざる 祟りな り。 今度のお 金 も 御 延引な さ， el 候に 於て よ 

自動車 か 電車に 礫 かれ 御 落命の 惧有 之るべき 乎。 急々 如 律令。 急々 如 律令。 

九月 一一 十五 日  龍 之 介 

駒 十郎樣 

I  0 四 一 〔九月 二十 九 H 田 端から。 神 崎涛- お〕 

突然 手紙 を さし 上ぐ る無禮 をお ゆるし 下され 度 候。 さて 尊臺の 「黄色 評論」 中 拙作 「死後」 の 高評 

あり。 あの 結末 は尊臺 の轟貭 眼に 御らん 下され 候 如く 故意に 筆 を 弄した る ものに は 無 之、 單 に/切り 

に 間に合 せんと 急ぎた る爲に 御座 候。 本 町 一 一丁目の 糸屋の 娘に して 恰も 手 れん 手く だに 富める お 職の 

如く 思 はる M は 面映ゆく も 心外に 存候間 何と ぞ左樣 御^知 下され 度 候。 なほ 又 小生の 作品の 過去 派の 

影 を 宿せ る はまこ とに 貴意の 如くなら む 乎。 ひ と り 新進の 諸 大家 の 傑作に 限らず 大戰後 の 西洋の 文藝 

的貨 おも 大半 は 小生な どの 趣味に は嫌焉 たる ものの みに 御座 候。 昨日 聲變 りせ しかと 思へば、 今 曰 ま 

旣 におの づ から 額の 充げ 上る をと どむ る 事 能 はず。 三十に して 老を 歎ずる の淸、 よろしく 御憐潤 下さ 

る 可く 候。 頓首  , , 

九月 二十 九日  芥川龍之介 

神 崎淸樣 侍史 

.  一 0 四 二  〔十月 九日 田 端から。 村 上 成滿郎 宛〕 

冠省、 御手 紙拜見 仕り 候。 翠 微御惠 投下され 候よ し、 難 有く 御禮申 上げ 候。 村 上 先生の こと は 土屋君 


よりも 承り 居り、 又 高呤も (句 は) 二三 拜見 致し 居り 候 U 先生 は 小生に もう 一度 一茶 を讀 めと 佃せられ 

候よ し、 小生 は旣に 一 茶 句集 を讀み 返し、 往時と は 所見 を 異に 致し 居り 候爲、 先生の 仰せ を 知り、 ャ， 

く 感動 仕り 候。 高 作 感化 も 文藝春秋 にて 拜見 致し 居り 候。 小島 君の 拙作 をお 愛讀 下され 候 は 或は 小說 

に と存 居り 候 所、 御手 紙に て事實 なる を 知り、 しかも その 小島 君の 夭折 せられし を 知り、 恰 然の感 

に甚 へず 候。 小生 は 薄 劣の 性に 多病の 軀を 兼ね 居り 候へ ども、 かう 云ふ讀 者の ある 事と 知りし 上 は、 

どうしても 勉强 せねば ならず と存 候。 尊 臺も御 病臥 中の よし、 御微恙 のこと と は存 候へ ども、 世の中 

に は 年 を とらねば わからぬ 苦しみ も 喜び も あり、 折角 長生き をな さる やう 御 養生 奪 一 に 願 上げ 候。 右 

とりあへ ず御禮 まで。 頓苜 

村 上 成 滿郎樣 侍史 

一 0 四 三 〔十月 十一 端から。 土 se: 文明 宛〕 

御手 紙拜 見。 島 木さん から 誤植の 事 を 言って 来た。 誤植な ど はかま はない。 〇 あの 文章 を 13 いた 事に 

より、 村 上さん の 息子さんから 手紙 を 貰った。 それから 又 大和と 言 ふ 人から も.^ 紙を賀 つた。 どちら 

も 僕に は 愉快な 手紙だった。 今度あった 時に 君に 見せる。 〇 借家 は 不相變 多い。 卜 六 七日 頃に やって 

來 ないか。 〇 唯今 ー篇の 論文 を 製造 中。 久しぶりに 頭腦の 論理的 中樞を 働かす の だから 中々 うまく 働 

いて くれない。 しかし 活字に なった 後 は 御 一 讀を乞 ふ。 〇 いつでも 来る 前に はちよ つと はがき をく-^ 

給へ。 留守に するとい けない から。 〇 「ゲテ モノ」 讀み しゃ 否や。  — 

十 BP 十 一日  芥 =^  f 之 ィ 

%  土屋 文明 樣 
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^  一  0 四 四 〔十月 十八 日 田 端から。 室 生犀屋 宛〕 

冠省 御手 紙 度々 ありがたう。 その後 子供 ひきつ V き病氣 がちに て 難 ijl、  二三 日 前に は 也ナぉ 支お こ 熱 

出で、 小生 迄 起き 出で て 水枕へ 水 を 入る \ 始末 也。 〔五十二 字 削除〕  ， 

〇 瀧 田 君急變 あらば 早速お 知らせ 申すべし。 一昨日 高 野 君 見えての 話に よれば、 又 持ち直し たるよ し 

安心 はなら ね ど さし 當り 大した 事 はな からん 乎。 〇 今日 曰曜 にて 客に 大勢 あ ひ、 唯今 疲れて 床 こ 入ら 

ん とする 所。 この頃 庭に 踪櫚十 株 ほど 植， r 聊か 趣の 變 りたる を 愛し 居り 候。 1 祖ぱ秋 芽 二 本 出たり- 

. 追々 寒く なれば 魚 眠 洞の 庭の 芭. 蕉も芽 を 出したら ば、 今より 寒さに いたまぬ 工夫 肝要なら し。 芭蕉の 

留守 見舞に 參 上しても よろし。 桂 井、 太 田 先生べ よろしく。 北 國の諸 麗人 健在な り や 頓首 

犀 星詞兄 

二 仲 あの 紙ニ帖 ばかり ほしく 候 

一 0 四 五 〔十月 二十 H 田 端から。 阿部 章藏 宛〕 

冠省 高著 を 項き 難 有く 存じます。 大抵 女性に て拜 見して をり ますが、 小 鬧を得 次第 改めて 拜 見したい 

と 思 ひます。 頓首 

- Mr  芥川龍之介 

.  一 0 四 六 〔十月 二十 四 H 田 端から。 齋藤 茂吉宛 o、 封筒に たばた 良寬 g ききと あり」 

ちょっと 申 上げ 候 只今 博物館に 陳列 中の 佛畫 御らん になり 候 やまだの 節 は 是非々 々御 一 見なされ 度お 


ん すすめ 申 上 候 大した ものが な ら び 居候 (期限 はたし か 来月 七日 迄) 

十月 二十四日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

一 〇 四 七 〔十月 二十 四： US 端から。 室： Ji.: 犀 星-:^〕 

i.^ 省 御 不幸 ありし よしおく やみ 申 上 候 この 問 ちょっと 御 留守宅へ よりし 所、 色蕉 はま だ 芽 を 出さざる 

よし 承り 安心 仕り 候 こちら は 子供の 病氣 未だに 癒らず、 但し 大した 事 はなき よし 先生 も 申され 候 

へ ば 御 休 神 下 され 度 候 そ の 後 何も 書かず、 來週 位よ り ぼ つ く 新年 號 に て も 書き 始め ん 乎と 存じ 来月 

の 新潮に 論文 一 篇を 書きたり 君 は 議論 嫌 ひなれ ども 御 一 覽 下さらば 幸甚 也 次 手 を 以て 近作 一 句 御 披. 露 

に 及び 候 

庭つ ちに 皐月の 蠅 のした しさよ  - 

十月 廿 四日  芥川龍 之 介 

室 生 犀星樣 

〔同封 室 生と み 子 宛〕 

. 拜啓御 父上 樣御 長逝の 趣 謹んで 御 悔み 申 上 候 かかる 紙に て 申 訣無之 候へ ども あしからず おゆるし 下さ 

れ度候 拜 

十月 二十四日  芥川龍之介 

IO 四 八 〔十月 二十 七 HS. 端 か. り。 齊藤 茂. Hn 宛〕  , 

^ 染 雲奉誦 仕り 候 博物館の 佛畫 ごらんの よし 申 上げ 甲斐 あり てうれ しく 存候。 改造の 御作 屮々 面， HI くい 

5 つか 一 生驟 命に なって 拜讀 仕り 候。 是非々 々あの 類の もの もお 書きな され 候 やう 切^ 仕り. 候。 歌の 事 
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は 安心な り。 大兄に して 歌 をお すてな され 候ても 歌 は 大兄 を 離れ まじく 候。 今朝 十 時 瀧 田哲太 郎君 長 

逝 唯今 悔みに 參 りて か へりし 所、 この 手紙 は 長 崎へ お立ち 前に 屆 くや 否や 心 もとな く存 候へ どもと り 

あへ ず 御 返事までに 筆 をと り 候。 頓首 

十月 二十 七日  芥川龍 之 介 

齋 藤 茂 吉 樣 

二 仲 土屋 文明け ふ 引越しの 所 明日に のばし 候よ し 庭に 药篛玉 を 澤山植 ゑて 药篛園 造る よし 申 居 

候。 

一 0 四 九 〔十一月  一 ES 端から。 南 條勝代 宛〕 

オケ ィコ ハサ ハリア ル故コ ノ次ノ 月曜 H マ デ ノバ シテ下 サイ 

(これ は 三十 一 文字の 手紙です ) 

十一月 朔 

南條 勝代樣 


芥川龍之介 


一 0 五 0  〔十一月 四 = 田 端から。 古 贺殘星 宛〕  . 

原稿用紙で 御免下さい。 度々 御手 紙 を 項き 恐縮に 存じます。 しかし 折角の 仰せながら T 若き 詩人に 斯 

く 希望 す」 と 申す ほ >J まとまつ た 意見 を 持ち 合 せて ゐ ません。 從 つて 何の 御 返事 も 甲 上げられな い 訣 

です。 どうか 右 あしからず 御 ゆるし 下さい。 頓首 

. 十 一 月 四日  芥川龍 之 介 

古賀 殘星樣 
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i  o 五一 〔十一 月 五 n=S 端 か. り。 永 見 德太郞 宛〕 

ITg バ嚙 この間 は かまぼこ を 難 有う 存じます。 御 出の 節 は 何のお かま ひもせ ず 恐縮に 存じて 居ります" 唯 

今 新年 號 にて 手が 六本 あっても 足らぬ 始末 也。 新年 皆樣 のお 出で をお 待ち 申して^ ります 頓首 

十一月 五日  芥川龍之介 

永見德 太郞樣  . 

一 0 五 二  〔十一月 十三 日 田 端から。 神： t や 兆〕  . 

冠省。 「みやう ごにち 令孃」 や 何 か は 到底 誰に も わかりません よ。 主人役 は 多分 伊藤さん でせ う。 これ 

も 或は 井上さん かも 知れません。 唯 僕の！！ ティの 本で 面白く 思った の は あの 日本人が trn コ コ の服裝 

をして ゐる 事です。 っまりぁの舞踏會はヮトォの^？のぁる日本だったのですね。 頓首 

土 月 十三：：：！  芥川龍之介 

1^4 崎.^  44^ 

1 0 五三 〔十 一 月 十四：：： E 端から。 南 條勝代 宛。 封筒に 十 一 月？： = と ぁリ〕 

冠省。 新年 號 の/切りが 迫って 忙しくな つて 來 ましたから 來 月の 廿日 頃までお 稽古 を やめに します。 

勝手ながら 右 御.^ 知 下さい。 これから 短篇 を 三つば かり 持へ なければ ならない のです。 ^又お 次 手の 

節 森 先生の 「黄金 杯」 「顏」 「ソ ク ラテ スの 死」 などと 言 ふ 飜譯も よんで ごらんなさい。 頓首 

十一月 何日 かわかり ません  芥川龍之介 

南條 勝代樣 粧次 
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IO 五 四 〔十一月 二十  一 nlw 端から。 香 取秀眞 宛〕 

冠省 昨夜 はお そくまで 御 邪魔いた し 申 訣無之 候 今日 淺野 家へ 參 り！^ 構なる 畫 いくつ も拜見 仕り 候 厚く 

御禮 上げ 候 尙次手 を 以て 支那 游記 一 卷 けん 上 仕り 候 頓首 

T 一月 二十 一 曰  芥川龍之介 

取 先生 

10 五 五 〔十一月 二十 五 =s 端から。 穎 原 i^: 藏， お〕 

冠省 先達 は 力 ス テ ラ難 有く 存じ^ それから 又 蕪 村 句集 を も拜受 厚く 御禮申 上げ 候 唯今 新年 號の 小說を 

書かされ 居り 候へ ども あ ひ 間 あ ひ 間に 拜見 致し 居候 蕪 村 は 句もう まけれ ど 文章 も 中々 うまく やはり 才 

人 だな と 感服 致し 候 妙法 寺の 畫も 中々 よさ さう にて 是非 一 度 實物を 見た しと 存候何 は ともあれ 當分蕪 

村 全集に 親 まれる 事 難 有く 但し 時々 原稿 を 書く 事 を 怠る やうになる の は 弱り 候 右御禮 かたがた いつも 

筆 無精の 御 わびまで 頓首 

十一月 二十 五日  芥川龍之介 

穎 原 返藏樣 侍史 

一 一 仲 この 手紙 を 書きし 所へ 御手 紙 參り候 間 又 一 筆 申 上げ 候 過日 御上 京の 節 頭註 を 入れる ので 大變 

だと 仰せられ 候へ ども 又 あれ だけ 入れる の は 大變に 相違 無 之 候へ ども 讀む 方に は 大いに 便利な り、 

殊に 付け 合な どで は 大分 頭註の 御 厄介に 相 成り 候 東京 は 中中 寒く 今夜 も 行火の 上に この 手紙し 

. た め： Ii5 り 候 匇々 

二十 五 曰  芥川龍之介 

颖原樣 


I  o 五 穴 〔十 一 月 二十 五 H 田 端から。 小手 川 金 次 郎-: g^J 

冠省 かまぼこ 澤山 ありがたう 存じました 河童の 圖は野 上さん の 御馳走に なった 時に 誰の 畫帖 とも 知ら 

ずに かきました 次 手 を 以て 河童の 歌 を 一 首 御 披露いた します 頓首 

ヮガ 愛ヅ ル 河/太 郎ヲ畫 二 カケリ コ ハ クナク トモ 少シ コハ ガレ 

十一月 二十 五日  芥川龍之介 

小手 川 金 次郎樣 

一 0 五 七 〔十一月 二十 六 = 田 端から。 堀 ロ大學 宛〕 

冠省 その後 は 御 無音に うちすぎ 申訣 無く 存じて 居ります い つ ぞゃ 拙作 を 飜譯し て 下さる と 云 ふ 御手 紙 

を 頂いた 節、 生 僧 支那へ 遊びに 行って ゐた爲 御 返事 を さし 上げる 機 會を失 ひ、 その 儘に なって しま ひ 

ました どうか 不惡 御高 免 下さい こんにち ふと 改造の 御作の 中 トルストイに 關 する 一 章 を讀み 往年の 

失 禮を思 ひ 出しました からこの 手紙 をした k めます 目下 新年 號の 原稿 を 書かされる 爲賣文 生活の 忙 

し さ に 追 はれて ゐ ますが い づ れ拜眉 の 上 高話 を 伺 ひ たいと 存じて ゐ ます 頓盲 

十 f 一月 二十 六 曰  . 芥川龍之介 

堀 口 大學樣 

1 0 五八 〔十二月 一日 田 端 か. り。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

冠省 御手 紙 度 々 難 有く 存候君 の はがき は 早速 校正 の神樣 へま はした あの 校正で は 長文 の 正誤表が 讀者 

から 二 本 も 來てゐ る 神 樣大閉 口 の lg 僕 ぶら り く 執筆 中 
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大芸 先生 侍史 

I  0 五 九 〔十二月  一 H 田 端から。 高 野敬錄 宛〕 

前略 原稿 一 囘だ けさし 上げます 卷頭 はどう かお やめ 下さい 誰か 先輩が よろしいで せう 匇々 

士 一月 朔  芥川龍之介 

高 野 樣 

一 0 六 0  〔十二月 一 日 田 端から。 宇 野浩ニ 宛〕 

菜 雲奉誦 新年 號出來 しゃ 上侮游 記の 事、 君に 關 する 分 だけ 讀んで くれ 給へ 君が 小說と 小品との 別 を 

云々 したから 僕が 「私」 小說論 私見 を 書いた と 言 ふ 藤 森の 說には 驚いた ね ああなる ととても かな はん 僕 

は 兜 をぬ ぐ 

十二月 一日  芥川龍之介 

宇 野 浩ニ樣 

一 0 六 一 〔十二月 六：：：： 田 端から。 濱野英 二 宛〕 

I 对省、 御手 紙拜 見し ました。 鏡 花 全集 はや はり 並製が 參り どうした のかと 思って ゐ ました。 お取り か 

へ を 願 へれば 幸甚です。 支那 游記は 御讀み をね がふの も 汗顔の しろものです。 泉 先生へ も 御無沙汰し 

て 居ります。 どうかお 次 手の 節に よろしく。 いづれ 又 近々 お 目に か \ る 事と 存じます。 頓首 

• 十二月 六日  - 芥川龍之介 

濱野 英ニ樣 

二伸 いつぞや は 柳 田さん たちの 本の 目 錄を難 有う 存じます  ， 


一 O 六 二  〔十二月 十： EH 端から。 佐 佐 木 千 之 宛〕 

冠省、 罷業の 爲 大いに 怠業 氣分 となり、 未だに 中央 公論 も 出来 上らず、 あした 中には 出來 上らせ 候 間 

もう 三 四日お 待ち 下され 度 願 上 候。 頓首 

十二月 十日  芥川龍之介 

佐々 木 千 之 君 

1 1 仲 改造 を 斷り候 へ ば 中央： 公論 をす まし 次第 新潮 へ とりかかる 可く 候 

.  一 0.1、 三 「十二月 十一 日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索- 

-ci  ノ三 厂 封筒に サ カサマ デ 失敬と ぁリ  」 

朶雲 奉誦僕 まだ 原稿 出來 ずもう 一 週間お 待ち 下され 高 野さん 曰、 「佐々 木さん の もの は大 へん 好い もの 

です」 僕の は へ ンテコ な もの だ 

十二月 十一 日  澄 

芸 先 生 

IO 六 四 〔十二月 十五 端から。 高 野敬錄 宛〕 

冠省 昨夜 は 炬燒に 火 を 切らし 候爲、 しま ひの 方大与 I ぎに て 書き、 甚だ 不滿に 候 間、 Ei: 封の 原稿と お 

とり かへ 下され 度 願 上げ 奉り 候。 ；：^上。 

十二月 十五 日  芥川龍之介 

高 野 敬錄樣 

^  一  0 六 五 〔十二月 十六 日 田 端から。 中 根 駒 十郎- が〕 
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1 紙 は あれに て 結構に 候 あれへ ャャ黑 みたる 朱に て 白 ヌキに 表題 を 入れた し 如何に や 

仁 藤 澤淸造 君、 劇作家 協 會の金 を预り 居り、 (百 八十 圓) それ を 爲替に 組みに 行く 途中 落した よし あな 

たに 話し、 「根 津櫂現 裏」 を 新潮 社より 出して くれない かと 申し 居り 候へ ども 如何に や 同書 は 田 山 花 袋、 

生 田 長江、 島 崎 藤 村 諸 先生の 稱 讚 つき 居り 候へば、 廣告の 便 は 有 之 候 出版元 は 小 西 書店 なれ ど 版權は 

スグ にと り 上げられる よし 同 八 この頃 は 首で もく  くりたい などと 申 居候へば なる 可く 本になる やうに 

おとり 計ら ひ 下され 度 候 

to 小生の 本 は 芥川龍之介 選集と 云 ふ 事に いたし、 序文 をつ け、 来月 はじめに さし 上げる つもりに 御座 

候 間左樣 おん ふくみ T され 度 候 頓首 

. 十六 日  芥川龍之介 

中 根 駒 十郞樣 

一 0H 八 六 〔十二月 二十四日 田 端から。 端 書、 佐 藤 春 夫 宛〕 

先達 は 失禮明 二十 五 H 午後 三時 四時の 間に 參上 仕るべし 御 在宅 を 得ば 幸甚 也 頓首 

一 0 六 七 〔十二月 二十 九： IT 田 端から。 小手 川 金次郎 宛〕 

冠省 この間 は かまぼこ を 頂き 難 有く 存じます 早速と なりの いも じ秀眞 先生に 御 裾 わけして 項 だい 仕り 

ました 早速 御禮申 上げる つもりで したが、 新年 號 なる ものに ひっか. -り 居候 爲、 ついつ い 今 B に 相 成 

り甚 恐縮に 存じて ゐ ます 次 手に 河 郞の歌 を 御 披露し ます 

. 橋の 上 ゆ 胡瓜な ぐれば 水 ひびきすな はち 見 ゆる かぶろ の あたま 

わが めづ る 河 の 太 郞を畫 にか け り 怖くな くと も 少し 怖が れ  . 

御 一 笑 下さい 


十二月 二十 九日  芥川龍之介 

小手 川 金 次郞樣 . 

I  0 六 八 〔十二月 三十日 田 端から。 4 取禿眞 宛〕 

寇省 かかる 人 參られ 候 間 御 引見 下され 候 はば 幸甚に 御座 候 小生に はよ くも わからね ど 古き 硯 古き 墨い 

ろ い ろ 有 之 候 小生 も こ の 不景氣 の 師走 に 巾着 の 底 を はたき 候 

十二月 卅日  龍 之 介 

香 取 先生 侍史 

I  0 六 九 〔十二月 三十  一 rn 田 端から。 齋 藤茂吉 宛〕 

冠省 この間 は 御手 紙 を 頂き 難 有く 存候 年末 は 小生に も いろいろ 不快なる 用事 起り 弱り 入り 候 改造の 御 

歌 「折に 觸れ たる」 は 弱り 入りた る 小生に は 何とも 言 はれぬ 感銘 あり 「娑婆 苦より」 「いのり さへ」 「うつ 

しみ は」 「まどかなる」 等 は 巧拙 は 知らず、 ただ に 小生 を セン ティ メンタル に 致し 候 今日 大晦日な り靑 

年團 員の 喇叭の 音 を 聞きつつ、 置炬 健の 中に この 手紙 を 書けば 尊臺 の顏 目にある が 如し まことに まこ 

とに 小生な ど は 「山の なかに も 居りけ む もの」 と 存じ 居候 頓百 

芥川龍 之 介 

齋裔 茂吉樣 

一 一伸 小生 はいろ いろ 不快な 中に 短篇 一 一つ 持へ 候へ ども 中央 公論の 方 は 出來提 ひなり もし 御覽 下 

され 候 はば 新潮の 「年末の 一 日」 を御覽 下され 度 候 

§  iO 七 0  〔十二月 三十  一： HE 端から。 £： ケ：^ 靜山 宛〕 
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冠省 御手 紙拜見 仕り 候 いつぞや 支那 游 記の 事お 尋ね をう けながら 仕事中つ い 御 返事 を さし 上げず 申訣 

無 之 候 島 木さん へ の 紹介 狀は 郵便に てさし 上げても よろしく 候 又 小生よりも 平 福さん に 紹介 狀 をお 貰 

ひなす つ た 方が よろしい か も 知れな い とも 存じ 居候 右 とりあへ ず 御 返事 ま で 頓首 

大 みそか  芥川龍之介 

岸浪 靜山樣 

I  0 七 一 〔大正 十四 年 田 端、 家に て。 葛 卷義敏 宛〕 

よつ ちゃん 大王 閣下 

「戰爭 と 平和」 の 上卷を 出して おいて 下され 給へ 願 ひ 奉る 

I  0 七 二  〔大正 十四 年 田 端、 家に て。 お 卷義敏 宛〕 

庭つ ちに 皐月の 蠅 のした しさよ 

名句 一 つ 今日 製 

義 公  - 

IO 七三 〔大正 十四 年 (推定〕 田 端から-。 下島勳 宛〕 

冠省け ふ ひるごろ はま だう ちに 居り 候 間 御光來 下さる まじく 候 や 長 崎より あやしげなる 屏風 到着いた 

し 居り 候 間お 目に かけ 申す 可く 候 頓首 

十六 日  芥川龍之介 

空 谷 先生 


大正 十五 年 昭和 元年 
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I  0 七 四 〔一月 一 日 田 端から。 年贺狀 に、 石 黑定ー 宛〕 

あなた も 二人のお 子さん のお 父さんに おなり だと 思 ふと 實際 年月の 流れる の を 感じます 

io 七 五 〔一月 八：：： S 端から-。 J^n 喜 作^〕 

寇 省 無精の 爲御 年始 も 申 上げず 失禮 いたして ります 又 昨 n は 結構な もの を 項き、 難^く 存じます 尤 

も 小生 目下 胃腸 を 害し 居る 爲 あの  一 口 最中 も 一 度に 三つし か 食べられず 太だ殘 念です が 如何と も 致さ 

れ ません 右 とりあへ ず 御禮ま で 頓苜 

正月 八日 夜  芥川ー i 之 介 

谷 口 喜 作 樣 

I  0 七 六 〔 一 月 九：！： S 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

謹賀新年 

十二 三日 頃 場 河原へ 湯治に 出かける 箬、 二三 週 間はゐ る、 界は來 ないか？ 奥さんに もよ ろしく 

芥川龍之介 

一 0 七 七 〔一 月 十二  ns 端から。 佐 藤 太 郎宛〕 

冠省 染雲 奉誦 仕り 埃， 令息に はいつ も 御 厄介に 相 成り 居り 候 次 手 を 以てお 父樣 にもお 禮申上 候 扱 小生 
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は小學 時代より 字 は 下手に ていつ も 乙 や 丙ば かり 貰 ひ 居り、 今 曰 も 誰に も 褒められ たる 事 無 之、 ト お 

自身 も 古今の 下手 を 以て 任じ 居り 候 所思 ひがけな くもお 褒めに ぁづ かり 大いに 嬉しく つお へど も 汗顔 

萬に も 存じ 居り 候 就いては 御 令息の 御 爆 動に より、 大膽 にも 駄句 S きたる 小帖 一 册ぉ手 もとこ さし 

上げ 候 間 御 笑覧 下され 候 はば 幸甚と 存候 なほ 末筆ながら 寒氣 きびしき 折から 御 健勝の まど 祈い 

頓首  { 

一月 十二 曰  龍 之 介 

佐藤樣  ノ 

一 0 七 八 〔一月 十三 rn 田 端から。 東 宫豐達 宛〕 

梁 雲奉誦 どうか 御 遠慮なくお 譯し 下さい 名前 はァク タガハ リュウ ノスケ であります なま 又 どうか こ 

ヌ- をお 譯し 下さいと 申 上げる ほど 自信の ある 作品 もありません 右 とりあへ ず 御 返事まで 頓苜 

一月 ナ三曰  芥川龍之介 

東宮 豐達樣 

一 0 七 九 〔一月 十四： 《 田 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

冠省 先達 は 御馳走 さま、 害： 帖は 小さい の を 一つ 君のお 父 きんに 贈った それから 堀 口 君に 支那 游 でお^ 

らんと する に 「冥途」 を 達る 次 手 あれば、 君の 所へ 一 しょに 達る 同 君に 獻 上された し 僕 胃 を 病み、 易ャ」 

病み、 更に 神經性 狭心症 を 病み、 今夜 か 明日 湯治に 出かける これでもう 雜用紛 々の ag、 三 曰 も g:H も 

fi^:! た M だ、 年の 句 なぜ 「いかのぼり 落ち行く かた や 波が しら」 とせ ざり しゃ 「戀 の歐羅 巴」 は 奔放 

自在な I り 却って 人 をして 謹なら しむ、 どうも 僕の 狭心症 は 多少 あの 本 嵐ら れた f だ ，.1,^ 

ず" 一き 之 力 


佐 藤 春夫樣  し、 、 

二 申 生 田さん の會 のこと 僕の 權利は 全部 君に まかせる 適當 に所理 してく ォ おへ 

|0八0  〔一月 十五 田 端から。 齋 藤茂吉 宛〕 

冠省 先 曰 はいろ いろ 御 厄介に 相 成り 難 有く 存じ 奉り 候 友人 蒲 原 君に 持たせ 候 品つ まらぬ ものながら お 

ん目 こか ナ候 なほ S 藤 左 千 夫 先生の 御 遺族の 宿所、 蒲 原 君に ぉ敎へ 下され 候 はば 幸 接に 御^ 候 頓.. ^ 

. T 月 十五 日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

二 仲 今 u これより 湯 河原へ 參り候 頓首 

I  0 八 一 .〔 一 月 十五 H 田 端から。 菅 虎雄 宛〕 

冠省 先生 こよ 不相變 益.. 御 健勝の 事と 存候 先達 は又忠 雄さん を 煩 はし 箱嘗 きのこと を 御 願 ひ 致し、 失 

漂の 段 不惡卸 やる し 下され 度 候 右 夏 目先 生の 短 尺の 箱 は いづれ 小生 參上 頂戴 仕る 可く 候 間 それまで 御 

手 もとにお とどめ 置き 下され 度 候 右 我儘ば かり 中し 恐れ入り 候へ どもよ ろしく 御 取り計ら ひ 下され 度 

願ヒ， 于 11^ ト生 目下 胃腸 を 害し 居り これより 湯 河原へ 避難す る 所に 御座 伊 • お 

一月 十五 日  龍之ィ 

菅 先生 

一 一伸 不相 變惡筆 無双なる 事お わら ひ 下され 度 候 

一 0 八 二  〔 一  月 十五 = 湯 河原から。 山 本 有 一千お〕 

^  ，、その後 胃腸 は惡 いし 神讓 弱は强 いし、 疼 i るし、 大いに 閉 ni 唯今 ここに 半病人 生活 皇 
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つ てゐ る。 

扱 著作 櫂 法の 事なる が 

1 有 報酬た ると 無報酬た ると を 問 はず 作家の 許可 だけ は 請 ふ 事に したし。 これ は 若し 請 はれれば、 テ 

キ スト を敎 へ られる だけにても 便宜な り。 

に それから 遺族 は 少し 古くなる と 中々 宿所 わからず、 その 宿所 錄を 作る 事 も 著作家 協會の 仕事と して 

よからん。 

それから 「正當 の範圍 内に て拔 萃鬼輯 する 事」 と 言 ふの は 如何に や。 十七 字の 俳句、 三十 一文字の 歌 

など は 五六 字づっ とられる やうに 聞えざる 乎。 拔萃 は選擇 とか 何 かした 方よ からん 

泗 「正 當の範 園内に て」 も暖昧 なり。 僕の 讀 本な ども 知らず 識ら ず頁數 殖え たれば 正當の 範圍を 越えた 

る や も 知れず。 正當の 範圍を 越えたり とて 罰せられれば それ迄な り。 C. 勿論 罰せられて は 困る が〕 何 m 

何 頁 以下と 制限す る 方よ ろし からん 乎。 尤も 活字の 號 ゃ行數 によりて は それ も 確かに は 行かな かるべ 

し 0 

宿所 錄を 搏ら へる 事 等の 費用に は 僕の 讀 本の 印 稅を當 てても よろし。 

今日 夕刊に て大 橋さん の 變死を 知り、 なぜ 僕の 關係 する 緣談 はかう 不幸ば かり 起る かと 思って 大いに 

神經 衰弱 を壻 進した。 菊 池 は 旅行 中の よし 保險會 社の 人に 聞きし 故 とりあへ ず 君に この 手紙 を 出す。 

なほ 上記 四 件 は 委員 會へ かける 前に 菊 池に 一 應 話して 見て くれ 給へ  ， 

一 月 十五 日  芥川龍 之 介 

山 本 有三樣 

I  0 八 三 〔 一 月 十六 H 湯 河原から。 繪端 書、 下 島 勳苑〕 

昨夜 ここへ 參 りました 地震で 山が 崩れたり 宿 (中 西〕 が 全く 別な 所に 移って ゐ たりして 离だ有 爲轉變 を 


感じました どうか そのうちに お遊びに お出で 下さい 頓苜 

十六 日  相 州 湯 河原 中 西 龍 之 介 

一 0 八 四 〔 一 月 十六 H 湯 河原から。 繪端 書、 室 生 摩 星 宛〕 

湯 河原 中 西の 二階に 在い、 ちょっと 遊びに 來ては 如何、 梅 は旣に 開き たれ ど、 寒さ は 大して 東京と， 1 

らず、 (尤も 女中に 聞けば、 これ は 今日 だけの よし) 

栴檀 の贊の 明るさよ 冬の そら 

十六 曰  龍 之  Z ヌ 

一 0 八 五 〔 一 月 十六：：： 湯 河原から。 太 橋繁， お〕 

拜啓 御主 入御 長逝 の 趣 承り 御 哀悼の 情に 堪 へ ず 候 小生 自身 も神經 衰弱 の 爲、 當地 に 養生 致し；^ ハり候 へ 

ば 一 層 11 然 たる もの 有 之 候 頓首 

一月 十六 曰 夜  芥川龍之介 

大橋樣 

一 0 八 六 〔 一 月 十八 rz 湯 河原から。 縛 端 寄、 小 穴^  一  ^〕 

毎日 退屈に 曰 を 暮らして ゐ ます。 大撟 女史のお 父さんが 變 死した ので 又 ぞろ少 々憂 薩 になり ました。 

どうも 小生の 關係 する 緣談は 皆 惡ぃ事 を 招く やうな 氣 がする。 君 も 精々 氣を つけ 給へ。 どうも かう 5： 

外 多事で はやり きれない。 春陽 會の畫 出来つ つ あり や 否や。 

十八 日  龍 


年 五十. IK 尺  613 


I  0 八 七 〔一 月 二十日 湯 河原から。 繪端 書、 下 鳥勳 宛〕 

こちら はさす がに 暖く 梅花 も滿 開に 御座 候 但し 胃の 具合 あ ひか はらず よからず、 就いては 散藥儀 あま 

す 所 二日 半と 相 成り 候へば、 もう 二週間 分 ほど 項 戴 仕り 度 候。 尤も 次 手 有 之 候へば、 わざわざお はり 

下さらず とも 宅より 項 戴に 出る ものに お渡し 下され 候 ま. ま： H ね 溝に 座疾。 

一月 二十日  湯 河原 龍 之 介 

I  0 八 八 〔 一 月 二十 3= 湯 河原から。 佐 佐 木 茂 索苑〕 

1； 財" 省。 御手 紙 東京より 囘 達し 来りて 拜見、 尤も その 前に 大撟樣 へ はお 悔み 狀を 差し上げ、 (番地 わから 

ね ど、 三溪園 近傍と したり) 宅 へ は荆 妻に 大橋樣 へお 悔みに 參る やうに 申しつ け 候。 小生 自身 參 上し 

なければ ならぬ 所 なれ ど、 何分 胃は惡 し、 腸は惡 し、 神經 衰弱 は甚 しいし、 大いにへ こたれ 居り 候へ 

ば、 歸 京の 節 にても 大橋樣 へ は參上 仕る つもりに 候。 どうか 右惡 からず 思って くれ 給へ。 小生 は 二月 

近くの 不眠症 未だに 癒らず、 ニ晚 ばかり 眠らずに ゐ ると、 三 晚目は 疲れて 眠る に は 眠る が、 四 &-:nI は 

又 目が さえて しま ふ。 かかる 間に 大橋樣 の訃に 接し、 すっかり 神經 的に 參 つてし まひ 候。 岡と 云 ひ、 

君と 云 ひ、 僕の 關係 する 緣談 は悉 不幸 を齎 すに 似たり。 實際 ここに 鬱々 と 日 を つて ゐ ると、 (それ も 

下 島 先 半； 處 方の 胃の 藥と齋 藤 茂吉處 方の 神經 衰弱の 藥と をのみつつ) 遁世 の 志 を 生じ 候。 奥さん も定 

めし 弱られ 居るべし。 どうかよ ろしく 申 上げて くれ 給へ。 兎に角 生きて ゐ るの は樂ぢ やない。 正宗 白 

鳥 は國へ ひっこむ よし、 健 羨に 堪 へず。 右 とりあへ ずお 悔み かたがた 御 返事まで 頓首 

一 月 廿日  芥川龍之介 

. 佐 佐 木 茂索樣 

二伸 高 作 「靑 きを 踏む」 第 一 ならん 乎。 「ふるさと びと」 も 結構 なれ ど少々 書き かた 不 丁寧な り？ 


僕の 夢 を 唐 頭に 使った の は 前に は 唯 「子供の 病氣」 あるの み。 「度々 使った 技巧」 に は 抗議 を 言 ふよ リ 

ば こと S いた メモ ァを ー讀、 これ も 遁世の 念を 生ぜし めた だけ だ。 橫濱 

まで 參らる I 手に ちょっと ここまで 足 をお のばしになる こと は I ず や。 世の中の 憂き こと ど 

もの 話 をしたい。 

一 o\i  〔一月 二十 一 = 湯 河原から。 端 書、 山 本 有 三 宛〕 

1 この間 は秦 へお 金 ゃ雜誌 をと どけ て頂 いて 難 有う。 秦の お父さんから ぉ禮狀を 賀ひ 大いに 恐縮 

した。 ここ も 毛の 足袋 を 必要と する ほど 寒い。 但し 梅花 は滿 開。  _  . 

一月 二十 一日  芥川龍之介 

二伸 それから この 前書き 落した が 著作 權 法の 「修身 書及讀 本」 も變 だね。 「教科書 及副讀 本」 位で. - 

どうかね？ 

ー0九0  〔一月 二十  一 河 から。 小 穴隆ー 宛〕 

i. 君の 手 紙を 見て また 少し まゐ つた。 お腹 立ちの 事な ど 何にもない。 唯、 この頃 5 としてき 

会って ゐる もの だから、 大 橋さん の 謹に 神 f 起した だけ だ。 それから 本の名 は 「？ 曰」 を 用 ひず 

「或 曰」 を用 ひて 頂きた く 候。 内藏 之 助 も内藏 助に し た し。？ れ は 改めん と 思 ひつ ，ジ 。つ" 亡』 f"" 

の) それから 〔六十 五 字 削除〕 何 かに 話した 事 だら う。 不眠 は 相 か はらず。 胃 は 未た 痛む。 l^w^^ 

のは痔 だけ。 實際 くさくさ してし まふ。 春陽 會の ハ ン 入の 節 は 御 遠慮なく 義 ちゃん を 使って く， 

君の 賽の 展覽 される 頃 に はもう 少し 樂な氣 にな つて ゐ たい。 

二月 二十 1 日 

一 游亭樣  .  / 
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ば：：  I  0 九 I  〔一月 二十 一 H 湯 河原から。 芥川道 章 宛〕 

一 、 御手 紙 二通 拜見、 比呂志 籤に 通りた る 段 祝 着に 存 候文 子、 佐 佐 木へ 參り候 事 も 名案に 御座 候。 小 

生は大 橋さん へ 悔み 狀を 出し 置きたり。 歸り にで もちよつ と 寄る か、 出直して 悔みに 參る べし。 文 子 

御 苦 勞樣に 御座 候。 

. 二、 女中 力石に たのみ やり 候へば、 そちら にても 精々 御 さがし 下され 度 候。 

三、 をば さんなる 可く 早くお 出で 下され 度 候。 一人に て ぼつねん として ゐ るの はやり 切れず、 今月 中 

にお 出で 下されず は歸 京す る 外 は 無 之 候。 ァ ダリン を 使 はず、 夜中 起きて ゐる 時な ど は實に 閉口 致し 

居候。  、 

四、 本の 外に 心 を 慰む る ものな し。 この 手紙つ き 次第、 蘇 峰の 近世 日本 國民 史豐お 時代 三册 (合計 九 

圓) 至急お. 逢り 下され 度 候。 先便お 達り の はもう ー册讀 了いた し 候。 なほ 又 それ をお 達り 下され 候 節、 

梁 塵祕抄 (これ は 書齋の 床の間の 側の 芭蕉， I, 作の 戶 棚の 中に あり〕 もお、 逢り 下され 度 候。 本は義 ちゃんに 

もお たのみ 下され 度 候。 

五、 小包み は 二つ 受けと り 候 一つ は 明 石の 原稿と 近世 日本 國民 史、 一 つ は 猪狩史 山の 女禍傳 (大 阪屋 

出版) に 御座 候。 義 ちゃんより 大雅 堂の 本を经 りし 由 なれ ど、 それ はま だと どかず 候。 

六、 胃の 具合 未だ わるく、 散 藥缺乏 にっき、 下 島さん へもう 二週間 分 願 ひ 候へ ども、 御發、 ム迗の 手數を 

かくる は 御氣の 毒に つき、 本 を 達る 中へ 入れて お 達り 下され 度 候。 

七、 寒き うち は腦 溢血 患^ 多き よし、 平生より お 酒す、、 こさる る 事 禁物に 御座 候。 おばあさん も 炬燒に 

て 風 を ひくべからず。 

八、 小生 留守中 は義 ちゃん も 何かと 不便 多 からん。 よろしく 御 面倒 を御覽 下され 度 候。 

九、 也 寸志の 便祕 なほり たり や。 湯 河原 は 下痢 を 直す のに 特效 あるせ ゐか、 小生 も便祕 して り 居り 


候。 (伯母さん お出の 節ビ オフ H ル ミン 一 罎御 持參ド され 度 候。 お 接" に は 及ばず) 比呂 志、 試 驗に通 

る やう に 存じ 候 へ ど も 親 の愁 目に や。 

十、 土屋の 番地 知らねば、 小生 宅氣附 にて 手紙 を 出し 候 間、 ちょっと おとどけ 下され 度 侯。 土屋 のう 

ちの 位置 は 左の通り。 

〔ベ ン 書きの 地圖 ぁリ〕 

十一、 當地は 梅 も 開き 居り 候へば、 幾分 か 東京よりも 暖からん 乎。 宿 は 目下 滿員 にて 朝夕 は 湯に は ひ 

るのに 困り 候。 

一月 二十 一日  龍 之 介 

父上 樣 

一 0 九 二  〔一  月 二十 二  H 湯 河原 か. り。 端 書、 赤 夫-が〕 

冠省。 每日 無聊に 消光、 但し 胃 は あ ひか はらず 惡ぃ。 不眠 もな ほらん。 讀 本の 方 はどうな りし か。 氣 

になる ゆ ゑ、 ちょっと 知らされ たし。 まだ 皆す まずば、 薰 さんと 協力し、 お骨折り を 得ば 幸菌。 神經 

衰弱 は 如何せ しゃ。 湯に は ひる か、 散歩す るか、 つとめて 血行 をよ くし、 僕の やうに ヒ ドィ： Z にあ ふ 

ことな かれ。 

相 州 湯 河原 中 西 内 芥川龍之介 

一 0 九 n  一  二月 二. H;:n ^河原かん。 佐 藤 登 太郎- 冗〕 

冠省、 かかる 跌 にて 失 禮に 候へ ども 當 地に はこの 書簡 築の 外 無 之 候 間 これにて 御免 下され 度 候。 御 臥 

S 床 中の よし、 寒氣嚴 しき 折から 何と ぞ御 大事に 願 上げ 候。 拙 句惡甯 多少な りと も 御 病 問 を 慰め 候 はば 

幸甚と 存候。 小生 も 若き 癖に 寒さに 中 てられ、 胃 を 投じ、 腸をホ n し、 おまけに 神經性 狭心症 さへ 生じ 


今月 半ばより 當 地に 人 湯罷在 候。 とりあへ ず 御見舞まで 頓首 

S  一月 廿 二日  龍 之 介 

佐藤樣 

1 0 九 四 〔 一 月 二十 六日 湯 河原から。 繪端 書、 南 條勝代 宛〕 

この間 は 病 氣の爲 不^快な 顏 をして ゐて あなたまで も不 快に したら うと 思って ゐ ます さう してお 氣 

の？ I 母に 思って ゐ ます わたし は 來月 中旬まで こちらに ゐ ようかと 思って ゐ ます 「思って ゐ ます」. まかりつ 

づ いて 變 です が 當用 のみ。 

二十 六日  . 中 西に て 芥川龍之介 

一 0 九 五 〔 一 月 二十 六日 湯 河原から。 繪端 番、 土： Si! 文明 宛〕 

朶雲拜 誦來月 十五 曰 頃 迄はゐ るつ もり だが、 來月 はじめに は 伯母が 來る かも 知れない。 ぜひ 來恰 へ。 

僕 も體カ 恢復 次第、 仕事に とりかか らうと 思って ゐる 

二十 六日  ゆが はら 中 西 龍 之へ パ 

二伸 待って ゐ るよ。 

一 0 九 六 〔一月 二十 七日 湯 河原から，。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

^ 1; 成 省、 やうかん お 達り 下され 難 有く 存候。 勿論 奥さんの 御 厚意な らんと 存じ 候。 但し あれ を 食 ひすぎ 

十 候せ ゐか 昨今 腹中 異狀を 生じ、 屁 も 何も 出ず、 何やら 鳴動 致し 居候。 この 宿のお 上さん と 病 を， 吾り 院 

I へば 何も彼も 割り符 を 合 はす やうに て 得體の 知れぬ 胃腸 を 患 ふ もの 小生 一 人の みに あらざる を 知り、 

何やら 天下 を 擧げて 病人なる 乎の 感を 生じ 候。 當地は 梅な ど 開き り 候へ ども 寒氣 中々 きびしく (悔 


も 准 震 h 開きし にや) これに も II し 居り 候。 この 分に て は來 月 もこ こに ゐる ことと ならん 

uu^.  i 云々 の はがき を拜受 したる 頃 はま だし も靈 なりし ss へず。 H 

曼靑 居士と 號 さん 乎と 思 ひ 居り 候 末筆ながら 奥さんに よろしく 頓首  澄 

廿七： n  ： 

芸 先生  。 

二伸 この 前の 手紙 は ゆきち が ひに なりたり と覺 ゆ。 御 一遊の 志 なきや 

I  O-T^ て 〔一月 二十 七 H 湯 河原から。 繪端窨 、佐 藤 春 夫 釣〕 

君のお 父さんより |狀を 貰 ふ。 御 病中の よし 字 も. S 臥し i かれたら しかった。 ちょっと 氣 にな 

り、 このはが き を認 む。 どうか 君から もよ ろしべ . Sfl3$ 西 芥川龍之介 

二十 七日  ^^t. ..f 

I  o.f^ 八 「一月 二十 八；；：：？；！ § 河 力ら w^*^.,Ay^ 

iii の 事と 存じます 垂ぉ願^^ ；^，  願お，； 

, ^と， じます) 頂戴に 上る つもりで ごさいます^ 縮な 力ら 御 在宅 を^-わ. -等砻 

へず 當用 のみ 頓首  I  介 

一月 廿 八日 夜  1 之 

菅 先 生 

一 0 九九 〔二月 五日 河-ぬか、 り。 齋藤茂 吉^〕 

冠省、 章歸見 仕い 候。 いろいろ 御 親切に 預り、 難 有く 裏。 煙草 は 早速 節すべく 候。 それから 神 
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9 保さん は 診察料、 處方 料と もとって 下さらず、 困り 居り 候 間、 御 次 手の 節 御宿 所お 知らせ 下され 候 は 

^ ば 幸甚に 存候 (コ レ ハ本當 二 御 次 手 ノ節ニ テョ 口 シク 候) なほ 又 神 保さん のお 名前 も 伺 ひたく 存候。 土 

屋 君と 當 地へ お出での よし 承り 居り 候へ ども、 その後 如何に 相 成り 居り 候 や。 小生 は 十五 日より 二十 

R までの 間に 歸京 仕らん 乎と 存じ 居り 候。 書きた きもの も 病弱の 爲書 けず、 苦しき こと は 病弱の 爲ー 

層 苦しみ 多し、 御憫笑 下さるべく 候。 頓首 

二月 五 W  ,  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

一一 00  〔二月 八日 湯 河原から。 片山廣 子 宛〕 

冠省、 唯今 宅より 手紙 參り、 御見舞の お菓子 を 頂いた よし、. 難 有く 存じます。 この 前の はがきに は AJ 

ちらの 宿所 を 書かなかった ものと 見えます。 さもなければ、 こちらへ 項 戴いた し、 この 手紙 をした 

める 頃に は 賞玩して ゐ たらう と 思 ひます から。 僕 は神經 衰弱の 上に 胃酸過多症と アト ニイと 兩方 起つ 

てゐ るよ し、 又 この 分に て は 四十 以上に なると、 とり かへ しのつ かぬ 大病に なるよし、 實に 厄介に 存 

じて ゐ ます。 何 を 書く 氣も何 を 讀む氣 もせず、 唯 德富蘇 峰の 織 田 時代 史ゃ豐 K 時代 史を 讀んで 人工的 

に 勇 氣を振 ひ 起して ゐる 次第、 何と ぞ この リ ディ キュ ラスな 所 をお 笑 ひ 下さい。 (但し 僕 自身 は 大眞面 

、目な のです。；； 湯 河原の 風物 も 病人の 目に はどう も 頗る 憂鬱です。 唯 この間 山の 奥の 隱居 梅園と 申す 所 

へ 行き、 修竹 梅花の 中の 茅屋に 跪 茶を飮 ませて 貰った 時 は、 僕 も かう 言 ふ 所へ 遁世し たらと 思 ひまし 

た。 が、 梅園のお 婆さん (な もと 言 ふ 岐阜 辯 を 使 ひます。〕 と 話して 見る と、 この 梅園 を讓り 受ける と 

して、 地 價ー萬 二三 千圓、 家屋 新築 費 一 萬圓、 溫泉を 掘る 費用 一 蓖圓、 合計 少く とも 三 萬 二三 千圓の 

遁 費 を 要する のを發 見し ました。 その上 何もせ ずに 衣食す る爲に 信託 財 產七八 萬圓を 計上す ると、 

どうしても 十 蓠圓位 入用です。 丙 行 芭蕉の 昔 は 知らず 遁世 も當 節で は容 ぢ やありません。 さう 考へ 


たら、 隱居 梅園 も 甚だ 憂 li になって しま ひました。 いづれ 一度お 目に かかり、 ゆっくり 肉體的 並びに 

精神的 病狀を 申し上げます。 

道ば たの 墓な つかし や 冬の 梅 

二月 八日  芥川龍之介 

片山 廣子樣 粧次 . 

I  IO  一  〔二月 九 河原から。 小穴隆 丁： g〕 

冠省 その後 御變 りなく 御 消光の 事と 存候。 この間 遠 藤 光子 纏 来られ たれ ど、 不幸に もま はり 合せ 惡く 

一度 も 拜顏の 機 を 得ず 大いに 殘 念に 存候。 それからけ ふ は兎屋 ^5 士ょ りお 菓子 を澤山 M 、き、 大いに 恐 

縮に 存候。 どちらも 御 次 手の 節よ ろしく 申 上げて くだされ たし。 又小峯 よりも 手紙 參り、 装幀 出来の 

よし 承り 難 有く 存候。 小峯 へ は^に 當 方より 手紙 を 遣し 居り 候 間お 小 遣 ひ 御 入用の 節 は 御 遠慮なく 御 

徵發 下され 度 候。 伯母 は 十二 三日 頃に 來る よし さすれば 小生 も 一 一十 HI 前に は歸ら るる や 否や わからず- 

しかしなる 可く 二十 曰までに は歸 らんと 存 居り 候。 この頃 も 不相變 不眠に て 弱り 居り 候。 但し ァ ダリ 

ンを用 ひぬ だけ 幾分 快方に 向 ひしな らん 乎。 數日前 佐 佐 木 茂 索 遊びに 參り、 二 泊して 歸り 候。 滞在中 

大いに 小生の 不養生 を苦諌 致し くれ、 澄 江 堂 主人 一 言 も 無 之 仕義に 立ち至り 候。 實は かかる 駄辯を 弄 

しながら XX さんの 一件 氣が かりなり。 尤も これ は 神經の 弱り 居る 爲 かも 知れず、 +ぉ藤^^?の手紙にょ 

れば、 每曰元 氣に御 制作 中の よし、 そんな 事を考 へて 多少の 安心 を强 ひ：^ り 候 勿々 

二月 九日  龍 之 介 

隆ー樣  . 

§  一一  0 二  〔二月 九：：： 湯 河-似から。 繪端 書、 佐佐木_^^-.^-^〕 


年 五十 正 人 


621 


固形 スゥプ ありがたう。 はたき を 達った 後で 落手。 項 戴ば かりして 汗顔の 至りな り。 久米 をビカ 一 と 

言 ふ、 按ずる に 合評 會 のく づれに 花 を ひきし ならん。 (サイ コ アナリシス の 手腕 驚くべし。〕 大 橋さん ヽ 

は 月末 參上 仕るべし。 どうも まだ 僕の 神經は 弱って ゐる。 夜な ど 時々 思 ひ 出して いかん。 頓首 

龍 之 介 

奥さんに よろしく。  ， 

一 IO 三 〔二月 九 H 湯 河原から。 繪端 書、 蒲 原卷夫 I が〕 . 

御手 紙拜 見。 いろいろ 御苦勞 さま。 三人と なると、 三人 だけの こすの は殘 念な 心 もち もす る。 乙 字 ま 

碧 童さん にこ ちらから 問 ひ 合せよう。 美妙、 篁 村、 わかる 方法 なきや。 それから 加 能 君から 借りた 卞、 

訂正 をす ませたら、 加 能 君へ 返却して くれ 給へ。 大阪 より まだ 返事 なきや。 右 こちら も耍牛 だけ。 

九日  ま . 

I  一  0 四 〔二月 九 rn 湯 河原から。 谷 口 喜 作 宛〕 

冠省、 今 曰お 菓子 澤山 項き、 難 有く 存候。 小生 は 目下 神經 衰弱の 外に も 胃酸過多症と アト ニイと を 併 

發 致し 居り 候へば 少々 づっ 食後に 項 戴 仕る 可く 候。 當 地の 風物、 孟宗は 黄に 梅花 は 白く 旣に春 意を帶 

び 居り 候へ ども 病人の 目に は 憂鬱に 相 見え、 快々 と 曰 を 暮らし 居り 候 右 とりあへ ず御禮 の.^ 頓首 

二月 九日  芥川龍之介 

谷 口 喜 作 樣 

一 一 0 五 〔二月 九：：：！ 湯 河原から。 緒 端 書、 土 尾 文明-お〕 

山襞の 雪 消えに けりい たづら にきの ふ もけ ふ も 君 を 待ちつつ 


>^ゥ  一 二 首 速成 ショウ ト思 ウタ ガ 面倒 故 ヤメ 一一  スル。 コ ノ頃 沈丁花 ノ荅大 イナ リ。 來レ バイイ 一一 僕 

ハ マダ 不眠 ダ。 

九日  中 西う ち 龍 之 介 

.  一一 0 六 〔二月 十二  H 湯 河原から。 里 見 1i^:^〕 

i. 高著 緣談窶 を 頂き、 難 有く 存じます。 東京から 廻 達して 二三 日 前に 落手し ました。 早速 拜 見す 

るつ もいです。 なほこの 頃 満潮 を拜 見し ましたが、 作者の 満潮 を 好まれな いのは 部分的の 出來 不出來 

を， IBe- して 考 へられる からで はないで せう か？ 「惡 き讀 者」 僕 はや はり 中々 感心し ました。 右 とりあい 

ず御禮 まで 頓首 

二月 十二 日 .  芥川龍之介 

里 見^ 樣  . 

一 I  0 七 〔二月 十四 IH 湯 河原から-。 精 端 書、 芥 川比呂 志. お〕 

コレ ハダル マダ キト ィフ タキ デス。 コノ タキ ハオ トゥサン/ヰ ル トコ ロノ スグソ バー 一 アリマ ス。 

ヲバ サン モ、 ォ トゥサン モ 二十 三チゴ ロカ ヘリ マス。 タカシ トケン カヲシ ナイ ャゥニ オト ナシ クオ 

ァ ソビナ サイ。 

二月 十四日  ま 

一 I  OA  〔二月 十五 湯 河原から。 端 書、 蒲 原 春 夫 宛〕 

2 御手 紙拜見 いろいろ 御手 數を かけ 冬 謝。 水滸傳 所々 拜見。 思った よりも 上出来 なり。 装幀 も そんなに 

6 惡 くな いぢ やない か？ 近世 R 本史 もう 皆讀ん でし まった。 頭の 具合 惡く當 分 仕事 は 出来さう もな I 
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.  湯 河原 中 西 芥川龍之介 

一 IO 九 〔二月 十五 H 湯 河原から。 繪端 書、 下島勳 宛〕 

この頃 伯母 東京より 參り、 一し よに 暮らし 居り 候。 胃腸の 具合 も神經 衰弱 も 同じ やうに て 閉口 致し 居 

り 候。 

二月 十五 日  湯 河原 龍 之 介 

一一 10  〔二月 (推定) 十六 H 湯 河原から。 繪端 書、 小穴隆 ー苑〕 

一 昨日 小峯、 拙著 一 一種 持 參致候 装幀. 湿く して 上等な り。 第 一 朱 字のう まいのに 驚嘆 致し 候。 お 禮はぁ 

の 本より 印稅に 致し 度、 爾今 二分 だけお 納め 申さす 可く 候、 それから お尋ねの 件、 ボルト レエに てよ 

ろしく 候。 小生 病狀 依然。 

十六 日  龍 

一一 I  I  〔二月 十六 nz 湯 河原から。 繪端 書、 室 生 犀 宛〕 

その後 御淸 適なる べし この間 こちらへ 來る 途中、 ちょっと 原 君 を 見舞った。 熱 を 出して ゐた、 この 

頃 伯母 東京より 參り、 一 しょに 人 湯 中、 胃に 未だ 鈍痛 あり 春光 太だ晴 やかなら ず。 頓首 

二月 十六 日  龍 之 介 

一一 一二  〔二月 十六：：：； 湯 河 涼から。 野 友ニ郎 宛〕 

t 成 省。 度々 御手 紙 難 有く 存じます。 小生 は 先月 以來當 温泉に 靜 萎して 居ります。 今月末に は歸京 致し 

ますから、 畫帖は その 節 必ず 何 か 書きなぐります。 r 前に つて 頃いた 畫帖も そのままに 相 成り 居り、 ， 


厚顔なる 小生 もさす がに 恐縮に 存じて 居ります？ 小生の 病 は アト 二 ィと酸 過多と 神經 衰弱との よし、 

IT 々藥を 三つ ものまねば ならず、 不景 氣な顏 をして 暮らして 居ります。 右 とりあへ ず、 (お 手紙 は 東お 

から 轉途 して 来る 爲、 大分 蓮れ ましたが， -御 返事まで にこの 手紙 をした ためました。 頓 や：： 

二月 十六 日  ，  芥川龍之介 

眞野友 ニ郞樣 

一一 一三 〔二月 十九！：：： 湯 河原から。 緣端 書、 ，M£ 力 藏苑〕 . 

御手 紙 ありがたく 拜見 仕り 候、 仰せの 旨 菊 池へ 申し 遣り 候 間 返事 有 之 次第、 高敎を 仰ぐ 事 も 御 候べ 

くその 節 は 何分よ ろしく 願 上げ 候 右 とりあへ ず御禮 まで 

十九 曰  相 州 湯 河原 芥 川 龍 之 介 

一 一 一四 〔二月 二十 nzrw 端から。 佐 藤 春 夫 宛〕 

冠省 改造 社 の 人に 聞けば 君のお 父 さまの 御病氣 の爲君 も國へ 行った よし 御 容態 如何 かと ひ、 この 手 

紙 をした. -め候 僕の 病 は 君の 奥さんの 御 料理の 所爲 ならば 幸福 だが 酸 過多と アト ュ ィと 神經性 消化 不 

良と 併發 しこ e 儘 齢 四十に なると 潰瘍 か 癌になる 事う け 合 ひと 云 ふの だから 往生した 目下 詩 も 何も 作 

る勇氣 なし 況ゃ小 說をゃ 何だかお 父 様の 御病氣 見舞の 手紙に 駄辯を 弄して 相す まぬ が この 前の 手紙に 

返事 を 書かなかった 故 それ を 兼ねた ものと 勘辨 して くれ 給へ 草々 

二月 二十日  龍 之 介 

春 夫 兄 侍史 

^  二 仲 僕の 叔父 腦 溢血に て 半身 不隨 になり、 その 爲に昨 nl 湯 河原から 歸 つた 
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§  一  II 五 〔十五 年 (推定) 二月 二十  一 H 田 端から。 與 謝野宽 宛〕 

II 省 御手 紙 ありがたく 拜見 仕り 候 但し 小生 は舊臘 來體を 損じ 居り 月々 の 仕事 も 出来ず、 難 跪 致し, り 

候 間 まことに 恐縮に は 候へ ども 講演の 儀 は當分 御免 蒙り 度 願 上 候な ほ 又 末筆ながら この間 は 奥 榮こラ 

ディ ォ にて 拙作 を 褒めて 項き 候よ し 難 有く 御 禮甲上 候 右 とりあへ ず 御 返事まで 頓首 

一一 月 念 一日  龍 之 介 

與 謝野樣 

一一 一六 〔二月 二十 三日 田 端から。 竹 中 郁 宛〕 

tkj 省 黃 蜂と 花粉 を 項き ありがたく 存じます いつぞやお 約束した r 樹」 はもう 少々 お待ち F さい 右と 

り あへ ず御禮 までに この 手紙 をした.^ めました 頓首 

^一一  f!f.,  . 芥川龍之介 

ゲ中 有樣 , 

一一 一七 〔二月 二十 六 H 田 端から。 室 生 犀 星 宛〕 

昨 曰 は失禮 仕り 候 石油 スト ォブ この 手紙 持參の ものに 御 渡し 下され 度 願 上. 2^ なま 又 女 i  、月號 おか 

し 下され 候 はば 幸甚に 御座 候い つも いろいろ 御 厄介ば かり 相 かけ 恐縮の 外な し 右 あらく 當 申の.. - 

頓苜 

. 二月 念 六日 

魚 先生  ：. ： 


I  一一 \  〔二：.；  二十 八 m 田 端から。 南 條勝代 宛〕 

響、 御手 §見 仕り 候。 來月四 曰 午後 二 時に お出で 下され 浸ば 塞に^ 候。 H 

せず、 霞 無之候間碌な 事 はしゃべ られぬ ものと 御 霧な され 度 願 上 候 警 n 龍 之 r 

二月 二十 八日  4  j 

南條 勝代漾 

二 申 「お 安 じ」 はいけ ません。 「お案じ」 です。 

一 一 一九 〔三月 五 口田 端から。 室贺 文武 宛〕 

響。 聖書け ふ 頂きました。 難 有く 存じます。 今 山上の垂訓の 所" 魔""；；；；^ 度 も 今までに 讀ん 

だ 所です が、 今までに 氣づ かなかった 意味 を感 じました。 右 とりあへ す g まドパ 1 き 

三月 五日 

室賀 文武 様 

一二 10  〔三月 十一 Hra 端から。 杉 本 わかえ〕 

拜啓、 わざわざ 御見舞 を 頂き 難 有く 存じます。 蔓性 の神讀 If に 恢復 ほ：^" あ "おん。 

別封の 品 は 御返しまでに 差 上. けます。 ぉ氣に 人らぬ t 知れ I んカ f  IP, 下：：：，， 之 

三月 十一 日  . J 

二伸 け ふ 午後 永見君が來る ことにな つて ゐ ます。 逢って 又 氣の雷 f する こと を考 へる とし 

や こなります。 
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一一 ニー 〔四月 五日 田 端から。 渡邊^^輔宛〕 

冠省、 君に 手紙 書かずに ゐて すまない。 しかし その後 あ ひか はらず 祌經 衰弱 は ひどし、 胃腸 は惡 いし、 

痔 にも 惱 まされて 鬱々 と 曰 を J_ ほって ゐる 始末 だ。 君の ゐた頃 を 何度もな つかしく 思 ふ。 新聞まい 度 あ 

りが たう。 あれ は齋 藤さん からで も 古今 書院へ 話して 貫って はどう か。 この 體 では 今 どうに も 出来な 

い。 お父さん やお 母さんに よろしく。 

四月 五 曰 夜  床上に て 龍 

庫輔樣 

II  ニニ  〔四月 九日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

冠省、 いろいろ お見舞の 品 を 頂き、 難 有く 存じ 奉り 候。 いつも 頂戴ば かりして ゐて申 訣無之 候。 さて 

アロナ アル •  ロッシュ、 君 は 一錠に て 眠られる と 言 ひし 故ー銨 のみし 所、 更に 眠られず、 もう 一錠の 

みしが、 やはり 眠られず、 とうとう ァ ダリン 一 グラムの みて 眠りし が、 アロナ アルの 效カは 細く 長き 

ものと 見え、 翌日 は 一 曰！！々 然として 暮らしたり。 右御禮 かたがた 御 報告まで。 頓首 

四月 九日 夜  芥川龍之介 

佐 佐 木 茂索樣 

二伸 奥樣 にもよ ろしく 願 ひ 奉る。 この頃 下 島さん に賴 まれ、 悼 亡の 句 一 つ。 

更け まさる 火 かげ や こよ ひ 雛の 顔 

-  I  一二三 〔四月 二十 二日 田 端から。 端 書、， 南 條勝代 宛〕 

冠省 御手 紙拜見 仕り 候 今日より ちょっと 鵠 沼へ 養生に 參り候 間 来月 廿日 以後に お出 下され 度 願 上 


628 


候 頓首 

四月 廿 二日  .  芥川龍 之 介 

I  I  二 四 〔四月 二十 三日 鵠 沼から。 繪端 書、 卷義敏 宛〕 

「馬の 脚」 の 出て ゐる 新潮 ニ册蒲 原の 来る 時に 託された し。 間に合 はねば 小包みに て、 途られ たし。 以上 

二 土 一一 曰  龍 之 介 > 

二 仲 伯母さんの 健康に 氣を つけられ たし。 又 カラ カミの 本棚の 一番 上の 段に 山跻 愛山 著 孔子 論 並 

びに 问 とか 氏 著 孔子と その 徒 あり それ もつ いでに 達ら れ たし。 


二 五 


、四月 二十 五日^ 沼から。 渡邊」 it 輔. w„ 

/封筒に 一 人に て 見るべし と斷り ffJ あ 一 


冠省。 この間 君の ことで 武川 君が 来た。 君の 手紙 も 見た。 僕が 永 見よりも 君 を 重んじて ゐる事 は君自 

身 も 知って ゐる箬 だ。 破門され たな どと 莫迦な こと を 言 ふ ものに は 僕の 手紙 を 見せろ。 僕 はま だ體. 惡 

く 弱って ゐる 故、 長い 手紙 は 書け ない。 僕 は 時々 君が ゐれば 好い にと 思って ゐるぞ 。右當 用の み。 頓首 

四月 二十 五日  芥川龍之介 

渡邊 庫輔樣 

二 仲 僕 は 女房 や 子供と 鵠 沼の 東屋へ 來てゐ る。 好學心 もなければ 性欲 もな し。 II 々たるば かり 

だ。 

一 1 二 六 〔四月 二十 六日 鶴 沼から。 端 書、 葛 卷義敏 宛〕 

I； 对省 伊藤さん は 時々 來て ぐれる か？ 猿 山の 卓の 如き もの は預 つてお いてよ ろし。 きの ふの 朝 ひどい 

胃酸 を 吐き さう になった。 又 昨日 蒲 原が 来て 夕が たかへ つた。 お前の 風 は 如何。 文 子 曰 多 加 志の 病氣 
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は 如何？ 

四月 二十 六日  芥川龍之介 

一 一 二 七 〔五月  一 H 鵲 沼から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

拜啓、 君、 或は 君の 奥さんに 項 戴した 栗 は 非常にう まかった。 但し 食 ひすぎ て 胃 中の 酸が 殖え、 翌朝 

非常に 難 漉した。 健全なる 君 は あれ を 試みて 見 給へ。 實 にうまい よ。 ここに ゐ ると 割合に 好い。 齋藤 

博士の 診察に よれば 血 壓百十 故 海岸 も 差 支へ なきよ し。 但し まだ 疲れ 易い のに 弱る。 目下 散策、 水 藥-. 

注射 藥幷 用。 定刻 散歩。 S も餘り 出ない。 

_  I  二八 〔五月 九 沼から-。 山 本.！？ I 三纯〕 

冠省。 御手 紙なら びに 高著 ありがたう。 あのお 禮は ロ數が 多い ので 弱った。 興 文 社から 少し 借金した 0 

編 サン ものな どやる もの ぢ やない。 唯今 當 地に 義弟の ゐ る爲、 しばらく 女房と 滞在して ゐる -」 崔民藥 

の 量 はふえ るば かり。 頓首 

五月 九 曰  鵠沼 にて 芥 川 龍 之 介 

山 本 有三樣 

I  一二 九 〔五月 二十  一 n!^ 沼から。 緣端 書、 平 木 二 六 宛〕 

おん 句拜 見、 皆々 近頃の おん 句よりも 面白く 存候 小生 も 句 あり 

さみだれ ゃ靑柴 つめる. 軒の 下 

. - うらら かに 毛虫 わたる や 松の 枝 

二， 「一日  .  . 龍 之 介 


一 一 三 0  〔五月 二十 二日 沼から。 檎端 書、 佐 佐 木 房 宛〕 

又々 栗 を 頂戴し 何とも 御 禮の申 上げ やう 無 之 候。 佐々 木 君と 二人に て 仲よ く 食べ 候 間 左様 御 承知 下さ 

れ度 候。 今度 は 食 ひすぎ ぬ やうに 氣を つけ 居り 候。 頓首 

房 子 女史 十 歳の 像 〔綺端 書の 箪^に 坐せ る 少女の 姿 を 指す〕 

I 一三 I  〔五月 二十 四 沼から。 山 本 有 三 宛〕 

拜啓、 手紙 を ありがたう。 そんなに 心配して 貰 ふと、 恐縮に 堪 へない。 しかし 吉祥 寺 か： ^ 市 基 ^で 

五箇 月 も 通 ひつめ る義が あれば それ はもう 霞で も 何でもない— と 云 ひたく  け 一 

^氣は 4- い。 しかし 藥 I 灸 はやって ゐる。 それから 何月 號と いふ 約束 はお やめに した 唯今 芝 

居 を 一つ 製造 せんとして ゐる。 右御禮 かたがた 御 返事まで。  ： -、 

五月 一一 十四 曰  r  i  t  > -,. 

山 本 有 三 樣 

1 I 三 一一 〔五月 二十 五日 鵠 沼から。 渡 邊靡輔 宛〕 

i 拜見 仕り 陵。 上京す るなら ば 五月 二十 音より 六月 中旬までに I へ。 その後 は 東京に ゐ 

PH^^O 君の 塞に 角張って 来て、 どう 4 快に 眺められない。 神 襲 弱に は 毒 だよ。 今 

度から はもう 少し 柔 かにして くれ 給へ。 頓首 .  F  I  i 匕 JI 

二十 音  芥パ f 之 介 

3  渡邊 庫輔樣 
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I  ニー 一三 〔五月 三十日 田 端から。 室 生 厚 星 宛〕 

冠省 今 平 木 二 六の 下宿に 來てゐ る 日本 詩人 所載 野 口 米 次郞氏 の 會の事 を 書い た 萩原 朔太 郎君 の 文章 を 

見て 大いに 感動した 敬愛す る 室 生 犀 星よ、 椅子 を ふりま はせ 椅子 を ふりま はせ 

皮茼 

兎 も 片耳 垂 るる 大暑 かな  . 

さみだれ ゃ靑柴 つめる 軒の 下 

五月 二十 九日  龍 之 介 

室 生 犀星樣 

I 一三 四 〔六月 一日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

同憂 同 歎 二三 日中に は參 上すべし。 鵠 沼に 一 月ゐる 間の 客の 數は 東京に 三月 ゐる 間の 客の 數に HI 敵す。 

唯今 又々 痔を 起し、 泉さん より 贈られた るお 百 草 を 尻へ あてがって ゐる。 この間の 句 は 改作した。 (チ 

ヤコ 樣に よろしく。) 

ニニ 

兎 も 片耳 垂 るる 大暑 かな 

按ずる に 「垂らす」 或は 「垂らした る」 と S の 音 は ひりて は 大暑の 感じ かぶ さり 来たらず。 「垂 るる」 と改 

めた る 所 2? なり。 

. . 六月 一日  芥川龍之介 

佐々 木 茂索樣 . 

二伸 「春の 外套」 に對 する 題な ど痔を 起して ゐ ては考 へられん。 唯 僕のと つと きの 題に 「南京の 皿」 
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「昨日の 風景」 など あり。 御用に は 立ち 難 からん も、 次 手 を 以て 披露に 及ぶ こと 然り。 

一一 三 五 〔六月 七： ET 田 端から。 £5g 原 春 夫. お〕 

手紙 を ありがたう。 君の 病 狀を下 島さん に 話したら、 ギフ リス ぢ やない かと 言って ゐ たぜ。 僕 はもう 

そろそろ もの を 書いて ゐる。 あした 又 沼へ 行く。 月末に はかへ る 故、 ゆっくり 出京し 給へ。 

六月 七 日夜  芥川龍之介 

蒲 原 春夫樣 

二伸 御 芳志の カステラ 今と e いた。 ありがたう 渡邊 によろ しく。 

一 I 三 六 〔六月 十  一 H 鵠沼 から，。 齋藤 茂吉- お〕 

i 成 省。 いろいろ 御敎誨 にあ づ かり 難 有く 存じます。 眠り 藥の方 はこの 頃 又もの を 書き候 爲、 用 ひる 癖 

あり 弱り 候。 日曜日に でも 土屋 君と 御 一 しょに お遊びに お出で 下さる まじく 候 や。 近頃： In のさめ かか 

る 時 いろいろの 友 だち 皆顏 ばかり 大きく 體は豆 ほどに て 鎧 を 着た る もの 大抵 は 笑 ひながら 四方八方よ 

り兩 眼の 間へ 駅け 來 るに 少々 悸ぇ 居り 候。 頓首 

六月 十 一日  龍 之 介， 

齋藤 茂吉樣 

I 一  三 七 〔六月 十四 沼から。 s?i、 佐 佐 木 茂 索-:^〕 

君が 來な いもの だから (卽 君が 来らず ァ ロナ アル ロッシ ュ も來ら ざる 故〕 け ふ も ひどい 下痢 を 一 一； 1 起し- 

へ  こたれ 切て 仰臥して ゐる。  僕の 甥 今 死に さう なれ ど 動く こと もなら ず。 怨、 モサと チャコと にあり 

化けて 出る ぞ。 
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一二 一て 八 〔六月 二十 E 鶴 沼から。 小穴隆 j 宛〕 

拜啓庹 々御手 紙 ありがたう。 僕 はこ こへ 来る 匇匆 下痢し、 二三 日立って 又 立てつ づけに 下痢し、 とう 

とうこ このお 醫者 にか かってし まった。 ぉ醫 者の 姓 は 富士、 名 は 山、 山 は 「たかし」 と讀 むよ し、 唯今 

弟に ついて ゐる 看護婦に ついて 貰ら ひ、 やっと パンや 半熟の 卵に ありついた 次第、 下痢のと まり 次第 

歸 京したい。 一人で 茫漠の 海景 を 見ながら 横にな つて ゐ るの は實に 寂しい。 2^上 

六月 二十日  芥 川 龍 之 介 

小 穴 隆ー樣 

一一 三 九 〔六月 二十： M 鵲 沼から。 祌崎洁 宛〕 

何よりも 先に 御 厚志 を 難 有う . 

君 は 好い 日に 来た。 あの 翌日 以来 腹 を 下し 従って 痔を 起し、 一 かたならぬ 苦しみ をした 上、 とうとう 

鵠 沼のお 醫者 にか かってし まった。 腹の 止り 次第 一刻も早く 歸 りたい。 僕 はもう 尾籠ながら かき 玉の 

やうな 便 をす るのに 心から 底から 飽き はてて しまった。 菅忠雄 君 曰痔の 痛みなん て わかりません ね。 

僕 曰、 たと へば くろがねの 砦の 上に 赤い 旗の 立って ゐる やうな 痛み だ。 わかる？ わからなければ 度 

7^  一口 らずた 

六月 二十 曰  芥川龍之介 

神 崎淸樣  - 

"  I 一四 0  〔六月 二十 九日 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

前略 君が かへ つた 翌日から 又 腹 を 下し、 少 からず 難 跪した。 おまけに 一人に なつ て (尤も 甥が 來てゐ 
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たが〕 今にも 死に さうな 氣 がした から、 冷たい 番茶 を茶罎 にし こみ、 それ を飮 み/ \, 東京へ かへ つた。 

それから 下 島さん に 見て 貰って 少康を 得た からき の ふちよ つと 室 生 を 訪問したら、 忽ち 又 冷えた と 見 

えてけ ふ は 下 翻と 軟便との 中間 位に なって しまった。 五月 三日に は傍聽 にで も參 上したい と 思った が 

ど うだかわ からん (五月 三 B と 言へば 御迷惑 を 相 かけ 候 段不惡 おゆるし 下され 度) 腹の 固まり 次第 鹪沼 

へ 行き 何 か 少しで も 仕事 をしたい と 思って ゐる。 下 銅 ほど 身心と も 力の ぬける もの はない。 字まで 

ひ よ ろ/, \ し てゐ るの は あしか らず 。 

六月 二十 九 曰  芥川龍之介 

佐 佐 木詞兄 (コ レハ 德田 流) 

二 仲 奥さんに よろしく。 栗のお 禮を よろしく。 尤も あれ は 腹下しの 種に なった が。 

II 四 一 〔六月 三十：：： W 端から。 小 政 二 郎^〕 

冠省 御手 紙 ありがたう。 僕 目下， 胃の みならず 大腸 加 太兒を 起し 居り、 ぉ醫 者に 相談した 所、 痔の 手術 

をす るに はもつ と營 養が よくなら ねば 駄目の よし。 する 時には 岩 佐 病院へ 御 紹介 を 願 ふべ し。 兎に角 

i 今 は ひょろひょろして ゐ ます。 實は 君の 手紙 を 見て あの 長さに 感謝す ると 同時に あの 長さ を ものと 

もしな ハ 君の 魄 力に 敬服して しまった。 何しろ 僕 は 七月に なると 云 ふのに 足袋 を はき 足のう ら へ カラ 

シを 貼り、 脚 湯まで 使って ゐ るの だから。 もうこれ でお しま ひ。 どうか 奥さんに よろしく。 美 籠ち や 

んの顏 も 見ざる こと 久し。 大きくな つたら うな あ。 

六月 三十日  芥川龍之介 

小島 政 ニ郞樣 

一一 四 二  〔七月 十四日^ 沼から。 南 條勝代 宛〕 
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冠省、 この間 はお 見舞の オレン ヂを ありがたう。 その後 又 腹 をいた め、 唯今 ここに ごろごろして ゐま 

す。 十月 末までに は 東京へ か へれる つもり。 憚りながら 御 心配な く。 どうかもう 御見舞な ど 御 無用に 

なすって 下さい。 頓苜 

七月 十四日  芥川龍之介 

南條 勝代樣 

I  I 四 三 〔七月 十四日 鹄 沼から。 室 生 犀 星 宛〕 

！;^ 省、 手紙 を ありがたう。 まだ 君 は 東京に ゐる こと \ 思 ふ。 僕 は 腹 工合 だけ 少しよ くな つた。 その 代 

りに 便祕 して ゐる。 こちら は 不景氣 のせ ゐか まだ 寂しい。 二十日 過ぎに 子供で も來 たら、 ちょっと 海 

へ は ひり、 砂に 腹 を 暖めて ゐ ようと 思 ふ。 輕 井澤へ 行ったら、 片 山さん や 何 かによ ろしく。 それから 

奥さん もお 大事に。 

七月 十四日  芥 川 龍 之 介 

室 生 犀星樣 

一 I 四 四 〔七月 二十四日 鵠 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

君の 鎌 倉の 宿所が わからぬ 故 多分 廻 達して くれる 事と 思 ひ、 中目黑 へこの 手紙 を 出す。 ここ も 中々 暑 

い。 時々 軟便になる ので 海へ も は ひれぬ。 おまけに 無 晴にゲ アイ オリ ンを 引く 靑 年が 近所に ゐ るので 

やり切れない。 何も 書け ず、 不快 極まりなし。 一 そ 東京へ かへ らう かと も 思って ゐる。 藥を敎 へて く 

れて ありがたう。 あいつ は 早速 一 瓶 買った が、 鐵分 故、 胃に こたへ て 閉口す る。 僕 はこの 頃 やはり 砒 

素の ォプ タル ソンと 云 ふ ものの 注射 を はじめた。 まだ 粥し か 食へ ない。 頓首 

七月 二十四日.  芥川龍之介 
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佐， 佐 木 茂索樣 

一 I 四 五 〔七月 二十 七 H 鹄， 沼から。 端 書、 高 野 敬錄宛 J 

拜復 御手 紙拜 見し ました" 大暑の 候 こちらまで 御 足勞を かける の は 恐縮です から 組み方 その他の 事 は 

碧 童 先生 御自身へ 御 相談 下さいません か。 碧 童 先生の 宿所 は 下 谷 區上根 岸 町 百 十七です。 中 村 不折氏 

邸の すぐ 側です。 右 とりあへ ず當 用の み。 匇々 . 

芥川龍之介 

I 一四 六 〔七月 二十 九日 鵲 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

朵雲 奉誦、 山 本 改造 かへ りて 後、 黑 パン を 食 ひすぎ て 又々 一 日 三四囘 下痢し、 再び 富士 さんの 厄介に 

相 成り 候 所、 僕の 胃腸の 如き は藥餌 療法で は 駄目な りと 言 はれ、 悲 画する 事少 からず。 それでも 鬼に 

角 藥を貰 ひ、 やっと 下痢 だけと まること を 得たり。 海水浴 をす る 土地に ゐ ながら 侮へ も は ひれぬ ほど 

悲慘 なる はなし。 おまけに 僕の 家の 前 は ヴァイオリン、 後 は ラデ. ィォ と蓄ー HH 機、 左 は ラッパ、 右はハ 

ァ モニカ、 後の 又 後 は謠と 鼓、 と 云 ふ 始末 故、 都合が つけば 西海岸へ 引き越さ うかと 思って ゐる。 兎 

に 角 鱧 を 恢復す るの は 一事 業 だ。 鎌 倉へ もちよつ と 行って 見たい が、 足が 寢足 になって ゐ るので 三 四 

町步 くと へこたれ てし まふ。 尻へ はもう 尾 ティ 骨が 出て 来たよ。 匇々 

芥 川 龍 之 介 ■ 

佐 佐 木 茂索樣 

. 二伸 この 手紙 を 書き 了った 時、 西海岸の 家 ふさがり しこと を 知る。 撫然 たり。 そこへ 君の 本が 來 

る。 箱 張り は餘り 感心せ ず。 見返し はよ ろし。 しかし 槪 して 装 植は 内容よりも 落ちる かと 思 ふ。 

影な ど はうまい もん ぢゃ (コレ ハ室生 調)  . . 
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I 一四 七 〔七月 二十 九日 鹄 沼から。 室 生 犀 星 宛〕 

ここに はこん な 紙し かない。 暑い こと は 東京と 大差ない らしい。 海へ も は ひらずに 暑い 思 ひ をして ゐ 

るの は 々つらい。 大喜びな の は 子供ば かりだ。 齒 いしゃ や 博士の 健在 を 祈る。 

花 はちす 雀 をと めて た わみ けり 

白 じろ と. I ほそれる 犬 か! -i^ の 風 (コ レハ 未定稿)  . 

, 犬 も ほそる か， 

二十 九日  龍 之 介. 

犀 生 兄 

一 一 四 八 〔七月 鵠 沼から。 芥川 宛〕 

皆 樣御變 りない 事と 存じます。 多 加 志 こちらへ 參 つた 晚 より 發 熱いた し、 こちらの 醫 者に かかりし 所、 

胃腸 惡 きょしに て、 ずっと 床に 就き をり 候 所、 昨夜の ませし ヒ マ シ 油の 爲、 今朝 は 床の 中に ゥ ンコを 

し、 大騷 ぎに 相 成り、 それより おも 湯 をの ませし も、 皆 吐いて しま ひ、 唯今 又醫 者に 来て 莨 ひ 候。 熱 

も 今 は 下り 大した 事 は 無 之と は存 候へ ども 松ち やん も 明 曰より 村のお 祭りに て 家へ かへ る ことに 相 成 

り 居り 候へば、 人手 足らず、 比 呂志を 四 五日 そちらへ お 预り願 上げ 候。 右 とりあへ ず當 用の み。 

之 ノリ 

芥川 皆々 樣  ， 

I 一四 九 〔八月 三 H 鵠 沼から。 室生犀 生 宛〕 

冠省、 こちら は實に 暑い。 その上 又 下痢 をした。 何も 書け ずい らいら して ゐる。 この間の 句 はかう 改 


めた。 奥さんのお 體を 御大 事に。 頓首 

花 はちす 雀 をと めて た わ わなる 

松風に 白 犬 細う すぎに けり 

八 g 三日  芥川龍之介 

室 生 犀 星 君 

一 一伸 夏 目先 生の 句の ことに 僕 を 引き合 ひに 出して 貰ひ少 からず 恐縮した。 

三伸 君の 手紙 を拜 見、 こちらの 地震 は 何ともなかった。 東京よりも ずっと 輕 かったら しい。 

I 一  五 0  〔八月 九 Htl 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

何や彼や 人ば かり 来る 爲、 御 返事が 蓮れ.^」。 國木田 君の 家へ は 早速 出かけた。 月半ばに 轉居 する よし- 

少し 假住 ひに は 上等す ぎる が惜 りょうかと 思 ひ をり 候。 煙突み たいな 赤 後り の 洋館、 前に は 岸 田 劉 生 

がゐ たよし、 今の所 はゲ アイ ォ リン、 ラ ヂォ、 蓄音器、 笛、 ラッパ、 謠、 鼓、 の 上に この 二 曰 はお 祭 

りに て 馬鹿 離し あり、 ほと ほと 閉口した。 病體 依然、 きの ふ 小 穴が 來て トランプ をしながら、 おへば 

かり 手 を やる 爲、 トランプが 臭くなる と 言 はれた。 こんな ことまで 君に 訴 へたく はない が、 〔二十 六 字 

削除〕 神經 衰弱 癒る の 期な し。 しかし 君が 家を敎 へて くれたので ちょっと 世の中が 明るくな つた。 多 

八月 九日  t 介" f 之 \ソ 

佐 佐 木 茂索樣 

一一 五一 〔八月 九： w 鯓 沼から。 端 書、 渡邊^ 棘-が〕 

〇 こちら は 地震 それほど ではなし。  . . 
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〇 僕の 「るし へ： る」 の 書 後に 「蔓 頭の 葛藤 截斷し 去る」 云々 の 語 あり。 蔓 頭は巖 頭の 誤に あらず や。 僕の 

家に 和譯 碧巖錄 あり。 その 中に ある 箬、 ちょっと 調べて 貰 ひたし。 〇 君の 杖の 頭 を 折って しまった。 

但し これ は 女中の 罪 也。 

〇十日2^内にもぅ少し靜かな所 へ轉居する箬。 

八月 九日  龍 

•II 五 二  〔八月 十二 日 tl 沼から。 佐 佐 木 茂 索 1 が〕 ， 

モサと チャコと 來 給へ。 お 土產は 入らぬ 故、 アロナ アル 口 ッシュ を 二 びん 買って 来て くれ 給へ。 

兎角 閑居して ゐ るの は 寂然たる もの だ。 . 

一一 五三 〔八月 十二 日鵠 沼から。 下島勳 宛〕  . 

冠省 御無沙汰 致して をり ますが ぉ變 りない 事と 存じます。 先達 は奥樣 にお 鉢 を 貸して 項き 難 有く 存 

じます。 二三 日 前に 堀 辰雄參 り、 甥御樣 御上 京の よしを 承りました。 こちらへ お出かけに なりません 

か。 御馳走 は 出来ません が 御中 食 御休み 所 位の 御 役に は 立ちます。 唯今 をる 所はゲ アイ オリ ン、 ラヂ 

ォ、 蓄音機、 莫迦 難し、 謠 攻めに て 閉口、 近々 もう 少し 閑靜な 所へ 引き 移らう と 思って をり ます。 し 

かし 海 を 御らん になった りな さるのに は今ゐ る 家の 方が 好都合です。 右當 用の み。 頓首 

八月 十二 日  鵠沼ィ の四號 龍 之 介 

1- 島 先生 侍史 

,  一 I 五 四 〔八月 二十 三日 鯓 沼から。 蒲 原 春 夫 宛〕 

冠省 この間 は 失 鱧、. ゆうべ 六 百のう まい 男が 来て 教授 を 受けた。 君の 法律と は 大分ち がふ。 近々 に來 


ないか。 ー戰 したいから。 鵠沼 ももう 大分 靜か になった。 渡邊 によろ しく。 以上 

二 土 二 曰  芥 川 

蒲 原 君 

一一 五 五 〔八月 二十 四 n$JBS から。 下岛 動-が〕 

冠省。 大分お 涼しくな りました。 當地も 避暑客 は 大分へ りました。 しかし まだ 少し は 避暑地ら しい 氣 

もち も殘 つて ゐ ます。 . 二三 日中に お出かけな さいません か。 ちょっと 我々 の 二度目の 新 世帶に 先生 を 

ぉ迎 へして、 御飯の 一杯 もさし 上げたい 念願が あります。 どうか 何とか 御 都合 をお つけ ド さい。 右 御 

勸 誘まで 頓首  1 

八月 二十四日  鵲沼ィ の四號 芥川龍之介 

下 島 先生， 

二伸 もうお 鑲 さんと 问じ 位の 令 孃は餘 り をり ません から、 その 邊 はどう か 御 心配な く。 

I  I 五六 〔八月 二十 四 H 鵠沼 から。 端 書、 中 根 駒 十郎. が〕 

拜啓 先達 羅生門の 印紙 go 枚、 今日 將 軍の 印紙 1000 枚ー洛 手、 どちらも 田 端の 方へ 廻 達しました か.，：、 

どうか あちらへ とりに お出で 下さい。 なほ 又 右 印税 はこ ちらへ お 達り 下されば 好都合です。 警 

八月 廿 四日  鵠沼ィ の四號 芥川龍之介 

I 一  五 七 〔八月 二十 四：：：： 鶴 沼から。 端 書、 遠 田 信太郎 宛〕 

^ 冠省、 度々 御 親切に お 手紙 ありがたう。 櫻 桃 は 達って 頂かな くと も 御 好意 だけで 結構です。 

6  J  C 

一き 
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花 はちす 雀 をと めて た わ わなる 

八月 廿 四日  鵠沼 芥川龍之介 

一 一 五八 〔九月 二日 田 端から。 室 生 犀 星 宛〕 

冠省 ちょっと 東京に か へった がま だ 中々 暑い 今明日 中に 鵠 沼へ かへ るつ もりやつ と小說 らしい もの を 

一 つ 書いた 今日は 植木屋が は ひって 刈り こみ をして ゐる體 力 稍 恢復し たれ ども 賢氣 乏し 奥さんお 大事 

こ- 

秋の 日ゃ疊 干した る 町の うら 

九月 二 曰  龍 

犀 君 

二伸 唯今 也 寸志 鵠沼 にて 寢冷發 熱中、 田 端に て は 多 加 志 腹 を こ はし 臥床 中 丈夫な の は比呂 志ば 

かり 僕 もこの 間 催眠 藥 をのみ すぎ 夜中に 五十 分 も 獨り語 を 云 ひつ づけた よし。 

一 I 五 九 〔九月 二  E 田 端から。 中 根 駒十郎 宛〕 

冠省。 まだ 佐 藤 君の 所へ 行かないならば、 装幀 をた のむ こと は 見合せ て 項き ます。 どうも 餘り 勝手が 

ましい し、 もう 一 つ は 小 穴 君 も 今 は 多少の 金で も必耍 ではない かと 思 ひます から。 どうか 左 藤 君に は 

西洋 封筒の 手紙 だけ 渡して 下さい。 それから 又お 次 手に よろしく 言って 下さい。 

九月 二日  芥川龍之介 

■ 中 根 駒 十郞樣 

二伸 隨筆 集の 題 は 「梅 • 馬. 鶯」 とする ことにしました。  ， 


I 一六 O  〔九月 十 Hit 沼から。 土 尾 文明 宛〕 

染雲 奉誦。 あの 大家の 婆さん は 僕の 所へ 来て 三十 分 も 辯 じて 行った よし、 君 もな やまされた らうと 思 

つて 大いに 同情した。 近々 に ぜひ 來 ないか。 君が 來 ると、 近々 隨筆集 を 出す にっき、 その 中に 入れる 

歌の 甄別 をして 貰 ふ。 僕はぁひかはらず元氣なく不^^快に暮らしてゐる。 頓首 

rr  Ml  s  ,\ー  .r 

九月 十 曰  ，  ず， t  , ン！ ィ 

土屋 文明 樣. 

一一 六 I  〔九月 十日 鵠 沼から。 室 生 犀 星 宛〕 

冠省、 東京へ ちょっと かへ つて ゐた 爲、 返事が 蓮れ て 相す まない。 桂 井さん に 御 願 ひした の はし もと 

櫻に あらず、 黑 猫と 云 ふの だった。 こちら はま だ 中々 暑し。 この頃 は 弟の 一家 も 來てゐ る。 バ >c も 

來てゐ る。 避暑客 はもう 大 がい 引き上げた。 この間の 句 は 二 句と も 捨てた (松風に、 花 はちす) 頓直 

九月 十日  MM.  ;w さ /J 

室 生 照道樣 

I 一六 二  〔九月 十六 ：= 鵲 沼から、 佐 佐 木 茂 索. お〕 

尊 翰 度々 ありがたう。 その後 例の 如く 時々 風 を 引いたり^ を 下したり して ゐる。 點鬼 簿に數 枚つ け 加 

. へて 改造に 出し たれ ど、 その 數 枚に 幾日も かかり、 小生 亦 前途 暗澹の 感 あり。 目下 小 穴 君 伊の 刊もぁ 

り、 ゲ アイ ォ リンの 家へ 住んで ゐる。 これ は 感謝 すれ ど、 〔十三 字 削除〕 IS 沼へ 来た。 そこで 鎌 八 か 一？ 4 

2 子 かへ 移らん と 思へ ど、 家内 ここ を 離れた がらず、 移って は 小 穴 君 も 困る だら うと 思 ひ逡巡 決せず。 

6  i 多 誰、 多 憂、 蛇の やうに 冬眠したい。 御 閑暇の 節 御 光來を 待つ。 さもなぃと小：^^東家へ義理 
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が惡 い。 

この頃 一句 

据ゑ 風呂に 頸骨 さする 夜寒 かな 

九月 十六 日  澄 

せ K 先生 侍史 

I 一六 三 〔九月 二十 二日 鵠 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

冠省、 二三 曰 前 堀の 辰 ちゃんが 来て 一晩と まって 行った。 その 時 君の 御 光来 あるよ し 承った が、 僕 は 

二十 六 曰か 七 曰かに ちょっと 上京す るつ もり。 行きち が ひになる といけ ない 故、 この 手紙 を 差し上げ 

る ことにした。 け ふ も 亦 屁 をしたら、 便が 出て しまって、 を 腐らせて ゐる。 屈の 話の あとに て失禮 

だが 讀暦難 は 「亡びる」 よりも 感服。 「女性」 中の 傑作 かも 知れない。 頓首 

九月 二十 二日 

 佐 佐 木 l^lp—；   ,;i  iir:rll  , 


芥川龍之介 


I 一六 四 〔九月 二十 二：：： 鵠 沼から。 端 書、 柬宮豐 達 宛〕 

冠省 御 申 越しの 旨 承知し ました 但 「きりし とほろ」 上人 傳 など は エス ペラン 

あるまい と 存じます が 頓首 

九月 二十 二日  鵠沼 にて 


i なっても なさり 榮 えが 

芥川龍之介 


一 一六 五 〔九月 二十 二  H 鵠 沼から。 端 書、 土屋 文明 宛〕 

拜復、 當日 お待ち 仕る 故 遊びに 來て くれ 給へ。 この頃 大正 十 年頃の 「ァ ララ ギ」 を 見たら、 「傾ける 麓の 


原」 の 歌の 原作が 出て ゐた。 大分 手 を 入れた ね。 匇々 C 

九月 二十 二日 夜  芥川龍之介 

一 一六 六 〔九月 二十 三日 鵠 沼から。 端誊、 酼生 恒太郞 宛〕 

冠省、 高著 頂戴いた したよ し、 まだ 東京から 達って 来ません が、 i 洛 手し 次第 拜 見したい と 存じます、 

右 とりあへ ず 御 鱧まで 頓首 

鶴 沼ィの 四 號 芥川龍之介 

I 一六 七 〔十月 ri 一日 鵠 沼から。 端 書、 東 《R 登 達 宛〕 

冠省 御 申し越しの 件、 開化の 殺人に てよ ろしく 候な ほ 寫眞は 現代 小說 全集の をお 用 ひ 下され 度 候。 そ 

れ から 集 末の 年譜 中、 處女作 「芋 粥」 は 「鼻」 の 誤りに つき 左樣御 承知 下され 度 候 頓首 

, 十月 一一 一日  芥 川 龍 之 介 

一一 六 八 〔十月 六 ns 端から。 大木 雄 三 宛〕 ， 

冠省 藤 澤衞彥 氏の 使に 立ちし は尊臺 なりし よし 蒲 原 君より 聞きて 大に 恐縮 致し 候 失 禮の段 まつ むら 

御免 下さる 可く 候 頓苜 

芥川龍之介 

大木 雄三樣 

一 一六 九 〔十月 十七 =E 端から。 廣 f: 和郎- お〕 

冠省。 け ふ 或 男が 報知 新聞 を 持って来て 君の 月評 を 見せて くれた。 近 來意氣 が 振 はないだ けに 感謝し 
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た。 僕 自身 も あの 作品 はそんな に惡く はない と 思って ゐる。 明 曰又鵠 沼へ かへ る 箬。 この 手紙 は簡單 

だが (又 君に 手紙 を 書く の は 始めて かと 思 ふが) 書かずに ゐられ ぬ氣で 書いた もの だ。 頓首 

十月 十七 日  芥川龍之介 

廣津 和郞樣  .  . . 

I 一七 0  〔十月 二十 二日 鵠 沼から。 中 根 駒十郎 宛〕 

拜啓 校正 遲れ て申訣 がありません 再校 は 見ても 見なく つても よろしい もう 小說を 書き上げ たから 

見るなら 今度 は 早く 見ます 都合で よろしく 取 計って 下さい 日記の 件 勿論 承知 それ もよ ろしく 願 ひま 

す 

十月 廿 二日  芥川龍之介 

中 根 駒 十郞樣  . 

I 一七 I  〔十月 二十 九日 鵠 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

冠省、 きの ふ はじめて 中央 公論の 散 步を拜 見、 何かと 君の 心づ かひ を 感じ、 ありがたく 思って ゐる。 

僕の 頭 はどう も變 だ" 朝起きて 十分 か 十五 分 は當り 前で ゐ るが、 それから ちょっとした 事 (たと へば 

女中 カ氣 力き 力な 力 つ たりす る 事〕 を 見 る と 忽ちの めり こむ やうに 憂鬱に な つ てし まふ。 新年 號を パ 

くつ 書く ことな どを考 へる と、 どうに も かう にも やり切れない 氣 がする。 ちょっと 上京した 次 手に 1 

神 鑑定 をして 貰 はう かと 思って ゐ るが、 いつも 億劫に なって 見合せ てゐ る。 節煙 節 茶の 祟り も あるの 

だら う。 この 三 四日 碧童老 八が 泊り がけに 來てゐ る。 小 穴 君 も あ ひか はらず.。 僕 は 小 穴 君の フ イアン 

セ (になる かどう か ゴタゴ タ して ゐ るが) に讀 ませる つもりで 「o 君の 新 秋」 を 書いた。 しかし 原稿料 も 

必耍 だった から、 小 穴 君の 俳句 を 貰って 六 枚 合計 三十 圓 にした。 當分 はこ ちらに ゐる つもり。 お 次 手 


の 節 はお 立ち寄り を 乞 ふ。 X  X  XX がま だ 僕に 祟って ゐ るのに は 閉口した。 以上 

十月 二十 九日  芥川龍之介 

佐 佐 木 茂索樣 

, -- - r 十一月 一 日鴣 沼から。 小穴隆 一 と 寄書、 小澤. 1 

I 一七 二 厂忠 兵衞 宛。 十一月 一日 鵠沼隆 龍と 署名 あり 」 

先達 は失禮 致しました その 節 尊臺の 下駄 を 間遠へ て かへ りました 早速 小包みに てお 接り 致します 右 ど 

うかお ゆるし 下さい 

ふりわけて 片荷は 酒の 小春 かな  、 

〔小 穴隆 一 の输 あり〕 

龍 之 介 

忠ぶ る し樣 〔小 穴隆ー の 筆〕 

一一 七三 〔十一月 十：： = 鵠 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

原稿用紙で 失 鱧。 御手 紙拜 見。 僕 も 新年 號で手 こずって ゐる。 實に 侮邊の 憂ゥッ だ。  ><ズは><のぉ父 

だけ ある。 X 君 は餘り 幸福 ぢ やない よ。 この頃の 寒 氣に痔 が 再發。 催眠 藥の量 は 培す ばかり。 ちと 東 

家へ でも やって来 ないか？ 僕の 家で もお 宿 位 はする。 兎に角 君の 顔が 見たい。 この頃 君の こと を考 

へて ゐ ると、 必ず 君から 手紙が 来る。 この 前の 手紙な ど は 行き 遠 ひだった。 それ も少 からず 氣 味カ惡 


6 


. 十 一 月 十日 

佐 茂 ； 


龍 之 介 
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I  I 七 四 〔十一月 二十 一日 鵠 沼から。 齋 藤茂吉 宛〕 

敬 啓 原稿用紙 にて 御免 下され 度 候。 唯今 新年 號の 仕事中、 相 か はらず 頭が 變 にて 弱り 居り 候 間、 ァ 

へ ン H キス をお 達り 下さる まじく 候 や。 御 多用中お 手 數を相 かけ 申 訣無之 候へ ども、 右當 用の み 願 上 

げ候。 なほ 又失禮 ながら ァ へ ゾ エキスのお 代金 は その 節お 敎へ 下され 候 はば、 幸甚に 御座 候。 頓首。 

十一月 二十 一日  芥川龍之介 

- 齋藤 茂. 吉樣 

I 一七 五 〔十一月 二十 八日 鹐 沼から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

羊羹 を ありが た.... (羊羹と 書く と 何 だ か 羊羹に 毛の 生え て ゐ る氣が し て なら ぬ) お 手紙 も ありが たう。 

君が 餘り氣 を 使って くれる と、 それが 反射して 苦しくなる 事 も ある。 (手紙ば かりなら ば 助かる だけ だ 

が) 何しろ ふと 出合った 婆さんの 顔が 死んだ お袋の 顏に 見えたり する ので 困る。 今 は どんな 苦痛で も 

神經的 苦痛 ほど 苦しい もの は 一 つも あるまい と 云ふ氣 もちだ。 數日 前に 伯 s が 来て ヒス テリ ィを 起し 

た 時に 君に 敎 へられた の はこ こだと 思って 負けずに ヒ ステ リイ を 起した が、 やはり 結局 は 鬱屈して し 

まった。 我等 人間 は 一 つの 事 位で は參る もので はない。 しかし 過去 無數の 事が 一 時に 心の 上への しか 

かる 時 は (それが 神經 衰弱 だと 云へば それまで だが) 實 にやり 切れない 氣の する もの だよ。 その 中で 鬼 

に 角 小 說を謦 いて ゐる。 我ながら 妙な もの だと 思 ふ。 昨日 宇野浩 二が やって来た。 何だか 要領 を 得な 

い 事 を 云って 歸 つて 行った。 以上 

■ 十 一 月 二十 八日  芥川龍之介 

佐 佐 木 茂索樣 

二伸 小 穴 曰 「よろしく」 と  . 
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II 七 六 〔十； 月 二十 八 =ぬ| 沼から。 齊藤茂 士：： 宛〕 

御手 紙なら びに オビ アム ありがたく 頂戴 仕り 候。 胃腸 は 略 》• 舊に復 し 候へ ども 神經は 中々 さう は 參ら 

ず 先夜 も往來 にて 死にし 母に 出合 ひ、 (實は 他人に 候 ひし も 〕 びっくりして つれの 腕を捉 へな ど 致し 候" 

「無用の もの 人るべからず」 などと 申す 標札 を 見る と 未だに 行 手 を 塞がれし やうな 氣の する こと 少か ら 

ず、 世に かかる 苦しみ 有 之べき やな ど 思 ひ をり 候" 小說 はやつ と 一 つ 書き上げ 唯今もう 一 つに とり か 

かり 居り、 それ を 終らば もう 一 つと 存じ 候へ ども 如何なる 事 やら この 不安 も亦少 からず 候。 なほ 又お 

金の 儀お 知らせ 下され 候 やう 無 親ながら 願 上げ 候。 數日前 小澤碧 堂、 遠 藤 古原艸 など 參り候 その 節 碧 

童 老人の 句に かう 云 ふ 作 有 之 候。 頓首 

行 秋 やくら やみになる 庭の 內 

十一月 二十 八 曰  芥川龍之介 

齋藤茂 吉 樣 

I 一七 七 〔十二月 二  沼から。 端番、 佐 佐 木 茂 索 宛」 

拜啓又 君の 手紙と 入ち が ひに なった。 どうも へんだ よ。 小 穴 君 曰、 「それ は 呼吸困難 などに させる から 

さ。」 鴉片 エキス、 ホ ミカ、 下劑、 ゲェ ロナ アル、 —— 藥を 食って 生きて ゐる やう だ。 頓首 

十二月 二 曰  芥川龍之介 

II 七 八 〔十二月 二  H 鵠沼 から。 端 書、 柳 田闽男 宛〕 

君ガ文 ヲ鐵箒 二見 テ 思へ ラ クァモ マタ 「ケ チナ惡 人」 ナル ラシ 

シカ ハァレ 「山/人生」 ハモ トメ 來ッ イマ モヨ ミ 315 リ 電燈ノ モト 二 


年 五十 TK 大  649 


足ビ キノ 山ヲ愛 シト世 ノ中ヲ 憂シト 住ミケ ン 山男 ァ ハ レ 

士 万一 一日 夜半  龍 之 介 

歌ト ハオ 思ヒ 下サル マジ ク候 

I 一七 九 〔十二月 三日 鯓 沼から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

又々 手紙が 入れち が ひに なった。 これ はテレ パシィ だよ。 僕 は 暗 タンた る 小說を 書いて ゐる。 中々 出 

来ない。 十二 三枚 書いて へたばって しまった。 冬眠、 冬眠、 その外の こと は 殆ど 考 へない。 花札 をい 

ぢ るのに も あきた。  . 

十二月 三 曰  芥川龍之介 

I 一八 0  〔十二月 三 nitl 沼から。 端 書、 眞野 友ニ郎 宛〕. 

冠省なる とづけ ありがたう 存じます。 f 今 新年 號と云 ふ もの を控へ 居り、 多忙の 爲 これで 失禮 します。 

右御禮 まで 

土 一月 三 曰  鶴 沼 海岸 芥川龍之介 

一一 八 I  〔十二月 四日 踏？ 沼から。 齋 藤茂吉 宛〕 

冠省 原稿用紙 にて 御免下さい 。毎度 御 配慮 を 賜り、 ありがたく 存じます。 オビア ム每日 服用 致し 居 

り、 更に 便秘 すれば 下 劑をも 用 ひ 居り、 なほ 又 その 爲に痔 が 起れば 座 藥を用 ひ 居ります。 中々 樂 では 

ありません。 しかし 每 J1 何 か 書いて 居ります。 小 穴 君 曰 この頃 神經 衰弱が 傳染 して 仕事が 出来ない。 

僕 曰 僕 は 仕事 をして ゐる。 小 穴 君 曰、 そんな 死に もの 狂ひミ タイな ものと 一 しょになる もの か。 但し 

僕の は 碌な もの は 出来さう もありません。 少く とも 陰鬱な ものし か 書け ぬ こと は事實 であります。 お 


( 


ん歌每 度 ありがたく 存じます。 僕の 仕事 は殘ら ずと も、 その 歌 だけ 殘れ ばと も 思 ふこと あり。 かかる 

事 はお 世辭 にも 云へ ぬ 僕な りし を 思へば、 自ら 心 弱れる を憐 まざる 能 はず。 どうか この 參 りさ 加減 を 

御 笑 ひ 下さい。 

文書 カン コ コ 口 モ細リ 炭 トリノ 炭ノ 木目 ヲ見 テヲ ル我ハ 

小夜 フカ ク厠 ノウ チ 二 樟腦ノ 油 タラ シテカ ガミヲ ル我ハ 

夜ゴ モリ 二 白湯ヲ ヌル シ ト ES ヒ ッッ眠 リ藥ヲ ノ マント ス我ハ 

タマ ユラ 二 消ュル 煙草 ノ煙 二 モ vita  brevis ヲ s ヒヲ ル我ハ 

枕べ ノウ スー暗 ガリ ュ歪ミ タル 獺 戶ヒキ 鍋ヲ恐 ルル 我ハ 

これ は 近狀御 報告まで。 勿論 この 紙に 臨んで こしら へた ものです。 歌と 思って 讀ん ではい けません。 

なほ 又 岡さん に 庭 苔 を 項き、 あらまし 拜讀。 あの 歌集 は 東京 人の 所産と 云ふ氣 がします。 どうかお 次 

手の 節に よろしく。  土屋 君に もよ ろしく。 頓首 

十二月 四日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

二 仲な ほ 又 重々 失禮は 承知しながら、 ぉ藥 のお 金 だけ はとって；^ けますまい か。 氣が 痛んで 弱り 

ます ゆ ゑ。 

• . 三伸 點鬼簿 評に は 風馬牛です。 他人 評よりも 當人 評が 一 番 大敵です。 或は 當人 評が 怪しい かも 知. 

れ ぬと 云 ふ 第二の 當人 評が 一番 大敵です。 

一 一八 二  〔十二月 五 s 鵠 沼から。 端 書、 下， ぉ勳 宛〕 

W 御手 紙 ありがたう 存じます。 こちら は 新年 號と云 ふ ものに て 弱って uie ります。 小穴^！；^からもょろしく。 

かひ もな き 眠り 藥ゃ 夜半の 冬 
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五日  . .  鵠沼龍 之 介 

二伸 每 度お 藥を ありがたう 存じます 

一 一八 三 〔十二月 五日 鵠 沼から。 室 生 犀 星 宛〕 

用箋 を咎 むる 勿れ。 梅馬鶯 未だ 出来ず。 出来次第 達ら せる。 山茶花の 句 前の 句に 感心。 僕 今 新年 號に 

煩 はさる。 「近代 風景」 君よりも 賴 むと 云 ふ 事故、 获原朔 太 郎論を 五六 枚 書いた。 日々 怏々 

文書 カン 心 モ細リ 炭 トリノ 炭ノ 木目 ヲ見テ 居 ル我ハ 

小夜 フケ テ廁 ノウ チニ樟 腦ノ油 タラ シテカ ガミ居 ル我ハ 

門 ノべノ ウス 暗 ガリ 二人 ノヰ テア ク ビセル 二 モ恐 ルル 我ハ 

僕 ハ陰録 極 マル 力作 ヲ書 ィテ ヰル。 出来 上 ルカ ドウ 力 ワカ ラン。 ^？ノ美小童ヲ讀ンダ、 實 ユウ ラウ ラ 

シテ ヰル。 ソレ カラ 中 野 君 ノ詩モ 大抵 ヨン ダ、 ァ レモ 活キ活 キシテ ヰル。 中 野 君ヲシ テ徐ロ 一一  小說ヲ 

書 カシメ ョ。 今日 ノブ 口 レタ リア 作家 ヲ拔ク 事 數等ナ ラン。 

十二月 五日  芥川龍之介 

室 生 犀星樣 

二伸 この間の よせ 書 は 「行 秋 やくら やみになる 庭の 內」 碧 童、 魚 を 描いた のは隆 一、 梅花 を 描いた 

0 は 龍 之 介 

一一 八 四 〔十二月 九日 鶴 沼から。 下島勳 宛〕 

原稿 S 紙で 失禮 します。 

お 手紙 拜見。 こちら は 唯 新年 號に追 はれて ゐる だけ。 家へ は 新年 は 勿論、 新年 號の 一部 を 書く 爲 にも 

かへ るか も 知れません。 こちらの こと は 御 心配な く。 それよりも どうか 老人た ちの ヒス テリ ィ をお 鎭 


め 下さい。 今度 は 力作 を 一 っ謦 くつ もりです。 右當 用の み。 

十二月 九日  ^沼 龍 之 介 

下 島 先生 

二伸 この 手紙 は 小 穴 君に たのみ、 東京から 投函して 貰 ひます。 小 穴 君 は 妹さんが 危篤の 爲 にかへ 

■  るので す。 

一 一 八 五 〔十二月 十二：：：： 鸹 沼から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

小說 かけたり や、 僕 は 今 二つ 片 づけ 三つめ を 書いて ゐる。 渉 どらず。 痔 猛烈に 再發、 昨夜 吨吟 して 眠 

られ ず。 小 穴の 妹 危篤。 多事、 々々、 々々。 

一 一八 六 〔十二月 十三： n 鴿 沼から。 齋 藤茂吉 宛〕 

冠省、 まことに 恐れ入り 候へ ども、 鴉片 丸 乏しくなり 心細く 候 間、 もう 二週間 分 ほど H 端 四 三 五 小生 

宛お }f り 下さる まじく 候 や。 右 願 上げ 候。 中央 公論の は 大體片 づき、 あと 少々 殘り 居り 候。 一昨日 は 

^腸して 便 をと りたる 爲、 痔 痛みて たまらず、 眠り 藥を三 包の みたれ ど、 眠る 事 も 出 事 かね、 うんう 

ん云 ひて 天明に 及び 候 w 上。 

十二月 十三 日  芥川龍之介 

齋藤 茂吉樣 

、  一一  <七 〔十二月 十三 日鵠 沼から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛」 

^ あの 手紙 を 書き 了る や 君の 手紙 来る、 いつも 斯 くの 如し 

ヨロ シー 五 〇 四 光 六 〇〇 一 シ マ 五 〇 大三光 一 〇〇 犬 鹿 蝶-て 〇〇一 一杯 三 0〇 一 杯 一 〇〇 一 r ソ 口 一 一〇〇 七 
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短 六 〇〇 松 桐坊子  一 Co 草 (获藤 菖蒲の 短) 一 〇〇 也、 但し これ は 僕の 敎 はった もの、 他に も 數へ方 あ 

るべ し。 

一一 八 八 〔十二月 十六 田 端から。 高 野敬錄 宛〕 

拜啓 昨夜 は 二 時す ぎまで やって ゐ たれ ど、 IT ハカの 如くな りて 書け ず、 少々 われながら 情なく 相 成り 

候 次第、 何とも 申 訣無之 候へ ども 二月 號 にお ま はし 下さる まじく や。 これにて はとても 駄目な り。 二 

月號 ならば これより やすまずに 仕事 を つづく 可く 候。 齋 藤さん にも 相す まざる 事に なり、 不快 甚 しく 

候。 頓首  . 

十六 曰  芥川龍之介 

高 野 敬錄樣  ■ , 

一 I  < 九 〔十二月 十九 日 田 端から。 端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

君 はもう 逗 子へ 移った か、 僕 は 原稿の 爲 こちらへ 歸り、 いろいろ 書いた。 が 中央 公論 はとうとう 出來 

上らなかった。 二十 曰 は 明 曰 也。 赤 倉 行 は 如何な りし か。 僕 は 到底 だめな らん。 

十二月 十九 日  芥川龍之介 

一 一九 0  〔十二月 十九 日 田 端から。 端 書、 齋 藤茂告 宛」 

ぉ藥ぉ 達り 下され、 ありがたく 存候。 中央 公論 は 前後 だけ 出来て 中間 出来ず、 とうとう 二月に 出す こ 

とに 相 成り、 绿臺 にも 申 訣無之 心地 あり、 怏々 として 暮らし 居候 

十二月 十九 日  芥川龍之介 。 
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.  I 一九 一 〔昭和 元年 十二月 二十 五 n 鹄？ H から。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

御手 紙拜 見。 僕 は 多事、 多病、 多 憂で 弱って ゐる。 書く に 足る もの は屮々 書け ず。 書け る もの は 書， 

に 足らず。 くたばって しまへ と 思 ふ 事が ある。 新年 號の 君の 力作 をた のしみ にして ゐる。 頓首 

十二月 二十 五日  鵠沼ィ の四號 芥川龍之介 

一 一九二  〔大正 十五 年鵠 沼から。 葛 卷義敏 宛〕 

バ スケ ットの 中の 原稿、 

風呂敷に 包んだ 原稿、 

鼠色の 舊 小説、 金 元 明の 部 (コ レハ義 チャン 一一 見テ 賀ヒ タン) 

一 一九 三 〔大正 十五 年 田 端、 家に て。 せ？ 卷 義敏- お〕 

封筒 を 一 束 買 はせ にやって くれ。 

註 五十 朿 でも いいよ  龍 殿 さま 

義 ベ い 殿 


^ 昭和 二 年 


九 四 〔一 月 八： nS 端から。 端 書、 野 間義雄 宛〕 


冠省 拙作 をお よみ 下され ありがたく 存じます。 なほ 又 支那 語の 發音を 御注意 下され 愈 ありがたく 存 

じます。 本に でも 入れる 時 は 改めさせ たいと 存じます。 右 とりあへ ず 御禮迄 

二 仲 なほ 又 親戚に とりこみ 有 之 はがきに て 御免 蒙り 候 

一月 八日  . 

一 一九 五 〔一月 九 = 田 端から。 端 書、 宇 野浩ニ 宛〕 

冠省、 先夜 はいろ いろ ありがたう。 その後 又 厄介な 事が 起り、 每日 忙殺されて ゐる。 はがきで 失禮 

頓首 

一 月 九日  芥川龍 之 介 

一一 九 六 〔一 月 十 HE 端から。 端 書、 藤 澤涛造 宛〕 

冠省 御見舞 ありがたう。 唯今 東奔西走 中。 何しろ 家は燒 けて 主人 はゐ ない と 來てゐ るから 弱る。 右 

御禮 まで。 

"口 

爹 . 1 月 十日  芥 川 龍 之 介 

二. 

年  I 一九 七 〔 一 月十ニ日田端から。 端書、 佐藤春夫^^〕 


冠省 君の 所へ 装幀の 禮に 行かう くと 思って ゐ るが、 親戚に 不幸 出來、 どうに もなら ぬ。 唯今 東奔西 

走 中 だ。 右 あしからず。 錄 近作 一 首 

ヮ ガ門 ノ薄ク ラ ガリー 一/、  ノヰ テア ク ビセル 一一 モ恐 ルル 我ハ 

一一 九 八 〔一月 十二  rnS 端から。 端 書、 南部 修太郎 宛〕 

はがきに て 失禮。 御見舞 ありがたう。 又 荷が 一 つ 殖えた 訣だ。 神 經 衰弱 癒る の 時な し。 每 n いろいろ 

な 俗事に 忙殺されて ゐる。 頓首 

一 月 十二 日  芥川龍之介 

一一 九九 〔一月 4- 五 mE 端から。 伊藤 食 齊^〕  . 

冠省 御手 紙 ありがたく 存じます。 大驟 ぎが はじまつ たので、 唯今 東奔西走 中です。 神經 衰弱な ほる の 

時な し。 とりあへ ず御禮 まで。 頓首 

一 月 十五 m  芥川龍之介 

伊藤 貴暦樣 

一二  00  〔一  月 十五 HE 端から。 横 捷 三-が〕 

冠省、 創作 月刊の 件 は 菊 池へ でも 直接お かけあ ひ 下さい" 原稿 は n: 封 御返途 します。 この頃 親戚に 不 

幸 有 之、 多用の 爲 これにて 御免下さい。 頓首 

一月 十五 日  芥川龍之介 

^  横 尾 捷三樣 
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一二 0 一 〔一 月 十五 H 田 端から。 福 金 次 宛〕 

拜復、 度々 御手 紙 ありがたう。 拙作 を讀ん でゐて 頂いて 恐縮です。 「鴉片」 や 何 か は 「梅つ 馬. 鶯ーを 本に 

まとめた 後に 書いた のです。 茂吉 さんの 事 は あの 文章に て は 不十分に てす まぬ 故、 る ことにし まし 

た。 舊臘來 多病の 上 多忙の 爲、 手紙 も 書け ず、 今夜 あなたへ もやつ と 義務 を はたす 事が 出來 ました。 

唯今 犬 養、 瀧井兩 君と 夕飯 を 食って 歸 つて 来た 所です 頓首 

一月 十五 日  芥川龍之介 

福 島 金次樣 

I  二  0 二  〔 一  月 十五 日 3 端から。 海老 原義 三郎 宛〕 

染雲 奉誦、 夏 目先 生の 謦は 小生の 鑑定に て は： m がと どかず、 何と ぞ小 宮豐 隆 氏 か 野 上 豐ー郞 115^ こお 願 

ひ 下され 度、 右 とりあへ ず當 用の み。 

一月 十五 日  芥川龍之介 

海老 原義 三郞樣 

二伸 御 封入の 爲替及 切手 は；^ 封 御 返 这申上 候 間 左樣御 承知 1^ され 度 候。 

I  二 0 三 〔一 月 十六 HIra 端から。 齋藤茂 苦-が〕 

御手 1^ ありがたく 存じます。 それから 「文藝春秋」 のお 歌 も。 尊堂へ は 是非 上らねば ならぬ 所、 乂 親戚 

中に 不幸 起り、 東奔西走 致し をる 次第、 惡 しからず 御無沙汰 をお ゆるし 下さい。 唯今 新年 號の 小説の 

續 きを 書き をり 候へ ども 心 落着かず、 難 跪 この 事に 存じて ゐ ます。 來 世に は 小生 も 砂に 生まれた し。 

然ら ずば、 


來ム 世- ハ水 ユア レ來 ン軒ノ へノ垂 水トナ ルモコ コ 口 足 ラフ ラン 

一月 十六 EE 夜  龍 之イ 

齋藤 茂吉樣  に . 

一二  0 四 〔一 月 (推定) 田 端から。 高 野敬錄 宛〕 

頭く たびれ をり、 如何にしても これより 出来ず。 なほ 又 前の 最後の 半 ビラ 中、 「お 鈴 は 夫が 銀行へ 行 

き 一 云々 の 一節 はとり すて、 今度の をお 用 ひ 下され 度 候 

芥川龍之介 

高 野 敬錄樣 

一二  0 五 〔一 月 (推定〕 十九 日 田 端から。 古 2 野 敬錄- お〕 

これでお しま ひです。 「五」 は 出來損 ひか もしれ ません。 しかしもう 時間が ありません から、 あきらめ 

る ことにしました。 又 資感の 乏しい 爲、 手 を 入れても だめ かと 思 ひます。 

十九 日 午前 五 時  t 之 

敬錄樣 

一二 0 六 〔一月 二十 一 =is 端から。 野 村治輔 宛〕 

原稿用紙で 御免下さい。 飜譯の 件 は 勿論よ ろしい。 序文 も 同封して お 接り します。 どうかよ ろしく。 

「じゅり あの 吉： S ま：^ らんになる ほどの ものではありません。 僕もモ スクヮ 大學の 日本 文學 科の 先生 

a か ts- かこ，， より， こい。 一 『小 福に 追 まれて 暮らして ゐ るよりも その 方が 遙 かによ ささう です も當 おひ ス， 

6 頓苜 


9  一月 二十 一 曰  芥川. 龍 之 介 

^  野 村 治輔樣  • 

I  二  0 七 〔一月 二十 一日 田 端から。 岩 野英枝 宛〕 

原稿用紙 にて 御免下さい。 雲 林、 藍瑛 どちらも 持ち合せません。 のみならず 畫帖を 見た 位で は 中々 御 

鑑定の 出来る ものではありません。 小生 は 唯今 親戚に 不幸 有 之、 その上 その 方の 衣食の 計 立たざる 爲、 

東奔西走 中。 どうか これにて 御勘辨 下さい。 いっか 越後へ でも 遊んだ 折 は あなたの 御 紹介 を 得、 御藏 

幅を拜 見したい と 存じて ゐ ます。 以上。 

一月 廿ー 日夜  芥川龍之介 

岩 野 英枝樣 

一二 o<  〔一月 二十 八：：：： 田 端から。 齋藤茂 古 宛〕 

敬 啓 今夜 は失禮 仕り 候う つかり 「月の 光 は 八 谷 を 照らす」 を 書いて 頂、 く 事 を 忘れ 殘念 なり 二三 日中に 使 

の もの を さし 上げ 短 尺 をお とど け 申 上げ 候 間、 おひ まの 節お 書き下 さ ら ば 幸甚に 存候 ソレ カラ ver§  al 

と Neuron  al ともおと り 置き 下 さ る ま じ く 候 や こちらのお 醫者 に 賴む事 は 阿片 丸 を 項き を り 候 こと も 

. 申 居らず 候爲 ちと 具合 悪く 候へば よろしくお-取り計ら ひ 下さらば 幸甚に 存候 頓首 

昭和 改元 一月 廿 八日  龍 之 介 

カロ  >  ^  ^ 

和 - 二伸 なほ 又お 藥は 使の ものに お渡し 下さらば 幸甚に 存候 唯今 この 手紙に 似合 ふ 封筒な しこれ も 

^  御免 蒙り 度 候 

n£、 
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尿す る 茶壺 も实 一し 枕 上  • 

一二  0 九 〔一月 二十 八 H 田 端から。 西 川 英次郎 宛〕 

冠省 久しぶりに 君の 手紙 を 貰 ひ 偸 快だった 短 尺 は 小包みに する のが 厄介 故 詩 零 一で 御免 蒙る 元來 君の や 

うに 字のう まい 兄貴 を 持ちながら 俺の 書いた ものな ど 欲しがる 必要 はない の だ だから 發句 三分の 一 人 

前 字 三分の 一 人前、 紙 三分の 一 人前と 思って 貰って くれ 給へ この 多事多難 多 憂 弱って ゐる 

昭和 改元 一月 廿 八日  龍 之 介 

英 次郞樣 

：: ) 「一月 三十：！： S 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛。. 一 

ニニ  0 厂 封筒に 武州 S 端 芥川龍之介と あり 」 

朶雲 奉誦、 唯今 姊の 家の 後始末の 爲、 多， 用で 弱って ゐる。 しかも 何 か 書かねば ならず。 頭の 中はコ ン 

トンと して ゐる。 火災 保險、 生命 保險、 高利の 金な どの 問題が からまる の だから やり切れない。 神經 

衰弱 癒. るの 時な し。 六 七 曰 頃まで は 東京 を 離れられまい。 拜 眉の 上 萬々。 姊の 夫の 死んだ 話 は 殆ど ス 

ト リントべ ルグ的 だ。 匇々。 

一月 三十日  芥川龍之介 

佐 佐 木 茂索樣 

.  一二  II  〔一月 三十 n£ 端から。 宇 野 沿 二， お〕 

拜復。 まったく 塞くて やり切れない。 お褒めに 預 つて 難 有い。 あの 話 は 「春の 夜」 と 一 しょに 或 看護婦 

に 聞いた 話 だ。 まだ 姊の 家の 後始末 片づ かず。 いろいろ 多忙の 爲に 弱って ゐる。 その 中で 何 か 害 いて 

ゐる 始末 だ。 高 野さん が やめた の は 氣の毒 だね = 餘は拜 眉の 上。 多忙 兼 夕 々患、 如何な ろ 因果 かと 思つ 


1 てゐ る。 

^  一  月 三十： H  芥川龍之介 

宇 野 浩ニ樣  ， 

一二  一二  〔二月 二  E 田 端から。 齋 藤茂吉 宛〕 

io 御藥 並びに 御 短 尺 ありがたく 存じ 奉り 候。 唯今 夜 も 仕事 を 致し をり 候爲、 朝ね を 致し、 山ロ樣 

に はお： m にか かる 機 會を失 ひ、 殘念 にも 恐縮に も 存じ 居り 候。 お 次 手の 節よ ろしく 御 鳳聲願 上げ 候。 

先夜 米、 一 月 や 二月の おん 歌 を しみじみ 拜見、 變 化の 多き に 敬服 致し 候。 成程 これで は 唯今の 歌つ く 

りた もに i (ぎ I の數が 乏しと 仰せら るる 箬と存 候。 (勿論 これ は 小生 を..^ 憂ゥ ッ ならしむ るに 足る もの 

に 候) 小生の 短 尺 はどう も氣 まり 惡き故 御免 蒙り 度 候へ ども、 一 二 枚お 達り 申 上ぐ 可く 候。 (句 313 

人前、 字 人前、 短 尺 113 人前の 割にて 御らん 下され 度 候 じ 唯今 「海の 秋」 と 云 ふ 小品 を 製造 中、 

同時に 又 「河童」 と 云ふグ ァ リゲ ァ の 旅行記 式の もの を も 製造 中、 その 間に 年 三 割と 云 ふ 借金 (姊の 家 

の) のこと も考 へなければ ならず、 困憊 この 事に 存じ 居り 候。 餘は いづれ 拜 眉の 上。 右 とりあへ ず御禮 

まで。 頓直 

二月 二日 夜  芥川龍之介 

齋 藤 茂吉樣 

二 仲 唯今で も 時々 錯覺 (？) あり。 今夜 はヌ マ ァ ルを用 ふべ く 候。 

昭  ニー 一三 〔二月 三： 端から。 河 西 信 三 宛〕 

禾 

^ 原稿用紙 にて 御免 蒙り 候。 あの 詩 は 唐の 蒲 州 永 樂縣の 人、 呂巖、 字 は 洞賓と 申す 仙人の 作に 有 之 候 U 

年少の 生徒に は 字義な ど を御說 明に 及ばざる 乎。 なほ 又 拙作 「杜子 春」 は 害の 小 說杜子 春傳の 主人公 を 


用 ひ をり 候へ ども、 話 は 2¥ 以上 創作に 有 之 候。 なほな ほ 又 あの 中の 鐵冠 子と 申す の は三國 時代の 

左玆と 申す 仙 入の 道 號に有 之 候。 三國 時代に は 候へ ども、 何しろ 長生 不死の 仙人 故、 唐 代に 出沒 致す 

も 差 支へ なかるべく 候。 呂洞賓 や 左 兹の事 はいろ いろの 本に 有 之 候へ ども、 現代の 本に て は 東海 林：！^ 

三郞氏 著の 支那 仙人 列傳を 御らん になれば よろしく 候。 右 御 返事まで 頓首 

二月 三日  .  芥川龍之介 

ニニ 四 〔二  H 四：：： E 端から。 山：： 茂吉 宛〕 

原稿 W 紙に て 御免 蒙い 候。 先達 は わざわざお 使 ひに お出で 候に も關ら ず、 朝寢坊 にて お にか かる 機 

を 失し、 申 訣無之 候。 右お 禮 かたがたお わびまで 頓首 

一 一月 四 H  芥川龍之介 

山 口 茂吉樣 

I  ニー  五 〔二月 五日 £ 端 か. り。 小 松芳喬 宛〕 

冠省お 手紙なら びに 六 神 丸 ありがたく 存じます。 いろいろお 心に かけられ、 恐縮に 存じます. - 多 川 中 

親戚に 不幸 有 之、 御 禮が遲 れ申訣 ありません。 北京 はよ かった でせ う。 僕 は 東京 以外の 都會 では 一 番 

北京 へ 住みたい と 思って ゐ. る ものです。 頓首 

二月 五 R  芥川龍之介 

小 松 芳喬樣 

一 二 一六 〔二月-, f::  =  w 端から。 渡邊 雍輔， 站〕 

お父さんのお 逝 を！ g; み 奉る。 今春 匇々 親戚に 不幸 あり。 多病 乂冬 憂、 この 手紙お くれて 何ともす まぬ" 


年 ニ和昭 
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蒲 原 君に よろしく。 まだ 多忙で 弱って ゐる。 頓首 

二月 五日  芥川龍之介 

渡邊 庫輔樣  -  . 

二伸け ふ は 手紙 を 七 本書いた。 これ は 八本 目。 

一二 一七 〔二月 七 =：： 田 端から。 蒲 原舂夫 宛〕 

支那 餅 を ありがたう。 比呂 志から も 禮狀を 出す 箬。 小 說は渉 どれり や。 僕 は 多忙 中 ムャミ に 書いて ゐ.. 

ろ。 婦人 公論 十二 枚、 改造 六十 枚、 文藝春秋 三枚、 演劇 新潮 五 枚、 我ながら 窮 すれば 通ず と 思って ゐ 

る G 庫 公に よろしく。  . 

n &、 

皂 1 く 

春 返る 支那 餅 食へ やい ざ 子ども  . 

御大 喪の 夜  芥川 龍 之 介 

蒲 原 君 

ニー 一八 〔二月 十 一 rz 田 端から。 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

常談言 つち やい けない。 六十 枚 位の もの を やっと 三十 枚ば かり 書いた 所 だ。 「河童」 は 僕の ライネッケ 

フ ックス だ。 しかし 婦人 公 ，1 へ 書いた 十 枚ば かりの 小品、 或は 御 一 讀に堪 ふるな らん。 内 田 百 間 曰 「芥 

川 は 病的の ある 氣違 ひ、 自分 は 病的の ない 氣違 ひだから 自分が 芥川を 訪問して わざと 氣違 ひじみ た 行 

動 をして 歸る。 芥川は 自分 を氣遠 ひだと 思 ふ。 自分 は 得意に なって 歸 つてく る うちにい つか 氣違 ひに 

なって ゐる。 同時に 又芥川 も氣違 ひに なって ゐる。 —— と 云 ふ 話 を 書く 爲に 近々 芥川を 訪問す るつ も 

り だ。 しかし どうも 自分ながら コ. ハイ」 コ ハイの は 寧ろ こつ ちぢ やない か。 ^は姊 の 亭主の 債務な ど 
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の 事 を 小說を 書く 間に 相談して ゐる。 年 三 割の 金と 云 ふ もの は 中々 莫迦に 出来ない もの だよ- .T-.r^u 

頃に は そちらへ か へれる つもり。 夫人に よろしく。 以上 

一 一月」 - - H  芥川龍之介 

佐 佐 木 茂索樣 

ニニ 九  一： 二： m 十二：：： E 端から。 小 穴隆ー ^〕 

長く 留守に して 資に すまない。 その後 姊の 家の 生活の こと や 原稿の 爲 にごた ごた して ゐる。 年 三 割の 

金 を 借りて ゐる 上、 家は燒 けて ゐ るし、 主人 はない 爲、 どうに も 始末が つかない の だ。 (僕で ももつ と 

しっかりして ゐれば 善い の だが) 「河童」 はだん だん 長くなる。 しかし 明 U 中にはへ I 稿の つもり。 その 

校正 を 見 次第、 東京 を晚屮 r する。 君が 近所へ 來て くれれば 三月 後 は 東京に ゐても 差 支へ ない。 今 は 

「サン ディ 毎 ：！：」 と 一 婦人 八ム 論」 と 「改造」 とへ 書いた。 婦人 公論の はしみ じみと して 害いた。 大兄 や 女房 

も 登場 させて ゐる 以上 

一 一月 や 二  ：！：  芥川龍之介 

小 穴 隆ー樣 

二伸 兎屋 さんに も 逢 ふ 間がない。 佐 藤 (春) にはちよ つと 會 つた。 齋 藤さん にも。 僕 は， ゥ エロ ナァ 

ル〇 • 四 だが 齋 藤さん は 〇 • 七 乃至 八の よし 上に は 上の ある もの だ。 

一二 二  0  〔： 一月 linw 端から。 小 穴隆ー 宛〕 

原稿用紙 にて 失禮。 やっとけ ふ 校了。 これから 親族 會議 をす まさなければ ならん。 君に は^の _ 一 おで 弱 

る。 しかし 二十 n に はかへ る。 僕 だけで も。 河童 を i 枚 書いた。 それから 「三十 六 歳の 小說 論」 を醫ぃ 

て 谷 崎 潤 一 郎君の k ま 論に 答 へ た。 每日 多忙。 ます子 女史 健在。 頓首 


6 
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和 
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1; 月 十五 日 

小穴隆 一」 


原稿用紙 にて 失禮。 河童：， S 六 枚 晩 稿。 

見たい。 火災 保險、 生命 保險、 親族 會議、 — 

か爵 いて ゐ るの は儉快 だ。 ゲェ ロナ アル 〇 

やはり ロッシュ 會社 製。 


芥川龍 之 介- 


〔二月 十六 n=S 端から。 佐 佐 木 茂 索^〕 


佐 佐 木 茂索樣 

1 一 仲 東京に 用向き なきや _ 


今度 


^ 懷を 消した。 改造 社の 招待の 芝居へ 來 ないか。 君の 顔が 

—— 何や彼や ゴ チヤ/ \ で 弱って ゐる。 が、 それだけに 何 

七 常用。 アロナ アル よりも ヌ マ アル の 方が 眠る のに 善い ( 

芥川龍之介 


栗 位 達る。 堀の 小說は 一 度 僕 や 室 生が 讀んで 二度目に 


フラグ マ ン にした もの。 よろしく お引立て を 乞 ふ。 

i  ニニ 二  〔二月 十六 U 田 端から。 秦通3^^"^^〕 

. て 失禮。 

Le. ち： mla  Am.ea は 昔-金 3! 說の 意、 Jccobus  (la  Voraghie は 十三 世紀の 初期の 人 だ。 (撿 べるの は 面倒 

故 これで まけて くれ 給へ：) 本の 内容 は 僕の 「きりし とほろ 上 入 it_ 一の 如き 話ば かり。 但し もっと 簡古素 

朴 だよ。 英吉利で は ンご Caxton の譯が 有名 だ。 今度 獨 逸で 出た 本 は 近代 語に 譯 されて ゐる かど 

うか。 alxtowl は 十五 世紀 頃の 人 だから、 この 英語 は 大分 古い。 のみならず 原本に ない 話 11 たと へ 

ば ヨブの 話な ど を 加へ てゐ る。 僕 は 黄金 傳說を 全部 讀ん でゐ ない 。(第 一 全部 は浩 翰， だら う) が、 

tca の セレクション は 一 册 持って ゐ る^だ。 御 入用の 節 は 探が すべし。 しかし 黃 金傳說 は 兎に角 名高 


いもの だから、 ゲスな . P マノ ルムと 一 しょに 買って 置いても 善い 本 だよ。 右當 用の み." 

一 一月 十六 曰  芥川龍 之 介 

秦 豐吉樣  •  . 

一 一伸 日本 版 「れ げん だ • あ うれ あ」 は 今から 七 八 年 前に 出て ゐる。 但し 僕の 頭で ね" 一 笑 

一一 一二三 〔二月 十七：：： 田 端から-。 犬 熊 信 行 宛 ：一 

原稿用紙で 御免下さい。 御手 紙 並びに 高著、 鵠 沼へ 參 りし 爲、 遲れて 落手、 高著 は 唯今 拜讀 致し 了り 

候。 小生 はラ スキンに は 全然 手 をつ けし 事 無 之 候 へ ども、 モリス に關 する もの は少 々 ばかり 讀み をい 

候爲、 高著に 對し、 多少の 戍 (慨を 催し 候。 r モリスに 關 する 在来の H 本人の 著書 は 出たら め少 からず、 

それ も 聊か 讀み をり 候へば、 愈 感慨 冬き 次第に 有 之 候) ラスキンより モリス へ傳 へたる 法燈は モリス. 

より 更に ショウに 傳 はりた る觀 あり、 その 中間に 詩人、 兼 小說家 兼畫家 兼ェ藝 美術家 兼社會 主義者と. 

して 立てる モリス は 前世紀 後半の 一大 橋梁と 存候。 但し 老年の モリスの 社會 主義 運動に 加 はい、 いろ 

いろ 不快な 目に 遇 ひし 事 は 如何にも 人生 落莫の 感有之 候。 (そ は 勿論 高著の 問題外に 屬し 候へ ども 0 小. 

生 は 詩人 モリス、 —— 殊に Love  is  Emy-lsh の 詩人 モリスの 心事 を 忖度し、 同情す る所少 からず、 

モリス は 便宜上の 國 家社會 主義者た るの みならず、 便宜上の 共產 主義者たり し を 思 ふこと 誕> に 御座： 

候。 以上 

二月 十七 日  芥川龍之介 

大熊 信行樣 

I  ニニ 四 〔二月 二十 三日 田 端 か. り。 赤 井三郎 宛〕 

原稿用紙で 失禮 します。 玉稿 は拜 見し ました。 ああ 云 ふ 有り 八！： せの 文句で 書いて は駄 H: です。 もっと" 
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ぶつ 切ら 棒で も 善い か"、 ギカに 迫る やうに 書かなければ" 玉稿 は 佐 佐 木 君に 讀んで 貰った 方が 善い 

と 存じます。 右當 用の み， - 

二月 二十 三 H  芥川龍 之 介 

赤 井 三郞樣 

一 ニニ 五 〔二月 二十 六 端から。 端 書、 赤 井三郎 宛〕 

南京 新唱を ありがたう 右お 禮 まで 顿 I ほ  . 

二月 二十 人 日夜  芥川龍之介 

一 ニニ 六 〔二月 二十 七： =:S 端 か. り。 端 書、 瀧 井 孝 作 宛〕 

御手 紙拜 見。 「玄鶴 山 房」 は 力作 なれ ども S ら 脚力 盡 くる 所 11 山 を 見る の感 あり 。 河童 は 近年に ない 速 

力で 書いた。 廣氣樓 は 一番 自信 を 持って ゐる。 僕は來 月の 改造に 谷 崎 君に 答へ、 幷 せて 志賀 さん を 四 

五 枚 論じた。 これから 大阪 へ. 一:- つ 所。 頓首 

I  ニニ 七 〔三月  一 ：11 大阪 から，。 芥川文 宛〕 

拜啓、 まだ 三 四日 はこ ちらに 滞在 致すべく 候。 今：：： は 谷 崎、 佐藤兩 先生と 文樂 座へ 參 る^、 右 営 用の 

み 顿首 

三月 朔  龍 之 介 

- 文 子 どの 

二 仲 比呂 志に 西洋 象棋を 買って やった 
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I  ニニ 八 〔一二 お 一 ！ ：= 大阪 から。 ^卷 義敏 宛：〕 

冠省 一 度 やった もの をと り 上げ、 まことに すまぬ が、 森さん の卽興 詩人 一 ー册. を 小包に し 谷 崎 氏へ、 途っ 

て くれない か。 宿所 は文藝 日記の 末に あるべし" 右當 用の み。 小 穴 君に よろしく。 頓首 

三月 朔  芥 川 

義 敏樣， 

一二  二 九 〔三月 二  H 大， 阪 から。 齋 藤茂吉 宛〕  . 

冠省 岡さん より 御手 紙 有 之 小生に も 「庭 苔」 に 就いて 何 か 書け と 仰せられ 候 ま. -ニ 三枚 相した." め 御中 

もとまで さし 上げ 候な ほ 父 下阪 前 短 尺 二三 枚お 達り 申 上 候 も 御 落手の 事と 存候右 とりあへ ず 《ぬ W のみ 

頓首 

三月 二  EE  龍 之 介 

齋藤 茂吉樣 

I  二三 0  〔三月 六日 田 端から。 靑野 季吉， お〕 

原稿 m 紙で 御免下さい。 「新潮」 の 合， 評會の 記事 を讀 み、 もよ っヒ この^ 紙 を W く氣 にないました。 そ 

れは篇 中の リイ プ ク ネヒト の ことです. - 或 人 は あの リイ プ クネヒト は 「苦樂 L でも 善い と 言 ひました。 

しかし 「苦樂 一で はわた しに はいけ ません。 わたし は 玄鶴山 房の 悲劇 を 最後で 山 房 以外の 世界へ 觸れさ 

せたい 氣 もち を 持って ゐ ました 。(最後の 一 囘 以外が 悉く 山 房 内に 起って ゐ るの は その 爲 です。) なほ 又 

その 世界の 中に 新時代の ある こと. A: 暗.： ふしたい と 思 ひました。 チ ェ ホフ は 御 承知の 通り、 「櫻の 園」 の 

屮に 新時代の 大學生 を 點 出し、 それ， を 二階から 轉げ 落ちる ことにして ゐ ます。 わたし はチ ェ ホフ ほど 
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新時代に あきらめ 切った 笑 聲を與 へる こと は出來 ません。 しかし 又 新時代と 抱き合 ふ ほどの 情熱 も 持 

つて ゐ ません。 リイ プ クネヒト は 御 承知の 通り、 あの 「追憶 錄」 の 中に ある マ ルクス ゃェ ン ゲル スと會 

つた 時の 記事の 中に 多少の 嘆 聲を拽 らして ゐ ます。 わたし はわた しの 大學 生に も かう 云 ふ リイ プクネ 

ヒトの 影 を 投げたかった のです。 わたしの 企阖は 失敗だった かも 知れません。 少く とも 合評 會の 諸君 

に は 尊臺を 除き、 何の 暗示 も與 へなかった やうです。 それ は 勿論 やむ を 得ません。 しかし 唯 尊 臺には 

これ だけの こと を 申 上げたい 氣を 生じました から、 この 手紙 を 認める ことにしました。 

なほ 又 わたし は ブル， チヨ ォヮ たると 否と を 問 はず、 人生 は 多少の 歡喜を 除けば、 多大の 苦痛 を與 へる 

ものと 思って ゐ ます。 これ は 近頃 ク J81as ま gur の 書いた 「アナ トオル • フランスとの 對話」 を 讀み、 

一 層 その 感を 深く しました。 ソ オシ アリス ト • フランス さ へ 彼をソ ォ シ ァ リズ ム に 驅りゃ つ たもの は 

「輕 侮に 近い 憐憫」 だと 言つ てゐ ます。 右 突然 手紙 を さし 上げた 失 鱧を赦 して 項ければ 幸甚です。 頓首 

昭和 二 年 三月 六日  芥川龍之介 

靑野 季吉樣 

一 二三 一 〔三月 十  一 端から-。 谷 崎 潤 一 郎宛〕 

冠省、 先日 來 いろいろ 御 厄介に 相 成り ありがたく 存じます。 どうも 御迷惑 を かけすぎ たやうな 氣 がし 

て 恐縮です。 本 は 御氣に 入れば 幸甚です。 實は 善い、、 コャを 見つけ、 さし 上げようと 思った のです が、 

金がなくて あきらめました。 Los  caprichs の 複製です。 唯今 大いに 筋の ある シナリオ を 製造 中 頓 

首  . 

. . 三月 十 一 日  芥川龍之介 

谷 崎 潤 一 郎樣 


一二三 二  〔一一 一月 二十 八：：： 鵠 沼から。 资藤 茂. f; り：^〕 

原稿用紙 にて 御免 蒙り 候。 度々 御手 紙 項き、 恐縮に 存じ 候。 「河童」 など は 時間 さへ あれば、 まだ 何 卜 

枚で も 書け るつ もり。 唯 婦人 一公 論の 「養 氣樓」 だけ は 多少の 自信 有， 之 候。 但し これ も片々 たる ものに て 

どうに も 致し かた 無 之 候。 何 かべ ンを 動かし 居り 候へ ども、 いづれ も 楠 正 成が 湊川 にて 戰ひ をる やう 

な ものに 有 之、 疲勞に 疲勞を 重ね をり 候。 (今日は 午後より IS 沼へ 參る 笞。〕 尊臺の ことな ど 何かと 中す 

がらに も 無 之 候へ ども、 あまり はたが 齒 痒き 故、 ぺ ンを 及ぼし 候 次第、 高 免 を 得れば 幸. 甚に 御座 候。 

一休 禪師 は朦々 三十 年と 申し 候へ ども、 小生な ど は碌々 三十 年、 一 爪痕 も殘 せる や 否や 覺朿 なく、 み 

づ から 「くたばって しまへ」 と 申す こと 度た びに 有 之 候。 御 憐憫 下され 度 候。 この頃 又半诱 明なる 齒ポ 

あまた 右の 目の 視野に 廻轉 する 事 あり、 或は 尊臺の 病院の 中に 半生 を 了る ことと 相 成る ベ き 乎。 この 

頃 福 田 大將を 狙撃した る 和 W 久太 郎君の 獄中記 を讀 み、 「しんかんとしたり や 蜜の はねる 昔」 「のどの 

中に 藥 塗るな り 雲の 峯」 r 麥 飯の 虫 ふえに けり 土用 雲」 等の 句 を 得、 アナ アキ スト も 中々 やるな と存 候- 

( 一 茶 嫌 ひの 愈 臺には 落第に や〕 殊に 「あの 霜が 刺って ゐ るか 痔の 病」 は 同病 相憐 むの 情に 堪 へず、 21 巾 

にての 痔は 苦し かるべく 候。 來月朔 日に は歸 京、 又々 親族 會議を 開かなければ ならず、 不快 この 事に 

存じ をり 候。 そこ へ參 ると 菊 池な ど は 大した 勢 ひに て 又々 何とか 讀本を はじめ 候。 (小生 は 名前 を 速ね 

たるの み。〕 唯今の 小牛； に 欲しき もの は 第一 に 動物 的 ヱ ネル ギィ、 第二に 動物 的 ヱ ネル ギィ、 ^一二に 励 

物的 ヱ ネル ギィ のみ。 

冴え返る 枝 も ふる へ て 猿す ベり 

三月 二十 八日  龍 之 介 
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一 二三 三 〔四月 三：；： £ 端 か、 り。 ^田泰 司^〕 

冠省、 あらゆる 「河童」 の 批評の 中に あなたの 批評 だけ 僕 を 動かしました。 あなた は 僕 を 知らない だけ 

にこれ は 僕に は 本望です。 河 蜜 は あらゆる ものに 對 する、 —— 就中 僕 自身に 對 する デグ ゥ から 生まれ 

ました。 あらゆる 「河童」 の 批評 は 「明るい 機智」 を 云々 して ゐ ます。 恰も 一層 僕 自身 を 不快に させる 爲 

の やうに。 右 突然ながら 排^の 爲に。 (御 禮の爲 と 云 ふよりも) 頓宵 

四月 三日 朝  芥川龍 之 介 ： 

吉田 泰司樣 

I  二三 四 〔四月 三日 田 端から。 稻垣足 穗苑〕 

高著 を ありがたう、 文壇 は あなたの やうな ゆ 5.cy の 所有 主に 冷淡です。 しかし fssy それ 自身に 

値の あるの は 勿論です。 書け るまで どんどんお 書きなさい。 僕な ど はもう fancy に 見す てられた 方 

です。 しかし 今 牛乳 をのんで ゐ ると、 第三 半球が ぼんやり 浮かんで 來 ました。 頓首 

四月 三日 朝  ， 芥川龍之介 

稻垣 足穗樣 

1 一伸 ゆうべ まで 1^ 沼に ゐた爲 に御禮 が遲れ ました。 


I  二三 五 L 四月 四 ns 端から。 端 書、 芥川文 宛〕 

多 加 志 熱 を 出した よし、 石 川さん から 聞いた。 こちら も 義敏熱 を 出し (イン フル ェ ンザ〕 ねて ゐる。 

多 加 志 はすつ かりな ほる まで そちらに 置いた 方が よい かも 知れない。 六 曰 或は 七 曰に 種 や を やる^ 

お母さんに よろしく。  . 
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一 二三 六 〔四月 十： n 田 端から。 飯田武 治-が〕 

ti^ 省 「雲母」 の 拙 句 高評 あり がた く存 候。 專門 家に ああ 云 はれる と 素人 少 々鼻 を 高く 致し 候。 但し 蝶の 

舌の 句 は 改作に あらず、 おの づ から 「ゼン マイに 似る」 云々 と 記憶せ しものに 有 之 候。 當 時の 句 暦 を 保 

存 せざる 小生の 事故 r 鐵條 に似て」 云々 と ありし と 云 ふ貴說 恐らく は 正し かるべく、 從 つて、 もう 一 度 

考へ直 L 度 候。 唯 似る —— .5 と 滑る 音、 ゼン マイに かかりて もよ つと. -氷練 あ"、 この ラ行の 昔 を 欲し 

と 思 ふ は 素人 考へ にや。 なほ 又 「 かげろ ふや 楝も 落ちた る」 は 「棟 も 沈める」 と 改作 致し 候。 あ，^ 何.：？ も 

ならべて 見る と、 調べに 變化 乏しく つくづく 俳諧 もむ づ かしき ものな りと 存候。 この頃 久保 m^、 句 

集 を 出す にっき、 序な 書け と 云 はれ、 

「矸返 る鄰の 屋根 や 夜半の 雨」 

御 一 笑 下され 度 候。 一 一月 號 「山 廬 近詠」 中、 

「破魔弓 や 山び こ つ くる 子の たむろ」 

人に 迫る もの 有 之 候。 ああ 云 ふ 句 は 東京に ゐては 到底 出来ず、 健 羡に堪 へず 候。 頓首 

四月 十日  芥川龍 之 介 

銀 田 蛇缀樣 

I  二三 七 〔四月 二十 五 =E 端から。 室 生 厚 星 宛〕 

冠省 藏六 刻の 印 ニ顆、 小生より けん 上せし もの 一寸お 貸し 下され 度、 なほ 又 肉池 もお 借し 下され 候 

は V 幸甚 頓 首.：  .  . 

二十 五日  龍 之 介 

犀星議  ， 
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一二三 八 〔五月 二日 田 端から。 恒藤恭 宛〕 

手紙 を ありがたう。 頭の 中 はま だ片づ かない。 従って 未だに 病氣 だ。 唯 書かざる 可らざる 必要が あつ 

て 書いて ゐ るの だから、 憫み 給へ。 來月も 亦 谷 崎 君に 答へ る ことにした。 僕 等の 議論 は 君な どに は 非 

論理的 だら うが、 僕の 現在の 頭の 中 を 整理す る 爲には 必要な の だ。 そのうちに 京都へ 行く かも 知れな 

い。 右 御 返事の み〕 奥さんに よろしく。 誰か 君が 大醉 して 下 立賣を 歩いて ゐ るの を 見た とか 言った。 

大いに わが 意 を 得た。 時々 は 大いに 飮み 給へ。 

こ ぶ こ ぶ の も 霞む や 枯れ 銀杏 

五月 二日  芥川龍之介 

恒 藤恭樣  ， 

二伸 さう 云 ふ 暇 もなから うが、 若し あったら、 僕の 說を 批評した 手紙 を くれ 給へ。 ちっと は 阿 

呆2^外の說も聞きたぃ。 尤も 夫子 自身 阿呆 だが。 

一 ニー 一一 九 〔五月 二日 田 端から。 眞野 友ニ郎 宛〕  . 

冠省、 鯛 を ありがたう 存じます。 あなた は悠々 自適して ゐら れる容 子、 健 羨に 堪 へませ し。 右 とりあ 

へず 御禮 まで。  . . 

こぶ こぶの 乳 も 霞む や 枯れ 銀杏 

ヌ月ニ  H  芥川龍之介 

■ 眞野友 ニ郞樣 

ニー  四 0  〔五月 六：！！ 田 端から。 里見|{^1;宛〕 
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冠省 大道 無 門 ありがたく 存じ 候。 来月の 改造に てお 鱧 かたがた 妄評 仕らん と 存じ をり 候 所、 大事 をと 

りすぎ、 とうとう 今 曰の/切りに 間に合 はず、 斷念 致し 候 間、 この 手紙 を 差し上げ 候。 御 鱧 相 進れ 候 

段 あしからず おゆるし 下され 度 候。 頓首  .  1 

五月 六日  芥 ：=- 管 之 介 

山內 英夫樣 

一 二 四 I  〔五月 六 端から。 字 野浩ニ 宛〕 

冠省 君の 本の 題 を 知らせて くれぬ かり 好意に 甘えて 序文 を 作る ことにする。 徂 しそれ は 一度 「文藝 

春：^ 一にの せる 事に したい。 さう すると、 僕 も 大いに 助かる から。 餘は拜 屑の 上 萬々、 頓首 

,  芥川龍 之 介 


五月 六日 夜 

宇. 野 浩ニ樣 一 


二 四 二  〔五月 十七： ：！ 北海道から。 綣端 書へ 攝 見 jjit と 寄書、 志賀^^哉宛〕 


双 鬼眠圓 ， 

孤雁 夢 寒 

旅情 御 想 察 下され 度 候。 

五月 十七：！： 


二 四 三 〔五月 十七！：！ 北海道 か 


龍 之 介 

翁 端 書へ 里 見 jJlt と 寄書、 佐 佐 木 茂 索 宛.〕 


汽車に のる、 しゃべる、 ねる、 又 汽車に のる、 のべつ 幕な しの 精進に は少 からず 弱り 居り 候^し t ぉ鸯 

眠暖 孤 鶴 夢 冷  , 


一二 四 四 〔五月 十七 n 北海道から。 小 穴隆ー 宛〕 

敬 啓 仙臺、 岩 手と 巡業し、 やっと 逮輕 海峽を 渡りて 函 館へ 參り候 兩館は 殺風景 を 極めた 所な り、 

匆々 湯の 川溫泉 へ 避難、 こ ちら は 櫻 さき 蒲公英 さき 黄水仙 さき 櫻す ず めと 云 ふ 鳥啼き 居り 候 あ ひ變ら 

ず 憂鬱 夜々 卽 時に 死ねる 支度 をして 休み をり 候 これより 札幌、 旭川、 小 樽 を ま はり、 新 潟 を經て 二十 

四 五日 頃に かへ る箬、 文中 さしつ かへ なき 所 だけ 宅へ もお 浪 らし 下され 度 候  • 

盛 岡 

啄木 は 今 は あらず も HI なぐ もる 岩 手の 山に 鳥は啼 きつ つ 

插し畫 日々 大 へんなる べし 女の子の 鞠 をつ け る畫ょ り 後 は 見ず 不本意 この 事 也 頓苜 

五月 十七 日  澄 

ー游 先生 

一二 四 五 〔五月 二十 四 H 新 潟から。 鎗端 書、 佐 佐 木 茂 索 宛〕 

やっと 新 潟 着、 これ は プライ ゲ H ェ ト だから 氣樂 だ。 尤も 大きな 部屋に たった 一 人 坐って ゐ るの はは 

P  ー/1  、  0 

力な、 

憶 北海道  . 

. 1^ え 返る 身にしみ じみと ほっき 只 

この ほつ き 貝と 云 ふ 貝 は 恐る ベ きも の だ。 どこの 宿へ とまって も 大抵 膳 の 上 に 出現す る。 

. 五月 二十 四 H  龍 之 介 


一二 四 六 〔五月 二 Iran! 新 潟から。 綺端 書、 小穴隆 丁苑」 

北海道 二 句 

ひつじ 田の 中に しだる る 柳 かな 

ほっき a: と 云 ふ 貝 あり いづこの 膳に もの ぼる 

冴え返る 身にしみ じみと ほっき 貝 

. - 五月 二十四日. 

二伸 繁昌 記 十三、 十五^だ け拜 見。 長 明 先生 云々 の 字 は 一 卜 島 先生 乎 

一二 四 七 〔五月 二十 四：：：： 新 潟から。 翁 端 書、 メル 川 文-:^〕 

おとと ひ S 新 潟 I、 八 田さん にいろい ろ 御 厄介になる。 二十 五 曰か 六 n に はかへ るつ もり。 くた 

びれ 切って ゐる。 東北 や 北海道 を 廻って 來 ると 食 ひもののう ま..' たけ 難 有 L 

「； こ J 

どこへ 行っても 御馳走 ぜ めに 弱つ て ゐ る 。 就中 北海道 の 「ホ ツキ」 と 云 ふ やり切， -な、 

五お 二十四日 志の W にて 

「五月 二十 SInr 斩！^ から。 

I  二 四 <  厂!! I、 芥川 比： 志、 间多加 志- M」 

コレ ハー ーヒガ ノノノ マチ デス ム カシノ ノヤ ゥナ キガシ マス ソレ デモ ジ ドウ シャハ トホッ r マ 

ス  へ チマ、. 

五月 二十 四 s 


年 二 和 
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ヒロシ サマ 

タカシ サマ 

一 二 四 九 〔五月 二十 四 H 新；^ から。 紛 端蒈、 室 生厣星 宛〕 

鍋 茶屋 はつひに 錯甚に 若かず" 金澤 にあり し 曰 の 多幸な りし を 思 ふ 事 切なり。 

北海道 

ひつじ 田の 中に しだる る 柳 かな 

新 潟 龍 之 介 

I  二 五 0  〔五月 二十四日 新 潟から。 繪端 書、 里 見 jJit 宛〕 

靑森 では 貴意の 通り 「のがれざる や」 と 相 成り、 その上 例の 茶話 會と云 ふやつ にて 往生す る こと 

ならず、 新 潟に て やっと 人並みの 食物に ありつき ほっと 致し 候。 尤も 鍋 茶屋 も 錯 甚に 及ばず、 

も 生憎 避 返 不仕候 

遠 藤 さまに よろしく" 魚 は 東京よりも 新しい こと を 御吹聽 下さらば 幸甚。 . 

北海道 を 憶 ふ 

冴え返る 身にしみ じみと ほっき 貝. 

I  二 五 I  〔五月 二十 八日 田 端から。 福 島 金 次 鬼〕 

御手 紙拜 見し ました。 何かと ムャ ミに 書いて ゐ ます。，， 「唇 氣樓」 を ほめて 項いて 恐縮です。 しかし 或 友 

だち は 小生の 作品 中、 あれ を 一番 無 感激の ものに 數 へて ゐ ます。 小生 自身 は 一 番無 感激と も 思って ゐ 

ない のです. が。 + 


一 かた 

美人に 


五月 二十 八日 

福 島 金次樣 

一 一 伸 北海道よ りかへ り、 いろい ろ 手紙ば かり 書いて 大分く たびれ まし た - 


芥川龍之介 

これ は 四 本 H です „ 


一二 五 二  〔六月 十； H 田 端から-。 柳 田國男 宛〕 

冠省、 先夜 は失禮 仕り 候。 「まひ まひつ ぶろ」 のぬ き 刷り、 ありがたく 拜受 致し 候。 尙又近2„^^„:水先生-ょ 

り 河童の 話 を いろいろ 伺 ひ 候。 

舊句 金澤 にて  . 

簀 むし 子 や 雨に もね ま る蝸午 

御 一 笑 下され 度 候。 頓首 ， 

六月 十日 夜  t 

柳 田 國男樣 


之 介 


TO 


一 二 五三 〔六月 十四 HE 端から。 资藤 貪吉- 冗〕 

原稿用紙で 失禮。 日本で は 滅多に 吸へ ぬ 煙草 を ありがたう。 不相變 たっしゃ かね 

記と 云 ふ ものの 中で ちょいと お前 に 言及した 。 それから 北海道 へ 行った。 

雪 どけの 中に しだる- -柳 かな 

これ は 旭川の 吟だ。 

六月 十四日  f 

齋藤 寅吉樣 


この問.^^3^繁昌 


之 介 


s  一二 五 四 〔六月 二十 一日 田 端から。 小手 川 金次郎 宛〕 

6 

冠省 度 た び 頂戴 も の を 致し ありが たく 存候右 とりあへ ず 御 鱧 まで 頓首 

六月 二十 一日  ，  龍 之 介 

小手 川 金 次郞樣 

S 川 

雪 どけの 中に しだる- -柳哉 

御 一笑 下され 度 候 

I  二 五 五 〔六月 二十四日 田 端から。 大岡龍 男 宛〕 

冠省 高著お 贈り 下され ありがたく 存候 唯今 序文 だけ 拜見 致し 候高濱 さんの 序文 は 小生な どに も藥に 

. 相 成り 候 いづれ ゆっくり 拜見 仕る 可く 候 右 とりあへ ザ 御禮 まで 頓苜 

六月 二十四日  芥川龍之介 

大岡 龍男樣  ■ 

I  二 五六 〔六月 二十 九日 田 端から。 遠 田 信太郎 宛。 封筒に 遠 田 一 路風樣 と あり〕 

冠省 さくらんぼ ありがたく 存 候まい 度 御 配慮に ぁづ かり 忝く 右 とりあへ ず御禮 まで 頓首 

S  , 六月 二十 九日  芥川龍之介 

，  遠 田 信 太郞樣 

二 

年  一二 五 七 〔六月 二十 九日 E 端から-。 東宮 H ルザ 宛〕 . 


敬 啓 東宮 樣御 長逝の よし 承り 候 謹みて 御-悼み 申 上 候 頓首 

六月 二十 九日 ，  芥川龍之介 

東宮 二 ルザ 樣 

一二 五八 〔七月 八 =3 端から。 金九經 宛〕 

前略、 原稿用紙 にて 御免 蒙り 候。 「書物 禮讚」 ありがたく 存候。 訣、 譯、 ともに あて 字た る國 に^まれ 

たる こと 我な が" 笑. i^, 千 萬に 存じ 候。 所詮 わけと 假名に する に 若かず。 唯 訣字を 用 ひたる の 校正 者の 

誤りなら ざ る こと を 御 承知 下さらば 幸甚 に存 候。 ( J 慢性 出鮮 目」 の 慢性 も 言海 に は 慢性と あり、 新聞 雜 

誌な どに は蔓 性と あれ ども、 しゃれて 慢性と いふ さ へ しゃれと 聞え 難き 世の中に 候。) 高須 氏の 著書 は 

拜見不 仕、 高評に よりて 大體を 窺 ひ 申し 候。 右 とりあへ ず 御 鱧まで。 頓首 

七月 八 曰  ，  曼  靑 

金九經 先生 

I  二 五 九 〔七月 田 端、 家に て、 「西方の 人」 原稿と 共に。 せ？ 卷 義敏- が〕 

この 原稿の 番號を 打ち 直 t、 改造 社の 使に 渡して 下さい。  - 

龍 之 介 

義敏樣 
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芥  川 

芥川多 加 志 
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芥川儔 
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^  n  文 

(舊姓 塚 木) 

淺野 三千 三 


麻 生 恒太郎 

阿部 章藏 

有 田四郎 

飯 田武治 

井汲 淸治 


I  二三 0 

一二 二 四 I  ニニ 五 

九九 八 

三 0 穴 三 0 九 
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I  二 四 八 
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九 0 四 
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- 00  10 五 
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二  0  ニー 

四 九 五 I 
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I  0 九 I 
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一 0 四 五 


七 四 五 
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I 一  五 

一六 六 

ニニ 九 

三 0  二 

九 二 六 

六 三 二 

五六 

九 ニニ 

七 五 七 
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八 0 七 

九 三 九 

六 九 三 

三 0  I 

一二 七 一 
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一 0 六 0 
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二  一  0 
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二  0 七 
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六 八 A 
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九 A 五 


I 四 二 
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一 一 A 
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二三 一 

三 二 四 

八 四 七 

七 四 

八 六 三 

I 一九 九 

I  二三 四 
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四 二  I 

三 七 八 


二 四 八 

三 四 0 

九 八 二 

八 四 

九 三 六 


三 九 三 


二  I 一 

一 三 二 


0 七 四 

九 一 

九 四 一 


三 九 五 


二 四 I 

一 三 三 

二 四 六 


I 四 I 

一九 I 

二 七 七 

四 四 0 


一 六 0 

九 六 三 


二  0 七 
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枝 
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0 三 I 
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五一 四 
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五八 六 

六 I 四 

六 五 九 
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0  I 五 
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六 七 0 
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八 三 二 
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五六 0 
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四 0 三 四 一八 五 四 八 六 二三 九 三 0 
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